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球磨絵図 [部分 ]（1773）　（人吉市教育委員会提供）



巻頭図版 2

広島大学図書館所蔵「相良家文書」（寛政 8 年 山絵図のうち、青蓮寺絵図）
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球磨川右岸の蓮花寺跡・相良頼景館跡・青蓮寺周辺の様子 ※出典：USA-M319-35
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石積堤防・広場・切落し（東から）

石積堤防 (西から）

石積堤防基礎部

石積堤防・東濠跡の接続状況（南から）

石積堤防 (東から）

石積堤防 (東から）

石積堤防背後の状況（北から）
熊本県文化課調査写真（昭和 49～ 50年）
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青蓮寺阿弥陀堂の背後から球磨川を眺む

県史跡・青蓮寺古塔碑群
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相良頼景館跡北側土塁トレンチ断面

相良頼景館跡北側堀トレンチ断面
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東光寺磨崖板碑オルソ画像 S=1/25

東光寺磨崖板碑オルソ画像 S=1/25
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東光寺磨崖板碑オルソ画像　S=1/25
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相良頼景館跡北側土塁トレンチ断面

相良頼景館跡北側堀トレンチ断面



巻頭図版8

石崫内右側壁から奥へと続く空洞状況

石崫内部状況

調査前磨崖板碑・石崫状況



　今回、刊行しました調査報告書「多良木相良氏遺跡」は、熊本県球磨郡
多良木町に所在する遺跡の調査報告です。
　多良木町は、鎮西相良氏の惣領家である多良木相良氏が本拠を構えた場
所です。多良木相良氏の足跡は、遺跡・建造物・仏神像・石造物・伝統芸
能など多岐にわたり、私たちの生活空間の中に溶け込んでいます。これほ
どまでに豊かな中世の歴史文化遺産が存在する地域は全国的にみても、さ
ほどないものと自負するところです。
　令和３年度から始動した調査では、伝相良頼景館跡・青蓮寺・東光寺磨
崖板碑といった重要な遺跡を対象に、発掘調査や石造物調査を行いました。
その調査の成果は、これまでの相良氏研究に一石を投じるだけではなく、
日本史研究の視野を広げることができるような成果を得ました。今回の調
査成果が、学術資料としてはもとより、広く、地域の歴史に対する理解を
深め、ひいては教育・文化の向上の一助としてご活用いただけることを願っ
てやみません。
　最後に、各種調査を実地するにあたり、多大なご支援とご協力を頂いた
文化庁・熊本県文化課・多良木町教育委員会の皆様、並びに指導助言を賜
りました諸先生方、更に地域の方々、発掘・遺物整理作業に携わられた方々
に対し、心から感謝の意を表し厚く御礼申し上げます。

　令和６年３月 31日
多良木町長　　吉瀬　浩一郎
多良木町教育長　佐藤　邦壽

序 　 文
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32 度 
17 分 
41 秒

130 度 
57 分 
3 秒

2021/9/2 
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2022/2/14 
2022/9/1 
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約 7.7㎡ 遺跡範囲確認

遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

町史跡 
相良頼景館跡

館 中世～近世
堀跡　土塁跡　石積堤防 
切落し 広場　土器溜　溝 
石積基壇　石造物群

土師器　青磁　白磁　天目 
瀬戸　常滑　中世須恵器　滑石製品 
東播系須恵器　近世陶磁器　

川湊関連施設
か居館の可能
性がある

青蓮寺境内 寺院 中世～現代 石造物群・壇上積基壇 一族の供養所

町史跡 
東光寺磨崖梵字

宗教施設 中世 磨崖板碑・石窟 青磁　土師器　中世須恵器 磨崖板碑

要約

　多良木相良氏遺跡は鎌倉時代に西遷し、鎮西相良氏の惣領家として存在した多良木相良氏に関する遺跡であ
る。相良家文書に登場する「多良木村」は多良木相良氏の本拠である。 
　相良頼景館跡は鎌倉時代から機能した遺跡である。多良木相良氏が開発したとされる灌漑域に占地し、当初
は堀によって方形に区画され、球磨川に面し石積堤防を整備した遺跡であった。北側の堀は 15 世紀中頃には
一度埋め戻され、多良木相良氏滅亡後の 16 世紀後半には再度堀が掘られ、土塁が造成される。遺跡の形成は、
史料から得られた多良木相良氏の活動時期と一致しており、地域開発の拠点施設と考えられる。 
　青蓮寺境内の当初の姿は、鎮西相良氏の祖・頼景の廟所が設けられ、廟所の中に阿弥陀三尊を安置、その背
後中軸線上に壇上積基壇配置、その上に五輪塔を設置するという墓所景観が復元できる。これらの墓所整備は、
永仁３年（1295）に多良木相良氏主催のもと行われており、一族の墓所として機能していたと考えられる。
青蓮寺境内は多良木相良氏にとって支配の正当性を示すものであり、多良木相良氏滅亡後も、墓所空間は支配
の正当性を保持する装置であった。 
　東光寺磨崖梵字は磨崖板碑であることがわかった。その隣には石窟も確認できた。東国御家人である多良木
家にとって、自らの出自を主張するための装置であるとともに、地域社会への権威付けの機能があったものと
考えられる。

報告書抄録



1.	 本書は、熊本県球磨郡多良木町に所在する多良木相良氏遺跡の総合調査報告書である。
2.	 総合調査は、国指定を目指す動きに伴い史跡指定を目的として実施した。相良頼景館跡（町史跡）、青蓮寺境

内（「青蓮寺古塔碑群」県史跡）、東光寺磨崖梵字（町史跡）の調査は、令和３・４年度に「国宝重要文化財等
保存整備費補助金」の交付を受けた「町内遺跡発掘調査」により実施したものである。多良木相良氏関連遺跡
群の総合調査報告書の刊行は、令和５年度に「国宝重要文化財等保存整備費補助金」の交付を受けた「町内遺
跡発掘調査」により実施したものである。

3.	 調査は多良木町教育委員会主導のもと、多良木町企画観光課が担当した。令和３年４月より、文化財行政は多
良木町教育委員会から多良木町企画観光課に移管され、補助執行となっている。

4.	 発掘調査は令和３年４月１日から令和５年３月３１日までの期間で実施した。詳細な工程は第Ⅰ章第２節に記
した。

5.	 発掘調査における水準点・基準点測量、地形測量は（株）九州文化財研究所に委託した。
6.	 自然科学分析はパリノ・サーヴェイ（株）に委託した。
7.	 整理・報告書作成作業は平成２８年度から令和２年度までは基礎的再整理作業を行い、令和３年４月から令和

６年３月までの期間で実測、デジタルトレース、図版作成などの報告書作成を行った。詳細な日程は第Ⅰ章第
３節に記した。

8.	 遺物の実測・トレースは、永井及び整理作業会計年度任用職員が行った。
9.	 遺物の写真撮影は、永井及び整理作業会計年度任用職員が行った。
10.	方位及び座標は、国土地理「平面直角座標系Ⅱ系」による。標高値は海抜高である。
11.	本書で用いた土壌・胎土の色調名は農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帳」に基づく。
12.	報告書内の遺跡名は、令和５年４月１日時点での熊本県遺跡地図に基づく遺跡名である。相良頼景館跡は多良

木町、青蓮寺古塔碑群は熊本県、東光寺磨崖梵字は多良木町の史跡指定を受けている。
13.	昭和 49 ～ 50 年にかけて行われた熊本県文化課による発掘調査を「県調査」、その成果である昭和 52年刊行

の「蓮花寺跡・相良頼景館跡」『熊本県文化財調査報告第 22集』を「県 22集」と記す。
14.	本書の編集は永井・上村が担当した。
15.	多良木相良氏に係る史資料の分析を次の方に依頼し、また次の方々から玉稿をいただいた。

稲葉継陽（熊本大学　永青文庫研究センター長）
小野正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授）
狭川真一（大阪大谷大学文学部教授）
鶴嶋俊彦（元人吉城歴史館長）
有木芳隆（公益財団法人　永青文庫副館長）
村木二郎（国立歴史民俗博物館准教授）

16.	発掘調査記録及び出土遺物は多良木町教育委員会で保管している。
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１．出土遺物の分類方法
　土師器、輸入陶磁器、国内産陶器、瓦、土師質製品、石製品、古銭、金属器に大分類し、さらに種別や産地、器
種を考慮して再分類し、本報告はこの順に図を掲載している。

　土師器　　　坏、小皿、土錘など
　輸入磁器　　青磁（碗、皿、浅型碗、小碗、坏、盤）
　　　　　　　白磁（碗、皿、坏）
　　　　　　　その他の青磁白磁
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　　　　　　　青花（碗、皿、大皿、その他）
　輸入陶器　　中国陶器（天目碗、盤、鉢、水注、四耳壷、壷、甕、その他）
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　銭貨
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　近世陶磁器　磁器（碗、小坏、皿、鉢、蓋、瓶）
　　　　　　　陶器（碗、小坏、皿、鉢、蓋、瓶）

　なお、貿易陶磁器の分類は、小野正敏氏・村木二郎氏らによる全点調査に基づき、次の文献をもとに分類した。
巻末の観察表に記載している。
・池谷初恵・小野正敏・岩元康成・小出麻友美・佐々木健策・村木二郎「中世琉球における貿易陶磁器調査Ⅰ」『国
立歴史民俗博物館研究報告』第 226 集　43-84 頁　2021

　また、出土遺物の分類・年代や編年にあたっては、次の文献を使用した。
•中野晴久「生産地における編年について」『全国シンポジウム「中世常滑焼をおって」資料集』日本福祉大学知
多半島総合研究所　2005

•九州近世陶磁学会「九州陶磁の編年」2000
•山本信夫ほか「大宰府条坊跡ⅩⅤ陶磁器分類編」『大宰府条坊ⅩⅤ』2000 太宰府市教育委員会
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２．人吉盆地産出石材の識別方法
　これまで人吉盆地に所在する石造物の石材は、色調の違いから暗い色調の凝灰岩を阿蘇溶結凝灰岩、明るい色調
の凝灰岩を加久藤溶結凝灰岩として認知されてきた。しかし、本報告では、パリノ・サーヴェイ（株）現地指導の
もと、肉眼観察による岩石含有物（岩片・角閃石・輝石・長石・基質）の特定を行い、その特徴をもとに凝灰岩の
識別を行った。その結果に基づき石材名を記載している。

3．中世相良氏の認識について
　本報告における中世相良氏の認識については、稲葉継陽・小川弘和編『中世相良氏の展開と地域社会』（戎光祥出版、
2020 年）を参考としている。
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２．人吉盆地産出石材の識別方法
　これまで人吉盆地に所在する石造物の石材は、色調の違いから暗い色調の凝灰岩を阿蘇溶結凝灰岩、明るい色調
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もと、肉眼観察による岩石含有物（岩片・角閃石・輝石・長石・基質）の特定を行い、その特徴をもとに凝灰岩の
識別を行った。その結果に基づき石材名を記載している。

3．中世相良氏の認識について
　本報告における中世相良氏の認識については、稲葉継陽・小川弘和編『中世相良氏の展開と地域社会』（戎光祥出版、
2020 年）を参考としている。
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第Ⅰ章　調査に至る経緯と調査の経過
第１節　多良木相良氏の歴史文化遺産　※大日本古文書
家わけ『相良家文書之一』〔相１号〕と記す

肥後国球磨郡の荘園公領制は、平頼盛の太宰大貳時代
に蓮華王院領とする球磨御領立荘から始まる。在地領主
が上納を共同で請け負うという国衙領的性格の強い半輸
租領であった。その後、鎌倉幕府の成立を機に一旦没官
領化された後、再び球磨臼間野荘として頼盛へ安堵され、
建久３年（1192）に球磨御領は上球磨を中心とする公田、
中球磨を中心とする鎌倉殿御領、下球磨を中心とする人
吉荘に再編成される〔相２号〕。この公田の中には没官
領「多良木村百丁」が設定され、それを相良頼景が獲得
し、その嫡子・長頼が元久２年（1205）に人吉荘地頭
に補任〔相３号〕されることから、相良氏の球磨郡支配
は人吉盆地の東西両端から出発する。以後、彼らを祖と
する鎮西相良氏は、領家側の権限を侵食しつつ、地域開
発を行っていく。

このように、相良頼景が球磨郡多良木村や肥後国山
北・山井などを獲得するところから鎮西相良氏ははじま
るが、そもそも、相良頼景は遠江国相良荘を本貫とする
御家人であった。頼景の嫡子・長頼は元久２年（1205）
に人吉荘地頭職に補任され、安貞３年（1229）の頼景
譲状〔相５号〕によって、多良木村も継承している。ま
た、頼景は庶子たちに山北・山井を分割相続し、宗頼の
泉本荘高橋や頼平の筑後三池北郷内など、庶子らも勲功
所領を経て鎮西相良氏各家を分出させていく。

相良庶家が分出される中で、建長元年（1249）頃に
長頼は嫡子・頼氏に多良木村を継がせたと考えられ〔相
11 号〕、ここから鎮西相良氏全体の嫡流・多良木家がは
じまる。一方、長頼は庶子たちに人吉荘南方の名々を分
与するが、その中の庶子・頼俊から佐牟田家が始まり、
また、長頼の庶子・頼親の流れがのちに戦国大名へと成
長する永富家へと繋がっていく。

鎌倉時代をとおして多良木家が惣領権を有しており、
佐牟田家の菩提寺である願成寺の管理権も多良木家が掌
握していた〔願成寺文書〕。その多良木家の本拠となっ
たのが「多良木村」である。鎌倉時代後期の鎮西相良氏
の権益地をひろうと、本拠である多良木村をはじめ、人
吉荘や熊本県北部の山井山北、泉新荘、京都、鎌倉、遠
江などにあり、惣領家である多良木家はそれらに対し、
権益を有していた。また、異国警固番役の諸役の沙汰も
惣領が所管していた〔相 32 号〕。

南北朝期の相良氏の情勢が窺える『相良経頼契約状』
〔相 62・63 号〕は、元弘３年（1333）に頼広（佐牟田
家）が経頼（多良木家）から人吉荘地頭職の証文を借り
出したもので、寛元元年（1243）の鎌倉幕府による人
吉荘北方の没収判決に対する回復活動を建武政権に訴訟

をおこす際の契約状である。人吉荘重要文書を多良木家
が所持していることがわかる。では、佐牟田家がその担
保として多良木家に出した条件は、回復時には四分の一
の権益を譲渡すること、訴訟に際しては何度でも証文を
貸し出すこと、互いに約束を破った場合には、人吉荘の
全てをどちらか一方が支配することであった。結果的に
佐牟田家は建武５年（1338）８月に回復に成功〔相 80 号〕
するが、借り出した際の約束は履行されることはなかっ
た。何故ならば、この回復は南朝側の多良木家を討伐し
た功績として与えられたものだったからである。このよ
うに鎌倉時代における多良木家の惣領家たる地位を、南
北朝期を境に佐牟田家が圧倒するようになる。

球磨郡は上球磨を中心とする勢力をまとめた多良木家
と、下球磨の勢力をまとめた佐牟田家が、南北朝内乱で
は互いに抗争するが、元中８年・明徳２年（1391）には、
佐牟田家と多良木家は和解している〔相 186 号〕。その
頃の多良木家の活動を挙げれば、応永 19 年（1412）に
御大師像造像〔仏像紀年銘〕、応永 23 年（1416）に王
宮神社楼門整備、嘉吉３年（1443）に青蓮寺阿弥陀堂
大規模改修〔棟札〕を行っている。

室町時代の文安５年（1448）、永富家の永富長続が佐
牟田家・多良木家の両家を統一、相良本宗家を継承する。
この文安５年の内訌によって、多良木相良氏は滅亡した。
以後、相良氏の名跡は版籍奉還まで続き、相良氏のよう
に鎌倉初期から明治初期まで所領・本拠を変転せずに封
建領主として名跡を継承した武家は全国でも大変珍しい
事例である。相良家に伝来した国重文『相良家文書』（慶
應義塾大学蔵）や中世以来の建造物などの豊富な資料群
は、中世社会を知る好史料群となっている。

人吉球磨地域には、このような相良氏の足跡を具体的
に物語る歴史文化遺産が保存状態良く残されている。そ
の上、一向宗の禁制やウンスンカルタ遊戯法、臼太鼓踊
り・球磨神楽・球磨拳などの伝承、独特の意匠を継承し
た多くの社寺建造物群など、有形無形の独特の文化が継
承されている。

特に、多良木町大字黒肥地地域は相良氏惣領家が本拠
を構えた土地で、鎌倉から室町時代にかけて形成された
遺跡・山城跡・菩提寺・神社などが状態良く残されてい
る。第１表・第２図に多良木相良氏関連の歴史文化遺産
の位置図・一覧表を、第３図で相良氏系図を掲載してい
るので参照いただきたい。
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[人吉球磨10市町村]

1

第1図　多良木町位置図

№ 遺跡・城館・寺社等 歴史文化遺産の概要

①
蓮花寺跡 

蓮花寺跡古塔碑群［県（建）］

嘉禎元年（1235）、多良木相良家・頼氏の創建と伝わる。五輪塔 102 基、石塔 30
基が残る 
文永 6 年（1269）銘の笠塔婆は、多良木相良家・頼氏の極楽往生を祈願したもの

② 相良頼景館跡［町（史）］ 相良頼景の館跡比定地〔外・南・嗣・当〕

③

青蓮寺阿弥陀堂［国（建）］ 

青蓮寺古塔碑群［県（史）］ 

青蓮寺阿弥陀三尊［国（彫）］

多良木家・頼宗が、頼景を供養するために永仁 3 年（1295）に廟所を創建、その
３年後に青蓮寺創建 
堂内には、永仁 3 年銘の阿弥陀三尊が安置、背後斜面に五輪塔群が残る

④ 伝弥勒寺跡 鍋城に安置されていた大治 5 年（1130）銘の薬師如来像が安置されていた
⑤ 内城跡 青蓮寺背後の台地の北端に所在し、多良木家・頼観が城主とされる
⑥ 鮎之瀬井手 「永仁三年五月　鮎之瀬井手碑　領主相良頼宗建」記銘の石造物が所在
⑦ 里ノ城跡 多良木家滅亡後、永富家の城代が城番となる
⑧ 伝横瀬館跡 永吉荘を領知した横瀬（平河）高実の館跡との伝承が残る
⑨ 伝妙法寺跡 仁治元年（1240）土井口妙法寺再興とある

⑩

東光寺薬師堂［町（建）］ 

東光寺経塚及び経筒［県（工）］ 

東光寺磨崖梵字［町（史）］

多良木家・頼氏の再興と伝えられる 
凝灰岩壁に彫刻された磨崖板碑があり、隣接地から経筒８口が出土している 
銘文には頼氏をはじめ大神氏、太秦氏などの名がみえる

⑪
王宮神社・楼門［県（建）］ 創建には日向在庁土持氏が関わる。楼門は多良木家・頼久が応永 23 年（1416）

に再建した建造物

⑫
東城跡 多良木家・頼観及び舎弟頼仙が城主であったが、文安５年（1448）多良木相良家

が滅亡すると廃城になる

⑬
久米城跡 戦国時代の相良氏が久米支配のために置いた支城の一つで、南北朝期・室町期の

城跡も残る
⑭ 鍋城跡 南北朝期の多良木家の居城と伝えられる

⑮

長運寺阿弥陀如来座像［県（彫）］ 

長運寺厨子［県（工）］ 

西光寺厨子［県（工）］

長運寺は元々鍋城にあった寺院で、火災のため弘和３年（1383）に現在地の長野
に再建されたと伝わる 
堂は 3 間 ×3 間で江戸時代後期頃の建造物、堂内に室町時代の禅宗様の厨子があり、
鎌倉時代後期の阿弥陀如来坐像（※地元では薬師如来として信仰）が安置

※球麻外史（外）、南藤蔓綿録（南）、嗣誠独集覧（嗣）、御当家聞書（当）
　

第1表　多良木村における遺跡概要
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第2図　多良木相良氏関連遺跡位置図
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第２節　計画の経緯と調査体制
１．計画までの経緯

多良木町では、平成 21 年度から歴史回廊事業に着手
した。この歴史回廊事業は、歴史文化遺産の調査と活用
を推進することを目的にした事業である。その一環とし
て、歴史的建造物調査及び仏神像調査を実施した。平成
21 ～ 24 年度にかけては、建造物・仏神像・遺跡・山城跡・
石造物・経筒・文献・連歌などの各分野の専門家を招聘
した講演会及び現地見学会を実施した。平成 26 年度に
は、指定文化財及びその他の歴史文化遺産の悉皆調査（文
化財の総合的把握）を実施した。これらの成果をもとに、
平成 27 年度「多良木町歴史文化基本構想（以下「基本
構想」という。）」を策定している。この基本構想の中で「相
良氏関連遺跡群」を地域の文化財の特性と位置付けた。

平成 27 年には「相良 700 年が生んだ保守と進取の文
化」と題した物語が日本遺産に認定された。この構成文
化財においても「多良木相良氏遺跡群」を構成文化財と
して位置付けた。

こうした歴史文化遺産に光をあて、遺産価値を明らか
にして国レベルの文化財指定を図って保存と活用を推進
し、人吉市の人吉城跡や国宝青井阿蘇神社を中心とした
相良氏に係る史跡・国宝・重要文化財と併せて、「相良
氏遺跡群」をキーワードに人吉球磨地域全体を周遊する
核に位置付け、周辺の観光素材を取り込んだ「歴史回廊」
の実現を目的に、本調査は計画された。

さらに、多良木相良氏関連遺跡群の歴史的な変遷や機
能を総合的に考察することが必要になり、令和３年度か
ら多良木相良氏関連遺跡群を対象とした、国庫補助事業
として多良木相良氏関連遺跡群発掘調査に着手した。

この事業は令和４年３月に策定された「第６次多良木
町総合計画」「多良木町教育大綱」に、「歴史回廊たらぎ
交流促進事業」として位置付けられている。

２．調査・報告書作成の体制
【調査・報告書作成機関】
（令和３年度）
　〔事業主体〕　多良木町長　　吉瀬　浩一郎
　　　　　　　多良木町教育長　佐藤　邦壽
　〔事業総括〕　企画観光課長　　林田　浩之
　〔事業担当〕　歴史観光係長　永井　孝宏
　　　　　　　歴史観光係学芸員　上村　麻妃
　　　　　　　歴史観光係主事　宗像　星磨
　〔調査・整理作業〕　久保　なつ子　大原　絵梨加
　〔発掘調査協力〕　蓑田　温子　八橋　正德

（令和４年度）
　〔事業主体〕　多良木町長　　吉瀬　浩一郎
　　　　　　　多良木町教育長　佐藤　邦壽

　〔事業総括〕　企画観光課長　　林田　浩之
　〔事業担当〕　歴史観光係長　永井　孝宏
　　　　　　　歴史観光係学芸員　上村　麻妃
　　　　　　　歴史観光係主事　宗像　星磨
　〔調査・整理作業〕　大原　絵梨加　谷口　千香
　〔発掘調査協力〕蓑田　温子　八橋　正德

（令和５年度）
　〔事業主体〕　多良木町長　　吉瀬　浩一郎
　　　　　　　多良木町教育長　佐藤　邦壽
　〔事業総括〕　企画観光課長　　林田　浩之
　〔事業担当〕　歴史観光係長　永井　孝宏
　　　　　　　歴史観光係学芸員　上村　麻妃
　　　　　　　歴史観光係主事　平田　真人
　〔調査・整理作業〕　大原　絵梨加　谷口　千香
　〔調査協力者・見学者〕
浅野晴樹　荒木和憲　有木芳隆　池田朋生　石井伸夫
市村高男　伊藤裕偉　今岡　稔　上床　真　榎本　渉
大石一久　大木公彦　小川弘和　海邊博史　岸田裕一
黒川信義　佐々木健策　佐藤亜聖　島津義昭　島田豊彰
下村　悟　鈴木康之　杉村彰一　高津　孝　髙橋　学
竹田宏司　田中大喜　千々和至　塚本和弘　出合宏光
手柴由美子　中司健一　中島圭一　中山　圭　西田尚史
西山昌孝　橋口　亘　長谷川倫和　花岡興史　原田昭一
福島金治　藤井佐由里　前川清一　松下善和　溝下昌美
美濃口雅朗　三村講介　村木二郎　森山由香里　
柳原敏昭　山口博之

第３節　調査の概要
１．調査の概要

相良頼景館跡は、隣接する蓮花寺跡とともに昭和
49・50 年に熊本県文化課による調査が行われ、昭和 52
年に報告書が刊行されている。出土遺物や図面を含む関
連資料は、平成 27 年に熊本県から多良木町に譲渡され
た。

今回の調査は「蓮花寺跡・相良頼景館跡」『熊本県文
化財調査報告書第２２号』の再整理作業、保存目的の重
要遺跡確認調査、青蓮寺及び蓮花寺跡の石造物調査で構
成した。
「蓮花寺跡・相良頼景館跡」の再整理作業では、当時

作成された図面の整理・デジタル化、写真資料のデジタ
ル化、出土遺物全点を対象に再分類・再実測を行った。
その成果を、再報告するものである。

重要遺跡確認調査では、相良頼景館跡の範囲確認のた
めのトレンチ調査や、遺存する土塁及び堀の構築時期の
特定及び構造確認ためのトレンチ調査を行った。

東光寺磨崖梵字では、令和３年第１回の調査指導委員
会において、磨崖梵字ではなく磨崖板碑であることの確
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認がなされたために、この委員会会議では「東光寺磨崖
板碑」と呼称している。調査は、磨崖面の実測、磨崖面
前面でのトレンチ調査、磨崖面脇に穿たれた石窟の調査
を行った。

青蓮寺境内地の調査では、解体修理調査の報告及び周
辺開発による試掘確認調査の整理、県指定史跡「青蓮寺
古塔碑群」の記銘調査・主要五輪塔の実測を行った。ま
た、現蓮花寺に移設された石積基壇上の主要五輪塔の実
測も併せて行った。

２．調査に係る事務経過
【令和３年度】

令和３年５月 22 日付け多企発第 27 号（相良頼景館跡）
及び 28 号（東光寺磨崖梵字）にて法 99 条の通知。

令和４年３月 29 日付け多教発第 2177 号（東光寺磨
崖梵字）、2178 号（相良頼景館跡）で、埋蔵物発見届
を多良木警察署長に提出。

【令和４年度】
令和４年６月３日付け多企発第451号（相良頼景館跡）

及び 453 号（東光寺磨崖梵字）にて法 99 条の通知。
令和５年３月 31 日付け多教発第 2188 号（東光寺磨

崖梵字）、2187 号（相良頼景館跡）で、埋蔵物発見届
を多良木警察署長に提出。

３．調査日誌抄録（令和３年度）
〔相良頼景館跡〕

9/2 調査開始　写真撮影
9/6 土塁断面掘削中に、土留め材に転用された整

形切石を確認。１点は記念碑からの転用材。
9/7 整形切石の背後から近世陶磁器出土。
9/8 土塁断面部分の掘削がある程度進んだところ

で、下位確認のためにトレンチを設定。土塁
構築土から瓦質土器出土。

9/9 北側土塁トレンチ掘削。
9/10 土塁北側石積の裏込め部分掘削。地権者・橋

本氏見学。
9/13 北側土塁トレンチ掘削。北側堀予想部分にト

レンチ設定し、掘削始める。
9/15 北側土塁トレンチ掘削。北側堀トレンチ掘削、

近代以降の溝跡確認。
9/16 台風 14 号の影響で午後から雨。北側土塁断面

の精査及び３D 測量。
9/21 北側土塁及び堀トレンチの掘削。

9/22 北側土塁及び堀トレンチの掘削。隣家の黒川
氏からヒアリング。土塁北側の石積（1975-
1985）構築後に、土塁開削が行われたとのこと。
基礎掘り込みは石積構築に伴うもので、昭和
50 年の調査時の断面と比較した結果、50 年
調査後に大きな改変をうけていることがわ
かった。

9/24 北側堀トレンチの旧耕作土から近代の陶磁器
出土。

9/27 北側堀トレンチの掘削。
9/29 多良木中学校職場体験（発掘体験）。
9/30 北側堀トレンチの掘削。
10/1 北側堀トレンチの掘削。水田耕作に伴う溝覆

土の掘削終わる。
10/2 出合氏（相良村）来跡。北側堀トレンチの掘削。

北側土塁の整地層を土壌サンプリング。
10/4 北側土塁トレンチにて整地層を掘削。土師器

多数出土。北側堀トレンチにて、堀覆土の礫
層を確認。

10/6 木村氏（県文化課）、溝下氏（元湯前町）来跡。
北側堀トレンチの掘削。北側堀跡の南側を確
認。

10/7 北側土塁トレンチ掘削。北側堀トレンチの掘
削。耕作土を掘削。

10/8 北側堀トレンチの掘削。
10/12 転落防止柵設置。
10/14 重機による表土除去及び安全養生。北側堀跡

の北側対岸を確認するためトレンチを延長。
北側堀トレンチ延長は９ｍとなる。層位は現
代水田土、床土、旧水田土、旧床土、その下
に礫層（地山）を確認。その上面にて堀の掘
り方を確認した。堀跡は上端幅が６ｍを測る。
その後、堀掘り方中位まで掘削した。中位層
までは、拳大から頭大の礫が多く出土した。
中位下からは植物遺体を含む粘質土を認め、
その中から青磁碗が出土した。断面確認の堆
積状況から、当初堀跡が埋没した後に、堀を
掘り直していることがわかる。この掘り直し
堀の埋没は、人為的に礫を中心に廃棄。その
礫層中から土師坏が１点出土。

10/15 堀覆土粘土層から出土した青磁碗の取上げ。
その後、堀覆土掘削。

10/18 中司氏（益田市）来跡。北側土塁トレンチ整
地層掘削。堀覆土掘削。

10/19 堀覆土最下層まで掘削。
10/21 写真撮影のための清掃作業。土層精査及び分

層。
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10/22 写真撮影。北側土塁トレンチ掘削。北側土塁
下の中世整地層及び地山と思われる明褐色シ
ルト層まで掘削した。この北側土塁トレンチ
南側では黒褐色土（カーボン含む）が中世整
地層から 10cm 落しても消えなかったため、
これをＳ－ 1 とし、ここから出土した遺物も
Ｓ－１として取り上げた。

10/27 北側土層堆積状況精査。
10/30 北側土層堆積状況精査。
11/2 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会準備
11/4 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会準備

11/5-
6

多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会

11/15 北側土塁トレンチ南側の掘削。
11/16 北側土塁トレンチ掘削。中世整地層の下を全

体的に掘削。明褐色シルト層、その下の赤味
帯びる粘性のある明褐色土、その下に礫層が
堆積。明褐色シルト層、その下の赤味帯びる
粘性のある明褐色土は、トレンチ南側には堆
積していない。トレンチ北側では、明褐色シ
ルト層、その下の赤味帯びる粘性のある明褐
色土の下に、黄褐色シルトが確認され、その
下が礫層となる。また、土塁直下の黒色シル
トを中世整地層として整理していたが、精査
の結果、上から鉄分混じりの黒褐色シルト、
炭化物が多く混じる黒褐色シルト、明褐色シ
ルトが混じる黒褐色シルトに分層した。さら
に、トレンチ南側で確認した炭化物・焼土が
混じる層を便宜上、中世整地層②とした。

11/18 北側土塁トレンチ北側石積付近の中世整地層
の下位を掘削。堆積状況を確認。堆積状況は
次の通り。
土塁構築土
中世整地層①：カーボン、土器片多く含む
中世整地層① - ２：上下の漸移層
明褐色シルト：混じりないシルト、
　　　　　　　水性堆積物
赤味ある褐色粘質土：遺物出土なし
明褐色シルト：混じりないシルト、
　　　　　　　水性堆積物
礫層：基盤層、土塁付近が最高所、
　　　自然堤防跡か

11/19 土塁トレンチ写真撮影。土層図作成。
11/24 奥球磨セミナー現場見学（25 人）教育委員会

現場視察。
11/26 奥球磨セミナー現場見学（24 人）
11/29 多良木町議会による現場視察。
12/1 杉村彰一氏による現場指導。県調査について

ヒアリング。
12/21 科学分析土壌サンプル採取。

1/5 土層注記作業。
3/29  北側堀跡トレンチ、重機による埋め戻し。

〔東光寺磨崖梵字〕
9/2 調査開始。
10/8 調査前状況撮影。
10/11 トレンチを設定、掘削始める。
10/12 トレンチ掘削、竹根除去。
10/13 トレンチ掘削。
10/20 表土下の暗褐色シルトを掘削。
10/30 堆積状況は、表土の下に明褐色土（混入物あり）

が約 60cm 堆積していた。その下位層から土
器破片が出土。この層の下位が岩盤と予想。

11/2 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会準備
11/4 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会準備

11/5-6 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会
12/3 トレンチ掘削、磨崖梵字周辺の地衣類を除去。
12/7 トレンチ掘削、暗褐色シルト層を掘削。
12/8 トレンチ掘削、写真撮影。基盤層と思われる

層は、凝灰岩風化土と思われ、白灰色土のブ
ロックが目立つ。その中に、褐色ブロックも
少々混じっており、盛土の可能性もある。現
段階では、これを基盤層としているが、この
直上にて、土師器や青磁碗が出土した。

2/3 基盤層と予想していた層を掘削。
2/4 基盤層と予想していた暗灰褐色シルトから瓦

質土器が出土。出土状況の撮影を行い、周辺
を精査。この層が客土であることを確認。そ
の下位からグライ化した層を確認。この層が
調査対象時期の堆積物と思われる。グライ層
は斜めに堆積している。

2/7 グライ層まで掘削。
2/10 グライ層掘削。
2/14 グライ層掘削。写真撮影。図面作成、調査終了。

４．調査日誌抄録（令和４年度）
〔相良頼景館跡〕

9/21 台風 14 号により倒木した樹木の撤去。
10/5 調査前撮影、除草作業、トレンチ設定。
10/6 北西トレンチの掘削、表土直下に現代の焼土

層確認。
10/12 北西トレンチの掘削。
10/14 北西トレンチの掘削、整地層確認。常滑出土
10/18 北西トレンチの掘削、トレンチ北側で石積確

認。
10/19 東側トレンチの設定及び掘削。
10/24 北側トレンチの設定、重機掘削の準備。
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認がなされたために、この委員会会議では「東光寺磨崖
板碑」と呼称している。調査は、磨崖面の実測、磨崖面
前面でのトレンチ調査、磨崖面脇に穿たれた石窟の調査
を行った。

青蓮寺境内地の調査では、解体修理調査の報告及び周
辺開発による試掘確認調査の整理、県指定史跡「青蓮寺
古塔碑群」の記銘調査・主要五輪塔の実測を行った。ま
た、現蓮花寺に移設された石積基壇上の主要五輪塔の実
測も併せて行った。

２．調査に係る事務経過
【令和３年度】

令和３年５月 22 日付け多企発第 27 号（相良頼景館跡）
及び 28 号（東光寺磨崖梵字）にて法 99 条の通知。

令和４年３月 29 日付け多教発第 2177 号（東光寺磨
崖梵字）、2178 号（相良頼景館跡）で、埋蔵物発見届
を多良木警察署長に提出。

【令和４年度】
令和４年６月３日付け多企発第451号（相良頼景館跡）

及び 453 号（東光寺磨崖梵字）にて法 99 条の通知。
令和５年３月 31 日付け多教発第 2188 号（東光寺磨

崖梵字）、2187 号（相良頼景館跡）で、埋蔵物発見届
を多良木警察署長に提出。

３．調査日誌抄録（令和３年度）
〔相良頼景館跡〕

9/2 調査開始　写真撮影
9/6 土塁断面掘削中に、土留め材に転用された整

形切石を確認。１点は記念碑からの転用材。
9/7 整形切石の背後から近世陶磁器出土。
9/8 土塁断面部分の掘削がある程度進んだところ

で、下位確認のためにトレンチを設定。土塁
構築土から瓦質土器出土。

9/9 北側土塁トレンチ掘削。
9/10 土塁北側石積の裏込め部分掘削。地権者・橋

本氏見学。
9/13 北側土塁トレンチ掘削。北側堀予想部分にト

レンチ設定し、掘削始める。
9/15 北側土塁トレンチ掘削。北側堀トレンチ掘削、

近代以降の溝跡確認。
9/16 台風 14 号の影響で午後から雨。北側土塁断面

の精査及び３D 測量。
9/21 北側土塁及び堀トレンチの掘削。

9/22 北側土塁及び堀トレンチの掘削。隣家の黒川
氏からヒアリング。土塁北側の石積（1975-
1985）構築後に、土塁開削が行われたとのこと。
基礎掘り込みは石積構築に伴うもので、昭和
50 年の調査時の断面と比較した結果、50 年
調査後に大きな改変をうけていることがわ
かった。

9/24 北側堀トレンチの旧耕作土から近代の陶磁器
出土。

9/27 北側堀トレンチの掘削。
9/29 多良木中学校職場体験（発掘体験）。
9/30 北側堀トレンチの掘削。
10/1 北側堀トレンチの掘削。水田耕作に伴う溝覆

土の掘削終わる。
10/2 出合氏（相良村）来跡。北側堀トレンチの掘削。

北側土塁の整地層を土壌サンプリング。
10/4 北側土塁トレンチにて整地層を掘削。土師器

多数出土。北側堀トレンチにて、堀覆土の礫
層を確認。

10/6 木村氏（県文化課）、溝下氏（元湯前町）来跡。
北側堀トレンチの掘削。北側堀跡の南側を確
認。

10/7 北側土塁トレンチ掘削。北側堀トレンチの掘
削。耕作土を掘削。

10/8 北側堀トレンチの掘削。
10/12 転落防止柵設置。
10/14 重機による表土除去及び安全養生。北側堀跡

の北側対岸を確認するためトレンチを延長。
北側堀トレンチ延長は９ｍとなる。層位は現
代水田土、床土、旧水田土、旧床土、その下
に礫層（地山）を確認。その上面にて堀の掘
り方を確認した。堀跡は上端幅が６ｍを測る。
その後、堀掘り方中位まで掘削した。中位層
までは、拳大から頭大の礫が多く出土した。
中位下からは植物遺体を含む粘質土を認め、
その中から青磁碗が出土した。断面確認の堆
積状況から、当初堀跡が埋没した後に、堀を
掘り直していることがわかる。この掘り直し
堀の埋没は、人為的に礫を中心に廃棄。その
礫層中から土師坏が１点出土。

10/15 堀覆土粘土層から出土した青磁碗の取上げ。
その後、堀覆土掘削。

10/18 中司氏（益田市）来跡。北側土塁トレンチ整
地層掘削。堀覆土掘削。

10/19 堀覆土最下層まで掘削。
10/21 写真撮影のための清掃作業。土層精査及び分

層。
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10/25 北側トレンチ重機による表土除去・遺構検出。
北西トレンチ重機による北側伸長。

10/26 北西トレンチの掘削。北側トレンチの掘削、
旧耕作土及び溝跡を掘削。

10/27 北側トレンチの掘削、堆積層の分層作業。
10/28 北側トレンチの掘削、旧耕作土・床土の除去

完了。トレンチ配置図の作成。
11/4 北側トレンチの掘削。
11/7 北側トレンチの掘削。

堀掘り方北側にて頭大の礫群を確認。
11/8 東側トレンチの掘削。北側トレンチの掘削、

堀掘り方南側部分を掘削。
11/9 東側トレンチの掘削。旧溝を確認。

北側トレンチの掘削。堀１と堀２の位置確認。
堀２覆土にて炭化物の散在層を確認。

11/10　北側トレンチの掘削・清掃。
北側トレンチの土層断面図作成、写真撮影。

11/15　東側トレンチの掘削、旧暗渠確認。
11/17 東側トレンチの掘削、東側堀の掘り方を確認。
11/21 下村氏（別府大学）視察
11/24 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会準備。
11/25 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員による

視察。
12/1　北西トレンチの掘削、整地層の下が水性堆積

層で無遺物層、その上面から遺構掘り方を確
認、その覆土は堀１覆土に似る。
東側トレンチの掘削、水性堆積層の下に礫層
を確認。

〔東光寺磨崖梵字〕
9/1 調査着手、写真撮影、調査準備（清掃・除草）。
9/5　 台風 11 号接近による現場養生。
9/6　 台風 11 号接近による現場養生。

午後から台風通過後の清掃作業。
9/7 石窟前面の崩落土の掘削。
9/8 石窟前面の崩落土の掘削、土壌の採取。
9/12　石窟の掘削、前庭部にて礫を確認。
9/13 石窟及び前庭部の掘削、土壌サンプル採取。
9/14 石窟及び前庭部の掘削、断面にて土層検討。
9/15 石窟の掘削、磨崖面の地衣類の除去。
9/16 磨崖面地衣類の除去、台風 14 号接近による

現場養生。
9/20 台風 14 号の影響により倒木あり。
9/21 台風 14 号により倒木した木の撤去。
9/23 狭川委員による専門指導。

西教育委員、髙橋氏（太宰府市）視察。
9/26 石窟奥壁部分の掘削、土壌サンプル採取。

9/28 石窟奥右奥の撮影、前庭部の掘削。
磨崖面左側の窟内部の撮影。

9/29 石窟清掃、土層精査、磨崖面の除草。
9/30 石窟土層断面撮影、土層注記。
10/4 石窟の実測作業。
10/7 東光寺調査撮影。
11/2 石窟展開図・土層図作成。調査終了。

５．整理作業の経過
【平成 28 年度（2016）～令和元年度（2019）】

１次整理：現場図面一覧表及び遺物一覧表の作成
　　　　　現場図面と遺物の整理
　　　　　出土遺物の清掃

【令和２年度（2020）】
２次整理：現場図面のデジタル化
　　　　　現場写真のデジタル化
　　　　　遺物の分類、実測、デジタルトレース

【令和３年度（2021）】
令和３年度出土遺物の洗浄・注記
遺物実測及びデジタルトレース
図版作成

【令和４年度（2022）】
令和４年度出土遺物の洗浄・注記
遺物実測及びデジタルトレース
図版作成

【令和５年度（2023）】
遺物実測及びデジタルトレース
図版作成
レイアウト編集
報告書作成

６．各種の関連調査
令和５年 1/10 ～ 12：小野委員による灰塚遺跡陶磁器
全点調査
令和５年 3/16 ～ 18：牧之原市・菊川市調査
令和５年 8/18：パリノ・サーヴェイ㈱による石材調査
令和５年 9/30 ～ 10/3：小野委員による相良頼俊館跡・
中原城跡・山田城跡・高城跡陶磁器全点調査
令和５年 9/29：九州国立博物館協力による石造物蛍光
X 線分析

７．調査成果の公開と報告
発掘調査は原則公開とし、現場説明会や地元依頼の見

学会を積極的に行った。
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2023.2.4　現地説明会（頼景館跡・青蓮寺・東光寺） 第４節　多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会の記録
多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会を令和３年４

月１日付けで設置（令和３年３月 24 日多良木町教育委
員会告示第５号）した。

〔多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会〕
稲葉　継陽（熊本大学永青文庫研究センター長）
小野　正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授）
狭川　真一（大阪大谷大学文学部歴史文化学科教授）
鶴嶋　俊彦（元人吉城歴史館館長）
蓑田　温子（多良木町文化財保護委員）

【令和３年 11 月５日～６日　第１回委員会】
委嘱状交付
委員長及び副委員長の互選

互選により稲葉委員長、鶴嶋副委員長に決定
報告事項（事業趣旨説明）
検討事項

・相良頼景館跡及び東光寺トレンチ調査の成果報告
・東光寺磨崖梵字は磨崖板碑

現地見学
・相良頼景館跡・青蓮寺・東光寺磨崖梵字・中山観音

堂

【令和４年７月１日　第２回委員会】
令和３年度調査の報告
令和４年度の調査方針
総合調査報告書について
現地視察

・相良頼景館跡・青蓮寺・東光寺磨崖梵字

【令和４年 11 月 25 日　第３回委員会】
令和４年度調査の報告
遺跡の名称と範囲について
総合調査報告書について
将来の方向性について
現地視察

・相良頼景館跡・東光寺・青蓮寺・内城跡・里城跡
・八日薬師堂・古多良木・久米城跡

【令和５年８月４日　第４回委員会】
委嘱状交付
委員長及び副委員長の互選

互選により稲葉委員長、鶴嶋副委員長に決定
令和４年度調査の報告
総合調査報告書について
中世城館・近世城郭遺跡等の保存に関する検討会につい
て
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08　マイナンバーカードで暮らしを便利に
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地方教育行政に大きく貢献
犬童さん功労者表彰受賞

青蓮寺古塔碑群現地視察の様子

吉瀬町長（左）と椎葉さん（右） 佐藤教育長（左）と犬童さん（右）

　７
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。
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史
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催
さ
れ
、
今
回
で
２
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伝 相 良 頼 景 館 跡 で は 、 土 塁

外 側 に 幅 ６ ｍ 、 深 さ ２ ｍ 規 模

の 濠 が あ る こ と が わ か り ま し

た 。 そ の 濠 か ら は 1
5
世 紀 中 頃

の 中 国 の 青 磁 が 出 土 し ま し た 。

今 後 の 調 査 の 焦 点 は 、 濠 の 変

遷 を 明 ら か に す る こ と で す 。

　
ま た 、 東 光 寺 磨 崖 梵 字 で は 、

３ 次 元 図 化 を 行 っ た 結 果 、 磨

崖 板 碑 で あ る こ と が わ か り ま

し た 。 板 碑 と は 、 関 東 一 円 で

鎌 倉 時 代 に 流 行 す る 石 造 物 で

す 。 な ぜ 、 東 国 の 石 造 物 文 化

を 移 入 し た の か 興 味 深 い ポ イ

ン ト で す 。

協
力

し
て

い
た

だ
く

専
門

家
の

皆
さ

ま
　

　
～
 多

良
木
相
良
氏
関
連
遺
跡
群
調
査
指
導
委
員
会
 ～

氏
　
　
名

所
　
　
属

役
　
　
　
　
　
　
割

稲
葉
　
継
陽
 さ

ん

小
野
　
正
敏
 さ

ん

狭
川
　
真
一
 さ

ん

鶴
嶋
　
俊
彦
 さ

ん

蓑
田
　
温
子
 さ

ん

熊
本
大
学
永
青
文
庫

研
究
セ
ン
タ
ー
長

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授

大
阪
大
谷
大
学
歴
史

文
化
学
科
教
授

元
人
吉
城
歴
史
館
館
長

多
良
木
町
文
化
財

保
護
委
員

専
門
は
文
献
史
学
。

古
文
書
か
ら
遺
跡
の
変
遷
を
解
明
、
価
値
付
け
を
行
い
ま
す
。

専
門
は
考
古
学
。
特
に
陶
磁
器
研
究
の
第
一
人
者
。

伝
相
良
頼
景
館
跡
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
の
分
析
を
担
い
ま
す
。

専
門
は
考
古
学
。
特
に
石
造
物
研
究
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者
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東
光
寺
磨
崖
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査
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、
価
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歴
史
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ど
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相
良
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山
城
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を
踏
破
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ま
す
。

歴
史
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化
遺
産
の
保
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と
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を
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す
。

【
文
化
庁
発
】
 Y

o
u
T
u
b
e

「
い
せ
き
へ
行
こ
う
！
」
 v

o
l.
9

中
世
が
薫
る
隠
れ
里

 ～
熊
本
県
多
良
木
町
～
 配

信
中

①
伝
相
良
頼
景
館
跡
の
濠
跡
　
②
伝
相
良
頼
景
館
跡
の
土
塁
跡
　
③
東
光
寺
磨
崖
梵
字
の
視
察
状
況

　 　 　 　 　 　 　 　

                                                ま

が い い た び

ほ
り

あ
と
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心 的 な 場 所 と い え ま す 。 さ ら に 黒 肥

地 地 域 の 水 田 を 潤 す 鮎 ノ 瀬 井 手 と い

う か ん が い 用 水 の 整 備 に は 、 相 良 氏

の 地 域 開 発 へ の 意 気 込 み が 感 じ ら れ

ま す 。

　
こ れ ら の 遺 跡 を 学 術 的 な 調 査 に よ
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設 置 し ま し た 。
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「 東 ノ 前 」 と は 、 黒 肥 地 字 蓮 花 寺 の

少 し 上 流 に あ る 地 名 で す 。 現 在 は 、

伝 相 良 頼 景 館 跡 と い う 遺 跡 に あ た り

ま す 。 こ の 伝 相 良 頼 景 館 跡 を 含 む 青

蓮 寺 ・ 東 光 寺 磨 崖 梵 字 は 東 国 か ら や

っ て き た 相 良 氏 に よ る 地 域 支 配 の 中

た だ 今 、 発 掘 中 ！

多 良 木 相 良 氏 遺 跡 群
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　 ま が い ぼ ん じ

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 ひ が し の ま え

 

　 　 し ゃ み と う ね ん ち ゅ う じ ょ う
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2023.2.4　現地説明会（頼景館跡・青蓮寺・東光寺） 第４節　多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会の記録
多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会を令和３年４

月１日付けで設置（令和３年３月 24 日多良木町教育委
員会告示第５号）した。

〔多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会〕
稲葉　継陽（熊本大学永青文庫研究センター長）
小野　正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授）
狭川　真一（大阪大谷大学文学部歴史文化学科教授）
鶴嶋　俊彦（元人吉城歴史館館長）
蓑田　温子（多良木町文化財保護委員）

【令和３年 11 月５日～６日　第１回委員会】
委嘱状交付
委員長及び副委員長の互選

互選により稲葉委員長、鶴嶋副委員長に決定
報告事項（事業趣旨説明）
検討事項

・相良頼景館跡及び東光寺トレンチ調査の成果報告
・東光寺磨崖梵字は磨崖板碑

現地見学
・相良頼景館跡・青蓮寺・東光寺磨崖梵字・中山観音

堂

【令和４年７月１日　第２回委員会】
令和３年度調査の報告
令和４年度の調査方針
総合調査報告書について
現地視察

・相良頼景館跡・青蓮寺・東光寺磨崖梵字

【令和４年 11 月 25 日　第３回委員会】
令和４年度調査の報告
遺跡の名称と範囲について
総合調査報告書について
将来の方向性について
現地視察

・相良頼景館跡・東光寺・青蓮寺・内城跡・里城跡
・八日薬師堂・古多良木・久米城跡

【令和５年８月４日　第４回委員会】
委嘱状交付
委員長及び副委員長の互選

互選により稲葉委員長、鶴嶋副委員長に決定
令和４年度調査の報告
総合調査報告書について
中世城館・近世城郭遺跡等の保存に関する検討会につい
て
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月
１
日
、
多
良
木
相
良
氏
関

連
遺
跡
群
調
査
指
導
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
委
員
会
は
、
多
良
木
相
良
氏
関

連
の
文
化
財
を
国
史
跡
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
か
ら

開
催
さ
れ
、
今
回
で
２
回
目
と
な

り
ま
す
。
委
員
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
や
、
今

後
の
調
査
方
針
が
議
論
さ
れ
た
ほ

か
、
伝
相
良
頼
景
館
跡
・
青
蓮
寺

古
塔
碑
群
・
東
光
寺
磨
崖
梵
字
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　７
月
11
日
、
多
良
木
町
表
彰
規

程
に
基
づ
き
、
椎
葉
史
郎
さ
ん
（
久

７
区
）
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　椎
葉
さ
ん
は
、
平
成
17
年
５
月

１
日
か
ら
令
和
４
年
４
月
30
日
ま

で
の
８
期
17
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

多
良
木
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保

健
事
業
の
健
全
な
運
営
に
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　前
多
良
木
町
教
育
委
員
の
犬
童

畔
さ
ん
（
黒
８
区
）
が
、
全
国
市
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
功
労
者
表

彰
を
授
与
さ
れ
、
７
月
６
日
、
佐

藤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

　

　犬
童
さ
ん
は
、
平
成
23
年
３
月

18
日
か
ら
令
和
３
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
期
11
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

多
良
木
町
教
育
委
員
と
し
て
地
方

教
育
行
政
の
重
責
を
担
い
、
教
育

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
授
与
と
な
り

ま
し
た
。

　受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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。
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
第１節　多良木町の位置と環境（第４・５図）
１．地理的環境
[ 多良木町の位置と地勢 ]

熊本県南部に位置する人吉盆地の中央を、市房山（標
高 1721.8 ｍ）を源に発する球磨川が盆地を西流し、八
代海に注ぐ。多良木町の東側は、湯前町・水上村・宮崎
県児湯郡西米良村、西側はあさぎり町、南側は宮崎県小
林市に接している。多良木町は、東経 130 度 56 分 18 秒、
北緯 32 度 15 分 38 秒に位置し、熊本県の南部、人吉盆
地の東部に所在する。標高 160.51 ｍ、東西 21.0ｋｍ、南
北 22.8ｋｍ、中央部は平坦地で、南部と北部は九州山地の
支脈を形成する山地におおわれている。面積は 165.86
ｋ㎡、人口 8,682 人（令和５年３月 31 日時点）を有し、
面積の約 80％は山林原野で、水利の便に恵まれ農林業
が発達している。土地は肥沃で、温暖多湿の気候にも恵
まれ良質米や果樹等が栽培されるとともに、豊富な森林
資源により椎茸等の林産物も数多く産出されている。

明治４年の廃藩置県後、明治 22 年の市制及町村制施
行により多良木村、黒肥地村、久米村が誕生した。大正
15 年５月１日には多良木村は町制を施行している。昭
和 30 年４月、町村合併促進法により、多良木町、黒肥
地村、久米村が合併、現在の多良木町に至っている。

産業は、農業及び林業を中心とした第１次産業を基
幹産業として栄えてきた。しかしながら、本町の総就
業者数は昭和 55 年以降、年々減少している。第２次産
業、第３次産業の就業人口は、それぞれ微減及び横ばい
となっているものの、第１次産業における就業人口の減
少は大きく、昭和 55 年（2,967 人）と比較して平成 17
年（1,389 人）は約半数である。産業別就業者割合にお
ける第１次産業の就業者割合は、昭和 55 年に 38.9％を
占めていたが、後継者不足、従事者の高齢化などのため
に、平成 17 年には 23.9％までに急激に減少している。
これと相反して、第２次産業、第３次産業の就業者割合
は増加して、平成２年には第１次産業を逆転し、平成
17 年にはそれぞれ、28.6％、47.5％となっており、町
の産業構造は著しい変化をみせている。

[ 地　　質 ]
人吉盆地は、九州山地に開口した断層盆地であり、北

部は八代・球磨山地、東部は九州山地、南部及び西部は
肥薩火山群に囲まれている。この肥薩火山群の活動に
よって、低地形の球磨盆地の西側が塞がれ「古人吉湖」
が形成された。約 100 万年前に、侵食によって湖水の
出水とともに猛烈な河流侵食をうけて深い渓谷が形成さ
れた。やがて湖水が枯渇して人吉盆地の祖形が創出され
る。人吉盆地の地質は、四万十層・人吉層・安山岩類・

火砕流堆積物・洪積層・沖積層に大きく分けられる。球
磨川源流域から球磨川両岸にかけて、四万十累帯コンプ
レックスの後期白亜系諸塚層群が分布し、火山岩類の玄
武岩・堆積岩類の砂岩・頁岩およびチャート・変成岩類
の片状砂岩・粘板岩及び千枚岩によって構成されている。
また、市房山には諸塚層群および日向層群が貫入して、
中新世の深成岩類の花崗閃緑岩が分布し、花崗閃緑岩と
周囲の地質帯との接触部には、接触変性作用によりホル
ンフェルスが生じている。

多良木相良氏関連遺跡群が所在する人吉盆地東部に
は、新第三紀後期～第四紀にかけて形成された段丘堆積
物や、阿蘇カルデラや加久藤カルデラを起源とする火砕
流堆積物が分布する。盆地北側では未固結堆積物や火砕
流堆積物からなる小起伏丘陵地が発達し、南側では段丘
が広く分布するという特徴を有している。

多良木町のほぼ中央の球磨川両岸は、低平地で形成さ
れ、礫層を中心とした表層である。北部は九州山地から
幾多の支脈とともに球磨川への支流を形成、宮ヶ野・永
谷・柳野の渓谷から小椎川・牛繰川が山間地を縫うよう
に流れ球磨川に合流する。北部山地末端から球磨川河岸
段丘沿いにかけては、加久藤溶結凝灰岩が発達、この上
位に礫層が堆積し周囲は急崖をなし、崖の高さは数十㍍
に達するところも多い。

球磨川左岸は、南部山地山麓から北西に向い球磨川に
達する複合扇状地を形成し、その末端はほぼ河岸段丘沿
いに達している。南部は黒原山の分水嶺を境にしだいに
緩やかな傾斜をもって南北に分かれる。北に向かって仁
原川・枝川内川が複合扇状地を形成しつつ球磨川に合流
する。また、南へは綾北川が槻木の細長い渓谷を縫うよ
うに宮崎県に抜け、大淀川に注いでいる。

中部は、南北両山地に挟まれた球磨川の開析による沖
積平野が広がり、国道 219 号線一帯には、商店街や住宅、
公共施設が展開する。

人吉盆地から産出される石材は、阿蘇溶結凝灰岩・加
久藤溶結凝灰岩・安山岩・砂岩等がある。盆地内に残る
建造物や石造物には、加久藤溶結凝灰岩が利用されてい
ることが多い。

２．歴史的環境（第６・７図・第２表）
 [ 旧石器時代 ]

人吉盆地は、熊本県下でも旧石器時代の遺跡が多い地
域である。特に、入戸火砕流（ＡＴ）の上位と下位の層
で石器文化の存在が明らかとなっている。多良木町内の
里城遺跡からは細石器、大久保遺跡群からは角錐状石器
や細石器などの後期旧石器時代の石器が出土している。

― 12 ―
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[ 縄文時代 ]
縄文時代草創期の資料は、里城遺跡から槍先形尖頭器、

隆起線文土器・細石刃が出土している。
縄文時代早期になると、沖積地を望む台地上や丘陵上

に集落が形成されるようになる。代表的な人吉盆地の遺
跡は、狸谷遺跡、大丸藤ノ迫遺跡、城・馬場遺跡、村山
闇谷遺跡、鼓ヶ峰遺跡、天道ヶ尾遺跡、島廻遺跡、赤坂
永谷遺跡、石清水遺跡・灰塚遺跡等が挙げられる。人吉
盆地の縄文時代早期の土器は、手向山式土器・中原式土
器・石清水式土器・塞ノ神式土器が主体で、南九州地域
の影響を多分に受けている。

大久保遺跡群の調査では、早期の炉穴９基・集石 35
基が確認されている。これらの遺構からは、手向山式土
器・石清水式土器・中原式土器・平栫式土器・塞ノ神式
土器が出土している。特に、北井出詰遺跡の炉穴からは、
良好な状態で手向山式土器・石清水式土器が出土してい
る。追ノ原遺跡では、滑石製の岩偶が出土し、その造形
は鹿児島県上野原遺跡出土の土偶に似る。

縄文時代前期の遺跡は町内には現在のところ確認され
ていない。

縄文時代中期になると、川辺川流域を中心に遺跡が形
成され、阿高式土器が出土している野原遺跡・逆瀬川遺
跡などが挙げられる。また、深水谷川遺跡・金川遺跡・
頭地田口Ａ遺跡・逆瀬川遺跡・鼓ヶ峯遺跡で船元式土器
が数点確認されている。大久保遺跡群では、上球磨地域
では初見となる船元Ⅱ式土器が出土するとともに、船元
式土器に影響を受けた縄文施文と条痕施文の土器群が一
定量出土している。このように、人吉盆地は九州西海岸・
東海岸の文化圏が重なる地域である。

縄文時代後期になると、球磨川右岸に数多くの遺跡が
形成されるようになる。町内の軍野地区から獣型土偶が
表採されている。また、熊山遺跡から石刀片が出土して
いる。

縄文時代晩期では、久米字思川から黒川式土器の壷型
土器が確認されている。大久保遺跡群からは晩期の土器
とともに、刻目突帯文土器が一定量出土している。

[ 弥生時代 ]
人吉盆地の弥生時代前期・中期の遺跡は不明な点が多

い。沖松遺跡や深水谷川遺跡からは、亀ノ甲式土器が出
土している。中通遺跡では住居跡が確認され、城ノ越式
土器が出土した。

大久保遺跡群の調査では、刻目突帯文土器・精製の浅
鉢・組織痕土器が出土している。また、弥生時代前期～
中期前半の亀ノ甲タイプや、板付Ⅱ期並行期の土器群も
確認されている。特に、北大久保 B 遺跡では、当地域
初となる弥生時代前期末～中期初頭の竪穴建物が確認さ
れている。表採資料ではあるが、大久保台地では有柄二

段柄式磨製石剣、台地西側の緩斜面に位置する鑓掛松遺
跡から細型銅剣も採集されている。このように、大久保
台地上には縄文時代晩期から弥生時代の拠点的集落が形
成されていたことがわかる。

あさぎり町に所在する夏女遺跡は、盆地の拠点集落で
あることが確認され、集落内より青銅鏡・銅釧が出土し
ている。

弥生時代後期の遺跡としては、大丸藤ヶ迫遺跡、荒毛
遺跡、中通遺跡、夏女遺跡、本目遺跡などが挙げられる。

[ 古墳時代 ]
人吉盆地の古墳時代は、在地的墓制の伝統が強く継承

され、畿内型高塚古墳の造営開始が遅れることが特徴で
ある。在地的墓制である板石積石棺墓や地下式横穴墓が
分布し、大久保遺跡群においても前者の存在が指摘され
ていた。荒毛遺跡や新深田遺跡などでは、板石積石棺墓
の存在が古くから認識されている。また、南九州固有の
墓制である地下式横穴墓も、天道ヶ尾遺跡で確認されて
いる。

一方、畿内型の高塚古墳では、盆地中央を中心に５世
紀後半以降に造営が開始される。錦町亀塚古墳群は、盆
地内唯一の前方後円墳であり、「景行紀」にみえる「熊県」
との関係が指摘されている。そのほか、鎏金獣帯鏡をは
じめ豊富な副葬品が出土した才園古墳群２号墳や、巨石
を用いた横穴式石室の鬼ノ釜古墳などがある。また、人
吉市鬼塚古墳は、横穴式石室を有し、出土須恵器や鉄製
品から５世紀後半の造営である。

町内では、球磨川左岸に複数の馬具が埋葬された赤坂
古墳や、中原古墳・雀森古墳の円墳が確認されている。
また、球磨川右岸の大久保台地には、大久保夫婦塚古墳
が造営されている。

赤坂第１号古墳は昭和９年 10 月に坂本経堯氏による
調査が行われている。大久保夫婦塚古墳も昭和 42 年８
月に実測調査が行われ、7 世紀前半頃という評価を得て
いる。横穴墓は、小椎野古墳・土屋横穴群・大塚横穴群・
内の城横穴群・小路迫横穴群・大園下横穴群・獺野原横
穴群が球磨川右岸に展開しており、加久藤溶結凝灰岩の
露頭が発達した位置と重複する。

[ 奈良・平安時代 ]
「和名抄」には、久米・球玖・人吉・東村・西村・千

脱の六郷が確認できる。古墳時代の古墳造営地を、有力
勢力の影響地域として想定すると、郷域の比定が可能で
ある。この内、現在の多良木町は、概ね東村・久米にあ
たる。また、郡家の場所は諸説あるが、須恵器窯跡や平
安中期の古瓦を出土している前田遺跡が位置するあさぎ
り町免田周辺が、最有力な候補地となっている。郡家を
構成する四等官には、在地勢力である須恵氏・久米氏・
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
第１節　多良木町の位置と環境（第４・５図）
１．地理的環境
[ 多良木町の位置と地勢 ]

熊本県南部に位置する人吉盆地の中央を、市房山（標
高 1721.8 ｍ）を源に発する球磨川が盆地を西流し、八
代海に注ぐ。多良木町の東側は、湯前町・水上村・宮崎
県児湯郡西米良村、西側はあさぎり町、南側は宮崎県小
林市に接している。多良木町は、東経 130 度 56 分 18 秒、
北緯 32 度 15 分 38 秒に位置し、熊本県の南部、人吉盆
地の東部に所在する。標高 160.51 ｍ、東西 21.0ｋｍ、南
北 22.8ｋｍ、中央部は平坦地で、南部と北部は九州山地の
支脈を形成する山地におおわれている。面積は 165.86
ｋ㎡、人口 8,682 人（令和５年３月 31 日時点）を有し、
面積の約 80％は山林原野で、水利の便に恵まれ農林業
が発達している。土地は肥沃で、温暖多湿の気候にも恵
まれ良質米や果樹等が栽培されるとともに、豊富な森林
資源により椎茸等の林産物も数多く産出されている。

明治４年の廃藩置県後、明治 22 年の市制及町村制施
行により多良木村、黒肥地村、久米村が誕生した。大正
15 年５月１日には多良木村は町制を施行している。昭
和 30 年４月、町村合併促進法により、多良木町、黒肥
地村、久米村が合併、現在の多良木町に至っている。

産業は、農業及び林業を中心とした第１次産業を基
幹産業として栄えてきた。しかしながら、本町の総就
業者数は昭和 55 年以降、年々減少している。第２次産
業、第３次産業の就業人口は、それぞれ微減及び横ばい
となっているものの、第１次産業における就業人口の減
少は大きく、昭和 55 年（2,967 人）と比較して平成 17
年（1,389 人）は約半数である。産業別就業者割合にお
ける第１次産業の就業者割合は、昭和 55 年に 38.9％を
占めていたが、後継者不足、従事者の高齢化などのため
に、平成 17 年には 23.9％までに急激に減少している。
これと相反して、第２次産業、第３次産業の就業者割合
は増加して、平成２年には第１次産業を逆転し、平成
17 年にはそれぞれ、28.6％、47.5％となっており、町
の産業構造は著しい変化をみせている。

[ 地　　質 ]
人吉盆地は、九州山地に開口した断層盆地であり、北

部は八代・球磨山地、東部は九州山地、南部及び西部は
肥薩火山群に囲まれている。この肥薩火山群の活動に
よって、低地形の球磨盆地の西側が塞がれ「古人吉湖」
が形成された。約 100 万年前に、侵食によって湖水の
出水とともに猛烈な河流侵食をうけて深い渓谷が形成さ
れた。やがて湖水が枯渇して人吉盆地の祖形が創出され
る。人吉盆地の地質は、四万十層・人吉層・安山岩類・

火砕流堆積物・洪積層・沖積層に大きく分けられる。球
磨川源流域から球磨川両岸にかけて、四万十累帯コンプ
レックスの後期白亜系諸塚層群が分布し、火山岩類の玄
武岩・堆積岩類の砂岩・頁岩およびチャート・変成岩類
の片状砂岩・粘板岩及び千枚岩によって構成されている。
また、市房山には諸塚層群および日向層群が貫入して、
中新世の深成岩類の花崗閃緑岩が分布し、花崗閃緑岩と
周囲の地質帯との接触部には、接触変性作用によりホル
ンフェルスが生じている。

多良木相良氏関連遺跡群が所在する人吉盆地東部に
は、新第三紀後期～第四紀にかけて形成された段丘堆積
物や、阿蘇カルデラや加久藤カルデラを起源とする火砕
流堆積物が分布する。盆地北側では未固結堆積物や火砕
流堆積物からなる小起伏丘陵地が発達し、南側では段丘
が広く分布するという特徴を有している。

多良木町のほぼ中央の球磨川両岸は、低平地で形成さ
れ、礫層を中心とした表層である。北部は九州山地から
幾多の支脈とともに球磨川への支流を形成、宮ヶ野・永
谷・柳野の渓谷から小椎川・牛繰川が山間地を縫うよう
に流れ球磨川に合流する。北部山地末端から球磨川河岸
段丘沿いにかけては、加久藤溶結凝灰岩が発達、この上
位に礫層が堆積し周囲は急崖をなし、崖の高さは数十㍍
に達するところも多い。

球磨川左岸は、南部山地山麓から北西に向い球磨川に
達する複合扇状地を形成し、その末端はほぼ河岸段丘沿
いに達している。南部は黒原山の分水嶺を境にしだいに
緩やかな傾斜をもって南北に分かれる。北に向かって仁
原川・枝川内川が複合扇状地を形成しつつ球磨川に合流
する。また、南へは綾北川が槻木の細長い渓谷を縫うよ
うに宮崎県に抜け、大淀川に注いでいる。

中部は、南北両山地に挟まれた球磨川の開析による沖
積平野が広がり、国道 219 号線一帯には、商店街や住宅、
公共施設が展開する。

人吉盆地から産出される石材は、阿蘇溶結凝灰岩・加
久藤溶結凝灰岩・安山岩・砂岩等がある。盆地内に残る
建造物や石造物には、加久藤溶結凝灰岩が利用されてい
ることが多い。

２．歴史的環境（第６・７図・第２表）
 [ 旧石器時代 ]

人吉盆地は、熊本県下でも旧石器時代の遺跡が多い地
域である。特に、入戸火砕流（ＡＴ）の上位と下位の層
で石器文化の存在が明らかとなっている。多良木町内の
里城遺跡からは細石器、大久保遺跡群からは角錐状石器
や細石器などの後期旧石器時代の石器が出土している。
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人吉氏・平河氏が担っていたと考えられ、彼らの所領は
郡一帯に散在していた可能性が高いという。

人吉盆地には、平安時代の神仏像が多く現存している。
多良木町の場合、中山観音堂内の木造観世音菩薩立像及
び四天王像をはじめ、栖山観音堂内の木造千手観音菩薩
立像及び四天王像、馬門薬師堂内の木造薬師如来坐像、
そして、大治５年（1130）の銘を持つ元は鍋城にあっ
た西光寺の釈迦如来座像、長運寺由来の薬師如来座像な
どがある。

[ 中世 ]
球磨郡の荘園公領制の展開は、球磨御領の成立を嚆矢

とする。郡衙機構を構成する有力在地勢力が荘園領主へ
の上納を事実上共同で請け負うという国衙領的性格の強
い半輸租領であった。源平内乱期には院領であり、平頼
盛の大宰大貳時代に平家領、鎌倉幕府の成立を契機と
し、一旦没管領化されたのち、球磨臼間野荘の頼盛への
安堵という複雑な変遷過程をたどる。その後、建久３年

（1192）、球磨御領は上球磨を中心とする公田、中球磨
を中心とする鎌倉殿御領、下球磨を中心とする人吉荘に
再編成されたといった展開が、既往の研究により明らか
にされている。この内、東国御家人であった相良頼景が
得たのが「多良木村」である。
『歴代 嗣誠独集覧』に ｢頼景公其前御当地居住始ハ多

良木蓮花寺ノ上ニ大川端、今東ノ前ト云御屋敷也｣ と相
良頼景の居住地に関する記載があり、「東ノ前」地名や
小字名 ｢蓮花寺｣ が現在に残る。昭和 49 ～ 50 年、方
形居館跡と隣接する蓮花寺跡の調査が行われ、昭和 52
年に報告書 ｢蓮花寺跡・相良頼景館跡｣ が刊行された。

相良頼景館跡の調査では、球磨川に面し護岸施設が確
認され、船着場の機能を有する館跡として評価されてい
た。また、蓮花寺跡では、石積基壇や溝が確認され、鎌
倉時代から江戸時代の五輪塔が確認されている。

頼景を祖とする鎮西相良氏は、その嫡子・長頼が人吉
荘地頭職に補任され、頼景が得た多良木村を相続する。
その後、長頼は嫡子・頼氏に多良木村を継がせて、その
家系が鎮西相良氏全体の嫡流・多良木家となった。その
多良木相良氏の菩提寺が青蓮寺であり、永仁３年（1295）
銘の阿弥陀如来立像を安置した青蓮寺阿弥陀堂が所在
し、その背後の斜面には五輪塔 78 基、石塔 22 基が遺
存する。

東光寺は、経筒出土地や磨崖梵字、薬師堂、八幡神社
など濃厚な宗教的要素を持つ地域である。相５号文書に
は「東光寺村」との記載があり、多良木相良氏の権益地
であることがわかる。東光寺地域を流れる川も「祓川」
という。

文安５年（1448）に多良木相良氏が滅亡するまでの間、
多良木家と佐牟田家の両家を中心に、南北朝内乱には双

方とも武家方や天皇方に目まぐるしく変遷し、敵対と和
平をくりかえす。室町時代中頃、山田城主永留長続が佐
牟田家と多良木家を滅ぼして相良氏の名跡を継ぎ、球磨
郡を統一する。

相良庶家を統一した長続は、四男の頼泰を多良木に譲
り、頼泰の知行は文明３年（1471）まで続く。その後、
一旦頼泰は知行を解かれるが、文明 16 年（1484）に多
良木知行に復帰し、翌年には多良木村に入部し鍋倉城で
祝儀を行っている。長享元年（1487）に頼泰は謀反の
疑いにより生害。以後、多良木村は相良氏の直轄領とし
て代官が置かれるようになる。

相良氏は戦国時代、芦北郡や八代郡に出兵して領地と
し大名に成長、人吉と八代を本拠とし「相良家法度」と
呼ばれる法律を作り、徳淵津を利用して海外交易も行っ
ている。永禄２年（1559）には、東長兄と丸目頼美の
間に内訌がおこり、大久保台地上で獺野原合戦が起こっ
ている。

天正９年（1581）、水俣合戦で島津軍に下った相良氏
は球磨郡のみが領土となり、天正 15 年（1587）の豊臣
秀吉の九州出兵では直ぐにその軍門に下る。朝鮮出兵を
経て、関ヶ原合戦の時、当初西軍として大垣城を守備し
ていた相良氏は東軍側に寝返り、その開城に協力したこ
とから、江戸時代も人吉城を拠点に球磨地方を治めるこ
とになる。

以上のように、多良木町には相頼景館跡・蓮花寺跡・
内城跡・久米城跡・里ノ城跡・鍋城跡など相良氏に関連
する遺跡が多数存在する。また、中世の建造物は、青蓮
寺阿弥陀堂・王宮神社楼門・大久保阿弥陀堂・久米治頼
神社・東光寺八幡神社・槻木四所神社がある。また、西
光寺厨子・長運寺厨子・八日薬師堂厨子も中世のもので
貴重である。

[ 近世 ]
近世を通して人吉盆地は人吉藩の支配下にあった。元

禄～宝永年間に多良木には百太郎溝・幸野溝が開削さ
れ、前者は農民主導、後者は人吉藩士高橋七郎兵衛政重
の差配による施工と伝えられている。百太郎溝は球磨川
南岸の多良木町・百太郎が取入口であり、多良木町、あ
さぎり町を通り、錦町・原田川にいたる灌漑用水路であ
る。現在全長 18.9ｋｍ、潅漑面積は 1490ha に及ぶ。こ
の本流の工事は鎌倉時代に始まり、農民の手によって何
度も受け継がれ、約 320 年前に難工事の末に完成した
と伝わる。取水口構築にあたり百太郎という人物が人柱
に立ったことが伝説として残っており、溝名の由来とさ
れる。幸野溝は球磨川の上流の幸野ダム（球磨川）より
取水し、湯前町、多良木町、あさぎり町にいたる灌漑用
水路である。現在全長 15.4ｋｍ、灌漑面積 1381ha に及ぶ。
この工事は元禄９年（1696）、人吉藩が高橋政重に開田
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に必要な水利施設の工事を命じたことにより始まった。
堰の工事は難航し、洪水による流失もあり、苦労の末に
着工から 10 年目の宝永２年（1705）に完成した。同３
年（1706）には高橋発願により多良木町中原に天神社
と観音堂が建立され、十一面観音像が安置されたという。
また、同地を中心に入植者を集めた結果、新田村が形成
された。しかし、寛政元年（1789）には、人吉藩は新
田村の年貢免除を取り消したことから、庄屋と目付が訴
願に及び２名は斬首され、新田村は湯前・久米・多良木
の３ヶ村に分割併合されてしまった。世に云う「新田く
ずれ」である。
「天保郷帳」には多良木・久米・奥野・槻木の４ヶ村

がみえるが、延宝４年（1676）、多良木村から黒肥地村
が分かれている。

近世中期以降、人吉藩では家作り規制が厳しく、上級
武士以外は、梁間三間以上の住宅が禁止されていた。領
内に鉤型の民家が多いのは、こうした制限下で、住宅の
部屋数と規模を拡大するために鉤型に棟を伸ばす方法が
とられたからである。重要文化財である太田家住宅は二
鉤を有する民家であり、この地域を代表する建造物であ
る。また、近世中期の分棟型住宅跡が北大久保Ｃ遺跡か
ら確認されている。

太田家住宅以外にも近世以来の建造物は、王宮神社本
殿、槻木菅原神社、白鳥神社本殿、長運寺薬師堂、栖山
観音堂、諏訪神社本殿、久米熊野座神社本殿、中山観音
堂、木下家住宅、東家住宅などがある。

[ 近代 ]
明治４年（1871）、人吉県から八代県へ、同６年（1873）

には白川県を経て、明治９年（1876）に熊本県に再編
される。明治５年（1872）10 月には、多良木・黒肥地・
久米など、球磨郡の６ヶ村の農民が年貢米の俵作りや畠
税などに関して強訴におよぶという騒擾事件が発生す
る。明治 10 年（1877）の西南戦争の際には、花立山～
槻木峠～黒原山にかけて、台場や陣地が築造され、槻木
地域には薩軍敗走の伝承が残る。

その後、明治 20 年（1887）人吉警察署多良木分署、
翌年には熊本大林区署人吉出張所多良木派出所が開設さ
れ、同 24 年（1891）には人吉区裁判所多良木出張所が
開庁、同 23 年（1890）４月に高等球磨小学校多良木支校、
大正７年（1918）には多良木村ほか８か村組合立の郡
立実科高等女学校（旧熊本県立多良木高校）も設立され
た。大正 13 年（1924）、人吉から湯前にいたる国鉄湯
前線が開通して多良木駅が開業したほか、郡立多良木病
院が多良木ほか９か村組合立病院となり、上球磨の拠点
として体制を整えていった。明治 22 年（1889）の町村
制施行に伴い、多良木を上球磨の中心都市とする計画が
策定され、当時先進地であった北海道札幌市の状況を視

察、帰郷ののち、幅員５間の道路を東西に貫通・整備に
到る。この幅員５間の道路は、現在も面影を残している。

熊本県による近代和風建造物調査では、第一次調査リ
ストとして 59 件の調査が実施されている。
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再編成されたといった展開が、既往の研究により明らか
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間に内訌がおこり、大久保台地上で獺野原合戦が起こっ
ている。
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れ、前者は農民主導、後者は人吉藩士高橋七郎兵衛政重
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南岸の多良木町・百太郎が取入口であり、多良木町、あ
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人吉盆地の地質図
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図 #! 人吉盆地の活断層と地形分類 !
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第２表　多良木遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考 出典
1松ケ野 多良木　松ケ野 縄文 包蔵地 石斧　 ①
2岩川内立石 多良木　下岩川内 縄文～古代 包蔵地 石器・土器　　 ①
3新山 多良木　新山 縄文・弥生 包蔵地 縄文後晩期、十字型石器・弥生土器・須恵器出土 ①②
4里城跡 多良木　里城 中世 城 「多良木之城」比定地 ①⑤
5里城 多良木　里城 縄文～古代 包蔵地 ①
6小林 黒肥路　新堀 縄文・中世 包蔵地 石鏃　土師皿 ①②
7長平 黒肥地　長平 縄文・弥生 包蔵地 縄文中・後・晩期土器、磨製石剣、弥生土器 ①②
8栖山 黒肥地　栖山 縄文 包蔵地 縄文晩期土器、石剣 ①
9小椎野古墳 黒肥地　小椎野 古墳 古墳 ①

10小川 黒肥地　小川 縄文 包蔵地 石鏃 ①
11土屋横穴群 黒肥地 坂田 古墳 古墳 町 ３基 ①
12東光寺経塚 黒肥地　東光寺 鎌倉 経塚 金銅製経筒８本、経巻、詳細地は不明 ①
13東光寺 黒肥地　東光寺 縄文 包蔵地 縄文後晩期土器・石器・石匙 ①
14鍋城跡 黒肥地　鍋城 中世 城 町 宋代青磁、土師器 ①
15諏訪神社 多良木　里城 中世 寺社 本殿は町指定有形文化財 ①
16小路迫 A 黒肥地　小路迫 縄文 包蔵地 試掘
17内城城跡 黒肥地　土屋 中世 城 空堀跡・郭・土橋 ①
18東光寺跡 黒肥地　東光寺 中世 寺社 中村家屋敷 ①
19大塚横穴群 黒肥地　大塚 古墳 古墳 鉄鏃 ①②
20東光寺磨崖梵字 黒肥地　祓川 中世 石造物 町 岩壁彫刻 ①②
21内の城横穴群 黒肥地　土屋 古墳 古墳 ５基以上 ①
22長運寺跡 黒肥地　小川 中世 寺社 境内に薬師堂・西光寺釈迦堂、山門あり ①
23相良頼景館跡 黒肥地　蓮花寺 中世 館 町 昭和５０年発掘調査 ①
24小路迫 B 黒肥地　小路迫 縄文 包蔵地 試掘
25青蓮寺阿弥陀堂 黒肥地　北山下 中世 寺社 国指定阿弥陀三尊像、県指定古塔碑群 ①
26小路迫横穴 黒肥地　小路迫 古墳 古墳 １基 踏査
27百太郎溝取入口水門跡 黒肥地　百太郎 近世 生産 旧水路跡 ①
28赤坂古墳群 多良木　上赤坂 古墳 古墳 町 ２基。1 号墳から刀・轡・馬具出土　 ①
29赤坂 多良木　上赤坂 縄文 包蔵地 縄文早期土器 ①
30大園下横穴群 黒肥地　大園下 古墳 古墳 町 ２基 ①
31妙法寺跡 多良木　上鶴 中世 寺社 ①
32北井手詰 黒肥地　北井手詰 縄文 包蔵地 試掘
33弥勒寺跡 黒肥地　茂原 古代 寺社 石塔あり ①
34北大久保 A 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 弥生後期土器 試掘
35北大久保 B 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 試掘
36大久保ヤリカケ松 黒肥地　槍掛松 弥生～古墳 包蔵地 （熊本博物館収蔵）細型銅剣出土地 ①②
37細型銅剣出土地 黒肥地　槍掛松 弥生 包蔵地 昭和１１年の出土箇所詳細不明 ①②
38上大久保 A 黒肥地　上大久保 縄文・弥生 包蔵地 縄文早～晩期土器・十字型石器・環状石器・弥生後期土器 ①
39大久保夫婦塚古墳群 黒肥地　松の下 古墳 古墳 町 横穴式円墳 2 基、台地頂部円墳２基 ①②
40軍野 黒肥地　軍野 縄文 包蔵地 須恵器・縄文晩期土器・獣型土偶 ①②
41獺野原横穴群 黒肥地　小路迫 古墳 古墳 町 8 基 ①②
42奥野 奥野　杉園 縄文 包蔵地 有肩打製石器 ①
43奥野城跡 奥野　城山 中世 城 牧場化で地形改変、一部発掘有り ①④
44雀森（小田原）古墳 久米　小田原 古墳 古墳 伝刀剣出土　　伝「千人塚」　　雀ケ森は違う場所 ①
45小田 久米　小田原 縄文 包蔵地 石製紡錘車・縄文晩期土器 ①
46久米治頼神社（本殿） 久米　天神宇土 中世 寺社 永禄 9 年創建、本殿は町指定文化財 ①
47久米城跡 久米　今山田 中世 城 ほぼ全体公園化済み ①
48北大久保 C 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 試掘
49中原古墳 多良木　中原 古墳 古墳 円墳１基、須恵器甕・杯蓋 ①
50槻木四所神社 槻木　下槻木 中世 自社 社殿は町指定 ①
51平反田 A 黒肥地　平反田 古墳 包蔵地 試掘
52平反田 B 黒肥地　平反田 弥生 包蔵地 深水　勉採集土師甕 ②
53大久保阿弥陀堂石塔群 黒肥地　北大久保 中世 祭祀 五輪塔 ②
54上大久保 B 黒肥地　上大久保 古墳 古墳 地下式板石積石室墓３基、重弧文土器 ②
55上大久保 C 黒肥地　上大久保 古墳 古墳
56堂手 A 黒肥地　堂手 包蔵地
57堂手 B 黒肥地　堂手 包蔵地
58前大久保 黒肥地　前大久保 包蔵地
59追の原 黒肥地　追の原 縄文 包蔵地 県試掘、縄文早期集石
60菅無田 黒肥地　菅無田 包蔵地
61トキボトケ 黒肥地　トキボトケ 包蔵地
62牛頭上 黒肥地　牛頭上ほか 縄文 包蔵地 縄文早期　塞ノ神式ほか 試掘
63熊山 黒肥地　熊山 縄文 包蔵地 石刀 ②
64新八幡宮裏 多良木　永平 縄文 包蔵地 手向山式土器 ②
65黒肥地寺跡 黒肥地　上永野 中世 寺社 中世寺院跡、古塔碑群あり ②
66白鳥神社 黒肥地　中鶴 中世 寺社 土師皿片散布　町指定社殿
67八日薬師堂 多良木　八日原 中世 寺社 中世寺院跡
68東光寺八幡宮 黒肥地　前東光寺 中世 寺社 中世神社跡
69伝羽根田城跡 黒肥地　茂原 中世 城跡 中世城、溝、板碑、五輪塔 ⑤
70伝新堀城跡 黒肥地　新堀 中世 城跡 実態不明 ⑤
71長寺の石塔婆 黒肥地　長寺 中世 祭祀 永禄２年獺野原合戦供養碑　町指定
72長寺の塚 黒肥地　長寺 中世？ 祭祀 一字一石塚か？
73長寺遺跡 黒肥地　長寺 縄文 包蔵地 石鏃
74久保杉 黒肥地　久保杉 中世 包蔵地 中世土師皿 表採
75反高 黒肥地　反高 ？ 包蔵地 地形的な判断
76中の森 黒肥地　中の森 縄文 包蔵地 地形的な判断
77松の下 黒肥地　松の下 縄文・弥生 包蔵地 打製石鏃・磨製石鏃、福井氏採集 表採
78平谷野 黒肥地　平谷野 縄文 包蔵地 土器 表採
79追の原笠塔婆 黒肥地　追の原 中世 祭祀 町 天文５年
80青蓮寺古塔碑群 黒肥地　北山下 中世 祭祀 県 上相良氏関係石塔ほか
81東城跡 多良木　東（城山） 中世 城跡 試掘調査あり ②
82古多良寺跡古塔碑群 多良木　古多良木 中世 祭祀 阿弥陀堂、五輪塔１５基 ②
83ふえきの城跡 奥野　不易 中世 城跡 「ふえきの城」、堀切 ④
84尾丸平城跡 奥野　尾丸 中世 城跡 『奥野村絵図下図』「平城」 ④
85中山屋尻平城跡 奥野　屋尻 中世 城跡 『奥野村絵図下図』「平城」堀切 ④
86中山寺跡 奥野　中山 中世 祭祀 石塔 ②
87久米城城下集落 久米　覚井 中世 集落
88久米天神宇土城跡 久米　天神宇土 中世 城跡 堀切 ④
89久米山下城跡 久米　山下 中世 城跡 堀切
90堪提寺跡 久米　古城 中世 社寺 切岸 ②
91古城野西南戦争塹壕跡 久米　古城野 近代 城跡
92上槻木城跡 槻木　永谷 中世 城跡
93京塚 槻木　京塚 縄文 包蔵地
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第２表　多良木遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考 出典
1松ケ野 多良木　松ケ野 縄文 包蔵地 石斧　 ①
2岩川内立石 多良木　下岩川内 縄文～古代 包蔵地 石器・土器　　 ①
3新山 多良木　新山 縄文・弥生 包蔵地 縄文後晩期、十字型石器・弥生土器・須恵器出土 ①②
4里城跡 多良木　里城 中世 城 「多良木之城」比定地 ①⑤
5里城 多良木　里城 縄文～古代 包蔵地 ①
6小林 黒肥路　新堀 縄文・中世 包蔵地 石鏃　土師皿 ①②
7長平 黒肥地　長平 縄文・弥生 包蔵地 縄文中・後・晩期土器、磨製石剣、弥生土器 ①②
8栖山 黒肥地　栖山 縄文 包蔵地 縄文晩期土器、石剣 ①
9小椎野古墳 黒肥地　小椎野 古墳 古墳 ①

10小川 黒肥地　小川 縄文 包蔵地 石鏃 ①
11土屋横穴群 黒肥地 坂田 古墳 古墳 町 ３基 ①
12東光寺経塚 黒肥地　東光寺 鎌倉 経塚 金銅製経筒８本、経巻、詳細地は不明 ①
13東光寺 黒肥地　東光寺 縄文 包蔵地 縄文後晩期土器・石器・石匙 ①
14鍋城跡 黒肥地　鍋城 中世 城 町 宋代青磁、土師器 ①
15諏訪神社 多良木　里城 中世 寺社 本殿は町指定有形文化財 ①
16小路迫 A 黒肥地　小路迫 縄文 包蔵地 試掘
17内城城跡 黒肥地　土屋 中世 城 空堀跡・郭・土橋 ①
18東光寺跡 黒肥地　東光寺 中世 寺社 中村家屋敷 ①
19大塚横穴群 黒肥地　大塚 古墳 古墳 鉄鏃 ①②
20東光寺磨崖梵字 黒肥地　祓川 中世 石造物 町 岩壁彫刻 ①②
21内の城横穴群 黒肥地　土屋 古墳 古墳 ５基以上 ①
22長運寺跡 黒肥地　小川 中世 寺社 境内に薬師堂・西光寺釈迦堂、山門あり ①
23相良頼景館跡 黒肥地　蓮花寺 中世 館 町 昭和５０年発掘調査 ①
24小路迫 B 黒肥地　小路迫 縄文 包蔵地 試掘
25青蓮寺阿弥陀堂 黒肥地　北山下 中世 寺社 国指定阿弥陀三尊像、県指定古塔碑群 ①
26小路迫横穴 黒肥地　小路迫 古墳 古墳 １基 踏査
27百太郎溝取入口水門跡 黒肥地　百太郎 近世 生産 旧水路跡 ①
28赤坂古墳群 多良木　上赤坂 古墳 古墳 町 ２基。1 号墳から刀・轡・馬具出土　 ①
29赤坂 多良木　上赤坂 縄文 包蔵地 縄文早期土器 ①
30大園下横穴群 黒肥地　大園下 古墳 古墳 町 ２基 ①
31妙法寺跡 多良木　上鶴 中世 寺社 ①
32北井手詰 黒肥地　北井手詰 縄文 包蔵地 試掘
33弥勒寺跡 黒肥地　茂原 古代 寺社 石塔あり ①
34北大久保 A 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 弥生後期土器 試掘
35北大久保 B 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 試掘
36大久保ヤリカケ松 黒肥地　槍掛松 弥生～古墳 包蔵地 （熊本博物館収蔵）細型銅剣出土地 ①②
37細型銅剣出土地 黒肥地　槍掛松 弥生 包蔵地 昭和１１年の出土箇所詳細不明 ①②
38上大久保 A 黒肥地　上大久保 縄文・弥生 包蔵地 縄文早～晩期土器・十字型石器・環状石器・弥生後期土器 ①
39大久保夫婦塚古墳群 黒肥地　松の下 古墳 古墳 町 横穴式円墳 2 基、台地頂部円墳２基 ①②
40軍野 黒肥地　軍野 縄文 包蔵地 須恵器・縄文晩期土器・獣型土偶 ①②
41獺野原横穴群 黒肥地　小路迫 古墳 古墳 町 8 基 ①②
42奥野 奥野　杉園 縄文 包蔵地 有肩打製石器 ①
43奥野城跡 奥野　城山 中世 城 牧場化で地形改変、一部発掘有り ①④
44雀森（小田原）古墳 久米　小田原 古墳 古墳 伝刀剣出土　　伝「千人塚」　　雀ケ森は違う場所 ①
45小田 久米　小田原 縄文 包蔵地 石製紡錘車・縄文晩期土器 ①
46久米治頼神社（本殿） 久米　天神宇土 中世 寺社 永禄 9 年創建、本殿は町指定文化財 ①
47久米城跡 久米　今山田 中世 城 ほぼ全体公園化済み ①
48北大久保 C 黒肥地　北大久保 弥生 包蔵地 試掘
49中原古墳 多良木　中原 古墳 古墳 円墳１基、須恵器甕・杯蓋 ①
50槻木四所神社 槻木　下槻木 中世 自社 社殿は町指定 ①
51平反田 A 黒肥地　平反田 古墳 包蔵地 試掘
52平反田 B 黒肥地　平反田 弥生 包蔵地 深水　勉採集土師甕 ②
53大久保阿弥陀堂石塔群 黒肥地　北大久保 中世 祭祀 五輪塔 ②
54上大久保 B 黒肥地　上大久保 古墳 古墳 地下式板石積石室墓３基、重弧文土器 ②
55上大久保 C 黒肥地　上大久保 古墳 古墳
56堂手 A 黒肥地　堂手 包蔵地
57堂手 B 黒肥地　堂手 包蔵地
58前大久保 黒肥地　前大久保 包蔵地
59追の原 黒肥地　追の原 縄文 包蔵地 県試掘、縄文早期集石
60菅無田 黒肥地　菅無田 包蔵地
61トキボトケ 黒肥地　トキボトケ 包蔵地
62牛頭上 黒肥地　牛頭上ほか 縄文 包蔵地 縄文早期　塞ノ神式ほか 試掘
63熊山 黒肥地　熊山 縄文 包蔵地 石刀 ②
64新八幡宮裏 多良木　永平 縄文 包蔵地 手向山式土器 ②
65黒肥地寺跡 黒肥地　上永野 中世 寺社 中世寺院跡、古塔碑群あり ②
66白鳥神社 黒肥地　中鶴 中世 寺社 土師皿片散布　町指定社殿
67八日薬師堂 多良木　八日原 中世 寺社 中世寺院跡
68東光寺八幡宮 黒肥地　前東光寺 中世 寺社 中世神社跡
69伝羽根田城跡 黒肥地　茂原 中世 城跡 中世城、溝、板碑、五輪塔 ⑤
70伝新堀城跡 黒肥地　新堀 中世 城跡 実態不明 ⑤
71長寺の石塔婆 黒肥地　長寺 中世 祭祀 永禄２年獺野原合戦供養碑　町指定
72長寺の塚 黒肥地　長寺 中世？ 祭祀 一字一石塚か？
73長寺遺跡 黒肥地　長寺 縄文 包蔵地 石鏃
74久保杉 黒肥地　久保杉 中世 包蔵地 中世土師皿 表採
75反高 黒肥地　反高 ？ 包蔵地 地形的な判断
76中の森 黒肥地　中の森 縄文 包蔵地 地形的な判断
77松の下 黒肥地　松の下 縄文・弥生 包蔵地 打製石鏃・磨製石鏃、福井氏採集 表採
78平谷野 黒肥地　平谷野 縄文 包蔵地 土器 表採
79追の原笠塔婆 黒肥地　追の原 中世 祭祀 町 天文５年
80青蓮寺古塔碑群 黒肥地　北山下 中世 祭祀 県 上相良氏関係石塔ほか
81東城跡 多良木　東（城山） 中世 城跡 試掘調査あり ②
82古多良寺跡古塔碑群 多良木　古多良木 中世 祭祀 阿弥陀堂、五輪塔１５基 ②
83ふえきの城跡 奥野　不易 中世 城跡 「ふえきの城」、堀切 ④
84尾丸平城跡 奥野　尾丸 中世 城跡 『奥野村絵図下図』「平城」 ④
85中山屋尻平城跡 奥野　屋尻 中世 城跡 『奥野村絵図下図』「平城」堀切 ④
86中山寺跡 奥野　中山 中世 祭祀 石塔 ②
87久米城城下集落 久米　覚井 中世 集落
88久米天神宇土城跡 久米　天神宇土 中世 城跡 堀切 ④
89久米山下城跡 久米　山下 中世 城跡 堀切
90堪提寺跡 久米　古城 中世 社寺 切岸 ②
91古城野西南戦争塹壕跡 久米　古城野 近代 城跡
92上槻木城跡 槻木　永谷 中世 城跡
93京塚 槻木　京塚 縄文 包蔵地
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第Ⅲ章　蓮花寺跡・相良頼景館跡の再報告
第１節　『蓮花寺跡・相良頼景館』の再報告の概要
１．再報告の趣旨

蓮花寺跡・相良頼景館跡の発掘調査（以下、「県調査」
という。）は、昭和 49 ～ 50 年にかけて熊本県文化課が
行った。その成果は、昭和 52 年に「蓮花寺跡・相良頼
景館跡」『熊本県文化財調査報告第22集』（以下「県22集」
という。）として刊行され、出土品及び記録類は熊本県
文化財収蔵庫にて保管されていた。

多良木町では平成 21 年度から始まった大久保地区畑
地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財調査や、「たらぎ歴
史回廊事業」に伴う有識者による仏神像・建造物等の調
査によって、調査成果が蓄積されてきた。平成 24 年度
には、歴史資料を保存・活用するための施設の必要性か
ら、旧黒肥地農業協同組合倉庫（昭和 17 年棟上）を埋
蔵文化財センターに改修する基本方針が示された。この
方針に基づき、平成 24 ～ 26 年度にかけて改修工事が
行われ、平成26年７月に多良木町埋蔵文化財等センター

（愛称：古代の風　黒の蔵）が設置された（平成 26 年
多良木町条例第８号）。施設設置により、熊本県所有の
蓮花寺跡・相良頼景館跡出土遺物等の譲与が可能となり、
次に記す手続きを行い、県資料の譲与がなされた。

平成 27 年１月 26 日付け多教発第 1622 号（相良頼
景館跡）1622 号の２（蓮花寺跡）にて、熊本県文化課
に出土文化財譲与申請を行った。熊本県文化課では平
成 27 年２月５日付け教文第 2067 号（相良頼景館跡）
2068 号（蓮花寺跡）2069 号（里の城跡）2070 号（奥
野城跡）により、熊本県から多良木町に譲与された（※
文化財としての認定は平成 26 年７月９日）。

所有権移転後、多良木町・多良木町教育委員会では平
成 28 年度から令和５年度までの間、譲与資料の再整理
作業を行った。今回、多良木相良氏遺跡の歴史的価値を
明らかにするために、再整理の成果を再報告するもので
ある。

２．再整理の方法
熊本県からの譲与資料は次のとおりである。

・出土遺物　・現場図面　・写真記録　・遺物実測図
資料の譲与後、譲与資料の台帳をそれぞれ作成し、県

22 集と記録類との突合作業を行なった。また、発掘調
査記録や発掘調査日誌などの内容確認を進めた。

現場図面は県 22 集や現場写真を確認しながらデジタ
ルトレースを行った。本報告の掲載図面はデジタルデー
タをもとに、作成・編集したものである。県 22 集には、
調査日誌とともに遺構及び遺物の解釈が記載されてい
る。本報告では遺構説明は県 22 集に沿いながら、加筆・
修正を加えている。遺構名は県 22 集に準じている。発

掘調査の段階でしか得られないような重要な所見は括弧
書きで引用した。

出土遺物は現場図面と遺物注記を頼りに、出土地点の
特定に努めた。巻末の遺物観察表に県調査時の「出土地
区・層位」と、今回の再整理作業後の「出土地区・層位」
を併記している。

譲与資料の中には、経年劣化のため注記が解読できな
かった資料、出土位置が復元できなかった資料も多数あ
る。それらの資料も観察表にその旨を記載している。

３．出土遺物の分類方法
出土遺物全点を実見・再分類を行った。
再整理作業の中で最も時間を要したのが資料の再分類

である。凡例に基づき、土師器、輸入陶磁器、国内産陶
器、瓦、土師質製品、石製品、古銭、金属器に大分類し、
さらに種別や産地、器種を考慮して再分類し、本報告は
この順に図を掲載している。

４．熊本県文化課調査の経過
昭和 36 年度、熊本県教育委員会による総合的な基礎

調査（『熊本県文化財調査報告　第４集』）が実施され、
昭和 44 年３月 20 日、蓮花寺跡古塔碑群は県指定史跡
になっていた。その後、蓮花寺跡・相良頼景館跡の指定
解除から発掘調査までの経過は次のとおりである。

日時 発掘調査・指定解除までの経過・内容

S48
年

7/18

多良木町教育委員会社会教育課長から熊本
県教育庁文化課に電話連絡によって「建設
省から 49 年度に球磨川の改修工事に着手す
るので、蓮花寺跡古塔碑群の調査、移転を
48 年度中に終了して欲しいとの相談があっ
た」ことが伝えられた。

7/19 町社会教育課長が県文化課に出向く。事情
聴取。県史跡の現状変更であり、全面的に
遺跡が消滅するので指定解除の可能性があ
る。県指定として初めてのケースであり、
建設省から事情説明と正式な書類提出を求
める必要があるとの結論に達する。

7/20 建設省八代工事事務所工務課工務第１係長、
用地課主任に県文化課への来庁を願う。そ
の結果、49 年度着工ということではなかっ
たが、上流からの改修が始まっており、計
画変更はありえないとの状況であった。そ
こで、熊本県文化財専門委員会に諮問する
必要があり、同年 9 月の同委員会に諮問し
て検討することになる。その際に、文化財
包蔵地であることから発掘調査を実施する
必要があることが提起される。
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8/4 宮元多良木町長はじめ町当局、町教委、地
区代表者及び建設省関係者の協議が行われ、
古塔碑群の移転先の用地問題、発掘調査に
ついて検討がなされ、地元は全面的に協力
するという合意が形成される。

9/7 多良木町文化財保護委員会。蓮花寺跡の調
査、移転等について審議。

9/14 熊本県文化財専門委員会にて、八代工事事
務所工務課長、多良木町教委社会教育課長
から説明。

（建設省）改修計画は昭和 41 年にたてられ
たもので、蓮花寺跡も同計画内に含まれて
いる。すでに左岸は工事完了しており、現
段階での計画変更は無理である。

（文化財専門委員）文化財を無視した計画は
困る。県指定の解除は前代未聞で、移転す
るだけという安易な処理は問題である。計
画を立てる段階で協議すべきである。しか
し、工事はすでに始まっており、計画変更
は無理であろうから、事務手続きをとって
発掘調査を行い、史跡の指定解除を行い、
有形文化財として改めて指定する方針をと
ることになった。

S49
1/9

熊本県文化財専門委員の現地調査。この調
査により、発掘調査の方針が固まる。

10/9
～ 10

松本寿三郎氏、花岡興輝氏らが現地調査。

12/24 地元代表者主催の発掘安全祈願祭。

発掘調査の届出は、蓮花寺跡古塔碑群は昭和 50 年１
月 17 日付け教文第 791 号で、相良頼景館跡は昭和 50
年８月７日付け教文第 322 号で提出された。昭和 50 年
２月 14 日付け委保第５の 104、昭和 50 年８月 29 日付
け委保第５の 1879 で許可となる。

昭和 50 年１月 10 日から蓮花寺跡古塔碑群発掘調査
開始。

昭和 50 年８月 23 日から相良頼景館跡発掘調査開始。
当時の発掘調査の経過については、県 22 集を参照の

こと。

第２節　蓮花寺跡の再整理の成果
１．蓮花寺跡の概要（第８図）

相良家史によれば、多良木家の相良頼氏が嘉禎元年
（1235）に創建したとされる。また、蓮花寺は正長元年
（1428）に没した多良木家の相良頼久の位牌所とされる。
文安の内訌では、蓮花寺は多良木相良氏側に属していた。

永正 11 年（1514）に相良長毎によって蓮花寺は再興
される。堂内に安置された木造阿弥陀如来立像の背面に

は、「大旦那藤原長毎并満乗丸、當寺院主大願主秀尊敬
白、于時永正 11 年甲戌八月彼岸廿八日」、台座裏に「大
心法見之子、佛師与次良重元（花押）」との墨書銘がある。
また、箱台座裏には「弘化三丙午歳、再興佛師弓削田市内、
請込人柳原郡八、盛山喜左衛門、飛田弥兵衛、一、後光
并御殿彩色家根茸替致候事」との銘がありこれを証左す
る。元亀４年（1573）、相良義陽は蓮花寺の僧を薩摩に
遣い隣交を求めている。

江戸期の「村明細帳」によれば、蓮花寺は３間 × ４
間の阿弥陀堂一宇があり、青蓮寺の管理となっている。
現在でも蓮花寺の法要は青蓮寺が所管している。

県調査時の蓮花寺跡は球磨川の右岸に所在し、阿弥陀
堂を中心に五輪塔や板碑などの石造物群が遺存してい
た。蓮花寺跡南側の 85 ～ 102 号は、相良頼景館跡の南
東部の開墾時に確認されたものを移転したものである

（県 22 集 27 頁）。

２．熊本県文化課調査（県調査）の概要（第９図）
県調査では、調査区をＡ区（ガランサン：阿弥陀堂周

辺）、Ｂ区（Ａ区の北側：石塔群移転地）、Ｃ区（Ａ区西側）
に分け、各区にてトレンチ調査が実施されている。現在
Ａ・Ｃ区は球磨川堤防下となり、Ｂ区には移転された蓮
花寺跡古塔碑群（県指定）を見ることができる。県調査
当時の蓮花寺跡古塔碑群の内訳は、板碑 24 基、五輪塔
102 基の総数 128 基である。

県調査当時の灌漑用水・鮎之瀬井手は、Ｂ区東側を南
進し、Ａ区とＢ区の間を流れ、Ｃ区北側を西流していた。

調査区にＡ - Ａ～Ｃ Tr、Ｂ - Ａ～Ｇ Tr、Ｃ - Ａ～
Ｅ Tr のトレンチが設定され調査が進められた。

各区の層序は次のとおりである。

【Ａ区の層序】
Ⅰ層（表土）
Ⅱ層（砂層）
Ⅲ層（礫層）

【Ｂ区の層序】
第Ⅰ層（水田耕作土：黒灰色の粘質土）
第Ⅱ層（砂礫を含む褐色土）
第Ⅲ層（砂礫層：大小の礫を多量に含む）
遺構検出面はＡ区ではⅡ層上面、Ｂ区ではⅢ層上面で

ある。Ａ区Ⅱ層は水性堆積層、A 区第Ⅲ層及びＢ区第Ⅲ
層は地山の礫層である。蓮花寺跡の層順を整理すると上
から次のような堆積となる。

Ａ区Ⅰ層・Ｂ区Ⅰ層
Ｂ区Ⅱ層（砂礫を含む褐色土）
Ａ区Ⅱ層（砂層）水性堆積物
Ａ区Ⅲ層・Ｂ区Ⅲ層：地山礫層

- 20 -

第Ⅲ章　蓮花寺跡・相良頼景館跡の再報告
第１節　『蓮花寺跡・相良頼景館』の再報告の概要
１．再報告の趣旨

蓮花寺跡・相良頼景館跡の発掘調査（以下、「県調査」
という。）は、昭和 49 ～ 50 年にかけて熊本県文化課が
行った。その成果は、昭和 52 年に「蓮花寺跡・相良頼
景館跡」『熊本県文化財調査報告第22集』（以下「県22集」
という。）として刊行され、出土品及び記録類は熊本県
文化財収蔵庫にて保管されていた。

多良木町では平成 21 年度から始まった大久保地区畑
地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財調査や、「たらぎ歴
史回廊事業」に伴う有識者による仏神像・建造物等の調
査によって、調査成果が蓄積されてきた。平成 24 年度
には、歴史資料を保存・活用するための施設の必要性か
ら、旧黒肥地農業協同組合倉庫（昭和 17 年棟上）を埋
蔵文化財センターに改修する基本方針が示された。この
方針に基づき、平成 24 ～ 26 年度にかけて改修工事が
行われ、平成26年７月に多良木町埋蔵文化財等センター

（愛称：古代の風　黒の蔵）が設置された（平成 26 年
多良木町条例第８号）。施設設置により、熊本県所有の
蓮花寺跡・相良頼景館跡出土遺物等の譲与が可能となり、
次に記す手続きを行い、県資料の譲与がなされた。

平成 27 年１月 26 日付け多教発第 1622 号（相良頼
景館跡）1622 号の２（蓮花寺跡）にて、熊本県文化課
に出土文化財譲与申請を行った。熊本県文化課では平
成 27 年２月５日付け教文第 2067 号（相良頼景館跡）
2068 号（蓮花寺跡）2069 号（里の城跡）2070 号（奥
野城跡）により、熊本県から多良木町に譲与された（※
文化財としての認定は平成 26 年７月９日）。

所有権移転後、多良木町・多良木町教育委員会では平
成 28 年度から令和５年度までの間、譲与資料の再整理
作業を行った。今回、多良木相良氏遺跡の歴史的価値を
明らかにするために、再整理の成果を再報告するもので
ある。

２．再整理の方法
熊本県からの譲与資料は次のとおりである。

・出土遺物　・現場図面　・写真記録　・遺物実測図
資料の譲与後、譲与資料の台帳をそれぞれ作成し、県

22 集と記録類との突合作業を行なった。また、発掘調
査記録や発掘調査日誌などの内容確認を進めた。

現場図面は県 22 集や現場写真を確認しながらデジタ
ルトレースを行った。本報告の掲載図面はデジタルデー
タをもとに、作成・編集したものである。県 22 集には、
調査日誌とともに遺構及び遺物の解釈が記載されてい
る。本報告では遺構説明は県 22 集に沿いながら、加筆・
修正を加えている。遺構名は県 22 集に準じている。発

掘調査の段階でしか得られないような重要な所見は括弧
書きで引用した。

出土遺物は現場図面と遺物注記を頼りに、出土地点の
特定に努めた。巻末の遺物観察表に県調査時の「出土地
区・層位」と、今回の再整理作業後の「出土地区・層位」
を併記している。

譲与資料の中には、経年劣化のため注記が解読できな
かった資料、出土位置が復元できなかった資料も多数あ
る。それらの資料も観察表にその旨を記載している。

３．出土遺物の分類方法
出土遺物全点を実見・再分類を行った。
再整理作業の中で最も時間を要したのが資料の再分類

である。凡例に基づき、土師器、輸入陶磁器、国内産陶
器、瓦、土師質製品、石製品、古銭、金属器に大分類し、
さらに種別や産地、器種を考慮して再分類し、本報告は
この順に図を掲載している。

４．熊本県文化課調査の経過
昭和 36 年度、熊本県教育委員会による総合的な基礎

調査（『熊本県文化財調査報告　第４集』）が実施され、
昭和 44 年３月 20 日、蓮花寺跡古塔碑群は県指定史跡
になっていた。その後、蓮花寺跡・相良頼景館跡の指定
解除から発掘調査までの経過は次のとおりである。

日時 発掘調査・指定解除までの経過・内容

S48
年

7/18

多良木町教育委員会社会教育課長から熊本
県教育庁文化課に電話連絡によって「建設
省から 49 年度に球磨川の改修工事に着手す
るので、蓮花寺跡古塔碑群の調査、移転を
48 年度中に終了して欲しいとの相談があっ
た」ことが伝えられた。

7/19 町社会教育課長が県文化課に出向く。事情
聴取。県史跡の現状変更であり、全面的に
遺跡が消滅するので指定解除の可能性があ
る。県指定として初めてのケースであり、
建設省から事情説明と正式な書類提出を求
める必要があるとの結論に達する。

7/20 建設省八代工事事務所工務課工務第１係長、
用地課主任に県文化課への来庁を願う。そ
の結果、49 年度着工ということではなかっ
たが、上流からの改修が始まっており、計
画変更はありえないとの状況であった。そ
こで、熊本県文化財専門委員会に諮問する
必要があり、同年 9 月の同委員会に諮問し
て検討することになる。その際に、文化財
包蔵地であることから発掘調査を実施する
必要があることが提起される。
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３．遺構及び出土遺物
（１）Ａ区：石積基壇（第10・11図）

本報告での各石造物の番号は、県 22 集の掲載番号に
対応している。

石積基壇は阿弥陀堂の北側にて確認され、石積基壇上
には 15 ～ 38 号の五輪塔が二列に並べられていた。検
出時の石積基壇は東西約 5.7 ｍ、南北 3.7 ｍ、高さ 1.3
ｍの不定形である。東側、西側及び南側の各裾部には、
積石の露出箇所が多く見られ、上面・北裾部は土が積石
を薄く被っていた。東西端部には火輪及び水輪が、川原
石や土と一緒に積まれ表面に露出していた。県 22 集に
よれば、川原石とともに多くの五輪塔の各部位が積まれ
ており、その中には火葬骨を入れたままの水輪も含まれ
ていた。

東側の基礎部は不明瞭であり、下部と上部に石を多く
用い、中には土を多く用いていた。壁面はなだらかな斜
面を形成しているが、本来の形状を示すものではない。
西側の肩部には 50 年以上を超える大木が生え、その下
に五輪塔が埋没していた。

【石積基壇の構築】
県 22 集では、この石積基壇の構築画期を３回に分け

ている。
１回目は東西 4.0 ｍ、南北 4.0 ｍ、高さ 1.0 ～ 1.3 ｍ

の方形を呈する石組である。基礎には平坦面をもつ川原
石の小口を外側に向け、隅には直角を保つような石が配
置されていた。内部は大小の川原石が不規則に充填され
ていた。上面には薄く「玉砂利」が敷かれ、「26 号五輪
塔直下、第１回目の築造の東辺より西寄りのほぼ中央」
にて蔵骨器が出土している。

２回目は１回目を、東に 1.3 ｍ、西に 2.8 ｍ、北に 1.8
ｍ、南に 1.6 ｍ拡張し、東西 8.2 ｍ、南北 6.8 ｍの平面
長方形となる。西側の拡張部基礎は１回目とは異なり、
大石を横置し区画している。東・南・北拡張部基礎は、
基礎部に大型の川原石を並べる部分もあるが、存在しな
い箇所も多い。

３回目は、２回目を東に 2.8 ｍ、西に 1.2 ｍ拡張する。
西拡張部は基礎部に大川原石を南−北に直線的に築いて
いたことが確認されている。

【石積基壇上の石造物群】（第 12 図・第３表）
石積基壇上の石造物は『図説石塔調べのコツとツボ』

（狭川真一・藤澤典彦編、2017）をもとに計測した。
県調査以前に、石積基壇北西袖から笠塔婆が出土して

いる。この笠塔婆は加久藤溶結凝灰岩で、高さ 108cm、
幅 24.3cm、枘長さ 12cm、枘幅 18cm を測る。塔身上
部の四面には、阿弥陀三尊の種子を薬研に刻む。正面種
子の下には次のような紀年銘がある。

蓮花寺跡出土・相輪

右石塔志趣者奉爲沙弥上蓮尊霊
往生極楽證大菩提造立如件
文永六年己巳七月十四日　比丘尼妙阿弥陀佛敬白
　　　　　　　　　　　　　　孝子藤原□□敬白

「沙弥上蓮」は相良頼氏のことで、「比丘尼」は頼氏の
妻、「孝子」は頼氏の嫡子・頼宗のことである。

石積基壇上に設置されていた五輪塔の実測図及び部位

２５号塔地輪上面に残された基準線

２５号塔水輪上面の枘穴
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計測値は第 12 図、第３表に掲載している。一部の紀年
銘は形状・型式から明らかに追刻である。

基壇上の五輪塔の石材は全て加久藤溶結凝灰岩であ
る。23 号塔・25 号塔（伝頼仲塔）はそれぞれの部位寸
法誤差は１cm 以内に収まり、近似した形態である。各
部位に基準線を縦に刻み、五大種子の四転、種子は面に
対し大ぶりの薬研彫りである。火輪軒裏の反りは緩やか
である。地輪幅 52cm に対し、軒高は 100cm を測る。
水輪はやや縦長を意識している。23 号塔・25 号塔は部
位形式に古相を有していることから 13 世紀後半に位置
付けられる。

20 ～ 22 号塔・24・26 号塔・30 号塔は 23 号塔・25
号塔よりも軒高が一寸程度高くなる。また、種子は 23
号塔・25 号塔に比べ小ぶりの薬研彫りとなる。

29・31・37 号塔は、火輪軒裏の反りがやや顕著であ
る。大型の 29 号は、水輪がより楕円形化の傾向にあり、
37 号塔は火輪軒口が肥厚、31 号塔は各部位が縮小して
いる。

４号塔は応仁２年（1468）の紀年銘があり、小型の
五輪塔である。火輪軒口が肥厚し、軒裏の反りも大きく
なる。また、27・28 号塔は弘治３年（1557）という紀
年銘を有し、火輪軒口が厚く壷型の水輪を持つ。35 号
塔（伝頼宗塔）は、建武３年（1336）の紀年銘を有し、
地輪幅は 61cm を測る。水輪はやや壷型を呈する。４
号塔と、27・28 号塔の紀年銘は、追刻ではない。

【出土遺物】（第 13・14・15 図）
　出土地点・層位が確実なものは、１回目の石積基壇（石
組墓）から出土した褐釉の四耳壷のみである。他の出土
遺物は、石積基壇構築１回目から３回目のどの構築画期
に該当するのかは明確ではないが、参考として観察表に
出土地点を記載している。

１～４は土師器坏、５～ 35 は土師器小皿である。22
のみ底部切り離しはヘラ切りで、その他は全て糸切り
である。36 は褐釉四耳壷Ⅵ−１類に該当し、13 世紀に
位置付けられる。26 号塔直下から出土したものである。
口縁内面に目痕が残る。37 ～ 46 は中世須恵器の瓶で、
仏具である。頸部～口縁はナデ調整で、内面はハケメ調
整を施す。41 の体部外面には山形タタキ痕を残す。47
は中世須恵器の鉢である。48 は瓦質の火鉢で、口縁帯
に巴文のスタンプを施す。49 ～ 53 は新寛永通宝、54
は元豊通宝、55 は輸入銭と思われる。56 は短刀である。
57 は肥前広東碗、58・59 は内底に蛇の目釉剥ぎ痕を残
す染付皿である。60 は肥前のコンニャク印判手の小坏、
61 は透明釉の陶器碗、62 は肥前内野山窯の碗である。

（２）Ａ区：埋鏡遺構（第16図）
Ａ - Ｂトレンチの西端で検出された。第Ⅱ層（砂層）

中に埋設され、掘り込み面及び掘り方は不明である。鏡
は背面を下に置き、上から完形の擂鉢の口縁部を下に、
ほぼ水平に伏せている。鏡は斜になって擂鉢より約１／
３ほどはみ出している。

63 は中世須恵器の擂鉢で、７本単位の卸目が施され
ている。64 は銅製の双鶴鏡である。

（３）Ａ区溝（第17図）
Ａ区の東端で検出された。溝幅 3.5 ｍ、溝底幅 0.58 ｍ、

深さ 0.9 ｍを測る。検出面は第Ⅱ層（砂層）上面である。
Ａ区溝とＢ区溝は同一の遺構である。県 22 集には、溝
の北側セクションＡ－Ａ ´ が掲載されている。今回、新
たに原図をもとにＡ－Ａ ´、Ｂ－Ｂ ´、Ｃ－Ｃ ´ の土層
図を作成し、第 17 図に掲載した。

Ａ－Ａ ´ では、覆土は３層に分層されている。②層は
礫と五輪塔部材を含む黒褐色土、③層は大きな礫を含む
褐色土、④層は粘質を帯び小礫を含む黄褐色土である。
Ｂ－Ｂ ´ では、５層に分層されている。①層は土器を多
く含む黒褐色土、②層は小礫を含む褐色土、③層は土器
を含む黄褐色土、④層は黄褐色の砂礫層、⑤層は暗褐色
の砂層で土器を含んでいる。C － C´ では、５層に分層
されている。②層は土器を含む暗褐色土、③層は褐色土、
④層は黄褐色土、⑤層は黒褐色土、⑥層は砂質の黄褐色
土である。

Ａ－Ａ ´ の断面で、溝掘り方が砂層上面であることが
確認できる。B － B´ の断面で、溝埋没後に石塔群が配
置されていることが確認できる。Ｃ－Ｃ ´ の断面で、溝
の掘り直しがなされていることが確認できる。

【出土遺物】（第 18 ～ 27 図）
65 ～ 227 は土師器坏である。底部切り離しは全て糸

切り離しである。100・103・111・143・144・171・
178・182・188・191・194・209・217・218・219
の底部に板目圧痕が、221 の底部は簾状圧痕が残る。
161 は口縁が大きく歪む。227 は底部糸切り離し後に
脚が付く。228 ～ 356 は土師器小皿である。底部切り
離しは全て糸切り離しである。274・323 は底部に板目
圧痕が残る。270 の底部に穿孔痕が残る。239・254・
352・353 の口縁内面にはススが付着する。

357 ～ 367 は、土師器土錘である。
368 ～ 371 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。369・

370 の内底に片彫りの草花文を施す。372 ～ 376 は龍
泉窯系 B 類の青磁碗である。374 は無鎬である。377・
378 は同安窯系青磁皿である。379 は龍泉窯系の小型酒
海壷の蓋で、外面に貼付け文を施す。380 は青磁瓶の下
半部と思われる。381 は白磁Ⅸ類の皿、382 は白磁梅瓶
である。383 は中国産天目碗で、厚い天目釉がかかる。
384 は備前の甕、385 は常滑焼の甕で５型式に該当する。
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386 ～ 390 は中世須恵器の瓶である。388・390 には
体部外面に山形タタキ痕、内面にハケメによる調整が残
る。391 ～ 401 は中世須恵器の鉢・擂鉢である。外面
はユビ押え後ナデ調整、腰部はヨコ方向のヘラケズリを
基調とする。402 は瓦質の火鉢で、体部外面に山形タタ
キ痕、内面にハケメ調整が残る。また、体部には透かし
が入る。403 は瓦質の火鉢で、外反した口縁上面と外面
に巴文スタンプを施している。404 は瓦質の甕である。

405・406 は土師質の鞴羽口である。407 ～ 410 は鉄
製品。

411 は肥前の端反碗である。412 は近代の銅板転写の
染付碗である。413 は肥前染付の蛸唐草文の瓶で、御
神酒徳利である。414 は内底蛇の目釉剥ぎの皿である。
415 は透明釉の陶器皿で内野山窯産。

（４）Ｂ区溝（第28図）
Ｂ区東側にて、第Ⅲ層（砂礫層）上面にて検出された。

県 22 集第 29 図（Ｂ区溝断面図）のⅡ層は、砂礫を含
む褐色土である。Ｂ区ではＡ区Ⅱ層（砂層）は認められ
ないため、Ａ区Ⅱ層（砂層）は河川沿いに堆積する水性
堆積物である。

B 区溝は北側でやや東側にゆるく北方向にカーブす
る。南側は比較的直線的でＡ区溝へと延びる。溝幅は北
側で 3.0 ｍ、中央で 3.4 ｍ、南側では 3.5 ～ 3.6 ｍ前後
である。溝底標高も南方向に向かって緩やかに傾斜する。
検出面から溝底まで約 1.6 ｍである。溝覆土は、Ａは淡
灰色の砂礫層で含まれる礫は小さい。多量の遺物がＡ層
から出土していた。Ｂは大きな礫を含む粘質土である。
Ｃ層は粘質土で鉄分を多く含む。Ｄ層は小さな礫を含む
層で、わずかに褐色土を混える。Ｅ層は青灰色粘土であ
る。

土層断面図作成地点から少し南側では、Ｃ層とＤ層の
間に黒色の有機物を多く含む層が確認されている。この
層には木葉・植物の種子が含まれていた。溝西側の肩に、
７本の杭列が検出されている。径５cm 前後の丸太杭で、
30 ～ 40cm 間隔である。トレンチ南端で１～４ｍ北方

に、赤く焼けた部分がみられ、点々とスラッグが確認さ
れている。

B 区溝からは土師器坏・小皿をはじめ、陶磁器、中世
須恵器などが出土している。また、鉄滓や粘土塊も出土
している。

県 22 集では、「溝の中からは、青磁・白磁・陶質土器・
鉄器など、多量の遺物が出土したが、そのほとんどはＡ
層からの出土で、次いでＢ層、Ｃ・Ｄ層ではまったく含
まれていない」「B 区南側で人為的に埋められたように、
褐色の粘質土が満たされていた。溝の中位以下では遺物
がなく、上層から遺物が多く出土することから、廃絶さ
れたのは早い時期と考えられる」との所見が記載されて
いる。

以上の調査所見から、D 層の堆積とその上位の A・B・
C 層の堆積には時期差がある。また、この溝は人為的に
廃棄されている。

再整理の過程で、B 区溝出土遺物を確認したところ、
「溝Ⅰ・Ⅱ層」「溝Ⅲ層」「溝４層・溝Ⅳ層」と注記され
ていた。注記の中では「溝４層・溝Ⅳ層」が最下部を意
味しており、このⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ層が A・B・C・D 層
に対応していると考えられる。よって、本報告では、溝
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層と溝Ⅳ層出土遺物を分けて掲載している。

【出土遺物】（第 29 ～ 36 図）
再報告にあたり、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層とⅣ層の出土遺物を分

けて掲載する。416～566がⅠ・Ⅱ・Ⅲ層からの出土遺物。
567 ～ 636 がⅣ層出土の遺物である。

416 ～ 448 は土師器坏である。425・429・430 の底
部には板目圧痕が残る。449～472は土師器小皿である。
449の底部には板目圧痕が残る。456の口縁にスス付着。
470 ～ 472 は口径が 10cm を超える大型の皿である。

473・474 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。474 の
内底にスタンプを加えている。475 ～ 495 は龍泉窯系
B 類の青磁碗である。477・488・489 の内底に草花
文・印花文が施されている。492・493 は浅形碗である。
494・495 は束口碗である。496・497 は龍泉窯系 B4
類の青磁碗底部で、胎土は粗である。498 は龍泉窯系 C
類の青磁碗である。499・500 は龍泉窯系 D 類の無文端
反の碗である。501 は折縁皿である。502 は元様式の大
型青磁盤。503・504 は白磁Ⅴ類碗、505 は白磁Ⅸ類碗
である。506 ～ 512 は白磁Ⅸ類皿である。513 は白磁
皿Ｂ群。514 ～ 517 は白磁合子である。518 は青白磁
の擂座小壷である。519 は染付Ｃ群碗である。520 は釉
垂れを残す大型の甕である。521 は 6 ｂ型式の常滑焼
の甕である。

522・523 は中世須恵器の壷で、格子目タタキ痕が
体部に残る。524 は体部に菱形文の押型を施している。
525 は中世須恵器の瓶である。526 ～ 560 は中世須恵

B区溝西側にて確認された杭
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器の鉢・擂鉢である。561 は瓦質の盤である。542・
545 は、胎土の状態から樺番城窯の製品である可能性が
ある。

562 は肥前系の碗蓋。563 は肥前系の染付碗。565 は
内野山窯の皿、566 は肥前の打刷毛目の皿である。

567 は高台付の土師器坏である。568 ～ 583 は土師
器杯である。576 の底部に簾状圧痕が残る。572 は内外
面にユビ押えが残る。584 ～ 613 は土師器小皿である。
586・601 の底部には板目圧痕が残る。

614 ～ 621 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。622 は
龍泉窯系 D 類の無文端反の碗である。623 は同安窯系
の青磁皿である。624 は白磁合子である。625 は白磁四
耳壷である。626 は中国天目碗である。627 は褐釉の四
耳壷である。628 は釉垂れが残る大型甕である。

629 は中世須恵器の壷である。630 ～ 634 は中世須
恵器の鉢・擂鉢である。635・636 は滑石製の鍔付石鍋
である。

（５）Ｂ区石敷遺構（第37図）
Ｂ区の北端にて検出された。調査区の西側及び北側へ

と遺構は広がりを見せる。西端で幅 1.1 ｍ、Ｂ－Ｂ ´ 断
面で幅 1.7 ｍ前後を測る。西側から 15.3 ｍのところで
北方向へと直角に曲がる。溝の上面のほぼ全面に円礫が
しかれている。礫の大きさは拳大から人頭大までである。

（６）Ａ区出土遺物（第38図）
637・638 は土師器杯である。639 は龍泉窯系 B 類の

青磁碗で無鎬蓮弁である。640 は龍泉窯系 C 類の青磁
碗で、外面口縁に雷帯文、体部下半にラマ式蓮弁をもつ。

641 は中世須恵器の瓶である。642 は大型の瓦質の火
鉢である。鍔上面及び側面に巴文スタンプ、体部には山
形タタキ痕が残り、底部には脚を貼り付ける。643 は端
反り碗。644 は肥前染付の小坏、645 は内野山窯の碗で
ある。

（７）Ｂ区出土遺物（第39図）
646・647 は龍泉窯系 A 類の青磁碗で、内底に片彫蓮

花文を施している。648 ～ 650 は龍泉窯系 B 類の青磁
碗である。651 は龍泉窯系 B4 類の青磁碗である。652
は白磁Ⅴ類碗、653 は白磁Ⅵ類皿、654 は白磁Ⅸ類皿で
ある。655 は白磁皿Ｃ１群である。656 は白磁合子の
蓋で、体部に貼り付け文を加えている。657 は染付皿 C
群で漳州窯の製品である。658 は褐釉四耳壷。659 は釉
垂れが残る大型甕である。660 は瀬戸の天目碗である。

661・662 は滑石製の鍔付石鍋である。633 は鉄製の
鍔である。664 は肥前の染付皿。665・666 は肥前小坏
である。667 は染付蓋である。668 は肥前の陶器皿であ
る。

（８）Ｃ区出土遺物（第40・41図）
669 ～ 675 は土師器坏である。676 ～ 700 は土師器

小皿である。677 の口縁にススが付着する。
701 ～ 704 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。705 ～

712 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。713 は折縁皿、
714・715 は折縁盤である。716 は同安窯系の青磁皿
である。717 は白磁Ⅸ類碗、718 は白磁Ⅸ類皿である。
719 は白磁梅瓶の口縁部である。720 は白磁合子であ
る。721 は白磁四耳壷である。722・723 は 16 世紀後
半の染付の内湾大皿である。724は染付F群の皿である。
725 は褐釉壷である。

726 ～ 731 は常滑焼の甕である。726 は４型式、727
は５型式、728・729 は６a 型式、730 は７型式である。
732 は中世須恵器の擂鉢である。

733 ～ 735 は肥前系の染付碗である。736 は肥前の
染付碗である。737 は染付小碗である。738 ～ 744 は
小坏である。745 は内底蛇の目釉剥ぎの皿である。746
は一勝地の碗である。747・748 は内野山窯産の碗・皿
である。749 は白化粧土を刷毛塗り後、鉄絵を施す皿で
ある。

（９）注記不明分（第42図）
750 ～ 758 は土師器坏である。759 ～ 763 は土師器

小皿である。
764 は龍泉窯系 A ６類の青磁碗で、縦に櫛目その後

片彫り蓮花文、内面は草花文を施している。765 は龍泉
窯系 A 類の青磁碗である。766 は龍泉窯系 B 類の青磁
碗である。767 は龍泉窯系Ｂ０類の碗である。768 は白
磁Ⅴ類碗、769・770 は白磁Ⅸ類皿である。771 は染付
碗Ｂ群、772・773 は染付碗Ｃ群。774 ～ 776 は宝相
花唐草文の染付皿Ｂ１群の組皿である。

777 は中世須恵器の壷である。778 が肥前の染付碗、
779・780 は肥前の染付小坏である。781 は肥前の染付
瓶、782 は一勝地の碗である。
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386 ～ 390 は中世須恵器の瓶である。388・390 には
体部外面に山形タタキ痕、内面にハケメによる調整が残
る。391 ～ 401 は中世須恵器の鉢・擂鉢である。外面
はユビ押え後ナデ調整、腰部はヨコ方向のヘラケズリを
基調とする。402 は瓦質の火鉢で、体部外面に山形タタ
キ痕、内面にハケメ調整が残る。また、体部には透かし
が入る。403 は瓦質の火鉢で、外反した口縁上面と外面
に巴文スタンプを施している。404 は瓦質の甕である。

405・406 は土師質の鞴羽口である。407 ～ 410 は鉄
製品。

411 は肥前の端反碗である。412 は近代の銅板転写の
染付碗である。413 は肥前染付の蛸唐草文の瓶で、御
神酒徳利である。414 は内底蛇の目釉剥ぎの皿である。
415 は透明釉の陶器皿で内野山窯産。

（４）Ｂ区溝（第28図）
Ｂ区東側にて、第Ⅲ層（砂礫層）上面にて検出された。

県 22 集第 29 図（Ｂ区溝断面図）のⅡ層は、砂礫を含
む褐色土である。Ｂ区ではＡ区Ⅱ層（砂層）は認められ
ないため、Ａ区Ⅱ層（砂層）は河川沿いに堆積する水性
堆積物である。

B 区溝は北側でやや東側にゆるく北方向にカーブす
る。南側は比較的直線的でＡ区溝へと延びる。溝幅は北
側で 3.0 ｍ、中央で 3.4 ｍ、南側では 3.5 ～ 3.6 ｍ前後
である。溝底標高も南方向に向かって緩やかに傾斜する。
検出面から溝底まで約 1.6 ｍである。溝覆土は、Ａは淡
灰色の砂礫層で含まれる礫は小さい。多量の遺物がＡ層
から出土していた。Ｂは大きな礫を含む粘質土である。
Ｃ層は粘質土で鉄分を多く含む。Ｄ層は小さな礫を含む
層で、わずかに褐色土を混える。Ｅ層は青灰色粘土であ
る。

土層断面図作成地点から少し南側では、Ｃ層とＤ層の
間に黒色の有機物を多く含む層が確認されている。この
層には木葉・植物の種子が含まれていた。溝西側の肩に、
７本の杭列が検出されている。径５cm 前後の丸太杭で、
30 ～ 40cm 間隔である。トレンチ南端で１～４ｍ北方

に、赤く焼けた部分がみられ、点々とスラッグが確認さ
れている。

B 区溝からは土師器坏・小皿をはじめ、陶磁器、中世
須恵器などが出土している。また、鉄滓や粘土塊も出土
している。

県 22 集では、「溝の中からは、青磁・白磁・陶質土器・
鉄器など、多量の遺物が出土したが、そのほとんどはＡ
層からの出土で、次いでＢ層、Ｃ・Ｄ層ではまったく含
まれていない」「B 区南側で人為的に埋められたように、
褐色の粘質土が満たされていた。溝の中位以下では遺物
がなく、上層から遺物が多く出土することから、廃絶さ
れたのは早い時期と考えられる」との所見が記載されて
いる。

以上の調査所見から、D 層の堆積とその上位の A・B・
C 層の堆積には時期差がある。また、この溝は人為的に
廃棄されている。

再整理の過程で、B 区溝出土遺物を確認したところ、
「溝Ⅰ・Ⅱ層」「溝Ⅲ層」「溝４層・溝Ⅳ層」と注記され
ていた。注記の中では「溝４層・溝Ⅳ層」が最下部を意
味しており、このⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ層が A・B・C・D 層
に対応していると考えられる。よって、本報告では、溝
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層と溝Ⅳ層出土遺物を分けて掲載している。

【出土遺物】（第 29 ～ 36 図）
再報告にあたり、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層とⅣ層の出土遺物を分

けて掲載する。416～566がⅠ・Ⅱ・Ⅲ層からの出土遺物。
567 ～ 636 がⅣ層出土の遺物である。

416 ～ 448 は土師器坏である。425・429・430 の底
部には板目圧痕が残る。449～472は土師器小皿である。
449の底部には板目圧痕が残る。456の口縁にスス付着。
470 ～ 472 は口径が 10cm を超える大型の皿である。

473・474 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。474 の
内底にスタンプを加えている。475 ～ 495 は龍泉窯系
B 類の青磁碗である。477・488・489 の内底に草花
文・印花文が施されている。492・493 は浅形碗である。
494・495 は束口碗である。496・497 は龍泉窯系 B4
類の青磁碗底部で、胎土は粗である。498 は龍泉窯系 C
類の青磁碗である。499・500 は龍泉窯系 D 類の無文端
反の碗である。501 は折縁皿である。502 は元様式の大
型青磁盤。503・504 は白磁Ⅴ類碗、505 は白磁Ⅸ類碗
である。506 ～ 512 は白磁Ⅸ類皿である。513 は白磁
皿Ｂ群。514 ～ 517 は白磁合子である。518 は青白磁
の擂座小壷である。519 は染付Ｃ群碗である。520 は釉
垂れを残す大型の甕である。521 は 6 ｂ型式の常滑焼
の甕である。

522・523 は中世須恵器の壷で、格子目タタキ痕が
体部に残る。524 は体部に菱形文の押型を施している。
525 は中世須恵器の瓶である。526 ～ 560 は中世須恵
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第9図　蓮花寺跡トレンチ配置図及び遺構配置図
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第10図　石積基壇検出状況図
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第11図　石積基壇基礎部確認図及び蔵骨器出土状況図

- 28 -

第10図　石積基壇検出状況図

- 26 -

第8図　石積基壇検出状況図

0 （1：800） 20ｍ

54 53 52 51 50

444546

4748

49

43

105

42 41 40 39 38 37

29
28

27
26

25
24

23
22

21
20

19

17 18

30
31

32
33

34
35

36

15

16

P

P

P
P

0 2m(1:80)

10 - 27 -

第9図　石積基壇基礎部確認図及び蔵骨器出土状況図

1回目
2回目
3回目

26

（1：160） 4ｍ

蔵骨器出土状況

0

0 1m(1:20)

54 53 52 51 50

444546

4748

49

43

105

42 41 40 39 38 37

29
28

27
26

25
24

23
22

21
20

19

17 18

30
31

32
33

34
35

36

15

16

P

P

P
P

県22集での解釈 石積の連接編遷
20ｍ

0 2m(1:80)

0 （1：800）

11
― 29 ―



- 30 -

第12図　石積基壇上に配置された石造物実測図
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第12図　石積基壇上に配置された石造物実測図
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第18図　Ａ区溝出土遺物（１）
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第19図　Ａ区溝出土遺物（２）
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第20図　Ａ区溝出土遺物（３）
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第21図　Ａ区溝出土遺物（４）
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第22図　Ａ区溝出土遺物（５）
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第41図　C区出土遺物（２）
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第３節　相良頼景館跡の再整理の成果
１．相良頼景館跡の概要（第43図）

相良家史である『南藤蔓綿録』『歴代私鑑』『御当家聞書』
『嗣誠独集覧』や『球磨絵図』のいずれも「蓮花寺ノ上」
「東ノ前」が相良頼景の館とする。

相良頼景館跡が所在する土地は、多良木町税務課が保
管する土地台帳の記録では、土地所有者履歴を明治 23
年まで遡ることができる。明治 23 年９月 16 日、個人
間の買得が最も古い記録である。竿図帳（黒肥地村役場
保管）には土塁上に墓の記載があり、県 22 集の掲載さ
れている「宮元氏によると B4 試掘抗の北側に大正の頃
まで、五輪塔約 30 基が在り（県 22 集 66 頁）」と状況
が合致する。昭和 26 年 10 月のルーズ台風の際には球
磨川が氾濫、球磨川右岸堤防が決壊し、その決壊部分の
補強のために東側土塁の一部を壊し、土塁構築土を蛇篭
にして対処したそうである（県 22 集 65 ～ 66 頁）。

昭和 25 年、土塁内を畑地から水田へと開田する際に、
椎葉今朝雄氏によって白磁の完形品（遺物№ 1293）と
完形の青磁皿が１点づつ採集され、宮元尚氏が保管して
いた。

昭和 50 年時点の鮎之瀬井手からの用水は、土塁北西
部にて、北側土塁の外側を西から東へと流れ、東側土塁
の外側を沿うように流れて球磨川に排水されていた。県
調査当時の土地利用は、土塁内側の北側は宅地・畑地・
放牧地であり、南側は水田であった。

２．熊本県文化課調査の概要と資料の整合
県調査は、東外濠と西外濠の間をＢ区、Ｂ区西側（下

流側）をＡ区、Ｂ区東側（上流側）をＣ区に、土塁内Ｂ
区北側をＤ区とし、調査を実施している。
（１）座標及び標高の補正

令和３～４年度調査と県調査当時の測量データの確認
を行った。座標系については、県調査当時は座標系を用
いていないので、県調査当時に存在し、現在に残る構造
物をもとに測量図に座標値を与えた。

標高は約 40cm の誤差を確認した。本報告では、県
調査当時の標高値をそのまま掲載しているので、現在の
標高への補正が必要である。

標高測定地点 標高値 誤差
熊本県調査（昭和 49.50 年）
　黒川氏宅前

160.450 ｍ -0.414 ｍ

令和 3.4 年の調査
　黒川氏宅前

160.864 ｍ 0.0 ｍ

（２）層序の整理
県調査では、各地区にて層序を付与されているため整

理する。
【Ｂ区切落しより上段面の層序】

第Ⅰ層：水田の耕作土（約 20cm）
第Ⅱ層：酸化鉄の集積した鉄分集積層（約 10 ～

20cm）
第Ⅲ層：褐色土層（約 30cm）

竿図帳

球磨郡誌より

160.864(+0.414)

161.080(+0.580)

161.272(+0.552)

161.555(+1.485)

補正位置図

― 62 ―



- 63 -

第Ⅳ層：砂礫層
【Ｂ区切落しより下段面の層序】

第Ⅰ層：耕作土
第Ⅱ層：鉄分集積層
第Ⅲ層：褐色土層
第Ⅳ層：黄灰色砂層
第Ⅴ層：砂礫層

【Ａ区（西側）層序】
第Ⅰ層：耕作土
第Ⅱ層：鉄分集積層
第Ⅲ層：褐色土層
第Ⅳ層：黄灰色砂層
第Ⅴ層：砂礫層

【Ｃ区（東側）層序】
第Ⅰ層：水田の耕作土（約 20cm）
第Ⅱ層：酸化鉄の集積した鉄分集積層（約 10 ～

20cm）
第Ⅲ層：褐色土層（約 30cm）
第Ⅳ層：砂礫層

これらを整理すると、基本層順は次のとおりである。
【基本土層】

第１層：耕作土
第２層：鉄分集積層
第３層：褐色土（近世の盛土・B 区盛土）
第４層：黄灰色砂層
第５層：砂礫層
となる。

（３）遺構の整理
相良頼景館跡で検出された遺構は次のとおりである。
東外濠：区画する東側の堀跡
西外濠：区画する西側の堀跡
柱　穴：Ｂ区上段面にて確認された柱穴群
溝：Ｂ区上段面にて確認された溝跡
排水溝：Ｂ区上段面にて確認された水田用溝
土器溜め：Ｂ区上段面にて確認された土器溜め
盛　土：Ｂ区上段面にて確認された整地層
広　場：Ｂ区下段面にて確認された敷石遺構
堤　防：Ｂ区下段面の南側にて確認された石積護岸
切落し：Ｂ区の上段と下段を区切る基面整形
本報告においても、県 22 集の遺構名を用い説明を加

える。

３．遺構及び出土遺物
（１）東外濠（第44図）

東外濠は館跡東側にて検出された区画濠で、検出面は
上段面第Ⅳ層上面（砂礫層）である。濠の上面幅は 6.3 ｍ、

濠底幅は約２ｍ、検出面から濠底面まで２ｍである。東
側の掘り方形状は二段で、底面はゆるやかな皿状となる。

東外濠の覆土は、①黄灰色砂層、②灰色砂層、③暗褐
色砂層「濠底に向かって傾斜しながら濠底近くまで堆
積」、④黄灰色粘質土「濠底が水をたたえていたことを
示す現象」、⑤暗褐色土「濠底に向かって傾斜して堆積」
であった。

東外濠の下段部（切落しから南側）は、石組を用いて
濠が延長されていた。この石組は、下段部第Ⅳ層（黄灰
色砂層）を基礎面とする。石組の長さは南北 3.5 ｍ、幅
１～ 1.5 ｍであった。石組構成礫は約 0.2 ～ 0.5 ｍの川
原石で４～５段に野面に積み、その高さは約 0.8 ｍで
あった。東外濠の南端の基底面は砂礫層に達していた。
「球磨川の流路は、切落し下面あたりと考えられるの

で、１ｍ前後の水濠であったと考えられるし、また濠は
南側が高く北へ行くにしたがい低くなっているので球磨
川から取り入れた水は北流し、調査地外であった北側土
塁北側の濠を流れて西外濠を巡って、再び球磨川に流れ
出るのではなかろうか」との記載が県 22 集にある。

【出土遺物】（第 45・46 図）
783 ～ 786 は土師器坏である。783 は器高が高い。

787 ～ 791 は土師器小皿である。792 は土師質の土錘
である。

793 ～ 796 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。794 は
口縁内面に白胎線が巡る。797 は龍泉窯系 B 類の青磁
碗である。798 は同安窯系の青磁皿である。799 は白磁
Ⅴ類碗、800 は白磁Ⅸ類碗、801 ～ 805 は白磁Ⅸ類皿
である。806 は白磁四耳壷である。807 は瀬戸前期様式
の卸皿である。

808・809 は中世須恵器の胴部片である。810 は山形
タタキ痕を残す底部片である。811 ～ 816 は中世須恵
器の擂鉢・鉢である。817 は瓦質の花菱文スタンプをも
つ風炉である。818 は加久藤溶結凝灰岩製の鞴羽口であ
る。819 は肥前の染付碗、820 は肥前の筒型碗、821・
822 は一勝地の碗と猪口である。

（２）西外濠（第44図）
西外濠の東側は、道路下であるため未調査である。上

段面第Ⅳ層（砂礫層）にて検出された。覆土は①暗褐色
粘質土、②堀底は礫を含む褐色粘質土である。礫は全面
に混入しているのではなく、東側から西側へ斜めに傾斜
して混入している。堀底までの深さは、検出面より 1.8 ～
2.0 ｍであった。

出土遺物は、上段面第Ⅲ層より近代陶器、①暗褐色粘
質土及び②褐色粘質土中より土師器、青磁が出土してい
る。

- 62 -

第３節　相良頼景館跡の再整理の成果
１．相良頼景館跡の概要（第43図）

相良家史である『南藤蔓綿録』『歴代私鑑』『御当家聞書』
『嗣誠独集覧』や『球磨絵図』のいずれも「蓮花寺ノ上」
「東ノ前」が相良頼景の館とする。

相良頼景館跡が所在する土地は、多良木町税務課が保
管する土地台帳の記録では、土地所有者履歴を明治 23
年まで遡ることができる。明治 23 年９月 16 日、個人
間の買得が最も古い記録である。竿図帳（黒肥地村役場
保管）には土塁上に墓の記載があり、県 22 集の掲載さ
れている「宮元氏によると B4 試掘抗の北側に大正の頃
まで、五輪塔約 30 基が在り（県 22 集 66 頁）」と状況
が合致する。昭和 26 年 10 月のルーズ台風の際には球
磨川が氾濫、球磨川右岸堤防が決壊し、その決壊部分の
補強のために東側土塁の一部を壊し、土塁構築土を蛇篭
にして対処したそうである（県 22 集 65 ～ 66 頁）。

昭和 25 年、土塁内を畑地から水田へと開田する際に、
椎葉今朝雄氏によって白磁の完形品（遺物№ 1293）と
完形の青磁皿が１点づつ採集され、宮元尚氏が保管して
いた。

昭和 50 年時点の鮎之瀬井手からの用水は、土塁北西
部にて、北側土塁の外側を西から東へと流れ、東側土塁
の外側を沿うように流れて球磨川に排水されていた。県
調査当時の土地利用は、土塁内側の北側は宅地・畑地・
放牧地であり、南側は水田であった。

２．熊本県文化課調査の概要と資料の整合
県調査は、東外濠と西外濠の間をＢ区、Ｂ区西側（下

流側）をＡ区、Ｂ区東側（上流側）をＣ区に、土塁内Ｂ
区北側をＤ区とし、調査を実施している。
（１）座標及び標高の補正

令和３～４年度調査と県調査当時の測量データの確認
を行った。座標系については、県調査当時は座標系を用
いていないので、県調査当時に存在し、現在に残る構造
物をもとに測量図に座標値を与えた。

標高は約 40cm の誤差を確認した。本報告では、県
調査当時の標高値をそのまま掲載しているので、現在の
標高への補正が必要である。

標高測定地点 標高値 誤差
熊本県調査（昭和 49.50 年）
　黒川氏宅前

160.450 ｍ -0.414 ｍ

令和 3.4 年の調査
　黒川氏宅前

160.864 ｍ 0.0 ｍ

（２）層序の整理
県調査では、各地区にて層序を付与されているため整

理する。
【Ｂ区切落しより上段面の層序】

第Ⅰ層：水田の耕作土（約 20cm）
第Ⅱ層：酸化鉄の集積した鉄分集積層（約 10 ～

20cm）
第Ⅲ層：褐色土層（約 30cm）

竿図帳

球磨郡誌より

160.864(+0.414)

161.080(+0.580)

161.272(+0.552)

161.555(+1.485)

補正位置図
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【出土遺物】（第 47 ～ 49 図）
823 は土師器坏で底面に板目圧痕が残る。824 ～ 826

は土師器小皿である。827 は土師質の土錘である。
828 ～ 830 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。831 ～

840 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。841 ～ 844 は龍
泉窯系 B0 類の青磁碗である。844 は無文である。845
は線刻蓮弁文の青磁碗である。846・847 は同安窯系の
青磁碗である。848 ～ 851 は龍泉窯系 D 類の青磁碗で
ある。852 は龍泉窯系青磁の大皿である。853 ～ 856
は折縁皿である。857 は内湾皿である。858 は青磁筒型
香炉である。

859 は白磁Ⅴ類碗、860 は白磁Ⅷ類碗、861・862
は白磁Ⅸ類碗である。863・864 は白磁Ⅸ類皿である。
865 は白磁皿 C1 群である。866 は白磁の梅瓶である。

867・868 は染付皿Ｃ群、869 は染付皿Ｆ群である。
870 は漳州窯系の大鉢である。871・872 はかけ流され
た釉痕が残る大型甕である。872 の内面には同心円の当
て具痕が残る。

873・874 は瀬戸の瓶子で、873 の肩部に沈線が２重
巡る。875 は中世須恵器の瓶である。876 は鍔付きの瓦
質の火鉢で、鍔上面に巴文を施す。

877 は滑石製石鍋からの転用で温石である。878・
879 は砂岩製の砥石である。

880・881 は肥前の碗である。882・883・884 は肥
前の小坏である。885 は肥前の陶器碗である。886・
887 は肥前の天目碗である。888・889 は一勝地の碗で
ある。890 は京焼風陶器皿である。891 は肥前見込み蛇
の目釉剥ぎ、砂目、白化粧土による刷毛目文の皿である。
892 は灰釉薬の皿、893・894 は 17 世紀後半の肥前の
皿で、内底に目痕が３ヶ所残る。895 は内底の鉄釉を渦
状に搔きとっている。

（３）切落し（第52～ 54図）
Ｂ区上段と下段を区切る基面整形である。地山である

砂礫層を人工的に整形した遺構である。
切落しは、東西の外濠間（Ｂ区）にわたって確認された。

Ｃ区（Ｂ区北側）は未調査のため不明である。Ａ区のＡ
７試掘坑まで切落しの痕跡は確認されている。県 22 集
では、切落しの延長を東西 103 ｍほどと解釈している。

この切落しから石積堤防まで間は、Ｂ－ 10・11Tr の
土層図を確認したことろ、砂層・粘土層・黄灰色砂層が
堆積しており、遺物は出土していない。

（４）柱穴と溝と排水溝（第50・51図）
Ｂ区にて検出された柱穴群と溝である。
柱穴は 203 基検出された。「西側及び東側土塁の延長

を推定すると、柱穴№１～№ 29 までは西側土塁下にあ
り、同じく№ 200 ～№ 203 は、東側土塁下にあったこ

とになる」と報告されている。
下段面の第Ⅳ層（黄灰色砂層）上面では№ 38 ～ 41、

48 ～ 59、69 ～ 75、87 が検出された。
上段面の第Ⅲ層（盛土：褐色土）中に検出された柱穴

の底には、根固めをしたものも認められた。建築物の配
置や規模は明らかでない。

溝Ⅰ～Ⅲおよび排水溝は、Ｂ区西側にて検出された。
溝Ⅰ～Ⅲは第Ⅲ層（盛土：褐色土）上面での検出である。
溝Ⅰは西側土塁の延長上に位置している。

溝Ⅱは東西７ｍ、幅 1.1 ｍである。「溝底は盛土の褐
色土上面」であり、西端の深さは 40cm を測り、排水
溝南端へ傾斜し、排水溝南端溝底上面に溝Ⅱの東端が位
置していた。

溝Ⅲは、東西2.5ｍ、幅１～1.3ｍ、深さ15～20cmで、
柱穴№ 23、24 を切っており、溝東端は排水溝の上面に
位置していた。　

排水溝は、褐色土（盛土）面で検出、第Ⅳ層（砂礫層）
まで達し、柱穴№ 22、27、28、30 ～ 37 を切っていた。

【出土遺物】（第 55・56 図）
896 ～ 907 は柱№１の出土遺物である。896 ～ 900

は土師器坏で、897 の底面には簾状圧痕が、898・899
には板目圧痕が残る。901 ～ 905 は土師器小皿である。
906・907 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。

908 は柱穴№３の出土遺物で、龍泉窯系 B 類の青磁
碗である。

909 ～ 918 は柱穴№４の出土遺物である。909 ～
912 は土師器小皿である。913 は龍泉窯系 A 類の青磁
碗である。914・915 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。
916 は龍泉窯系Ｂ０類の青磁碗である。917 は龍泉窯系
D 類の青磁碗である。918 は、肥前現川の製品と思われ
る。

919 ～ 921 は柱穴№６の出土遺物である。919・920
は土師器坏、921 は板目圧痕を残す小皿である。

922 は柱穴№７の出土遺物で龍泉窯系の折縁盤であ
る。

923 ～ 926 は柱穴№８からの出土遺物で土師器坏で
ある。924・925 の底面に板目圧痕が残る。925 には板
目圧痕とともに紐痕が残る。

927 は柱穴№９からの出土遺物で、底面に板目圧痕が
残る土師器坏である。

928 は柱穴№ 12 からの出土遺物で黄釉洗である。
929 は柱穴№ 13 からの出土遺物で土師器小皿である。
930 は柱穴№ 14 からの出土遺物で土師器坏である。
931・932 は柱穴№ 15 からの出土遺物で、931 は白

磁碗Ⅳ類、932 は白磁皿Ⅲ類と思われる。
933・934 は柱穴№ 17 からの出土遺物で、933 は土

師器小皿、934 は中世須恵器の擂鉢である。
935 は柱穴№ 21 からの出土遺物で内野山窯の碗であ
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る。
936 は柱穴№ 22 からの出土遺物で龍泉窯系 B 類の青

磁碗である。
937 ～ 941 は柱穴№ 26 からの出土遺物である。937

は土師質の土錘である。938 は龍泉窯系 B 類の青磁碗
である。939 は肥前の染付碗、940 は肥前の灰釉の陶器
皿である。941 は内野山窯の皿である。

942 は柱穴№ 30 からの出土遺物で龍泉窯系 B 類の青
磁碗である。

943 ～ 952 は 柱 穴 № 31 か ら の 出 土 遺 物 で あ る。
943・944 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。945・946
は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。947 は中世須恵器の
胴部片である。948 は肥前染付の仏飯である。949 は内
野山窯の碗である。950 は肥前の皿で内底に砂目痕が残
る。951 は砂岩製の砥石である。952 は土師質の風炉で
ある。

953 ～ 955 は柱穴№ 33 からの出土遺物で、953 は土
師器小皿、954 は土師質の土錘である。955 は白磁Ⅸ類
皿である。

956・957 は柱穴№ 34 からの出土遺物で、956 は龍
泉窯系 A 類の青磁碗、957 は肥前染付の小坏である。

958 は柱穴№ 39 からの出土遺物で白磁Ⅵ類皿である。
959 は柱穴№ 41 からの出土遺物で龍泉窯系 B ０類の

青磁碗である。
960 ～ 964 は柱穴№ 42 からの出土遺物で、960 は土

師器坏、961・962 は土師器小皿である。963 は白磁Ⅸ
類皿、964 は体部外面に山形タタキ痕を残す中世須恵器
である。

965 は柱穴№ 48 からの出土遺物で体部外面に山形タ
タキを残す中世須恵器である。

966 は柱穴№ 50 からの出土遺物で龍泉窯系 B 類の青
磁碗である。

967 は柱穴№ 51 からの出土遺物で 6a 型式の常滑焼
の甕である。

968 は柱穴からの出土遺物で土師器小皿である。

（５）土器溜
Ｂ区上段面の南側、第Ⅲ層（褐色土）上面にて検出さ

れた。その規模は、東西 2.7 ｍ、南北 1.9 ｍ、深さは 0.25
ｍであった。覆土は黒褐色土で、底面から上面まで土師
器が廃棄さされた状態で検出された。底面に２個の柱穴
が検出された。

【出土遺物】（第 57 図）
969 ～ 981 は土師器坏である。982 ～ 1010 は土師

器小皿である。1011 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。
1012 は東播系の中世須恵器の鉢である。

（６）B区Ⅲ層（褐色土・盛土）（第58～ 60図）
上段面第Ⅲ層が褐色土（盛土）である。この上面で柱

穴と土器溜が重複し確認されている。この褐色土は、整
地層と考えられる。県 22 集 142 頁にこの褐色土の範囲
が示されており、Ｂ区上段面の西側を中心に広がってい
る。

【出土遺物】（第 58 図）
1013 ～ 1023 は土師器坏である。1024 ～ 1038 は土

師器小皿である。1039・1040 は土師器土錘である。
1041 ～ 1043 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1044

～ 1056 は 龍 泉 窯 系 B 類 の 青 磁 碗 で あ る。1057 ～
1061 は龍泉窯系 B0 類の青磁碗である。1062 は龍泉窯
系 C3 類の青磁碗である。1063・1064 は同安窯系の青
磁皿である。1065・1066 は折縁皿である。1067 は高
麗象嵌の青磁鉢である。

1068 は 白 磁 四 耳 壷 で あ る。1069 は 白 磁 Ⅴ 類 碗、
1070・1071 は白磁Ⅸ類碗である。1072 ～ 1075 は白
磁Ⅵ類皿である。1076 は白磁Ⅷ類皿、1077・1078 は
白磁Ⅸ類皿である。1079 は型成型の合子蓋、1080 も
型成型の合子身である。1081 は白磁四耳壷である。
1082 は白磁梅瓶の底部である。1083 は青白磁の蕾座
小壷である。

1084 は 染 付 碗 E 群。1085・1086 は 染 付 皿 Ｃ 群。
1087 は瀬戸の卸皿。1088 は山形タタキ痕を残す中世
須恵器の壷である。1089 ～ 1092 は中世須恵器の擂鉢
である。

1093 ～ 1098 は肥前系の染付碗。1099 は肥前の染
付碗で、1700 ～ 1750 年代。1100・1101 は肥前染付
の組皿で、17 世紀前半に位置付けられる。1102 は獣
脚の皿。1103 は内底蛇の目釉剥ぎの染付皿。1104 は
畳付露胎の皿。1105 は型成型の近代の小皿。1106 は
肥前染付小坏、1107 は肥前の猪口である。1108 は 17
世紀後半の染付瓶、1109 は染付の蓋付鉢の身である。
1110・1112 は球磨郡産の碗、1111 は肥前内野山窯の
碗である。1113・1114 は肥前の碗、1115 は肥前の皿
で 17 世紀前半、1116 は肥前の大鉢である。1117 は八
代高田の製品である。土器溜検出状況
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【出土遺物】（第 47 ～ 49 図）
823 は土師器坏で底面に板目圧痕が残る。824 ～ 826

は土師器小皿である。827 は土師質の土錘である。
828 ～ 830 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。831 ～

840 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。841 ～ 844 は龍
泉窯系 B0 類の青磁碗である。844 は無文である。845
は線刻蓮弁文の青磁碗である。846・847 は同安窯系の
青磁碗である。848 ～ 851 は龍泉窯系 D 類の青磁碗で
ある。852 は龍泉窯系青磁の大皿である。853 ～ 856
は折縁皿である。857 は内湾皿である。858 は青磁筒型
香炉である。

859 は白磁Ⅴ類碗、860 は白磁Ⅷ類碗、861・862
は白磁Ⅸ類碗である。863・864 は白磁Ⅸ類皿である。
865 は白磁皿 C1 群である。866 は白磁の梅瓶である。

867・868 は染付皿Ｃ群、869 は染付皿Ｆ群である。
870 は漳州窯系の大鉢である。871・872 はかけ流され
た釉痕が残る大型甕である。872 の内面には同心円の当
て具痕が残る。

873・874 は瀬戸の瓶子で、873 の肩部に沈線が２重
巡る。875 は中世須恵器の瓶である。876 は鍔付きの瓦
質の火鉢で、鍔上面に巴文を施す。

877 は滑石製石鍋からの転用で温石である。878・
879 は砂岩製の砥石である。

880・881 は肥前の碗である。882・883・884 は肥
前の小坏である。885 は肥前の陶器碗である。886・
887 は肥前の天目碗である。888・889 は一勝地の碗で
ある。890 は京焼風陶器皿である。891 は肥前見込み蛇
の目釉剥ぎ、砂目、白化粧土による刷毛目文の皿である。
892 は灰釉薬の皿、893・894 は 17 世紀後半の肥前の
皿で、内底に目痕が３ヶ所残る。895 は内底の鉄釉を渦
状に搔きとっている。

（３）切落し（第52～ 54図）
Ｂ区上段と下段を区切る基面整形である。地山である

砂礫層を人工的に整形した遺構である。
切落しは、東西の外濠間（Ｂ区）にわたって確認された。

Ｃ区（Ｂ区北側）は未調査のため不明である。Ａ区のＡ
７試掘坑まで切落しの痕跡は確認されている。県 22 集
では、切落しの延長を東西 103 ｍほどと解釈している。

この切落しから石積堤防まで間は、Ｂ－ 10・11Tr の
土層図を確認したことろ、砂層・粘土層・黄灰色砂層が
堆積しており、遺物は出土していない。

（４）柱穴と溝と排水溝（第50・51図）
Ｂ区にて検出された柱穴群と溝である。
柱穴は 203 基検出された。「西側及び東側土塁の延長

を推定すると、柱穴№１～№ 29 までは西側土塁下にあ
り、同じく№ 200 ～№ 203 は、東側土塁下にあったこ

とになる」と報告されている。
下段面の第Ⅳ層（黄灰色砂層）上面では№ 38 ～ 41、

48 ～ 59、69 ～ 75、87 が検出された。
上段面の第Ⅲ層（盛土：褐色土）中に検出された柱穴

の底には、根固めをしたものも認められた。建築物の配
置や規模は明らかでない。

溝Ⅰ～Ⅲおよび排水溝は、Ｂ区西側にて検出された。
溝Ⅰ～Ⅲは第Ⅲ層（盛土：褐色土）上面での検出である。
溝Ⅰは西側土塁の延長上に位置している。

溝Ⅱは東西７ｍ、幅 1.1 ｍである。「溝底は盛土の褐
色土上面」であり、西端の深さは 40cm を測り、排水
溝南端へ傾斜し、排水溝南端溝底上面に溝Ⅱの東端が位
置していた。

溝Ⅲは、東西2.5ｍ、幅１～1.3ｍ、深さ15～20cmで、
柱穴№ 23、24 を切っており、溝東端は排水溝の上面に
位置していた。　

排水溝は、褐色土（盛土）面で検出、第Ⅳ層（砂礫層）
まで達し、柱穴№ 22、27、28、30 ～ 37 を切っていた。

【出土遺物】（第 55・56 図）
896 ～ 907 は柱№１の出土遺物である。896 ～ 900

は土師器坏で、897 の底面には簾状圧痕が、898・899
には板目圧痕が残る。901 ～ 905 は土師器小皿である。
906・907 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。

908 は柱穴№３の出土遺物で、龍泉窯系 B 類の青磁
碗である。

909 ～ 918 は柱穴№４の出土遺物である。909 ～
912 は土師器小皿である。913 は龍泉窯系 A 類の青磁
碗である。914・915 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。
916 は龍泉窯系Ｂ０類の青磁碗である。917 は龍泉窯系
D 類の青磁碗である。918 は、肥前現川の製品と思われ
る。

919 ～ 921 は柱穴№６の出土遺物である。919・920
は土師器坏、921 は板目圧痕を残す小皿である。

922 は柱穴№７の出土遺物で龍泉窯系の折縁盤であ
る。

923 ～ 926 は柱穴№８からの出土遺物で土師器坏で
ある。924・925 の底面に板目圧痕が残る。925 には板
目圧痕とともに紐痕が残る。

927 は柱穴№９からの出土遺物で、底面に板目圧痕が
残る土師器坏である。

928 は柱穴№ 12 からの出土遺物で黄釉洗である。
929 は柱穴№ 13 からの出土遺物で土師器小皿である。
930 は柱穴№ 14 からの出土遺物で土師器坏である。
931・932 は柱穴№ 15 からの出土遺物で、931 は白

磁碗Ⅳ類、932 は白磁皿Ⅲ類と思われる。
933・934 は柱穴№ 17 からの出土遺物で、933 は土

師器小皿、934 は中世須恵器の擂鉢である。
935 は柱穴№ 21 からの出土遺物で内野山窯の碗であ
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（７）広場
県 22 集では、「広場とは川原石を人工的に配石した

集石状もしくは石敷状遺構」と報告されている。Ｂ区
下段面にて確認された石敷遺構を含む空間である。ま
た、「広場東側は、東外濠南端から西へ約 10 ｍのとこ
ろ、西側は、ＢＭの南方延長線あたりである。この範囲
の全面に集石がみられるのではなく、ブロック状に検出
された。切落し面より下段の土層層序は前述したが、若
干説明を加えると、切落し面より上段に第二期の建築物
が構築される際、砂礫層を切断して南側に傾斜した切落
しを構築した。この切落し面より南側は球磨川で、第二
期頃は、川原が川床であったであろう。球磨川の洪水・
氾濫によって、砂礫層上に黄灰色砂層が切落し上面ぎり
ぎりのところまで堆積した。この黄灰色砂層の堆積後、
球磨川は流路を南側寄りに変え、流水は南へ迂回するこ
とになる。このことにより切落し南面は、土地の増加が
はかられることになる」と記載されている。この黄色灰
砂層が石積堤防や東外濠延長部の石組の基礎土となって
いた。

黄灰色砂層の層厚は、0.68 ～ 2.15 ｍである。黄灰色
砂層中からの遺物の出土はない。集石状遺構は川原石の
上面は、第Ⅳ層（黄灰色砂層）上面、あるいは第Ⅲ層（褐
色土層）下面にて検出されている。径 10 ～ 20cm の川
原石一石並べた集石状遺構は、北側から南側の堤防寄り
の方向にやや傾斜し、堤防の上面より約 30cm 下にある。

石敷状遺構は、堤防と同レベルで、西端及び北端は、
径 30 ～ 50cm の比較的大きな川原石を用いている。集
石状遺構、もしくは石敷状遺構の検出された切落し面よ
り下段と堤防間からは柱穴の検出はなかった。

集石状遺構の上面、あるいはＢ区下段面の第Ⅲ層から
遺物が出土している。

【出土遺物】（第 63 図）
1118 は土師器坏である。1119 は土師器小皿である。
1120 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1121 ～ 1127

は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1128・1129 は龍泉
窯系 D 類の青磁碗である。1130 は白磁Ⅳ類皿である。
1131は染付皿Ｂ群。1132は７型式の常滑焼の甕である。
1133は常滑焼の甕底部である。1134は瓦質の釜である。
1135は瓦質の火鉢である。1136は滑石製の石鍋である。

（８）堤防（第61・62図）
堤防は広場の南側および東外濠南端から東側、西外濠

南端から西側に東西に検出され、現球磨川とほぼ並行す
る石積護岸である。

人為的な石積として認識できる範囲は、東側はＣ２試
掘坑、西側はＡ４試掘坑までであった。Ｃ３・Ａ５試掘
坑では検出されていない。石積護岸の全長は、約 165
ｍであった。

東端から館中央付近の南方あたりまで比較的丁寧な積
み方をしていた。この範囲内で、堤防の内側及び外側（球
磨川）に野面積みが認められたのは、東外濠南端から東
側へ約 10 ｍのところであった。

内外に野面積みが検出された堤防部分の立面図でも判
るように、外側の球磨川側は、基礎面に約 30 ～ 50cm
の川原石を横位に用いている。その上段を３～５段積み
している。その中には凝灰岩がわずかではあるが確認さ
れた。石積の高さは１ｍ前後であった。内外石積が施工
されている部分の護岸の幅は、２ｍ前後であった。

Ｊ－Ｊ ´ 部分絵は石積を撤去して、基礎構造を確認さ
れており、基礎面及び石積内から土師器・瓦質土器、青
磁片が出土している。

東外濠南端から東側の石積の構造をみると、黄灰色砂
層中に構築され、上面及び内部は径 20 ～ 30cm の川原
石を３～４段乱積みしていた。外側の球磨川側は、ゆる
やかな傾斜をもち、上面から傾斜面基礎部までの高さは
約１ｍ前後であった。内側は２～３段の乱積みであった。

【出土遺物】（第 63 図）
1137 ～ 1140 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1141

は折縁皿である。1142・1143 は白磁Ⅸ類皿である。
1144 は中世須恵器の擂鉢である。

（９）B区出土遺物（第64～ 68図）
B 区のⅠ・Ⅱ層から出土した遺物である。
1145 ～ 1158 は土師器坏である。1159 ～ 1173 は

土師器小皿である。1174 は器高の高い土師器小皿と
して報告する。1175 ～ 1180 は土師質の土錘である。
1181は土師質の火鉢で口縁帯に菊花のスタンプがある。
1182 は土師質の羽釜である。

1183 は加久藤溶結凝灰岩製の鞴羽口である。
1184 ～ 1186 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1187

～ 1196 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1197 は同安
窯系の青磁皿である。1198 は折縁皿、1199 は折縁盤
である。1200・1201 は白磁Ⅸ類皿、1202 は白磁水注
の把手である。1203 は白磁四耳壷もしくは白磁水注の
一部と思われる。1204 は白磁型成型の合子蓋である。
1205 は白磁合子の身である。1206 は染付皿 B1 群。
1207・1208 は黄釉鉄絵洗である。1209・1210 は釉流
し掛けが残る大型の甕で、1210 の内面には同心円のあ
て具痕が残る。1211 は古瀬戸の皿、1212 は６a 型式の
常滑甕である。

1213 ～ 1221 は中世須恵器である。1213・1214 は
山形タタキ痕を残す壷である。1215 は頸部が直に立ち
上がる壷である。1220 は菱形の押型を残す。1221 は
仏具の瓶である。1224 は突帯を持つ釜である。1222・
1223・1225 ～ 1229 は中世須恵器の鉢である。1225
は樺番城窯製品の可能性がある。1230 は瓦質の火鉢脚
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部である。
1231 は滑石製品を転用した温石である。1232 は滑

石製石鍋である。
1233 は肥前染付の小坏である。1234 は肥前の色絵

碗である。1235・1236 は肥前染付の碗である。1237
は肥前青磁染付の皿である。1238 は一勝地の碗である。
1239 は京焼風陶器碗である。1240 は肥前の天目碗で
ある。1241 は肥前現川の皿と思われる。1242 は肥前
内野山窯の皿である。

（１０）Ａ区出土遺物（第69図）
Ａ区Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層から出土した遺物である。
1243 ～ 1245 は土師器坏である。1246 ～ 1249 は土

師器小皿である。1246 は顕著な上げ底となる。1250
は土師器土錘である。

1251 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1252・1253
は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1254 は龍泉窯系 D
類の青磁碗である。1255 は同安窯系の青磁皿である。
1256は内湾する大皿である。1257は折縁皿Ⅲ類である。
1258 は折縁腰折皿である。1259 は筒型香炉の腰部で
ある。1260 は緑釉洗である。1261 は瀬戸の梅瓶である。

1262 は中世須恵器の瓶で仏具である。1263 は中
世須恵器の擂鉢である。1264 は肥前染付の碗である。
1265 は肥前型成型の猪口である。1266 は波佐見の雪
輪文皿、1267 は肥前内野山の碗である。1268 は肥前
の青磁碗である。1269 は肥前の青磁大皿である。1270
～ 1272 は肥前の陶器皿である。

（１１）Ｃ区出土遺物（第70図）
Ｃ区Ⅰ・Ⅱ層から出土した遺物である。
1273 は土師器坏、1274 は土師器小皿である。1275

は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1276 は古瀬戸の卸皿
である。1277 は陶器の瓶と思われる。1278 ～ 1280 は
中世須恵器の壷である。1281 ～ 1286 が中世須恵器の
鉢である。1287 は滑石製石鍋からの転用の温石である。
1288・1289 は肥前天目の碗である。

（１２）Ｄ区出土遺物（第70・71図）
Ｄ区から出土した遺物である。
1290・1291 は土師器小皿である。1292 は龍泉窯系

B 類の青磁碗で内底に印文がある。1293 は宮元尚氏か
ら寄贈された白磁Ⅴ類の碗である。1294 は白磁梅瓶で
ある。1295 は 6 ｂ型式の常滑甕である。1296 は中世
須恵器の壷である。1297・1298 は中世須恵器の擂鉢・
鉢である。1299 は瓦質の火鉢で、鍔上面に巴文が残る。
1300・1302 は肥前内野山の碗である。1301 は肥前の
陶胎染付の碗である。1303・1304 は肥前の紅皿である。

（１３）出土地点不明出土遺物（第71図）
1305・1306 は土師器坏である。1307 は土師器小皿

である。1308 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1309
～ 1312 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1313・1314
は龍泉窯系 B0 類の青磁碗である。1315 は白磁Ⅸ類皿
である。1316 は枢府系白磁である。1317 は肥前系の
染付碗、1318 は一勝地の碗である。
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（７）広場
県 22 集では、「広場とは川原石を人工的に配石した

集石状もしくは石敷状遺構」と報告されている。Ｂ区
下段面にて確認された石敷遺構を含む空間である。ま
た、「広場東側は、東外濠南端から西へ約 10 ｍのとこ
ろ、西側は、ＢＭの南方延長線あたりである。この範囲
の全面に集石がみられるのではなく、ブロック状に検出
された。切落し面より下段の土層層序は前述したが、若
干説明を加えると、切落し面より上段に第二期の建築物
が構築される際、砂礫層を切断して南側に傾斜した切落
しを構築した。この切落し面より南側は球磨川で、第二
期頃は、川原が川床であったであろう。球磨川の洪水・
氾濫によって、砂礫層上に黄灰色砂層が切落し上面ぎり
ぎりのところまで堆積した。この黄灰色砂層の堆積後、
球磨川は流路を南側寄りに変え、流水は南へ迂回するこ
とになる。このことにより切落し南面は、土地の増加が
はかられることになる」と記載されている。この黄色灰
砂層が石積堤防や東外濠延長部の石組の基礎土となって
いた。

黄灰色砂層の層厚は、0.68 ～ 2.15 ｍである。黄灰色
砂層中からの遺物の出土はない。集石状遺構は川原石の
上面は、第Ⅳ層（黄灰色砂層）上面、あるいは第Ⅲ層（褐
色土層）下面にて検出されている。径 10 ～ 20cm の川
原石一石並べた集石状遺構は、北側から南側の堤防寄り
の方向にやや傾斜し、堤防の上面より約 30cm 下にある。

石敷状遺構は、堤防と同レベルで、西端及び北端は、
径 30 ～ 50cm の比較的大きな川原石を用いている。集
石状遺構、もしくは石敷状遺構の検出された切落し面よ
り下段と堤防間からは柱穴の検出はなかった。

集石状遺構の上面、あるいはＢ区下段面の第Ⅲ層から
遺物が出土している。

【出土遺物】（第 63 図）
1118 は土師器坏である。1119 は土師器小皿である。
1120 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1121 ～ 1127

は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1128・1129 は龍泉
窯系 D 類の青磁碗である。1130 は白磁Ⅳ類皿である。
1131は染付皿Ｂ群。1132は７型式の常滑焼の甕である。
1133は常滑焼の甕底部である。1134は瓦質の釜である。
1135は瓦質の火鉢である。1136は滑石製の石鍋である。

（８）堤防（第61・62図）
堤防は広場の南側および東外濠南端から東側、西外濠

南端から西側に東西に検出され、現球磨川とほぼ並行す
る石積護岸である。

人為的な石積として認識できる範囲は、東側はＣ２試
掘坑、西側はＡ４試掘坑までであった。Ｃ３・Ａ５試掘
坑では検出されていない。石積護岸の全長は、約 165
ｍであった。

東端から館中央付近の南方あたりまで比較的丁寧な積
み方をしていた。この範囲内で、堤防の内側及び外側（球
磨川）に野面積みが認められたのは、東外濠南端から東
側へ約 10 ｍのところであった。

内外に野面積みが検出された堤防部分の立面図でも判
るように、外側の球磨川側は、基礎面に約 30 ～ 50cm
の川原石を横位に用いている。その上段を３～５段積み
している。その中には凝灰岩がわずかではあるが確認さ
れた。石積の高さは１ｍ前後であった。内外石積が施工
されている部分の護岸の幅は、２ｍ前後であった。

Ｊ－Ｊ ´ 部分絵は石積を撤去して、基礎構造を確認さ
れており、基礎面及び石積内から土師器・瓦質土器、青
磁片が出土している。

東外濠南端から東側の石積の構造をみると、黄灰色砂
層中に構築され、上面及び内部は径 20 ～ 30cm の川原
石を３～４段乱積みしていた。外側の球磨川側は、ゆる
やかな傾斜をもち、上面から傾斜面基礎部までの高さは
約１ｍ前後であった。内側は２～３段の乱積みであった。

【出土遺物】（第 63 図）
1137 ～ 1140 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1141

は折縁皿である。1142・1143 は白磁Ⅸ類皿である。
1144 は中世須恵器の擂鉢である。

（９）B区出土遺物（第64～ 68図）
B 区のⅠ・Ⅱ層から出土した遺物である。
1145 ～ 1158 は土師器坏である。1159 ～ 1173 は

土師器小皿である。1174 は器高の高い土師器小皿と
して報告する。1175 ～ 1180 は土師質の土錘である。
1181は土師質の火鉢で口縁帯に菊花のスタンプがある。
1182 は土師質の羽釜である。

1183 は加久藤溶結凝灰岩製の鞴羽口である。
1184 ～ 1186 は龍泉窯系 A 類の青磁碗である。1187

～ 1196 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1197 は同安
窯系の青磁皿である。1198 は折縁皿、1199 は折縁盤
である。1200・1201 は白磁Ⅸ類皿、1202 は白磁水注
の把手である。1203 は白磁四耳壷もしくは白磁水注の
一部と思われる。1204 は白磁型成型の合子蓋である。
1205 は白磁合子の身である。1206 は染付皿 B1 群。
1207・1208 は黄釉鉄絵洗である。1209・1210 は釉流
し掛けが残る大型の甕で、1210 の内面には同心円のあ
て具痕が残る。1211 は古瀬戸の皿、1212 は６a 型式の
常滑甕である。

1213 ～ 1221 は中世須恵器である。1213・1214 は
山形タタキ痕を残す壷である。1215 は頸部が直に立ち
上がる壷である。1220 は菱形の押型を残す。1221 は
仏具の瓶である。1224 は突帯を持つ釜である。1222・
1223・1225 ～ 1229 は中世須恵器の鉢である。1225
は樺番城窯製品の可能性がある。1230 は瓦質の火鉢脚
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第45図　東外濠出土遺物（１）
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第46図　東外濠出土遺物（２）
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第45図　東外濠出土遺物（１）
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自
然
堆
積

自
然

   

堆
積

人
工

 

石
積

凝 灰 岩

砂
レ
キ

    

層
上
面

B

自
然
傾
斜

A-3T

0 (1:400) 10m

20m(1:1000)

自
然
堆
積

人
工

石
積

自
然
堆
積

A-5T

自
然
堆
積

A-7T

A-2T

A-4T
A-5T

4T

4T’

５
T

5T’

2T　
　

2T’

7T

7T’

C-11T C-2T
ZM

M´

自

然

礫

あ

り

A

A´

B

B´

K
K´

J

J´

I

I´

N

N´

道

　路

F

F´

I
I´

A-4TA-6T

A-2T

A-7T

A-3T

B-10T B
-
1
1
T

0

頼景館跡全体図

頼景館跡A区トレンチ配置図

158.16m

157.95m

159.87m

159.84m

158.44m

157.74m157.74m

159.93m

159.77m

157.96m

158.80m

158.76m

158.8６m

158.83m

158.80m

158.88m

158.07m

159.02m

158.87m

158.94m

159.08m

159.08m 158.94m

158.86m

158.97m

158.40m

158.60m158.39m

158.92m

157.61m

159.03m

159.39m

157.53m

159.02m

157.66m

159.07m

158.57m

159.14m
159.11m

159.22m

159.484m

158.074m

53

●

●

●

●

●

●

●

●

― 78 ―



- 79 -

A区
　
A-
4T（
西
側
se
ct
io
n）

凝
灰
岩

凝
灰
岩

①
Ⅰ
層
　
耕
作
土
、黒
土
色

①

②
Ⅱ
層
　
灰
褐
色
土

②

③
Ⅲ
層
　
鉄
分
沈
澱
層（
褐
色
土
）

④
Ⅳ
層
　
褐
色
土

③ ④
⑤

⑤
Ⅴ
層
　
褐
色
砂
層

土
師
質
土
器

　
　
　
出
土

A区
　
A-
5T（
西
側
se
ct
io
n）

①
Ⅰ
層
　
耕
作
土
層

②
Ⅱ
層
　
灰
褐
色
土

③
Ⅲ
層
　
褐
色
土
層

④
Ⅳ
層
　
砂
層

⑤
Ⅱ
層
　
砂
利
ふ
く
む
歴
層

① ② ③
④

⑤

土
師
質
土
器

　
　
包
含
層

北
南

0
2m

(1
:8
0)

A区
　
A-
2T（
西
側
se
ct
io
n）

A区
　
A-
7T（
西
側
se
ct
io
n）

①
Ⅰ
層
　（
耕
作
上
）黒
色
土
層

②
Ⅱ
層
　（
鉄
分
沈
澱
層
）小
礫
含
む
　
褐
色

③
Ⅲ
層
　（
砂
層
）

④
Ⅳ
層
　（
砂
礫
層
）

①
②

③

④

4T
4T
’

5T
5T
’

2T
2T
’

７
T

7T
’

H
=1
59
.9
3m

H
=1
59
.6
4m

H
=1
60
.2
0m

H
=1
59
.7
8m

北

S
S

S

S S

S

S
S

S S

S

S
S

S
S

S
S

S

S

S

S
S

S
S

S
S

S

S

54

●
●

●
●

●
●

●
●

第
54
図
　
A
区
断
面
図

- 78 -

第53図　A区遺構配置図

自
然
堆
積

自
然

   

堆
積

人
工

 

石
積

凝 灰 岩

砂
レ
キ

    

層
上
面

B

自
然
傾
斜

A-3T

0 (1:400) 10m

20m(1:1000)

自
然
堆
積

人
工

石
積

自
然
堆
積

A-5T

自
然
堆
積

A-7T

A-2T

A-4T
A-5T

4T

4T’

５
T

5T’

2T　
　

2T’

7T

7T’

C-11T C-2T
ZM

M´

自

然

礫

あ

り

A

A´

B

B´

K
K´

J

J´

I

I´

N

N´

道

　路

F

F´

I
I´

A-4TA-6T

A-2T

A-7T

A-3T

B-10T B
-
1
1
T

0

頼景館跡全体図

頼景館跡A区トレンチ配置図

158.16m

157.95m

159.87m

159.84m

158.44m

157.74m157.74m

159.93m

159.77m

157.96m

158.80m

158.76m

158.8６m

158.83m

158.80m

158.88m

158.07m

159.02m

158.87m

158.94m

159.08m

159.08m 158.94m

158.86m

158.97m

158.40m

158.60m158.39m

158.92m

157.61m

159.03m

159.39m

157.53m

159.02m

157.66m

159.07m

158.57m

159.14m
159.11m

159.22m

159.484m

158.074m

53

●

●

●

●

●

●

●

●

― 79 ―



- 80 -

No4

No3

No1

頼景柱穴

No7 No8

No9
No12

No13 No14 No15

No6

№1

0 10cm(1/3)

898

899

900

901 902 903 904

905 906 907

908

909 910 911 912

913 914 915
916 917

918

919 920

921

922
923 924

925
926

927

928

929

930 931

932

897

896

55

0 10cm(1/3)

第55図　柱穴出土遺物（１）

― 80 ―



- 81 -

No21No17

No26

No30

No31

No33
No34

No39
No41

No42

No50

柱穴？

頼景柱穴 №2

No48 No51

№22

933

934

935
936

937

938

939 940

941

942

943
944

945 946

947
948

949 950
951

952

953

954

955

956

957

958

959

960

961

962

963
964

965

966

967

0 10cm(1/3)

968

56第56図　柱穴出土遺物（２）

- 80 -

No4

No3

No1

頼景柱穴

No7 No8

No9
No12

No13 No14 No15

No6

№1

0 10cm(1/3)

898

899

900

901 902 903 904

905 906 907

908

909 910 911 912

913 914 915
916 917

918

919 920

921

922
923 924

925
926

927

928

929

930 931

932

897

896

55

0 10cm(1/3)

第55図　柱穴出土遺物（１）

― 81 ―



- 82 -

相良頼景館跡 B区土器溜り内

0 10cm(1/3)

971

972 973 974

975 976 977

978 979
980

981 982 983 984

985 986 987 988

989 990 991 992

993 994 995 996

997 998 999 1000

1001 1002 1003 1004

1005 1006

1007
1008

1009 1010

1011
1012

970
969

57

0 10cm(1/3)

第57図　B区土器溜出土遺物

― 82 ―



- 83 -

第58図　Ｂ区Ⅲ層（褐色土・盛土）出土遺物（１）
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第Ⅳ章　相良頼景館跡の調査
第１節　調査の方法（第72図）

熊本県調査により相良頼景館跡は、東・西側は濠によっ
て区画、南側は開放され球磨川に面し石積堤防が構築さ
れていたことがわかっている。

令和３〜４年度にかけての相良頼景館跡の調査は、館
跡北側の堀の有無の確認、遺跡の範囲確認、遺跡の変遷
確認を目的にした。

令和３年度の調査では、北側土塁及び堀想定部分とが
１本の断面で観察できるようにトレンチを設定した。土
塁への影響を最小限にとどめるため、地権者により開削
された箇所にトレンチを設けた。

地権者によれば土塁開削は、県調査後に行なったもの
で、北側土塁外側の水田にトラクターを通すために開削
したとのことだった。その際、土塁の内側から重機を使
用して開削したとのことで、発生土は開削部分の両側に
振り分けたという。また、北側土塁の外側に積まれた石
積も、昭和 50 年以降に地権者が積み上げたものであっ
た。

多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会では、令和３
年度のトレンチ調査結果をもとに、北側堀の走行方向の
確認の必要性や、土塁と堀の堆積状況が連続して観察で
きる部分で、新旧関係を把握する必要があるとの意見が
あがり、令和４年度の調査方針が検討された。その結果、
令和４年度の調査は、東側土塁及び堀想定部分（東側ト
レンチ）、北西部の土塁が遺存しない部分（北西側トレ
ンチ）、北側堀部分（北側トレンチ）にてトレンチ調査
を行うことになった。東側トレンチでは土塁と堀の新旧
関係の確認、北西側トレンチでは出入口の確認、北側ト
レンチでは北側堀の走行方向の確認を目的としている。

第２節　調査の成果
１．令和３年度の調査成果
（１）北側土塁トレンチ（第73図）

土塁トレンチ掘削時に、整形石材が直角に立てかける
ように確認された。地権者による土塁開削後の土留め材
である。これらの石材の撤去後には、近世陶磁器が出土
した。

北側土塁の構築面はＤ－ 18 層上面である。Ｄ－ 18
層上面は、僅かながらグライ化した水性堆積層を部分
的に確認し、これをＤ－ 17 層とした。その上に土塁構
成土であるＤ－ 14 〜 16 により土塁は造成されている。
土塁構成土の土の流れは北側からである。土塁構成土の
土質は、水性堆積物と地山層と礫が混ざった砂質土でし
まりはさほどない。明確な層堺があるわけではないが、
土の流れ・包含する砂礫の大きさによって分層した。

Ｄ－ 11 層は、砂利層である。Ｄ－５〜７層は県調査

当時で確認されている石積に伴う覆土である。Ｄ－８〜
10 層・12 層は昭和 50 年〜 60 年代の盛土である。Ｄ－
13 層は昭和 50 年代の石積に伴う裏込め土で、Ｄ－２・
３層も昭和 50 年以降の盛土である。Ｄ－４層は、地権
者のよる土塁開削時の発生土である。

地山であるＤ－ 24 層（礫層）は北側土塁付近で最高
位となり、そこから南北へ向けゆるやかに傾斜していく
ことから自然堤防と思われる。D － 24 層の直上に堆積
しているのが水性堆積物であるＤ－ 23 層である。

Ｄ－ 22 層は、Ｄ－ 23 層の風化土であり、粘性を帯
びるとともに赤味を帯びる。その上に水性堆積物である
Ｄ－ 21 層が堆積する。水性堆積層はともに無遺物層で
ある。Ｄ－ 19・20 層は、土師器の小片やカーボンを含
んでおり、館跡内部の整地土と考えられる。

【出土遺物】（第 75 図）
1319・1320 はＤ－ 16 層（土塁構成土）からの出土

遺物である。1319 は底部糸切り離しの土師器坏、1320
は瓦質の鍔付き鉢で、内面にハケメ調整が残り、鍔に有
孔がある。

1321 〜 1327 は土塁直下のＤ－ 18 層（整地層）か
らの出土遺物である。1321 は土師器坏、1322 〜 1325
は土師器小皿である。1326 は龍泉窯系 B0 類の折縁大
皿である。1327 は中世須恵器の鉢である。

1328 〜 1331 はＤ－ 5.6.7 層からの出土遺物である。
1328・1329 は常滑焼の甕。1330 は染付碗、1331 は
肥前の広東碗。

1332 〜 1335 は表土からの出土遺物である。1332 は
湯飲碗である。1333 は土師質の土錘である。1334 は
龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1335 は一勝地の碗であ
る。

（２）北側堀跡トレンチ（第74図）
土塁と堀の新旧関係を確認したかったが、昭和 50 年

以降の石積構築により削平されており、確認できなかっ
た。今回のトレンチ調査は、県調査当時の土塁断面図（第
43 図Ａ－Ａ ´ 断面）付近であり、当時の土塁断面図が
参考になった。

表土から約 40cm 下で北側堀跡の南側の掘り方を確
認した。掘り込み面は礫層上面（D － 24 層）である。
北側堀跡の北側掘り方は表土から約 100cm 下で確認し
た。

Ｈ－１〜 19 層は、近・現代の水田耕作に伴う堆積土
である。Ｈ－９・10・11・13 層が県調査当時に確認さ
れた溝である。H － 14 層は畦畔跡である。H － 15 〜
17 層は旧耕作土、H － 18・19 層は鉄分沈殿の水田床
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土層である。
土層断面から北堀は２時期あることを確認した。当初

の北堀を北堀１、後の時期のものを北堀２とし、説明を
加える。

北堀１は堀幅約 6 ｍ、深さ約 1.8 ｍ、堀底幅約 0.5 ｍ
の薬研堀である。北堀１覆土はＨ－ 21 〜 30 層である。
北堀１の鍵層となるのがＨ－ 27 層である。H － 27 層
から青磁碗２点が出土した。Ｈ－ 27 層は明褐色粘土層
で、その上下層とは土質が明確に異なる。Ｈ－ 27 層の
上にはＨ－ 21 〜 26 層が堆積するが、これらは礫を伴
う褐色シルトで人為的な埋戻し土である。Ｈ－ 27 層下
位のＨ－ 28 〜 30 層も礫を伴う褐色シルト層である。

北堀２は堀幅約 3.2 ｍ、深さ約 1.3 ｍの薬研堀である。
北堀２の覆土がＨ－ 20 層である。径５〜 50cm の礫を
多量に含む、その空隙に褐色粘土が混じっている。人為
的に礫によって埋め戻されていることがわかる。

【出土遺物】（第 75 図）
1336・1337 は北堀１のＨ－ 27 層からの出土遺物で

ある。1336 は龍泉窯系 B 類の青磁碗の底部で、内底
に印花文が残る。意図的に体部は打ち欠けられている。
1337 は龍泉窯系 D １類の端反碗底部である。外底を輪
状に釉を搔き取っている。1338 〜 1340 は北堀２覆土
からの出土遺物で、土師器坏である。1341 〜 1344 は
耕作土・表土からの出土遺物である。1341は土師器小皿。
1342 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1343 は中世須
恵器の胴部片。1344 は肥前の染付皿である。

２．令和４年度の調査成果
（１）北側トレンチ（第76図）

北側堀の走行する予想地点にトレンチを設定した。
北堀南側の掘り方を表土から約 50cm 下で確認した。

地山面礫層からの掘り込みである。令和３年度のトレン
チ調査で北堀１・２が確認されたため、北側トレンチに
おいても、その確認を行った。

確認できた北堀１の堀幅は約 5.6 ｍである。覆土は
18・19 層で粗礫を含む暗褐色シルトである。

北堀２は北堀１の北側にて確認した。堀幅は 3.8 ｍで
ある。北側に人為的な礫の廃棄を確認した。覆土である
16 層は炭化物の散在層である。

【出土遺物】（第 78 図）
1345 〜 1349 は北堀１からの出土遺物である。1345

は土師器小皿。1346 は土師器坏で、底部に厚みをもつ。
1347 は常滑焼の甕である。1348・1349 は中世須恵器
で体部に山形タタキ痕が残る。

1350 〜 1353 は北堀２からの出土遺物である。1350
〜 1353 は土師器坏である。1354 は北堀２覆土直上の
水田床土からの出土遺物で、白磁 C １群の皿である。

1355 は瓦質の釜である。

（２）北西側トレンチ（第77図）
表土（１・２・３層）を除去したところで、トレンチ

中央に浅い掘り方を確認し、これをＳ－１とした。浅い
溝と思われる。幅は 2.1 ｍ、深さは 0.3 ｍである。覆土
下位に礫が敷かれるように検出した。

トレンチ北側にて石積を検出した。これをＳ－２とし
た。Ｓ－２は北側が面で、石積前面の堆積層は人為的に
埋め戻されている。７層がＳ－２の裏込め土となる。

水性堆積層である９層上面にて遺構掘り方を確認し
た。これをＳ－３とした。Ｓ－３覆土（８層）は北堀１
覆土に似る。

【出土遺物】（第 78 図）
1356 は８層からの出土遺物で、土師器坏である。

1357 は９層上面にて出土した常滑焼の甕である。1358
〜 1361 は石積前面の６層からの出土遺物である。
1358 は肥前の筒型碗、1359 は肥前系の小坏、1360 は
近代の瀬戸の坏である。1361 は肥前の蛸唐草文の皿で
ある。1362 は肥前の蛇の目釉剥ぎの皿である。1363
は陶器の甕である。

（３）東側トレンチ（第77図）
１層表土の直下に硬化層（２層）を確認した。２層は

現建築物に伴う硬化層である。６層の水性堆積層（砂層）
上面にて東側堀跡の掘り方を確認した。堀の覆土（５層）
は黒褐色シルトで粘性を帯びる。

東堀覆土内にて近代の暗渠排水路の掘り方を確認し
た。

【出土遺物】（第 78 図）
1364 は近代暗渠掘り方から出土した土師器の鉢であ

る。1365 は表採品で中世須恵器の胴部片である。
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第72図　相良頼景館跡地形図及びトレンチ配置図
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土層である。
土層断面から北堀は２時期あることを確認した。当初

の北堀を北堀１、後の時期のものを北堀２とし、説明を
加える。

北堀１は堀幅約 6 ｍ、深さ約 1.8 ｍ、堀底幅約 0.5 ｍ
の薬研堀である。北堀１覆土はＨ－ 21 〜 30 層である。
北堀１の鍵層となるのがＨ－ 27 層である。H － 27 層
から青磁碗２点が出土した。Ｈ－ 27 層は明褐色粘土層
で、その上下層とは土質が明確に異なる。Ｈ－ 27 層の
上にはＨ－ 21 〜 26 層が堆積するが、これらは礫を伴
う褐色シルトで人為的な埋戻し土である。Ｈ－ 27 層下
位のＨ－ 28 〜 30 層も礫を伴う褐色シルト層である。

北堀２は堀幅約 3.2 ｍ、深さ約 1.3 ｍの薬研堀である。
北堀２の覆土がＨ－ 20 層である。径５〜 50cm の礫を
多量に含む、その空隙に褐色粘土が混じっている。人為
的に礫によって埋め戻されていることがわかる。

【出土遺物】（第 75 図）
1336・1337 は北堀１のＨ－ 27 層からの出土遺物で

ある。1336 は龍泉窯系 B 類の青磁碗の底部で、内底
に印花文が残る。意図的に体部は打ち欠けられている。
1337 は龍泉窯系 D １類の端反碗底部である。外底を輪
状に釉を搔き取っている。1338 〜 1340 は北堀２覆土
からの出土遺物で、土師器坏である。1341 〜 1344 は
耕作土・表土からの出土遺物である。1341は土師器小皿。
1342 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。1343 は中世須
恵器の胴部片。1344 は肥前の染付皿である。

２．令和４年度の調査成果
（１）北側トレンチ（第76図）

北側堀の走行する予想地点にトレンチを設定した。
北堀南側の掘り方を表土から約 50cm 下で確認した。

地山面礫層からの掘り込みである。令和３年度のトレン
チ調査で北堀１・２が確認されたため、北側トレンチに
おいても、その確認を行った。

確認できた北堀１の堀幅は約 5.6 ｍである。覆土は
18・19 層で粗礫を含む暗褐色シルトである。

北堀２は北堀１の北側にて確認した。堀幅は 3.8 ｍで
ある。北側に人為的な礫の廃棄を確認した。覆土である
16 層は炭化物の散在層である。

【出土遺物】（第 78 図）
1345 〜 1349 は北堀１からの出土遺物である。1345

は土師器小皿。1346 は土師器坏で、底部に厚みをもつ。
1347 は常滑焼の甕である。1348・1349 は中世須恵器
で体部に山形タタキ痕が残る。

1350 〜 1353 は北堀２からの出土遺物である。1350
〜 1353 は土師器坏である。1354 は北堀２覆土直上の
水田床土からの出土遺物で、白磁 C １群の皿である。

1355 は瓦質の釜である。

（２）北西側トレンチ（第77図）
表土（１・２・３層）を除去したところで、トレンチ

中央に浅い掘り方を確認し、これをＳ－１とした。浅い
溝と思われる。幅は 2.1 ｍ、深さは 0.3 ｍである。覆土
下位に礫が敷かれるように検出した。

トレンチ北側にて石積を検出した。これをＳ－２とし
た。Ｓ－２は北側が面で、石積前面の堆積層は人為的に
埋め戻されている。７層がＳ－２の裏込め土となる。

水性堆積層である９層上面にて遺構掘り方を確認し
た。これをＳ－３とした。Ｓ－３覆土（８層）は北堀１
覆土に似る。

【出土遺物】（第 78 図）
1356 は８層からの出土遺物で、土師器坏である。

1357 は９層上面にて出土した常滑焼の甕である。1358
〜 1361 は石積前面の６層からの出土遺物である。
1358 は肥前の筒型碗、1359 は肥前系の小坏、1360 は
近代の瀬戸の坏である。1361 は肥前の蛸唐草文の皿で
ある。1362 は肥前の蛇の目釉剥ぎの皿である。1363
は陶器の甕である。

（３）東側トレンチ（第77図）
１層表土の直下に硬化層（２層）を確認した。２層は

現建築物に伴う硬化層である。６層の水性堆積層（砂層）
上面にて東側堀跡の掘り方を確認した。堀の覆土（５層）
は黒褐色シルトで粘性を帯びる。

東堀覆土内にて近代の暗渠排水路の掘り方を確認し
た。

【出土遺物】（第 78 図）
1364 は近代暗渠掘り方から出土した土師器の鉢であ

る。1365 は表採品で中世須恵器の胴部片である。

― 99 ―



- 100 -

第
73
図
　
令
和
3
年
度
調
査
　
北
側
土
塁
断
面
図

0
2m

(1
:4
0)

D
-3

D-13

D
-1

6

D
-2

D
-2

3（
水

性
堆

積
）

D
-2

2
D

-2
1 （

水
性

） 　
堆

積
D

-2
0

D
-1

8 （
中

世
整

地
層

1）D
-1

5

D
-1

1
D

-1
4

D
-8

D
-1

2

D
-1

0

D
-1

D
-1

7

D
-9

D
-1

4
D

-1
1

D
-4

D
-7

D
-6

D
-1

8

D
-2

0
D

-1
9

D
-5

H
=1

62
.0

ｍ

H
=1

61
.0

ｍ

H
=1

60
.0

ｍ

SP

N
P

H
=1

63
.0

ｍ

（
中

世
整

地
層

2）

土
塁

1

3
4 5

1
4

8
1
2

2
1

2
2

2
3

相
良

頼
景

館
跡

　
　

北
側

土
塁

ト
レ

ン
チ

D
-1

　
  表

土
　

10
YR

4/
6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

D
-2

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-3

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

　
　

D
-4

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
1

～
2

㎝
の

中
礫

を
多

量
、

径
2

～
5

㎝
の

粗
礫

を
少

量
含

む
D

-5
　

  石
積

裏
込

　
　

径
5

～
15

㎝
の

円
礫

の
層

、
土

は
含

ま
ず

D
-6

　
  石

積
構

築
士

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

を
基

本
と

し
、

細
砂

と
粗

砂
を

多
量

、
細

礫
～

中
礫

を
中

量
含

む
　

し
ま

り
な

し
D

-7
　

  礫
混

じ
り

　
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
3

～
30

㎝
の

礫
を

多
量

含
む

D
-8

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

細
礫

を
多

量
、

径
3

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-9

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

中
礫

を
中

量
含

む
　

D
-8

層
よ

り
も

色
調

暗
い

D
-1

0 
   

黒
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

や
や

粘
性

あ
り

　
中

砂
を

少
量

含
む

D
-1

1 
   

礫
層

　
細

礫
～

粗
石

に
よ

る
礫

層
　

シ
ル

ト
は

含
ま

な
い

D
-1

2 
   

盛
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
細

礫
を

多
量

に
含

む
　

径
3

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-1

3 
   

石
積

裏
込

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
径

3
～

10
㎝

の
礫

を
多

量
含

む
D

-1
4 

   
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
多

量
に

含
む

　
中

礫
～

粗
礫

を
中

量
含

む
D

-1
5 

   
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
中

量
に

含
む

　
D

-1
4

層
よ

り
も

中
礫

は
少

な
い

D
-1

6　
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
中

量
に

含
む

　
径

1
～

5
㎝

（
中

礫
～

粗
礫

）
を

多
量

含
む

D
-1

9　
整

地
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
カ

ー
ボ

ン
・

焼
土

粒
を

少
量

含
む

D
-1

7　
整

地
層

①
　

　
整

地
層

①
　（

科
学

分
析

層
順

）　

　
　

　

D
-2

0　
土

塁
下

位
層

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
カ

ー
ボ

ン
を

少
量

含
む

　
全

体
的

に
D

-2
1

層
が

混
じ

っ
て

る
　

　

　
　

　
D

-2
1　

水
性

堆
積

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
や

や
粘

性
あ

り
　

堆
積

構
造

が
確

認
で

き
な

い
た

め
短

期
間

に
よ

る
水

性
堆

積
物

D
-1

8　
整

地
層

①
　

　
整

地
層

①
　（

科
学

分
析

層
順

）　

　
　

　

D
-2

2　
粘

土
層

　
7.

5Y
R4

/4
少

し
赤

味
が

あ
る

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

や
や

粘
性

あ
り

　
粗

砂
を

中
量

、
径

10
～

20
㎝

の
礫

を
少

量
含

む
D

-2
3　

水
性

堆
積

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
や

や
粘

性
あ

り
　

堆
積

構
造

が
確

認
で

き
な

い
た

め
短

期
間

に
よ

る
水

性
堆

積
物

D
-2

4　
地

山
礫

層
　

細
礫

を
基

本
と

す
る

が
細

砂
～

粗
礫

を
多

量
に

含
む

礫
層

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

　
　

カ
ー

ボ
ン

・
焼

土
粒

・
土

器
細

片
を

中
量

含
む

カ
ー

ボ
ン

を
少

量
含

む
　

鉄
分

を
斑

状
に

混
じ

り
グ

ラ
イ

化
し

て
い

る

73

D
-2

4

- 100 -

第
11
図
　
令
和
3
年
度
調
査
　
北
側
土
塁
断
面
図

0
2m

(1
:4
0)

D
-3

D-13

D
-1

6

D
-2

D
-2

3（
水

性
堆

積
）

D
-2

2
D

-2
1 （

水
性

） 　
堆

積
D

-2
0

D
-1

8 （
中

世
整

地
層

1）D
-1

5

D
-1

1
D

-1
4

D
-8

D
-1

2

D
-1

0

D
-1

D
-1

7

D
-9

D
-1

4
D

-1
1

D
-4

D
-7

D
-6

D
-1

8

D
-2

0
D

-1
9

D
-5

H
=1

62
.0

ｍ

H
=1

61
.0

ｍ

H
=1

60
.0

ｍ

SP

N
P

H
=1

63
.0

ｍ

（
中

世
整

地
層

2）

土
塁

1

3
4 5

1
4

8
1
2

2
1

2
2

2
3

相
良

頼
景

館
跡

　
　

北
側

土
塁

ト
レ

ン
チ

D
-1

　
  表

土
　

10
YR

4/
6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

D
-2

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-3

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

　
　

D
-4

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
1

～
2

㎝
の

中
礫

を
多

量
、

径
2

～
5

㎝
の

粗
礫

を
少

量
含

む
D

-5
　

  石
積

裏
込

　
　

径
5

～
15

㎝
の

円
礫

の
層

、
土

は
含

ま
ず

D
-6

　
  石

積
構

築
士

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

を
基

本
と

し
、

細
砂

と
粗

砂
を

多
量

、
細

礫
～

中
礫

を
中

量
含

む
　

し
ま

り
な

し
D

-7
　

  礫
混

じ
り

　
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
3

～
30

㎝
の

礫
を

多
量

含
む

D
-8

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

細
礫

を
多

量
、

径
3

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-9

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

中
礫

を
中

量
含

む
　

D
-8

層
よ

り
も

色
調

暗
い

D
-1

0 
   

黒
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

や
や

粘
性

あ
り

　
中

砂
を

少
量

含
む

D
-1

1 
   

礫
層

　
細

礫
～

粗
石

に
よ

る
礫

層
　

シ
ル

ト
は

含
ま

な
い

D
-1

2 
   

盛
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
細

礫
を

多
量

に
含

む
　

径
3

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-1

3 
   

石
積

裏
込

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
径

3
～

10
㎝

の
礫

を
多

量
含

む
D

-1
4 

   
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
多

量
に

含
む

　
中

礫
～

粗
礫

を
中

量
含

む
D

-1
5 

   
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
中

量
に

含
む

　
D

-1
4

層
よ

り
も

中
礫

は
少

な
い

D
-1

6　
土

塁
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

細
砂

を
中

量
に

含
む

　
径

1
～

5
㎝

（
中

礫
～

粗
礫

）
を

多
量

含
む

D
-1

9　
整

地
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
カ

ー
ボ

ン
・

焼
土

粒
を

少
量

含
む

D
-1

7　
整

地
層

①
　

　
整

地
層

①
　（

科
学

分
析

層
順

）　

　
　

　

D
-2

0　
土

塁
下

位
層

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
カ

ー
ボ

ン
を

少
量

含
む

　
全

体
的

に
D

-2
1

層
が

混
じ

っ
て

る
　

　

　
　

　
D

-2
1　

水
性

堆
積

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
や

や
粘

性
あ

り
　

堆
積

構
造

が
確

認
で

き
な

い
た

め
短

期
間

に
よ

る
水

性
堆

積
物

D
-1

8　
整

地
層

①
　

　
整

地
層

①
　（

科
学

分
析

層
順

）　

　
　

　

D
-2

2　
粘

土
層

　
7.

5Y
R4

/4
少

し
赤

味
が

あ
る

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

や
や

粘
性

あ
り

　
粗

砂
を

中
量

、
径

10
～

20
㎝

の
礫

を
少

量
含

む
D

-2
3　

水
性

堆
積

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

な
し

　
や

や
粘

性
あ

り
　

堆
積

構
造

が
確

認
で

き
な

い
た

め
短

期
間

に
よ

る
水

性
堆

積
物

D
-2

4　
地

山
礫

層
　

細
礫

を
基

本
と

す
る

が
細

砂
～

粗
礫

を
多

量
に

含
む

礫
層

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

　
　

カ
ー

ボ
ン

・
焼

土
粒

・
土

器
細

片
を

中
量

含
む

カ
ー

ボ
ン

を
少

量
含

む
　

鉄
分

を
斑

状
に

混
じ

り
グ

ラ
イ

化
し

て
い

る

73

D
-2

4

― 100 ―



- 101 -

第
74
図
　
令
和
3
年
度
調
査
　
北
側
堀
断
面
図

D
-3

D-13

D
-1

6

D
-2

D
-2

3（
水

性
堆

積
）

D
-1

5

N
P

0
2m

(1
:4

0)

H=
15
9.
0m

H
=1

60
.0

m

H=
16
1.
0m

Ｈ
-1

3

Ｈ
-1

Ｈ
-3

Ｈ
-4 Ｈ

-5
Ｈ

-1
4

Ｈ
-7

Ｈ
-8

Ｈ
-1

2

Ｈ
-2

1
Ｈ

-2
2

Ｈ
-2

3

Ｈ
-2

0Ｈ
-1

1
Ｈ

-9
Ｈ

-1
5

Ｈ
-1

6
Ｈ

-1
7

Ｈ
-1

8

Ｈ
-2

4

Ｈ
-2

6

Ｈ
-2

7
Ｈ

-2
8

Ｈ
-2

9
Ｈ

-3
0

Ｈ
-1

0

Ｈ
-2

Ｈ
-6

Ｈ
-2

5

Ｈ
-1

9

北
堀

2

北
堀

1

粘
土

層

H
-1

　
  表

土
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
H

-2
　

  水
田

　
7.

5Y
R4

/4
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

中
砂

を
少

量
含

む
　

※
グ

ラ
イ

土
H

-3
　

  水
田

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　

H
-4

　
  旧

畦
畔

　
7.

5Y
R4

/4
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

中
礫

～
粗

礫
を

少
量

含
む

　
※

旧
畦

畔
H

-5
　

  旧
畦

畔
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　
中

礫
～

粗
礫

を
少

量
含

む
　

※
旧

畦
畔

H
-6

　
  水

田
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

鉄
分

を
少

量
含

む
　

※
グ

ラ
イ

土
　

H
-7

　
  水

田
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

中
礫

～
粗

礫
を

少
量

含
む

　
※

グ
ラ

イ
土

　
H

-8
　

  水
田

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
中

礫
～

粗
礫

を
少

量
含

む
　

※
グ

ラ
イ

土
　

H
-9

　
  旧

溝
覆

土
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

H
-1

5 
   

水
田

床
土

　
7.

5Y
R4

/4
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

H
-1

1 
   

旧
溝

覆
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　

H
-1

2 
   

水
田

　
7.

5Y
R3

/4
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

中
礫

～
粗

礫
を

少
量

含
む

　
※

グ
ラ

イ
土

H
-1

3 
   

旧
溝

覆
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　
　

H
-1

4 
   

旧
畦

畔
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　

H
-1

6 
   

水
田

　
7.

5Y
R4

/3
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

H
-1

0 
   

旧
溝

覆
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

や
や

粘
性

あ
り

　
　

H
-1

7　
水

田
　

7.
5Y

R4
/3

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　
径

1
～

3
㎝

の
粗

礫
を

わ
ず

か
に

含
む

　

H
-1

8 
   

 床
土

　
　

7.
5Y

R4
/3

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　
径

1
～

3
㎝

の
粗

礫
を

少
量

含
む

　

H
-1

9 
   

 床
土

鉄
分

　
7.

5Y
R4

/3
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

径
1

～
3

㎝
の

粗
礫

を
中

量
含

む
　

H
-2

0　
 北

堀
2

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
灰

色
が

か
っ

た
褐

色
粘

土
　

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　

H
-2

1　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

径
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礫
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む
　

鉄
分
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む
　

H
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2　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4
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褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

径
1

～
3

㎝
の

粗
礫

を
わ

ず
か

に
含

む
　

鉄
分

を
少

量
含

む
　

H
-2

3　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
強

い
　

径
1

～
3

㎝
の

粗
礫

を
少

量
含

む
　

鉄
分

を
わ

ず
か

に
含

む
　

H
-2

4　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

H
-2

5　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

H
-2

6　
 北

堀
1

覆
土

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
粘

土
　

し
ま

り
あ

り
　

粘
性

あ
り

　

H
-2

7　
 北

堀
1

覆
土

　（
科

学
分

析
層

順
）

H
-2

8　
 北

堀
1

覆
土

　（
科

学
分

析
層

順
）　

　

H
-2

9　
 北

堀
1

覆
土

　（
科

学
分

析
層

順
）　

　
　

　

H
-3

0　
 北

堀
1

覆
土

　（
科

学
分

析
層

順
）

  中
礫

～
粗

礫
を

少
量

含
む

　
※

グ
ラ

イ
土

　
近

代
陶

磁
器

出
土

径
1

～
3

㎝
の

中
礫

～
粗

礫
を

少
量

、
鉄

分
を

斑
状

に
中

量
含

む
　

※
グ

ラ
イ

土
　

 鉄
分

を
斑

状
に

多
量

含
む

（
鉄

分
沈

澱
）　

D
-1

8
層

よ
り

も
鉄

分
多

い
　

鉄
分

を
斑

状
に

少
量

含
む

　
D

-1
6

層
よ

り
も

鉄
分

多
い

　
※

グ
ラ

イ
土

　

　
 鉄

分
を

斑
状

に
中

量
含

む
（

鉄
分

沈
澱

）　
D

-1
7

層
よ

り
も

鉄
分

多
い

　

　
 径

5
～

50
㎝

の
礫

を
多

量
含

み
、

そ
の

間
に

褐
色

粘
土

が
堆

積
し

て
い

る
。

　

上
位

層
と

の
境

に
鉄

分
沈

澱
が

み
ら

れ
る

　
※

グ
ラ

イ
土

鉄
分

を
斑

状
に

中
量

、
径

5
～

10
㎝

の
礫

を
少

量
含

む
　

※
グ

ラ
イ

土

鉄
分

を
を

ず
か

に
含

み
、

径
0.

5
～

2
㎝

の
中

礫
を

少
量

含
む

　
※

旧
畦

畔

径
1

～
3

㎝
の

粗
礫

を
少

量
含

む
　

鉄
分

多
く

見
ら

れ
る

　
※

水
田

床
土

　

径
1

～
3

㎝
の

粗
礫

を
わ

ず
か

に
含

む
　

鉄
分

を
斑

状
に

わ
ず

か
に

含
む

　
※

グ
ラ

イ
土

　

　
 径

3
～

5
㎝

の
礫

を
わ

ず
か

に
含

む
　

鉄
分

を
少

量
含

む
　

カ
ー

ボ
ン

を
わ

ず
か

に
含

む
　

　
 径

3
～

30
㎝

の
礫

を
中

量
含

む
　

鉄
分

を
少

量
含

む
　

カ
ー

ボ
ン

を
わ

ず
か

に
含

む
　

　
 径

3
～

20
㎝

の
礫

を
少

量
含

む
　

カ
ー

ボ
ン

を
わ

ず
か

に
含

む
　

 粘
土

層
　

　
　

酸
化

し
て

い
る

の
で

滞
水

と
渇

水
を

繰
り

返
し

た
堆

積
。

微
化

石
が

分
解

し
て

い
る

。

　
 7

.5
YR

5/
6

明
褐

色
粘

土
　

し
ま

り
あ

り
　

カ
ー

ボ
ン

・
鉄

分
を

わ
ず

か
に

含
む

 最
下

層
　

　
   

 7
.5

YR
4/

6
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
   

  鉄
分

を
わ

ず
か

に
含

む
　

細
礫

～
中

礫
を

少
量

含
む

   
  鉄

分
を

わ
ず

か
に

含
む

　
細

礫
～

中
礫

を
わ

ず
か

に
含

む

   
  鉄

分
を

わ
ず

か
に

含
む

　
径

3
～

30
㎝

の
礫

を
少

量
含

む

 最
下

層
　

　
   

 7
.5

YR
4/

6
褐

色
シ

ル
ト

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

　 　
　

　
 最

下
層

　
　

   
 7

.5
YR

4/
6

褐
色

粘
土

　
や

や
し

ま
り

あ
り

　
粘

性
あ

り
　

鉄
分

を
斑

状
に

中
量

含
む

　
※

グ
ラ

イ
土

　

相
良

頼
景

館
跡

　
　

北
側

堀
跡

ト
レ

ン
チ

（
令

和
3

年
度

）
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D
-1

　
  表

土
　

10
YR

4/
6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

D
-2

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-3

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
2

～
10

㎝
の

礫
を

少
量

含
む

　
　

D
-4

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

径
1

～
2

㎝
の

中
礫

を
多

量
、

径
2

～
5

㎝
の

粗
礫

を
少

量
含

む
D

-5
　

  石
積

裏
込

　
　

径
5

～
15

㎝
の

円
礫

の
層

、
土

は
含

ま
ず

D
-6

　
  石

積
構

築
士

　
7.

5Y
R4

/6
褐

色
シ

ル
ト

を
基

本
と

し
、

細
砂

と
粗

砂
を

多
量

、
細

礫
～

中
礫

を
中

量
含

む
　

し
ま

り
な

し
D

-7
　

  礫
混

じ
り

　
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

や
や

し
ま

り
あ

り
　

径
3

～
30

㎝
の

礫
を

多
量

含
む

D
-8

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/6

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

細
礫

を
多

量
、

径
3

～
10

㎝
の

礫
を

中
量

含
む

D
-9

　
  盛

土
　

7.
5Y

R4
/4

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
　

中
礫

を
中

量
含

む
　

D
-8

層
よ

り
も

色
調

暗
い

D
-1

0 
   

黒
土

　
7.

5Y
R3

/4
暗

褐
色

シ
ル

ト
　

し
ま

り
な

し
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や

粘
性

あ
り

　
中

砂
を

少
量

含
む

D
-1

1 
   

礫
層

　
細

礫
～

粗
石

に
よ

る
礫

層
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ル

ト
は

含
ま

な
い

D
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土

　
7.
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R4
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褐
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シ

ル
ト

　
し

ま
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な
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礫
を
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む
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褐
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塁
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り
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む

　
径

1
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5
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っ
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1　

水
性

堆
積

　
7.

5Y
R4
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褐
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ル
ト

　
し

ま
り

な
し
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や
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性
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り
　

堆
積

構
造
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認
で
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い
た

め
短

期
間

に
よ

る
水

性
堆

積
物

D
-1

8　
整

地
層

①
　

　
整
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科
学
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順
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D
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土
層

　
7.

5Y
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少
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あ
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褐
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、
径
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～

20
㎝

の
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3　

水
性
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積
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な
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積
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積
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D
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4　
地

山
礫
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細
礫

を
基

本
と

す
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が
細

砂
～

粗
礫

を
多

量
に

含
む

礫
層

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

土
塁

下
位

層
　

7.
5Y

R3
/4

暗
褐

色
シ

ル
ト

　
し

ま
り

あ
り

　
や

や
粘

性
あ

り
　

　
　

カ
ー

ボ
ン

・
焼

土
粒

・
土

器
細

片
を

中
量

含
む

カ
ー

ボ
ン

を
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含

む
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じ
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第75図　令和３年度調査時の出土遺物
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1　
H
-2
　
水
田
　
7.
5Y
R4
/4
褐
色
シ
ル
ト
　
や
や
し
ま
り
あ
り
　
や
や
粘
性
あ
り
　

2　
H
-3
　
水
田
　
7.
5Y
R3
/4
暗
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
や
や
粘
性
あ
り
　

4　
H
-4
　
旧
畦
畔
　
7.
5Y
R4
/4
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

5　
H
-5
　
旧
畦
畔
　
7.
5Y
R4
/4
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り

3　
H
-6
　
水
田
　
7.
5Y
R3
/4
暗
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

6　
H
-1
4　
旧
畦
畔
　
7.
5Y
R4
/6
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
や
や
粘
性
あ
り
　

7　
H
-1
6　
水
田
　
7.
5Y
R4
/3
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　
　

8　
H
-1
7　
水
田
　
7.
5Y
R4
/3
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　
D
-1
6
層
よ
り
も
鉄
分
多
い
　

9　
溝
覆
土
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

10
　
溝
覆
土
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

11
　
溝
覆
土
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

12
　
溝
覆
土
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　

13
　
H
-1
6　
　
水
田
　
7.
5Y
R4
/3
褐
色
シ
ル
ト
　
し
ま
り
あ
り
　
粘
性
あ
り
　
に
含
む
　

14
　
H
-1
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第１節　遺跡の概要
１．遺跡の概要

青蓮寺は多良木町大字黒肥地字北山下に所在する真言
宗智山派の寺院であり、その境内に青蓮寺阿弥陀堂があ
る。青蓮寺阿弥陀堂は、大正２年４月 14 日（内務省告
示第 24 号）にて、特別保護建造物の指定を受け、その
後、昭和 32 年６月 18 日（文化財保護委員会告示第 32
号）付けで、棟札２枚が附指定となっている。また、阿
弥陀堂内に安置されている木造阿弥陀如来及両脇侍立像
は大正元年９月３日に重要文化財指定を受けている。
『歴代嗣誠独集覧』『南藤蔓綿録』『求麻外史』には、

青蓮寺は鎮西相良氏の祖である相良頼景の後室とされる
青蓮尼の位牌所として、永仁６年（1298）に多良木家
の相良頼宗によって草創されたと伝えられる。また、青
蓮寺が草創される３年前の永仁３年（1295）に多良木
家の相良頼宗が相良頼景の廟を建て、阿弥陀三尊を祀っ
たとの記載がある。堂内に安置された阿弥陀三尊像の両
脇侍の足の枘には永仁３年（1295）の銘があり、これ
を証左する。阿弥陀三尊は院派仏師である法印院玄の作
である。

青蓮寺境内地には、阿弥陀堂の北側斜面に県指定史跡
である「青蓮寺古塔碑群」が所在する。

２．青蓮寺阿弥陀堂の履歴（建築学的見地での履歴表）
平成６年度から平成８年度にかけて、青蓮寺阿弥陀堂

の解体修理が実施された。その際の調査結果を次に記す。
天文 11 年修理時の棟札裏面には、「嘉吉３年」「天文

11 年」と、ともに「再興」との記述が認められている。
建築学的見地から、現在の阿弥陀堂の建立年代としては、
嘉吉３年（1443）が妥当であると考えられている。し
かし、『歴代嗣誠独集覧』に記載ある阿弥陀三尊を祀る
廟の痕跡として、須弥壇の部材に転用部材である正面と
東面の上框・中框、上段の束、格狭間板と盲連子板が転
用されている。これらは鎌倉時代後期の様式である。ま

た、寺に保管されてあった須弥壇高欄の通栭も、その様
式から、鎌倉時代後期のものと解釈されている。建築学
的見地からの青蓮寺阿弥陀堂の変遷過程は、第４表の通
りである。

この解体修理時の基礎工事根切りに伴い確認調査が行
われ、土師器が出土している。修理報告書では、土師器
の坏１点、小皿３点が掲載されている。今回、報告書を
もとに再編集し、参考資料として次に掲載する。

№ 口径 底径 器高 色調 底部
№ 1 7.8cm 4.8cm 1.8cm 淡茶褐色 糸切
№ 2 12.8cm 7.0cm 3.8cm 淡茶褐色 糸切
№ 3 9.5cm 6.8cm 1.4cm 淡茶褐色 糸切
№ 4 7.1cm 5.5cm 1.5cm 淡茶褐色 糸切

【参考文献】
宗教法人青蓮寺　文化財建造物保存技術協会編　1996『重要文
化財青蓮寺阿弥陀堂保存修理工事報告書』

３．平成２５年度下水道再設置時の調査
平成 25 年７月 11 日、下水道工事に伴い立会している。

県道 44 号線（人吉水上線）に埋設された下水道管の更
新工事である。包含層などへの影響は無かった。本工事
の掘削に伴い、土層の状況を確認した。その結果、青蓮
寺阿弥陀堂の中軸線（参道）から西側へ 15.5 ｍのとこ
ろで南北方向に走る溝を表土から約 80cm 下で確認し
た。溝幅は約２ｍ、深さ１ｍである。

４．平成２７年度下水道設置工事時の調査
平成 27 年９月８日、マンホール設置に伴い立会して

いる。現在の道路から約 70cm 下に旧路面を確認した。
旧路面は暗褐色シルトで、硬くしまっている。

第Ⅴ章　青蓮寺境内の調査

〔昭和３０年代宮元尚氏撮影〕
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５．平成２８年度の青蓮寺阿弥陀堂保存修理事業に伴う
確認調査

平成 28 年８月１日付け 28 青蓮寺第６号にて法 93 条
の埋蔵文化財の届出があった。耐震・耐風対策のため、
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粘性あり　しまりややあり

Ⅲ層：アカホヤ　　黄褐色シルト　Hue10YR5/8
2cm 大の黒いブロックを少量含む
粘性あり　しまりややあり

Ⅳ層：黒褐色シルト　Hue10YR2/2
1ｍｍ大のアカホヤ粒子を極少含む
粘性ややあり　しまりややあり

Ⅴ層：黒褐色シルト Hue10YR3/2
1cm大の黒いブロックを少量含む
粘性ややあり　しまりややあり

Ⅵ層：シラスの二次堆積　にぶい黄澄シルト
Hue10YR5/4　5ｍｍ大の礫を少量含む
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Ⅶ層：シラスの二次堆積　にぶい黄澄シルト
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性ややあり　しまりややあり

Ⅷ層：河川の二次堆積　　にぶい黄澄シルト
Hue10YR6/4　1cm～ 5cm大の礫を多く含む　粘
性ややあり　しまりややあり

アンカーウェイト設置場所（Ａ）では、Ⅲ層（アカホ
ヤ層）上面からピット１基を確認した。遺物の出土は無
かった。ピット覆土はⅡ－３層である。アンカーウェイ
ト設置場所（Ｂ）では、Ⅲ層（アカホヤ層）上面からピッ
ト１基を確認した。遺物の出土は無かった。このピット
覆土はⅡ－３層である。アンカーウェイト設置場所（Ｃ）
では、Ⅲ層（アカホヤ層）上面からピット１基を確認し
た。遺物の出土は無かった。アンカーウェイト設置場所

（Ｄ）では、遺構・遺物ともに無かった。

平成２７年度下水道設置工事時の調査平成２５年度下水道再設置時の調査
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『歴代嗣誠独集覧』『南藤蔓綿録』『求麻外史』には、

青蓮寺は鎮西相良氏の祖である相良頼景の後室とされる
青蓮尼の位牌所として、永仁６年（1298）に多良木家
の相良頼宗によって草創されたと伝えられる。また、青
蓮寺が草創される３年前の永仁３年（1295）に多良木
家の相良頼宗が相良頼景の廟を建て、阿弥陀三尊を祀っ
たとの記載がある。堂内に安置された阿弥陀三尊像の両
脇侍の足の枘には永仁３年（1295）の銘があり、これ
を証左する。阿弥陀三尊は院派仏師である法印院玄の作
である。

青蓮寺境内地には、阿弥陀堂の北側斜面に県指定史跡
である「青蓮寺古塔碑群」が所在する。

２．青蓮寺阿弥陀堂の履歴（建築学的見地での履歴表）
平成６年度から平成８年度にかけて、青蓮寺阿弥陀堂

の解体修理が実施された。その際の調査結果を次に記す。
天文 11 年修理時の棟札裏面には、「嘉吉３年」「天文

11 年」と、ともに「再興」との記述が認められている。
建築学的見地から、現在の阿弥陀堂の建立年代としては、
嘉吉３年（1443）が妥当であると考えられている。し
かし、『歴代嗣誠独集覧』に記載ある阿弥陀三尊を祀る
廟の痕跡として、須弥壇の部材に転用部材である正面と
東面の上框・中框、上段の束、格狭間板と盲連子板が転
用されている。これらは鎌倉時代後期の様式である。ま

た、寺に保管されてあった須弥壇高欄の通栭も、その様
式から、鎌倉時代後期のものと解釈されている。建築学
的見地からの青蓮寺阿弥陀堂の変遷過程は、第４表の通
りである。

この解体修理時の基礎工事根切りに伴い確認調査が行
われ、土師器が出土している。修理報告書では、土師器
の坏１点、小皿３点が掲載されている。今回、報告書を
もとに再編集し、参考資料として次に掲載する。

№ 口径 底径 器高 色調 底部
№ 1 7.8cm 4.8cm 1.8cm 淡茶褐色 糸切
№ 2 12.8cm 7.0cm 3.8cm 淡茶褐色 糸切
№ 3 9.5cm 6.8cm 1.4cm 淡茶褐色 糸切
№ 4 7.1cm 5.5cm 1.5cm 淡茶褐色 糸切

【参考文献】
宗教法人青蓮寺　文化財建造物保存技術協会編　1996『重要文
化財青蓮寺阿弥陀堂保存修理工事報告書』

３．平成２５年度下水道再設置時の調査
平成 25 年７月 11 日、下水道工事に伴い立会している。

県道 44 号線（人吉水上線）に埋設された下水道管の更
新工事である。包含層などへの影響は無かった。本工事
の掘削に伴い、土層の状況を確認した。その結果、青蓮
寺阿弥陀堂の中軸線（参道）から西側へ 15.5 ｍのとこ
ろで南北方向に走る溝を表土から約 80cm 下で確認し
た。溝幅は約２ｍ、深さ１ｍである。

４．平成２７年度下水道設置工事時の調査
平成 27 年９月８日、マンホール設置に伴い立会して

いる。現在の道路から約 70cm 下に旧路面を確認した。
旧路面は暗褐色シルトで、硬くしまっている。
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第80図　青蓮寺阿弥陀堂立面図
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独
集

覧
正

面
側

廻
り

内
部

側
内

法
長

押
下

端
に

「
永

正
11

年
」

の
墨

書
天

文
　

11
（

15
42

）
永

仁
+2

47
喜

吉
+9

9
永

正
+3

2

・
屋

根
葺

替
（

3
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
背

面
丸

桁
取

り
替

え
・

背
面

大
斗

取
り

替
え

・
縁

束
、

縁
葛

取
り

替
え

・
壁

板
取

替
、

板
押

さ
え

を
設

置
※

天
文

11
年

棟
礼

万
治

　
元

（
16

58
）

永
仁

+3
63

喜
吉

+2
15

天
文

+1
16

・
屋

根
葺

替
（

6
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
軒

廻
り

小
修

理
？

・
縁

廻
り

補
修

？
・

厨
子

設
置

須
弥

壇
を

現
状

の
高

に
し

た
？

・
壁

板
取

替
・

補
修

？
※

天
文

11
年

棟
札

裏
面

追
記

元
禄

　
2（

16
89

）
永

仁
+3

94
喜

吉
+2

46
天

文
+1

47
万

治
+3

1

・
屋

根
葺

替
（

7
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
厨

子
設

置
須

弥
壇

を
現

状
の

高
に

し
た

？

・
壁

板
取

替
・

補
修

？
※

天
文

11
年

棟
札

裏
面

追
記

寛
保

　
元

（
17

41
）

永
仁

+4
46

喜
吉

+2
98

天
文

+1
99

元
禄

+5
2

・
屋

根
葺

替
（

9
回

目
？

）
・

向
拝

新
設

屋
根

柿
葺

※
向

拝
繋

梁
柄

の
墨

書

宝
暦

　
4（

17
54

）
永

仁
+4

59
喜

吉
+3

11
天

文
+2

12
万

治
+9

6
元

禄
+6

5
寛

保
+1

3

・
屋

根
葺

替
（

10
回

目
？

）
扠

首
組

か
ら

和
小

屋
に

変
更

・
丸

桁
、

地
垂

木
、

木
負

、
飛

檐
垂

木
、茅

負
、裏

甲
、

化
粧

隅
木

、
軒

支
輪

裏
板

取
替

、
軒

支
輪

補
修

・
柱

根
継

・
足

固
貫

一
部

取
替 ・

内
法

長
押

、
切

目
長

押
背

面
を

除
き

取
替

・
修

理
で

は
柱

傾
斜

を
是

正
し

て
い

な
い

・
縁

廻
り

改
修

縁
束

を
等

間
に

配
置

隅
扠

首
を

使
わ

ず
縁

板
掛

を
縁

葛
ま

で
伸

ば
す

縁
束

、
縁

束
貫

、
縁

葛
縁

板
掛

取
替

・
根

太
の

一
部

取
替

と
配

置
換

え

・
須

弥
壇

天
端

に
段

を
付

け
た

・
厨

子
の

正
面

羽
目

板
を

3
枚

に
し

、
格

子
戸

的
な

建
具

を
撤

去

・
側

廻
り

正
面

中
央

3
間

を
桟

唐
戸

両
開

き
2

枚
建

て
と

し
た

・
板

壁
取

替
、

補
修

・
北

東
隅

に
仏

壇
新

設
・

側
廻

り
背

面
西

端
間

に
窓

を
設

け
、

板
戸

引
違

い
2

枚
建

て
と

し
た

※
宝

暦
4

年
棟

礼
、

墨
書

解
体

調
査

の
結

果

明
治

　
15

（
18

82
）

永
仁

+5
87

喜
吉

+4
39

宝
暦

+1
28

・
屋

根
葺

替
（

14
回

目
？

）
・

屋
根

を
桟

瓦
葺

に
変

更
※

明
治

16
年

の
記

録

― 110 ―



- 111 -

箇
所

    
 年

代
屋

根
小

屋
組

軒
廻

リ
・

組
物

軸
　

部
向

　
拝

緑
・

木
　

階
床

　
組

須
弥

壇
間

仕
切

・
建

具
・

造
作

備
　

考
明

治
中

期
～

後
期

・
屋

根
葺

替
（

15
回

目
？

）
・

正
面

側
廻

り
両

端
の

板
壁

に
格

子
窓

を
設

け
取

り
外

し
式

の
板

戸
を

入
れ

た
・

側
廻

り
側

面
中

央
間

の
板

戸
を

取
り

替
え

た
・

側
廻

り
西

面
北

端
間

に
窓

を
開

け
上

げ
下

げ
式

の
板

戸
を

入
れ

た
・

側
廻

り
背

面
西

端
間

の
窓

に
格

子
を

設
け

た

※
明

治
16

年
の

記
録

解
体

 
   

調
査

の
結

果

大
正

年
間

・
高

欄
取

替
・

背
面

入
側

中
央

3
間

を
部

屋
と

し
て

間
仕

切
り

畳
敷

き
に

し
て

、
床

に
炉

を
切

る
※

智
海

住
職

談

昭
和

　
24

（
19

49
）

永
仁

+6
54

喜
吉

+5
06

宝
暦

+1
95

・
正

面
側

廻
り

中
央

3
間

桟
唐

戸
内

側
に

引
違

腰
付

明
障

子
設

置

※
智

海
住

職
談

昭
和

　
27

（
19

52
）

永
仁

+6
57

喜
吉

50
9

宝
暦

+1
98

・
背

面
入

側
に

位
牌

段
新

設
※

智
海

住
職

談

昭
和

　
30

（
19

55
）

永
仁

+6
60

喜
吉

+5
12

天
文

+4
13

宝
暦

+2
01

明
治

15
+7

3

・
屋

根
葺

替
(1

7
回

目
?)

・
裏

甲
修

理
・

正
面

縁
板

一
部

取
替

・
敷

・
鴨

居
一

部
取

替
、

補
修

（
無

目
敷

居
、

幕
板

含
む

）

※
国

庫
補

助
事

業
工

事
主

任
岩

崎
久

太
郎

昭
和

　
44

（
19

69
）・

避
雷

針
設

置
・

ス
ポ

ッ
ト

感
知

器
  設

置
・

空
気

管
付

設
・

空
気

管
付

設
・

空
気

管
付

設
・

空
気

管
付

設
※

国
庫

補
助

事
業

昭
和

　
57

（
19

82
）

永
仁

+6
87

喜
吉

+5
39

寛
保

+2
41

宝
暦

+2
28

明
治

15
+1

00

・
向

拝
屋

根
葺

替
土

居
葺

を
ル

ー
フ

ィ
ン

グ
に

変
更

・
軒

先
野

地
板

、
垂

木
鼻

先
修

理

※
智

海
住

職
談

平
成

　
6

（
19

94
）

永
仁

+6
99

喜
吉

+5
51

寛
保

+2
53

宝
暦

+2
40

※
国

庫
補

助
事

業
   

解
体

修
理

平
成

　
28

（
20

16
）

永
仁

+7
21

喜
吉

+5
73

寛
保

+2
75

宝
暦

+2
62

・
屋

根
葺

替
（

19
回

目
？

）
・

耐
震

補
強

※
国

庫
補

助
事

業

令
和

　
2（

20
20

）
永

仁
+7

25
喜

吉
+5

77
寛

保
+2

79
宝

暦
+2

66

・
屋

根
部

分
　

修
理

※
町

補
助

事
業
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第
４
表
　
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
変
遷
表

箇
所

    
 年

代
屋

根
小

屋
組

軒
廻

リ
・

組
物

軸
　

部
向

　
拝

緑
・

木
　

階
床

　
組

須
弥

壇
間

仕
切

・
建

具
・

造
作

備
　

考
永

仁
　

3（
12

95
）

・
和

様
須

弥
壇

、
擬

宝
珠

高
欄

付
歴

代
嗣

誠
独

集
覧

南
藤

蔓
綿

録
求

麻
外

史
天

文
11

年
棟

札
裏

面

相
良

頼
景

の
廟

嘉
吉

3（
14

43
）

現
在

の
阿

弥
陀

堂
の

建
立

永
仁

＋
14

8

・
茅

葺
・

扠
首

組
・

2
軒

・
1

間
（

6.
54

尺
）

12
支 ・

軒
支

輪
3

支
に

1
本

・
化

粧
隅

木
1

木
造

・
出

組
（

側
廻

り
内

部
側

は
二

手
先

）

・
柱

、
足

固
貫

、
切

目
長

押
、

内
法

貫
、

飛
貫

、
台

輪
・

5
間

4
面

全
て

等
間

・
柱

足
元

礎
石

に
光

り
付

け

・
な

し
・

切
目

縁
、

正
面

木
階

付
・

緑
束

（
7

寸
角

）、
水

貫
、縁

葛
、縁

板
掛

、
隅

扠
首

、
縁

板

・
大

引
（

身
舎

中
央

足
固

貫
造

り
出

し
）、

根
太

、
床

板

・
前

身
建

物
の

も
の

を
転

用
・

地
覆

を
2

段
追

加 ・
取

替
材

、
新

補
材

に
漆

塗
り

・
側

廻
り

正
面

中
央

3
間

桟
唐

戸
両

開
き

2
枚

建
て

？
側

面
中

央
間

板
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

背
面

中
央

間
板

扉
両

開
き

2
枚

建
て

？
内

外
陣

境
中

央
間

格
子

戸
嵌

め
殺

し
1

枚
建

て
？

中
央

両
脇

間
格

子
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

両
脇

間
格

子
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

内
陣

脇
陣

境
格

子
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

格
子

戸
引

違
い

2
建

て
？

内
陣

後
陣

境
腰

付
格

子
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

脇
陣

後
陣

境
格

子
戸

引
違

い
2

枚
建

て
？

天
文

11
年

棟
札

裏
面

追
記

永
正

　
7（

15
10

）
永

仁
+2

15
喜

吉
+6

7

・
屋

根
葺

替
（

2
回

目
？

）
・

側
廻

り
外

部
、

正
面

内
部

側
内

法
長

押
設

置
・

背
面

中
央

間
に

半
長

押
設

置
※

歴
代

嗣
誠

独
集

覧
正

面
側

廻
り

内
部

側
内

法
長

押
下

端
に

「
永

正
11

年
」

の
墨

書
天

文
　

11
（

15
42

）
永

仁
+2

47
喜

吉
+9

9
永

正
+3

2

・
屋

根
葺

替
（

3
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
背

面
丸

桁
取

り
替

え
・

背
面

大
斗

取
り

替
え

・
縁

束
、

縁
葛

取
り

替
え

・
壁

板
取

替
、

板
押

さ
え

を
設

置
※

天
文

11
年

棟
礼

万
治

　
元

（
16

58
）

永
仁

+3
63

喜
吉

+2
15

天
文

+1
16

・
屋

根
葺

替
（

6
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
軒

廻
り

小
修

理
？

・
縁

廻
り

補
修

？
・

厨
子

設
置

須
弥

壇
を

現
状

の
高

に
し

た
？

・
壁

板
取

替
・

補
修

？
※

天
文

11
年

棟
札

裏
面

追
記

元
禄

　
2（

16
89

）
永

仁
+3

94
喜

吉
+2

46
天

文
+1

47
万

治
+3

1

・
屋

根
葺

替
（

7
回

目
？

）
・

小
屋

組
補

修
？

・
厨

子
設

置
須

弥
壇

を
現

状
の

高
に

し
た

？

・
壁

板
取

替
・

補
修

？
※

天
文

11
年

棟
札

裏
面

追
記

寛
保

　
元

（
17

41
）

永
仁

+4
46

喜
吉

+2
98

天
文

+1
99

元
禄

+5
2

・
屋

根
葺

替
（

9
回

目
？

）
・

向
拝

新
設

屋
根

柿
葺

※
向

拝
繋

梁
柄

の
墨

書

宝
暦

　
4（

17
54

）
永

仁
+4

59
喜

吉
+3

11
天

文
+2

12
万

治
+9

6
元

禄
+6

5
寛

保
+1

3

・
屋

根
葺

替
（

10
回

目
？

）
扠

首
組

か
ら

和
小

屋
に

変
更

・
丸

桁
、

地
垂

木
、

木
負

、
飛

檐
垂

木
、茅

負
、裏

甲
、

化
粧

隅
木

、
軒

支
輪

裏
板

取
替

、
軒

支
輪

補
修

・
柱

根
継

・
足

固
貫

一
部

取
替 ・

内
法

長
押

、
切

目
長

押
背

面
を

除
き

取
替

・
修

理
で

は
柱

傾
斜

を
是

正
し

て
い

な
い

・
縁

廻
り

改
修

縁
束

を
等

間
に

配
置

隅
扠

首
を

使
わ

ず
縁

板
掛

を
縁

葛
ま

で
伸

ば
す

縁
束

、
縁

束
貫

、
縁

葛
縁

板
掛

取
替

・
根

太
の

一
部

取
替

と
配

置
換

え

・
須

弥
壇

天
端

に
段

を
付

け
た

・
厨

子
の

正
面

羽
目

板
を

3
枚

に
し

、
格

子
戸

的
な

建
具

を
撤

去

・
側

廻
り

正
面

中
央

3
間

を
桟

唐
戸

両
開

き
2

枚
建

て
と

し
た

・
板

壁
取

替
、

補
修

・
北

東
隅

に
仏

壇
新

設
・

側
廻

り
背

面
西

端
間

に
窓

を
設

け
、

板
戸

引
違

い
2

枚
建

て
と

し
た

※
宝

暦
4

年
棟

礼
、

墨
書

解
体

調
査

の
結

果

明
治

　
15

（
18

82
）

永
仁

+5
87

喜
吉

+4
39

宝
暦

+1
28

・
屋

根
葺

替
（

14
回

目
？

）
・

屋
根

を
桟

瓦
葺

に
変

更
※

明
治

16
年

の
記

録
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第81図　アンカーウエイト掘削時の土層図
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第２節　青蓮寺古塔碑群の調査
１．石造物の調査（第82図・第５表）

青蓮寺古塔碑群は、熊本県の史跡指定（昭和 44 年３
月 20 日）を受けている。青蓮寺古塔碑群は『多良木町
史（昭和 55 年刊行）』編纂時に、町史編纂委員会によ
る悉皆調査が行われている。今回、『多良木町史』を基
礎資料とし、再度、石造物の個別調書を作成した。

古塔碑群の中心には壇上積基壇が配置され、その周囲
に石造物が並ぶ。壇上積基壇の上には五輪塔が７基配置
されている。昭和 37 年に熊本県警察本部警務部教養課
が編集・発行した『管内実態調査書―城南篇―』には「八
基の五輪塔が一区画をなし・・・後列右側の一基に蓮寂
の二字が深く刻まれ、上相良初代頼景の墓標であること
が認められる。八基は頼景より頼氏・頼宗・経頼・頼仲・
頼久・頼観の墓標が認められる」との記載がある。この
ことから、７基の五輪塔は多良木家歴代の当主のものと
伝えられていたことがわかる。

五輪塔の規模・形態・梵字の様子から見て、鎌倉後期
まで遡ると思われるのは伝頼景塔である。空風輪は後補
である。火輪・水輪・地輪には基準線を縦に刻み、面に
対し梵字を薬研に大きく刻んでいる。火輪の軒は強く反
る。

壇上積基壇に近い西側に、永留長続・為続らの五輪塔
が並び、それらの西側に戦国期〜江戸初期の相良氏当主
などの五輪塔が配置されている。

２．壇上積基壇の調査
阿弥陀堂裏の南向き傾斜面に段造成を行い、そこに壇

上積基壇が設置されている。阿弥陀堂の中軸線上に配置
され、堂裏側から石段を登った正面である。石段はその
構成石材に残る矢穴から江戸期の整備と考えられる。

昭和 16 年に刊行された『球磨郡誌』の掲載写真と、
昭和30年代に宮元尚氏（元多良木町長）が撮影した写真、
現在の状況を比較しても大きな変化はない。

今回の調査は、掘削を伴うものではないため、現状観
察の結果を記載する。

基壇北面は完全に埋もれ、東・西面は半分埋もれてい
る。基壇を構成する石材は、すべて加久藤溶結凝灰岩で
ある。

地覆石・束石・羽目石はほぼ完存している。基壇は、
東西３間で 2.9 ｍ、南北３間で 2.3 ｍの規模である。地
覆石は南面のみ露出している。南面で確認できる中央と
左側の羽目石は、幅 67cm、高さ 59cm、厚さ 12cm で
ある。右側の羽目石は２石で、幅 78cm、厚さ 22cm で、
規格が中央と左側と比べ異なる。基壇西面の羽目石は幅
45cm である。羽目石の両側面には継手構造はない。束
石は隅と内部では仕口構造が異なる。南面の両隅の束石
は、25.5cm 角、長さは 59cm である。羽目石との継手は、

２段の段形となり、この段に羽目石が組まれる。隅束以
外の束石は、断面が「Ｔ」字形で、正面幅 25cm、高さ
59cm、厚さ（奥行）33cm である。両側で羽目石が組
まれる。葛石と思われるのは基壇上の南東部に遺残して
いるものと考えられる。敷石はなく、現在の五輪塔は玉
石の上に設置されている。

〔球磨郡誌より〕

〔昭和３０年代　宮元尚氏撮影〕
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第81図　アンカーウエイト掘削時の土層図
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第83図　壇上積基壇実測図及び頼景塔実測図
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第13図　壇上積基壇実測図及び頼景塔実測図
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

1
不

明
-

○
○

-
火

輪
の

上
に

水
輪

2
不

明
-

○
○

-
火

輪
の

上
に

水
輪

3
不

明
○

○
-

○
う

し
ろ

に
火

輪
有

り

4
天

文
21

年
（

15
52

）
○

○
-

○
地

輪
正

面
に

梵
字

（
ア

ー
）

右
に

「
奉

爲
蓮

香
禅

　
□

　
」　

左
に

「
天

文
廿

一
年

壬
子

八
月

十
□

□
」

総
高

97
㎝

 地
輪

高
23

.5
 幅

30
.5

㎝

5
○

○
○

○
総

高
11

0.
5㎝

 地
輪

高
24

㎝
 幅

35
㎝

6
○

○
○

○
総

高
11

9.
5㎝

 地
輪

高
25

㎝
 幅

35
㎝

 ※
水

輪
に

欠
損

有
り

7
○

○
○

○
総

高
10

0.
5㎝

 地
輪

高
24

㎝
 幅

36
㎝

8
○

○
○

○
総

高
97

㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
36

㎝
 ※

空
風

輪
に

欠
損

有
り

9
亨

禄
3

年
（

15
30

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
右

に
「

　
□

　
」　

左
に

「
享

禄
三

年
庚

寅
正

　
□

　
」

総
高

96
㎝

 地
輪

高
28

㎝
 幅

36
㎝

10
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
下

「
孝

子
□

□
」 

右
に

「
□

義
禪

尼
」 

左
に

「
□

五
月

二
十

□
日

」
総

高
95

.5
㎝

 地
輪

高
29

.5
㎝

 幅
35

㎝

11
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

五
大

種
子

の
四

転
総

高
13

4.
5㎝

 地
輪

高
37

㎝
 幅

54
㎝

12
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

総
高

15
1㎝

 地
輪

高
40

㎝
 幅

54
.5

㎝
13

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
総

高
12

2㎝
 地

輪
高

33
㎝

 幅
47

㎝

14
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

伝
頼

景
塔

○
○

○
○

五
大

種
子

の
四

転
総

高
11

4㎝
 地

輪
高

34
㎝

 幅
49

.5
㎝

 ※
火

輪
に

欠
損

有
り

、
空

風
輪

は
後

補

15
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

地
輪

地
輪

中
央

に
梵

字
（

ア
ク

）
の

　
右

に
「

蓮
寂

」
と

追
刻

。
五

大
種

子
の

四
転

「
蓮

寂
」

は
鎮

西
相

良
氏

の
祖

・
相

良
頼

景
16

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
五

大
種

子
の

四
転

総
高

12
0㎝

 地
輪

高
33

㎝
 幅

44
.5

㎝
17

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
五

大
種

子
の

四
転

総
高

13
1.

5㎝
 地

輪
高

40
㎝

 幅
54

㎝

18
大

永
3

年
（

15
23

）
○

-
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
逆

修
勢

應
」　

左
に

、「
大

永
三

年
未

癸
八

月
十

五
日

」　
　

欠
損

部
分

大
　

地
輪

側
に

水
輪

１
個

、
火

輪
２

個
が

あ
る

19
応

仁
2

年
（

14
68

）
伝

長
続

塔
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字（

ア
ー

）　
右

に「
　

□
　

大
禪

定
□

」　
左

に
、應

仁
二

戊
子

二
月

廿
三

日
」伝

永
留

長
続

塔
 総

高
15

0.
5㎝

 地
輪

高
43

㎝
 幅

55
㎝

20
大

永
3

年
（

15
23

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字（

ア
ー

）　
右

に「
重

悦
妙

壽
大

姉
」　

左
に「

大
永

三
天

癸
未

六
月

十
五

日
」総

高
10

9.
5㎝

 地
輪

高
30

㎝
 幅

42
㎝

 ※
水

輪
に

欠
損

有
り

21
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

天
林

昌
運

　
□

」　
左

に
「

　
　

□
　

年
□

丙
十

一
月

廿
□

」
総

高
11

9.
0㎝

 地
輪

高
30

㎝
 幅

45
㎝

22
亨

禄
2

年
（

15
29

）　
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

修
永

天
　

□
　

」　
左

に
「

享
禄

二
己

丑
六

月
四

日
」総

高
10

7.
5㎝

 地
輪

高
26

㎝
 幅

38
㎝

23
○

○
○

○
総

高
11

2.
5㎝

 地
輪

高
29

㎝
 幅

34
㎝

24
天

文
9

年
（

15
40

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
蓮

賀
禪

定
門

」　
左

に
「

天
文

九
年

庚
子

三
月

十
□

」
総

高
10

8㎝
 地

輪
高

31
㎝

 幅
41

㎝

25
寛

永
13

年
（

16
36

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
瑞

祥
院

殿
前

武
衛

」　
左

に
「

天
雙

玄
高

大
居

士
」　

右
側

面
中

央
に

梵
字

（
ア

）　
右

に
「

於
東

関
江

戸
幕

下
」　

左
に

「
入

寂
六

十
三

歳
」　

　
左

側
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ン

）　
右

に
「

寛
永

十
三

丙
子

載
」　

左
に

「
六

月
十

三
日

」 
五

大
種

子
の

四
転

総
高

15
4㎝

 地
輪

高
44

㎝
 幅

57
㎝

人
吉

藩
主

・
相

良
長

毎
の

供
養

塔
  「

求
麻

外
史

」
に

「
寛

永
十

三
年

六
月

十
五

日
櫻

田
邸

に
薨

す
。

赤
坂

邸
に

葬
る

」
と

あ
る

26
寛

文
7

年
（

16
67

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
天

真
院

殿
」　

左
に

「
本

源
雄

性
大

居
士

」　
裏

面
（

北
方

）
中

央
下

に
「

青
蓮

寺
宥

遍
多

良
木

衆
中

」
と

二
行

に
刻

し
、　

右
に

「
寛

文
七

年
丁

未
」、

　
左

に
「

六
月

廿
九

日
」　

五
大

種
子

の
四

転

総
高

15
6.

5㎝
 地

輪
高

11
㎝

 幅
49

㎝
人

吉
藩

主
・

相
良

頼
寛

の
供

養
塔

 頼
寛

は
、

寛
文

七
年

六
月

廿
九

日
人

吉
城

に
於

て
逝

去
、

願
成

寺
廟

所
に

葬
ら

れ
て

い
る

。
宥

遍
と

は
青

蓮
寺

２
０

代
住

職
の

事
　

※
蓮

華
座

を
備

え
、

そ
の

上
に

五
輪

塔
が

建
つ

27
天

正
11

年
（

15
83

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
越

江
蓮

芳
居

士
」　

左
に

「
天

正
十

一
年

癸
未

七
月

十
日

」　
五

大
種

子
の

四
転

総
高

16
2㎝

 地
輪

高
43

㎝
 幅

46
㎝

相
良

義
陽

の
供

養
塔

 義
陽

は
、

天
正

九
年

十
二

月
二

日
響

野
原

に
甲

斐
宗

運
と

戦
っ

て
死

す

第
５
表
　
青
蓮
寺
古
塔
碑
群
一
覧
表
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

28
永

正
11

年
（

15
14

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
歸

空
哉

徳
妙

善
禪

定
尼

　
□

　
」　

左
に

「
于

時
永

正
十

一
天

甲
戌

三
月

廿
三

日
」

総
高

13
0㎝

 地
輪

高
28

㎝
 幅

30
.5

㎝

29
○

○
○

○
総

高
10

7.
5㎝

 地
輪

高
29

㎝
 幅

40
㎝

 左
側

に
地

蔵
菩

薩
（

首
無

し
）

が
あ

る

30
天

正
18

年
（

15
90

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
池

盛
蓮

容
居

士
」　

左
に

「
天

正
十

八
年

夘
月

日
」

総
高

12
0.

5㎝
 地

輪
高

36
㎝

 幅
43

㎝

31
天

文
8

年
（

15
39

）
○

-
-

-
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

為
　

精
窓

□
□

禅
定

門
」　

左
に

「
天

文
八

己
亥

　
孝

子
」

32
○

-
-

-

33
明

応
9

年
（

15
00

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
西

華
蓮

船
大

禪
定

門
」　

左
に

「
于

時
明

應
九

年
庚

申
六

月
四

日
」

総
高

14
4㎝

 地
輪

高
35

.5
㎝

 幅
58

.5
㎝

 相
良

為
続

の
供

養
塔

 「
求

麻
外

史
」

に
「

明
應

九
年

六
月

四
日

に
薨

す
、

無
量

壽
院

に
葬

る
」

と
あ

る

34
明

応
9

年
（

15
00

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
　

□
　

譽
蓮

祐
　

□
　

」　
左

に
「

明
應

九
年

庚
申

十
月

廿
四

日
　

」 
五

大
種

子
の

四
転

総
高

11
0㎝

 地
輪

高
38

㎝
 幅

45
㎝

35
天

文
4

年
（

15
35

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
太

谷
蓮

世
大

禪
定

門
　

」　
左

に
「

天
文

四
年

乙
未

八
月

廿
八

日
」

総
高

10
1㎝

 地
輪

高
27

㎝
 幅

34
.5

㎝
 相

良
長

祇
の

供
養

塔
 「

求
麻

外
史

」
に

、「
大

永
五

年
一

月
八

日
自

殺
 梅

花
筒

口
宝

壽
寺

に
葬

る
」

と
あ

る

36
弘

治
2

年
（

15
56

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
了

徳
永

幸
公

」　
左

に
「

弘
治

二
年

七
月

日
」

総
高

10
3㎝

 地
輪

高
31

㎝
 幅

41
㎝

 相
良

義
滋

の
供

養
塔

 「
求

麻
外

史
」

に
「

天
文

十
五

年
八

月
廿

五
日

鷹
峰

城
に

薨
す

 八
代

蓮
乗

院
に

葬
る

」
と

あ
る

37
弘

治
2

年
（

15
56

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
兆

山
蓮

慶
」　

左
に

「
弘

治
二

天
六

月
日

」　
総

高
10

6㎝
 地

輪
28

㎝
 幅

41
㎝

 相
良

晴
広

の
供

養
塔

「
求

麻
外

史
」

に
「

弘
治

元
年

八
月

十
二

日
、

鷹
峰

城
に

薨
す

」
と

あ
る

38
文

明
19

年
（

14
87

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
威

風
上

虎
」　

左
に

「
文

明
十

九
年

丁
未

六
月

三
十

日
」総

高
13

9㎝
 地

輪
高

39
.5

㎝
 幅

53
.5

㎝
 相

良
長

続
の

四
男

・
頼

泰
の

供
養

塔
※

長
享

元
年

（
１

４
８

７
）

誅
せ

ら
れ

る

39
文

明
19

年
（

14
87

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
賀

呈
道

慶
」　

左
に

「
文

明
十

九
年

丁
未

六
月

三
十

日
」総

高
13

0㎝
 地

輪
高

35
.5

㎝
 幅

44
.5

㎝
 頼

泰
長

男
・

長
泰

（
１

５
才

）
の

供
養

塔
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

※
父

と
共

に
誅

せ
ら

れ
る

40
室

町
時

代
と

推
定

○
○

○
○

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

敬
白

、
奉

造
立

□
輪

　
□

　
、

□
　

也
」　

左
に

「
敬

白
、　

□
　

十
一

日
」

総
高

10
2.

5㎝
 地

輪
高

31
㎝

 幅
41

㎝

41
○

○
○

○
銘

文
な

し
総

高
92

㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
44

㎝
42

○
○

○
○

総
高

78
㎝

 地
輪

高
14

.5
㎝

 幅
35

.5
㎝

43
○

○
○

○
総

高
77

.5
㎝

 地
輪

高
15

.5
㎝

 幅
40

.5
㎝

44
○

○
○

○
総

高
70

.5
㎝

 地
輪

高
20

㎝
 幅

37
㎝

45
永

正
9

年
（

15
12

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
右

に
「

□
月

長
善

禅
定

□
」　

左
に

「
永

正
九

年
壬

申
八

月
□

」
総

高
80

㎝
 地

輪
高

19
.5

㎝
 幅

39
.5

㎝

46
大

永
3

年
（

15
23

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

　
右

方
に

銘
あ

る
も

磨
滅

し
判

読
し

難
い

　
左

に
「

大
永

三
年

癸
未

三
月

廿
三

日
」　

　
左

側
に

地
蔵

菩
薩

像
（

首
な

し
）

を
安

置

47
○

-
-

-
地

輪
高

24
㎝

 幅
32

㎝
 首

な
し

地
蔵

が
乗

る
48

○
-

-
-

49
○

○
○

○
総

高
98

㎝
 地

輪
高

24
.5

㎝
 幅

33
.5

㎝
50

○
○

○
○

総
高

87
㎝

 地
輪

高
20

.5
㎝

 幅
32

㎝
51

○
○

○
○

総
高

93
㎝

 地
輪

高
25

㎝
 幅

34
㎝

52
○

○
○

○
総

高
75

.5
㎝

 地
輪

高
17

.5
㎝

 幅
40

㎝
53

○
○

○
-

地
輪

高
19

㎝
 幅

38
㎝

54
○

○
○

○
総

高
98

.5
㎝

 地
輪

高
23

.5
㎝

 幅
 3

8㎝
 ※

欠
損

部
分

大
55

○
○

○
○

総
高

84
㎝

 地
輪

高
20

.5
㎝

 幅
37

㎝
56

-
-

○
-

別
の

首
な

し
地

蔵
が

転
が

る
57

-
-

○
-

前
に

首
な

し
地

蔵
が

転
が

る
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

1
不

明
-

○
○

-
火

輪
の

上
に

水
輪

2
不

明
-

○
○

-
火

輪
の

上
に

水
輪

3
不

明
○

○
-

○
う

し
ろ

に
火

輪
有

り

4
天

文
21

年
（

15
52

）
○

○
-

○
地

輪
正

面
に

梵
字

（
ア

ー
）

右
に

「
奉

爲
蓮

香
禅

　
□

　
」　

左
に

「
天

文
廿

一
年

壬
子

八
月

十
□

□
」

総
高

97
㎝

 地
輪

高
23

.5
 幅

30
.5

㎝

5
○

○
○

○
総

高
11

0.
5㎝

 地
輪

高
24

㎝
 幅

35
㎝

6
○

○
○

○
総

高
11

9.
5㎝

 地
輪

高
25

㎝
 幅

35
㎝

 ※
水

輪
に

欠
損

有
り

7
○

○
○

○
総

高
10

0.
5㎝

 地
輪

高
24

㎝
 幅

36
㎝

8
○

○
○

○
総

高
97

㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
36

㎝
 ※

空
風

輪
に

欠
損

有
り

9
亨

禄
3

年
（

15
30

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
右

に
「

　
□

　
」　

左
に

「
享

禄
三

年
庚

寅
正

　
□

　
」

総
高

96
㎝

 地
輪

高
28

㎝
 幅

36
㎝

10
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
下

「
孝

子
□

□
」 

右
に

「
□

義
禪

尼
」 

左
に

「
□

五
月

二
十

□
日

」
総

高
95

.5
㎝

 地
輪

高
29

.5
㎝

 幅
35

㎝

11
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

五
大

種
子

の
四

転
総

高
13

4.
5㎝

 地
輪

高
37

㎝
 幅

54
㎝

12
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

総
高

15
1㎝

 地
輪

高
40

㎝
 幅

54
.5

㎝
13

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
総

高
12

2㎝
 地

輪
高

33
㎝

 幅
47

㎝

14
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

伝
頼

景
塔

○
○

○
○

五
大

種
子

の
四

転
総

高
11

4㎝
 地

輪
高

34
㎝

 幅
49

.5
㎝

 ※
火

輪
に

欠
損

有
り

、
空

風
輪

は
後

補

15
壇

上
積

基
壇

上
の

設
置

○
○

○
○

地
輪

地
輪

中
央

に
梵

字
（

ア
ク

）
の

　
右

に
「

蓮
寂

」
と

追
刻

。
五

大
種

子
の

四
転

「
蓮

寂
」

は
鎮

西
相

良
氏

の
祖

・
相

良
頼

景
16

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
五

大
種

子
の

四
転

総
高

12
0㎝

 地
輪

高
33

㎝
 幅

44
.5

㎝
17

壇
上

積
基

壇
上

の
設

置
○

○
○

○
五

大
種

子
の

四
転

総
高

13
1.

5㎝
 地

輪
高

40
㎝

 幅
54

㎝

18
大

永
3

年
（

15
23

）
○

-
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
逆

修
勢

應
」　

左
に

、「
大

永
三

年
未

癸
八

月
十

五
日

」　
　

欠
損

部
分

大
　

地
輪

側
に

水
輪

１
個

、
火

輪
２

個
が

あ
る

19
応

仁
2

年
（

14
68

）
伝

長
続

塔
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字（

ア
ー

）　
右

に「
　

□
　

大
禪

定
□

」　
左

に
、應

仁
二

戊
子

二
月

廿
三

日
」伝

永
留

長
続

塔
 総

高
15

0.
5㎝

 地
輪

高
43

㎝
 幅

55
㎝

20
大

永
3

年
（

15
23

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字（

ア
ー

）　
右

に「
重

悦
妙

壽
大

姉
」　

左
に「

大
永

三
天

癸
未

六
月

十
五

日
」総

高
10

9.
5㎝

 地
輪

高
30

㎝
 幅

42
㎝

 ※
水

輪
に

欠
損

有
り

21
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

天
林

昌
運

　
□

」　
左

に
「

　
　

□
　

年
□

丙
十

一
月

廿
□

」
総

高
11

9.
0㎝

 地
輪

高
30

㎝
 幅

45
㎝

22
亨

禄
2

年
（

15
29

）　
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

修
永

天
　

□
　

」　
左

に
「

享
禄

二
己

丑
六

月
四

日
」総

高
10

7.
5㎝

 地
輪

高
26

㎝
 幅

38
㎝

23
○

○
○

○
総

高
11

2.
5㎝

 地
輪

高
29

㎝
 幅

34
㎝

24
天

文
9

年
（

15
40

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
蓮

賀
禪

定
門

」　
左

に
「

天
文

九
年

庚
子

三
月

十
□

」
総

高
10

8㎝
 地

輪
高

31
㎝

 幅
41

㎝

25
寛

永
13

年
（

16
36

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
瑞

祥
院

殿
前

武
衛

」　
左

に
「

天
雙

玄
高

大
居

士
」　

右
側

面
中

央
に

梵
字

（
ア

）　
右

に
「

於
東

関
江

戸
幕

下
」　

左
に

「
入

寂
六

十
三

歳
」　

　
左

側
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ン

）　
右

に
「

寛
永

十
三

丙
子

載
」　

左
に

「
六

月
十

三
日

」 
五

大
種

子
の

四
転

総
高

15
4㎝

 地
輪

高
44

㎝
 幅

57
㎝

人
吉

藩
主

・
相

良
長

毎
の

供
養

塔
  「

求
麻

外
史

」
に

「
寛

永
十

三
年

六
月

十
五

日
櫻

田
邸

に
薨

す
。

赤
坂

邸
に

葬
る

」
と

あ
る

26
寛

文
7

年
（

16
67

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
天

真
院

殿
」　

左
に

「
本

源
雄

性
大

居
士

」　
裏

面
（

北
方

）
中

央
下

に
「

青
蓮

寺
宥

遍
多

良
木

衆
中

」
と

二
行

に
刻

し
、　

右
に

「
寛

文
七

年
丁

未
」、

　
左

に
「

六
月

廿
九

日
」　

五
大

種
子

の
四

転

総
高

15
6.

5㎝
 地

輪
高

11
㎝

 幅
49

㎝
人

吉
藩

主
・

相
良

頼
寛

の
供

養
塔

 頼
寛

は
、

寛
文

七
年

六
月

廿
九

日
人

吉
城

に
於

て
逝

去
、

願
成

寺
廟

所
に

葬
ら

れ
て

い
る

。
宥

遍
と

は
青

蓮
寺

２
０

代
住

職
の

事
　

※
蓮

華
座

を
備

え
、

そ
の

上
に

五
輪

塔
が

建
つ

27
天

正
11

年
（

15
83

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
越

江
蓮

芳
居

士
」　

左
に

「
天

正
十

一
年

癸
未

七
月

十
日

」　
五

大
種

子
の

四
転

総
高

16
2㎝

 地
輪

高
43

㎝
 幅

46
㎝

相
良

義
陽

の
供

養
塔

 義
陽

は
、

天
正

九
年

十
二

月
二

日
響

野
原

に
甲

斐
宗

運
と

戦
っ

て
死

す

第
５
表
　
青
蓮
寺
古
塔
碑
群
一
覧
表
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

58
○

○
○

○
総

高
77

㎝
 地

輪
高

20
㎝

 幅
36

㎝
59

○
○

○
○

総
高

80
.5

㎝
 地

輪
高

21
㎝

 幅
36

㎝

60
永

禄
5

年
（

15
62

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
敬

白
、

奉
造

立
五

輪
　

□
　

、
逆

修
善

根
□

　
」　

と
三

行
に

刻
み

　
左

に
「

奉
為

　
□

　
、

永
禄

五
　

□
　

」
と

二
行

に
刻

む
総

高
10

1.
5㎝

 地
輪

高
28

.5
㎝

 幅
33

㎝

61
永

禄
5

年
（

15
62

）
？

　
　

　
　

○
○

○
○

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

敬
白

、
奉

造
立

五
輪

　
□

　
、

逆
修

善
根

□
　

」　
と

三
行

に
刻

み
　

左
に

「
奉

爲
　

□
　

、
永

禄
　

□
　

」
と

二
行

に
刻

む
※

欠
損

の
為

永
禄

の
み

解
読

不
可

 総
高

95
.5

㎝
 地

輪
高

25
.5

㎝
幅

33
㎝

 ※
銘

文
の

様
式

か
ら

№
67

と
同

年
月

に
造

立
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

 地
輪

欠
損

有
り

62
○

○
○

○
総

高
83

.5
㎝

 地
輪

高
16

㎝
 幅

29
㎝

 ※
空

風
輪

の
欠

損
大

63
室

町
時

代
と

推
定

○
○

○
○

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

敬
白

□
□

　
」　

左
の

銘
名

は
摩

滅
し

判
読

不
可

総
高

84
.4

㎝
 地

輪
高

15
.5

㎝
 幅

39
㎝

 ※
水

輪
、

火
輪

が
逆

転

64
地

輪
　

天
正

年
代

（
15

73
～

15
91

）
水

輪
　

永
禄

12
年

（
15

69
）

○
○

○
○

地
輪

　
　

水
輪

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

花
山

林
忠

禪
□

□
」　

　
左

に
「

天
正

　
□

　
」　

　
水

輪
中

央
に

梵
字

（
バ

ー
）　

右
に

「
奉

為
賢

[運
］

□
□

禪
定

門
」　

左
に

「
永

禄
十

二
己

巳
六

月
吉

日
　

施
主

　
敬

白
」

総
高

96
㎝

 地
輪

高
24

.5
㎝

 幅
36

㎝
　

65
○

○
○

○
総

高
10

0㎝
 地

輪
高

25
㎝

 幅
40

㎝
　

66
-

-
○

-
全

体
の

欠
損

が
大

き
い

67
-

-
○

-
68

○
○

○
○

総
高

90
㎝

 地
輪

高
20

㎝
 幅

49
㎝

 ※
欠

損
部

大
69

○
○

○
○

総
高

13
5㎝

 地
輪

高
34

㎝
 幅

48
㎝

 ※
空

輪
欠

70
○

-
○

○
総

高
11

4㎝
 地

輪
高

34
㎝

 幅
54

㎝
 ※

水
輪

欠
71

文
明

14
年

（
14

82
）

○
○

○
○

地
輪

正
面

の
右

に
「

朝
賢

阿
闍

梨
」　

　
左

に
「

文
明

十
二

二
年

四
月

九
日

」
総

高
94

.5
㎝

 地
輪

高
29

.5
㎝

 幅
36

㎝
 ※

朝
賢

は
青

蓮
寺

九
代

住
職

72
○

○
○

○
総

高
91

㎝
 地

輪
高

28
㎝

 幅
39

㎝
  ※

空
風

地
輪

欠
損

部
大

73
応

仁
2

年
（

14
68

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
　

□
　

常
香

禪
　

□
　

」　
　

左
に

「
應

仁
二

年
戊

子
三

月
　

　
□

　
」　

総
高

11
2.

5㎝
 地

輪
高

28
㎝

 幅
34

㎝
　

※
五

輪
塔

に
は

基
礎

を
備

え
る

74
○

○
○

○
総

高
98

㎝
 地

輪
高

25
㎝

 幅
40

.5
㎝

　
※

各
輪

欠
損

部
大

75
○

○
○

○
総

高
83

.5
㎝

 地
輪

高
19

.5
㎝

 幅
35

㎝
76

○
○

○
○

総
高

80
.5

㎝
 地

輪
高

18
㎝

 幅
36

.5
㎝

77
正

保
4

年
（

16
47

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
正

保
第

四
年

、
預

修
宣

福
善

根
主

」
と

二
行

に
刻

み
　

　
左

に
「

當
院

主
法

印
政

宥
、

十
月

十
八

日
」

と
二

行
に

し
る

す
総

高
89

㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
37

㎝
 ※

政
宥

は
青

蓮
寺

16
代

住
職

78
天

文
13

年
（

15
44

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
傅

燈
權

大
僧

都
朝

海
」　

　
左

に
「

天
文

十
三

年
庚

辰
十

二
月

□
」

総
高

12
9㎝

 地
輪

高
32

㎝
 幅

41
㎝

　
※

朝
海

は
青

蓮
寺

11
代

住
職

79
天

文
23

年
（

15
54

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
權

大
僧

都
法

　
□

　
」　

　
左

に
「

天
文

廿
三

年
八

月
十

七
日

　
□

　
」

総
高

11
8㎝

 地
輪

高
32

㎝
 幅

46
㎝

80
元

和
2

年
（

16
16

）
○

○
○

-
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
傅

燈
權

大
僧

都
」　

　
左

に
「

法
印

政
舜

逆
修

」　
　

裏
面

（
北

方
）

の
中

心
に

梵
字

（
ア

ク
）　

右
に

「
元

和
第

二
天

丙
辰

」　
左

に
「

十
月

十
八

日
造

立
」

総
高

10
5㎝

 地
輪

高
28

㎝
 幅

34
㎝

　
※

政
舜

は
青

蓮
寺

15
代

住
職

81
慶

安
年

間
（

16
48

～
16

51
)

○
○

○
-

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

十
六

代
先

師
」　

　
左

に
「

勢
祐

大
僧

都
」　

背
面

（
北

方
）

の
中

心
に

梵
字

（
ア

ク
）　

右
に

「
慶

安
九

年
」　

左
に

十
月

初
四

日
」

と
町

史
に

あ
る

が
、

現
在

は
見

え
な

い
総

高
10

7㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
36

㎝
 ※

1
勢

祐
は

青
蓮

寺
18

代
住

職

82
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
青

蓮
寺

法
印

堯
筭

」
と

町
史

に
あ

る
が

、
現

在
は

見
え

な
い

　
　

左
に

「
住

寺
十

七
代

逆
修

」
総

高
10

0.
5㎝

 地
輪

高
26

.5
㎝

 幅
32

㎝
 ※

堯
纂

は
青

蓮
寺

19
代

住
職

83
○

○
○

○
総

高
12

3.
5㎝

 地
輪

高
30

.5
㎝

 幅
41

.5
㎝

 ※
空

風
輪

欠
損

大
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

84
○

○
○

-
水

輪
水

輪
の

な
か

に
修

行
門

の
梵

字
（

バ
ー

）　
右

に
「

敬
白

、
[奉

］
造

立
五

輪
一

基
」

と
町

史
に

あ
る

が
敬

白
部

分
が

現
在

見
え

な
い

　
左

に
「

爲
奉

□
□

□
慶

大
姉

□
」

総
高

10
4.

5㎝
 地

輪
高

23
㎝

 幅
35

㎝

85
-

-
○

-
総

高
70

㎝
 地

輪
高

23
㎝

 幅
31

.5
㎝

86
-

-
○

-
87

-
-

○
-

88
○

-
-

-
89

○
-

-
-

90
○

-
-

-
91

○
-

-
-

92
○

-
-

　
　

　
　

　
　

　
　

　
-

93
-

-
○

-

94
○

-
-

-
空

輪
か

風
輪

が
ど

ち
ら

か
が

乗
っ

て
い

る
　

　

95
-

-
○

-
96

-
-

○
-

97
-

-
○

-
98

-
-

○
-

99
-

-
○

-
10

0
-

-
○

-
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№
年

代
等

地
輪

水
輪

火
輪

空
風

輪
紀

年
銘

等
備

考
部

位
紀

 年
 銘

58
○

○
○

○
総

高
77

㎝
 地

輪
高

20
㎝

 幅
36

㎝
59

○
○

○
○

総
高

80
.5

㎝
 地

輪
高

21
㎝

 幅
36

㎝

60
永

禄
5

年
（

15
62

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
敬

白
、

奉
造

立
五

輪
　

□
　

、
逆

修
善

根
□

　
」　

と
三

行
に

刻
み

　
左

に
「

奉
為

　
□

　
、

永
禄

五
　

□
　

」
と

二
行

に
刻

む
総

高
10

1.
5㎝

 地
輪

高
28

.5
㎝

 幅
33

㎝

61
永

禄
5

年
（

15
62

）
？

　
　

　
　

○
○

○
○

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

敬
白

、
奉

造
立

五
輪

　
□

　
、

逆
修

善
根

□
　

」　
と

三
行

に
刻

み
　

左
に

「
奉

爲
　

□
　

、
永

禄
　

□
　

」
と

二
行

に
刻

む
※

欠
損

の
為

永
禄

の
み

解
読

不
可

 総
高

95
.5

㎝
 地

輪
高

25
.5

㎝
幅

33
㎝

 ※
銘

文
の

様
式

か
ら

№
67

と
同

年
月

に
造

立
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

 地
輪

欠
損

有
り

62
○

○
○

○
総

高
83

.5
㎝

 地
輪

高
16

㎝
 幅

29
㎝

 ※
空

風
輪

の
欠

損
大

63
室

町
時

代
と

推
定

○
○

○
○

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

敬
白

□
□

　
」　

左
の

銘
名

は
摩

滅
し

判
読

不
可

総
高

84
.4

㎝
 地

輪
高

15
.5

㎝
 幅

39
㎝

 ※
水

輪
、

火
輪

が
逆

転

64
地

輪
　

天
正

年
代

（
15

73
～

15
91

）
水

輪
　

永
禄

12
年

（
15

69
）

○
○

○
○

地
輪

　
　

水
輪

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

花
山

林
忠

禪
□

□
」　

　
左

に
「

天
正

　
□

　
」　

　
水

輪
中

央
に

梵
字

（
バ

ー
）　

右
に

「
奉

為
賢

[運
］

□
□

禪
定

門
」　

左
に

「
永

禄
十

二
己

巳
六

月
吉

日
　

施
主

　
敬

白
」

総
高

96
㎝

 地
輪

高
24

.5
㎝

 幅
36

㎝
　

65
○

○
○

○
総

高
10

0㎝
 地

輪
高

25
㎝

 幅
40

㎝
　

66
-

-
○

-
全

体
の

欠
損

が
大

き
い

67
-

-
○

-
68

○
○

○
○

総
高

90
㎝

 地
輪

高
20

㎝
 幅

49
㎝

 ※
欠

損
部

大
69

○
○

○
○

総
高

13
5㎝

 地
輪

高
34

㎝
 幅

48
㎝

 ※
空

輪
欠

70
○

-
○

○
総

高
11

4㎝
 地

輪
高

34
㎝

 幅
54

㎝
 ※

水
輪

欠
71

文
明

14
年

（
14

82
）

○
○

○
○

地
輪

正
面

の
右

に
「

朝
賢

阿
闍

梨
」　

　
左

に
「

文
明

十
二

二
年

四
月

九
日

」
総

高
94

.5
㎝

 地
輪

高
29

.5
㎝

 幅
36

㎝
 ※

朝
賢

は
青

蓮
寺

九
代

住
職

72
○

○
○

○
総

高
91

㎝
 地

輪
高

28
㎝

 幅
39

㎝
  ※

空
風

地
輪

欠
損

部
大

73
応

仁
2

年
（

14
68

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
　

□
　

常
香

禪
　

□
　

」　
　

左
に

「
應

仁
二

年
戊

子
三

月
　

　
□

　
」　

総
高

11
2.

5㎝
 地

輪
高

28
㎝

 幅
34

㎝
　

※
五

輪
塔

に
は

基
礎

を
備

え
る

74
○

○
○

○
総

高
98

㎝
 地

輪
高

25
㎝

 幅
40

.5
㎝

　
※

各
輪

欠
損

部
大

75
○

○
○

○
総

高
83

.5
㎝

 地
輪

高
19

.5
㎝

 幅
35

㎝
76

○
○

○
○

総
高

80
.5

㎝
 地

輪
高

18
㎝

 幅
36

.5
㎝

77
正

保
4

年
（

16
47

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
正

保
第

四
年

、
預

修
宣

福
善

根
主

」
と

二
行

に
刻

み
　

　
左

に
「

當
院

主
法

印
政

宥
、

十
月

十
八

日
」

と
二

行
に

し
る

す
総

高
89

㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
37

㎝
 ※

政
宥

は
青

蓮
寺

16
代

住
職

78
天

文
13

年
（

15
44

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
傅

燈
權

大
僧

都
朝

海
」　

　
左

に
「

天
文

十
三

年
庚

辰
十

二
月

□
」

総
高

12
9㎝

 地
輪

高
32

㎝
 幅

41
㎝

　
※

朝
海

は
青

蓮
寺

11
代

住
職

79
天

文
23

年
（

15
54

）
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
奉

爲
權

大
僧

都
法

　
□

　
」　

　
左

に
「

天
文

廿
三

年
八

月
十

七
日

　
□

　
」

総
高

11
8㎝

 地
輪

高
32

㎝
 幅

46
㎝

80
元

和
2

年
（

16
16

）
○

○
○

-
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
傅

燈
權

大
僧

都
」　

　
左

に
「

法
印

政
舜

逆
修

」　
　

裏
面

（
北

方
）

の
中

心
に

梵
字

（
ア

ク
）　

右
に

「
元

和
第

二
天

丙
辰

」　
左

に
「

十
月

十
八

日
造

立
」

総
高

10
5㎝

 地
輪

高
28

㎝
 幅

34
㎝

　
※

政
舜

は
青

蓮
寺

15
代

住
職

81
慶

安
年

間
（

16
48

～
16

51
)

○
○

○
-

地
輪

正
面

中
央

に
梵

字
（

ア
ー

）　
右

に
「

十
六

代
先

師
」　

　
左

に
「

勢
祐

大
僧

都
」　

背
面

（
北

方
）

の
中

心
に

梵
字

（
ア

ク
）　

右
に

「
慶

安
九

年
」　

左
に

十
月

初
四

日
」

と
町

史
に

あ
る

が
、

現
在

は
見

え
な

い
総

高
10

7㎝
 地

輪
高

26
㎝

 幅
36

㎝
 ※

1
勢

祐
は

青
蓮

寺
18

代
住

職

82
○

○
○

○
地

輪
正

面
中

央
に

梵
字

（
ア

ー
）　

右
に

「
青

蓮
寺

法
印

堯
筭

」
と

町
史

に
あ

る
が

、
現

在
は

見
え

な
い

　
　

左
に

「
住

寺
十

七
代

逆
修

」
総

高
10

0.
5㎝

 地
輪

高
26

.5
㎝

 幅
32

㎝
 ※

堯
纂

は
青

蓮
寺

19
代

住
職

83
○

○
○

○
総

高
12

3.
5㎝

 地
輪

高
30

.5
㎝

 幅
41

.5
㎝

 ※
空

風
輪

欠
損

大
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№
年
代

紀
年
銘
等

備
考

I-1
明

治
21

年
（

18
88

）
左

側
面

：
亀

田
山

青
蓮

寺
四

十
五

代
　

大
法

印
宥

敬
　

石
工

大
村

永
田

吉
村

□
□

　
表

面
：

大
職

冠
鎌

足
藤

原
中

臣
二

十
二

代
後

□
藤

原
地

上
高

17
4㎝

I-2
寛

文
13

年
（

16
73

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
秋

月
明

知
禪

定
尼

霊
位

」
そ

の
右

と
左

に
「

寛
文

十
三

年
七

月
□

四
日

敬
白

」
地

上
高

13
1.

5㎝
　

上
部

幅
31

.5
㎝

　
中

央
幅

59
㎝

下
部

幅
61

㎝
　

厚
み

21
.5

㎝

I-3
寛

文
4

年
（

16
64

）
頂

部
に

阿
弥

陀
如

来
の

種
子

（
キ

リ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
法

月
善

教
禪

定
門

菩
堤

也
」

右
に

「
寛

文
四

年
孝

子
」　

左
に

「
三

月
十

九
日

敬
白

」
地

上
高

14
0㎝

　
上

部
幅

35
㎝

　
中

央
幅

54
㎝

　
下

部
幅

62
㎝

　
厚

み
29

㎝

I-4
寛

文
4

年
（

16
64

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
法

月
窓

妙
桂

大
姉

菩
堤

也
」

右
に

「
寛

文
四

年
孝

子
」　

左
に

「
三

月
十

九
日

敬
白

」
地

上
高

14
5㎝

　
上

部
幅

33
㎝

　
中

央
幅

46
㎝

　
下

部
幅

50
㎝

　
厚

み
26

㎝

I-5
元

禄
3

年
（

16
90

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

）
を

刻
み

、
そ

の
下

に
「

爲
泰

叟
久

安
信

士
菩

堤
也

」
右

に
「

元
禄

三
庚

午
年

」　
左

に
「

四
月

吉
日

愛
女

敬
白

」
地

上
高

11
6.

5㎝
　

上
部

幅
42

.5
㎝

　
中

央
幅

46
㎝

　
下

部
幅

49
㎝

　
厚

み
9.

3㎝

I-6
明

暦
2

年
（

16
56

）
頂

部
に

阿
弥

陀
如

来
の

種
子

（
キ

リ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
月

香
常

桂
禪

定
門

菩
堤

也
」

右
に

「
明

暦
二

年
孝

子
」　

左
に

「
二

月
十

八
日

敬
白

」
地

上
高

18
1.

7㎝
　

上
部

幅
29

㎝
　

中
央

幅
52

㎝
　

下
部

幅
59

㎝
　

厚
み

14
㎝

I-7
無

銘
地

上
高

68
㎝

　
下

部
幅

37
㎝

　
厚

み
15

㎝

I-8
無

銘
　

　
地

上
高

36
㎝

　
下

部
幅

27
㎝

　
厚

み
16

㎝

I-9
頂

部
の

月
輪

の
な

か
に

虚
空

蔵
菩

薩
の

種
子

（
タ

ラ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
宗

喜
禪

門
」

地
上

高
85

㎝
　

下
部

幅
61

㎝
　

厚
み

19
㎝

I-1
0

寛
永

(1
62

4
～

16
43

)
頂

部
の

月
輪

の
下

に
二

条
の

切
り

込
み

、
そ

の
下

に
「

奉
爲

妙
慶

禪
□

□
」　

右
に

「
寛

永
　

□
　

」
左

の
銘

文
不

明
の

墨
書

銘
を

記
す

　
※

頭
部

月
輪

も
墨

で
書

い
て

あ
る

地
上

高
10

5.
5㎝

　
上

部
幅

24
㎝

　
中

央
幅

29
㎝

下
部

幅
31

㎝
　

厚
み

10
㎝

I-1
1

無
銘

地
上

高
91

㎝
　

上
部

幅
20

㎝
　

下
部

幅
20

㎝
　

厚
み

18
㎝

I-1
2

天
和

2
年

(1
68

2)
頂

部
の

月
輪

の
な

か
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

下
部

に
蓮

華
を

彫
る

正
面

中
央

に
「

法
印

權
大

僧
都

宥
遍

逆
修

」　
右

に
「

于
時

天
和

二
年

戌
」　

左
に

「
十

月
二

日
拾

八
代

也
」

総
高

14
6.

5㎝
　

上
部

幅
43

㎝
　

中
央

幅
44

㎝
　

下
部

幅
46

.5
㎝

　
厚

み
17

㎝
※

頭
部

形
状

は
三

角
形

I-1
3

頂
部

に
月

輪
を

刻
む

　
墨

で
書

い
て

あ
る

。
地

上
高

11
7.

5㎝
　

上
部

幅
28

㎝
　

中
央

幅
35

㎝
　

下
部

幅
40

㎝
　

厚
み

27
㎝

I-1
4

無
銘

地
上

高
64

㎝
　

上
部

幅
20

㎝
　

中
央

幅
37

㎝
　

下
部

幅
43

㎝

I-1
5

無
銘

地
上

高
52

㎝
　

上
部

幅
12

㎝
　

中
央

幅
17

㎝
　

下
部

幅
36

㎝

I-1
6

無
銘

地
上

高
78

㎝
　

上
部

幅
30

㎝
　

中
央

幅
46

㎝
　

下
部

幅
34

.5
㎝

　
厚

み
11

㎝

I-1
7

正
面

中
央

に
「

逆
修

善
根

主
」　

右
に

月
輪

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
道

本
禪

門
」

左
に

も
同

じ
月

輪
を

刻
み

、
そ

の
下

に
「

善
袋

禪
尼

」
地

上
高

79
㎝

　
幅

80
㎝

　
厚

み
17

.5
㎝

　
　

家
形

石
塔

婆

I-1
8

寛
永

14
年

（
16

37
）

頂
部

月
輪

（
径

38
㎝

）
の

な
か

に
金

剛
界

（
ア

）・
胎

蔵
界

・
蘇

悉
地

の
梵

字
、（

バ
ン

）、
中

央
に

「
奉

尽
十

万
三

世
六

道
四

生
法

界
平

等
利

益
　

各
霊

位
頓

證
菩

堤
」　

左
右

に
「

権
大

僧
都

　
□

　
壽

大
和

尚
位

、権
少

　
□

　
住

、寛
永

十
四

年
丁

丑
、中

　
□

　
二

月
時

正
」「

閼
伽

童
女

、
月

蓮
道

光
、

壽
月

妙
長

、
松

屋
道

清
、

如
傅

妙
道

」「
琳

香
、

妙
金

、
願

主
敬

白
」

と
三

段
に

し
る

す
地

上
高

13
8.

5㎝
　

幅
上

部
49

㎝
中

央
57

㎝
下

部
56

㎝
　

厚
み

25
㎝

　（
現

時
点

解
読

不
明

）
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第Ⅵ章　東光寺磨崖梵字の調査
第１節　遺跡の概要

東光寺は、多良木町大字黒肥地字東光寺に所在し、青
蓮寺の北北東 1.9㎞に位置する。東光寺地域には、磨崖
梵字の他にも東光寺薬師堂・東光寺八幡神社・東光寺経
筒出土地があり、宗教施設が数多く所在する。また、域
内の小字名は東光寺（トウコウジ）と祓川（ハライゴウ）
という。

東光寺八幡神社は、宇佐八幡と同体で草創年紀不明。
現在の東光寺八幡神社の拝殿は旧本殿からの転用で、建
造物調査の結果（「熊本県文化財調査報告書第 277 集」、
2012）、明応２年（1493）の建造物である。

相良家史によれば、東光寺は文応元年（1260）に相
良頼氏により再興と記され、現在は薬師堂のみ残ってい
る。伝承によれば、東光寺主体は磨崖梵字から南東 150
ｍ地点の愛宕山の麓にあったという。

現在の薬師堂内には薬師三尊が安置され、主尊である
薬師如来坐像は平安時代末期の仏像で、銘文によれば秘
仏とされている。天正９年（1581）に相良義陽による
補修がなされている。脇侍の日光菩薩及び月光菩薩は鎌
倉時代末期、十二神将は南北朝期の作とされている。

寛元元年（1243）の「関東下知状」（相５号）に、東
光寺村がみえる。この史料から窺える東光寺村の権益関
係は次のようになる。建久４年（1193）東光寺を含む
多良木村の領知を相良頼景がはじめ、建保２年（1214）
頼景が庶子・宗頼に東光寺村を譲渡する。宗頼死去後は
宗頼の子・頼重に譲渡されたが、相良長頼が東光寺村
を押領する。長頼の東光寺村押領の根拠は、安貞２年

（1228）８月に相良頼景から東光寺村を長頼に譲渡する
旨の譲状を得ていたこと、更に同年 12 月に長頼は安堵
状を得ていたことである。寛元元年（1243）の裁許に
より、東光寺村は長頼が領掌することになる。

東光寺薬師堂から見て東側の斜面に町史跡である東光
寺磨崖梵字は所在する。加久藤溶結凝灰岩の南向きの岩
壁に彫刻され、彫刻面の東側に石窟がある。また、磨崖
面の西側にも空洞が確認できるが、開口部が崩落土に埋
まっているため、構造は確認できなかった。

第２節　東光寺出土の経筒
１．経筒発見の経緯の整理

東光寺出土の経筒は、文永 10 年（1273）に多良木家
とその近親者や縁者とみられる人物たちによって東光寺
の東方台地の斜面の経塚に埋納されていたものである。

昭和 11 年（1936）２月、黒肥地村（現、多良木町大
字黒肥地）の野尻良平氏が通称愛宕山の麓（祓川 4940
の１）、東光寺跡の一角で開墾の最中に偶然発見した。『多
良木町史』によれば、経筒のほかに銭貨 27 枚、白磁の

下蕪花いけ１個、肥後鍬形の鍬１個が確認されている。
経筒側面に相良頼氏をはじめ、奉納者名や埋納年月、

埋納趣旨などの銘文があり、類例の少ない考古資料とし
て、昭和 44 年３月 20 日付けで熊本県指定の重要文化
財に指定されている。現在は多良木町埋蔵文化財等セン
ターにて展示している。

２．経筒の出土状況（『九州日日新聞の記事から』）
昭和 11 年８月 10 日、坂本經尭氏らによる現地調査

が行われ、その記録を昭和 11 年８月 31 日の「九州日
日新聞」に掲載されている。出土状況の記載箇所を引用
する。

「・・・東光寺の石切場の立石を見て経筒発掘者、野尻
良平氏を訪ねたのは昼近いころであった。野尻氏は養蚕
の忙しい折にも関わらず喜んで現地に案内し発掘状態に
就て詳細な説明をして下さった。
東光寺から北方赤木へ小流に添って新道が通ってゐる行
くこと約六百米にして薬師堂がある。ガッチリした茅葺
屋根の堂で内陣の扉を開くと薄暗い光線の中に主佛如来
像を中央に二躯の明王、数体の天部像等が濃厚な近代採
色に一層奇怪な姿を雑然と押並べてゐる。
正面に懸った鰐口には「干天文十七年甲戌八月一日、東
光寺薬師如来鰐口」の銘が刻まれ合祀の「愛宕山東光寺
佛」は木素彫の山法師像で脊銘に「天文廿一・・( 略 )
・・」とある。勿論東光寺の主佛ではない。境内の片隅
には附近出土の板碑、五輪塔石が数多く積ねられて中に
は「明暦三年」の銘もある。
この薬師堂は東光寺の一祠堂で愛宕山東光寺の本堂は東
側山裾に存したと云ふ。寺跡の後は切り立てた岩壁で刻
した雄渾な大梵字の一部が残ってゐる。其の右側洞穴は
横穴古墳の形式を存しこゝにも佛が祀りてあったと云
ふ。岩間から冷水が滾々と湧出して谷間の風光と共に幽
邃な聖域である。今は全く開墾されて曾ての堂塔の配置
など知る由もない。
問題の経筒は寺跡の北側を區切る山裾の中腹に當る所に
存した積石塚から掘り出されたものであった。野尻氏が
村有東光寺跡の小作権を得て昨冬来開墾を進めたが本年
２月の雪の降る日の夕刻積み重なった川原石を取除け中
たまたま平たい一枚の石を除けて其の下に六つの経筒を
発見したのが初めである。野尻氏は珍しいものなので注
意深く敬虔な心で翌日にかけて八箇の経筒、二十四文の
孔銭を採取したのであった。勿論学術的な発掘ではな
かったが記憶ははっきりしてゐて其大要を知るを得た。
山裾の中腹を経約四、五尺、深さ約二尺五寸位掘り下げ
井筒形に石垣を周し内部の地固めをして敷板？を敷き孔
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№
年
代

紀
年
銘
等

備
考

I-1
明

治
21

年
（

18
88

）
左

側
面

：
亀

田
山

青
蓮

寺
四

十
五

代
　

大
法

印
宥

敬
　

石
工

大
村

永
田

吉
村

□
□

　
表

面
：

大
職

冠
鎌

足
藤

原
中

臣
二

十
二

代
後

□
藤

原
地

上
高

17
4㎝

I-2
寛

文
13

年
（

16
73

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
秋

月
明

知
禪

定
尼

霊
位

」
そ

の
右

と
左

に
「

寛
文

十
三

年
七

月
□

四
日

敬
白

」
地

上
高

13
1.

5㎝
　

上
部

幅
31

.5
㎝

　
中

央
幅

59
㎝

下
部

幅
61

㎝
　

厚
み

21
.5

㎝

I-3
寛

文
4

年
（

16
64

）
頂

部
に

阿
弥

陀
如

来
の

種
子

（
キ

リ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
法

月
善

教
禪

定
門

菩
堤

也
」

右
に

「
寛

文
四

年
孝

子
」　

左
に

「
三

月
十

九
日

敬
白

」
地

上
高

14
0㎝

　
上

部
幅

35
㎝

　
中

央
幅

54
㎝

　
下

部
幅

62
㎝

　
厚

み
29

㎝

I-4
寛

文
4

年
（

16
64

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
法

月
窓

妙
桂

大
姉

菩
堤

也
」

右
に

「
寛

文
四

年
孝

子
」　

左
に

「
三

月
十

九
日

敬
白

」
地

上
高

14
5㎝

　
上

部
幅

33
㎝

　
中

央
幅

46
㎝

　
下

部
幅

50
㎝

　
厚

み
26

㎝

I-5
元

禄
3

年
（

16
90

）
頂

部
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

）
を

刻
み

、
そ

の
下

に
「

爲
泰

叟
久

安
信

士
菩

堤
也

」
右

に
「

元
禄

三
庚

午
年

」　
左

に
「

四
月

吉
日

愛
女

敬
白

」
地

上
高

11
6.

5㎝
　

上
部

幅
42

.5
㎝

　
中

央
幅

46
㎝

　
下

部
幅

49
㎝

　
厚

み
9.

3㎝

I-6
明

暦
2

年
（

16
56

）
頂

部
に

阿
弥

陀
如

来
の

種
子

（
キ

リ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
月

香
常

桂
禪

定
門

菩
堤

也
」

右
に

「
明

暦
二

年
孝

子
」　

左
に

「
二

月
十

八
日

敬
白

」
地

上
高

18
1.

7㎝
　

上
部

幅
29

㎝
　

中
央

幅
52

㎝
　

下
部

幅
59

㎝
　

厚
み

14
㎝

I-7
無

銘
地

上
高

68
㎝

　
下

部
幅

37
㎝

　
厚

み
15

㎝

I-8
無

銘
　

　
地

上
高

36
㎝

　
下

部
幅

27
㎝

　
厚

み
16

㎝

I-9
頂

部
の

月
輪

の
な

か
に

虚
空

蔵
菩

薩
の

種
子

（
タ

ラ
ー

ク
）

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
奉

爲
宗

喜
禪

門
」

地
上

高
85

㎝
　

下
部

幅
61

㎝
　

厚
み

19
㎝

I-1
0

寛
永

(1
62

4
～

16
43

)
頂

部
の

月
輪

の
下

に
二

条
の

切
り

込
み

、
そ

の
下

に
「

奉
爲

妙
慶

禪
□

□
」　

右
に

「
寛

永
　

□
　

」
左

の
銘

文
不

明
の

墨
書

銘
を

記
す

　
※

頭
部

月
輪

も
墨

で
書

い
て

あ
る

地
上

高
10

5.
5㎝

　
上

部
幅

24
㎝

　
中

央
幅

29
㎝

下
部

幅
31

㎝
　

厚
み

10
㎝

I-1
1

無
銘

地
上

高
91

㎝
　

上
部

幅
20

㎝
　

下
部

幅
20

㎝
　

厚
み

18
㎝

I-1
2

天
和

2
年

(1
68

2)
頂

部
の

月
輪

の
な

か
に

胎
蔵

界
大

日
如

来
の

種
子

（
ア

ー
ン

ク
）

を
刻

み
、

下
部

に
蓮

華
を

彫
る

正
面

中
央

に
「

法
印

權
大

僧
都

宥
遍

逆
修

」　
右

に
「

于
時

天
和

二
年

戌
」　

左
に

「
十

月
二

日
拾

八
代

也
」

総
高

14
6.

5㎝
　

上
部

幅
43

㎝
　

中
央

幅
44

㎝
　

下
部

幅
46

.5
㎝

　
厚

み
17

㎝
※

頭
部

形
状

は
三

角
形

I-1
3

頂
部

に
月

輪
を

刻
む

　
墨

で
書

い
て

あ
る

。
地

上
高

11
7.

5㎝
　

上
部

幅
28

㎝
　

中
央

幅
35

㎝
　

下
部

幅
40

㎝
　

厚
み

27
㎝

I-1
4

無
銘

地
上

高
64

㎝
　

上
部

幅
20

㎝
　

中
央

幅
37

㎝
　

下
部

幅
43

㎝

I-1
5

無
銘

地
上

高
52

㎝
　

上
部

幅
12

㎝
　

中
央

幅
17

㎝
　

下
部

幅
36

㎝

I-1
6

無
銘

地
上

高
78

㎝
　

上
部

幅
30

㎝
　

中
央

幅
46

㎝
　

下
部

幅
34

.5
㎝

　
厚

み
11

㎝

I-1
7

正
面

中
央

に
「

逆
修

善
根

主
」　

右
に

月
輪

を
刻

み
、

そ
の

下
に

「
道

本
禪

門
」

左
に

も
同

じ
月

輪
を

刻
み

、
そ

の
下

に
「

善
袋

禪
尼

」
地

上
高

79
㎝

　
幅

80
㎝

　
厚

み
17

.5
㎝

　
　

家
形

石
塔

婆

I-1
8

寛
永

14
年

（
16

37
）

頂
部

月
輪

（
径

38
㎝

）
の

な
か

に
金

剛
界

（
ア

）・
胎

蔵
界

・
蘇

悉
地

の
梵

字
、（

バ
ン

）、
中

央
に

「
奉

尽
十

万
三

世
六

道
四

生
法

界
平

等
利

益
　

各
霊

位
頓

證
菩

堤
」　

左
右

に
「

権
大

僧
都

　
□

　
壽

大
和

尚
位

、権
少

　
□

　
住

、寛
永

十
四

年
丁

丑
、中

　
□

　
二

月
時

正
」「

閼
伽

童
女

、
月

蓮
道

光
、

壽
月

妙
長

、
松

屋
道

清
、

如
傅

妙
道

」「
琳

香
、

妙
金

、
願

主
敬

白
」

と
三

段
に

し
る

す
地

上
高

13
8.

5㎝
　

幅
上

部
49

㎝
中

央
57

㎝
下

部
56

㎝
　

厚
み

25
㎝

　（
現

時
点

解
読

不
明

）
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銭を並べ経筒を前に六個、後に二個並べ其の周囲には清
浄な山土を以て埋め経筒の上に径一尺五寸、巾八寸五分
と径一尺五寸、巾九寸五分との二個のやゝ平たい川原石
を蓋として置き其の上に百に余る川原石を積み重ね封土
を小高く盛ったものゝ様である。私は他の出土例によっ
て次のことを聞いて見た。
○経筒の下には敷石はなかったのか
○経筒の周囲には木炭或は小石が詰めてはなかったか
○孔銭二十四文は経筒一筒に三つの割で下敷としてあっ
たのではないか
○他に近くから出たものはないか
答へは「そう云ふ風ではなかった附近から口の付いた徳
利様のものが出たが割って仕舞った」との事私共は現地
の繁茂した陸稲の畑から次のものを採取した。
○祀部土器○甕胴部破片
○高麗磁と見える皿、注口付徳利、土師器等の破片数点
前者は横穴古墳に属し後者は経筒が東光寺に添うもので
あろうと思ふ。」

この記事から、昭和 11 年時点で磨崖面に梵字の一部
が確認され、すでに梵字が崩落していたことがわかる。
石窟もすでにあり、伝承として仏を祀っていた空間で
あった。

発見された経筒は、現在は多良木町の所有となり、多
良木町埋蔵文化財等センターに保管している。銅特有の
金属劣化や錆などが進行し、経筒の銘文が以前ほど明瞭
に判読できなくなっていた。また、経典の文字について
も、ほとんど消失してしまっていた現状であったことか
ら、保存対策として供伴した銭貨を含めて経筒の保存修
復を別府大学文化財研究所に委託し、保存修理を行った。

３．経筒出土地点の特定
多良木町教育委員会に保管されていた経筒収納箱の蓋

裏に「発掘場所　祓川四九四〇ノ一　発掘年月日　昭和
十一年三月十二日　発掘者　野尻良平」と記録されてい
る。

今回、多良木町税務課・法務局に照会し、この地番
の特定に努めた。『球磨郡黒肥地村土地台帳』によれば
四九四〇番・四八九〇番ノ１合併という筆となっており、

「明治 31 年法律第 32 号に依り増徴地租」での所有者は
黒肥地村で地目は山林となっている。履歴は次のように
なる。

昭和５年３月 12 日字図訂正
昭和 25 年３月 30 日受付

自作農創設特別措置法第 30 条により　農林省が買上
げ

球磨郡黒肥地村字祓川四八九〇番四九四〇番ノ一
山林壱町八反歩右登記ス
昭和 25 年３月 30 日受付
附第 404 号

農林省ノ為所有権ヲ登記ス
所有権移転

昭和 52 年 11 月 28 日受付（登記）
第 6822 号
原因　同 44 年８月 10 日売払
所有者　多良木町

昭和 53 年５月 24 日閉鎖　四九三九番に合筆のため
昭和 54 年 11 月 13 日　
四九三九番が一ないし四まで分筆　

旧字図を確認した際、四九四〇番・四八九〇番ノ一合
併だった土地の場所は、四九三九番一及び四九三九番三
に分かれており、経筒の発掘場所は、現在では四九三九
番となっている。東光寺磨崖梵字は四九三九の三番地で
あり、磨崖梵字に近くであることは間違いない。
『九州日日新聞』の記述から「問題の経筒は寺跡の北

側を区切る山裾の中腹にあたる所に存した積石塚から掘
り出されたもの」とある。坂本氏の「寺跡」の認識は「こ
の薬師堂は東光寺の一祠堂で愛宕山東光寺の本堂は東側
山裾に存したという。寺跡の跡は切り立てた岸壁で刻し
た雄渾な大梵字の一部が残っている」であり、磨崖梵字
が所在する場所も含め「寺跡」として認識している。地
域の話では、東光寺跡は現在の豊永氏宅といわれ、東光
寺磨崖梵字の南側である。よって、「問題の経筒は寺跡
の北側を区切る山裾の中腹」とは、東光寺磨崖梵字の南
側の迫地付近であったと考えられる。

第３節　調査の成果
１．調査の方法

昭和 55 年刊行の『多良木町史』では、東光寺磨崖梵
字として掲載され、以後、磨崖梵字として一般的に認識
されてきた。

その後、平成 26 年（2014）６月 25 日（水）の奥球
磨セミナーで前川清一氏は、東光寺磨崖板碑であると説
明し、また『中世相良氏の展開と地域社会』（稲葉継陽・
小川弘和編、2020）では、文永 10 年（1273）頃の碑
伝型板碑を模した東光寺磨崖板碑として記載している。

今回は、磨崖面の調査、磨崖面前面でのトレンチ調査、
磨崖面右側の石窟の調査を行った。

磨崖面の調査では、彫刻痕跡の確認や梵字痕跡の確認
を行った。トレンチ調査では、祭祀痕跡の確認や堆積層
の確認を行った。石窟の調査では、東国に見られる「ヤ
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グラ」の可能性を視野にいれ、調査を行った。
磨崖面は三次元点群測量を行った。三次元点群測量は、

UAV・地上写真測量等・地上レーザスキャナ計測等を
用いて、計測データの取得を行った。UAV・地上写真
測量等・地上レーザスキャナ計測等は、公共測量作業規
定される性能を有する機材を用いた。

UAV・地上写真測量等については SfM/MVS(stracture 
from motion/multi view stereo) 技術を用いた方法で行
い、標定点及び検証点は GNSS・トータルステーション
等によって測量を行い、4 級基準点と同等程度の精度を
有するものとした。

２．調査の成果
（１）地形測量及び磨崖面の図化 （第 86・87 図）

愛宕山から北方向へ向かって尾根線が走り、その後、
尾根線は東西方向へと分かれて伸びる。その尾根線を境
に、北側の斜面は旧石切場である。磨崖面は、尾根線の
南側斜面に所在する。磨崖面は南西方向を向いており、
その右側に石窟が隣接する。磨崖面の左側にも石窟らし
き空洞を確認したが、土砂により埋まっているため調査
は行っていない。磨崖面石材は加久藤溶結凝灰岩である。

磨崖面に板碑形を彫刻し、薬研に梵字を刻む。オリジ
ナル残存部位は梵字周辺のみで、平坦に磨いている。そ
の他は経年劣化により表皮が剥落している状態である。
板碑の山形や二条線の表皮は剥落しているが、レリーフ
のフォルムは残っている。

山形や二条線及び額は陽刻である。板碑痕跡の形状加
工は、山形頂点から下に 417cm のところまでである。
そこから 10cm ほど前面に緩やかに張り出した後、垂直
に地表面へと続く。張り出し部分には円形に枘穴が穿っ
てある。山形の頂点・アーンクの空点、枘穴はほぼ１直
線上に並ぶ。山形頂点から枘穴までの距離は 420cm を
測る。

山 形 の 幅 は 149cm、 二 条 線 幅 は 140cm、 額 幅 は
145cm を測る。梵字周辺のオリジナル部分は研磨され
ている。

調査において、繁茂していた地衣類を除去した結果、
枘穴の上位に梵字痕跡を確認した。よって、刻まれた梵
字は複数あることが判明した。
「アーンク（ām

・

h
・
）・バーンク（vām

・

h
・
）・ウーン（hum

・

）：
（胎蔵界大日・金剛界大日・蘇悉地）」の可能性を視野に
いれ、梵字の復元を行ったが、上位の「アーンク（ām

・

h
・
）」

にて確認できる梵字幅は 95cm の規模であり、これを
もとに復元すると梵字一文字の大きさは 100cm を超え
る。これを基準に三文字並べることはできない。よって、
下位の梵字への連接を予想すると、梵字２文字が適当で
あると考えられる。

以上のことから、磨崖板碑に刻まれた梵字は、五点具

足の胎蔵界大日如来（ām
・

h
・
）、五点具足の金剛界大日如

来（vām
・

h
・
）である可能性が高い。

（２）令和３年度のトレンチ調査（第 88 図）
磨崖面前にて１× ４ｍのトレンチ調査を行った。
表土は竹根にとるかく乱をうけている。その下位に暗

褐色シルト（２層）を確認した。それより下位の層はす
べて客土である。３・４層の下位には鉄分の沈殿があり、
固くしまっていた。その面を検出する際に、龍泉窯系青
磁碗Ｂ１類が１点出土した。５～９層は溶結凝灰岩が風
化した灰色ブロックを含んでいる客土である。

10 層から土師器の甕が出土している。13 層はグライ
化した土壌ブロックが混ざっている。ここから土師器の
杯が出土した。

【出土遺物】（第 89 図）
1366 ～ 1368 は２層からの出土遺物である。1366 は

土師器小皿、1367 は中世須恵器の擂鉢、1368 は陶器
の端反碗である。1369 ～ 1379 は３～４層からの出土
遺物である。1369 は厚みのある底部をもつ土師器坏で
ある。1370 は底部糸切り離し後に脚を張り付けている。
1371 ～ 1374 は土師器坏である。1375・1376 は土師
器小皿である。1377 は龍泉窯系 B 類の青磁碗である。
1378・1379 は中世須恵器の甕で体部に山形タタキ痕を
残す。1380 ～ 1385 は 10・11・12 層からの出土遺物
である。1380 は土師器坏、1381 は脚をもつ土師器坏
である。1382 ～ 1384 は土師器小皿である。1385 は
瓦質の甕で、口縁の下位に小さな突帯が巡る。

（３）令和４年度の調査（第 90 図）
令和４年７月の調査指導委員会において、磨崖面の東

側に開口している石窟が「ヤグラ」ではないかとの指摘
を受けた。石窟は昭和 11 年新聞記事から、防空壕では
ない。横穴墓の転用の可能性があるため、町内の横穴墓
との比較を行った結果、規模・形態が異なるため横穴墓
からの転用でもない。

調査前は、開口部及び内部は崩落土により埋没してい
た。調査はその崩落土除去から始め、石窟内部及び前庭
部の調査を行った。石窟内部の堆積土は持ち帰り、骨片
の有無を精査したが、確認されなかった。

石窟内部は西側のみ掘削した。東側半分は未掘である。
この石窟開口部の上位に、断面「V」字状の切り込み

が水平横位に 140cm 走る。その幅は 36cm で、深さ
8cm を測る。庇受けと思われる。

開口方向は西南西で、開口幅 215cm、開口高 160cm
を測る。開口部下位には加久藤溶結凝灰岩の巨礫を３石
確認した。石窟の縦断面は、崖面から石窟に入り、水平
に奥まで入り、奥壁から奥床までは緩やかに奥に広がり、
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銭を並べ経筒を前に六個、後に二個並べ其の周囲には清
浄な山土を以て埋め経筒の上に径一尺五寸、巾八寸五分
と径一尺五寸、巾九寸五分との二個のやゝ平たい川原石
を蓋として置き其の上に百に余る川原石を積み重ね封土
を小高く盛ったものゝ様である。私は他の出土例によっ
て次のことを聞いて見た。
○経筒の下には敷石はなかったのか
○経筒の周囲には木炭或は小石が詰めてはなかったか
○孔銭二十四文は経筒一筒に三つの割で下敷としてあっ
たのではないか
○他に近くから出たものはないか
答へは「そう云ふ風ではなかった附近から口の付いた徳
利様のものが出たが割って仕舞った」との事私共は現地
の繁茂した陸稲の畑から次のものを採取した。
○祀部土器○甕胴部破片
○高麗磁と見える皿、注口付徳利、土師器等の破片数点
前者は横穴古墳に属し後者は経筒が東光寺に添うもので
あろうと思ふ。」

この記事から、昭和 11 年時点で磨崖面に梵字の一部
が確認され、すでに梵字が崩落していたことがわかる。
石窟もすでにあり、伝承として仏を祀っていた空間で
あった。

発見された経筒は、現在は多良木町の所有となり、多
良木町埋蔵文化財等センターに保管している。銅特有の
金属劣化や錆などが進行し、経筒の銘文が以前ほど明瞭
に判読できなくなっていた。また、経典の文字について
も、ほとんど消失してしまっていた現状であったことか
ら、保存対策として供伴した銭貨を含めて経筒の保存修
復を別府大学文化財研究所に委託し、保存修理を行った。

３．経筒出土地点の特定
多良木町教育委員会に保管されていた経筒収納箱の蓋

裏に「発掘場所　祓川四九四〇ノ一　発掘年月日　昭和
十一年三月十二日　発掘者　野尻良平」と記録されてい
る。

今回、多良木町税務課・法務局に照会し、この地番
の特定に努めた。『球磨郡黒肥地村土地台帳』によれば
四九四〇番・四八九〇番ノ１合併という筆となっており、

「明治 31 年法律第 32 号に依り増徴地租」での所有者は
黒肥地村で地目は山林となっている。履歴は次のように
なる。

昭和５年３月 12 日字図訂正
昭和 25 年３月 30 日受付

自作農創設特別措置法第 30 条により　農林省が買上
げ

球磨郡黒肥地村字祓川四八九〇番四九四〇番ノ一
山林壱町八反歩右登記ス
昭和 25 年３月 30 日受付
附第 404 号

農林省ノ為所有権ヲ登記ス
所有権移転

昭和 52 年 11 月 28 日受付（登記）
第 6822 号
原因　同 44 年８月 10 日売払
所有者　多良木町

昭和 53 年５月 24 日閉鎖　四九三九番に合筆のため
昭和 54 年 11 月 13 日　
四九三九番が一ないし四まで分筆　

旧字図を確認した際、四九四〇番・四八九〇番ノ一合
併だった土地の場所は、四九三九番一及び四九三九番三
に分かれており、経筒の発掘場所は、現在では四九三九
番となっている。東光寺磨崖梵字は四九三九の三番地で
あり、磨崖梵字に近くであることは間違いない。
『九州日日新聞』の記述から「問題の経筒は寺跡の北

側を区切る山裾の中腹にあたる所に存した積石塚から掘
り出されたもの」とある。坂本氏の「寺跡」の認識は「こ
の薬師堂は東光寺の一祠堂で愛宕山東光寺の本堂は東側
山裾に存したという。寺跡の跡は切り立てた岸壁で刻し
た雄渾な大梵字の一部が残っている」であり、磨崖梵字
が所在する場所も含め「寺跡」として認識している。地
域の話では、東光寺跡は現在の豊永氏宅といわれ、東光
寺磨崖梵字の南側である。よって、「問題の経筒は寺跡
の北側を区切る山裾の中腹」とは、東光寺磨崖梵字の南
側の迫地付近であったと考えられる。

第３節　調査の成果
１．調査の方法

昭和 55 年刊行の『多良木町史』では、東光寺磨崖梵
字として掲載され、以後、磨崖梵字として一般的に認識
されてきた。

その後、平成 26 年（2014）６月 25 日（水）の奥球
磨セミナーで前川清一氏は、東光寺磨崖板碑であると説
明し、また『中世相良氏の展開と地域社会』（稲葉継陽・
小川弘和編、2020）では、文永 10 年（1273）頃の碑
伝型板碑を模した東光寺磨崖板碑として記載している。

今回は、磨崖面の調査、磨崖面前面でのトレンチ調査、
磨崖面右側の石窟の調査を行った。

磨崖面の調査では、彫刻痕跡の確認や梵字痕跡の確認
を行った。トレンチ調査では、祭祀痕跡の確認や堆積層
の確認を行った。石窟の調査では、東国に見られる「ヤ
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奥床からやや水性に石窟中央にまで達し、中央付近で高
低差 33cm の段差がある。その段差を降り、削り出し
のステップを経て、下方へと傾斜する形状である。中央
付近の段差部分には、その段差に沿ってトンネル状の湧
水路があり、そのトンネルは磨崖面脇の空洞に抜ける。

石窟内部は段差により、奥床と下段部に分かれる。下
段部の天井高は 160cm、奥床の天井高は 150cm である。
奥床は幅 190 ～ 215cm、奥行きが 130cm の隅丸方形
で床面には凹凸がある。下段部の中央に島状にケズリ出
しの突起がある。奥床へのステップと考えられる。

石窟中央の段差部分の西側に 15cm×12cm、深さ
2cm の浅い枘穴を確認した。その枘穴に対応するよう
に左側壁に幅 18cm の枘穴が、右側壁に幅 24cm の枘
穴が配置されている。木材を嵌め込むための枘穴で、入
口構造を持っていたと考えられる。

天井、右側壁には、加工痕が確認できた。
奥床の右側壁には、東側へと延びる高さ 90cm、幅

80cm の開口があり、先細りとなる空洞がある。確認で
きた奥行きは 400cm で、この空洞奥から湧水がある。
その湧水は右側壁脇に設けられた水路を通り、中央部分
の段差で落ち、段差に沿うトンネルへと抜ける。空洞床
面には土師器が多数散在していた。

【出土遺物】（第 91 図）
1386 は石窟段差部トンネル内出土の土師器坏である。

1387 ～ 1389 は石窟右側壁から奥へと続く空洞からの
出土遺物で土師器坏である。1388 の口縁端部は内外面
とも凹状に調整している。1390 は石窟前庭部トレンチ
から出土した土師器坏である。1391・1392 は右側壁か
ら奥へと続く空洞からの出土遺物で土師器小皿である。
1393 は石窟内堆積 7 層から出土した中世須恵器の擂鉢
である。

（４）科学分析
東光寺磨崖板碑の梵字面のみ、黒色物質が付着してい

る。このように梵字内のみが黒くみえる石造物は人吉盆
地の各所に見られる。

今回、九州国立博物館の協力を得て、蛍光 X 線分析
を行った。その結果は、第Ⅶ章に掲載している。
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第84図　東光寺磨崖梵字地形測量図
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奥床からやや水性に石窟中央にまで達し、中央付近で高
低差 33cm の段差がある。その段差を降り、削り出し
のステップを経て、下方へと傾斜する形状である。中央
付近の段差部分には、その段差に沿ってトンネル状の湧
水路があり、そのトンネルは磨崖面脇の空洞に抜ける。

石窟内部は段差により、奥床と下段部に分かれる。下
段部の天井高は 160cm、奥床の天井高は 150cm である。
奥床は幅 190 ～ 215cm、奥行きが 130cm の隅丸方形
で床面には凹凸がある。下段部の中央に島状にケズリ出
しの突起がある。奥床へのステップと考えられる。

石窟中央の段差部分の西側に 15cm×12cm、深さ
2cm の浅い枘穴を確認した。その枘穴に対応するよう
に左側壁に幅 18cm の枘穴が、右側壁に幅 24cm の枘
穴が配置されている。木材を嵌め込むための枘穴で、入
口構造を持っていたと考えられる。

天井、右側壁には、加工痕が確認できた。
奥床の右側壁には、東側へと延びる高さ 90cm、幅

80cm の開口があり、先細りとなる空洞がある。確認で
きた奥行きは 400cm で、この空洞奥から湧水がある。
その湧水は右側壁脇に設けられた水路を通り、中央部分
の段差で落ち、段差に沿うトンネルへと抜ける。空洞床
面には土師器が多数散在していた。

【出土遺物】（第 91 図）
1386 は石窟段差部トンネル内出土の土師器坏である。

1387 ～ 1389 は石窟右側壁から奥へと続く空洞からの
出土遺物で土師器坏である。1388 の口縁端部は内外面
とも凹状に調整している。1390 は石窟前庭部トレンチ
から出土した土師器坏である。1391・1392 は右側壁か
ら奥へと続く空洞からの出土遺物で土師器小皿である。
1393 は石窟内堆積 7 層から出土した中世須恵器の擂鉢
である。

（４）科学分析
東光寺磨崖板碑の梵字面のみ、黒色物質が付着してい

る。このように梵字内のみが黒くみえる石造物は人吉盆
地の各所に見られる。

今回、九州国立博物館の協力を得て、蛍光 X 線分析
を行った。その結果は、第Ⅶ章に掲載している。
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第85図　東光寺地区CS立体図
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第85図　東光寺地区CS立体図
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第Ⅶ章　科学分析

１．相良頼景館跡の自然科学分析
　　　　令和３年度　多良木相良氏関連遺跡群発掘調査に伴う自然科学分析（年代測定）業務（№ 29011-1）
　　　　令和３年度　多良木相良氏関連遺跡群発掘調査に伴う自然科学分析業務（№ 29011-2）
　　　　令和４年度　多良木相良氏関連遺跡群発掘調査に伴う自然科学分析業務委託（№ 32993）
２．東光寺の自然科学分析
　　　　令和３年度　東光寺磨崖梵字の自然科学分析業務（№ 31326）
　　　　令和４年度　多良木相良氏関連遺跡群発掘調査に伴う自然科学分析業務委託（№ 32993）
３．人吉盆地に分布する石塔に用いられた黒色物資の材質調査
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2.分析方法 

 火山灰分析と珪藻、花粉、植物珪酸体の各微化石分析、種実遺体分析、抽出した炭化材の樹種同定および

炭化種実と炭化材の放射性炭素年代測定を実施した。なお、火山灰、微化石および種実遺体の各分析につい

ては対象物の産出に乏しいことが予測されたため、まず産状を確認するのみの概査を行い、産状の比較的良

好な植物珪酸体については、通常の分析を実施した。各分析の処理過程を以下に述べる。 

(1)火山灰分析 

北側土塁トレンチの試料番号 1(D-17)、2(D-18)、3(D-20)、4(D-21)、5(D-21)、6(D-22)、7(D-22)の 7点と、北

側堀跡トレンチの試料番号 1(H-26)、2(H-27)、3(H-28)、4(H-29)の 4点の、計 11点の試料を対象とした。 

試料約 20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流

し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テ

フラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火

山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手

平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手

平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状

のものとする。 

(2)珪藻分析 

北側土塁トレンチの試料番号 1(D-17)、2(D-18)、3(D-20)の 3点と、北側堀跡トレンチの試料番号 2(H-27)、

3(H-28)の 2点の、計 5点の試料を対象とした。 

湿重約5g をビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・漂白を行う。次

に、分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去し、珪藻殻の

濃縮を行う。この操作を4～5回繰り返す。次に、自然沈降法による砂質分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希

釈し、カバ－ガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下し、スライドガ

ラスに貼り付け永久プレパラ－トを作製する。 

(3)花粉分析 

上述の珪藻分析に選択した試料と同一の計 5点の試料を対象とした。 

試料約 10gについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液(臭化亜鉛，比重 2.2)による有機物の分離、フ

ッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸 9：濃硫酸 1の混合液)処理による植物遺体中のセル

ロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラートを

作製する。 

(4)植物珪酸体分析 

 上述の珪藻・花粉分析に選択した試料と同一の計 5点の試料と、北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地

層②(D-18)の、計 7点を対象とした。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量

する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されてい

る(杉山,2000;2009)。以下に処理過程を述べる。 

 植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法(藤原，1976)を用いて、次の手順で行った。 

1)試料を105℃で24時間乾燥(絶乾) 

2)試料約１gに対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加(0.1mgの精度で秤量) 

3)電気炉灰化法(550℃・６時間)による脱有機物処理 

4)超音波水中照射(300W・42KHz・10分間)による分散 
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5)沈底法による20μm以下の微粒子除去 

6)封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成 

7)検鏡・計数 

 同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。試

料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の

植物珪酸体個数を求めた。 

 また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体乾重)をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植物

の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる(杉山,2000)。タケ亜科については、植物

体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。 

(5)種実遺体分析 

北側土塁トレンチの整地層①直上(D-17)、整地層①(D-18)、整地層②(D-18)、北側堀跡トレンチの試料番号

1(H-26)、試料番号 2(H-27)、試料番号 3(H-28)、試料番号 4(H-29)、北側トレンチ堀 2覆土 2層炭化物層の、

計 8点の試料を対象とした。 

北側堀跡トレンチの試料は、水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。北側土塁トレンチ、北側トレンチ

堀 2 覆土 2 層炭化物層の試料は、常温乾燥後、水を満たした容器内に投入し、容器を傾けて浮いた炭化物を

粒径 0.5mmの篩に回収する。容器内の残土に水を入れて軽く攪拌し、炭化物を回収する作業を炭化物が浮か

なくなるまで繰り返す。残土を粒径 0.5mmの篩を通して水洗する。 

水洗後、水に浮いた試料(炭化物主体)と水に沈んだ試料(岩片主体)を、粒径別に常温乾燥させる。乾燥後

の試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、同定が可能な種実遺体の他、主に 4mm 以上の炭化材や土器片など

の遺物をピンセットで抽出する。 

種実遺体の同定は、現生標本や椿坂(1993)、中山ほか(2010)、鈴木ほか(2018)等を参考に実施し、部位･状

態別の個数を数えて、結果を一覧表で示す。また、各分類群の写真を添付して同定根拠とする。炭化材は重

量と最大径、炭化材主体、岩片主体は重量、土器片は個数と重量、最大径を一覧表に併記する。 

分析後は、一部の炭化種実と炭化材を年代測定および炭化材同定に供する。他は分類群別に容器に入れ

て保管する。他の抽出物と残渣は容器に入れて保管する。 

(6)炭化材同定 

種実遺体分析で抽出された炭化材のうち、北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地層②(D-18)の大型炭

化材各 5点と、北側トレンチの堀 2覆土 2層(炭化物層)の大型炭化材 4点の、計 14点の試料を対象とする。 

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の各割片を作成し、双眼実体顕微鏡や電子顕微鏡で観察す

る。年代測定用試料は、調整を行う際に、3 断面を双眼実体顕微鏡や電子顕微鏡で観察する。木材組織特徴

を、現生標本や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類(分類群)を同定

する。なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東(1982)、Wheeler 他(1998)、Richter 他(2006)を参考にする。

また、日本産木材の組織配列は、林(1991)や伊東(1995, 1996,1997,1998,1999)を参考にする。 

(7)放射性炭素年代測定 

種実遺体分析で抽出された炭化種実・炭化材のうち、北側土塁トレンチ整地層①-1(D-18)の炭化材（アカガ

シ亜属)、整地層①-2(D-18)の炭化材(アカガシ亜属)、整地層②-1(D-18)の炭化材（アカガシ亜属)、整地層②-

2(D-18)の炭化種実(コムギ)、整地層①(D-18)の炭化種実(イネ)、北側トレンチ堀 2 覆土 2 層炭化物層の炭化
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種実(イネ)、炭化種実(オオムギ)、北側堀跡トレンチ試料番号 1(H-26)から試料番号 4(H-29) までの炭化材の

細片を集めたもの(樹種同定不能)の、計 7点の試料を測定対象とする。 

試料の表面に付着した泥などの不純物をできるだけ取り除いた後、塩酸(HCl)により炭酸塩等酸可溶成分を

除去、水酸化ナトリウム(NaOH)により腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、塩酸によりアルカリ処理時に生成し

た炭酸塩等酸可溶成分を除去する(酸・アルカリ・酸処理 AAA:Acid Alkali Acid)。濃度は塩酸、水酸化ナトリウ

ム共に 1mol/Lである。 

試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グラファイト化(鉄を触媒とし水素で還元する)は Elementar 社の vario 

ISOTOPE cube と Ionplus社の Age3を連結した自動化装置を用いる。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を

NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径 1mm の孔にプレスし、測定試料とする。測定はタンデム加速器をベ

ースとした 14C-AMS 専用装置(NEC 社製)を用いて、14C の計数、13C 濃度(13C/12C)、14C 濃度(14C/12C)を測定す

る。AMS 測定時に、米国国立標準局(NIST)から提供される標準試料(HOX-Ⅱ)、国際原子力機関から提供され

る標準試料(IAEA-C6 等)、バックグラウンド試料(IAEA-C1)の測定も行う。δ13C は試料炭素の 13C 濃度

(13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(‰)で表したものである。放射性炭素の半減期は LIBBY

の半減期 5568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点とした年代(BP)であり、誤差は標準偏差(One 

Sigma;68%)に相当する年代である。測定年代の表示方法は、国際学会での勧告に従う(Stuiver & Polach 1977)。

また、暦年較正用に一桁目まで表した値も記す。 

暦年較正は、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、その後訂正された半減期(14C の半減期 5730±40

年 )を較正することによって、暦年代に近づける手法である。暦年較正に用いるソフトウエアは、

OxCal4.4(Bronk,2009)、較正曲線は IntCal20 (Reimer et al.,2020)である。 

 

3.結果 

(1)火山灰・珪藻・花粉分析 

 各分析概査結果を表 1に示す。いずれの分析も産状は不良であり、十分な解析を行えるものではなかった。 

 

表1　相良頼景館跡の各分析概査結果

D-18 D-18 D-17 D-18 D-20 D-21 D-21 D-22 D-22 H-26 H-27 H-28 H-29

分類群・部位

整地層
①

整地層
②

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4
備考

火山灰分析(概査)

軽石およびスコリア × × × × × × × × × × ×

火山ガラス ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ K-Ah由来,微量または極めて微量

珪藻分析(概査) × × × × × 珪藻検出されず

花粉分析(概査) × × × × × 花粉産出悪い・保存状態悪い

マツ属 花粉 ＋ - - - - 保存状態悪い

ツガ属 花粉 - - ＋ - - 保存状態悪い

コナラ属アカガシ亜属 花粉 - - ＋ - - 保存状態悪い

クワ科 花粉 - - ＋ - - 保存状態悪い

タンポポ亜科 花粉 - - ＋ - - 保存状態悪い

キク亜科 花粉 - ＋ - ＋ ＋ 保存状態悪い

シダ類 胞子 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 保存状態悪い

植物珪酸体分析(概査) △ △ △ △ △

イネ属 珪酸体 - - - - ＋

短細胞列 ＋ ＋ ＋ - -

穎珪酸体 ＋ - - - -

タケ亜科 珪酸体 ＋ ＋ ＋ ○ ○

ヨシ属 珪酸体 ＋ ＋ - ＋ ＋

ススキ属 珪酸体 - - ＋ ＋ -

注)×：検出されず、＋：微量、△：少量、○中量、空欄：概査非実施。

北側堀トレンチ北側土塁トレンチ
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5)沈底法による20μm以下の微粒子除去 

6)封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成 

7)検鏡・計数 

 同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。試

料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の

植物珪酸体個数を求めた。 

 また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体乾重)をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植物

の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる(杉山,2000)。タケ亜科については、植物

体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。 

(5)種実遺体分析 

北側土塁トレンチの整地層①直上(D-17)、整地層①(D-18)、整地層②(D-18)、北側堀跡トレンチの試料番号

1(H-26)、試料番号 2(H-27)、試料番号 3(H-28)、試料番号 4(H-29)、北側トレンチ堀 2覆土 2層炭化物層の、

計 8点の試料を対象とした。 

北側堀跡トレンチの試料は、水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。北側土塁トレンチ、北側トレンチ

堀 2 覆土 2 層炭化物層の試料は、常温乾燥後、水を満たした容器内に投入し、容器を傾けて浮いた炭化物を

粒径 0.5mmの篩に回収する。容器内の残土に水を入れて軽く攪拌し、炭化物を回収する作業を炭化物が浮か

なくなるまで繰り返す。残土を粒径 0.5mmの篩を通して水洗する。 

水洗後、水に浮いた試料(炭化物主体)と水に沈んだ試料(岩片主体)を、粒径別に常温乾燥させる。乾燥後

の試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、同定が可能な種実遺体の他、主に 4mm 以上の炭化材や土器片など

の遺物をピンセットで抽出する。 

種実遺体の同定は、現生標本や椿坂(1993)、中山ほか(2010)、鈴木ほか(2018)等を参考に実施し、部位･状

態別の個数を数えて、結果を一覧表で示す。また、各分類群の写真を添付して同定根拠とする。炭化材は重

量と最大径、炭化材主体、岩片主体は重量、土器片は個数と重量、最大径を一覧表に併記する。 

分析後は、一部の炭化種実と炭化材を年代測定および炭化材同定に供する。他は分類群別に容器に入れ

て保管する。他の抽出物と残渣は容器に入れて保管する。 

(6)炭化材同定 

種実遺体分析で抽出された炭化材のうち、北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地層②(D-18)の大型炭

化材各 5点と、北側トレンチの堀 2覆土 2層(炭化物層)の大型炭化材 4点の、計 14点の試料を対象とする。 

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の各割片を作成し、双眼実体顕微鏡や電子顕微鏡で観察す

る。年代測定用試料は、調整を行う際に、3 断面を双眼実体顕微鏡や電子顕微鏡で観察する。木材組織特徴

を、現生標本や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類(分類群)を同定

する。なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東(1982)、Wheeler 他(1998)、Richter 他(2006)を参考にする。

また、日本産木材の組織配列は、林(1991)や伊東(1995, 1996,1997,1998,1999)を参考にする。 

(7)放射性炭素年代測定 

種実遺体分析で抽出された炭化種実・炭化材のうち、北側土塁トレンチ整地層①-1(D-18)の炭化材（アカガ

シ亜属)、整地層①-2(D-18)の炭化材(アカガシ亜属)、整地層②-1(D-18)の炭化材（アカガシ亜属)、整地層②-

2(D-18)の炭化種実(コムギ)、整地層①(D-18)の炭化種実(イネ)、北側トレンチ堀 2 覆土 2 層炭化物層の炭化
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表2　相良頼景館跡の植物珪酸体分析結果
 検出密度（単位：×100個/g）

D-18 D-18 D-17 D-18 D-20 H-27 H-28

   分類群 　学名

整地層
①

整地層
②

1 2 3 2 3

 イネ科 Gramineae

　 イネ   Oryza sativa 34 41 20 15 21 16 15

　 ムギ類(穎の表皮細胞)   Hordeum-Triticum  (husk Phytolith) 5

　 ヨシ属   Phragmites 5 5 5 5

　 キビ族型   Paniceae type 5 5 5 5 5 5 5

　 ススキ属型   Miscanthus type 34 26 10 5 5 5 5

　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 25 15 10 21 5 11 15

 タケ亜科 Bambusoideae

　 メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 25 20 20 15 16 16 5

　 ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 93 51 25 41 10 42 10

　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 10 10 10 5 5 11 10

　 ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 5 5 10 5 5

　 マダケ属型   Phyllostachys 39 46 30 46 21 11 10

　 未分類等   Others 29 51 40 26 26 21 25

 その他のイネ科 Others

   表皮毛起源   Husk hair origin 5 10 5 5 5 11 15

   棒状珪酸体   Rodshaped 79 77 60 62 42 16 56

   未分類等   Others 128 92 94 83 73 53 56

 樹木起源 Arboreal

   ブナ科(シイ属)   Castanopsis 5 5 5 5 5

   クスノキ科   Lauraceae 5 5

   マンサク科(イスノキ属)   Distylium 5 5 5 5

   その他   Others 10 20 10 5 10 11 20

 植物珪酸体総数　 Total 530 475 348 361 268 236 268

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡･㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

 　イネ   Oryza sativa 1.01 1.20 0.58 0.46 0.62 0.46 0.45

   ヨシ属   Phragmites 0.31 0.32 0.33 0.32

   ススキ属型   Miscanthus type 0.43 0.32 0.12 0.06 0.07 0.07 0.06

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 0.28 0.24 0.23 0.18 0.18 0.18 0.06

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 0.45 0.25 0.12 0.20 0.05 0.20 0.05

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.07 0.08 0.07 0.04 0.04 0.08 0.08

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 0.01 0.02 0.03 0.02 0.02

 タケ亜科の比率（％）

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 35 42 54 42 60 38 30

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 55 44 28 46 17 42 24

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 9 14 18 9 13 16 38

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 2 4 10 3 8

　 メダケ率 　Medake ratio 89 86 82 87 77 80 54

北側堀トレンチ北側土塁トレンチ

 

 

(2)植物珪酸体分析 

 概査結果を表1に、通常分析結果を表2に示す。検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これ

らの分類群について定量を行い、結果を表2、図3に示す。主要な分類群について顕微鏡写真を示す(図版1)。 
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・イネ科 

 イネ、ムギ類(穎の表皮細胞)、ヨシ属、キビ族型、ススキ属型(おもにススキ属)、ウシクサ族Ａ(チガヤ属など) 

・イネ科－タケ亜科 

 メダケ節型(メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、ネザサ節型(おもにメダケ属ネザサ節)、チマキ

ザサ節型(ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、ミヤコザサ節型(ササ属ミヤコザサ節など)、マダケ属型

(マダケ属、ホウライチク属)、未分類等 

・イネ科－その他 

 表皮毛起源、棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)、未分類等 

・樹木 

 ブナ科(シイ属)、クスノキ科、マンサク科(イスノキ属)、その他 

植物珪酸体の検出状況は以下の通りである。 

北側土塁トレンチの整地層①(D-18)と整地層②(D-18)では、イネが比較的多く検出され、ヨシ属、キビ族型、

ススキ属型、ウシクサ族Ａ、メダケ節型、ネザサ節型、チマキザサ節型、マダケ属型、および樹木(照葉樹)のブ

ナ科(シイ属)なども認められた。イネの密度は、整地層①では3,400個/g、整地層②では4,100個/gと比較的高

い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている5,000個/g(状況により3,000個/gとする場合

もある)に近い。おもな分類群の推定生産量によると、両試料ともイネが優勢となっている。 

北側土塁トレンチの試料番号1(D-17)、2(D-18)、3(D-20)および北側堀跡トレンチの試料番号2(H-27)、3(H-2

8)でも、おおむね同様の結果であり、すべての試料からイネが検出された。イネの密度は1,500～2,100個/gと

比較的低い値である。また、北側土塁トレンチの試料番号1(D-17)ではムギ類(穎の表皮細胞)が検出された。
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表2　相良頼景館跡の植物珪酸体分析結果
 検出密度（単位：×100個/g）

D-18 D-18 D-17 D-18 D-20 H-27 H-28

   分類群 　学名

整地層
①

整地層
②

1 2 3 2 3

 イネ科 Gramineae

　 イネ   Oryza sativa 34 41 20 15 21 16 15

　 ムギ類(穎の表皮細胞)   Hordeum-Triticum  (husk Phytolith) 5

　 ヨシ属   Phragmites 5 5 5 5

　 キビ族型   Paniceae type 5 5 5 5 5 5 5

　 ススキ属型   Miscanthus type 34 26 10 5 5 5 5

　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 25 15 10 21 5 11 15

 タケ亜科 Bambusoideae

　 メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 25 20 20 15 16 16 5

　 ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 93 51 25 41 10 42 10

　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 10 10 10 5 5 11 10

　 ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 5 5 10 5 5

　 マダケ属型   Phyllostachys 39 46 30 46 21 11 10

　 未分類等   Others 29 51 40 26 26 21 25

 その他のイネ科 Others

   表皮毛起源   Husk hair origin 5 10 5 5 5 11 15

   棒状珪酸体   Rodshaped 79 77 60 62 42 16 56

   未分類等   Others 128 92 94 83 73 53 56

 樹木起源 Arboreal

   ブナ科(シイ属)   Castanopsis 5 5 5 5 5

   クスノキ科   Lauraceae 5 5

   マンサク科(イスノキ属)   Distylium 5 5 5 5

   その他   Others 10 20 10 5 10 11 20

 植物珪酸体総数　 Total 530 475 348 361 268 236 268

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡･㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

 　イネ   Oryza sativa 1.01 1.20 0.58 0.46 0.62 0.46 0.45

   ヨシ属   Phragmites 0.31 0.32 0.33 0.32

   ススキ属型   Miscanthus type 0.43 0.32 0.12 0.06 0.07 0.07 0.06

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 0.28 0.24 0.23 0.18 0.18 0.18 0.06

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 0.45 0.25 0.12 0.20 0.05 0.20 0.05

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.07 0.08 0.07 0.04 0.04 0.08 0.08

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 0.01 0.02 0.03 0.02 0.02

 タケ亜科の比率（％）

   メダケ節型   Pleioblastus  sect. Nipponocalamus 35 42 54 42 60 38 30

   ネザサ節型   Pleioblastus  sect. Nezasa 55 44 28 46 17 42 24

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 9 14 18 9 13 16 38

   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 2 4 10 3 8

　 メダケ率 　Medake ratio 89 86 82 87 77 80 54

北側堀トレンチ北側土塁トレンチ

 

 

(2)植物珪酸体分析 

 概査結果を表1に、通常分析結果を表2に示す。検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これ

らの分類群について定量を行い、結果を表2、図3に示す。主要な分類群について顕微鏡写真を示す(図版1)。 
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密度は500個/gと低い値であるが、穎(籾殻)が栽培地に残される確率は低いことから、少量が検出された場合

でも過大に評価する必要がある。また、部分的に樹木(照葉樹)のブナ科(シイ属)、クスノキ科、マンサク科(イス

ノキ属)が認められた。 

(3)種実遺体分析 

結果を表3に示す。8試料合計10.36kgを洗い出した結果、炭化種実、炭化材、土器片、植物片、種実等が検

出された。なお、炭化していない種実や植物片は後代の混入と判断されるため、考察より除外する。 

北側土塁トレンチの整地層①直上(D-17)(試料800g)は、炭化種実9個、炭化材0.64g(最大1.1cm)、炭化材主

体1.06g、岩片主体59.14g、土器片4個5.92g(最大3.3cm)、植物片0.05gが検出された。炭化種実は、栽培植物の

イネ籾(基部)7個、草本のイヌタデ近似種1個、イヌコウジュ属1個に同定された。 

整地層①(D-18)(試料2100g)は、炭化種実35個、不明炭化物2個(残存径3.9mm)、炭化材1.15g(最大0.9cm)、

炭化材主体2.06g、岩片主体148.97g、土器片1個2.06g(最大2.9cm)、植物片0.11g、種実2個(草本のザクロソウ)

が検出された。炭化種実は、栽培植物のアワの果実1個、イネ籾(基部)15個、籾片2個、玄米8個と、草本のイネ

科1個、タデ属2個に同定された。6個は保存状態不良の破片で不明としたが、穀類片の可能性がある。 

整地層②(D-18)(試料1275g)は、炭化種実8個、炭化材0.85g(最大1.0cm)、炭化材主体2.14g、岩片主体73.12

g、土器片3個3.32g(最大2.0cm)、植物片0.06g、種実1個(草本のメヒシバ近似種)が検出された。炭化種実は、栽

培植物の栽培植物のアワの穎果1個、イネ籾(基部)2個、玄米1個、コムギ2個、草本のタデ属2個に同定された。 

北側堀跡トレンチは、試料番号1(H-26)、2(H-27)、3(H-28)、4(H-29)の計4点(2915cc5.31kg)より、炭化材0.00

1g未満(最大2.9mm)、岩片主体341.16g、植物片0.01g、植物片主体0.26gが検出された。 

北側トレンチ堀2覆土2層炭化物層(試料872g)は、炭化種実10個、炭化材0.84g(最大1.4cm)、炭化材主体1.45

g、岩片主体42.09g、植物片0.03g、種実1個(草本のカヤツリグサ属)が検出された。炭化種実は、栽培植物のイ

ネ籾(基部)1個、籾･玄米1個、穎果(玄米)5個、オオムギ1個、ソバ種子2個に同定された。 

以下、炭化種実各分類群の形態的特徴等を記す。 

・アワ(Setaria italica (L.) P.Beauv.) イネ科エノコログサ属 

 果実は径 1.7mm、穎果は径 1.2 mmの半偏球体で背面は丸みがあり腹面は平ら。穎果は基部正中線上に馬

蹄形の胚の凹みがある。表面に残る果皮片は薄く、表面には横方向に目立つ微細な顆粒状突起が配列する。 

・イネ（Oryza sativa L.） イネ科イネ属 

籾(内外穎)は完形ならば長さ 6～7.5mm、幅 3～4mm、厚さ 2～3mm 程度の偏平な長楕円体。基部に大きさ

1mm 程度の斜切状円柱形の果実序柄(小穂軸)と 1 対の護穎を有し、その上に外穎(護穎と言う場合もある)と

内穎がある。外穎は 5 脈、内穎は 3 脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成

する。果皮は薄く、表面には顆粒状突起が縦列する。出土籾 1個は基部(小穂軸)であり、残存長 1.0mm を測る。 

玄米(炭化米、穎果)はやや偏平な長楕円体、基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや

平滑で内外穎の縫合部痕の縦隆条がある。炭化米の計測値は、整地層①が長さ 3.74mm、幅 2.54mm、厚さ

1.86mm、堀 2が長さ 4.05mm、幅 2.57mm、厚さ 1.71mm である。佐藤(1988)による炭化米の「粒大(長さ×幅)」、

「粒形(長さ/幅)」は、整地層①が粒大 9.50、粒形 1.47、堀 2 が粒大 10.41、粒形 1.58 となり、2 個とも短粒極小

型に該当する。 

・オオムギ(Hordeum valgare L.) イネ科オオムギ属 

穎果は残存長 4.66mm、残存厚 2.47mm のやや偏平な紡錘状長楕円体、両端は尖るが基部を欠損する。腹

面正中線上にやや太く深い縦溝があり、背面基部正中線上の胚の痕跡を欠損する。表面は粗面で微細な縦

筋がある。 
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表3　相良頼景館跡の種実遺体分析・炭化材同定結果
北側トレンチ

D-17 D-18 D-18 H-26 H-27 H-28 H-29 堀2

分類群・部位･状態･粒径

整地層

①直上

整地層

①

整地層

②
1 2 3 4

覆土2層

炭化物層 備考

炭化種実

アワ 果実 完形未満 - 1 - - - - - - (個),状態不良

穎果 完形未満 - - 1 - - - - - (個),状態不良

イネ 籾(基部) 破片 7 15 2 - - - - 1 (個)

籾 破片 - 2 - - - - - - (個)

籾･玄米 破片 - - - - - - - 1 (個),堀2覆土2層玄米6個合計0.02g

玄米(穎果) 完形 - 1 - - - - - 1 (個),整地層①長さ3.74mm,幅2.54mm,厚さ1.86mm

完形未満 - 2 - - - - - 4 (個),堀2:長さ4.05mm,幅2.57mm,厚さ1.71mm

破片 - 5 1 - - - - - (個)

オオムギ 穎果 完形未満 - - - - - - - 1 (個),<0.01g,残存長4.66mm,残存厚2.47mm

コムギ 穎果 完形未満 - - 1 - - - - - (個),状態不良残存長2.41,幅1.99,厚さ1.59mm

破片 - - 1 - - - - - (個),残存長2.59mm

イネ科 穎果 完形 - 1 - - - - - - (個),野生種の可能性

イヌタデ近似種 果実 完形 1 - - - - - - - (個)

タデ属 果実 完形未満 - 2 - - - - - - (個),2面体,左右非対称

破片 - - 2 - - - - - (個)

ソバ 種子 完形 - - - - - - - 1 (個),ソバ2個合計0.01g,長さ3.25mm,径2.28mm

完形未満 - - - - - - - 1 (個),長さ3.26,径2.21mm

イヌコウジュ属 果実 完形 1 - - - - - - - (個)

不明(穀類) 穎果 破片 - 6 - - - - - - (個),状態不良

不明炭化物 破片 - 2 - - - - - - (個),残存径3.88mm

炭化材

アカガシ亜属 - 5 5 - - - - 4 (個)

炭化材 10.77 9.14 9.63 - 1.92 2.94 2.73 13.52 最大径(mm)

>4mm 0.33 0.12 0.06 - - - - 0.36 乾重(g),一部樹種同定･年代測定

4-2mm 0.31 1.03 0.78 - - - - 0.48 乾重(g)

炭化材主体 2-1mm 0.61 0.96 1.04 - - <0.001 - 0.68 乾重(g)

1-0.5mm 0.45 1.10 1.10 - <0.001 <0.001 0.77 乾重(g)

岩片主体 >4mm 22.56 56.69 18.21 30.32 12.18 37.37 41.87 20.68 乾重(g)

4-2mm 6.25 19.26 10.03 3.84 7.25 21.30 20.53 5.59 乾重(g)

2-1mm 12.38 29.55 18.19 3.79 7.79 21.98 25.31 7.09 乾重(g)

1-0.5mm 17.95 43.48 26.70 5.75 13.33 35.16 53.39 8.73 乾重(g)

土器片 5.92 2.06 3.32 - - - - - 乾重(g)

33.00 28.57 20.39 - - - - - 最大径(mm)

4 1 3 - - - - - (個)

非炭化種実 混入の可能性

メヒシバ近似種 果実 完形 - - 1 - - - - - (個),<0.01g

カヤツリグサ属 果実 完形 - - - - - - - 1 (個),<0.01g

ザクロソウ 種子 完形 - 2 - - - - - - (個),<0.01g

植物片 0.05 0.11 0.06 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 0.03 乾重(g),混入の可能性

植物片主体 - - - <0.001 0.12 0.11 0.04 - 乾重(g),混入の可能性

分析量 - - - 450 920 740 805 - 容積(cc)

800 2100 1275 805 1557 1390 1558 872 湿重(g)

北側堀跡トレンチ北側土塁トレンチ

 

 

・コムギ(Triticum aestivum L.) イネ科コムギ属 

穎果は長さ 3.0～4.0mm、幅 2.1～3.0mm、厚さ 1.8～2.3mmの丸みを帯びた楕円体。整地層②出土穎果は残

存長 2.41mm、幅 1.99mm、厚さ 1.59mm と、残存長 2.59mm を測る。腹面正中線上にやや太く深い縦溝があり、

背面は基部正中線上に胚の痕跡があり長径 1mm程度丸く窪む。表面には微細な粒状模様が縦列する。 

・イネ科（Gramineae） 

穎果は長さ0.9mm、幅0.7mm程度のやや偏平な長楕円体。背面基部正中線上に長さ0.4mm程度の楕円形の

胚の痕跡がある。表面は粗面で微細な縦筋がある。アワの成熟個体とは区別され、野生種の可能性がある。 

・ソバ(Fagopyrum esculentum Moench) タデ科ソバ属 

種子は長さ 3.25mm、径 2.28mm と長さ 3.26mm、径 2.21mmの三稜状広卵体。頂部はやや尖り、基部は切形。 

(4)炭化材同定 

結果を表 3 に示す。北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地層②(D-18)の各 5 点と、北側トレンチの堀 2

覆土 2層炭化物層の 4点の、計 14点は、全て常緑広葉樹のコナラ属アカガシ亜属に同定された。一方、北側

堀跡トレンチの炭化材は微小な細片で同定ができない大きさであった。以下、植物解剖学的所見を記す。 

・コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. Cyclobalanopsis） ブナ科 

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有す。

放射組織は同性、単列で 1～15細胞高のものと、複合放射組織とがある。 
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密度は500個/gと低い値であるが、穎(籾殻)が栽培地に残される確率は低いことから、少量が検出された場合

でも過大に評価する必要がある。また、部分的に樹木(照葉樹)のブナ科(シイ属)、クスノキ科、マンサク科(イス

ノキ属)が認められた。 

(3)種実遺体分析 

結果を表3に示す。8試料合計10.36kgを洗い出した結果、炭化種実、炭化材、土器片、植物片、種実等が検

出された。なお、炭化していない種実や植物片は後代の混入と判断されるため、考察より除外する。 

北側土塁トレンチの整地層①直上(D-17)(試料800g)は、炭化種実9個、炭化材0.64g(最大1.1cm)、炭化材主

体1.06g、岩片主体59.14g、土器片4個5.92g(最大3.3cm)、植物片0.05gが検出された。炭化種実は、栽培植物の

イネ籾(基部)7個、草本のイヌタデ近似種1個、イヌコウジュ属1個に同定された。 

整地層①(D-18)(試料2100g)は、炭化種実35個、不明炭化物2個(残存径3.9mm)、炭化材1.15g(最大0.9cm)、

炭化材主体2.06g、岩片主体148.97g、土器片1個2.06g(最大2.9cm)、植物片0.11g、種実2個(草本のザクロソウ)

が検出された。炭化種実は、栽培植物のアワの果実1個、イネ籾(基部)15個、籾片2個、玄米8個と、草本のイネ

科1個、タデ属2個に同定された。6個は保存状態不良の破片で不明としたが、穀類片の可能性がある。 

整地層②(D-18)(試料1275g)は、炭化種実8個、炭化材0.85g(最大1.0cm)、炭化材主体2.14g、岩片主体73.12

g、土器片3個3.32g(最大2.0cm)、植物片0.06g、種実1個(草本のメヒシバ近似種)が検出された。炭化種実は、栽

培植物の栽培植物のアワの穎果1個、イネ籾(基部)2個、玄米1個、コムギ2個、草本のタデ属2個に同定された。 

北側堀跡トレンチは、試料番号1(H-26)、2(H-27)、3(H-28)、4(H-29)の計4点(2915cc5.31kg)より、炭化材0.00

1g未満(最大2.9mm)、岩片主体341.16g、植物片0.01g、植物片主体0.26gが検出された。 

北側トレンチ堀2覆土2層炭化物層(試料872g)は、炭化種実10個、炭化材0.84g(最大1.4cm)、炭化材主体1.45

g、岩片主体42.09g、植物片0.03g、種実1個(草本のカヤツリグサ属)が検出された。炭化種実は、栽培植物のイ

ネ籾(基部)1個、籾･玄米1個、穎果(玄米)5個、オオムギ1個、ソバ種子2個に同定された。 

以下、炭化種実各分類群の形態的特徴等を記す。 

・アワ(Setaria italica (L.) P.Beauv.) イネ科エノコログサ属 

 果実は径 1.7mm、穎果は径 1.2 mmの半偏球体で背面は丸みがあり腹面は平ら。穎果は基部正中線上に馬

蹄形の胚の凹みがある。表面に残る果皮片は薄く、表面には横方向に目立つ微細な顆粒状突起が配列する。 

・イネ（Oryza sativa L.） イネ科イネ属 

籾(内外穎)は完形ならば長さ 6～7.5mm、幅 3～4mm、厚さ 2～3mm 程度の偏平な長楕円体。基部に大きさ

1mm 程度の斜切状円柱形の果実序柄(小穂軸)と 1 対の護穎を有し、その上に外穎(護穎と言う場合もある)と

内穎がある。外穎は 5 脈、内穎は 3 脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成

する。果皮は薄く、表面には顆粒状突起が縦列する。出土籾 1個は基部(小穂軸)であり、残存長 1.0mm を測る。 

玄米(炭化米、穎果)はやや偏平な長楕円体、基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや

平滑で内外穎の縫合部痕の縦隆条がある。炭化米の計測値は、整地層①が長さ 3.74mm、幅 2.54mm、厚さ

1.86mm、堀 2が長さ 4.05mm、幅 2.57mm、厚さ 1.71mm である。佐藤(1988)による炭化米の「粒大(長さ×幅)」、

「粒形(長さ/幅)」は、整地層①が粒大 9.50、粒形 1.47、堀 2 が粒大 10.41、粒形 1.58 となり、2 個とも短粒極小

型に該当する。 

・オオムギ(Hordeum valgare L.) イネ科オオムギ属 

穎果は残存長 4.66mm、残存厚 2.47mm のやや偏平な紡錘状長楕円体、両端は尖るが基部を欠損する。腹

面正中線上にやや太く深い縦溝があり、背面基部正中線上の胚の痕跡を欠損する。表面は粗面で微細な縦

筋がある。 
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表4　相良頼景館跡の放射性炭素年代測定結果

確率

%

σ cal AD 1277 - cal AD 1291 673 - 660 cal BP 68.3

2σ cal AD 1272 - cal AD 1300 679 - 651 cal BP 95.4

σ cal AD 1269 - cal AD 1282 682 - 668 cal BP 68.3

cal AD 1230 - cal AD 1243 720 - 707 cal BP 4.0

cal AD 1257 - cal AD 1293 693 - 657 cal BP 91.5

cal AD 1319 - cal AD 1359 632 - 591 cal BP 56.6

cal AD 1389 - cal AD 1397 562 - 554 cal BP 11.7

cal AD 1305 - cal AD 1365 645 - 585 cal BP 76.3

cal AD 1383 - cal AD 1402 567 - 549 cal BP 19.1

cal AD 1320 - cal AD 1359 633 - 591 cal BP 56.5

cal AD 1389 - cal AD 1397 562 - 554 cal BP 11.8

cal AD 1305 - cal AD 1365 645 - 585 cal BP 76.6

cal AD 1383 - cal AD 1401 567 - 550 cal BP 18.9

cal AD 1329 - cal AD 1336 621 - 615 cal BP 8.9

cal AD 1396 - cal AD 1419 554 - 532 cal BP 59.4

cal AD 1326 - cal AD 1352 625 - 599 cal BP 27.0

cal AD 1393 - cal AD 1423 557 - 527 cal BP 68.4

σ cal AD 1443 - cal AD 1466 507 - 485 cal BP 68.3

2σ cal AD 1434 - cal AD 1485 516 - 465 cal BP 95.4

σ cal AD 1452 - cal AD 1490 499 - 460 cal BP 68.3

cal AD 1446 - cal AD 1508 505 - 442 cal BP 82.2

cal AD 1593 - cal AD 1619 357 - 332 cal BP 13.2

cal AD 611 - cal AD 617 1340 - 1333 cal BP 9.5

cal AD 640 - cal AD 658 1310 - 1292 cal BP 58.7

cal AD 605 - cal AD 629 1345 - 1321 cal BP 25.3

cal AD 634 - cal AD 662 1316 - 1288 cal BP 70.1

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ （測定値の68.2%が入る範囲）を年代値に換算した値。

4)AAAは、酸・アルカリ・酸処理、AaAはアルカリの濃度を下げたことを示す。

5)暦年の計算には、OxCal v4.4を使用

6)暦年の計算には1桁目まで示した年代値を使用。

7)較正データーセットは、IntCal20を使用。

8)較正曲線や較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

9)統計的に真の値が入る確率は、σ が68.3%、2σ が95.4%である

暦年較正年代

pal-

14697

PLD-

49540

pal-

14696

北側土塁

トレンチ

整地層①-2

炭化材

(アカガシ

亜属)

PLD-

49539

炭化種実

(オオムギ)

試料 性状
分析

方法

測定年代

(暦年較正用)

yrBP

δ
13

Ｃ

（‰）

AAA

(1M)

395±20

(395±19)

-29.93

±0.20

AAA

(1M)

-28.74

±0.27

-24.45

±0.27

σ

2σ

Code No.

北側

トレンチ

堀2

覆土2層

炭化物層

炭化種実

(イネ)

AAA

(1M)

425±20

(423±20)

-30.77

±0.23

2σ

AAA

(1M)

740±20

(742±20)

北側堀跡

トレンチ

1～4

炭化材

(細片のた

め

樹種同定

不能)

AAA

(1M)

1400±20

(1400±18)

北側土塁

トレンチ

整地層①

炭化種実

(イネ)

北側土塁

トレンチ

整地層

②-1

炭化材

（アカガシ

亜属)

AAA

(1M)

600±15

(601±17)

-26.56

±0.19

北側土塁

トレンチ

整地層①-1

炭化材

（アカガシ

亜属)

AAA

(1M)

710±15

(710±17)

-27.75

±0.17

年代値

-

-

-

-

YU-

160342σ

σ

PLD-

46493

2σ

PLD-

46491

-

-

PLD-

46492

2σ

σ

σ

北側土塁

トレンチ

整地層

②-2

炭化種実

(コムギ)

AAA

(1M)

PLD-

46494

2σ

PLD-

46490

600±15

(602±17)

-24.13

±0.25

555±15

(553±17)

-24.82

±0.14

 

(5)放射性炭素年代測定 

結果を表 4、図 4 に示す。今回は加速器質量分析計による年代測定に必要な炭素量は十分回収できている。 

同位体補正を行った各試料の年代値は、北側土塁トレンチの整地層①-1(D-18)(アカガシ亜属)が 710±

15BP、整地層①-2(D-18)(アカガシ亜属)が 740±20BP、整地層②-1(D-18)(アカガシ亜属)と整地層②-2(D-

18)(コムギ)がともに 600±15BP、整地層①(D-18)(イネ)が 555±15BP、北側トレンチの堀 2 覆土 2 層炭化物層

(イネ)が 425±20BP、堀 2 覆土 2 層炭化物層(オオムギ)が 395±20BP、北側堀跡トレンチの試料番号 1～

4(H-26～29)の炭化材(細片を集めたもの)が 1400±20BP である。 

測定誤差 2σの暦年代は、整地層①-1 が calAD1272～1300、整地層①-2 が calAD1230～1293、整地層②

-1 が calAD1305～1402、整地層②-2 が calAD1305～1401、整地層①が calAD1326～1423、堀 2 覆土 2 層炭

化物層のイネが calAD1434～1485、オオムギが calAD1446～1619、北側堀跡が calAD 605～662 である。 
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4.考察 

概査分析の結果、整地層も堀跡堆積物も火山灰の産状は不良であった。これは多良木町の地理的位置が

第一の理由として挙げられる。九州地方南部における比較的新しい時代(例えばシラスの噴出した3万年前以

降)に活発な噴火活動のあった火山は、霧島火山、桜島火山、開聞岳火山であるが、これら火山を給源とする

火山灰の分布は、火山から東方あるいは北東方を軸としており、これら火山のほぼ真北に位置する人吉盆地

にはほとんど火山灰の降灰がなかったことが推定される。特に霧島火山は距離的にも多良木町に近く、中世

に比較的大規模なテフラの噴出(AD1235年の霧島御鉢高原テフラ:Kr-Th)もあったが、長岡ほか(2010)などの

記載を参照すれば、上述したようにその位置的関係により、多良木町は分布範囲外である可能性が高い。な

お、テフラを構成する砕屑物も下記の珪藻や植物珪酸体と同様に珪酸分を主体とする砕屑物であり、堆積後

の環境によっては分解消失する可能性はある。しかし、その場合でもKr-Thの主な構成物であるスコリアが完

全に消失することは考えにくく、風化変質したスコリアの残片などが認められることが考えられる。今回の分析

ではそのような砕屑物も全く認められなかったことから、Kr-Th自体の降下堆積がなかった可能性が高いと考

えられる。 

また、植物珪酸体を除いた珪藻や花粉の産状も不良であり、堀跡堆積物では種実や木材の産状も不良であ

った。珪藻や植物珪酸体はガラス化した珪酸分から成る。比較的分解に強いが、乾湿を繰り返す場所や、水質

が塩基性もしくは水温が高い状態では、溶解しやすいことが知られている。花粉や種実の主成分はセルロース

等の有機物である。これらは好気的環境下では細菌等により分解しやすい。以上のことから、当時の地表面な

ど好気的で乾湿を繰り返すような状態と考えられ、化石が残りにくかった可能性がある。 

種実遺体分析の結果、北側土塁トレンチの整地層①直上(D-17)、整地層①(D-18)、整地層②(D-18)、北側ト

レンチ堀2覆土2層炭化物層からは、炭化種実の他、炭化材、土器片などの遺物が確認された。 
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表4　相良頼景館跡の放射性炭素年代測定結果

確率

%

σ cal AD 1277 - cal AD 1291 673 - 660 cal BP 68.3

2σ cal AD 1272 - cal AD 1300 679 - 651 cal BP 95.4

σ cal AD 1269 - cal AD 1282 682 - 668 cal BP 68.3

cal AD 1230 - cal AD 1243 720 - 707 cal BP 4.0

cal AD 1257 - cal AD 1293 693 - 657 cal BP 91.5

cal AD 1319 - cal AD 1359 632 - 591 cal BP 56.6

cal AD 1389 - cal AD 1397 562 - 554 cal BP 11.7

cal AD 1305 - cal AD 1365 645 - 585 cal BP 76.3

cal AD 1383 - cal AD 1402 567 - 549 cal BP 19.1

cal AD 1320 - cal AD 1359 633 - 591 cal BP 56.5

cal AD 1389 - cal AD 1397 562 - 554 cal BP 11.8

cal AD 1305 - cal AD 1365 645 - 585 cal BP 76.6

cal AD 1383 - cal AD 1401 567 - 550 cal BP 18.9

cal AD 1329 - cal AD 1336 621 - 615 cal BP 8.9

cal AD 1396 - cal AD 1419 554 - 532 cal BP 59.4

cal AD 1326 - cal AD 1352 625 - 599 cal BP 27.0

cal AD 1393 - cal AD 1423 557 - 527 cal BP 68.4

σ cal AD 1443 - cal AD 1466 507 - 485 cal BP 68.3

2σ cal AD 1434 - cal AD 1485 516 - 465 cal BP 95.4

σ cal AD 1452 - cal AD 1490 499 - 460 cal BP 68.3

cal AD 1446 - cal AD 1508 505 - 442 cal BP 82.2

cal AD 1593 - cal AD 1619 357 - 332 cal BP 13.2

cal AD 611 - cal AD 617 1340 - 1333 cal BP 9.5

cal AD 640 - cal AD 658 1310 - 1292 cal BP 58.7

cal AD 605 - cal AD 629 1345 - 1321 cal BP 25.3

cal AD 634 - cal AD 662 1316 - 1288 cal BP 70.1

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ （測定値の68.2%が入る範囲）を年代値に換算した値。

4)AAAは、酸・アルカリ・酸処理、AaAはアルカリの濃度を下げたことを示す。

5)暦年の計算には、OxCal v4.4を使用

6)暦年の計算には1桁目まで示した年代値を使用。

7)較正データーセットは、IntCal20を使用。

8)較正曲線や較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

9)統計的に真の値が入る確率は、σ が68.3%、2σ が95.4%である

暦年較正年代

pal-

14697

PLD-

49540

pal-

14696

北側土塁

トレンチ

整地層①-2

炭化材

(アカガシ

亜属)

PLD-

49539

炭化種実

(オオムギ)

試料 性状
分析

方法

測定年代

(暦年較正用)

yrBP

δ
13

Ｃ

（‰）

AAA

(1M)

395±20

(395±19)

-29.93

±0.20

AAA

(1M)

-28.74

±0.27

-24.45

±0.27

σ

2σ

Code No.

北側

トレンチ

堀2

覆土2層

炭化物層

炭化種実

(イネ)

AAA

(1M)

425±20

(423±20)

-30.77

±0.23

2σ

AAA

(1M)

740±20

(742±20)

北側堀跡

トレンチ

1～4

炭化材

(細片のた

め

樹種同定

不能)

AAA

(1M)

1400±20

(1400±18)

北側土塁

トレンチ

整地層①

炭化種実

(イネ)

北側土塁

トレンチ

整地層

②-1

炭化材

（アカガシ

亜属)

AAA

(1M)

600±15

(601±17)

-26.56

±0.19

北側土塁

トレンチ

整地層①-1

炭化材

（アカガシ

亜属)

AAA

(1M)

710±15

(710±17)

-27.75

±0.17

年代値

-

-

-

-

YU-

160342σ

σ

PLD-

46493

2σ

PLD-

46491

-

-

PLD-

46492

2σ

σ

σ

北側土塁

トレンチ

整地層

②-2

炭化種実

(コムギ)

AAA

(1M)

PLD-

46494

2σ

PLD-

46490

600±15

(602±17)

-24.13

±0.25

555±15

(553±17)

-24.82

±0.14

 

(5)放射性炭素年代測定 

結果を表 4、図 4 に示す。今回は加速器質量分析計による年代測定に必要な炭素量は十分回収できている。 

同位体補正を行った各試料の年代値は、北側土塁トレンチの整地層①-1(D-18)(アカガシ亜属)が 710±

15BP、整地層①-2(D-18)(アカガシ亜属)が 740±20BP、整地層②-1(D-18)(アカガシ亜属)と整地層②-2(D-

18)(コムギ)がともに 600±15BP、整地層①(D-18)(イネ)が 555±15BP、北側トレンチの堀 2 覆土 2 層炭化物層

(イネ)が 425±20BP、堀 2 覆土 2 層炭化物層(オオムギ)が 395±20BP、北側堀跡トレンチの試料番号 1～

4(H-26～29)の炭化材(細片を集めたもの)が 1400±20BP である。 

測定誤差 2σの暦年代は、整地層①-1 が calAD1272～1300、整地層①-2 が calAD1230～1293、整地層②

-1 が calAD1305～1402、整地層②-2 が calAD1305～1401、整地層①が calAD1326～1423、堀 2 覆土 2 層炭

化物層のイネが calAD1434～1485、オオムギが calAD1446～1619、北側堀跡が calAD 605～662 である。 

― 143 ―



- 144 -

 

 - 11 -  

炭化種実は、栽培植物のイネの籾や短粒極小型を含む炭化米、アワ、オオムギ、コムギ、ソバと、草本のイ

ネ科、イヌタデ近似種、タデ属、イヌコウジュ属が確認され、整地層①のイネが14世紀前半～15世紀前半、整

地層②のコムギが14世紀初頭～15世紀初頭、堀2覆土2層炭化物層のイネが15世紀前半～後半、オオムギが

15世紀半ば～17世紀前半の暦年代を示した。オオムギは年代幅が広くなっているが、これは当該期の較正曲

線が波打っていることに由来する。 

穀類のイネ、アワ、オオムギ、コムギ、ソバは、相良頼景館跡近辺で栽培されたか、持ち込まれたかは不明

であるが、当時利用された植物質食糧と示唆され、火を受けたとみなされる。また、一部のイネ、アワの炭化穀

粒表面に果皮(籾)が残ることから、脱粰(だっぷ;籾殻を取り去る)前の段階で火を受けたと推測される。 

栽培植物を除いた分類群は、草本で中生植物のイネ科、イヌタデ近似種、タデ属、イヌコウジュ属は、調査

区周辺の明るく開けた草地に生育していたと考えられ、火を受けたとみなされる。 

種実遺体分析で検出された炭化材は、一部の樹種同定と年代測定の結果、全て常緑広葉樹のコナラ属アカ

ガシ亜属に同定され、整地層①-1が13世紀後半～末、整地層①-2が13世紀前半～末、整地層②が14世紀初

頭～15世紀初頭の暦年代を示した。 

アカガシ亜属は、現在でも遺跡周辺の自然度の高い場所に自生する。アカガシ亜属は、常緑広葉樹林の主

要な構成種であり、当時の山野にも普通に生育していたと考えられる。アカガシ亜属は非常に重堅な木材で、

古くから農耕具として用いられるほか、火持ちが良いため薪炭材としても有用である。なお、アカガシ亜属の炭

化材は堅牢であるため、土壌を水洗した場合でも壊れにくい。本分析調査でアカガシ亜属のみが同定されたの

は、当時の植物利用を反映しているということではなく、堅牢という木材の性質によると考えられる。 

また、これらの炭化穀類やアカガシ亜属炭化材から得られた年代は、文献資料等から推定された相良氏の

中世期の館の存続年代を含んでおり、館の存続年代を示す科学的な証拠となり得るものとして評価することが

できる。 

一方、北側堀跡トレンチの H-26～29 からは、種実は確認されず、炭化材がわずかに検出されるのみであっ

た。さらに炭化材の細片を集めたものが、館の構築年代よりもはるかに古い 7 世紀初頭～中頃の暦年代を示

した。これは、試料が抽出された土層の堀内における堆積年代を示すものではなく、土壌が堀内に流れ込む以

前に、周辺の地表で土壌が形成された頃に混入した古い時代の炭化材に由来する年代であると考えられる。 

植物珪酸体分析の結果、北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地層②(D-18)、D-17、18、20)、北側堀跡ト

レンチのH-27、28の全ての試料からイネが検出され、一部の試料でムギ類(穎の表皮細胞)も認められた。北

側土塁トレンチ整地層①や整地層②からはイネやコムギ、アワ、堀2覆土2層炭化物層からはイネやオオムギ

の炭化種実も検出されていることも考慮すれば、当時は調査区周辺でイネやムギ類の栽培が行われていたと

考えられ、その土壌(耕作土)が遺構構築の際に利用されたと推定される。 

 各層準の堆積当時は、周辺にススキ属、ウシクサ族(チガヤ属など)、キビ族などのイネ科草本類、メダケ属

(おもにネザサ節)、マダケ属・ホウライチク属などの竹笹類が生育しており、部分的にヨシ属が生育するような

湿潤なところも存在していたと考えられる。また、周辺地域にはシイ属、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林

が分布していたと推定される。 

 全ての試料から検出されたマダケ属型には、マダケ属とホウライチク属が含まれている(杉山・藤原,1986;杉

山,1987)。このうち、マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く、建築材や生活用具、食用など

としての利用価値が高い。また、ホウライチク属は生け垣や編み細工などに利用され、稈の繊維は火縄銃の火

縄に利用された。植物珪酸体分析でマダケ属型が確認されるのは、おおむね中世以降であり、一般的に見ら

れるようになるのは近世以降である。 
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炭化種実は、栽培植物のイネの籾や短粒極小型を含む炭化米、アワ、オオムギ、コムギ、ソバと、草本のイ

ネ科、イヌタデ近似種、タデ属、イヌコウジュ属が確認され、整地層①のイネが14世紀前半～15世紀前半、整

地層②のコムギが14世紀初頭～15世紀初頭、堀2覆土2層炭化物層のイネが15世紀前半～後半、オオムギが

15世紀半ば～17世紀前半の暦年代を示した。オオムギは年代幅が広くなっているが、これは当該期の較正曲

線が波打っていることに由来する。 

穀類のイネ、アワ、オオムギ、コムギ、ソバは、相良頼景館跡近辺で栽培されたか、持ち込まれたかは不明

であるが、当時利用された植物質食糧と示唆され、火を受けたとみなされる。また、一部のイネ、アワの炭化穀

粒表面に果皮(籾)が残ることから、脱粰(だっぷ;籾殻を取り去る)前の段階で火を受けたと推測される。 

栽培植物を除いた分類群は、草本で中生植物のイネ科、イヌタデ近似種、タデ属、イヌコウジュ属は、調査

区周辺の明るく開けた草地に生育していたと考えられ、火を受けたとみなされる。 

種実遺体分析で検出された炭化材は、一部の樹種同定と年代測定の結果、全て常緑広葉樹のコナラ属アカ

ガシ亜属に同定され、整地層①-1が13世紀後半～末、整地層①-2が13世紀前半～末、整地層②が14世紀初

頭～15世紀初頭の暦年代を示した。 

アカガシ亜属は、現在でも遺跡周辺の自然度の高い場所に自生する。アカガシ亜属は、常緑広葉樹林の主

要な構成種であり、当時の山野にも普通に生育していたと考えられる。アカガシ亜属は非常に重堅な木材で、

古くから農耕具として用いられるほか、火持ちが良いため薪炭材としても有用である。なお、アカガシ亜属の炭

化材は堅牢であるため、土壌を水洗した場合でも壊れにくい。本分析調査でアカガシ亜属のみが同定されたの

は、当時の植物利用を反映しているということではなく、堅牢という木材の性質によると考えられる。 

また、これらの炭化穀類やアカガシ亜属炭化材から得られた年代は、文献資料等から推定された相良氏の

中世期の館の存続年代を含んでおり、館の存続年代を示す科学的な証拠となり得るものとして評価することが

できる。 

一方、北側堀跡トレンチの H-26～29 からは、種実は確認されず、炭化材がわずかに検出されるのみであっ

た。さらに炭化材の細片を集めたものが、館の構築年代よりもはるかに古い 7 世紀初頭～中頃の暦年代を示

した。これは、試料が抽出された土層の堀内における堆積年代を示すものではなく、土壌が堀内に流れ込む以

前に、周辺の地表で土壌が形成された頃に混入した古い時代の炭化材に由来する年代であると考えられる。 

植物珪酸体分析の結果、北側土塁トレンチの整地層①(D-18)、整地層②(D-18)、D-17、18、20)、北側堀跡ト

レンチのH-27、28の全ての試料からイネが検出され、一部の試料でムギ類(穎の表皮細胞)も認められた。北

側土塁トレンチ整地層①や整地層②からはイネやコムギ、アワ、堀2覆土2層炭化物層からはイネやオオムギ

の炭化種実も検出されていることも考慮すれば、当時は調査区周辺でイネやムギ類の栽培が行われていたと

考えられ、その土壌(耕作土)が遺構構築の際に利用されたと推定される。 

 各層準の堆積当時は、周辺にススキ属、ウシクサ族(チガヤ属など)、キビ族などのイネ科草本類、メダケ属

(おもにネザサ節)、マダケ属・ホウライチク属などの竹笹類が生育しており、部分的にヨシ属が生育するような

湿潤なところも存在していたと考えられる。また、周辺地域にはシイ属、クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林

が分布していたと推定される。 

 全ての試料から検出されたマダケ属型には、マダケ属とホウライチク属が含まれている(杉山・藤原,1986;杉

山,1987)。このうち、マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く、建築材や生活用具、食用など

としての利用価値が高い。また、ホウライチク属は生け垣や編み細工などに利用され、稈の繊維は火縄銃の火

縄に利用された。植物珪酸体分析でマダケ属型が確認されるのは、おおむね中世以降であり、一般的に見ら

れるようになるのは近世以降である。 
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図版1　相良頼景館跡の植物珪酸体
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図版2　相良頼景館跡出土炭化種実

 1. イネ 籾(基部)(北側土塁;整地層①)  2. イネ 籾(基部)(北側土塁;整地層①)

 3. イネ 籾(基部)(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)  4. イネ 籾･玄米(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

 5. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)  6. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)

 7. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)  8. イネ 玄米(北側土塁;整地層②)

 9. イネ 籾･玄米(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 10. イネ 玄米(穎果)(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

11. オオムギ 穎果(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 12. コムギ 穎果(北側土塁;整地層②)

13. コムギ 穎果(北側土塁;整地層②) 14. アワ 果実(北側土塁;整地層①)

15. アワ 穎果(北側土塁;整地層②) 16. イネ科 穎果(北側土塁;整地層①)

17. イヌタデ近似種 果実(北側土塁;整地層①) 18. タデ属 果実(北側土塁;整地層①)

19. タデ属 果実(北側土塁;整地層①) 20. ソバ 種子(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

21. ソバ 種子(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 22. イヌコウジュ近似種 果実(北側土塁;整地層①)
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図版3　相良頼景館跡出土炭化材

3a 3b 3c

1a 1b 1c

2a 2b 2c

1.アカガシ亜属(北側土塁トレンチ;整地層①)
2.アカガシ亜属(北側土塁トレンチ;整地層②)
3.アカガシ亜属(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

 a:木口　b:柾目 c:板目
スケールは100μm
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図版2　相良頼景館跡出土炭化種実

 1. イネ 籾(基部)(北側土塁;整地層①)  2. イネ 籾(基部)(北側土塁;整地層①)

 3. イネ 籾(基部)(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)  4. イネ 籾･玄米(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

 5. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)  6. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)

 7. イネ 玄米(北側土塁;整地層①)  8. イネ 玄米(北側土塁;整地層②)

 9. イネ 籾･玄米(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 10. イネ 玄米(穎果)(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

11. オオムギ 穎果(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 12. コムギ 穎果(北側土塁;整地層②)

13. コムギ 穎果(北側土塁;整地層②) 14. アワ 果実(北側土塁;整地層①)

15. アワ 穎果(北側土塁;整地層②) 16. イネ科 穎果(北側土塁;整地層①)

17. イヌタデ近似種 果実(北側土塁;整地層①) 18. タデ属 果実(北側土塁;整地層①)

19. タデ属 果実(北側土塁;整地層①) 20. ソバ 種子(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層)

21. ソバ 種子(北側トレンチ 堀2 覆土2層;炭化物層) 22. イヌコウジュ近似種 果実(北側土塁;整地層①)
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図版1 　東光寺の電子顕微鏡写真

梵字内付着物
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人吉盆地に分布する石塔に用いられた黒色物質の材質調査
九州国立博物館　志賀　智史

はじめに
熊本県の人吉盆地には、中世の相良氏に関わる五輪塔、層塔、磨崖板碑などの石塔が数多く分布し

ている。石塔のほとんどは凝灰岩製で、刻まれた梵字等の掘り込み内には黒色物質が塗布されているも
のが多い。今回、多良木町教育委員会からの依頼より、この黒色物質の材質調査を行ったので、その結
果を報告する。

１．調査資料
下記７基の石塔を調査対象とした。①～⑤は多良木町に、⑥と⑦は人吉市にある。
①東光寺磨崖板碑
②青蓮寺伝頼景塔
③蓮花寺跡 23 号塔
④蓮花寺跡 35 号塔
⑤多良木小隣接墓地層塔
⑥永国寺層塔
⑦大柿地区伝平重盛塔

2．調査方法
多良木町企画観光課の永井孝宏氏の立ち合いのもと、現地において実体顕微鏡および蛍光 X 線分析

を用い、非破壊、非接触にて調査を行った。調査風景を写真１に示す。
最初に、黒色物質等の付着状況を確認するため、実体顕微鏡観察を行った。観察には、ニコン小型

双眼実体顕微鏡ファーブル（20 倍）と白色 LED ライトを用いた。
次に、黒色物質等の主成分元素を知るため、蛍光 X 線分析を行った。測定には、EVIDENT（旧

Olympus）社 DELTA Standard を用い、Ｘ線管球 Rh（ロジウム）、検出器 SDD、測定径約 9 ｍｍ、大気、
手持ち、Mining plus モード（管電圧 10kV および 40kV、測
定時間各 15 秒の計 30 秒）の条件で行った。検出可能な元素は、
Mg（マグネシウム）～ U（ウラン）である。10kV での測定は、
軽元素の検出を目的とした。測定は、資料ごとに１回～複数
回行った。

蛍光 X 線分析は、多くの元素の測定が可能であるが、一部
の元素はピークが重なり、そのどちらの元素かや混在の判断
が難しいものがある。また、測定に用いる X 線は、ある程度
の深さ方向まで到達するため、測定結果にも深さ方向の元素
情報が含まれる。 写真１　調査風景（蛍光X線分析）

３．調査結果
文化財に用いられた黒色物質には、古代以降では墨が最も良く知られている。古墳時代の九州に分

布する装飾古墳では、炭素（墨以外）や黒色マンガン鉱物の使用が知られている（山崎 1987）。漆な
ども候補となるかもしれない。また、石塔は伝世品であることから、後世に補われた材料が存在する可
能性も十分考えられる。

実体顕微鏡による観察の結果、黒色物質は明瞭に黒く良く残っており、明らかに塗布されているよ
うに見える。顕著な粒子感はなく、炭素やマンガンなどの使用は想定しがたい。表面には樹脂状光沢や
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漆特有の縮みも認められないことから、漆が使用された可能性は低い。その他、塗布を思わせる人工的
な付着物は認められなかった。

蛍光Ｘ線分析の結果（スペクトル）を図 1 ～ 10 に示す。軽元素主体の 10kV のスペクトルは省略した。
複数個所の測定を行った資料については、代表的なスペクトルのみを示した。

①～③（図１～６）では、石塔ごとに黒色物質塗布部分と黒色物質が塗布されていない部分の測定
を行った。前者に後者よりも高いピークが認められれば、その元素が黒色物質に由来するものと判断で
きるが、いずれも顕著な違いは認められなかった。

図中の「（Rh）」（ロジウム）と「（散乱）」は、測定機器由来のピークと考えられる。Ni（ニッケル）、
Cu（銅）、Zn（亜鉛）などの低いピークも通常確認されるため、測定機器由来と考えられる。

ある程度以上の高さのピークを持つ Fe（鉄）、Rb（ルビジウム）、Sr（ストロンチウム）、Zr（ジル
コニウム）等は岩石に一般的に含まれており、黒色物質塗布の有無に関わらず各資料とも類似した状況
でもあり、基本的には全て石材由来と考えられる。

低いピークを持つ元素の評価は大変難しいが、ほとんどは石材由来と考えられる。Au（金）や Pb（鉛）
の検出は気になるが、両元素は石材からも検出されており、少なくとも黒色物質に由来するものとは考
え難い。

また、Ba（バリウム）と Ti（チタン）のピークのうち 4.5keV 付近にあるものは、ほぼ同じ位置にピー
クがあり、ピークが低いこともあってどちらの元素が含まれているのか、また両方の元素か含まれてい
るのか判断が難しい。ただ、①の黒色物質塗布部分には、32keV 付近や 36.5keV 付近にも Ba の低いピー
クが確認されるため、Ba が含まれている可能性は考えらえる。Ti は岩石や土壌に含まれる元素として
一般的である。一方、Ba は弥生時代の鉛バリウムガラス以外、江戸時代以前の文化財ではほとんど使
用されていない。良く知られているものとしては、近代以降の塗料の増量剤や増粘剤等として用いられ
る無色透明（粉末では白色）の化合物である BaSO4（硫酸バリウム、重晶石）がある。この同定には、
結晶構造や分子構造の調査が必要である。

なお、墨や炭素であれば、C（炭素）が検出される。しかし、C は軽元素であり、今回の測定条件で
は検出することができない。

④、⑤、⑦（図７、８、12）では、黒色物質塗布部分のみの測定を行った。いずれも①～③と同様
な結果で、黒色物質に由来すると思われる元素は検出されなかった。

⑥（図９～ 11）では、黒色物質だけでなく赤色物質や白色物質も塗布されており、それぞれ測定を
行った。黒色物質塗布部分は、①～⑤、⑦と同様な結果で、黒色物質に由来すると思われる元素は検出
されなかった。赤色物質塗布部分は、Fe（鉄）の高いピークが認められるため、ベンガラなどの鉄を
含む赤色顔料が使用されている可能性がある。白色物質塗布部分は、Caの高いピークが認められるため、
胡粉などのカルシウムを含む白色顔料が使用されている可能性がある。

おわりに
黒色物質の材料として蛍光 X 線分析では顕著なピークは認めらなかったため、消去法的には今回の

測定機器では検出できない元素である C に由来する墨の使用が最も考えやすい。しかし、低いピーク
ながら①の黒色物質塗布部分での Ba の検出を考えると、近代以降の材料が含まれている可能性も考え
なければならない。これら未解明な点を明らかにするためには、今回の調査結果を念頭に置いた上で、
再度の詳細な観察、元素の面的な分布状況の把握、X 線回折やラマン分光による結晶構造や分子構造の
調査等を行う必要がある。今後の更なる調査に期待したい。

参考文献
山崎一雄 1987「装飾古墳の顔料」『古文化財の科学』同朋舎

（初出：1951「装飾古墳の化学的研究」『古文化財の化学』２）
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人吉盆地に分布する石塔に用いられた黒色物質の材質調査
九州国立博物館　志賀　智史

はじめに
熊本県の人吉盆地には、中世の相良氏に関わる五輪塔、層塔、磨崖板碑などの石塔が数多く分布し

ている。石塔のほとんどは凝灰岩製で、刻まれた梵字等の掘り込み内には黒色物質が塗布されているも
のが多い。今回、多良木町教育委員会からの依頼より、この黒色物質の材質調査を行ったので、その結
果を報告する。

１．調査資料
下記７基の石塔を調査対象とした。①～⑤は多良木町に、⑥と⑦は人吉市にある。
①東光寺磨崖板碑
②青蓮寺伝頼景塔
③蓮花寺跡 23 号塔
④蓮花寺跡 35 号塔
⑤多良木小隣接墓地層塔
⑥永国寺層塔
⑦大柿地区伝平重盛塔

2．調査方法
多良木町企画観光課の永井孝宏氏の立ち合いのもと、現地において実体顕微鏡および蛍光 X 線分析

を用い、非破壊、非接触にて調査を行った。調査風景を写真１に示す。
最初に、黒色物質等の付着状況を確認するため、実体顕微鏡観察を行った。観察には、ニコン小型

双眼実体顕微鏡ファーブル（20 倍）と白色 LED ライトを用いた。
次に、黒色物質等の主成分元素を知るため、蛍光 X 線分析を行った。測定には、EVIDENT（旧

Olympus）社 DELTA Standard を用い、Ｘ線管球 Rh（ロジウム）、検出器 SDD、測定径約 9 ｍｍ、大気、
手持ち、Mining plus モード（管電圧 10kV および 40kV、測
定時間各 15 秒の計 30 秒）の条件で行った。検出可能な元素は、
Mg（マグネシウム）～ U（ウラン）である。10kV での測定は、
軽元素の検出を目的とした。測定は、資料ごとに１回～複数
回行った。

蛍光 X 線分析は、多くの元素の測定が可能であるが、一部
の元素はピークが重なり、そのどちらの元素かや混在の判断
が難しいものがある。また、測定に用いる X 線は、ある程度
の深さ方向まで到達するため、測定結果にも深さ方向の元素
情報が含まれる。 写真１　調査風景（蛍光X線分析）

３．調査結果
文化財に用いられた黒色物質には、古代以降では墨が最も良く知られている。古墳時代の九州に分

布する装飾古墳では、炭素（墨以外）や黒色マンガン鉱物の使用が知られている（山崎 1987）。漆な
ども候補となるかもしれない。また、石塔は伝世品であることから、後世に補われた材料が存在する可
能性も十分考えられる。

実体顕微鏡による観察の結果、黒色物質は明瞭に黒く良く残っており、明らかに塗布されているよ
うに見える。顕著な粒子感はなく、炭素やマンガンなどの使用は想定しがたい。表面には樹脂状光沢や
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図１　①東光寺磨崖板碑（黒色物質塗布部分）
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図２　①東光寺磨崖板碑（石材）
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図３　②青蓮寺伝頼景塔（黒色物質塗布部分）
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図４　②青蓮寺伝頼景塔（石材）
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図１　①東光寺磨崖板碑（黒色物質塗布部分）
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図２　①東光寺磨崖板碑（石材）
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図５　③蓮花寺跡23号塔（黒色物質塗布部分）
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図６　③蓮花寺跡23号塔（石材）
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図７　④蓮花寺跡35号塔（黒色物質塗布部分）
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図８　⑤多良木小近隣墓地層塔（黒色物質塗布部分）
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図５　③蓮花寺跡23号塔（黒色物質塗布部分）
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第１節　多良木相良氏研究の諸論
文献・陶磁器など関係する史資料をとおした視点から、多良木相良氏の地域社会での展開を追究する必要がある

ため、以下の論稿を掲載する。
　

　　稲葉継陽〔熊本大学 永青文庫研究センター長〕
　　　「文献史料から見た多良木相良氏家・相良氏」

　　小野正敏〔国立歴史民俗博物館 名誉教授〕
　　　「蓮花寺・伝相良頼景館跡と相良氏関連遺跡出土の貿易陶磁悉皆調査」

　　狭川真一〔大阪大谷大学 文学部歴史文化学科教授〕
　　　「青蓮寺壇上積基壇の系譜」
　　　「東光寺磨崖梵字の系譜」

　　鶴嶋俊彦〔元人吉城歴史館長〕
　　　「多良木相良氏の城館遺跡」　

　　有木芳隆〔公益財団法人 永青文庫副館長〕
　　　「中世多良木の仏像と多良木相良氏」

　　村木二郎〔国立歴史民俗博物館 准教授〕
　　　「東光寺経塚と出土資料について」

第Ⅷ章　総括
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文献史料からみた多良木相良家・相良氏
稲葉　 継陽

はじめに
⑴ 文献史料をめぐる状況

遠江国相良荘を本領とし、鎌倉時代初期に球磨郡多良木村および人吉荘地頭職を得て、13 世紀中葉
までに球磨郡を本拠として在地に定着した鎮西相良氏に関する文献史料は、近世大名相良家のもとに伝
来した文書群＝「相良家文書」に恵まれている。同文書群は、すでに大正６・７年の段階で東京帝国大
学史料編纂掛編『大日本古文書 家わけ第五』として刊本化され、ひろく利用されてきた。
「多良木相良氏」は、中世多良木村を本領として相伝した「多良木相良家」を核に、上球磨地域に一

揆的権力を保持した武士団である（小川・2018）。じつは近世大名相良家は、15 世紀中葉にこの多良
木相良家・相良氏＝正統相良氏を滅ぼして球磨郡内を統一した永富相良家（本拠地は下球磨の山田）に
出自をもつ。こうした、相良氏の長い歴史に孕まれた断層は、多良木相良氏の研究に以下のような制約
条件を付与することになった。

第一に、多良木相良家の家伝文書群の大半が、おそらく 15 世紀中葉に失われたことである。「相良
家文書」は、鎌倉～室町前期の相良氏の動向、わけても多良木相良家の動向については、鎮西相良氏の
嫡流であったにもかかわらず、多くを語らない。

第二に、傍流のため正統性をもたなかった永富相良家＝大名相良家では、すでに16世紀中葉段階から、
鎮西相良氏初代の頼景以来一貫した大名相良家の歴史叙述が試みられた（天文５〔1536〕年「沙弥洞
然長状」『大日本古文書 家わけ第五 相良家文書之一』319 号。以下、相 319 のように略記）。それは多
良木相良家・相良氏の歴史に一定の改変を施して相良長続以降の事績と接続させ、近世後期の相良家に
おける家史『歴代嗣誠独集覧』『南藤蔓綿録』『求麻外史』へと引き継がれて、定説化することになった。
その結果、永富相良長続による人吉相良家や多良木相良家の実力による抹殺という歴史を隠蔽し、大名
相良家の歴史を頼景以来の正統性を誇るものとする、いわば “ 正史 ” が定着することになった。この問
題が明確に指摘され、“ 正史 ” が自覚的に批判されるには、じつに 1980 年まで待たねばならなかった（服
部・1980）。

その後の相良氏研究は、中世球磨郡の荘園公領制秩序の形成過程と、相良氏の球磨郡への定着の事
情を追究した工藤敬一の研究（工藤・1992）を媒介に、2015 年の熊本県立美術館特別展「日本遺産記
念展 ほとけの里と相良の名宝 人吉球磨の歴史と美」の図録に結実した学際共同研究へと発展し、その
成果は稲葉継陽・小川弘和編『中世相良氏の展開と地域社会』（戎光祥出版、2020 年）にまとめられた。
特別展準備の過程では、現在慶應義塾図書館に所蔵されている「相良家文書」のうちから、永富相良家
による操作が加えられる以前の相良氏系図（相良・工藤系図）が発見されるなど、多良木相良氏に関す
る研究も大きく進展する可能性が示された。

⑵ 多良木相良家と多良木相良氏
なお、相良頼景を始祖とし、13 世紀前期から 15 世紀中葉まで上球磨のうちの多良木村を領有する

主体（「惣領」）は、限られた中世史料と相良・工藤系図の記載によれば、次のように変遷すると考えら
れる。

頼景―長頼（蓮仏）―頼氏（浄蓮）―頼宗―経頼…頼忠…頼久
本稿では、13 世紀段階には相良氏「惣領」とされ、多良木の領主として上球磨地域の在地領主層の

結合の核となり、15 世紀中葉の頼久期に永富相良長続に滅ぼされた上記の家筋を、「多良木相良家」と
呼ぶ。そして、その周辺に分出された一族庶子・庶子家をも含めた多良木相良一族の総体を、「多良木
相良氏」と呼ぶことにする。
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⑶ 球磨郡の荘園公領制と相良氏
多良木相良家・相良氏の歴史を限られた中世史料から復元するに際しては、まず、工藤敬一・小川

弘和によって明らかにされた中世球磨郡の荘園公領制的秩序（工藤・1992、小川・2015、2016）に
ついて確認する必要がある。

前提となるのは、平安最末期における蓮華王院領（領家は八条女院）「球磨御領」と呼ばれる半不輸
の一郡荘園の立荘と、それを在地側から支えた郡司の須恵氏や、中球磨に本拠をもち須恵氏と対立・協
同を繰り返す平河氏といった有力在地領主が存在したことである。

しかし元暦２（1185）年に平家が滅亡すると、九州は幕府の内乱後処理政策にさらされ、球磨御領
は没官されて建久３（1192）年頃に領域的に再編成（「片寄」）をうけ、一郡 2,000 町が蓮華王院＝八
条院領人吉荘 600 町、鎌倉殿御領 500 町、公田 900 町に三分割された。それを具体的に示すのが建久
８（1197）年閏６月の球磨郡田数領主等目録（相２）であり、図示したのが工藤の作図と小川の修正
にかかる図１である。

工藤によれば片寄の眼目は、半不輸領であった球磨御領からの得分取得権として設定されていた平
家領を、関東御領として郡衙のある中球磨で領域化し、平家のもとで組織されていた在地社会の中枢に

「関東のくさび」を打ち込むことであった。そして球磨御領に対する国衙支配権は上球磨の公田に、蓮
華王院＝八条院のそれは下球磨の人吉荘へと集約・領域化された。

田数領主等目録によれば、上球磨＝公田の内部は大きく「豊富五百丁」と「豊永四百丁」とに区分
されており、後者の内部単位的所領として「多良木村百丁　没官領」と記載されている。さらに多良木
村を領有する主体として「伊勢弥次郎 不知実名」との名が記されている。球磨郡ないし肥後国に伊勢
氏の存在はこれ以外知られないことから、伊勢弥次郎はこの平家没官領の地頭職を新恩として給与され
関東から送り込まれた者であったと考えられている（松本・1977）。そして伊勢氏の跡をうけ、関東に
よる上球磨支配の尖兵に採用されたのが、球磨御領と同じく蓮華王院＝八条院領であった遠江国相良荘
を本貫地とする相良頼景であり、頼景の子息長頼は、やはり蓮華王院＝八条院の一円所領となった人吉

図1　中世球磨郡の荘園公領制　（小川2015・2016）
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頼景――長頼（蓮仏）――（多良木）頼氏（浄蓮）――頼範――頼包――頼国
　　　―宗頼――頼元　　　　　　　　　　　　　　―頼連　―頼高――頼直
　　　　　　　―頼重　　　　　　　　　　　　　　　　　　―頼秀――広頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―頼実――定頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―頼宗――頼勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―経頼……頼忠……頼久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―顕頼
　　　　　　　　　　　―（佐牟田）頼俊――長氏――頼広――定頼――前頼――実長――前続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―右頼　　　　　―堯頼
　　　　　　　　　　　―（上村）頼村

―（今村）頼員
　　　　　　　　　　　―（稲留）頼貞

図２　多良木相良氏・人吉（佐牟田）相良家系図　※ゴチックは多良木相良家の惣領

頼氏長頼

頼宗
経頼 頼忠 頼久

頼景

荘の地頭職をも得ることになるのである。

⑷ 本稿の主題
本稿では、戦国・近世大名相良家が由緒づくりのために多良木相良家・相良氏の歴史を操作して叙

述した家史類のストーリーを可能な限り排して、近年のすぐれた研究によりながら、「相良家文書」を
はじめとする一次文献史料、相良氏造立にかかる石造物の銘文、同じく仏神像の銘文などを分析して、
多良木相良家・相良氏の実像にせまりたい。１では鎌倉前期、２では鎌倉後期、それに３では 14 世紀
内乱期から多良木相良家・相良氏の滅亡をみる 15 世紀中葉までの諸史料を検討し、おわりに文献史料
からみた多良木相良家・相良氏の歴史における数次の画期を指摘する。

１. 鎌倉前期の文献史料
前述した天文５（1536）年「沙弥洞然長状」（相 319）以来、相良家史では、相良氏の鎮西への定着

は相良頼景が建久４～６年頃に球磨郡に下向したのをその始原とするものとされてきた。しかし、建久
８（1197）年の球磨郡田数領主等目録には相良氏はまったくみえず、頼景の球磨郡における事績も確
認することができない。この問題について、相良氏の氏寺・願成寺が人吉荘内に建立されたのが嘉禎３

（1237）年頃であること（『熊本県史料中世篇３』所収「願成寺文書」１・２号）等を重視した小川弘和は、
相良氏が球磨郡に拠点を定めたのが 1230 年代であった可能性を指摘している（小川・2015、2020）。

以下、この点を念頭に鎌倉前期の文献史料を検討する。人名については「相良家文書」および「相良・
工藤系図」から作成した図２を参照されたい。

⑴ 相良頼景―12 世紀末～ 13 世紀初期、多良木相良氏の始原―
頼景の一次文献史料上の初見は、寛元元（1243）年に、頼景の子息相良長頼（蓮仏）と長頼の甥に

あたる頼重との所領相論に対して、執権北条経時が発給した下知状（相５）である。本相論で両者は、
以下の４つの物件をめぐって対立した。

①「肥後国（山鹿郡）泉新庄内山井名」
②「（肥後国玉名郡）高橋内作田参町 早瀬 小中嶋両所畠拾余町」
③「多良木内 古多良 竹脇 伊久佐上 東光寺以上四箇村」
④「京地綾小路京極」
このうち頼景の所領であったと認められるのは①③④である。
①について、頼重は、山井名は祖父頼景法師の所領であったものを父の宗頼が譲りを得て 40 余年知

行してきたところ、嘉禄３（1227）年３月に宗頼は譲状等を書き置いて死去し、自分はその旨に任せ
て山井名を伝領したとする。一方、相論相手の惣領長頼は、宗頼は遺領の処分をせぬまま死去したの

図２　多良木相良氏・人吉（佐牟田）相良家略系図　※ゴシックは多良木相良家の惣領
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されており、後者の内部単位的所領として「多良木村百丁　没官領」と記載されている。さらに多良木
村を領有する主体として「伊勢弥次郎 不知実名」との名が記されている。球磨郡ないし肥後国に伊勢
氏の存在はこれ以外知られないことから、伊勢弥次郎はこの平家没官領の地頭職を新恩として給与され
関東から送り込まれた者であったと考えられている（松本・1977）。そして伊勢氏の跡をうけ、関東に
よる上球磨支配の尖兵に採用されたのが、球磨御領と同じく蓮華王院＝八条院領であった遠江国相良荘
を本貫地とする相良頼景であり、頼景の子息長頼は、やはり蓮華王院＝八条院の一円所領となった人吉

図1　中世球磨郡の荘園公領制　（小川2015・2016）
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で、頼景が孫の頼重・頼元に宗頼の遺領を配分した。そのときには自分も譲状に加判し、そこには、頼
元・頼重不和の場合には遺領を悔い返して長頼が知行するべきだと記載されていると主張している。両
者ともに、①の本主が頼景であることに異論は唱えていない。頼景の肥後国での所領獲得が平家滅亡後
の 12 世紀末であったことは確実である。

次に④について、頼重は、頼景が京女房に譲与し、その女房が出挙の質に入れ置いて流れそうになっ
たとき、宗頼が請け出して知行したものを自分が伝領したと主張する。一方の長頼は、くだんの敷地は
自分が親父の頼景から米 30 石で買徳したのであって、頼重の主張を虚言だとする。頼景は本領から都
にのぼって番役をつとめる関東御家人の典型であった。

そして③について、頼重は「件四箇村幷田地四十町」は建保２（1214）年に頼景自筆の譲状でもっ
て宗頼に譲与されたが、宗頼は頼景に先立って死去した。そのため頼景のもとに戻り、一期の後は頼重
が伝領するはずであった。ところが長頼が押領したと主張している。一方の長頼は、四箇村は宗頼には
譲られておらず、自分が譲りを得て「安堵御下文」を給わっていること。そして頼景が宗頼に所領を譲
与する際に安堵の御下文を申請したときには、問題の四箇村は対象外だったはずだと主張している。幕
府は、長頼が提出した安貞２（1228）年の頼景譲状等関係文書３通を証拠に、長頼の主張を認めている。

すでに多くの研究が指摘しているように、相良氏本領の相良荘には「相良堀内」があり（相 33）、頼
景自身が内乱初期に遠江国に在地していたことも『吾妻鏡』治承５（1181）年３月 13・14 日条に明
らかである。頼景が 12 世紀末に①③の所領を獲得していたことは事実だが、頼景自身が球磨郡へ下向
した事実を窺わせる一次史料を見いだすことはできない。

ここでは④「多良木村」が鎮西相良氏の 12 世紀末以来の根本所領であった事実、そこに今次の調査
対象である東光寺のあった東光寺村が含まれていることが重要である。なお、本報告書収録の鶴嶋俊
彦「多良木相良氏の城館遺跡」によれば、４村の地名から、中世所領「多良木村」の範囲は近世多良木
村・黒肥地村の範囲に比定される。また「古多良」村は現多良木町東部の字「古多良木」に比定され、
付近には横馬場、地蔵堂、宮床、馬場田、門田といった在地領主制にまつわる字名がのこる（松本・
1977）。
⑵ 相良長頼（蓮仏）―13 世紀前期、多良木相良家の成立―

このように、頼景の子息にして彼の遺領である多良木村等を相伝し、甥の頼重と争った長頼（蓮仏）は、
元久２（1205）年に人吉荘地頭職を獲得した人物である。
　　下　肥後国球磨郡内人吉庄
　　　補任　地頭職事
　　　　藤原永頼

右庄為平家没官領之間、可被補地頭之由依申、殊施軍功之故、以永頼可令為彼職之、但至有限之
御年貢以下雑事者、地頭全不致違乱、可存公平之状、依鎌倉殿御下知如件、

　　　　　　元久二年七月廿五日　　　　遠江守平朝臣御判
（奥裏書）

「此御下文、正文者、多良木殿令帯持給候之間、為申安堵、頼廣令借用、令持参候、下向之時者、
可返進候、仍其間案文書留候焉、

　　　　　　　　　元弘三年八月廿一日　　　　　頼廣（花押）」（相３）
長頼はもとの「球磨御領」の蓮華王院＝八条女院徳分を実体化した人吉荘が「平家没官領」である

ことを理由に地頭職を望み、補任されている。この背景に、相良氏の本領である相良荘が蓮華王院領で
あったという事情が存したとみられることは、前述したとおりである（小川・2015）。

なお奥裏書によれば、本下文の正文は「多良木殿」（相良経頼）が所持していたものを、元弘３（1333）
年に人吉（佐牟田）相良家の頼広が人吉荘北方の還付（後述）を申請するに際して、借用して書写した
ものであることがわかる。長頼代に人吉荘は多良木村とならんで相良氏の根本所領となったのであった。

長頼について、以下の点が注目される。
第一に長頼は人吉荘内に菩提寺として願成寺を建立するに際して、嘉禎３（1237）年に人吉荘稲富
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名の田地五町余を免田として寄進しているが、これは「蓮仏開発之余田」であった（『熊本県史料中世
篇３』所収「願成寺文書」１・２号）。さらに仁治２（1241）年には、願成寺の掃除用途として荒野２
か所を寄進し寺家の開発に委ねるとの旨を記した寄進状を施入している（同前４号）。相良荘、京、鎌倉、
そして鎮西の所領を行き来して活動していた相良氏の惣領が、球磨郡に基盤を置いた活動を開始したの
は、まさに長頼（蓮仏）代の 1230 年代であったとみられる。

しかし第二に、寛元元（1243）年にいたり、長頼は前述の頼重との相論にかかる①の山井名の押領
と狼藉の科を問われて、人吉荘地頭職の半分を幕府に没収されてしまう（相５）。これに伴い長頼は、
幕府方の「当給人之御代官調所七郎忠康」とともに人吉荘の「田畠苧桑在家幷山野江河狩倉等」を南北
に中分し（相６）、南方を地頭として支配し、領家に対する貢納を請け負うことになった。

そして第三に、人吉（佐牟田）相良家の分出である。すなわち長頼は寛元４（1246）年、人吉荘南
方のうちの名田、在家、桑木等を分割し、庶子の六郎頼利（頼俊）、九郎頼員、藤二永綱それぞれに譲
る（相７・８・９）。このうち最も多くの荘田を譲られた頼俊の系統が人吉（佐牟田）相良家となる。
一方、多良木家は長頼から頼俊の兄頼氏へと継承される。

このように長頼期は、多良木村と人吉荘南方を根本所領として氏寺・願成寺を擁する鎮西相良氏の
ベースが確立された時期であり、それは相良氏惣領としての多良木相良家と下球磨人吉荘南方に本拠を
もつ人吉（佐牟田）相良家とを二本の柱とするものであった。

２. 鎌倉後期の文献史料―相良頼氏（浄蓮）・頼宗・経頼―
多良木相良家を長頼から継承した頼氏、そしてその後継者頼宗さらに経頼の時代には、多良木村支

配が深化するとともに、モンゴル襲来への対応とも絡みながら、多良木相良氏の惣領制的な結合と一族
紛争とが展開された。
⑴ 蓮花寺の建立

まず注目するべきは、モンゴル襲来期における頼氏・頼宗の宗教的活動である。
近世相良家史のひとつ『歴代嗣誠獨集覧』では、嘉禎元（1235）年に頼氏が蓮花寺を造立したとされる。

こうした説との関係で重要なのは、蓮花寺跡の五輪塔群の中にある笠塔婆（高さ 108㎝）の次の銘文で
ある（多良木町史編纂会・1980）。

右石塔志趣者奉為沙弥上蓮尊霊往生極楽證大菩提造立如件
文永六年己巳七月十四日　比丘尼妙阿弥陀仏敬白　孝子藤原□□敬白

文永６（1269）年７月、蓮花寺では「沙弥上蓮」すなわち相良頼氏の極楽往生を祈念する生前供養
が営まれていた。願主の比丘尼は頼氏の妻、孝子は頼宗であろう。対モンゴル外交の危機が高まる中で、
蓮花寺は多良木相良氏惣領の供養所として、相良一族の氏寺＝菩提寺である人吉荘内願成寺とは別に多
良木の地に設けられたとものと推察される。
⑵ 東光寺の祭祀

頼氏代の史料として特記されるべきは、多良木黒肥地の東光寺跡にある磨崖板碑前の経塚から発掘
された文永 10（1273）年 11 月４日銘の銅製経筒８個である。前述のように「東光寺」はすでに相良
頼景の所領であった時代の多良木村にその名がみえるが、経筒の一つには次の銘文がある（多良木町史
編纂会・1980）。

奉納　如法書写妙法蓮花経一部銅筒一
右志者為藤原頼氏現世安穏後生善所乃至法界平等利益也仍供養奉納如件
文永十年癸酉十一月四日　藤原頼氏敬白

また、他の７個の経筒のうち６個にも、同様の銘文とともに「藤原氏女」「藤原頼□」「比丘尼如阿
弥陀仏」「比丘尼阿弥陀仏」「大秦□清」「幡摩氏女」「大神宗氏」といった願主の名が、それぞれ刻まれ
ている（多良木町史編纂会・1980）。伝承では、東光寺には頼氏が八幡宮を勧請したとされ、経筒にみ
える大神宗氏は八幡宮社家と推測されている（松本・1977）。

モンゴル帝国の東への拡大によって対外的危機が高まり、異国警固体制が構築されるまさにその最
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で、頼景が孫の頼重・頼元に宗頼の遺領を配分した。そのときには自分も譲状に加判し、そこには、頼
元・頼重不和の場合には遺領を悔い返して長頼が知行するべきだと記載されていると主張している。両
者ともに、①の本主が頼景であることに異論は唱えていない。頼景の肥後国での所領獲得が平家滅亡後
の 12 世紀末であったことは確実である。

次に④について、頼重は、頼景が京女房に譲与し、その女房が出挙の質に入れ置いて流れそうになっ
たとき、宗頼が請け出して知行したものを自分が伝領したと主張する。一方の長頼は、くだんの敷地は
自分が親父の頼景から米 30 石で買徳したのであって、頼重の主張を虚言だとする。頼景は本領から都
にのぼって番役をつとめる関東御家人の典型であった。

そして③について、頼重は「件四箇村幷田地四十町」は建保２（1214）年に頼景自筆の譲状でもっ
て宗頼に譲与されたが、宗頼は頼景に先立って死去した。そのため頼景のもとに戻り、一期の後は頼重
が伝領するはずであった。ところが長頼が押領したと主張している。一方の長頼は、四箇村は宗頼には
譲られておらず、自分が譲りを得て「安堵御下文」を給わっていること。そして頼景が宗頼に所領を譲
与する際に安堵の御下文を申請したときには、問題の四箇村は対象外だったはずだと主張している。幕
府は、長頼が提出した安貞２（1228）年の頼景譲状等関係文書３通を証拠に、長頼の主張を認めている。

すでに多くの研究が指摘しているように、相良氏本領の相良荘には「相良堀内」があり（相 33）、頼
景自身が内乱初期に遠江国に在地していたことも『吾妻鏡』治承５（1181）年３月 13・14 日条に明
らかである。頼景が 12 世紀末に①③の所領を獲得していたことは事実だが、頼景自身が球磨郡へ下向
した事実を窺わせる一次史料を見いだすことはできない。

ここでは④「多良木村」が鎮西相良氏の 12 世紀末以来の根本所領であった事実、そこに今次の調査
対象である東光寺のあった東光寺村が含まれていることが重要である。なお、本報告書収録の鶴嶋俊
彦「多良木相良氏の城館遺跡」によれば、４村の地名から、中世所領「多良木村」の範囲は近世多良木
村・黒肥地村の範囲に比定される。また「古多良」村は現多良木町東部の字「古多良木」に比定され、
付近には横馬場、地蔵堂、宮床、馬場田、門田といった在地領主制にまつわる字名がのこる（松本・
1977）。
⑵ 相良長頼（蓮仏）―13 世紀前期、多良木相良家の成立―

このように、頼景の子息にして彼の遺領である多良木村等を相伝し、甥の頼重と争った長頼（蓮仏）は、
元久２（1205）年に人吉荘地頭職を獲得した人物である。
　　下　肥後国球磨郡内人吉庄
　　　補任　地頭職事
　　　　藤原永頼

右庄為平家没官領之間、可被補地頭之由依申、殊施軍功之故、以永頼可令為彼職之、但至有限之
御年貢以下雑事者、地頭全不致違乱、可存公平之状、依鎌倉殿御下知如件、

　　　　　　元久二年七月廿五日　　　　遠江守平朝臣御判
（奥裏書）

「此御下文、正文者、多良木殿令帯持給候之間、為申安堵、頼廣令借用、令持参候、下向之時者、
可返進候、仍其間案文書留候焉、

　　　　　　　　　元弘三年八月廿一日　　　　　頼廣（花押）」（相３）
長頼はもとの「球磨御領」の蓮華王院＝八条女院徳分を実体化した人吉荘が「平家没官領」である

ことを理由に地頭職を望み、補任されている。この背景に、相良氏の本領である相良荘が蓮華王院領で
あったという事情が存したとみられることは、前述したとおりである（小川・2015）。

なお奥裏書によれば、本下文の正文は「多良木殿」（相良経頼）が所持していたものを、元弘３（1333）
年に人吉（佐牟田）相良家の頼広が人吉荘北方の還付（後述）を申請するに際して、借用して書写した
ものであることがわかる。長頼代に人吉荘は多良木村とならんで相良氏の根本所領となったのであった。

長頼について、以下の点が注目される。
第一に長頼は人吉荘内に菩提寺として願成寺を建立するに際して、嘉禎３（1237）年に人吉荘稲富
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中、頼氏は多良木相良家当主として東光寺で現世と来世の安穏を願う法会を家族らとともに催し、書写
した法華経を埋納して祈りを捧げた。そして、後に経塚背後の磨崖には、多良木相良家の祭祀の象徴と
して板碑が彫り込まれることになるのである。
⑶ 多良木村の開発

当該期における本領多良木村の水田開発の進展を示唆するのが、黒肥地の字溝ノ口で球磨川から取
水し、球磨川北側一帯を灌漑する「鮎ノ瀬井手」の存在である。取水口脇にある近世の石碑には、「鮎
之瀬井手碑　永仁三年五月　領主 相良頼宗建」とある。石碑自体は近世の造立であるけれども、鮎ノ
瀬井手の灌漑用水の一路は現在も黒肥地の伝相良頼景館跡の至近を通り、また蓮花寺跡の発掘調査では、
13 世紀の遺物を伴う溝が検出されているのである。石碑は、13 世紀における多良木相良家による多良
木村の開発事実の伝承化の上に立って、近世に鮎ノ瀬井手の由緒来歴を公示するために造立されたので
あろう。

このように、確立されたばかりの多良木相良家は、東アジア情勢の激動に起因する異国警固の軍事
動員に対応する必要から、本領多良木村の開発を進展させるとともに、独自の濃密な宗教空間をも創出
していたのであった。
⑷ 多良木相良氏の惣領制

次いで正応６（1293）７月 20 日、頼氏は「多良木田畠在家」をはじめとする所領を、嫡子となっ
た頼宗だけでなく、頼宗の甥（頼氏の孫）にあたる頼包、頼高、頼秀、頼実の「兄弟四人」に分割相続
させる旨を記した譲状を作成した（相 32、33、36）。このうち多良木村の在家 12 宇および田地 15 町
を譲与された彦三郎頼秀に宛てた譲状（相 32）に、頼氏はこう記している。

右件田地在家畠、所譲与彦三郎頼秀実也、但、至　公家・関東御公事、異国警固番役者、随惣領
所勘可致沙汰、仍譲状如件、

庶子も所領を譲られはする（分割相続）が、朝廷・武家に対する「御公事」や、博多での「異国警固番役」
といった御家人役については、惣領の「所勘」すなわち指揮・管理下で勤仕せねばならないとする。典
型的な惣領制の一族編成である。

東光寺、蓮花寺とならんで頼氏以来の多良木相良家が信仰したのが、黒肥地字是居の球磨川畔に鎮
座する王宮社である。同社の延享元（1744）年の棟札（往古の棟札を一札に写したもの）には、①文
応２（1261）年に「大旦那藤原頼氏御宝殿造営」、②永仁６（1298）年に「大旦那藤原牛房丸（経頼）
御神殿造営」、③応永３（1396）年に「大旦那藤原頼忠御宝殿修造」、そして④同 23（1416）年に「大
旦那沙弥大蓮（頼忠）同遠江守頼久神殿八棟作仁而拝殿御供所迄新仁造営 同年頼久楼門建立」と記され
ている（多良木町史編纂会・1980）。すなわち王宮社は、多良木相良氏の歴代惣領＝多良木相良家歴代
当主によって造営・修造されたのであり、それは多良木における惣領権の脈々とした継承を目にみえる
かたちで内外に示す事業であったと考えられる。
⑸ 青蓮寺の建立

青蓮寺は永仁６（1298）年に相良頼宗によって頼景とその後室青蓮尼の菩提を弔うために建立され
たと伝えられる。

同寺の伽藍は頼景墓と阿弥陀堂を中心に配した象徴的な構成をとっている。13 世紀末に多良木にお
ける惣領制が展開されるに際して、多良木相良氏としての一族結合を強化する必要が生じ、人吉荘内願
成寺や蓮花寺とは別の、頼景の独自の廟所と青蓮尼の位牌所が求められ、頼宗による建立につながった
ものと推察される。

この点に関して小川弘和は、多良木相良氏が 13 世紀後期の段階から一族内紛争を繰り返していく一
方で、人吉相良家は単独相続制に移行して結束を強めていたと指摘し、青蓮寺の建立は多良木相良家が
人吉相良家等も含む一族全体に対する惣領権を主張したものと位置づけている（小川・2015）。
⑹ 惣領相良経頼と一族内紛争

小川が指摘するように、青蓮寺の建立や王宮社の相次ぐ造営・修造の背景には、多良木相良氏内に
おける惣領・庶子間の領主権をめぐる紛争、すなわち惣領制からの独立をめざす庶子家の運動が展開し
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ていた。
正安４（1302）年６月、多良木村地頭相良牛房丸（頼宗の子息で惣領の経頼）代の左衛門尉資氏は、

頼氏の孫にあたる庶子頼包、頼高、頼秀、頼実を相手に、頼氏譲与の外の所領の押領・濫妨そして惣領
経頼への不服従を停止するよう六波羅に訴え出た。その際に作成された申状案（相 36）によれば、惣
領と頼包らの対立はすでに何年か前にも訴訟沙汰へと発展し、そのときは頼包らから和与を望み、和与
状が作成されたが、頼包らはまたも所領押領・濫妨・対捍に及んだとされる。惣領への不服従の具体的
内容としては、検断物の略奪（「濫妨検断」）、守護方への役負担（「国方済物」）を惣領を通さずに行い、
あるいは異国警固番役以下の用途負担を拒否するといった対捍行為であった。

さらに惣領経頼と庶子頼秀とは延慶２（1309）年にも訴訟沙汰となっており（相 38）、経頼側は頼
秀が「国方済物幷関東御公事者、属惣領可弁勤」との頼氏譲状（前引の相 32）に違背して、異国警固
番役も含めて「別勤」を望んでおり、「惣領敵対」の咎は逃れがたい、と主張している。典型的な庶子
の独立運動であった。

このように、鎌倉時代後期の多良木相良氏は、惣領家＝多良木相良家と庶子家との深刻な対立を抱
えていた。しかしそれは多良木相良氏のみならず、この時代の在地領主階級に共通する状況であった。
むしろ、一族紛争を抑止凍結するために、多良木の地に多くの宗教施設が整備された事実に注目するべ
きである。

すなわち、頼氏の供養所・蓮花寺、多良木相良家の供養所・東光寺、氏神としての王宮社、そして
頼景以来の正統相良家としての多良木相良家を象徴する青蓮寺。これらの祭祀を紐帯として、多良木相
良氏は一族結合を維持した。さらに多良木相良氏は、上球磨一帯の在地領主層と連携しながら、惣領相
良経頼のもとで 14 世紀の内乱へと突入していくのである。

３. 14・15 世紀の文献史料
球磨郡における 14 世紀内乱は、おおよそ多良木相良氏が宮方、人吉相良氏が武家方に属して激しく

対立する過程であった。そこでは、多良木相良家・相良氏を中核とした在地領主層の地域的な結合態が
文献史料上に明確な姿をあらわし、上球磨・中球磨地域における中世的秩序の到達点が示される。だが、
15 世紀中葉には人吉（佐牟田）相良家そして永富相良長続の権力によって圧倒され、上球磨＝多良木
地域は戦国大名相良家の分郡領域支配へと包摂されていき、球磨郡の中世史は新段階を迎えることにな
る。
⑴ 14 世紀内乱期の文献史料

前引の相３の裏書に明記されているように、鎌倉幕府滅亡の時点では、多良木相良経頼と人吉（佐
牟田）相良頼広は協力して人吉荘北方の還付を新政権に申請していたが、結果的に建武５（1338）年
にいたって人吉相良家が独占的に還付を受けることになる（相 79 ～ 82）。建武５年８月日付の人吉相
良定頼申状案（相 82）は、その間の事情を次のように描く。

自分は足利尊氏に属して建武３年の上洛にも供奉したが、同年には球磨郡で「相良孫三郎経頼、
須恵、永里、岡本、奥野、橘佐渡八郎以下凶徒等」が宮方の菊地武敏らと「同心」して「大勢」
で挙兵した。これに対して自分は「山田城」（現山江村山田）に「親類若党等」を「籠置」いて防
戦し、凶徒を退散させた。山田城は球磨郡の「無雙城郭」で宮方凶徒に占拠されるわけにはいか
なかった。自分はこのような忠勤を重ねてきた。それが上聞に達し、一色殿から「本領北方半分
地頭職」を返付していただいた（もう半分は祖父の長氏に返付、相 80・81）。さらに軍忠を注進
させていただき、恩賞の不足分については「一族経頼幷庶子等跡」を預け給わりたい。

ここからは、以下の３点が読み取れる。
第一に、多良木相良経頼を統率者とした球磨郡宮方の軍勢が、上球磨から中球磨東部一帯の在地領

主層によって構成されていたことである。すでにみたように、惣領経頼のもとには多良木相良氏庶家一
族が存在していた。その周辺に地域の在地領主たちが結集するという二重構造が、14 世紀の上球磨・
中球磨地域における秩序の特質であった。

第二に、内乱最初期における人吉勢と多良木勢の奪い合いの地が山田城であった点である、山田の

- 170 -

中、頼氏は多良木相良家当主として東光寺で現世と来世の安穏を願う法会を家族らとともに催し、書写
した法華経を埋納して祈りを捧げた。そして、後に経塚背後の磨崖には、多良木相良家の祭祀の象徴と
して板碑が彫り込まれることになるのである。
⑶ 多良木村の開発

当該期における本領多良木村の水田開発の進展を示唆するのが、黒肥地の字溝ノ口で球磨川から取
水し、球磨川北側一帯を灌漑する「鮎ノ瀬井手」の存在である。取水口脇にある近世の石碑には、「鮎
之瀬井手碑　永仁三年五月　領主 相良頼宗建」とある。石碑自体は近世の造立であるけれども、鮎ノ
瀬井手の灌漑用水の一路は現在も黒肥地の伝相良頼景館跡の至近を通り、また蓮花寺跡の発掘調査では、
13 世紀の遺物を伴う溝が検出されているのである。石碑は、13 世紀における多良木相良家による多良
木村の開発事実の伝承化の上に立って、近世に鮎ノ瀬井手の由緒来歴を公示するために造立されたので
あろう。

このように、確立されたばかりの多良木相良家は、東アジア情勢の激動に起因する異国警固の軍事
動員に対応する必要から、本領多良木村の開発を進展させるとともに、独自の濃密な宗教空間をも創出
していたのであった。
⑷ 多良木相良氏の惣領制

次いで正応６（1293）７月 20 日、頼氏は「多良木田畠在家」をはじめとする所領を、嫡子となっ
た頼宗だけでなく、頼宗の甥（頼氏の孫）にあたる頼包、頼高、頼秀、頼実の「兄弟四人」に分割相続
させる旨を記した譲状を作成した（相 32、33、36）。このうち多良木村の在家 12 宇および田地 15 町
を譲与された彦三郎頼秀に宛てた譲状（相 32）に、頼氏はこう記している。

右件田地在家畠、所譲与彦三郎頼秀実也、但、至　公家・関東御公事、異国警固番役者、随惣領
所勘可致沙汰、仍譲状如件、

庶子も所領を譲られはする（分割相続）が、朝廷・武家に対する「御公事」や、博多での「異国警固番役」
といった御家人役については、惣領の「所勘」すなわち指揮・管理下で勤仕せねばならないとする。典
型的な惣領制の一族編成である。

東光寺、蓮花寺とならんで頼氏以来の多良木相良家が信仰したのが、黒肥地字是居の球磨川畔に鎮
座する王宮社である。同社の延享元（1744）年の棟札（往古の棟札を一札に写したもの）には、①文
応２（1261）年に「大旦那藤原頼氏御宝殿造営」、②永仁６（1298）年に「大旦那藤原牛房丸（経頼）
御神殿造営」、③応永３（1396）年に「大旦那藤原頼忠御宝殿修造」、そして④同 23（1416）年に「大
旦那沙弥大蓮（頼忠）同遠江守頼久神殿八棟作仁而拝殿御供所迄新仁造営 同年頼久楼門建立」と記され
ている（多良木町史編纂会・1980）。すなわち王宮社は、多良木相良氏の歴代惣領＝多良木相良家歴代
当主によって造営・修造されたのであり、それは多良木における惣領権の脈々とした継承を目にみえる
かたちで内外に示す事業であったと考えられる。
⑸ 青蓮寺の建立

青蓮寺は永仁６（1298）年に相良頼宗によって頼景とその後室青蓮尼の菩提を弔うために建立され
たと伝えられる。

同寺の伽藍は頼景墓と阿弥陀堂を中心に配した象徴的な構成をとっている。13 世紀末に多良木にお
ける惣領制が展開されるに際して、多良木相良氏としての一族結合を強化する必要が生じ、人吉荘内願
成寺や蓮花寺とは別の、頼景の独自の廟所と青蓮尼の位牌所が求められ、頼宗による建立につながった
ものと推察される。

この点に関して小川弘和は、多良木相良氏が 13 世紀後期の段階から一族内紛争を繰り返していく一
方で、人吉相良家は単独相続制に移行して結束を強めていたと指摘し、青蓮寺の建立は多良木相良家が
人吉相良家等も含む一族全体に対する惣領権を主張したものと位置づけている（小川・2015）。
⑹ 惣領相良経頼と一族内紛争

小川が指摘するように、青蓮寺の建立や王宮社の相次ぐ造営・修造の背景には、多良木相良氏内に
おける惣領・庶子間の領主権をめぐる紛争、すなわち惣領制からの独立をめざす庶子家の運動が展開し
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地は中球磨と下球磨の境界にあたる要地で、人吉相良氏と多良木相良氏が球磨盆地内の領域支配を争う
という、内乱の地域展開の構図が読み取れる。

第三に、人吉相良定頼が恩賞として多良木相良氏の所領を希望していることである。これは、人吉
荘北方地頭職を手中にした人吉（佐牟田）相良家が、多良木相良家の保持する頼景以来の正統性を奪取
し、球磨郡の一円支配を志向しはじめたのが、14 世紀内乱の初期であった事実を示している。

小川弘和が指摘するように、人吉（佐牟田）相良家は人吉荘内の田地を庶子および平河氏・須恵氏
などの中球磨の在地領主に知行として配分し、「人吉庄一分地頭」として編成していく（小川・2015）。
そして 1340 年代の主戦場は原田、西村、東方など中球磨の奪い合いへと展開し（相 108）、さらに上
球磨の久米郷木原（相 112・113）へ、そしてついに 50 年代には「球磨郡内所々」（相 142）へと拡散
していくのである。

こうして、現存する一次文献史料をみると、人吉（佐牟田）相良家勢力の軍事的優位のもとで球磨
郡における 14 世紀内乱の幕が引かれたかにみえるが、永和３（1377）年 10 月、内乱終結とともに結
ばれた著名な南九州国人一揆の契約状案（「禰寝文書」）には、その時点での球磨郡内における在地領主
の存在が示されていて貴重である。すなわち、契約状への署判者 61 名のうち、球磨郡内の者は以下の
とおりである。上球磨は多良木相良頼忠、宮原橘公冬、永里武綱、久米為頼、奥野助景。中球磨は平河
師門、須恵重宗、岡本頼季。そして下球磨は相良前頼・右頼の兄弟のみであった。

つまり、上球磨では多良木相良家を核とした建武以来の一揆二重構造はいまだ健在で、伝統的在地
領主らが温存されている中球磨を挟んで、人吉（佐牟田）相良氏へと権力一元化を遂げた下球磨勢力と
対峙していた。これが球磨郡の室町期的地域秩序の骨格であり、それは両者が南九州国人一揆のメンバー
として実力行使を相互に停止している限りにおいて維持されるものであった。元中８（1391）年に人
吉（佐牟田）相良前頼（立阿）が多良木相良家の孫五郎に宛てた次の契約状は、その点をよく示している。

契約申候、右之意趣者、於多良木競望之事不可有候、此旨偽申候者、奉仰候、阿蘇十二宮大明神
之御罸ヲ至子々孫々可罷蒙候也、
　　　　　　元中八年二月十八日　　　　　　立阿（花押）
　　　　　　　相良孫五郎殿（相 186）

前頼は多良木相良家に対して、多良木支配を実現するための実力行使や訴訟を留保する旨、誓約し
ている。多良木相良家・相良氏の存続は、人吉（佐牟田）相良家が多良木に対する権利主張を主体的に
凍結することによって保障され、また、正統相良家の本領としての多良木の歴史的地位も保全されたの
である。これが内乱を経た 14 世紀末における現実であった。
⑵ 15 世紀中葉の文献史料

前述のように人吉（佐牟田）相良家は内乱期に獲得した所領を原資にして、中球磨の在地領主層をも
主従制のもとに組織していき、多良木相良氏への圧迫を強めていったと推察される。14 世紀末から 15
世紀前期にいたるまでの状況を示す一次文献史料は途絶えてしまうが、最近、鶴嶋俊彦が注目した次の
相良為続置文（『熊本県史料中世篇３』所収「願成寺文書」16 号）には、貴重な情報が書き込まれてい
る（鶴嶋・2015）。

　（端裏書）「願成寺江参」
肥後国求麻郡久米郷多良木村之内、当家先祖長頼法名蓮仏彼御方御寄進願成寺之田地、三四代自多
良木致押領候、然者多良木之事、近江守前続令退治之時、願成寺江如本文書被至寄進候、其以後前
続・堯頼依無子孫、多良木遠江守頼久令蜂起、郡内人々過半属彼手候処、当家如順次、親候長続
当郡知行之時、裏里之人依忠節、先彼領地被宛行給分候歟、今年如前代、彼三町願成寺幷供僧様
之御中江付進之候坪付在別紙、如前代御知行可目出候、当家於御祈念者弥奉憑候、京都国役等、又者
弓矢向可隙入時節者、如諸寺家御心得可然候、仍所定如件、
　　　文明十九年丁未七月十日　　　　左衛門尉藤原朝臣為続（花押）

発給者の為続は、15 世紀中期に多良木相良氏を滅亡させて戦国期の球磨郡領域支配を確立した永富
相良長続の後継者である。為続は文明 19（1487）年に多良木村内田地三町を前代の如く相良家祈念料
として願成寺・供僧中へ寄進するとし、それに際して鎌倉時代以来の経緯を以下のように説明して、次
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代に伝えようとしたのである。
①当該の田地３町は、相良家の先祖長頼が願成寺に寄進したが、３・４代のあいだ多良木相良家か

ら「押領」され、願成寺は知行できなかった。
②人吉（佐牟田）相良近江守前続が多良木を「退治」したとき、前続は長頼代のとおりの寄進状を

作成して願成寺にこれを納めた。なお、この前続は前頼の孫にあたり、人吉（佐牟田）相良家家督であっ
たのは応永 24（1417）年から嘉吉３（1443）年までであった（鶴嶋・2015）。

③ところがその後、佐牟田前続と弟の堯頼には「子孫」がおらず、多良木遠江守頼久の蜂起を呼び
起こすことになり、「郡内人々過半」が多良木方に付き、球磨郡は混乱におちいった。

④そこで為続の父永富長続は、人吉相良家を継承する順序に従ってその地位につき、混乱を収束さ
せて球磨郡の「知行」を実現した。このとき味方した郡内全域の衆への恩賞に願成寺の３町をも充当せ
ざるを得なかったが、今年にいたって改めて寄進することにした。

従来の研究において④は文安５（1448）年であることがほぼ確定されているので（服部・1980、新
名・2015）、本置文の執筆はその 39 年後のこととなり、出自の明確でない永富家出身の為続が統一相
良家督としての自己の正統性を強調する意図をもって脚色した可能性がないとはいえない。しかしここ
には、近世相良家史にはみられない記述が含まれている。

それは第一に②で、すでに 15 世紀前期の段階で人吉（佐牟田）相良長続による「多良木退治」がな
されていたとすること。第二に③で、「多良木退治」の後の佐牟田家の混乱が多良木相良頼久の「蜂起」
を誘発し、それに郡内在地領主の過半が味方したとすること。そして④で、勝利した永富相良長続が莫
大な恩賞を費やしつつ、郡内一円で主従制的支配を構築したことである。
⑶ 15 世紀中葉の仏神像銘文史料にみる永富長続の活動

このような事情により、永富長続は文安５（1448）年の統一以降、頼景・長頼以来の正統相良家＝
多良木相良家の由緒をわがものにして、一郡支配を安定化するための活動に取り組まざるを得なかった。
具体的には、長続のもとにいたと考えられる「慧麟」という仏師が長禄４（1460）年～文明元（1469）
年に、上球磨で集中的に仏神像を製作しているのが注目される。中西真美子の研究によれば、現在確認
される９体（表）のうち５体（表№１・４・５・６・８）の銘文に、多良木相良家を制圧した本人であ
る相良長続の名がみえることが確認されるのである（中西・2020）。

中西によれば、慧麟の造像活動の特徴は、次のようにまとめられる。
第一に、９体のうち８体までが、長続によって滅ぼされた多良木相良氏の勢力圏だった上球磨に造

立されていて、慧麟の造像活動は長続の球磨郡統一をうけて始まり、長続の死とともに終わるとみられ
ること。

第二に、像の作風は素朴であり、作風・技法・図像に対する姿勢から、慧麟は中央の仏師について
伝統的な技法を深く学んだ仏師ではない、在地の仏師であること。

第三に、慧麟作の仏神像の大きな特徴は銘文で、光背背面、台座背面を書面のように使って、完成
後も視認可能なところに長文を記し、そこに「長続」の名が書き込まれること。かつこれらは、かつて

№ 名称 所蔵 現所在地 制作年月日
1 木造釈迦如来立像 熊野神社 あさぎり町 長禄４年（1460）11 月 29 日
2 木造千手観音菩薩立像 熊野神社 あさぎり町 寛正 2 年（1461）6 月 2 日
3 木造大辯功徳天立像 龍泉寺 水上村 寛正 3 年（1462）3 月 18 日
4 木造婆藪仙人立像 龍泉寺 水上村 寛正 3 年（1462）3 月 18 日
5 木造虚空蔵菩薩坐像 小林虚空蔵堂 多良木町 寛正 6 年（1465）4 月 26 日
6−1 木造薬師如来立像 八日薬師堂 多良木町 寛正 7 年（1466）2 月 20 日
6−2 木造菩薩形立像 八日薬師堂 多良木町 文正 2 年（1467）か
6−3 木造菩薩形立像 八日薬師堂 多良木町 文正 2 年（1467）か
7 木造男神坐像 永岡大王神社 湯前町 文正 2 年（1467）2 月 15 日
8 木造十一面観音菩薩立像 城山観音堂 山江村 応仁 3 年（1469）8 月 6 日か
9 木造女神坐像 某神社 水上村 文明元年（1469）10 月 24 日

表　慧麟作 仏神像一覧

出典 中西真美子「仏師僧慧麟の造像活動と相良長續」の「表１」から作成
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地は中球磨と下球磨の境界にあたる要地で、人吉相良氏と多良木相良氏が球磨盆地内の領域支配を争う
という、内乱の地域展開の構図が読み取れる。

第三に、人吉相良定頼が恩賞として多良木相良氏の所領を希望していることである。これは、人吉
荘北方地頭職を手中にした人吉（佐牟田）相良家が、多良木相良家の保持する頼景以来の正統性を奪取
し、球磨郡の一円支配を志向しはじめたのが、14 世紀内乱の初期であった事実を示している。

小川弘和が指摘するように、人吉（佐牟田）相良家は人吉荘内の田地を庶子および平河氏・須恵氏
などの中球磨の在地領主に知行として配分し、「人吉庄一分地頭」として編成していく（小川・2015）。
そして 1340 年代の主戦場は原田、西村、東方など中球磨の奪い合いへと展開し（相 108）、さらに上
球磨の久米郷木原（相 112・113）へ、そしてついに 50 年代には「球磨郡内所々」（相 142）へと拡散
していくのである。

こうして、現存する一次文献史料をみると、人吉（佐牟田）相良家勢力の軍事的優位のもとで球磨
郡における 14 世紀内乱の幕が引かれたかにみえるが、永和３（1377）年 10 月、内乱終結とともに結
ばれた著名な南九州国人一揆の契約状案（「禰寝文書」）には、その時点での球磨郡内における在地領主
の存在が示されていて貴重である。すなわち、契約状への署判者 61 名のうち、球磨郡内の者は以下の
とおりである。上球磨は多良木相良頼忠、宮原橘公冬、永里武綱、久米為頼、奥野助景。中球磨は平河
師門、須恵重宗、岡本頼季。そして下球磨は相良前頼・右頼の兄弟のみであった。

つまり、上球磨では多良木相良家を核とした建武以来の一揆二重構造はいまだ健在で、伝統的在地
領主らが温存されている中球磨を挟んで、人吉（佐牟田）相良氏へと権力一元化を遂げた下球磨勢力と
対峙していた。これが球磨郡の室町期的地域秩序の骨格であり、それは両者が南九州国人一揆のメンバー
として実力行使を相互に停止している限りにおいて維持されるものであった。元中８（1391）年に人
吉（佐牟田）相良前頼（立阿）が多良木相良家の孫五郎に宛てた次の契約状は、その点をよく示している。

契約申候、右之意趣者、於多良木競望之事不可有候、此旨偽申候者、奉仰候、阿蘇十二宮大明神
之御罸ヲ至子々孫々可罷蒙候也、
　　　　　　元中八年二月十八日　　　　　　立阿（花押）
　　　　　　　相良孫五郎殿（相 186）

前頼は多良木相良家に対して、多良木支配を実現するための実力行使や訴訟を留保する旨、誓約し
ている。多良木相良家・相良氏の存続は、人吉（佐牟田）相良家が多良木に対する権利主張を主体的に
凍結することによって保障され、また、正統相良家の本領としての多良木の歴史的地位も保全されたの
である。これが内乱を経た 14 世紀末における現実であった。
⑵ 15 世紀中葉の文献史料

前述のように人吉（佐牟田）相良家は内乱期に獲得した所領を原資にして、中球磨の在地領主層をも
主従制のもとに組織していき、多良木相良氏への圧迫を強めていったと推察される。14 世紀末から 15
世紀前期にいたるまでの状況を示す一次文献史料は途絶えてしまうが、最近、鶴嶋俊彦が注目した次の
相良為続置文（『熊本県史料中世篇３』所収「願成寺文書」16 号）には、貴重な情報が書き込まれてい
る（鶴嶋・2015）。

　（端裏書）「願成寺江参」
肥後国求麻郡久米郷多良木村之内、当家先祖長頼法名蓮仏彼御方御寄進願成寺之田地、三四代自多
良木致押領候、然者多良木之事、近江守前続令退治之時、願成寺江如本文書被至寄進候、其以後前
続・堯頼依無子孫、多良木遠江守頼久令蜂起、郡内人々過半属彼手候処、当家如順次、親候長続
当郡知行之時、裏里之人依忠節、先彼領地被宛行給分候歟、今年如前代、彼三町願成寺幷供僧様
之御中江付進之候坪付在別紙、如前代御知行可目出候、当家於御祈念者弥奉憑候、京都国役等、又者
弓矢向可隙入時節者、如諸寺家御心得可然候、仍所定如件、
　　　文明十九年丁未七月十日　　　　左衛門尉藤原朝臣為続（花押）

発給者の為続は、15 世紀中期に多良木相良氏を滅亡させて戦国期の球磨郡領域支配を確立した永富
相良長続の後継者である。為続は文明 19（1487）年に多良木村内田地三町を前代の如く相良家祈念料
として願成寺・供僧中へ寄進するとし、それに際して鎌倉時代以来の経緯を以下のように説明して、次
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の多良木相良家の支配領域にいる各地の領主層が造営主体となり、永富相良長続の統治への賛意ととも
に地域の安泰を祈願する文言となっていること。

このように慧麟作仏神像の銘文は、永富長続の上球磨支配の特質を示す文献史料として貴重なもの
である。柳田快明の研究（柳田・2020）も参考としながら、２点の銘文を具体的にみよう。

まず、表№５の黒肥地寺虚空蔵坐像の墨書銘である。
右、奉造立虚空蔵者、正睦僧依為先祖相傳之三蔵、手於借佛師慧麟僧、寛正六年二月廿一日始之、
為光金輪上皇天長地久、殊者當郡主相良之長続、嫡子為続、同多良木殿頼泰□□□、別者千里内
子孫□□□□此時籌也、其外結縁之一味同心之志、作天人師虚空満願之故也、於黒肥地寺住持恵雄、
佛法無退転、世法實富貴者勿如此、諸佛擁護加護蒙日々衆生利益□志者、遂末代乃至法界平等利
益而已、
　　　　　　寛正乙酉卯月廿五日
　　　　　　　　　　　　　大願主族峯 道号 正睦僧
　　　　　　　　　　　　　黒肥地寺當住恵雄
　　　　　　　　　　　　　□之大壇那千里内幸続子息幸□
　　　　　　　　　　　　　佛師慧麟書作之

虚空蔵坐像造立の大願主正睦僧については未詳だが、造立に関与した恵雄が住職をつとめる「黒肥
地寺」は、かつて青蓮寺から西に１㎞の位置にあった。本像は同寺の本尊と推察される。次に大檀那の
千里内幸続父子は、柳田が指摘するように黒肥地の山間部にある千里内を苗字の地とする土豪とみられ
る。

以上を確認した上で、第一に注目するべきは、本坐像が正睦や千里内らによって「當郡主相良之長続」
と「嫡子為続」、それに相良「多良木殿頼泰」のために造立されていることだ。頼泰は、表№６―１の
銘文に「大旦那相良長続並三男多良木殿頼泰為息災延命子孫繁昌」とあることから、長続の庶子だとわ
かる。すなわち長続は「郡主」という直截的な称号を冠してかつての多良木相良氏の本拠に父子で君臨
し、かつ、庶子に「多良木殿」と名乗らせて、頼景以来の歴史的象徴性を帯びた多良木の地域支配を担
当させ、その事実を多良木の土豪である千里内らから承認・安泰祈願されることで、一郡支配の枠組み
とともに在地的正統性をも獲得せんとした事情が浮かび上がるのである。

第二に、本坐像が大願主・大檀那のみならず、「其外結縁之一味同心之志」をもって造像されている
ことである。「一味同心の志」というからには、相互の結び付きもない単なる結縁＝奉加者の集合では
なく、黒肥地や多良木といった特定地域において社会的関係を保持する住民らの一揆的集団が造像を支
えたとみねばなるまい。

次に注目したいのが表№４の球磨郡岩野善土寺観音像脇侍の台座背面墨書銘である。
右奉造立縛婆仙人者（中略）天下太平国土豊饒、殊者藤原氏相良長続老幼繁昌、別者代官湯前殿
桧前氏政久子息政山并岩野殿宗朝子息吉宗富貴英雄之祈禱、住持長堅所願成辨之砌也、乃至法界
平等利益耳、寛正三年壬午三月十八日　敬白　大願主住持長堅　仏師慧麟

大願主の住持長堅について詳細は不明だが、同時作の表№３の銘文でも「妙意女」とともに大願主
となっており、岩野善土寺の住持であったことがわかる。その長堅が、「天下泰平国土豊饒」とともに、
相良長続と「代官湯前殿桧前氏政子息政山」「岩野殿宗朝子息吉宗」の繁盛・富貴英雄を祈禱している
のである。湯前殿桧前氏は同地域の湯前に設定された長続直轄領の代官に任命されたとみられる。岩野
殿は善土寺が存在した（現在は廃寺）岩野の殿原（土豪）と考えられる。湯前と岩野は上球磨で隣り合っ
た地域で、わけても湯前は日向国と接する境目でもあった。

柳田も指摘するように、長続は湯前のような郡内の要地を代官支配の直轄領とし、前出の千里内氏
と同様に、郡内の地名を苗字とする殿原層を被官・給人化していったものと考えられるのである。

以上、これら銘文からは、「郡主」と郡内要地支配者（多良木殿・湯前殿等）および直轄領代官によっ
て構成される分郡支配の上部構造の枠組みの設定と、郡内各地域における「結縁之一味同心之志」によっ
て、永富相良長続の地域支配事実が正当化され得た事情を読み取り得るのである。

なお、15 世紀中葉における永富相良長続の活動との関係で、青蓮寺の現況は興味深い。
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すなわち、現在の青蓮寺阿弥陀堂は嘉吉３（1443）年の阿弥陀堂が原型であり、その造営時期は、
まさに佐牟田相良前続よる「多良木退治」から文安５年までの間にあたる。天文 11（1542）年の阿
弥陀堂棟札の追記部分によれば、この再興は佐牟田相良堯頼によるものとされているのである（鶴嶋・
2015）。

それに加えて、頼景墓の壇上積基壇の西側という象徴的場所には、永富長続・為続の供養塔や戦国・
江戸期の五輪塔が配置されている。総じて阿弥陀堂の裏の墓所にある五輪塔の形式は 15 世紀後半以降
のものである。すなわち、青蓮寺の墓所は多良木相良家滅亡後に永富家の支配のもとで開放され、性格
を変えたものと考えられる。長続・為続は、自身と頼景とを結び付けて一郡支配の正統性とするため、
青蓮寺に手を入れたのであろう。

さらに、伝相良頼景館跡の北側の堀は 15 世紀中頃に埋め戻されて再度掘り直された遺構であり、土
塁もそれに伴って造成されたことが今次の調査によって判明している。これも、多良木相良家・相良氏
の滅亡と永富長続・為続による新たな多良木支配体制の構築に伴う改変であった可能性が指摘できよう。

おわりに―多良木相良家・相良氏の歴史とその画期―
12 世紀末から 15 世紀中葉にいたるまでの多良木相良家・相良氏の展開を、文献史料をはじめとす

る一次的文字史料によって概観してきた。そこから明確になった同家・同氏と多良木地域史にとっての
画期は、以下の三つとなろう。

第一の画期は、頼景から多良木村を相伝し、人吉荘地頭職を獲得した相良長頼（蓮仏）が、人吉荘
内に氏寺・願成寺を建立し、開発田を寄進した 1230 年代である。遠江国相良荘、京、鎌倉、そして鎮
西の所領を行き来していた相良氏の惣領が、球磨郡に基盤を置いた活動を開始した時期である。

第二の画期は、1270 年代から 90 年代にかけて、惣領制の展開と異国警固番役の賦課という経済的・
政治的変動に直面した多良木相良家が、一族紛争を抑止凍結するために、多良木の地に多くの宗教施設
を整備していった時期である。頼氏の供養所・蓮花寺、多良木相良家の供養所・東光寺、氏神としての
王宮社、そして頼景以来の正統相良家としての多良木相良家を象徴する青蓮寺であり、多良木における
相良氏関係史跡群の全容が整った時期として重要である。

第三の画期は 15 世紀中葉である。人吉（佐牟田）相良前続による「多良木退治」から多良木相良頼
久の蜂起、そして郡内を二分する地域紛争に勝利した永富長続による上球磨統治体制の構築という、一
連の政治変動であった。わけても長続の上球磨地域に対する政策は、頼景以来の正統性を手に入れるた
めに上球磨の要所の寺社で結縁造像し、多良木相良家の継承者としてのみずからの地位をアピールする
という積極性を伴うものであり、第二画期以来の寺社や伝相良頼景館跡などの史跡には、この時期に長
続らによって改変が加えられている可能性が高いことを指摘しておきたい。
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の多良木相良家の支配領域にいる各地の領主層が造営主体となり、永富相良長続の統治への賛意ととも
に地域の安泰を祈願する文言となっていること。

このように慧麟作仏神像の銘文は、永富長続の上球磨支配の特質を示す文献史料として貴重なもの
である。柳田快明の研究（柳田・2020）も参考としながら、２点の銘文を具体的にみよう。

まず、表№５の黒肥地寺虚空蔵坐像の墨書銘である。
右、奉造立虚空蔵者、正睦僧依為先祖相傳之三蔵、手於借佛師慧麟僧、寛正六年二月廿一日始之、
為光金輪上皇天長地久、殊者當郡主相良之長続、嫡子為続、同多良木殿頼泰□□□、別者千里内
子孫□□□□此時籌也、其外結縁之一味同心之志、作天人師虚空満願之故也、於黒肥地寺住持恵雄、
佛法無退転、世法實富貴者勿如此、諸佛擁護加護蒙日々衆生利益□志者、遂末代乃至法界平等利
益而已、
　　　　　　寛正乙酉卯月廿五日
　　　　　　　　　　　　　大願主族峯 道号 正睦僧
　　　　　　　　　　　　　黒肥地寺當住恵雄
　　　　　　　　　　　　　□之大壇那千里内幸続子息幸□
　　　　　　　　　　　　　佛師慧麟書作之

虚空蔵坐像造立の大願主正睦僧については未詳だが、造立に関与した恵雄が住職をつとめる「黒肥
地寺」は、かつて青蓮寺から西に１㎞の位置にあった。本像は同寺の本尊と推察される。次に大檀那の
千里内幸続父子は、柳田が指摘するように黒肥地の山間部にある千里内を苗字の地とする土豪とみられ
る。

以上を確認した上で、第一に注目するべきは、本坐像が正睦や千里内らによって「當郡主相良之長続」
と「嫡子為続」、それに相良「多良木殿頼泰」のために造立されていることだ。頼泰は、表№６―１の
銘文に「大旦那相良長続並三男多良木殿頼泰為息災延命子孫繁昌」とあることから、長続の庶子だとわ
かる。すなわち長続は「郡主」という直截的な称号を冠してかつての多良木相良氏の本拠に父子で君臨
し、かつ、庶子に「多良木殿」と名乗らせて、頼景以来の歴史的象徴性を帯びた多良木の地域支配を担
当させ、その事実を多良木の土豪である千里内らから承認・安泰祈願されることで、一郡支配の枠組み
とともに在地的正統性をも獲得せんとした事情が浮かび上がるのである。

第二に、本坐像が大願主・大檀那のみならず、「其外結縁之一味同心之志」をもって造像されている
ことである。「一味同心の志」というからには、相互の結び付きもない単なる結縁＝奉加者の集合では
なく、黒肥地や多良木といった特定地域において社会的関係を保持する住民らの一揆的集団が造像を支
えたとみねばなるまい。

次に注目したいのが表№４の球磨郡岩野善土寺観音像脇侍の台座背面墨書銘である。
右奉造立縛婆仙人者（中略）天下太平国土豊饒、殊者藤原氏相良長続老幼繁昌、別者代官湯前殿
桧前氏政久子息政山并岩野殿宗朝子息吉宗富貴英雄之祈禱、住持長堅所願成辨之砌也、乃至法界
平等利益耳、寛正三年壬午三月十八日　敬白　大願主住持長堅　仏師慧麟

大願主の住持長堅について詳細は不明だが、同時作の表№３の銘文でも「妙意女」とともに大願主
となっており、岩野善土寺の住持であったことがわかる。その長堅が、「天下泰平国土豊饒」とともに、
相良長続と「代官湯前殿桧前氏政子息政山」「岩野殿宗朝子息吉宗」の繁盛・富貴英雄を祈禱している
のである。湯前殿桧前氏は同地域の湯前に設定された長続直轄領の代官に任命されたとみられる。岩野
殿は善土寺が存在した（現在は廃寺）岩野の殿原（土豪）と考えられる。湯前と岩野は上球磨で隣り合っ
た地域で、わけても湯前は日向国と接する境目でもあった。

柳田も指摘するように、長続は湯前のような郡内の要地を代官支配の直轄領とし、前出の千里内氏
と同様に、郡内の地名を苗字とする殿原層を被官・給人化していったものと考えられるのである。

以上、これら銘文からは、「郡主」と郡内要地支配者（多良木殿・湯前殿等）および直轄領代官によっ
て構成される分郡支配の上部構造の枠組みの設定と、郡内各地域における「結縁之一味同心之志」によっ
て、永富相良長続の地域支配事実が正当化され得た事情を読み取り得るのである。

なお、15 世紀中葉における永富相良長続の活動との関係で、青蓮寺の現況は興味深い。
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蓮花寺・伝相良頼景館跡と相良氏関連遺跡出土の貿易陶磁悉皆調査
小野　正敏

Ⅰ　悉皆調査による数値化
１）目的と方法　

蓮花寺、伝相良頼景館跡を評価、検証する方法のひとつとして、出土陶磁器の分析があり、今回関
係者の協力を得て、この 2 遺跡並びに関連する灰塚遺跡、山田城、高城、相良頼俊館（佐牟田館）、奥
野城、矢黒城、中世人吉城の上原城と中原城の８遺跡から発掘された出土陶磁器のうち貿易陶磁につい
て全点の分類と計数を行った。

遺跡から出土した陶磁器は、その遺跡の年代、継続のあり方など、遺跡の特長を復元するための遺
構と並ぶ必須の資料である。だが多くの報告書では実測図として掲載される復元可能な破片や日用品の
碗皿ではない陶磁研究で注目される特殊な器種などが選択的に記載され、出土陶磁器の全体像がわかる
形で報告されることは少ない。これには小さな破片の分類が難しいことや、大量の出土品があるときに
は、その全量を調査、把握する困難さが伴うことがその原因である。しかし、消費された陶磁器からそ
の遺跡の年代変遷や器種組成に反映された遺跡の性格等を推定するためには、小破片を含むすべての出
土陶磁器の分類とその数値化を基礎資料とすることが有効で、これにより豊かな歴史像復元が可能とな
ると考える。

こうした視点から、列島規模で、または一定の地域、あるいは同じような性格の遺跡の比較のため
に、出土陶磁の悉皆調査による数値化を行い、これまでにも静岡県域の全発掘遺跡の数値化をはじめ、
貿易陶磁に限定した悉皆調査を沖縄県、島根県益田地区など各地で実施してきた（小野 2005、池谷他
2021 など）。悉皆調査で求められるのは、多くの遺跡について出土陶磁器数の多少や破片の大小によ
る分類の差を吸収することであり、そのために精緻な分類ではなく、大分類を用いてより多くの遺跡で
同じ基準で数値化することの有効性を選択している。

また、本来その目的のためには、小野・藤沢編 2005 で実施したように、貿易陶磁のみならず、同じ
機能をもつ瀬戸美濃をはじめ、焼締陶器の壺甕鉢、地元産陶器、土器なども数値化をするのが望ましい
が、力量上そこまではできていない。
２）貿易陶磁の分類と年代

この調査で準拠した分類は、菊川町教委 2000 の分類を継承し改訂した国立歴史民俗博物館 2021 の
分類である。この分類は、上記の目的のために用意した大分類を採用しており、それまでの大宰府編年
や上田、森田、小野による詳細な分類編年案との対応関係などに関してはそれに拠られたい。

遺跡における青磁、白磁、染付の分類編年によって大まかな時期設定をすると、それらの共存関係
から消費段階の群として捉えることが可能である。その視点から、どこの遺跡でも普遍的な碗と皿を目
安にしてⅠ～Ⅵ期にまとめた。Ⅰ期は、白磁碗Ⅱ、Ⅳ、Ⅴなど白磁を主体とする 11 世紀後葉～ 12 世
紀後葉、Ⅱ期は、龍泉窯系青磁碗 A、同安窯系碗など青磁が主体となり、白磁碗Ⅷなどが残る 12 世紀
後葉～ 13 世紀前葉、Ⅲ期は、青磁碗 B １、B ０と白磁皿Ⅸなどを主体とする 13 世紀中葉～ 14 世紀
初頭、Ⅳ a 期は、青磁碗 D1 などを主体とする 14 世紀前葉～ 14 世紀後葉、Ⅳ b 期は、青磁碗 D2 と
少し遅れて白磁皿 B などが加わる 14 世紀後葉～ 15 世紀中葉、Ⅴ期は、青磁碗Ｂ４、青磁稜花皿と染
付碗皿Ｂ，Ｃ、白磁皿Ｃなどを主体とする 15 世紀後葉～ 16 世紀前葉、Ⅵ期は、染付碗皿Ｅや菊皿な
どを主体とする 16 世紀中葉～後葉に設定する。各型式の年代幅は、モデル的なものであり、特に継続
する遺跡ではより後まで使用されたと考えられる。
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Ⅱ　貿易陶磁からみた遺跡の年代と特徴
１）遺跡と存続年代の検討

各遺跡について、種別、器種、型式分類の点数をまとめたのが基礎資料の表１，２である。さらに、
この中から特殊な器種を避けて伝世的な使用がほとんどないと考える日用品碗皿鉢の破片数をⅠ～Ⅵ期
にまとめたグラフが図１である。グラフでは、分類できた点数 100 点を境にスケールを変えて表示した。

このグラフの年代構成の特徴からは、大きく 3 つのあり方をもつ遺跡群として指摘できる。
a) Ⅰ、Ⅱ期から主体があり、Ⅲ期にも継続する遺跡で、相良頼景館、蓮花寺、灰塚遺跡、山田城である。
Ⅰ、Ⅱ期に注目すれば、灰塚と相良頼景館、蓮花寺との量的差が大きい。さらにⅢ期より後に注目すれ
ば、Ⅳ期以降が急激に減少する相良頼景館、蓮花寺、灰塚と、Ⅳ期が一定量認められる山田城との差異
がある。またこれらの遺跡群では、山田城も含めてⅤ、Ⅵ期がないことも特徴的である。
b) Ⅲ期から確認される遺跡で、高城、奥野城、矢黒城などである。このうちⅣ期に主体がある高城とⅤ、
Ⅵ期に主体が確認できる奥野城、矢黒城の差異があるが、いずれもⅤ、Ⅵ期に使われることで共通する。
c) Ⅴ、Ⅵ期に主体があることに注目すると中世人吉城、奥野城、矢黒城、相良頼俊館が共通する。一方、
遺跡の開始をみると、奥野城、矢黒城はⅢ期から、相良頼俊館はⅠ、Ⅱ期から、中原城でも少量ながら
Ⅰ、Ⅳ a 期の破片が確認される。これにより本来はⅠ、Ⅱ、Ⅲ期など中世前期から使われた可能性があ
る。中世人吉城もそうした前段階があり、Ⅴ期になると上原城や中原城を中核の曲輪群とする、東国に
みる実城―中城―外城のような階層構造を持ったひとつの城として大きく整備されたという想定もでき
よう。逆に人吉地区のⅤ、Ⅵ期の遺跡は、いずれも既にⅢ期あるいはⅣ a 期に前身があり、それが継承
されるという言い方ができるのかもしれない。残念ながら現時点では、これら分類資料数が 100 点以
下の遺跡については不確実性が強く、今後の調査によってその位置づけが変更されることもあるといえ
よう。

図１　時期別陶磁器組成
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後葉～ 13 世紀前葉、Ⅲ期は、青磁碗 B １、B ０と白磁皿Ⅸなどを主体とする 13 世紀中葉～ 14 世紀
初頭、Ⅳ a 期は、青磁碗 D1 などを主体とする 14 世紀前葉～ 14 世紀後葉、Ⅳ b 期は、青磁碗 D2 と
少し遅れて白磁皿 B などが加わる 14 世紀後葉～ 15 世紀中葉、Ⅴ期は、青磁碗Ｂ４、青磁稜花皿と染
付碗皿Ｂ，Ｃ、白磁皿Ｃなどを主体とする 15 世紀後葉～ 16 世紀前葉、Ⅵ期は、染付碗皿Ｅや菊皿な
どを主体とする 16 世紀中葉～後葉に設定する。各型式の年代幅は、モデル的なものであり、特に継続
する遺跡ではより後まで使用されたと考えられる。
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Ⅲ　貿易陶磁からみた相良頼景館と蓮花寺遺跡の位置づけ
貿易陶磁の悉皆調査による数値情報の結果から、これまでの先行研究による相良氏関連の各遺跡の

評価を再確認、各遺跡の位置づけを考えてみたい。
相良氏関連の遺跡については、既に多くの成果があるが、特に出合宏光 2020 年「相良氏の拠点」（『九

州の中世Ⅱ　武士の拠点鎌倉・室町時代』）には、今回扱った遺跡を含む相良氏関係の多くの先行研究
の成果と客観的な視点からの要点がまとめられており、原典を再確認できず孫引き的であるが参考とす
ることを寛容願いたい。
１）陶磁器の年代変遷から

今回の貿易陶磁からみた遺跡の年代変遷を、これまでの文献史学による指摘と関係づけて評価する
際に、次の事象が注目される。
①建久 2 年（1191）「永峯師高所領譲状」には永吉庄之内横瀬、山田
②建久 8 年（1197）「肥後国球磨郡田数領主等目録写」には、須恵氏、人吉氏、平河氏、久米氏の在地
　領主のみで、相良氏なし
③元久 2 年（1205）（人吉）長頼、人吉庄補任
④安貞 2 年（1228）（多良木）頼景から長頼へ多良木村譲状
⑤嘉禎元年（1235）（多良木）頼氏、蓮花寺創建
　文永 6 年（1269）（多良木）頼宗、蓮花寺に笠塔婆
⑥文永 10 年（1273）頼氏、東光寺に経塚
⑦永仁 6 年（1298）頼宗、青蓮寺阿弥陀堂創建
⑧興国元年・暦応 3 年（1340）（多良木）経頼、山田城に陣
⑨文安 5 年（1448）山田城永富長続が人吉城頼観を多良木へ退去させ、
　　　　　　多良木を侵攻し、多良木相良氏滅亡。球磨郡統一
⑩長禄 4 年（1460）人吉城永富長続、守護菊池為邦から芦北郡安堵

伝相良頼景館、蓮花寺の成立期の状況は、a) の時期的な変遷の特徴に反映されていると思われる。
この 2 遺跡は、Ⅲ期に最盛期があり、蓮花寺の嘉禎元年（1235）創建など⑤、④～⑦によってもこの
時期に相良氏の本拠として多良木の整備が急速に進展したことが確認される。一方、その前段階のⅠ、
Ⅱ期についてみると、相良氏の存在を確認できるのが 13 世紀初頭の③や④であり、逆に①、②からは
平河氏や須恵氏、人吉氏、久米氏といった在地の開発領主の存在感が大きい。①では多良木の横瀬、人
吉の山田も平河氏の所領と記される。山田城や須恵氏本拠とされる灰塚遺跡のⅠ、Ⅱ期の状況がそれを
反映したものとなっている。また、伝相良頼景館、蓮花寺にもⅠ期段階の陶磁が一定量確認されること
も相良氏の本拠化が進む以前からの施設があったことを示している。①、②からはそれが平河氏に関わ
るものと考えるのが自然であろう。そのことは、球磨川の川湊、用水堰口の開発とどのように関わるか
についても議論の余地が残されている。

伝相良頼景館、蓮花寺、灰塚遺跡の陶磁器変遷は、共通して 14 世紀Ⅳ a 期以降になると急激に減少
している。多良木相良氏関連の拠点がいずれもそれまでの本拠としての機能を失ったことを暗示してい
る。この変化は、この時期が、相良氏のみならず、九州全域が南北朝の戦乱の影響を受けた結果であり、
奥野城をはじめ内城、鍋城など、館から山城へと拠点の機能が変化していったものと考えられる。現時
点では、発掘されたⅣ期の遺跡は、人吉地区に偏っているが、b) に指摘したように、いずれの遺跡もⅤ、
Ⅵ期へと継続、その時期が主体となっており、戦国の城への変化を語っている。中世人吉城の陶磁器変
遷はそれをよく示す例である。

令和 4 年（2022）の伝相良頼景館北堀のトレンチ調査では、堀が新旧 2 時期あり、旧堀は 13 世紀
中頃以降に掘られ、15 世紀中頃以前に人為的に埋められ、新堀は 15 世紀前葉以降に同じ位置に規模
を縮小して新たに土塁を伴い再整備されたことが判明した。この改変はⅣ期の陶磁器急減からⅤ期にか
けての時期に相当し、先の変化と連動する可能性が指摘できよう。伝相良頼景館については、館内部の
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発掘がいまだになく、今後の発掘による解明が期待される。
一方、同じ山江地区で近距離にある山田城と高城の変遷は、各々異なる個性を示しており、興味深い。

山田城は、中世前期Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ期が主体であり、Ⅳ a、Ⅳ b 期には減少して戦国期Ⅴ期には継続しない。
高城では、前段階のⅢ期はあるものの少なく、Ⅳ a、Ⅳ b 期を主体としてⅤ期へと継続する。山田城は、
⑧南北朝期に人吉地区の北朝方の拠点として知られ、またその後、戦国期Ⅴ期にむけて、多良木相良氏
を滅亡させ、久米、平河、須恵、岡本、永里氏などの有力国人を排除して人吉城に入り、球磨郡を統一
した永富長続の本拠としても知られる。これに対して高城は記録に見えない、分布調査で確認された城
とされる。この両者の陶磁器変遷をみると、Ⅰ～Ⅲ期を主体としてⅣ期に終わる山田城がおそらく平河
氏の本拠とした山田城であり、Ⅳ期を主体としてⅤ期に継続する高城が、人吉相良氏庶流永富長続氏の
本拠であった可能性が高い。文献史料にいう「山田」の城は山田にある城という意味の記載だと考える
と二つの城が山田城と呼ばれたことに矛盾はない。既に鶴嶋 2013 が高城を永富長続の拠点と指摘した
ことに異論はなく、この陶磁器変遷からも肯首される。

現状で確認できた各遺跡の陶磁器の変遷を地域構造のなかで概観すると、多良木地区に中心があっ
た鎌倉期から、南北朝期を経て、その拠点が戦国期には人吉地区へと移り、さらに近世へと継続したと
評価できよう。
２）非日用的陶磁器の所有から

前項まで碗皿を主とした数量的な変遷から遺跡の特長を考えてきた。もうひとつの比較がどの遺跡に
も共通する日用品ではない、表１，２で「その他」とした特殊な器種の所有である。青磁の酒会壺、花
瓶、白磁四耳壺・水注、梅瓶、陶器では華南三彩の緑釉洗、黄釉洗、高麗象嵌青磁瓶などが注目される。
これらの時期はいずれもⅢ期、Ⅳ a 期の鎌倉時代のものである。蓮花寺、伝相良頼景館、灰塚ともに、
特に白磁四耳壺・水注、梅瓶、華南三彩の緑釉洗、黄釉洗などが複数個確認されている。

これらは、鎌倉や東国の御家人クラス、あるいはそれに準ずる館からも出土するセットで、特に華南
三彩洗は緑釉が好まれ限定されているのが特徴である。東光寺では、大型の磨崖武蔵型板碑やそれに伴
う鎌倉のやぐらに似た岩窟のセットが注目された。どちらも相良氏の本領遠江にはないものであり、西
遷御家人として肥後の地で鎌倉御家人としてのアイデンティティーを主張する装置としてあえて作られ
たと評価された。この陶磁器セットは、館クラスの所有品としては相応しいものと評価できるが、灰塚
でも同じ状況であることを考慮すると、さらに踏み込んで、新たな地方で所領を得た御家人たちが、鎌
倉とのつながりを誇示、階層意識を表現する手段となったというには、消極的にならざるを得ない。今
後、さらに発掘例を集めることで考えてみたい。

陶磁器の分類計数調査には、浅野晴樹、上村麻妃、佐々木健策、鈴木康之、中島圭一、永井孝宏、村
木二郎の各氏が参加した。
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Ⅲ　貿易陶磁からみた相良頼景館と蓮花寺遺跡の位置づけ
貿易陶磁の悉皆調査による数値情報の結果から、これまでの先行研究による相良氏関連の各遺跡の

評価を再確認、各遺跡の位置づけを考えてみたい。
相良氏関連の遺跡については、既に多くの成果があるが、特に出合宏光 2020 年「相良氏の拠点」（『九

州の中世Ⅱ　武士の拠点鎌倉・室町時代』）には、今回扱った遺跡を含む相良氏関係の多くの先行研究
の成果と客観的な視点からの要点がまとめられており、原典を再確認できず孫引き的であるが参考とす
ることを寛容願いたい。
１）陶磁器の年代変遷から

今回の貿易陶磁からみた遺跡の年代変遷を、これまでの文献史学による指摘と関係づけて評価する
際に、次の事象が注目される。
①建久 2 年（1191）「永峯師高所領譲状」には永吉庄之内横瀬、山田
②建久 8 年（1197）「肥後国球磨郡田数領主等目録写」には、須恵氏、人吉氏、平河氏、久米氏の在地
　領主のみで、相良氏なし
③元久 2 年（1205）（人吉）長頼、人吉庄補任
④安貞 2 年（1228）（多良木）頼景から長頼へ多良木村譲状
⑤嘉禎元年（1235）（多良木）頼氏、蓮花寺創建
　文永 6 年（1269）（多良木）頼宗、蓮花寺に笠塔婆
⑥文永 10 年（1273）頼氏、東光寺に経塚
⑦永仁 6 年（1298）頼宗、青蓮寺阿弥陀堂創建
⑧興国元年・暦応 3 年（1340）（多良木）経頼、山田城に陣
⑨文安 5 年（1448）山田城永富長続が人吉城頼観を多良木へ退去させ、
　　　　　　多良木を侵攻し、多良木相良氏滅亡。球磨郡統一
⑩長禄 4 年（1460）人吉城永富長続、守護菊池為邦から芦北郡安堵

伝相良頼景館、蓮花寺の成立期の状況は、a) の時期的な変遷の特徴に反映されていると思われる。
この 2 遺跡は、Ⅲ期に最盛期があり、蓮花寺の嘉禎元年（1235）創建など⑤、④～⑦によってもこの
時期に相良氏の本拠として多良木の整備が急速に進展したことが確認される。一方、その前段階のⅠ、
Ⅱ期についてみると、相良氏の存在を確認できるのが 13 世紀初頭の③や④であり、逆に①、②からは
平河氏や須恵氏、人吉氏、久米氏といった在地の開発領主の存在感が大きい。①では多良木の横瀬、人
吉の山田も平河氏の所領と記される。山田城や須恵氏本拠とされる灰塚遺跡のⅠ、Ⅱ期の状況がそれを
反映したものとなっている。また、伝相良頼景館、蓮花寺にもⅠ期段階の陶磁が一定量確認されること
も相良氏の本拠化が進む以前からの施設があったことを示している。①、②からはそれが平河氏に関わ
るものと考えるのが自然であろう。そのことは、球磨川の川湊、用水堰口の開発とどのように関わるか
についても議論の余地が残されている。

伝相良頼景館、蓮花寺、灰塚遺跡の陶磁器変遷は、共通して 14 世紀Ⅳ a 期以降になると急激に減少
している。多良木相良氏関連の拠点がいずれもそれまでの本拠としての機能を失ったことを暗示してい
る。この変化は、この時期が、相良氏のみならず、九州全域が南北朝の戦乱の影響を受けた結果であり、
奥野城をはじめ内城、鍋城など、館から山城へと拠点の機能が変化していったものと考えられる。現時
点では、発掘されたⅣ期の遺跡は、人吉地区に偏っているが、b) に指摘したように、いずれの遺跡もⅤ、
Ⅵ期へと継続、その時期が主体となっており、戦国の城への変化を語っている。中世人吉城の陶磁器変
遷はそれをよく示す例である。

令和 4 年（2022）の伝相良頼景館北堀のトレンチ調査では、堀が新旧 2 時期あり、旧堀は 13 世紀
中頃以降に掘られ、15 世紀中頃以前に人為的に埋められ、新堀は 15 世紀前葉以降に同じ位置に規模
を縮小して新たに土塁を伴い再整備されたことが判明した。この改変はⅣ期の陶磁器急減からⅤ期にか
けての時期に相当し、先の変化と連動する可能性が指摘できよう。伝相良頼景館については、館内部の
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表ー１

D:\Dropbox\(多良木町)R5 報告書業務\4.付論\付論　小野\ 熊本陶磁器グラフ用送付分(編集).xlsx 集計表 1 2024/2/1

種類 器種 分類 遺跡名 蓮花寺 頼景館 灰塚 奥野城 山田城 高城 上原原 中原城 相良頼俊館 矢黒城

青磁 碗 同安窯系B Ⅱ 6 12 39 32 3
A1 Ⅱ 3 1 2
A2 Ⅱ 10 14 7 1 7
A4 Ⅱ 3 13 4 3 1
A6 Ⅱ 0 2 5
A不明 Ⅱ 32 33 247 6 11
A輪花 Ⅱ 1 1 1
B0 Ⅲ 3 3 14 4
B1 Ⅲ 87 210 200 1 35 2 16 1
B1か Ⅲ 1
B3 Ⅴ 1

B4 Ⅴ 5 1 1 16 2 43 7 6 2
C1 Ⅳa 1
C2 Ⅳa 1 1 2 10 1 2
C2か Ⅳｂ 1
蓮弁 C2相当 Ⅳb 1
C3 Ⅵ 1 1 1
D1 Ⅳa 8 12 2 5 34 1 1 2
D1相当 Ⅳa 5

D2 Ⅳb 5 2 1 9 2 50 4 8
D2 蓮弁文 Ⅳb 1 1
E1 Ⅴ 1 4 1 2 1
不明 D2相当 Ⅳb

不明 13 10 83 1 47 5 3 4 5
小碗 B0相当 Ⅲ 1

不明 1
皿 同安窯系 Ⅱ 5 9 63 1 9

劃花文系(A類) Ⅱ 6 1 1
折縁皿　 Ⅳ 1
折縁皿 D2相当 Ⅳb 1 1
折縁皿 D1orD2相当 Ⅳ 5 3 1
折縁皿 B０相当 Ⅲ 15 4 1
折縁皿 14C Ⅳa 1
腰折皿 Ⅳb 1
腰折皿 D２相当 Ⅳb 1
内彎皿 Ⅳb 3 1
内彎皿 D2相当 Ⅳb 1 1
端反皿　 Ⅳb 1
端反皿　D1相当 Ⅳa 2 3
端反皿　D2相当 Ⅳb 1 1 7 1
稜花皿 Ⅴ 5 9 2 1 1
菊皿 Ⅵ 1
大皿 1 1
不明 D１相当 Ⅳa 2 3
不明 D2相当 Ⅳb 1 1
不明 2 1

盤類 折縁盤　無文 Ⅲ、Ⅳ 1 6 11 2 9
折縁稜花盤 Ⅲ、Ⅳ 3
内彎系盤 Ⅲ、Ⅳ 2
盤 B0相当 Ⅲ 1
盤 D2相当 Ⅳb 3 1
不明 4 2 2

鉢 小鉢B0相当 Ⅲ 2
深鉢 1
大鉢 1 1

杯 杯　B0相当 Ⅲ 3
不遊環壺 1
浄瓶 1
型作象形袋物 1
袋物 1

その他 香炉 1 4 2 1
酒会壺 1

花瓶 1 1 1
大型品の部品

器種不明 1

青　磁　計 191 349 700 39 78 305 32 14 23 43
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表ー２

D:\Dropbox\(多良木町)R5 報告書業務\4.付論\付論　小野\ 熊本陶磁器グラフ用送付分(編集).xlsx 集計表 2 2024/2/1

種類 器種 分類 遺跡名 蓮花寺 頼景館 灰塚 奥野城 山田城 高城 上原原 中原城 相良頼俊館 矢黒城

白磁 碗 Ⅰ類 Ⅰ 1
Ⅱ類 Ⅰ 2
Ⅲ類 Ⅰ 6
Ⅳ類 Ⅰ 1 3 68 6 3 1 3
Ⅴ類 Ⅰ 5 6 212 8 42
Ⅵ類 Ⅰ 1 1
ⅤかⅧ Ⅰ、Ⅱ 2
Ⅸ類 Ⅲ 2 4 6 2 2 2
ビロースクⅠ Ⅱ 1
ビロースクⅡ Ⅲ
ビロースクⅢ Ⅳa 2 12
ビロースク不明 1
不明12 Ⅰ 1 2
不明 3 8 29 2

小碗 枢府系 Ⅳa 1
皿 Ⅱ類 Ⅰ

Ⅲ類 Ⅰ 2 5 1
Ⅵ類 Ⅰ 1
Ⅷ類 Ⅱ 1 17
Ⅵ類 Ⅰ 1 7
Ⅸ類 Ⅲ 20 31 1 11 1 3
ビロースクⅢ Ⅳa 1
B群 Ⅳb 1 2 14 1 8
B群（腰折） Ⅳb 3
C1群 Ⅴ 2 4 2 6 1 2 4
腰折皿 14C Ⅳa 2 2
端反皿 漳州窯 Ⅴ 1
枢府皿 Ⅳa 1
不明 3 1

その他 面取杯 Ⅳb 4 1
小杯 Ⅳb 2
小杯 B群 Ⅳb 2
合子 7 8 14 1
四耳壺 Ⅲ、Ⅳa 7 17 65 3 1
擂座小壺 1
壷 4
梅瓶 Ⅲ 2 4 7
水注 1 2
線刻文付花瓶 13C Ⅲ 20

白磁計 53 98 448 6 54 92 7 3 11 15

青白磁 合子 1 1
口禿小壺 2
口禿皿 Ⅲ 1
口禿腰折れ皿 Ⅲ 1
口禿碗 Ⅲ 1
型押し皿 2
口禿器種不明 Ⅲ 1

青 白 磁 計 0 0 6 0 3 1 0 0 0 0

染付 碗 B Ⅴ 1 1 1 2
C Ⅴ 3 4 10 2 2
C 漳州窯系 Ⅵ 1 2 1 1 3
D Ⅴ
E Ⅵ 1 2 3 6
漳州窯系 Ⅵ 1

皿 B1 Ⅴ 2 6 7 1 1
B2 Ⅵ 2
C Ⅴ 1 5 3 7 1
C 漳州窯系 Ⅵ 1 2 2
E Ⅵ 1 2 1
F Ⅵ 1 2
F 漳州窯系 Ⅵ 1
大皿 不明 1

その他 面取壺 16C後半 Ⅵ 1

染 付 計 5 12 6 8 1 3 35 17 6 14

総　計（陶器除く） 249 459 1160 53 136 401 74 34 40 72

陶器 天目茶碗 3 1 4 5
-参考- 茶入 1 1

褐釉壺 1
黒褐釉壺 1 7
緑釉洗 Ⅲ 2 6
黄釉洗 Ⅲ 2 4 3
華南三彩四耳壺 Ⅵ 1
高麗青磁象嵌瓶 Ⅲ 2
朝鮮叩瓶 Ⅴ 1
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表ー１

D:\Dropbox\(多良木町)R5 報告書業務\4.付論\付論　小野\ 熊本陶磁器グラフ用送付分(編集).xlsx 集計表 1 2024/2/1

種類 器種 分類 遺跡名 蓮花寺 頼景館 灰塚 奥野城 山田城 高城 上原原 中原城 相良頼俊館 矢黒城

青磁 碗 同安窯系B Ⅱ 6 12 39 32 3
A1 Ⅱ 3 1 2
A2 Ⅱ 10 14 7 1 7
A4 Ⅱ 3 13 4 3 1
A6 Ⅱ 0 2 5
A不明 Ⅱ 32 33 247 6 11
A輪花 Ⅱ 1 1 1
B0 Ⅲ 3 3 14 4
B1 Ⅲ 87 210 200 1 35 2 16 1
B1か Ⅲ 1
B3 Ⅴ 1

B4 Ⅴ 5 1 1 16 2 43 7 6 2
C1 Ⅳa 1
C2 Ⅳa 1 1 2 10 1 2
C2か Ⅳｂ 1
蓮弁 C2相当 Ⅳb 1
C3 Ⅵ 1 1 1
D1 Ⅳa 8 12 2 5 34 1 1 2
D1相当 Ⅳa 5

D2 Ⅳb 5 2 1 9 2 50 4 8
D2 蓮弁文 Ⅳb 1 1
E1 Ⅴ 1 4 1 2 1
不明 D2相当 Ⅳb

不明 13 10 83 1 47 5 3 4 5
小碗 B0相当 Ⅲ 1

不明 1
皿 同安窯系 Ⅱ 5 9 63 1 9

劃花文系(A類) Ⅱ 6 1 1
折縁皿　 Ⅳ 1
折縁皿 D2相当 Ⅳb 1 1
折縁皿 D1orD2相当 Ⅳ 5 3 1
折縁皿 B０相当 Ⅲ 15 4 1
折縁皿 14C Ⅳa 1
腰折皿 Ⅳb 1
腰折皿 D２相当 Ⅳb 1
内彎皿 Ⅳb 3 1
内彎皿 D2相当 Ⅳb 1 1
端反皿　 Ⅳb 1
端反皿　D1相当 Ⅳa 2 3
端反皿　D2相当 Ⅳb 1 1 7 1
稜花皿 Ⅴ 5 9 2 1 1
菊皿 Ⅵ 1
大皿 1 1
不明 D１相当 Ⅳa 2 3
不明 D2相当 Ⅳb 1 1
不明 2 1

盤類 折縁盤　無文 Ⅲ、Ⅳ 1 6 11 2 9
折縁稜花盤 Ⅲ、Ⅳ 3
内彎系盤 Ⅲ、Ⅳ 2
盤 B0相当 Ⅲ 1
盤 D2相当 Ⅳb 3 1
不明 4 2 2

鉢 小鉢B0相当 Ⅲ 2
深鉢 1
大鉢 1 1

杯 杯　B0相当 Ⅲ 3
不遊環壺 1
浄瓶 1
型作象形袋物 1
袋物 1

その他 香炉 1 4 2 1
酒会壺 1

花瓶 1 1 1
大型品の部品

器種不明 1

青　磁　計 191 349 700 39 78 305 32 14 23 43
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青蓮寺本堂の背後は低い丘陵となり、その中腹に中世の石塔が並べられている。その中央部で本堂
の真後ろ、本堂の中軸線を北へ伸ばした位置に 1 基の壇上積基壇がある。かなり傷んでおり、部材の
入れ替わりも著しいが、当初はかなり立派な基壇であったことを思わせる。

1．基壇の現状
まず現状を整理しておこう ( 第 83 図 )。基壇は加久藤凝灰岩製の地覆石・束石・羽目石・葛石の各

部材から成る壇上積基壇で、南面のみほぼ全容を知ることができる。南面両隅の束石外辺間の距離は
2.96m を測り、内側に 2 個の束石を立てて南面を 3 区分している。中央と西の束石間はほぼ 0.55m を
測るが、東の 1 間のみ 0.72m とやや広い。これは、羽目石に別材が用いられていることに起因し、本
来は中央間と同じ幅で作られたのであろう。地覆石は 3 石から成るとみられ、各 0.93m 前後で、幅
0.28m、高さ 0.23m を測るが、西端は埋もれていて観察できない。

束石と羽目石はすべて別石で作られており、束石の幅 0.25m 前後、高さ 0.56 ～ 0.59m で、中央の
2 個は横断面凸形を呈し、羽目石との段差は約 0.10m、凸部の長さは 0.22 ～ 0.25m を測る。両隅の
束石も内側を切り込んで、羽目石端部を受けている。西隅の束石上面に直系 5.7cm、深さ 3.5cm の浅
い窪みがあるが、他の束石にはなく枘穴とは断定できない。羽目石は幅 0.65 ～ 0.67m、高さ 0.595m（西
側）で、束石の段差に左右 4 ～ 7cm ずつが嵌まり込んでいる。東の区画では別材を用いており、やや
幅の広いものを 2 段に積んでいる。葛石は南面が全部失われているため情報がないが、東側面北寄り
に 2 個残存しており、長さ 66.0 ～ 69.9cm、高さ 24.0 ～ 24.8cm で、幅は内側が埋没していて不明で
ある。

基壇上面には現在 7 基の五輪塔が並び、最奥部に石碑が建てられている。各五輪塔の部材は混在し
ており、これが当初の姿でないことは明らかだが、現状ではどの塔が中心に座っていたのか断定は難し
く、また塔以外のものも候補に考えておく必要があるので、基壇内の調査を待つ必要がある。

青蓮寺壇上積基壇の系譜

狭川　真一

2.　基壇の復原と類例
これをもとに復元を試みる。当該基壇の平面形状が正方形であるとすると、束石部での全幅は約

2.65m、束石間は約 0.55m、地覆石基部から葛石上面までの高さは推定で約 1.1m となる。葛石・地
覆石ともに正確な数値は得られないが、全幅は概ね 9 尺、高さは 3.5 尺目安で造られたと推定される（図
1）。

さて、この少ない情報から特色を拾わねばならないが、束石と羽目石がすべて別材で作られている
ことは大きな特徴である。近畿地方の事例ながら 14 世紀にかかる石塔の壇上積基壇は、各辺 1 枚の石
材を彫成してそこに束石と羽目石を彫り出し、4 枚を組み合わせて作るものが主流である（組み合わせ
方は、狭川・鈴間 2011）。これに対して各部材を別石で構成する事例はあまり多くないが、やや古手
の資料に見受けられる。
香川県白峰寺十三重石塔東塔＜弘安三年／ 1280 ＞（岩下ほか 1963）

2 基のうちの東塔が花崗岩製の壇上積基壇を持っている。解体修理された時の簡易な報告書があり、
概要は理解できる。基壇正面は 3 間とし、両端束石の外辺間の長さは 1.96m で、束石と羽目石の構造
は青蓮寺基壇と同一である。地覆石、葛石ともに残存しており、基壇高は約 53cm を測る。銘文は初
層軸部東面の梵字の両脇に陰刻される。
奈良県西大寺叡尊墓＜正応三年／ 1290 ＞（狭川 2003）

西大寺中興・叡尊の墓は西大寺奥之院に現存し、巨大な壇上積基壇の上に安置されている。基壇の

― 182 ―



- 183 -

幅 6.47m、高さ約 0.90m を測り、解体は行われていないが束石と羽目石が別石で作られていることは
明らかである。葛石は下面に小さな段を設けており、各面横方向に３石と向かって右端に側面の葛石の
小口面が見えており、各面同じパターンで組み上げられる。地覆石は正面３石となるよう調整されてい
る。

石塔に銘文は確認されていないが、「西大寺叡尊上人遷化之記」（奈文研 1956）によるとこの地を荼
毘所とし、その上に五輪塔を造立したものであることが分かり、没年（1290 年）からあまり時間を経
ない建造とみられる。

石塔に伴う各部別材の壇上積基壇で、ある程度の情報が知られるのは以上の 2 点である。この他、
京都市神護寺文覚上人墓と性仁親王墓（五輪塔は鎌倉時代中期頃）も束石・羽目石を別材とする壇上積
基壇であるが、詳細な情報を得にくいため割愛する。石塔関係ではこれら以外に管見に及ばないが、近
接する時期の建築遺構にも若干確認することができるので紹介しておく。
神奈川県極楽寺本堂跡（大三輪ほか 1980）

1979 年度の調査で基壇遺構（第一基壇）が 23.6m に及び確認された。壇上積基壇で、地覆石、羽目石、
束石を残すが、葛石は確認できていない。束石と羽目石はそれぞれ別材を組合せて構築されている。極
楽寺は忍性が正元元年（1259）に創建したとされ、建治元年（1275）の火災を受けるが、その段階で
この基壇は存在していたとみられている。
奈良市春日大社若宮基壇、本殿回廊基壇（狭川 2022）

若宮社西面の基壇は、束石が隅部分と石段基部にしかなく、正式な壇上積基壇とは言えないかも知
れないが、それ以外は地覆石、羽目石、葛石で構成されており、作り方は同じものである。この基壇は

「中臣祐定記」寛喜四年（1232）閏九月一三日の項に「若宮御前水垣四面壇南北ヲ唐人之作石ニ天、壇
カツラヲタヽミ、壁石ヲ立（以下略）」（『春日社記録一』）と見えるものに該当するとみられ、唐人が製
作したと記されている。時代的な背景を考えると、東大寺復興で渡来した「宋人石工四人」（『東大寺造
立供養記』）の系譜上にある工人とみられる。東大寺の復興が完了し、周辺の社寺にも修復の手が及び、
彼らの活躍の場が用意されたとみられる。

また、同社本殿を囲う回廊の基壇は、束石・羽目石を別材で組み上げる壇上積基壇であり、宋人石
工による一連の仕事ではないかとみている。

図１　青蓮寺壇上積基壇復元図
0 50cm
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青蓮寺本堂の背後は低い丘陵となり、その中腹に中世の石塔が並べられている。その中央部で本堂
の真後ろ、本堂の中軸線を北へ伸ばした位置に 1 基の壇上積基壇がある。かなり傷んでおり、部材の
入れ替わりも著しいが、当初はかなり立派な基壇であったことを思わせる。

1．基壇の現状
まず現状を整理しておこう ( 第 83 図 )。基壇は加久藤凝灰岩製の地覆石・束石・羽目石・葛石の各

部材から成る壇上積基壇で、南面のみほぼ全容を知ることができる。南面両隅の束石外辺間の距離は
2.96m を測り、内側に 2 個の束石を立てて南面を 3 区分している。中央と西の束石間はほぼ 0.55m を
測るが、東の 1 間のみ 0.72m とやや広い。これは、羽目石に別材が用いられていることに起因し、本
来は中央間と同じ幅で作られたのであろう。地覆石は 3 石から成るとみられ、各 0.93m 前後で、幅
0.28m、高さ 0.23m を測るが、西端は埋もれていて観察できない。

束石と羽目石はすべて別石で作られており、束石の幅 0.25m 前後、高さ 0.56 ～ 0.59m で、中央の
2 個は横断面凸形を呈し、羽目石との段差は約 0.10m、凸部の長さは 0.22 ～ 0.25m を測る。両隅の
束石も内側を切り込んで、羽目石端部を受けている。西隅の束石上面に直系 5.7cm、深さ 3.5cm の浅
い窪みがあるが、他の束石にはなく枘穴とは断定できない。羽目石は幅 0.65 ～ 0.67m、高さ 0.595m（西
側）で、束石の段差に左右 4 ～ 7cm ずつが嵌まり込んでいる。東の区画では別材を用いており、やや
幅の広いものを 2 段に積んでいる。葛石は南面が全部失われているため情報がないが、東側面北寄り
に 2 個残存しており、長さ 66.0 ～ 69.9cm、高さ 24.0 ～ 24.8cm で、幅は内側が埋没していて不明で
ある。

基壇上面には現在 7 基の五輪塔が並び、最奥部に石碑が建てられている。各五輪塔の部材は混在し
ており、これが当初の姿でないことは明らかだが、現状ではどの塔が中心に座っていたのか断定は難し
く、また塔以外のものも候補に考えておく必要があるので、基壇内の調査を待つ必要がある。

青蓮寺壇上積基壇の系譜

狭川　真一

2.　基壇の復原と類例
これをもとに復元を試みる。当該基壇の平面形状が正方形であるとすると、束石部での全幅は約

2.65m、束石間は約 0.55m、地覆石基部から葛石上面までの高さは推定で約 1.1m となる。葛石・地
覆石ともに正確な数値は得られないが、全幅は概ね 9 尺、高さは 3.5 尺目安で造られたと推定される（図
1）。

さて、この少ない情報から特色を拾わねばならないが、束石と羽目石がすべて別材で作られている
ことは大きな特徴である。近畿地方の事例ながら 14 世紀にかかる石塔の壇上積基壇は、各辺 1 枚の石
材を彫成してそこに束石と羽目石を彫り出し、4 枚を組み合わせて作るものが主流である（組み合わせ
方は、狭川・鈴間 2011）。これに対して各部材を別石で構成する事例はあまり多くないが、やや古手
の資料に見受けられる。
香川県白峰寺十三重石塔東塔＜弘安三年／ 1280 ＞（岩下ほか 1963）

2 基のうちの東塔が花崗岩製の壇上積基壇を持っている。解体修理された時の簡易な報告書があり、
概要は理解できる。基壇正面は 3 間とし、両端束石の外辺間の長さは 1.96m で、束石と羽目石の構造
は青蓮寺基壇と同一である。地覆石、葛石ともに残存しており、基壇高は約 53cm を測る。銘文は初
層軸部東面の梵字の両脇に陰刻される。
奈良県西大寺叡尊墓＜正応三年／ 1290 ＞（狭川 2003）

西大寺中興・叡尊の墓は西大寺奥之院に現存し、巨大な壇上積基壇の上に安置されている。基壇の
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奈良県春日若宮社基壇 奈良県春日大社回廊基壇

神奈川県極楽寺第１基壇（報告書より）

写真　各地の壇上積基壇の諸例
京都二尊院空公上人行状碑と基壇

極楽寺以外の写真は、すべて狭川撮影分を使用した。

香川県白峯寺東塔基壇 奈良県西大寺奥之院叡尊塔と基壇

3．まとめ―青蓮寺壇上積基壇の年代―
これらの事例をみると、石塔では 13 世紀中頃から後半の事例にみられるといえ、ここでは紹介して

いないが、14 世紀にかかる多くの事例はすべて、束石と羽目石を一体として加工したものばかりであ
る。もちろんこれより古い古代寺院の基壇には多く確認されているが、中世の資料で管見に及んだ限り
では、13 世紀末から 14 世紀初頭頃を境に構築法が変化しているようであり、それを当てはめるならば、
青蓮寺基壇遺構は 13 世紀後半頃の所産とみなすことができよう 1。

ここで注目すべきは青蓮寺本堂及び本尊の造営年代である。本堂の阿弥陀堂は、多良木家相良頼宗
が曾祖父頼景の廟所として永仁三年（1295）に建立したもので、現在の堂は嘉吉三年（1443）再興の
ものを宝暦四年（1754）に大改修したものである。しかし、現存する阿弥陀三尊の脇侍・観音菩薩像
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註
1.　13 世紀に遡るとされる壇上積基壇遺構として、京都市二尊院の法然上人廟堂内に空公行状碑（建長五年／ 1253）

を乗せる基壇が知られている。基壇は見事な壇上積基壇であるが、地覆石・羽目石・束石を一石で作り出したもの 4
枚で構成されたものであり、壇上の反花座と葛石は一石で作られるなど高い技術を窺わせるものである。しかし、基
壇と反花座の石材は同一とみられるものの、その上の碑本体とは異なるものである。岡本智子はこれを同時期とみな
しているが、山川均は反花座を後補とみている。筆者も石材の違いと当該時期の壇上積基壇の造り方が異なる点を踏
まえると、山川の意見に賛同する立場をとりたい。

　　なお、空公行状碑・基壇・堂はそれぞれ時期が異なるが、本堂背後の丘陵上にあり、この堂の左右には墓所が広がっ
ている風景は、青蓮寺の基壇周辺を思わせるものである。

の足枘に「永仁三」の紀年銘を朱漆で記載している（久野編 1985）ことから、当初の本尊であること
は疑いない。また遺構の配置も本堂の中軸線を北（山側）へ延長したところに、ほぼ正しく当該基壇が
設計されていることを思うと、本堂の造営と時を同じくして基壇も設置された可能性が高い。この点か
ら現在の本堂は、当初の位置や規模を正しく踏襲して再興されたものと言え、石造基壇の造営年代も永
仁三（1295）年頃に絞り込めると言えるだろう。

そうすると、基壇の中には相良頼景が眠っているのか、最も気になるところであるが、この点につ
いては将来の調査を待つこととしたい。
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奈良県春日若宮社基壇 奈良県春日大社回廊基壇

神奈川県極楽寺第１基壇（報告書より）

写真　各地の壇上積基壇の諸例
京都二尊院空公上人行状碑と基壇

極楽寺以外の写真は、すべて狭川撮影分を使用した。

香川県白峯寺東塔基壇 奈良県西大寺奥之院叡尊塔と基壇

3．まとめ―青蓮寺壇上積基壇の年代―
これらの事例をみると、石塔では 13 世紀中頃から後半の事例にみられるといえ、ここでは紹介して

いないが、14 世紀にかかる多くの事例はすべて、束石と羽目石を一体として加工したものばかりであ
る。もちろんこれより古い古代寺院の基壇には多く確認されているが、中世の資料で管見に及んだ限り
では、13 世紀末から 14 世紀初頭頃を境に構築法が変化しているようであり、それを当てはめるならば、
青蓮寺基壇遺構は 13 世紀後半頃の所産とみなすことができよう 1。

ここで注目すべきは青蓮寺本堂及び本尊の造営年代である。本堂の阿弥陀堂は、多良木家相良頼宗
が曾祖父頼景の廟所として永仁三年（1295）に建立したもので、現在の堂は嘉吉三年（1443）再興の
ものを宝暦四年（1754）に大改修したものである。しかし、現存する阿弥陀三尊の脇侍・観音菩薩像
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東光寺磨崖梵字という名称で指定を受けているが、詳細な測量調査を経た結果、板碑形の輪郭が描
かれた中に大きな梵字仏を配置したものであることが判明した。本稿ではまず磨崖梵字の調査結果を整
理して特徴を列記し、本来の形状を明らかにしたうえで簡単な検討を加えることとする。

1．東光寺磨崖梵字の概要と特徴
東から西へ派生する舌状尾根の南面部分を、東西約 23m の範囲で北側へ 9m ほど U 字形に掘削して

岩盤を出し、最奥部を調整して幅 2m 前後、高さ 5m 以上の平坦面を作り出し、その面に梵字仏を刻ん
でいる。梵字仏は板碑形に浮き彫りされた中心上位に大きく薬研彫りされ、文字内は黒くなっており墨
入れしたらしい。まずその板碑形部分について整理する（以下、磨崖梵字を磨崖碑と記す場合がある）。

多くの部分が剥落しており、上半部のみ当初の面を残している。岩盤は加久藤溶結凝灰岩で、平滑に
調整された面は暗青褐色を呈しており、他の面は剥落しているので凝灰岩の風化面となり、混入する礫
石の凹凸が著しく、色調も異なるものである。さて板碑形の形状の示すと、頂部を山形とし、その下に
2 条線を入れ、その側面は羽刻みとする。二条線下位から頂部までの高さは約 75cm、羽刻みの上部幅
約 1.42m 下部幅約 1.3m で、上方へ開いている。この形状はまさに板碑の頭部に一致する。二条線の
下には幅 1.4m 前後、高さ 15cm ほどの額部を作り出し、以下は大きな梵字（アーンク）を薬研彫りす
る平坦面となる。磨崖碑として特徴的なことは、この二条線や額部などのある面は基盤面から 4cm ほ
ど浮き出るように彫刻され、レリーフ状を呈している（図 1）。ただし、この平坦面は上から約 80cm
が残存するだけで、それ以下の大半は剥落して当初の面を残していない。ただ額部下辺から下へ 2.8m
ほどのところに梵字の一部らしきものがみられ、その直下は横方向の段差となっている。この段差から
山形頂部までの高さは約 4.1m、幅は 1.5 ～ 1.65m を測る。その下位には小穴が穿たれている。

なお、上部の梵字は「アーンク」とみられ、その下位にも同規模の梵字を想定することができ、痕
跡から「バーンク」ではないかとされている。両者をあわせて金胎両部の世界を表現する壮大なもので
あることが理解できる。

以上のように、磨崖碑ではあるもののレリーフ状に浮き彫りにする点を考えると、通常の板碑を製
作している意識が強いのではないかと推測する。さらに暗青褐色を呈している点も関東地方に多い青石
使用の板碑をイメージしてしまう。しかも、わざわざ磨崖仏として製作している点も気になる。板碑で
あれば近在にも類似のものは存在するし、それを造立する技術が無かったとは考えられない。以下では、
近在の磨崖梵字仏や磨崖碑という観点から事例を観察してみる。

2．近在の磨崖梵字仏
熊本県内では山鹿市青木磨崖梵字仏が知られる。基本的には巨大な月輪内に梵字を薬研彫りするも

ので、巨石の壁面に多数の梵字仏がみられる。梵字を記載するための平滑面を求めるために石材を刻み
込んだ結果、それが光背風にみえるものもあるが、基本的には梵字群のみの彫刻にとどまる。

鹿児島県南九州市清水磨崖仏群も著名な磨崖梵字仏群である（齋藤 1997）が、やはり巨大な梵字は
月輪内に納まっているのみでそれ以上の輪郭線はみられない。また室町時代まで下ると板碑形の周囲を
やや深めに彫り窪めるものが登場するが、時間的な差も含めて東光寺磨崖梵字の系譜上にあるとは言え
ない。

少し離れるが福岡県太宰府市の宝満山中に磨崖梵字仏が知られる（狭川 1998）。金胎両部の巨大な
梵字を記す点では共通するが、月輪に納まる梵字を左右に並列させただけのものである。この他にも本
地仏を示したとみられる梵字仏を散見するが、板碑様の輪郭を持つものはない。

東光寺磨崖梵字の系譜

狭川　真一
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図1　東光寺磨崖板碑頭部の断面形状 (1/30)
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東光寺磨崖梵字の系譜

狭川　真一
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こうしてみると磨崖梵字仏は基本的には月輪に納まる梵字のみで構成されるものが多く、板碑形を
呈する磨崖仏はきわめて珍しいと言える。

次に、東光寺磨崖梵字の板碑形に似た板碑は存在するのかを探ってみなければならない。
熊本県内は自然石板碑が大半で、頭部を山形にする例はほとんどみられない。数の点で多いのは大

分県と鹿児島県が突出しており、それらの特徴を拾い出してみる（多田隈 1978）。
まず鹿児島県では、岩林寺址碑伝とされる正応六年（1293）銘のものがある。頂部を山形にし、二

条線と左右は浅めの羽刻み、その下位を額部とし、額部以下は平坦な碑面を成して上位に大きく梵字を
刻み、過半部には銘文を刻む。典型的な板碑であるが碑面の上下幅が異なり、下部がやや広めに作られ
る。同所には永仁二年（1294）銘のものもある。碑面に梵字を大きく 2 つ縦方向に刻む点は共通するが、
額部の高さが高く、厚みもあって上半部の形状は異なるものである。鹿児島ではこのような額部を高く
し、碑面よりかなり厚く作り出す点が地域色とみられる。東光寺磨崖梵字の額部は低く、碑面との高低
差も小さいので「板碑」としてのタイプは異なるものである。

大分県の事例を見てみよう。正応四年（1291）銘の護正寺碑伝や正応年間の徳永家碑伝などは古い
例であるが、これ以降に登場する板碑も共通して額部の高さが高く、碑面との高低差も大きい。鹿児島
県内の板碑に近似するものである。

若干の事例を引き合いに出しただけであるが、東光寺磨崖梵字の板碑形とは特に額部の形状や高さ
に違いがあり、九州に多くみられる板碑の系譜を引くものではなさそうである。同じ系譜上に乗るもの
であれば磨崖仏にする必要もなく、独立した板碑を造営すれば良いが、わざわざ磨崖碑として成立させ
ている点は注意すべきであろう。また、線彫りによって輪郭を作り出すのではなく、数 cm ほどの厚み
を持たせてわざわざレリーフとしている点から、これが板碑であることを主張する造立者の拘りのよう
なものを感じるのである。

3．形状の似る板碑
中世前半期の板碑の資料を眺めていると本磨崖碑は、い

わゆる武蔵型板碑と称する埼玉県を中心に一定の広がりを有
する一群をイメージさせる資料といえるのではないかと考え
た。武蔵型板碑はまさに板碑の典型例であり、その資料的価
値の大きさから中世史や考古学の研究者が早くから研究対象
としてきたものである。

その形状について磯野治司氏の分類（図 2・3）に従え
ば、Ⅰ類に属する形状に似ているということができる（磯野
2009）。磯野氏のⅠ類とは、頭部を圭頭状（三角形、山形）
とし羽刻みおよび二条線・額部を有する形態である。その資
料は初発期（13 世紀第Ⅱ四半期から中頃）の板碑、なかで

図2　磯野氏の形態分類（磯野2009）

図 3　初発期板碑の年代別分布（磯野2009）
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もその初期の段階から認められる普遍化した形態と言えそうだが、13 世紀前半期の資料では梵字を刻
まず像容とするものが中心である（川越市勝福寺板碑、富士見市慈光院跡板碑）。13 世紀半ばのものに
は梵字を刻む資料が確認できるが、頭部の山形が高めに作られていることや二条線の間隔も狭く、東光
寺磨崖碑と一致する形状とは言えない。

また、武蔵型板碑が東国武士のステータスシンボル的な存在と仮定して、それをこの地で写すため
には、磨崖仏で表示するのが最も形態的に似せることができるのではないかとも考えてみた。しかしこ
の点では、多良木町一帯を支配したのは相良氏でその故地は遠江である。当該地方に武蔵型板碑は伝播
しておらず、相良氏が武蔵型板碑をステータスシンボルに用いるという理由が見いだせない。さらに武
蔵地域から九州に来た小代氏を例にとると、彼らの墓地（荒尾市浄業寺／多田隈 1978）は阿蘇系の凝
灰岩を用いた地元の五輪塔が主流であり、武蔵型板碑を意識した墓標は存在しない。

また板碑の多くは個人の墓塔あるいは供養碑、特定の集団の供養碑などが中心で下半部に銘文を刻
む空間を設けており、実際に多彩な銘文が残されている。これに対し東光寺磨崖碑では、上下に大きく
梵字を刻むだけで細かな銘文を刻む空間は残されていないと言え、一般の板碑とは用途が異なるという
点は重要であろうと思われる。

これらの点から東光寺磨崖碑は、武蔵型板碑そのものを写したとは断定できないが、広く九州を眺
めても同一形態になる磨崖碑や板碑も確認できないことから、形態の点からみたその位置づけはかなり
難しいというほかない。

4．石窟との関係
磨崖碑に向かって右下に１基の石窟が存在する。壁面には構造材をはめ込んだ形跡があり、扉など

の施設を木造で作っていた可能性が高い。窟内の空間は一定の広さがあり、内部に何かを保管する、あ
るいは人が短期間籠ることも不可能ではなさそうである。さらに窟の奥には、清水が湧きだすような小
窟が附属している。

この石窟の評価は、現在まで露出していた点から新しく穿たれたものとみる可能性も残されており、
磨崖碑と関連していると断定するのは注意しなければならないが、ここでは両者に何らかの関係がある
のではないかとして推測を試みる。

磨崖碑は金剛界大日如来と胎蔵界大日如来を示す大きな梵字で、両尊つまり金胎両部の主尊を主体
的に拝することを目的として造営された密教系のものと考えられ、墓標や追善供養碑などとは性格が異
なると理解しておきたい。おそらく、隣接する東光寺の行場的な位置づけが最も妥当ではないだろうか。

そのように考えると、脇に穿たれた石窟も修行に伴う施設として理解することも可能となるであろ
う。石仏の脇に小窟を構えるような構成は、奈良県地獄谷聖人窟（奈良時代～鎌倉時代）が知られると
ころであり、何らかの行場の可能性が推定されている。東光寺磨崖碑のあるこの場所を、そうした修行
の場として整備した可能性は十分に考えられるところである。

参考文献
磯野治司 2009「初発期板碑の系譜と様相」『板碑が語る中世―造立とその背景―』「板碑が語る中世」シンポジウム実行
委員会
多田隈豊秋 1978『九州の石塔　下巻』西日本文化協会
齋藤彦松 1997『清水磨崖仏群』（川辺町文化財調査報告 4）川辺町教育委員会
狭川真一 1998「太宰府の中世石造物」『太宰府市史―建築・美術工芸編―』太宰府市
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こうしてみると磨崖梵字仏は基本的には月輪に納まる梵字のみで構成されるものが多く、板碑形を
呈する磨崖仏はきわめて珍しいと言える。

次に、東光寺磨崖梵字の板碑形に似た板碑は存在するのかを探ってみなければならない。
熊本県内は自然石板碑が大半で、頭部を山形にする例はほとんどみられない。数の点で多いのは大

分県と鹿児島県が突出しており、それらの特徴を拾い出してみる（多田隈 1978）。
まず鹿児島県では、岩林寺址碑伝とされる正応六年（1293）銘のものがある。頂部を山形にし、二

条線と左右は浅めの羽刻み、その下位を額部とし、額部以下は平坦な碑面を成して上位に大きく梵字を
刻み、過半部には銘文を刻む。典型的な板碑であるが碑面の上下幅が異なり、下部がやや広めに作られ
る。同所には永仁二年（1294）銘のものもある。碑面に梵字を大きく 2 つ縦方向に刻む点は共通するが、
額部の高さが高く、厚みもあって上半部の形状は異なるものである。鹿児島ではこのような額部を高く
し、碑面よりかなり厚く作り出す点が地域色とみられる。東光寺磨崖梵字の額部は低く、碑面との高低
差も小さいので「板碑」としてのタイプは異なるものである。

大分県の事例を見てみよう。正応四年（1291）銘の護正寺碑伝や正応年間の徳永家碑伝などは古い
例であるが、これ以降に登場する板碑も共通して額部の高さが高く、碑面との高低差も大きい。鹿児島
県内の板碑に近似するものである。

若干の事例を引き合いに出しただけであるが、東光寺磨崖梵字の板碑形とは特に額部の形状や高さ
に違いがあり、九州に多くみられる板碑の系譜を引くものではなさそうである。同じ系譜上に乗るもの
であれば磨崖仏にする必要もなく、独立した板碑を造営すれば良いが、わざわざ磨崖碑として成立させ
ている点は注意すべきであろう。また、線彫りによって輪郭を作り出すのではなく、数 cm ほどの厚み
を持たせてわざわざレリーフとしている点から、これが板碑であることを主張する造立者の拘りのよう
なものを感じるのである。

3．形状の似る板碑
中世前半期の板碑の資料を眺めていると本磨崖碑は、い

わゆる武蔵型板碑と称する埼玉県を中心に一定の広がりを有
する一群をイメージさせる資料といえるのではないかと考え
た。武蔵型板碑はまさに板碑の典型例であり、その資料的価
値の大きさから中世史や考古学の研究者が早くから研究対象
としてきたものである。

その形状について磯野治司氏の分類（図 2・3）に従え
ば、Ⅰ類に属する形状に似ているということができる（磯野
2009）。磯野氏のⅠ類とは、頭部を圭頭状（三角形、山形）
とし羽刻みおよび二条線・額部を有する形態である。その資
料は初発期（13 世紀第Ⅱ四半期から中頃）の板碑、なかで

図2　磯野氏の形態分類（磯野2009）

図 3　初発期板碑の年代別分布（磯野2009）
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はじめに
相良氏の政治・軍事動向から得られる政治的時期区分としての最大の画期は、15 世紀半ばの人吉の

相良前続による多良木相良家討伐と、これに続く永留長続による相良惣領家簒奪である 1。本稿はその画
期までに形成された多良木相良家に関わる城館を検討する。

多良木相良家の城館については、1978 年の熊本県教育委員会編『熊本県の中世城跡』や翌年の『日
本城郭大系第 18 巻（福岡・熊本・鹿児島）』、1980 年の多良木町史編纂会編『多良木町史』、同年の熊
本県教育委員会編『里の城遺跡・若宮城跡・瀬戸口横穴群調査報告書』に論及がある。とくに「里の城
遺跡」の調査報告は、多良木周辺の城跡に関して綿密な聞き取り調査や測量調査が実施されるなど、極
めて有益な報告で参考となる。

１．史料に登場する城館
多良木相良家第１期　初代の頼景・長頼・頼氏・頼宗（人吉相良家では長頼三男頼俊・長氏・頼廣）の
時代で、ほぼ鎌倉時代に相当する。相良家惣領で人吉庄惣地頭でもあった相良長頼は、寛元元（1243）
年の訴訟で人吉庄の北方地頭職を没収されるが〔相５、関東下知状〕、球磨郡内の多良木や人吉庄に所
領をもつ球磨郡を代表する武士として成長していた。人吉庄地頭の後継となり佐牟田家を興した頼俊は、
寛元二年の下地中分によって失われていた「佐牟田堀内」（の地頭居館）を、建長 6（1254）年の「相
博」によって奪還した〔相 14、鎌倉将軍家政所下文〕。堀内は私有権が強く認められた領主経営の本拠で、
次の南北朝期の暦応 3（1340）年には「当城」として城郭化した〔相 87、相良蓮道譲状〕とみられる。

この時期の後半、頼氏は多良木の頼宗に本貫地遠江国相良庄の「堀内」を譲与した〔相 33、相良上
蓮譲状〕。その遺跡は東中館跡（静岡県牧之原市相良町大江字箱瀬）とされ、発掘調査の結果、12 世紀
代に成立し 13 世紀世紀初頭までの存続が確認されている 2。
多良木相良家第２期　経頼・頼仲・頼忠（佐牟田相良家の定頼・前頼）の時代で、南北朝内乱期に相当
する。内乱期の当初は永吉庄の領有をめぐる少弐氏＋佐牟田相良家・庶氏連合と多良木相良家＋「球磨
上郡人々」連合との対立となり、戦場は永吉庄内の木枝城や山田城などの少弐氏からの「御預城」の争
奪戦が中心となる。興国元（1340）年に多良木相良に同心した人吉の相良祐長は、籠城していた山田
城を引退した後に「経頼一所城」に楯籠っている〔相 108、相良祐長軍忠状案〕。

その後の多良木家と佐牟田家の両家は、内乱期を通して一揆（「球磨郡一同之義」）と離反を繰り返
すことになる。康永 2（1343）年には少弐頼尚から「当城寄宿一族他人」の面々の本領を認める奉書
を獲得した経頼が、定頼宛に北朝方となったことを伝えている〔相 115、少弐頼尚奉書案・相 116、相
良経頼書状〕。元中８（1391）年に佐牟田家前頼が「（多良木）相良孫五郎」宛てに「多良木競望之事
不可有」という多良木領の不可侵契約を結び〔相 186、相良立阿契状〕郡内での内乱が収束した。
多良木相良家第３期　頼久・頼観（佐牟田相良家の實長・前続・尭頼）の時代で室町時代中頃にあたる。
両相良氏の平和条約が維持され、正史上も郡内が平穏な期間となる。一方、応永年間には佐牟田相良家
は隣接する薩摩・大隅への積極的な派兵を繰り返す。前続時代（の応永 29（1422）年頃カ）には薩摩
国山門院 350 町を知行する〔相 231、相良氏山門知行以下由緒書〕。

その後、年不詳だが両相良家の平和条約が破綻し前続による多良木家「退治」（頼久没年とされる正
長元（1428）年頃と推定）があり〔願成寺文書「相良為続置文」〕、頼久は肥地岡・鍋倉・古多良木の
武士たちと五木経由で国中に立ち退く事件が伝わる〔『御当家聞書』〕。『南藤蔓綿録』所収「多良木家御
系図」によれば、肥地岡・鍋倉二名は経頼の弟を出自とする庶子に確認され、古多良木も一族であろう。

相良家正史 3 では、嘉吉 3（1443）年に前続が逝去して虎寿丸（堯頼）が 11 歳で家督を継いだとする。
同年は虎寿丸が青蓮寺阿弥陀堂を再興した年でもある〔青蓮寺棟札・天文 11 年棟札の裏面追記〕。現

多良木相良氏の城館遺跡
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青蓮寺にある阿弥陀堂は相良家初代惣領の頼景菩提のための堂で球磨郡支配の象徴的場所であった。虎
寿丸を惣領後継者として仰ぐ佐牟田家支持の武士たちは、相良家統一を果たした前続を中興の祖として
崇拝する意味も込めて阿弥陀堂が再興された可能性が考えられる。

その後、相良家正史では堯頼が菱刈へ逃亡し、一族の永留長続が惣領を継承し、多良木家の頼観・頼
仙の二人を討伐して球磨郡内を統一したとするが、これを裏付ける同時代史料は一切存在しない。その
頃の戦乱を記録した唯一の一次史料「犬童重国軍忠状案写」〔三村講介 2016〕によれば、文安 5（1448）
年 4 月の①薩摩瀬村上戸之尾での合戦、②同年 5 月の人吉勢による永里之山城攻め、③同年 5 月の真
幸の北原勢の「上村之城」攻めでの防戦、⓸同年 7 月 15 日の「水面ノ城」に牧四郎左衛門とともに寄
せ合い小田但馬を討ち取った合戦などが記載される。これらは正史に見えない戦で、軍忠状に登場する
武士たちは正史にある頼観・頼仙らを討ち取った長続による「多良木討伐」に参陣した武将名と多くが
重なる。

天文 5（1536）年成立の「沙彌洞然長状」に始まる相良家正史の作成過程で犬童重国軍忠状が引用
されたことは『南藤蔓綿録』などに確認でき、永留長続による相良家統一という正史編纂の目的から、
犬童重国軍忠状案写にある一連の軍事行動は長続の多良木討伐にすり替えられ、相良家統一のストー
リーが作り上げられたと推測できる。

因みに統一後の多良木は、長続の譲りによって、その四男頼泰が知行し「多良木殿」と呼ばれた。文
明 3（1471）年に頼泰は讒言によって知行を解かれ、13 年後の文明 16 年 12 月に為続は頼泰に多良木
村を進上し、翌年 3 月に頼泰は嫡子らとともに「先例に任せて」多良木村に入部し「鍋倉城」におい
て祝儀を行った〔相 233、相良頼泰置文〕。しかし、頼泰は 3 年後の長享元（1487）年 6 月 13 日に再
び謀反の疑いをかけられて「人吉下原宿所」で生害となる〔八代日記・嗣誠独集覧〕。多良木は再び為
続の直轄領となり「多良木役人」を置いて上球磨の支配が行われ、天文 14 年（1545）7 月 13 日に頼
泰の孫である相良治頼が「多良木之城ニ打入」二ヵ月にわたり占拠した〔八代日記〕。永禄 2（1559）
年の獺野原合戦では岩崎加賀が城番を務める人吉勢の前線拠点となっていて、8 月 15 日夜半に湯前勢
が押寄せる合戦があった〔嗣誠独集覧〕。
　
２．多良木村の範囲

先ず多良木相良氏所領として一次史料に現れる「多良木」の地理的な位置を確認する。建久８（1197）
年の肥後國球磨郡田数領主等目録写〔相２〕には、人吉庄 600 丁・永吉 300 丁・公田 900 丁・豊富 500 丁・
豊永 400 丁と並んで、「多良木村百丁没官領　伊勢弥次良実名不知」とあり、この多良木村がやがて相
良頼景の所領となる。また、寛元元（1243）年の関東下知状〔相 5〕の 3 条目事書には、「多良木内　
古多良　竹脇　伊久佐上　東光寺以上四箇村事」とある。この四箇村の田地が 40 丁で、多良木村はお
よそ 10 箇村程度の小村から構成されていたと推量される。古多良は大字多良木に古多良木の字があり、
伊久佐上と東光寺は大字黒肥地に「軍野」「東光寺」という字が所在する。また、正応６（1293）年の
相良上蓮（頼氏）譲状〔相 32〕にみえる在家のうち「う志ゝま」（牛島）は大字多良木の球磨川南岸に、「ま
かと」（馬門）はその対岸に字として確認でき、さらに延慶２年（1309）の肥後国多良木村地頭代陳状
案〔相 38〕に見える「八岡名」は、大字多良木の球磨川北岸に八日の集落名や字八日原に地名として遺る。

これらから鎌倉時代に多良木相良家が所領とした多良木村は、近世の多良木村と黒肥地村を合わせ
た部分に比定できる。なお、現在の町内にある近世の久米村・奥野村は、豊富庄に含まれる久米郷の内
で、黒肥地村は、延宝 4 年（1676）の多良木村からの分村である〔多良木町史〕。

３．城館遺跡の比定
鎌倉時代の多良木村は相良家惣領頼景の所領地で、その居館は正史では大字黒肥地の字東の前の球

磨川河畔の「相良頼景館」が伝承地となるが、これを裏付ける同時代の一次史料はない。この遺跡につ
いては、本報告書本文で詳細に報告されるため本稿では割愛する。

南北朝時代になると、「経頼一所城」や経頼が一族らと寄宿した「当城」を見い出すが、具体的な地
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次の南北朝期の暦応 3（1340）年には「当城」として城郭化した〔相 87、相良蓮道譲状〕とみられる。

この時期の後半、頼氏は多良木の頼宗に本貫地遠江国相良庄の「堀内」を譲与した〔相 33、相良上
蓮譲状〕。その遺跡は東中館跡（静岡県牧之原市相良町大江字箱瀬）とされ、発掘調査の結果、12 世紀
代に成立し 13 世紀世紀初頭までの存続が確認されている 2。
多良木相良家第２期　経頼・頼仲・頼忠（佐牟田相良家の定頼・前頼）の時代で、南北朝内乱期に相当
する。内乱期の当初は永吉庄の領有をめぐる少弐氏＋佐牟田相良家・庶氏連合と多良木相良家＋「球磨
上郡人々」連合との対立となり、戦場は永吉庄内の木枝城や山田城などの少弐氏からの「御預城」の争
奪戦が中心となる。興国元（1340）年に多良木相良に同心した人吉の相良祐長は、籠城していた山田
城を引退した後に「経頼一所城」に楯籠っている〔相 108、相良祐長軍忠状案〕。

その後の多良木家と佐牟田家の両家は、内乱期を通して一揆（「球磨郡一同之義」）と離反を繰り返
すことになる。康永 2（1343）年には少弐頼尚から「当城寄宿一族他人」の面々の本領を認める奉書
を獲得した経頼が、定頼宛に北朝方となったことを伝えている〔相 115、少弐頼尚奉書案・相 116、相
良経頼書状〕。元中８（1391）年に佐牟田家前頼が「（多良木）相良孫五郎」宛てに「多良木競望之事
不可有」という多良木領の不可侵契約を結び〔相 186、相良立阿契状〕郡内での内乱が収束した。
多良木相良家第３期　頼久・頼観（佐牟田相良家の實長・前続・尭頼）の時代で室町時代中頃にあたる。
両相良氏の平和条約が維持され、正史上も郡内が平穏な期間となる。一方、応永年間には佐牟田相良家
は隣接する薩摩・大隅への積極的な派兵を繰り返す。前続時代（の応永 29（1422）年頃カ）には薩摩
国山門院 350 町を知行する〔相 231、相良氏山門知行以下由緒書〕。

その後、年不詳だが両相良家の平和条約が破綻し前続による多良木家「退治」（頼久没年とされる正
長元（1428）年頃と推定）があり〔願成寺文書「相良為続置文」〕、頼久は肥地岡・鍋倉・古多良木の
武士たちと五木経由で国中に立ち退く事件が伝わる〔『御当家聞書』〕。『南藤蔓綿録』所収「多良木家御
系図」によれば、肥地岡・鍋倉二名は経頼の弟を出自とする庶子に確認され、古多良木も一族であろう。

相良家正史 3 では、嘉吉 3（1443）年に前続が逝去して虎寿丸（堯頼）が 11 歳で家督を継いだとする。
同年は虎寿丸が青蓮寺阿弥陀堂を再興した年でもある〔青蓮寺棟札・天文 11 年棟札の裏面追記〕。現

多良木相良氏の城館遺跡
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名がなく、その比定には経頼拠点の解明が必要となる。
『嗣誠独集覧』の「上相良相良多良木連続之次第」には、「第八（代）、左衛門尉頼観頼久御嫡子也、

文安五年戊辰八月四日御忌日也、法名蓮珍古多良木ニ居住、今ノ城林ト云是也、伝記曰、頼氏ヨリ頼忠
迄五代鍋ノ城居住、頼久・頼観二代ハ内城ニ居城ノ由、今ノ里城トハ御仮屋ノ屋敷ニテ御座候由」と伝
えている。

また、同書には第二代頼氏が建永 2 年（1207）に北野天神を鍋城に勧請し、これは今の里ノ城天神
でその遷座は正保 3（1640）年のことで、里ノ城鍋倉諏訪元屋敷は鍋倉天神とも称したという。この
ほか文応 2（1261）年には鍋城に長運寺が再興され貞治 6（1367）年に焼亡したが、永徳年中（1381
～ 1384）に黒肥地永野に移され、今の長野長運寺薬師堂の釈迦如来が長運寺本尊とする記事もある。　

ところで現長運寺境内にある西光寺厨子銘文には、人吉相良の長輔（長毎）が大檀那として「当所
城内諸侍諸生男女子孫繁昌」などを祈願して明応 10（1501）年に厨子を修造した旨が記され、里城弓
削田家の氏神堂の御正体墨書名には「多良木鍋城西光寺八王社壇始奉建立、本地御正體千手千眼一輪、
長禄四（1460）年三月十五日、住持弘辨七十四歳」とある〔『多良木町史』資料編〕。すなわち西光寺
厨子銘文の「当所城内」とは鍋城のことで、明応 10 年には侍や諸人が住む城郭であったことになる。

江戸時代、「上相良相良多良木連続之次第」のように第 2 代頼氏から第 6 代頼忠（13 世紀初頭から
15 世紀前期頃）までは鍋城を居城とし、頼久・頼観の代（15 世紀中ごろまで）に内城に移ったという
伝承が形成されていた。しかし、鍋城は統一後の相良氏の城として 16 世紀初頭の長毎時代まで存続し
ていたことになり、相良家正史の利用には慎重さが必要となる。

また、一次史料に出る「経頼一所城」や経頼の「当城」は、伝承では鍋城跡となるが、南北朝期初
期の人吉相良氏は平地館の佐牟田堀内を「当城」と呼んで城郭化していた可能性があり〔相 87、相良
蓮道譲状〕、「経頼一所城」や経頼の「当城」が例えば伝相良頼景館や後述の東城跡のような平地館であっ
た可能性も考えておく必要がある。

一方、内城は大字黒肥地字土屋の段丘北西端が伝承地で、仮屋だったという里ノ城も大字多良木に
里城という字として伝承されている。

ところで室町時代中期に頼久とともに出郡したという肥地岡・鍋倉・古多良木の庶子一族も名字の
地に館を構えていたとみられる。そのうちの鍋倉氏の館は、字里城の一角には「なべくら」の屋号を遺
す宅地があり里城に比定できる。また、このことから相良
家統一後に登場する多良木殿頼泰の「鍋倉城」の比定地も
里城となる。なお、鎌倉時代末期の元応 2（1320）年の
相良頼資申状案〔相 46〕によれば、心蓮（相良頼秀）が
館を置き八岡名と称したところを乗心は鍋倉名と名付けて
横領していると頼資が訴えていて、八岡名と鍋倉名が隣接
した名であったことを指している 4。

肥地岡氏の館は、江戸時代後期の「球磨絵図」〔西 重美
氏所蔵〕に里城西隣の小村として「肥地岡」の記載があり、
字馬門付近の台地上に推定できる。また古多良木氏の館は、
字古多良木地内に該当するような遺跡はないが、柳橋川を
挟んだ北隣の字東の河岸段丘に「城山」という小名をもつ
鎌倉時代の遺跡が候補地となる。

４．多良木相良氏関係城郭の構造
(1) 鍋城跡（大字黒肥地字鍋城）

遺跡は、標高 224 ｍ、比高差 60 ｍの加久藤溶結凝灰岩
を基盤とする台地で、周囲には浸食崖が発達する。台地北
端に東方からの浸食による迫地が野首を形成しており独立 第1図　鍋城絵図 (熊本県立図書館蔵 )
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第２図　鍋城跡縄張り図
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名がなく、その比定には経頼拠点の解明が必要となる。
『嗣誠独集覧』の「上相良相良多良木連続之次第」には、「第八（代）、左衛門尉頼観頼久御嫡子也、

文安五年戊辰八月四日御忌日也、法名蓮珍古多良木ニ居住、今ノ城林ト云是也、伝記曰、頼氏ヨリ頼忠
迄五代鍋ノ城居住、頼久・頼観二代ハ内城ニ居城ノ由、今ノ里城トハ御仮屋ノ屋敷ニテ御座候由」と伝
えている。

また、同書には第二代頼氏が建永 2 年（1207）に北野天神を鍋城に勧請し、これは今の里ノ城天神
でその遷座は正保 3（1640）年のことで、里ノ城鍋倉諏訪元屋敷は鍋倉天神とも称したという。この
ほか文応 2（1261）年には鍋城に長運寺が再興され貞治 6（1367）年に焼亡したが、永徳年中（1381
～ 1384）に黒肥地永野に移され、今の長野長運寺薬師堂の釈迦如来が長運寺本尊とする記事もある。　

ところで現長運寺境内にある西光寺厨子銘文には、人吉相良の長輔（長毎）が大檀那として「当所
城内諸侍諸生男女子孫繁昌」などを祈願して明応 10（1501）年に厨子を修造した旨が記され、里城弓
削田家の氏神堂の御正体墨書名には「多良木鍋城西光寺八王社壇始奉建立、本地御正體千手千眼一輪、
長禄四（1460）年三月十五日、住持弘辨七十四歳」とある〔『多良木町史』資料編〕。すなわち西光寺
厨子銘文の「当所城内」とは鍋城のことで、明応 10 年には侍や諸人が住む城郭であったことになる。

江戸時代、「上相良相良多良木連続之次第」のように第 2 代頼氏から第 6 代頼忠（13 世紀初頭から
15 世紀前期頃）までは鍋城を居城とし、頼久・頼観の代（15 世紀中ごろまで）に内城に移ったという
伝承が形成されていた。しかし、鍋城は統一後の相良氏の城として 16 世紀初頭の長毎時代まで存続し
ていたことになり、相良家正史の利用には慎重さが必要となる。

また、一次史料に出る「経頼一所城」や経頼の「当城」は、伝承では鍋城跡となるが、南北朝期初
期の人吉相良氏は平地館の佐牟田堀内を「当城」と呼んで城郭化していた可能性があり〔相 87、相良
蓮道譲状〕、「経頼一所城」や経頼の「当城」が例えば伝相良頼景館や後述の東城跡のような平地館であっ
た可能性も考えておく必要がある。

一方、内城は大字黒肥地字土屋の段丘北西端が伝承地で、仮屋だったという里ノ城も大字多良木に
里城という字として伝承されている。

ところで室町時代中期に頼久とともに出郡したという肥地岡・鍋倉・古多良木の庶子一族も名字の
地に館を構えていたとみられる。そのうちの鍋倉氏の館は、字里城の一角には「なべくら」の屋号を遺
す宅地があり里城に比定できる。また、このことから相良
家統一後に登場する多良木殿頼泰の「鍋倉城」の比定地も
里城となる。なお、鎌倉時代末期の元応 2（1320）年の
相良頼資申状案〔相 46〕によれば、心蓮（相良頼秀）が
館を置き八岡名と称したところを乗心は鍋倉名と名付けて
横領していると頼資が訴えていて、八岡名と鍋倉名が隣接
した名であったことを指している 4。

肥地岡氏の館は、江戸時代後期の「球磨絵図」〔西 重美
氏所蔵〕に里城西隣の小村として「肥地岡」の記載があり、
字馬門付近の台地上に推定できる。また古多良木氏の館は、
字古多良木地内に該当するような遺跡はないが、柳橋川を
挟んだ北隣の字東の河岸段丘に「城山」という小名をもつ
鎌倉時代の遺跡が候補地となる。

４．多良木相良氏関係城郭の構造
(1) 鍋城跡（大字黒肥地字鍋城）

遺跡は、標高 224 ｍ、比高差 60 ｍの加久藤溶結凝灰岩
を基盤とする台地で、周囲には浸食崖が発達する。台地北
端に東方からの浸食による迫地が野首を形成しており独立 第1図　鍋城絵図 (熊本県立図書館蔵 )
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的な地形となる。台地面は南北 400 ｍ、東西で最大 150 ｍの規模があり、台地周りの切り立った加久
藤溶結凝灰岩の崖を要害に利用する。

近代初期の「球磨郡村図附属図」では、台地中央に土橋と見られる通路をもつ東西方向の堀切が描
かれる。堀切の南側台地は大きく描かれ「本丸」「二丸」と記入された畑があり、一方の北側は小さく
デフォルメして描き城外として意識しているように見える。台地面は北端部を除いて耕地として開墾さ
れており、現在は放置され藪となった部分が多い。1980 年刊行の「里の城遺跡」調査報告書に鍋城跡
での聞取りや踏査の貴重な記録があり、これを準用しながら縄張りを考察する。

現在の堀切部分は農道で、現状は長さ 45 ｍ、幅３ｍ、深さ１ｍ弱の凹道であるが、1980 年頃は幅
5 ～ 7 ｍ長さ 50 ｍ、深さ 1.4 ｍ～ 2.3 ｍの規模があり、堀切東部の南側には長さ 10 ｍ・幅 5 ｍの土
塁が残っていたというので、堀切南の伝本丸側に土塁を備えていたらしい。

この農道は南側台地を縦断して南端のつづら折れの坂道へと続くが、伝本丸と描かれた畑の南部は
台地のクビレ部となり、1.2 ｍの段落ちで伝二丸となる。クビレ部の農道東側には幅 6 ｍ、長さ 10 ｍ
の東西方向の窪みが残存し、直上の畑南縁には高さ 0.6 ｍほどのＬ字状の土塁跡がある。以上から、ク
ビレ部分に台地を東西に貫く堀切があった可能性が指摘できる。なお、農道西側には道路に沿って野面
積みの石垣があり、二丸下の畑の東部には井戸跡があるが年代不明である。また、つづら折れの坂道の
中途にある複数の削平段が曲輪跡か耕作地跡か判断に苦しむが、岩壁が露出した箇所は凝灰岩の石切場
跡である。

一方、堀切の北部では、すぐ北東の畑（8056 番）の奥に五輪塔群（火輪 2、地輪 4）を確認しており、
上述した長運寺か西光寺の跡の可能性が考えられる。台地北端近くの栗林は標高 224.2 ｍの最高地点
で、北端の北側と北西側斜面に幅 4m 深さ１ｍ長さ 15 ｍ～ 20 ｍの竪堀がある。また、この北部台地
の北縁から東縁下には高さ 2.5 ～５ｍの切岸があり幅 3 ～ 6 ｍの帯曲輪状の地形となっている。しかし、
南東部ではその幅が１ｍ程度となり斜面を下る山道に接続するので後世のものかもしれない。

北部台地の北側には「古城堀」と呼ばれる自然の迫地があり、北方丘陵との鞍部に丸山集落からの
登城道が取り付く。村田修三氏が「カニばさみ状の土塁」とした地点があるが 5、この土塁は石切場の残
存部である。北側の尾根筋の二段の削平段を登ると北側縁部に高さ 0.7 ｍの土塁をもつ長さ 50m の狭
小な平場があり、その北東基部に両側が竪堀で土橋となった虎口空間がある。ここから先は幅 2 ～ 3
ｍ長さ 25 ｍの通路となった細尾根で北方丘陵本体に接続する。ここが城域の北端であろう。
『多良木町史』には、「城の東方に馬場を回らし、その下に古城堀と称する掘割」、「岩風呂と称する泉」、

「城の一隅から当時の遺物である多数の糸切文底の土師器と、中国の南宋時代の青磁片が出土」といっ
た記載がある。また、168 頁には「鍋城望楼址」と題された複数の柱穴ないしは礎石跡らしい遺構を描
いた図面が掲載されている。昭和 47 年 12 月下旬に実施された発掘調査であるが、これに関する記述
はなく発掘調査箇所や遺構・遺物の詳細は不明である。

以上、鍋城は独立地形に近い溶結凝灰岩台地の周辺に発達する急崖を天然の要害として築城され、
その立地や構造は南北朝内乱期の史料に見える

「木枝城」に比定される岩城跡 ( 錦町大字木上字
岩城 ) に類似し、同時代の「経頼一所城」や経
頼が一族らと寄宿した「当城」に比定しても矛
盾はない。ただし、伝本丸部分は台地を二つの
堀切で分断して方 80 ｍ程度の主郭を形成して
いた可能性がある。そうであれば、その使用（修
築）年代は統一相良時代まで下降するかもしれ
ない 6。なお、丸山集落は宮ケ野川左岸の段丘上
のまとまった地形に立地しており、麓集落や居
館に相応しい位置にあり、往時の登城道は丸山
集落背後からのルートであろう。 第3図　内城絵図（熊本県立図書館蔵）
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(2) 内城跡（球磨郡多良木町黒肥地字土屋）
室町時代中期（15 世紀前半）の相良頼

久・頼観の館城とされる内城跡は、相良
氏菩提寺であった青蓮寺の北側にある標
高 190m 比高約 30m の台地北西端に位
置し、「ウチジョウヤマ」と呼ばれる。
「球磨郡村図附属図」では、鈎型の曲

輪縁や堀切と推定される書き込みがある
が正確性に欠ける。現地で縄張りを踏査
すると、幅 13 ｍの堀切を設けて台地本
体から切り離して城域を画し、北・西・
南は自然の崖面を利用したシンプルな縄
張りであることがわかる。

測量調査報告（『里の城調査報告書』
所収）によれば城内は四区画に分れるとされるが、
切岸の連続性や高低差、配置からすると堀際に土
塁をもつ北東部分が主郭で、その西側の一段下がっ
た部分に副郭の曲輪群、さらに高さ 4.5m の切岸
下にある崖際の腰曲輪群から構成される。主郭の
東側に推定される堀切の埋没状態が不明で、土橋
が存在したのか現状では即断できず後世の農道の
可能性もある。縄張りとしては南端の農道付近を
出入り口とみたほうが妥当だが、これも確証はな
い。

(3) 里城跡（大字多良木字里城・九鹿・馬門）
「球磨郡村図附属図」では、

北筋往還の南側の里城台地一
帯を描いているが、城郭の構
造に関するものは一切描いて
いない。

この絵図のちょうど中央あ
たりに推定される箇所に『里
の城調査報告書』所収の「九
鹿地内の城跡」が確認されて
いるが、筆者はその南の球磨
川右岸段丘上にも連続する曲
輪群を確認している。

この城跡は里城と馬門の集
落の中間の標高 190m ほどの
丘陵頂部にあり、鍋倉氏館・
鍋倉城・多良木之城の比定地
でもあるが、肥地岡氏館が存
在した可能性も秘めている。
そのため遺跡名として地名を 第6図　里城跡

第5図　里城絵図（熊本県立図書館蔵）

0 100m
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的な地形となる。台地面は南北 400 ｍ、東西で最大 150 ｍの規模があり、台地周りの切り立った加久
藤溶結凝灰岩の崖を要害に利用する。

近代初期の「球磨郡村図附属図」では、台地中央に土橋と見られる通路をもつ東西方向の堀切が描
かれる。堀切の南側台地は大きく描かれ「本丸」「二丸」と記入された畑があり、一方の北側は小さく
デフォルメして描き城外として意識しているように見える。台地面は北端部を除いて耕地として開墾さ
れており、現在は放置され藪となった部分が多い。1980 年刊行の「里の城遺跡」調査報告書に鍋城跡
での聞取りや踏査の貴重な記録があり、これを準用しながら縄張りを考察する。

現在の堀切部分は農道で、現状は長さ 45 ｍ、幅３ｍ、深さ１ｍ弱の凹道であるが、1980 年頃は幅
5 ～ 7 ｍ長さ 50 ｍ、深さ 1.4 ｍ～ 2.3 ｍの規模があり、堀切東部の南側には長さ 10 ｍ・幅 5 ｍの土
塁が残っていたというので、堀切南の伝本丸側に土塁を備えていたらしい。

この農道は南側台地を縦断して南端のつづら折れの坂道へと続くが、伝本丸と描かれた畑の南部は
台地のクビレ部となり、1.2 ｍの段落ちで伝二丸となる。クビレ部の農道東側には幅 6 ｍ、長さ 10 ｍ
の東西方向の窪みが残存し、直上の畑南縁には高さ 0.6 ｍほどのＬ字状の土塁跡がある。以上から、ク
ビレ部分に台地を東西に貫く堀切があった可能性が指摘できる。なお、農道西側には道路に沿って野面
積みの石垣があり、二丸下の畑の東部には井戸跡があるが年代不明である。また、つづら折れの坂道の
中途にある複数の削平段が曲輪跡か耕作地跡か判断に苦しむが、岩壁が露出した箇所は凝灰岩の石切場
跡である。

一方、堀切の北部では、すぐ北東の畑（8056 番）の奥に五輪塔群（火輪 2、地輪 4）を確認しており、
上述した長運寺か西光寺の跡の可能性が考えられる。台地北端近くの栗林は標高 224.2 ｍの最高地点
で、北端の北側と北西側斜面に幅 4m 深さ１ｍ長さ 15 ｍ～ 20 ｍの竪堀がある。また、この北部台地
の北縁から東縁下には高さ 2.5 ～５ｍの切岸があり幅 3 ～ 6 ｍの帯曲輪状の地形となっている。しかし、
南東部ではその幅が１ｍ程度となり斜面を下る山道に接続するので後世のものかもしれない。

北部台地の北側には「古城堀」と呼ばれる自然の迫地があり、北方丘陵との鞍部に丸山集落からの
登城道が取り付く。村田修三氏が「カニばさみ状の土塁」とした地点があるが 5、この土塁は石切場の残
存部である。北側の尾根筋の二段の削平段を登ると北側縁部に高さ 0.7 ｍの土塁をもつ長さ 50m の狭
小な平場があり、その北東基部に両側が竪堀で土橋となった虎口空間がある。ここから先は幅 2 ～ 3
ｍ長さ 25 ｍの通路となった細尾根で北方丘陵本体に接続する。ここが城域の北端であろう。
『多良木町史』には、「城の東方に馬場を回らし、その下に古城堀と称する掘割」、「岩風呂と称する泉」、

「城の一隅から当時の遺物である多数の糸切文底の土師器と、中国の南宋時代の青磁片が出土」といっ
た記載がある。また、168 頁には「鍋城望楼址」と題された複数の柱穴ないしは礎石跡らしい遺構を描
いた図面が掲載されている。昭和 47 年 12 月下旬に実施された発掘調査であるが、これに関する記述
はなく発掘調査箇所や遺構・遺物の詳細は不明である。

以上、鍋城は独立地形に近い溶結凝灰岩台地の周辺に発達する急崖を天然の要害として築城され、
その立地や構造は南北朝内乱期の史料に見える

「木枝城」に比定される岩城跡 ( 錦町大字木上字
岩城 ) に類似し、同時代の「経頼一所城」や経
頼が一族らと寄宿した「当城」に比定しても矛
盾はない。ただし、伝本丸部分は台地を二つの
堀切で分断して方 80 ｍ程度の主郭を形成して
いた可能性がある。そうであれば、その使用（修
築）年代は統一相良時代まで下降するかもしれ
ない 6。なお、丸山集落は宮ケ野川左岸の段丘上
のまとまった地形に立地しており、麓集落や居
館に相応しい位置にあり、往時の登城道は丸山
集落背後からのルートであろう。 第3図　内城絵図（熊本県立図書館蔵）
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採り里城跡と呼称することにする。
「九鹿地内の城跡」は遺跡の北端 A にあり、西・南・北に横堀を廻し、東を土塁で囲繞したと推定さ

れる方 50m 規模の方形居館である 7。
その南堀に接して北辺に土塁をもつ曲輪 B が展開する。この曲輪は新旧の県道によって分断されて

いるが、長軸 150m 短軸 100m の曲輪に復原され、さらに球磨川右岸側丘陵上となる南西側にも堀切
で仕切られた南北 70m 東西 20m の曲輪 C がある。また、県道工事前には東側の旧田代公園との間に
は「里城の堀」と呼ばれた帯状窪地が「九鹿地内の城跡」の南側堀に続いていたという〔『里の城調査
報告書』〕ので、一段下がった東部にも附属曲輪があった可能性がある。

(4) 東城跡（大字多良木字東）
標高 155m の球磨川低地に突出した比高 5m の河岸段丘上にある。所在地は古多良木とは柳橋川を

挟んだ北岸にあり、古多良氏館の可能性をもつ。この遺跡は多良木町史編纂関係で古代の球磨郡東郷の
想定地とされ、段丘先端の「城山」部分と段丘基部のⅡ地区で発掘調査が行われている。大型の鎬蓮弁
の青磁や白磁、天目、糸切底土師器、瓦質の擂鉢などの破片が出土し、同時に出土した焼米の C14 測
定の結果は 1215 年＋−80 年とされ、町史では平安後期から鎌倉前期にかけての居館があったと結論し
ている。

現在、その出土遺物を実見することが出来ないが、町史掲載の図面を見る限り、土師器は 13 世紀後
半以降で、白磁はよくわからないが、青磁は同安窯で劃画文、蓮弁文があり、瓦質土器は頼景館でよく
見る擂鉢、瓦器は中世須恵器の破片とみられ、年代観は 13 世紀後半～ 14 世紀くらいという年代観が
妥当である 8。

段丘先端に土塁などの遺構は確認できないが、方形基調の段丘形状や道路、地割・水路から、西端
には東西 90 ｍ南北 120 ｍの居館が推定され、出土品からも鎌倉時代の多良木氏関係の館である蓋然性
は高い。ただし、15 世紀中ごろの相良頼観の頃まで遺跡年代が下降するのかは今後の調査による検討
が必要である。

第７図　多良木町東城山付近図（『多良木町史』所収）
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(5) 久米城跡（球磨郡多良
木町久米字古城・天神宇土・
今山）

文安 5 年の内訌時、久米
城は多良木の相良頼観の持
城で、源島某が在番という

（『南藤蔓綿録』）。久米には
北尾根・中央尾根・南尾根
それぞれに城郭を確認して
いるが、構造上の特徴から
それぞれを戦国時代・南北
朝時代・室町時代に推定し
ており、南尾根の城跡が内
訌期使用の久米城に該当す
る。

中央尾根から派生した尾
根筋の鞍部に２本の堀切を
入れて遮断して城郭化した
もので、主郭相当箇所は北
東半分が削平されているだ
けでほとんど加工されてい
ない。北西に下降する尾根上には削平地が曲輪なのか耕作地なのか判断に迷うが、尾根筋を断ち切って
いる町道部分に堀切があった可能性がある。勘代寺がある麓の字古城（フッジョウ）が当時の城代の屋
敷の想定地となる。

５．まとめ
これまで多良木相良氏の歴史は相良家正史となる編纂物を参考として語られることが多かった。そ

の滅亡による相良家の統一は、一次史料により 15 世紀前半代の人吉佐牟田相良家の前続時代の「多良
木討伐」にあり、文安 5 年とされる永留長続による頼観・頼仙の討伐による多良木家滅亡のシナリオは、
改めて吟味する必要が生じてきた。

関係する城館についても相良家正史に始まる伝承を根拠に比定されてきたが、鍋城跡については、主
郭が台地を堀切で分断して造成した縄張り構造の可能性があり、その存続も寺社関係銘文から 16 世紀
初頭まで下降し、統一相良氏によって使用されていたと解釈されることを指摘した。南北朝時代の史料
にある経頼の城が鍋城に該当する可能性はあるが、構造も含めて発掘調査による究明が必要であろう。

内城跡は正史の伝承しか根拠がなく、堀切や虎口の構造や出土品による解明がされないと、頼久・頼
観時代の城という確信をもつには至らなかった。

里城跡北端には「九鹿地内の城跡」と命名された土塁囲みの単郭城館が立地し、それは鍋倉氏ない
しは肥地岡氏の館跡であった可能性がある。その南側の丘陵に連続して曲輪が展開する城郭部分は群郭
式構造で、永留長続の居城に推定される山江村高城跡に類似する。長続の四男相良頼泰の鍋倉城、それ
を踏襲した統一相良氏の多良木之城に比定しても矛盾がないことを指摘しておきたい。

古多良木は最後の多良木相良家当主とされる頼観が居住していたという伝承があるが、その隣接地
となる東城跡は出土遺物が鎌倉時代のもので、沖積平野に大きく突き出た立地や方形基調の地形・地割
などを勘案すると、多良木相良氏の初期拠点形成に係わる居館である可能性が濃厚である。また伝承ど
おり室町中期に頼観の出自となる館があったとすれば、多良木相良氏一族の中での「古多良木」氏の位
置づけや名字の由来など、今後検討すべき事項も浮かび上がってくる注目しておきたい遺跡である。

第8図　久米城跡
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採り里城跡と呼称することにする。
「九鹿地内の城跡」は遺跡の北端 A にあり、西・南・北に横堀を廻し、東を土塁で囲繞したと推定さ

れる方 50m 規模の方形居館である 7。
その南堀に接して北辺に土塁をもつ曲輪 B が展開する。この曲輪は新旧の県道によって分断されて

いるが、長軸 150m 短軸 100m の曲輪に復原され、さらに球磨川右岸側丘陵上となる南西側にも堀切
で仕切られた南北 70m 東西 20m の曲輪 C がある。また、県道工事前には東側の旧田代公園との間に
は「里城の堀」と呼ばれた帯状窪地が「九鹿地内の城跡」の南側堀に続いていたという〔『里の城調査
報告書』〕ので、一段下がった東部にも附属曲輪があった可能性がある。

(4) 東城跡（大字多良木字東）
標高 155m の球磨川低地に突出した比高 5m の河岸段丘上にある。所在地は古多良木とは柳橋川を

挟んだ北岸にあり、古多良氏館の可能性をもつ。この遺跡は多良木町史編纂関係で古代の球磨郡東郷の
想定地とされ、段丘先端の「城山」部分と段丘基部のⅡ地区で発掘調査が行われている。大型の鎬蓮弁
の青磁や白磁、天目、糸切底土師器、瓦質の擂鉢などの破片が出土し、同時に出土した焼米の C14 測
定の結果は 1215 年＋−80 年とされ、町史では平安後期から鎌倉前期にかけての居館があったと結論し
ている。

現在、その出土遺物を実見することが出来ないが、町史掲載の図面を見る限り、土師器は 13 世紀後
半以降で、白磁はよくわからないが、青磁は同安窯で劃画文、蓮弁文があり、瓦質土器は頼景館でよく
見る擂鉢、瓦器は中世須恵器の破片とみられ、年代観は 13 世紀後半～ 14 世紀くらいという年代観が
妥当である 8。

段丘先端に土塁などの遺構は確認できないが、方形基調の段丘形状や道路、地割・水路から、西端
には東西 90 ｍ南北 120 ｍの居館が推定され、出土品からも鎌倉時代の多良木氏関係の館である蓋然性
は高い。ただし、15 世紀中ごろの相良頼観の頃まで遺跡年代が下降するのかは今後の調査による検討
が必要である。

第７図　多良木町東城山付近図（『多良木町史』所収）
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註
1.　鶴嶋俊彦 2015「文安五年相良家政変の実像」服部英雄他編『歴史を歩く・時代を歩く』九州大学大学院比較社会

文化研究院服部英雄研究室
2.　小野真一他 1993『相良町東中館跡』相良町教育員会　
3.　相良家正史とは、天文 5 年の沙彌洞燃長状に始まり、江戸時代に編纂された『南藤蔓綿録』『嗣誠独集覧』『求麻外

史』などの相良家通史をさす。　
4.　松本寿三郎 1980「上相良多良木連続之次第」上記参考文献『里の城遺跡・若宮城跡・瀬戸口横穴群調査報告』所

収の付論　
5.　村田修三 1987「鍋城」村田修三編『図説中世城郭事典』第 3 巻　新人物往来社　
6.　村田修三氏は註 5 において、台地南部を当初の城域、台地北部を後世の拡張部分とする。　
7.　「九鹿地内の城跡」報告では、その北 53m に丘陵を東西に横断する幅 7m 全長 85m の帯状窪地を堀切⑶としている。

縄張り上、「九鹿地内の城跡」との関係が説明しにくく、丘陵を東西に横断する道路痕跡の可能性も指摘しておき
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中世多良木の仏像と多良木相良氏
有木　芳隆

はじめに
本稿は、平安時代から室町時代におよぶ中世多良木地域の仏像の様相を概観し、その製作に関わる

いくつかの問題について考察することを目的とする。
以下の考察を進めるにあたっては三つの視点に留意したい。一つは「多良木」という一地域社会に

おける仏像製作のあり方、具体的には製作の主体（発願主、施主、勧進僧など）がいかなる人々であり、
いかにして仏像製作にいたったか、それら担い手が時代の変遷によっていかに変化していったかを検討
する地域史に関わる視点である。二番目は、本報告書の主旨に関わる多良木相良氏とその造像活動の問
題である。三番目は、多良木地域を含む球磨地域という日本国の南辺境に位置する地域の仏像のあり方
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を外護したのは地域の有力豪族であったと想像される。
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められていないが、11 世紀半ばに完成された平安時代後期の「定朝
様」の仏像は複数存在している。

かつての多良木には、この時代の重要な紀年銘作例が 2 例伝えら
れていた。現在は熊本市内の個人蔵となっている《木造釈迦如来坐
像》（図―2）と《木造薬師如来坐像》である。両像はかつて鍋城の
長運寺あるいは西光寺にまつられていたとされ、いずれも大治 5 年

（1130）に造立された熊本県内最古の在銘像である。像内銘記には「大
治五年十一月五日／造立檀主僧快暹」（釈迦如来像）「大治五年十一
月五日／造立檀越僧快暹」（薬師如来像）とあり、釈迦像はヒノキ
材製で、頭体幹部を一材で彫出し、それを前後に割矧いで内

う ち ぐ

刳りす
る「割

わりはぎづくり

矧造」の技法で造られている。現状の像容は、後補彩色のた
めそれぞれ異なっているようにみえるが、両像の耳の形状は酷似し
ており、同一の作者（仏師）によって造られたものであろう。本像は、
この地域の須恵氏や平河氏、久米氏など有力在地領主を発願主とし
て製作されたと想定されるが、具体的にはわかっていない。「檀主快
暹」もその関係者の可能性があるが不詳で、同じ大治 5 年銘の大分
県国東の長安寺・太郎天立像の銘文にも快暹の名がみえるが、同一
人物か定かでない。

黒肥地・東光寺跡薬師堂の《木造薬師如来坐像》（図―3）も注目
される「定朝様」の仏像である。像高 35.4㎝と小振りながら、本格
的な優れた作柄の仏像。材質はカヤ材とみられ、頭体の幹部を一材
で造る一木造の構造で、おそらく平安時代後期 12 世紀の作とみら
れる。なお、本像の背面板は後の補作で、天正 9 年（1581）に「大
檀那相良朝臣藤原義陽」を檀那として、「作者常州之住権大僧都賴賀
七十五歳」により補作されたことが銘により判明する。

この薬師如来坐像が注目されるのは、12 世紀末に相良頼景が獲得していたとみられる「多良木内　
古多良　竹脇　伊久佐上　東光寺以上四箇村」（『相良家文書』5 号）のうちに東光寺村が存し、本像と
頼景はほぼ同時代と考えられることである。本像が当初から東光寺にまつられていたものか明らかでな
いが、もし当初から東光寺ないしその周辺にゆかりの仏像であったのなら、相良頼景との何らかの関係
も想像しうるであろう。

つぎに、この時代の記念碑的な作例が、栖山観音堂の《木造千手観音菩薩立像》（図―4）である。
本像は像高 280.0㎝で球磨地域随一の巨像。材質はクス材で、頭体の幹部を巨木の一材で彫出している。
後補の彩色のため面貌も表情がわかりにくくなっているが、修復のため彩色を除去した際のお顔は（図
―4（2））、面長で頬が豊かで伏し目がちの「定朝様」の顔立ちである。

注目されるのは、本像の頭部額に着けた「天冠台」の形が、「紐二条＋列弁帯」形になっており、こ
の形式は 10 世紀後半から 11 世紀前半頃までの仏像作例によくみられるもので、天喜元年（1053）平
等院鳳凰堂・雲中供養菩薩像の天冠台で、列弁帯のうえに花形が表現されるようになって以降は、その
形式が天冠台の主流となるという 4。浅く控えめに彫られた面貌や動きの少ない体躯からみて本像が製
作されたのは、おそらく 12 世紀と思われるが、より古い天冠台形式を残していることがわかる。製作
にあたった仏師の技術的系譜が、一時代前の様式に属していたことを示しているものか。地方で仏像製
作にあたっていた仏師たちは、造像様式や技術的に一時代古いものをベースにしていても、同時代の様
式や技術を習得しアップデートしながら造像していたことをうかがわせる。

本像を本尊像とする栖山観音堂には、本像を守護する毘沙門天立像（像高 162.0㎝）など３躯の神将
形立像もまつられており、いずれも像高 160 ～ 178㎝の大型の像である。巨像を取り囲むように大型
の毘沙門天立像などを配するのは、あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂の本尊木造毘沙門天立像（像高 237㎝）

図―２

図―3
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を囲むように、神将形立像３躯をまつっていることを想起させる。勝福寺
毘沙門天立像は、銘文から久寿３年（1156）に球磨地域最大の在地領主
であった須恵氏によって造立されたことがわかっており、栖山観音堂諸像
もおそらく有力な在地領主によって造像されたものと想像されるが、銘文
等は発見されておらず造立の経緯や願主、作者は不明である。

栖山観音堂の他にも平安時代後期 12 世紀の大型の仏像が注目される。
中山観音堂の《木造四天王像》も平安時代後期の作柄の優れた仏像であり
重要な作例であるが、詳細は第２章の解説にゆずる。

馬門薬師堂の《木造薬師如来坐像》は、像高 138.0㎝で材質はカヤ材と
みられ、頭体部の幹部を一材で造っている。後頭部と背面から内刳りを施
しており、膝前部と両肘先などは後補に代わっている。素朴な作柄ながら
平安時代後期の様式であり、やはり 12 世紀ころの作と思われる。

平安時代後期の多良木地域には、様式的に判断して 11 世紀後半～ 12
世紀作と思われる仏神像が、現在管見の限りだけでも 29 躯ほど残されて
おり、これは一町内としては九州全体でみても破格の分布密度といえる。
多良木のみでなく球磨地域全体でみても 80 躯以上の平安時代の仏神像が
まつられており、他に比べてその密度は分厚い。また、当地を含む球磨地
域では毘沙門天像、四天王像なども数多くみられる。どのような理由によ
り、多良木および球磨地域に平安期の仏神像が数多く存在しているのか重
要な問題であるが、その理由は次章以降で考察していきたい。

【鎌倉時代】
12 世紀の第 4 四半期ころになると、奈良仏師の康慶・運慶父子を中核

とする慶派がそれまでと異なる新様式の仏像を造立しはじめた。柔軟で張
りのある肉取りや、自由な衣文構成など実人的写実的な姿の仏像が登場し、
とくに治承 4 年（1180）の南都焼き討ち事件後の東大寺・興福寺復興造
営は、慶派仏師が台頭し活躍する大きな契機となった。

一方、球磨地域各地では、12 世紀までは数多くの仏神像が造立されて
いたが、13 世紀の鎌倉時代様式の仏像は、じつは寥々たる様相である。
たしかに球磨地域でも湯前町・城泉寺阿弥陀堂の寛喜元年（1229）銘《木
造阿弥陀三尊像》のように、都の仏師による鎌倉様式の美麗な仏像がもた
らされるようにはなったが、それは本像のみにとどまっている。鎌倉新様
式を学んで仏像製作をおこなったと思われる、地域性の強い仏師の作例も
みられるが（例えば山江村高寺院の仏師源覚が製作した承久 2 年銘（1220）

《木造勢至菩薩立像》）、それも数少ない。
多良木地域でも、今のところ 13 世紀前半の仏像は見当たらず、在銘像

としては青蓮寺の正応元年（1288）銘《木造地蔵菩薩立像》（図―5）がもっ
とも古い。本像は像高 156.0㎝、ヒノキ材の一木造で後頭部と背面から内
刳りを施し、後頭部には蓋板を当てる。もとはあさぎり町勝福寺跡毘沙門
堂にまつられていた仏像で、明治 3 年に勝福寺が廃寺となった後、青蓮寺
に移されたと伝わる。作風と構造は、鎌倉時代後期の像としては古風かつ
素朴。

勝福寺跡毘沙門堂には久寿 3 年（1156）銘や久安 3 年（1147）銘の毘
沙門天立像がまつられており、平安時代末期に須恵氏の拠点寺院として大
型の毘沙門天像が造立されたことが銘文から知られる。鎌倉後期にはすで

図―4

図―4（2）

図―5

- 200 -

められていないが、11 世紀半ばに完成された平安時代後期の「定朝
様」の仏像は複数存在している。

かつての多良木には、この時代の重要な紀年銘作例が 2 例伝えら
れていた。現在は熊本市内の個人蔵となっている《木造釈迦如来坐
像》（図―2）と《木造薬師如来坐像》である。両像はかつて鍋城の
長運寺あるいは西光寺にまつられていたとされ、いずれも大治 5 年

（1130）に造立された熊本県内最古の在銘像である。像内銘記には「大
治五年十一月五日／造立檀主僧快暹」（釈迦如来像）「大治五年十一
月五日／造立檀越僧快暹」（薬師如来像）とあり、釈迦像はヒノキ
材製で、頭体幹部を一材で彫出し、それを前後に割矧いで内

う ち ぐ

刳りす
る「割

わりはぎづくり

矧造」の技法で造られている。現状の像容は、後補彩色のた
めそれぞれ異なっているようにみえるが、両像の耳の形状は酷似し
ており、同一の作者（仏師）によって造られたものであろう。本像は、
この地域の須恵氏や平河氏、久米氏など有力在地領主を発願主とし
て製作されたと想定されるが、具体的にはわかっていない。「檀主快
暹」もその関係者の可能性があるが不詳で、同じ大治 5 年銘の大分
県国東の長安寺・太郎天立像の銘文にも快暹の名がみえるが、同一
人物か定かでない。

黒肥地・東光寺跡薬師堂の《木造薬師如来坐像》（図―3）も注目
される「定朝様」の仏像である。像高 35.4㎝と小振りながら、本格
的な優れた作柄の仏像。材質はカヤ材とみられ、頭体の幹部を一材
で造る一木造の構造で、おそらく平安時代後期 12 世紀の作とみら
れる。なお、本像の背面板は後の補作で、天正 9 年（1581）に「大
檀那相良朝臣藤原義陽」を檀那として、「作者常州之住権大僧都賴賀
七十五歳」により補作されたことが銘により判明する。

この薬師如来坐像が注目されるのは、12 世紀末に相良頼景が獲得していたとみられる「多良木内　
古多良　竹脇　伊久佐上　東光寺以上四箇村」（『相良家文書』5 号）のうちに東光寺村が存し、本像と
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後補の彩色のため面貌も表情がわかりにくくなっているが、修復のため彩色を除去した際のお顔は（図
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作にあたっていた仏師たちは、造像様式や技術的に一時代古いものをベースにしていても、同時代の様
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本像を本尊像とする栖山観音堂には、本像を守護する毘沙門天立像（像高 162.0㎝）など３躯の神将
形立像もまつられており、いずれも像高 160 ～ 178㎝の大型の像である。巨像を取り囲むように大型
の毘沙門天立像などを配するのは、あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂の本尊木造毘沙門天立像（像高 237㎝）
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に相良氏の勢力下にあったと想像されるが、こ
の地蔵菩薩像も相良氏あるいは須恵氏によって
地域性の強い仏師を採用して造像されたのであ
ろう。

一方、同じ青蓮寺永仁 3 年（1295）銘《木造
阿弥陀三尊像》（図―6）は、足枘の銘記から京
都の院派仏師・法印院玄によって造立されたこ
とがわかる。院玄は京都蓮華王院三十三間堂の
千体千手観音菩薩像のうち 7 躯を造立したこと
が知られ、僧綱位も最高位の「法印」を帯びた
当代一流の仏師の一人であった。中尊の阿弥陀
如来立像は像高 98.9㎝、ヒノキ材の寄木造。表
面の仕上げも彩色や切金文様、金泥塗りで、都
の中心にあって活躍した院派仏師の作らしいま
ことに美麗な仏像である。本像についての詳細
も第 2 章で詳しく述べたい。

この他、銘文のない作例も含めて、多良木には 13 世紀～ 14 世紀初めの仏像は見当たらない。鎌倉
時代の仏教文化財としても、王宮神社旧蔵と伝える文永 12 年（1275）銘銅造聖観音懸仏と、東光寺経
塚発見の多良木相良家二代・相良頼氏とその家族一族を願主とする、文永 10 年（1273）銘銅造経筒（8
口）などがみられる程度である。何故、このように前時代に比較して急激に仏像造立が下火になったの
か明らかな理由はわかっていない。さらに次章以下で考察したい。

【南北朝～室町時代】
他の地域と同様に、南北朝時代 14 世紀後半になると多良木でも仏神像の造立が一気に増加する。こ

れまでの調査で知られているだけで、懸仏などまで含めると約 100 躯の仏像や神像等がまつられてい
る。

主な在銘像では、まず応永 19 年（1412）銘、槻木大師堂の《木造弘法大師坐像》（図―7）。像高 56.1㎝、
ヒノキ材製一木造で、右手を胸前に挙げて五鈷杵を執り左手は膝上で数珠を持つ、鎌倉時代以来、通例
の大師像。銘によれば、多良木相良家第八代・相良頼仙とみられる「金剛資頼仙」を願主に製作された
ことがわかる。惜しまれることに仏師名は判読できないが、引き締まった実人的な顔立ちと柔軟な体躯
など、同時代の地域性のつよい仏師とは一線を画す優れた技術を持つ仏師である。

室町時代の仏像でもっとも注目されるのは、寛正 6 年（1465）銘小林虚空蔵堂の《木造虚空蔵菩薩坐像》
（図―8）と、同 7 年（1466）銘八日薬師堂の《木造薬師三尊像》の 2 躯。
両像は「仏師僧慧麟」という人物によって造立されているが、この
慧麟は長禄 4 年（1460）から文明元年（1469）までのわずか 10 年
間に 9 躯の仏像を造立しており、うち 5 躯に相良家庶流の永富相良
家から出て人吉相良家を継承し、多良木家をも倒した相良長続の名
がみえるのである。また、慧麟の仏像が伝えられているのは球磨郡
内だけであり、中西真美子氏の研究によれば 5、9 躯のうち 8 躯まで
が多良木相良家（氏）の旧地に造立されていること、光背や台座背
面など視認可能なところに長文の銘記と「長続」の名前とその繁栄
を祈る願文が記されていることと、各地域の小領主層がそれぞれの
造像主体になっていることが指摘されている。

虚空蔵菩薩像の銘文には「當郡主相良之長續、嫡子為続、同多良
木殿頼泰（以下略）」のために、近隣の小領主とみられる「千里内幸
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続父子」を大檀那として、「其外結縁之一味同心之志」をもって本像が
造像された旨が記されている。稲葉継陽氏は、大願主や大檀那のみな
らず「一味同心の志」を持ち、特定地域で社会的関係を有する一揆的
集団が造像を支えていたのではないかと指摘しており 6、この時代の仏
像製作や地域社会のあり方を示す史料としても重要である。

15 ～ 16 世紀になると仏像の作風は慧麟の場合のように素朴となり、
仏師の活動範囲も限られた地域となる場合が多い。ただ一方で、某八
幡宮の永禄 9 年（1566）銘《木造女神像》を製作した「日高民部少輔
藤原秀永」は、自らを「山城国京四条之内」と名のっており、室町時
代末期になると仕事を求めて畿内から進出してきた仏師もあったこと
が知られる。この日高民部は、錦町新宮寺の六観音像の内《木造千手
観音菩薩坐像》を天正 6 年（1578）に製作し、槻木大師堂の《弘法大
師像》を天正 13 年（1585）に修復したことも知られる。郡内でほぼ 20 年間におよぶ活動歴があり、
当地に定着して造仏していたようだ。

室町時代は仏神像造立がそれ以前より飛躍的に増加した時代である。仏師慧麟の造像の場合でも知
られるように、この時代の造像の主たる担い手は多良木相良家のような大領主ではなく、その下位に位
置する領主層やさらに下位の村落の小領主たちになってくる 7。多良木においても同様の状況が拡がっ
ていたといえるだろう。

二、重要作例について
（１）　中山観音堂の木造観音菩薩立像

本章では多良木地域の平安～鎌倉時代における重要な仏像について、彫刻史的に詳しくみてみたい。
本像（図―1）は球磨郡に現存する最古級の仏像。像高 153.0㎝で、右肩先部（除・手首）と左肩先部（除・

肘先）を含む頭体部を、カツラ材の一材から彫出した一木造。かつては足首と台座まで同一材で造られ
ていたと想像されるが、後世、前後に割

わ り は

矧いで内
う ち ぐ

刳りを施し、両手先・両脚部等が後補されている。つ
まり、当初は内刳りのない丸彫り像だったようだ。

形状は頭頂の髻
もとどり

を球状とし、天冠台は紐一条に列弁帯をめぐらす。三面宝冠をかぶり左右に二条の
冠
かんぞう

繒をあらわす。体部には天衣と条
じょうはく

帛をつけ、天衣の遊離部は本体から彫り出す。下半身に裙
くん

と腰布を
まとう。積年の損傷により尊容を損なっていたが、平成 25 年度の解体修理によって見事に甦った 8。

頭頂の大きな髻や本体材から彫出した三面宝冠、胸下で胴を絞った腰高な体型と肩を大きく後ろに引
いた姿勢、もとは台座まで内刳りなしで造立するなど著しく古様な作風である。北部九州には福岡市荘
厳寺・木造観音菩薩立像などの類似点をもつ作例も存するが、今のところ中～南部九州では例を見ない。
宝冠の横から左右に垂下する「冠繒」二条の内、一条はまっすぐに垂下し、もう一条はゆるくＳ字状に
カーブして上腕部にかかっている。このような形状は唐招提寺の唐風の仏像にもみられるが、山形宝積
院の十一面観音菩薩立像（9 世紀半ばころ）や大阪長円寺の十一面観音菩薩立像（9 世紀後半ころ）に
もあらわれており、足元の裙の裾が台座にかからず足首をみせる表現は山形吉祥院の観音菩薩立像（10
世紀初めころ）などにみられる。これらの像との対比から、制作時期についてはなお精査を要するが、
9 世紀後半～ 10 世紀初めころか。

本像のような作風の淵源としては、同時代の南都の仏像様式からの直接の影響の他にも、天福寺奥
の院（宇佐市）の木彫群（約 80 躯）の存在が想起される。この木彫群には、作風から奈良時代（8 世
紀後半）にさかのぼるものが存し、宇佐という枢要な地域にあることからも、九州の多様な平安初期彫
刻の起点のひとつとなったであろう。
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（２）　中山観音堂の木造四天王立像
中山観音堂四天王像は、像高もほぼ同大であ

り作風と構造もよく似ていて当初から一具の四
天王像として制作されたとみられる。

仮に左手を挙げて戟
げき

を執る像を（その 1、図
―9）とし、右手を挙げる像を（その 2、図―
10）、右手を挙げて鉾

ほこ

を執る像を（その 3、図
―11）、左手に塔を捧げ持つ多聞天像を（その 4、
図―12）とすると、（その 1）は像高 132.0㎝
でクス材の一木造。頭体幹部を一材で造り背面
から内刳りを施して背板を当てる構造である。

（その 2）は像高 131.6㎝、カヤ材の一木造で（そ
の 1）と同じように背面から内刳りを施し、背
板を当てる構造。（その 3）は像高 132.6㎝でク
ス材の一木造。構造も 1，2 の像と同工である。

（その 4）多聞天像は像高 130.5㎝、同じくクス
材の一木造で同様に背中から内刳りして背板を
当てている。

四天王像は通常、本尊像を中心にして「持国
天」（向かって右前方）「増長天」（向かって左
前方）「広目天」（向かって左後方）「多聞天」（向
かって右後方）と配置される。しかし、「宝塔」
を捧げ持つ像容に固定されている多聞天像（単
独造立の場合、毘沙門天と称する）以外は、像
容と組み合わせがじつに多様であるため、それ
ぞれの像の原配置と名称を想定することが課題
となる。

中山観音堂四天王像は、2 躯が左手・右手の
いずれかを挙げて「戟」をもち、もう 1 躯は右
手を挙げて剣をもっている（残り1躯は多聞天）。
この組み合わせの場合（2 躯相称形タイプ）は、例えば山口・国分寺四天王像にみられるように、相称
形の 2 躯が前方に置かれる（持国天・増長天）ことが多い。2 躯が相称形の場合も、本尊側（内側）の
手を挙げるものと、外側の手を挙げる両方があるが、それぞれが「開口」するものと「閉口」するもの
に分かれる場合は、開口像が向かって左側に置かれることが多い。

以上を総合すると、中山観音堂像の場合は、（その 1）像が持国天像、（その 2）像が増長天像、（その 3）
像が広目天像、宝塔をもつ（その 4）像は多聞天像と想定できるのである。令和元年度からの修理事業
で造像当初の銘文が発見されなかったので、名称等を断定することはできないが、現在のところ上記の
想定がもっとも蓋然性の高いものと考えられる。

つぎに本四天王像の像容をみると、動きを抑えた重量感のある体型、ほかの時代の四天王像に比べて
誇張の少ない端正な面貌表現などが特徴である。平安後期の造像様式は、京都を中心にみると 11 世紀
前半の仏師康尚時代→ 11 世紀半ばの仏師定朝時代→仏師長勢ら定朝第二世代→ 12 世紀の院政期、な
どへと変化していく。毘沙門天など天王像の場合も、京都広隆寺・十二神将像（長勢作、1064 年）の
ように頭部が小さく長身軽快な作風から、重量感が増し目鼻立ちを顔の中央に集めた作風の京都頂法寺・
毘沙門天像（1100 年ころ）、さらに 12 世紀半ばから後半になると、大きく腰を捻り動勢を強調した像
容へと展開していく。中山観音堂の四天王像のうち（その１）（その２）は、大きく腰を捻って動勢を

図―10（その２） 図―９（その１）

図―11（その３） 図―12（その４）
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強調した像容であり、この時期の像容に近い。このような点をみると、中山観音堂四天王像はおそらく
12 世紀前半ころに京都で成立した作風の影響を受けて制作されたと推定され、制作された時期につい
ては 12 世紀半ば～ 12 世紀後半にかけてころを想定してよいと思われる。

また、中山観音堂四天王像は、作風から二組に区分されるものとみられる。（その１）像（その２）像は、
前述のように大きく腰を捻って動勢を強調した体型である。一方、（その３）像（その４）多聞天像は、
やや直立に近い体勢で前者とは作風がやや異なっている。材質が（その 2）像はカヤ材製で、他の 3 躯
はクス材製であることも注目される。

仏像の材料としてのクス材は、中世においては九州でのみ使用されていたもので、カヤ材は平安時
代前半頃まで全国で用いられ、それ以降はヒノキ材が主流となる。例えば球磨郡においては、阿蘇釈迦堂・
二天像では、より優れた作風の毘沙門天像（仁平２年銘・1152 年）はヒノキ材製、より素朴な作風の
天王像はクス材製であり、系統の異なる仏師がそれぞれを担当したものとみられる。現在進んでいる修
理事業の知見 9 をもとに今後の精査が必要であるが、中山観音堂四天王像の場合も（その２）像が畿内
などの外部から招かれた指導的な仏師の作で、その他の 3 像がクス材を使うことに慣熟した、地方を
中心とした比較的狭い地域で活動した仏師の作である可能性もあり得よう。今後の大きな課題は、これ
ら仏像製作を担った仏師たちの技術的な系譜が何処に求められるのか、彼らがどこから来たのか等にあ
ると思われる。

平安時代九州の仏師工房についての史料は皆無にちかく実態がわかりにくいが、この時代の仏像制
作のあり方を検討する上でも本四天王像は重要な作例といえるであろう。　

（３）　青蓮寺の木造阿弥陀三尊像
亀田山青蓮寺（真言宗智山派）の本尊阿弥陀三尊像。中尊の阿弥陀如来立像は、像高 98.9㎝、ヒノ

キ材の寄木造で玉眼を嵌入。肉髻珠・白毫相には水晶嵌入。両足爪には銅板嵌め込みのうえ、鍍銀。螺
髪は別材を貼り付け。

構造は、頭体幹部を耳の後ろを通る線で前後の二材から彫出し、内刳りの上、三道下で割首する。また、
体部膝以下の裙部分は前後二材から彫出し、体幹部の納衣と裙の境で矧ぐ。両足枘も別材で両足首（別
材）を差し込む。両肩部以下は袖外側を含む別材で造り、両腕の袖内側にも複数の別材を矧ぐ。両肘先、
両手首先、各矧ぎ付け。像表面は頭髪及び足枘を除いて、錆下地丹地に金泥塗り。所々に布貼りあり。

左脇侍（向かって右側）の観音菩薩立像は、ヒノキ材の寄木造で玉眼を嵌入している。頭体幹部は
背面半ばの高さで前後二材から彫出し、内刳りの上、三道下で割首する。頭部は耳の後ろを通る線で前
後に割矧ぎ、面部はさらに一材を矧ぐ。像表面は頭髪及び足枘を除いて、錆下地丹地に金泥塗りとする。
右脇侍の勢至菩薩立像は、材質構造とも観音菩薩立像に準じ、表面は錆下地丹地に金泥塗り。

両脇侍像の足枘に、朱漆と陰刻で銘文が記され「永（求ヵ）阿弥／陀佛」「奉行／龜田／□」「永仁三」「院
玄作」とある。この銘記により、本三尊像は永仁 3 年（1295）に仏師・法印院玄が製作したものとわかる。
院玄は、文永 3 年（1266）完成の京都妙法院三十三間堂の千体千手観音菩薩立像再興像のうち 7 躯に
その名を記した銘があり、いずれも自作と考えられている京都の「院派仏師」である。それらの三十三
間堂千手観音像の銘記には僧綱位は併記されておらず、文永から永仁までの間に最高位の法印に昇階し
たことがわかる。平安時代以来の院派、円派、慶派の主流仏師たちのなかで、院玄は当時の院派最高位
の仏師であった。

この中尊・阿弥陀如来立像でとくに注目される点は、足指に銅製鍍銀（蛍光Ｘ線調査では銀板の可
能性も）の爪を装着し、手指にも同様の工作を施した痕跡が残されていることである。奥健夫氏によれ
ば、手足指爪に異材を嵌める、あるいは異材製の歯相や仏足文をあらわすことは、平安時代末期以来流
行した「生身信仰」にもとづいて像に付与されたと考えられ、この種の工作は鎌倉時代の阿弥陀如来像
について 50 例近くが知られているという 10。奥氏は異材製の歯・髪・爪等に、いわば疑似聖遺物とし
ての性格を想定されているが、同氏によれば、爪を銅製鍍銀とするのは三重専修寺の阿弥陀如来像（13
世紀前半）、山形本山慈恩寺の阿弥陀如来像（13 世紀末）など本像も含めて 3 例程度である。
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（２）　中山観音堂の木造四天王立像
中山観音堂四天王像は、像高もほぼ同大であ

り作風と構造もよく似ていて当初から一具の四
天王像として制作されたとみられる。

仮に左手を挙げて戟
げき

を執る像を（その 1、図
―9）とし、右手を挙げる像を（その 2、図―
10）、右手を挙げて鉾

ほこ

を執る像を（その 3、図
―11）、左手に塔を捧げ持つ多聞天像を（その 4、
図―12）とすると、（その 1）は像高 132.0㎝
でクス材の一木造。頭体幹部を一材で造り背面
から内刳りを施して背板を当てる構造である。

（その 2）は像高 131.6㎝、カヤ材の一木造で（そ
の 1）と同じように背面から内刳りを施し、背
板を当てる構造。（その 3）は像高 132.6㎝でク
ス材の一木造。構造も 1，2 の像と同工である。

（その 4）多聞天像は像高 130.5㎝、同じくクス
材の一木造で同様に背中から内刳りして背板を
当てている。

四天王像は通常、本尊像を中心にして「持国
天」（向かって右前方）「増長天」（向かって左
前方）「広目天」（向かって左後方）「多聞天」（向
かって右後方）と配置される。しかし、「宝塔」
を捧げ持つ像容に固定されている多聞天像（単
独造立の場合、毘沙門天と称する）以外は、像
容と組み合わせがじつに多様であるため、それ
ぞれの像の原配置と名称を想定することが課題
となる。

中山観音堂四天王像は、2 躯が左手・右手の
いずれかを挙げて「戟」をもち、もう 1 躯は右
手を挙げて剣をもっている（残り1躯は多聞天）。
この組み合わせの場合（2 躯相称形タイプ）は、例えば山口・国分寺四天王像にみられるように、相称
形の 2 躯が前方に置かれる（持国天・増長天）ことが多い。2 躯が相称形の場合も、本尊側（内側）の
手を挙げるものと、外側の手を挙げる両方があるが、それぞれが「開口」するものと「閉口」するもの
に分かれる場合は、開口像が向かって左側に置かれることが多い。

以上を総合すると、中山観音堂像の場合は、（その 1）像が持国天像、（その 2）像が増長天像、（その 3）
像が広目天像、宝塔をもつ（その 4）像は多聞天像と想定できるのである。令和元年度からの修理事業
で造像当初の銘文が発見されなかったので、名称等を断定することはできないが、現在のところ上記の
想定がもっとも蓋然性の高いものと考えられる。

つぎに本四天王像の像容をみると、動きを抑えた重量感のある体型、ほかの時代の四天王像に比べて
誇張の少ない端正な面貌表現などが特徴である。平安後期の造像様式は、京都を中心にみると 11 世紀
前半の仏師康尚時代→ 11 世紀半ばの仏師定朝時代→仏師長勢ら定朝第二世代→ 12 世紀の院政期、な
どへと変化していく。毘沙門天など天王像の場合も、京都広隆寺・十二神将像（長勢作、1064 年）の
ように頭部が小さく長身軽快な作風から、重量感が増し目鼻立ちを顔の中央に集めた作風の京都頂法寺・
毘沙門天像（1100 年ころ）、さらに 12 世紀半ばから後半になると、大きく腰を捻り動勢を強調した像
容へと展開していく。中山観音堂の四天王像のうち（その１）（その２）は、大きく腰を捻って動勢を

図―10（その２） 図―９（その１）

図―11（その３） 図―12（その４）
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三、多良木相良家（氏）の造像―青蓮寺阿弥陀三尊像をめぐって―
１、２章で中世多良木の仏像を概観し、重要作例について祥しく考察してきたが、ここで改めて多

良木相良家（氏）の造像について考察してみたい。
すでに述べたように、多良木地域では平安時代後期（11 世紀後半から 12 世紀）の仏像が管見の限

りでも 29 躯ほど知られており、これは一町内としては驚くべき数多さである。ところが、13 世紀に
なると減少し、鎌倉時代を通じて仏神像合わせても 15 例に満たない。在銘像としては青蓮寺の正応元
年（1288）銘《木造地蔵菩薩立像》（図―7）がもっとも古いものだが、本像は近代にあさぎり町勝福
寺跡毘沙門堂から移座された地蔵像である。多良木相良家（氏）による鎌倉時代の在銘仏像としては、
青蓮寺本尊の永仁 3 年（1295）《木造阿弥陀三尊像》をまたなければならないのだ。

相良氏と球磨郡の関係は、相良頼景が上球磨の没官領・多良木村百丁を得たことにはじまった（「肥
後国球磨郡田数領主等目録写」『相良家文書』2 号）。元久 2 年（1205）頼景の嫡子長頼は人吉荘地頭
職に任じられ多良木も相続して球磨相良氏の祖となる。その長頼の子、頼氏は多良木を継承して嫡流多
良木相良家の祖となった。しかし 13 世紀第 3 四半期までの多良木には、明らかに頼氏ら多良木家が関
わったとみられる仏像などは見当たらない。頼氏は文応元年（1260）東光寺を再興し、弘長元年（1261）
王宮神社宝殿を造営したと伝えられ、蓮華寺跡古塔碑群のなかの文永 6 年（1269）石塔婆銘には「沙
弥上蓮（頼氏）」の名がみえるが、現存する同家ゆかりの仏教文化財の嚆矢は、東光寺経塚から出土し
た文永 10 年（1273）銘《銅造経筒（八口）》である。これらの経筒は、頼氏とその家族らが現世安穏
後生善処を祈って埋納したもので、当地と多良木家の結びつきが「もの」として確認されるのである。

稲葉継陽氏によれば、京都・鎌倉・相良荘・鎮西の所領を行き来していた相良氏惣領が、球磨郡に
基盤を置いた活動を始めたのは、相良長頼代の 1230 年代であったとされている 11。加えて《東光寺経筒》
や《青蓮寺阿弥陀三尊像》など「もの」からの視点では、頼氏、頼宗らの多良木相良家（氏）は東光寺
経塚埋納の頃から、在地との結びつきを一段と深めていったのではないだろうか。

そして、この多良木相良家（氏）が残したもっとも記念碑的な仏像が、亀田山青蓮寺の永仁 3 年（1295）
《木造阿弥陀三尊像》（図―6）である。多良木相良家三代の相良頼宗は、永仁 3 年（1295）曾祖父頼景
と後室青蓮尼の菩提を弔うために廟堂を建立し、同 6 年廟側に青蓮寺を建立したと伝えられている 12。
先に述べように本像は、慶派仏師等とともに都を代表し、院や貴族の造像を請け負っていた院派仏師の
当時の最高位「法印院玄」が製作した仏像である。青蓮寺は多良木相良家（氏）の一族結集の場、寺院
であり、創建にあたって人吉荘の荘園領主蓮華王院との関係を通じて、京都の仏師院玄に本尊像造立が
委託されたのだろう。そして、法印院玄という仏師選択には、頼宗と多良木家（氏）の本像と青蓮寺に
かける想いが感得される。

本像は当時最新流行の美麗な来迎形の阿弥陀三尊で、とくに各像の表面仕上げは精巧美麗、像の肉
身部は白色（鉛白）下地に金泥塗りを施しており、柔らかく上品な光を放つ山吹色。袈裟や裙などの着
衣には切金（截金）で蓮華唐草文、卍繋ぎ文や麻葉繋ぎ入り格子文などが精細華麗にあらわされている。
また、中尊阿弥陀如来立像の足指には「銅製鍍銀の爪」が装着されていて、手指にも同様の工作を施し
ていたらしい。これは当時盛んであった仏像に生身性を付与する「生身信仰」に基づく工作で、球磨郡
では他にみられず、先述のように全国的にも本像を含めて 3 例程度である 10。

このように本像は、現在もまことに美しい仏像であるが、造立当初は拝観する者たちが息をのむほ
ど輝かしい姿であったと思われる。最高位の仏師の手になる最上質の仕上げと、手足指爪を鍍銀とする
など特別な性格（生身性）をも付与された仏像であった。ここには、青蓮寺を建立するにあたって、京
都でも最上級の作行きで、おそらくたいへん高価であった本尊像を迎えようとした、多良木相良家（氏）
のある意図が込められていると思われる。それはひとつには、在地の小領主や荘民たちに対して、西
遷して当地に入部した彼らの持つ京都との強い繋がり＝文化的・政治的な力と権威を示すためではな
かったか。今ひとつは、人吉相良氏との関係である。頼氏の父相良長続が天福元年（1233）に「竹御
所」の菩提のため建立した人吉願成寺は相良一族の氏寺的な寺院であったが、次第に人吉系の影響が強
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くなっていったようだ。正応 6 年（1293）の相良頼氏と目される「沙弥某」の置文 13 には、沙弥某が
願成寺の経営について意見を述べ、訴訟等が発生した場合には多良木家が援助する旨が記されており、
池田公一氏はここに人吉相良氏の同寺への影響力を牽制する意図が存すると指摘している 14。そして頼
氏を継いだ頼宗の時代には、人吉系が影響を強める願成寺と並び立つような多良木相良家（氏）独自の
寺院が必要と考えられるようになったのではないか。長頼が開創した願成寺に対して、青蓮寺がその父
頼景の菩提のための寺であることも示唆的である。近世の史料ながら願成寺の当初の本尊像は「長頼等
身」の阿弥陀如来像であったと伝えられているが 15、この本尊像は惜しくも大永 6 年（1526）戦乱によっ
て焼失し、現在の本尊像は近世になって移座されたものである。おそらく当初の願成寺本尊阿弥陀如来
像は、京都の仏師の手になり、相良氏の文化的・政治的勢威を示す美麗で当代最先端の作風の仏像であっ
たと想像される。願成寺本尊像に勝るとも劣らない仏像として青蓮寺阿弥陀三尊像は構想され、製作を
京都に依頼されたと考えられるのである。

現在、多良木相良家（氏）家の関与が明らかである仏像は青蓮寺阿弥陀三尊像だけであり、前時代
のように在地領主が担い手となった地域性の強い仏像も見当たらない。おそらく多良木家にとっての造
像活動は、本三尊像だけで充分であったのではないか。平安時代の在地領主たちと相良氏の文化的な感
性の違いが、ここに存するように思われる。

おわりに
本稿では、平安時代から室町時代に至る多良木の中世仏像を概観し、そのいくつかについて詳細に

考察し、さらに多良木相良家（氏）の仏像製作について検討した。本稿での考察をまとめるとともに、
今後の課題について述べてみたい。

平安時代前期の仏像では、中山観音堂の《木造観音菩薩立像》（9 世紀末～ 10 世紀初めころ）が球
磨地域内でも最古級の仏像である。この観音菩薩立像は同時代の仏像造像様式をよく取り入れており、
南都（奈良）の仏像からの直接の影響や、天福寺奥の院木彫群など宇佐の仏像からの影響も想定できる
だろう。中球磨の免田や上村では、9 世紀頃の骨蔵器がみつかっていて、郡内に仏教が受容され始めた
頃には仏像も造立あるいは畿内や宇佐などから請来されていたことがわかる。仏像様式の地方展開と球
磨における仏教文化の受容を考えるうえでも本像の存在は重要である。

平安時代後期では《中山観音堂四天王像》（図―9 ～ 12）、栖山観音堂の《千手観音菩薩立像、毘沙
門天像》（図―4）など3躯の神将像が双璧であり、造像の担い手は球磨郡全域に勢力をもっていた須恵氏、
上球磨を拠点する久米氏等の在地領主たちが想定されるであろう。また、黒肥地東光寺跡薬師堂の《木
造薬師如来坐像》（図―3）も「定朝様」の仏像で、平安時代後期 12 世紀の作。造られた当初から東光
寺村周辺にゆかりある仏像であったのなら、相良頼景との関係も視野に入ってくる。

多良木地域には 11 世紀後半～ 12 世紀の作とみられる仏神像が、現在管見の限りでも 29 例ほどみ
つかっており、これは一町内としては九州全体でみても破格の分布密度である。球磨全体でみても 80
躯以上の仏神像が残されていて、特異な集中度といえよう。加えて、球磨郡以外の地域と比べると、当
地で毘沙門天像と四天王像など神将形像が多いことは、注目すべき事象である（球磨の他地域も同じ傾
向がみられる）。その明示的な理由ははっきりしないが、当地が大隅薩摩日向など南九州辺境と境を接
していることと何らかの関係があったのではないだろうか。かつて論じたように 16、毘沙門天像や四天
王像等の神将形像の持つ霊的な威力によって、大隅や日向等との国境に位置する球磨郡の境界を護ると
同時に、各在地領主たちの領域を護ろうとした祈念のあらわれとする想定も可能だろう。

しかし、平安時代にあれほど豊かに処々で制作され祀られていた仏像が、鎌倉時代 13 世紀になると
急速に製作されなくなるのは何故か、という次の問題があらわれる。13 世紀の多良木には青蓮寺阿弥
陀三尊像を別にして、今のところ少数の神像彫刻や懸仏等が知られている程度である。この傾向は球
磨の他地域でもおおむね同じで、その理由は明示できないのだが、12 世紀末から 13 世紀初めにかけ
ての地域社会の大きな変動が反映している可能性も想定できるであろう 17。それまでの造像の担い手で
あった須恵氏ら在地領主の力が削がれて、もはや仏像製作に傾注できなくなったのであろうか。あるい
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三、多良木相良家（氏）の造像―青蓮寺阿弥陀三尊像をめぐって―
１、２章で中世多良木の仏像を概観し、重要作例について祥しく考察してきたが、ここで改めて多

良木相良家（氏）の造像について考察してみたい。
すでに述べたように、多良木地域では平安時代後期（11 世紀後半から 12 世紀）の仏像が管見の限

りでも 29 躯ほど知られており、これは一町内としては驚くべき数多さである。ところが、13 世紀に
なると減少し、鎌倉時代を通じて仏神像合わせても 15 例に満たない。在銘像としては青蓮寺の正応元
年（1288）銘《木造地蔵菩薩立像》（図―7）がもっとも古いものだが、本像は近代にあさぎり町勝福
寺跡毘沙門堂から移座された地蔵像である。多良木相良家（氏）による鎌倉時代の在銘仏像としては、
青蓮寺本尊の永仁 3 年（1295）《木造阿弥陀三尊像》をまたなければならないのだ。

相良氏と球磨郡の関係は、相良頼景が上球磨の没官領・多良木村百丁を得たことにはじまった（「肥
後国球磨郡田数領主等目録写」『相良家文書』2 号）。元久 2 年（1205）頼景の嫡子長頼は人吉荘地頭
職に任じられ多良木も相続して球磨相良氏の祖となる。その長頼の子、頼氏は多良木を継承して嫡流多
良木相良家の祖となった。しかし 13 世紀第 3 四半期までの多良木には、明らかに頼氏ら多良木家が関
わったとみられる仏像などは見当たらない。頼氏は文応元年（1260）東光寺を再興し、弘長元年（1261）
王宮神社宝殿を造営したと伝えられ、蓮華寺跡古塔碑群のなかの文永 6 年（1269）石塔婆銘には「沙
弥上蓮（頼氏）」の名がみえるが、現存する同家ゆかりの仏教文化財の嚆矢は、東光寺経塚から出土し
た文永 10 年（1273）銘《銅造経筒（八口）》である。これらの経筒は、頼氏とその家族らが現世安穏
後生善処を祈って埋納したもので、当地と多良木家の結びつきが「もの」として確認されるのである。

稲葉継陽氏によれば、京都・鎌倉・相良荘・鎮西の所領を行き来していた相良氏惣領が、球磨郡に
基盤を置いた活動を始めたのは、相良長頼代の 1230 年代であったとされている 11。加えて《東光寺経筒》
や《青蓮寺阿弥陀三尊像》など「もの」からの視点では、頼氏、頼宗らの多良木相良家（氏）は東光寺
経塚埋納の頃から、在地との結びつきを一段と深めていったのではないだろうか。

そして、この多良木相良家（氏）が残したもっとも記念碑的な仏像が、亀田山青蓮寺の永仁 3 年（1295）
《木造阿弥陀三尊像》（図―6）である。多良木相良家三代の相良頼宗は、永仁 3 年（1295）曾祖父頼景
と後室青蓮尼の菩提を弔うために廟堂を建立し、同 6 年廟側に青蓮寺を建立したと伝えられている 12。
先に述べように本像は、慶派仏師等とともに都を代表し、院や貴族の造像を請け負っていた院派仏師の
当時の最高位「法印院玄」が製作した仏像である。青蓮寺は多良木相良家（氏）の一族結集の場、寺院
であり、創建にあたって人吉荘の荘園領主蓮華王院との関係を通じて、京都の仏師院玄に本尊像造立が
委託されたのだろう。そして、法印院玄という仏師選択には、頼宗と多良木家（氏）の本像と青蓮寺に
かける想いが感得される。

本像は当時最新流行の美麗な来迎形の阿弥陀三尊で、とくに各像の表面仕上げは精巧美麗、像の肉
身部は白色（鉛白）下地に金泥塗りを施しており、柔らかく上品な光を放つ山吹色。袈裟や裙などの着
衣には切金（截金）で蓮華唐草文、卍繋ぎ文や麻葉繋ぎ入り格子文などが精細華麗にあらわされている。
また、中尊阿弥陀如来立像の足指には「銅製鍍銀の爪」が装着されていて、手指にも同様の工作を施し
ていたらしい。これは当時盛んであった仏像に生身性を付与する「生身信仰」に基づく工作で、球磨郡
では他にみられず、先述のように全国的にも本像を含めて 3 例程度である 10。

このように本像は、現在もまことに美しい仏像であるが、造立当初は拝観する者たちが息をのむほ
ど輝かしい姿であったと思われる。最高位の仏師の手になる最上質の仕上げと、手足指爪を鍍銀とする
など特別な性格（生身性）をも付与された仏像であった。ここには、青蓮寺を建立するにあたって、京
都でも最上級の作行きで、おそらくたいへん高価であった本尊像を迎えようとした、多良木相良家（氏）
のある意図が込められていると思われる。それはひとつには、在地の小領主や荘民たちに対して、西
遷して当地に入部した彼らの持つ京都との強い繋がり＝文化的・政治的な力と権威を示すためではな
かったか。今ひとつは、人吉相良氏との関係である。頼氏の父相良長続が天福元年（1233）に「竹御
所」の菩提のため建立した人吉願成寺は相良一族の氏寺的な寺院であったが、次第に人吉系の影響が強
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は、仏像製作以外の信仰活動に意を向けるようになったのだろうか。
一方、鎌倉時代に球磨に入部した相良氏一族の内、多良木相良家（氏）は、青蓮寺の本尊像として

精巧美麗でモニュメンタルな、京都仏師院玄作の木造阿弥陀三尊像を造立した。本像を製作させた意図
と構想には、在地の小領主たちや荘民たちに多良木家の京都との強い繋がり＝文化的政治的な力を示す
ことや、人吉相良氏に対抗する意味が含まれていたと思われる。そして、平安時代の在地領主たちは、
地域性の強い仏師を起用してさかんに造像を行ったが、多良木相良家（氏）の場合には、彼らが日々礼
拝する仏像は「京の」仏像であることが求められたのではないだろうか。青蓮寺阿弥陀三尊像には、多
良木相良家（氏）の仏像、仏教文化に対する志向性もあらわれているといえるだろう。

南北朝室町時代になると、他の地域と同様に多良木でも仏神像の造立が一気に増加した（表 1，2）。
管見の限りではこの時代には無銘の像も含めると 110 躯以上の仏神像が残されており、仏神像制作の
主たる担い手は大領主層から地域の小領主たちとなり、室町時代後期になると地域の有力者と地域住民
たちが結縁して仏像製作にあたった事例も認められる。その代表的な事例が長禄 4 年（1460）から文
明元年 1469）までの 10 年間に 9 躯の仏像を郡内に造立した仏師慧麟である。

以上のように、本稿では多良木の中世仏像について概観を試み、いくつかの彫刻史的な課題を取り
上げたが、残された大きな課題のひとつは中世神像彫刻についてである。球磨地域では平安時代 10 世
紀ころに製作された木造神像をはじめに、中世から近世まで数多くの神像彫刻が造られていたことが近
年の調査で判明しつつある。多良木地域にも多くの神像彫刻が祀られているが、信仰上の理由もあって
ほとんどその存在を知られていない。各地域の神像の伝存状況の把握と、その造立経緯の検討も今後の
課題である。
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主と相良氏」（『熊本学園大学論集　総合科学』23―1，2 号、2018 年）

表１　球磨地域在銘仏神像一覧（鰐口等を除く）
№ 年号 名称 願主など 仏師など 所在地・所蔵者（管理者）
1 大治 5 年 11 月 5 日（1130） 木造薬師如来坐像 造立檀越僧快暹 熊本市・個人
2 大治 5 年 11 月 5 日（1130） 木造釈迦如来坐像 造立檀越僧快暹 熊本市・個人
3 保延 7 年 2 月 14 日（1141） 木造釈迦如来坐像 天台僧林与 錦町・荒田観音堂
4 久安３年 11 月４日（1147） 木造毘沙門天立像 僧経覺 あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂
5 仁平２年 4 月 2 日（1152） 木造毘沙門天立像 藤原家實并良峯氏 あさぎり町・阿蘇釈迦堂
6 久寿 3 年４月６日（1156） 木造毘沙門天立像 当郷領主藤原家永并藤原

氏、勧進僧源与
仏師僧経助 あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂

7 建久元年（1190）10 月日 銅造孔雀文磬 常福寺 願成寺旧蔵、相良氏が遠江国から
持来したと伝承

8 建保 6 年 7 月 19 日（1218） 銅造山王十社垂迹神像
懸仏

阿蘇谷預所院主惣公文阿
蘇谷領主平景俊

奈良市・奈良国立博物館

9 承久 2 年 6 月 11 日（1220） 木造勢至菩薩立像 仏師源覚 山江村・高寺院
10 承久 2 年 8 月 15 日（1220） 銅造十二尊像懸仏 平景俊 あさぎり町・某神社
11 嘉禄 2 年 9 月 1 日（1226） 銅造山王九社本地仏像

懸仏
院（主）惣公文平景俊 大阪府・個人

12 寛喜元年 4 月（1229） 木造観音菩薩立像（阿
弥陀三尊像）

日本国  匠  僧実明 湯前町・城泉寺阿弥陀堂

13 寛喜元年 5 月 6 日（1229） 銅造十二尊像懸仏 阿蘇谷預所并院主惣公文
平景俊

熊本市・個人

14 文永 12 年（1275）正月 銅造聖観音菩薩懸仏 内蔵金弘（施入） 多良木町・王宮社旧蔵という
15 正応元年 8 月 13 日（1288） 木造地蔵菩薩立像 蓮光房 多良木町・青蓮寺
16 永仁 3 年（1295） 木造観音・勢至菩薩立

像（阿弥陀三尊像）
院玄 多良木町・青蓮寺

17 嘉元 2 年 12 月 4 日 
（1304）

木造文殊菩薩坐像（騎
獅像）

大願主院主円尓、再興当
院主法印良誉

あさぎり町・阿蘇釈迦堂

18 嘉暦 2 年 9 月（1327） 銅造十一面観音菩薩懸
仏

人吉市・青井阿蘇神社

19 暦応４年１月 14 日（1341） 木造毘沙門天立像（修
理）

地頭藤原重連、当院主金
剛仏子祐鑁、阿蘇山平等
寺之院主圓盛

あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂

20 文和 2 年（1353） 木造女神像（2 躯） いぬたう□□（ろうヵ） ふし（仏師）和（は）
みなもとのさいも二良
そ（ヵ）ふつ

球磨村・某阿蘇神社

21 延文 3 年 8 月 (1358) 銅造薬師如来懸仏 あさぎり町・某神社
22 正平 25 年（1370) 木造男神坐像 ふし（仏師ヵ）大かき

つハふ（ヵ）リ
人吉市・某神社

23 応永 4 年（1397） 木造男神像 大かきのハふり 球磨村・某阿蘇神社
24 応永 7 年 4 月 21 日（1400） 木造弘法大師坐像 願主金剛仏師長晥、大宰

府山井弘成、（再興）四
条内秀永

仏師祐全、（再興）仏
師日髙民部少輔

湯前町・下里大師堂

25 応永 13 年（1406） 木造男女神像（2 躯） 人吉市・某権現社
26 応永 16 年 10 月（1409） 不動明王・毘沙門天脇

侍懸仏
願主五郎大夫妙徳 人吉市・青井阿蘇神社

27 応永 19 年 6 月 15 日（1412）木造弘法大師坐像 大願主金剛資頼仙、再興
之願主権大僧都法印真
源、厨子再興之院主堯辰

多良木町・槻木大師堂

28 永享 8 年（1436） 木造男女神像（6 躯） 願主正祝、犬夜叉女、弥
三郎、藤四郎、正祝

錦町・某地蔵堂

29 永享 8 年（1436） 木造地蔵菩薩坐像 願主院主金剛資祐慶 錦町・某地蔵堂
30 永享 9 年（1437） 木造薬師如来坐像 作者穂積僧 山江村・某薬師堂

- 208 -

は、仏像製作以外の信仰活動に意を向けるようになったのだろうか。
一方、鎌倉時代に球磨に入部した相良氏一族の内、多良木相良家（氏）は、青蓮寺の本尊像として

精巧美麗でモニュメンタルな、京都仏師院玄作の木造阿弥陀三尊像を造立した。本像を製作させた意図
と構想には、在地の小領主たちや荘民たちに多良木家の京都との強い繋がり＝文化的政治的な力を示す
ことや、人吉相良氏に対抗する意味が含まれていたと思われる。そして、平安時代の在地領主たちは、
地域性の強い仏師を起用してさかんに造像を行ったが、多良木相良家（氏）の場合には、彼らが日々礼
拝する仏像は「京の」仏像であることが求められたのではないだろうか。青蓮寺阿弥陀三尊像には、多
良木相良家（氏）の仏像、仏教文化に対する志向性もあらわれているといえるだろう。

南北朝室町時代になると、他の地域と同様に多良木でも仏神像の造立が一気に増加した（表 1，2）。
管見の限りではこの時代には無銘の像も含めると 110 躯以上の仏神像が残されており、仏神像制作の
主たる担い手は大領主層から地域の小領主たちとなり、室町時代後期になると地域の有力者と地域住民
たちが結縁して仏像製作にあたった事例も認められる。その代表的な事例が長禄 4 年（1460）から文
明元年 1469）までの 10 年間に 9 躯の仏像を郡内に造立した仏師慧麟である。

以上のように、本稿では多良木の中世仏像について概観を試み、いくつかの彫刻史的な課題を取り
上げたが、残された大きな課題のひとつは中世神像彫刻についてである。球磨地域では平安時代 10 世
紀ころに製作された木造神像をはじめに、中世から近世まで数多くの神像彫刻が造られていたことが近
年の調査で判明しつつある。多良木地域にも多くの神像彫刻が祀られているが、信仰上の理由もあって
ほとんどその存在を知られていない。各地域の神像の伝存状況の把握と、その造立経緯の検討も今後の
課題である。
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8.　『文化財修理解説書　中山観音堂　木造観世音菩薩立像』（浦仏刻所（福岡県糸島市）、2014 年）
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11. 稲葉継陽「文献史料からみた多良木相良家・相良氏」(『本報告書』、2024 年 )
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31 永享 10 年（1438） 木造男神坐像（阿形） 大檀那藤原相良三河守貴
頼、勧進三郎衛門近重

あさぎり町・某神社

32 永享 12 年（1440） 木造伝観音菩薩坐像 大願主宗心居士 人吉市・某観音堂
33 嘉吉 3 年（1443） 木造女神坐像 作者正繼 錦町・某八幡宮
34 康正 2 年 11 月 28 日（1456）木造阿弥陀如来立像 大願蓑毛重勝 あさぎり町・某神社
35 康正 2 年 11 月６日（1456） 木造毘沙門天立像（修

理）
藤原（相良）長続、代官
藤原儀信、当院主金剛仏
子弘鑁

あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂

36 長禄 4 年 11 月（1460） 木造薬師如来立像 大願主蓑毛備後守重房、
長続

仏師慧麟書記 あさぎり町・某神社

37 長禄 4 年（1460） 木造女神坐像 （再興銘ヵ）彩色常州　
賀吽

湯前町・某大師堂

38 長禄 4 年ヵ（1460） 木造男女神坐像（3 躯） 湯前町・某大師堂
39 寛正 2 年 6 月（1461） 木造千手観音菩薩立像 蓑毛藤原重満 作者慧麟 あさぎり町・某神社
40 寛正 3 年 3 月 18 日（1462） 木造大辯功徳天（大弁

功徳天）・婆藪仙人立
像（2 躯）

大願主住持長堅并妙意女 仏師恵麟 水上村・龍泉寺

41 寛正 6 年（1465） 木造男神坐像 願主彦左衛門并氏女 あさぎり町・某神社
42 寛正 6 年 4 月 25 日（1465） 木造虚空蔵菩薩坐像 大願主族峯正睦僧、当郡

主相良之［　］、妙心尼
公妙□禪尼

仏師慧麟 多良木町・某虚空蔵堂

43 寛正 7 年 2 月 20 日（1466） 木造薬師如来立像 住持金剛仏子朝賢上人 仏師慧麟 多良木町・某薬師堂
44 文正 2 年 2 月（1467） 木造男神坐像 大願主長岡左景政吉 仏師慧麟 湯前町・某大王社
45 応仁元年（1467） 板絵十一面観音坐像御

正体
永吉庄深田村住人願主日
下部貞守

あさぎり町・某阿蘇社

46 応仁 3 年（1469） 木造十一面観音菩薩立
像（2 鵜）

相良能長続、大檀那山田
太山酒揥

大仏師慧麟 山江村・某観音堂

47 文明元年（1469） 木造女神坐像 大願主上（黒臼ヵ ) 九良
左衛門

仏師慧麟 水上村・某神社

48 文明 9 年 10 月（1477） 木造女神坐像 上村権現祝子清宇作之 相良村・某阿蘇社
49 文明 11 年（1479） 木造阿弥陀如来立像 権現院（ヵ）子衛□正

□作
山江村・某阿弥陀堂

50 文明 12 年 8 月（1480） 木造如来形坐像 あさぎり町・某薬師堂
51 文明 14 年（1482） 木造男神像（2 躯） 願主勢二郎正親 あさぎり町・某神社
52 文明 17 年（1485） 銅造十尊懸仏 ミやつかさ田部当縄 多良木町・某神社
53 文明 17 年（1485） 木造地蔵菩薩立像 権現祝子大神氏□□惟

□作也
球磨村・某地蔵堂

54 文明年間（1469 ～ 1487） 木造男女神坐像（2 躯） 山江村・某神社
55 延徳 2 年 4 月 7 日（1490） 木造勢至菩薩立像・木

造観音菩薩立像
大仏師七条（中御門ヵ）
仏所

湯前町・八聖寺

56 明応元年（1492） 木造天神坐像 藤原頼貞公御代 人吉市・某神社
57 明応7年閏10月18日（1498）木造十二神将立像 大願主藤原実冬 錦町・某薬師堂
58 永正 2 年 9 月 26 日（1505） 銅造十一面観音菩薩坐

像懸仏
願主公慶 山江村・某阿弥陀堂

59 永正 8 年 10 月 18 日（1511）木造十一面観音菩薩坐
像

入鴨但馬守重次、嶽村掃
部重正、同為光、重定

五木村・某観音堂

60 永正 10 年 9 月 29 日（1513）木造菩薩形立像（2 躯）願主重泉僧 山江村・某薬師堂
61 永正 10 年 9 月 29 日（1513）木造随身倚像（阿形・

吽形）
願主中嶋新右衛門尉、藤
原重孝

脇田十郎之作 人吉市・某神社

62 永正 11 年 8 月（1514） 木造如来形立像 大旦那藤原長毎并満乗
丸、当寺院大願主秀導

多良木町・某阿弥陀堂

63 永正 13 年（1516） 木造男女神坐像（7 躯）願主助兵衛、藤原長松、
阿邊之貞（助七ヵ )、刻
( ヵ ) 左衛門

多良木町・某神社

64 永正 15 年（1518） 銅造十一面観音菩薩坐
像懸仏

旦那小野公慶、沙門玖（ﾏ
ﾏ）淵重泉僧願主

山江村・某阿弥陀堂

65 大永 2 年（1522） 木造男神立像 人吉市・某阿蘇神社
66 大永 3 年（1523） 木造神面（吽形） 大神惟延 あさぎり町・某神社
67 大永 7 年（1527）5 月 木造天神坐像 権律師宥鑁作 あさぎり町・某天満宮
68 享禄 2 年（1529) 木造男神坐像 人吉市・某神社
69 享禄 2 年ヵ（1529） 木造随身倚像（吽形） 水上村・某神社
70 享禄 5 年 9 月（1532） 木造弥勒菩薩坐像 大檀那清原朝臣成房 仏師慶薫僧、作者二見

住慶薫公
錦町・某弥勒堂

71 天文元年（1532） 木造薬師如来坐像 大願主聡芳知蔵禅師、檀
那藤原朝臣兼秀

仏作慶薫 錦町・某薬師堂

72 天文 2 年（1533） 木造男神坐像 錦町・某神社
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73 天文 2 年 9 月（1533） 木造男神坐像（10 躯）大檀那藤原朝臣長唯、平
等寺天台沙門律師舜澄、
平等寺権律師圓海、主正
祝橘実栄、願主橘実栄、
当代官藤原武秀、当城人
躰千代松丸

葦北郡芦北町・某神社

74 天文 8 年（1539） 木造役行者像 作者鏡運 相良村・某権現
75 天文 8 年 10 月 15 日（1539）木造薬師如来坐像 大願主伴木殊□□□ 錦町・某薬師堂
76 天文 9 年 2 月 25 日（1540） 木造如来形坐像 大檀那藤原朝臣長唯并長

為、大願主当院主権少都
舜義

作者大仏師教慶、敎圓
房

あさぎり町・某観音堂

77 天文 9 年（1540）3 月 13 日 木造男神坐像 山江村・某大明神
78 天文 11 年（1542） 木造山伏ヵ像 相良村・某神社
79 天文 11 年（1542） 木造随身倚像（阿形、

吽形）
大檀那藤原長唯同為晴、
座主真盛、大檀那藤原義
陽公、同亀千丸、座主権
大僧都源誉

建立作者鏡運房、作者
常州賀吽坊

水上村・某神宮

80 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造女神坐像 住僧権律師（ヵ）勢瑜 多良木町・東光寺
81 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造男神坐像 権律師勢瑜 多良木町・東光寺
82 天文 14 年（1545） 木造男神坐像 大願主藤原頼堅、藤原頼

興並頼孝
作者金剛仏子鏡運 あさぎり町・某神社

83 天文 14 年（1545） 木造菩薩形立像 あさぎり町・福元寺
84 天文 16 年（1547） 木造男神坐像 作者權少僧都栄堅、金

剛仏子鏡運
水上村・某神社

85 天文 16 年 10 月 1 日（1547）木造脇侍菩薩立像 大檀那藤原之晴広之御
代、大願主権少僧都榮堅

人吉市・長福寺

86 天文 16 年 10 月 1 日（1547）木造脇侍菩薩立像 大檀那藤原（相良）之晴
広

人吉市・長福寺

87 天文 17 年（1548） 木造菩薩形立像（右脇
侍）

錦町・某薬師堂

88 天文 17 年 3 月（1548） 木造因達羅大将像
（十二神将 12 躯の内）

院主善斉 錦町・某薬師堂

89 天文 18 年 10 月 6 日（1549）銅造如来形坐像懸仏 錦町・某薬師堂
90 天文 20 年（1551） 木造男神坐像（2 躯） 權大僧都栄堅 作者鏡運房 あさぎり町・某神社
91 天文 21 年（1552） 木造男女神坐像（2 躯）大檀那藤原晴広并興頼須

恵人躰大宮詞（ﾏﾏ ) 再興、
願主藤原聖房丸、導師平
等寺当住持權大僧都法印
長快

あさぎり町・某神社

92 天文 23 年（1554） 木造阿弥陀如来坐像 相良村・某仏堂
93 永禄 2 年（1559） 木造僧形神坐像 作者鏡運 水上村・某神社
94 永禄 3 年 11 月 2 日（1560） 木造阿弥陀如来坐像 大壇那藤原頼房公 多良木町・某八幡宮
95 永禄 5 年（1562） 銅造阿弥陀如来坐像・

十一面観音坐像・薬師
如来坐像懸仏（3 躯）

藤原頼房、權大僧都法院
慶闇

相良村・某権現

96 永禄 9 年 4 月 28 日（1566） 木造阿弥陀如来立像 権大僧都頼賀 常州住賀吽権大僧都□
□□作

多良木村・某阿弥陀堂

97 永禄 9 年 4 月 8 日（1566） 木造女神坐像 願主西光寺權大僧都永春 仏師山城国京四条之内
日高民部少輔藤原秀永
并肥後内多良木之住龍
泉庵壽清僧

多良木町・某八幡宮

98 元亀 2 年 11 月 18 日（1571）木造如来形坐像 権律師真瑜霊位 多良木町・東光寺
99 天正 3 年ヵ（1575） 木造阿弥陀如来坐像 座光作者壽清僧 水上村・生善院
100 天正 5 年（1577） 木造十一面観音坐像

（木造六観音菩薩坐像）
当郡都督藤原義陽等、檀
那清原頼忠、願主沙門珠
芳并乗英

大隈宮内之住大仏師源
廻月

錦町・新宮寺

101 天正 5 年（1577） 木造男神坐像 相良千葉祐藤原頼続 あさぎり町・某神社
102 天正 5 年 4 月（1577） 木造大日如来坐像 大仏師廻月 錦町・某大日堂
103 天正 6 年 4 月（1578） 木造千手観音・如意輪

観音坐像（2 躯、木造
六観音菩薩坐像）

村山掃部助藤原長重、宮
原右京進、藤原頼直、藤
原義陽并亀千代并女大施
主所主戊女等各々

金剛仏師日高民部少輔
秀永、同等鱗、同次良
太郎

錦町・新宮寺

104 天正 7 年（1579） 木造男女神坐像（2 躯）檀那東加賀守藤原頼秀 清作彩色常州賀吽房 多良木町・某神社
105 天正 8 年 10 月 16 日（1580）木造狛犬（阿形・吽形）

（2 躯）
願主北崎正市助初袈裟女 作者賀吽（ヵ） 多良木町・某神社

106 天正 9 年 6 月（1581） 木造多聞天立像 関東常州住居権大僧都
頼賀作者賀吽

あさぎり町・正伝寺

107 天正 9 年 6 月（1581） 木造地蔵菩薩立像 作者真秀 五木村・某観音堂
108 天正 11 年ヵ（1583） 木造菩薩立像（右脇侍

像・持蓮華、2 躯）
大願主西光寺住持権大僧
都法印朝尊

作者大山田藤太良 水上村・生善院
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31 永享 10 年（1438） 木造男神坐像（阿形） 大檀那藤原相良三河守貴
頼、勧進三郎衛門近重

あさぎり町・某神社

32 永享 12 年（1440） 木造伝観音菩薩坐像 大願主宗心居士 人吉市・某観音堂
33 嘉吉 3 年（1443） 木造女神坐像 作者正繼 錦町・某八幡宮
34 康正 2 年 11 月 28 日（1456）木造阿弥陀如来立像 大願蓑毛重勝 あさぎり町・某神社
35 康正 2 年 11 月６日（1456） 木造毘沙門天立像（修

理）
藤原（相良）長続、代官
藤原儀信、当院主金剛仏
子弘鑁

あさぎり町・勝福寺跡毘沙門堂

36 長禄 4 年 11 月（1460） 木造薬師如来立像 大願主蓑毛備後守重房、
長続

仏師慧麟書記 あさぎり町・某神社

37 長禄 4 年（1460） 木造女神坐像 （再興銘ヵ）彩色常州　
賀吽

湯前町・某大師堂

38 長禄 4 年ヵ（1460） 木造男女神坐像（3 躯） 湯前町・某大師堂
39 寛正 2 年 6 月（1461） 木造千手観音菩薩立像 蓑毛藤原重満 作者慧麟 あさぎり町・某神社
40 寛正 3 年 3 月 18 日（1462） 木造大辯功徳天（大弁

功徳天）・婆藪仙人立
像（2 躯）

大願主住持長堅并妙意女 仏師恵麟 水上村・龍泉寺

41 寛正 6 年（1465） 木造男神坐像 願主彦左衛門并氏女 あさぎり町・某神社
42 寛正 6 年 4 月 25 日（1465） 木造虚空蔵菩薩坐像 大願主族峯正睦僧、当郡

主相良之［　］、妙心尼
公妙□禪尼

仏師慧麟 多良木町・某虚空蔵堂

43 寛正 7 年 2 月 20 日（1466） 木造薬師如来立像 住持金剛仏子朝賢上人 仏師慧麟 多良木町・某薬師堂
44 文正 2 年 2 月（1467） 木造男神坐像 大願主長岡左景政吉 仏師慧麟 湯前町・某大王社
45 応仁元年（1467） 板絵十一面観音坐像御

正体
永吉庄深田村住人願主日
下部貞守

あさぎり町・某阿蘇社

46 応仁 3 年（1469） 木造十一面観音菩薩立
像（2 鵜）

相良能長続、大檀那山田
太山酒揥

大仏師慧麟 山江村・某観音堂

47 文明元年（1469） 木造女神坐像 大願主上（黒臼ヵ ) 九良
左衛門

仏師慧麟 水上村・某神社

48 文明 9 年 10 月（1477） 木造女神坐像 上村権現祝子清宇作之 相良村・某阿蘇社
49 文明 11 年（1479） 木造阿弥陀如来立像 権現院（ヵ）子衛□正

□作
山江村・某阿弥陀堂

50 文明 12 年 8 月（1480） 木造如来形坐像 あさぎり町・某薬師堂
51 文明 14 年（1482） 木造男神像（2 躯） 願主勢二郎正親 あさぎり町・某神社
52 文明 17 年（1485） 銅造十尊懸仏 ミやつかさ田部当縄 多良木町・某神社
53 文明 17 年（1485） 木造地蔵菩薩立像 権現祝子大神氏□□惟

□作也
球磨村・某地蔵堂

54 文明年間（1469 ～ 1487） 木造男女神坐像（2 躯） 山江村・某神社
55 延徳 2 年 4 月 7 日（1490） 木造勢至菩薩立像・木

造観音菩薩立像
大仏師七条（中御門ヵ）
仏所

湯前町・八聖寺

56 明応元年（1492） 木造天神坐像 藤原頼貞公御代 人吉市・某神社
57 明応7年閏10月18日（1498）木造十二神将立像 大願主藤原実冬 錦町・某薬師堂
58 永正 2 年 9 月 26 日（1505） 銅造十一面観音菩薩坐

像懸仏
願主公慶 山江村・某阿弥陀堂

59 永正 8 年 10 月 18 日（1511）木造十一面観音菩薩坐
像

入鴨但馬守重次、嶽村掃
部重正、同為光、重定

五木村・某観音堂

60 永正 10 年 9 月 29 日（1513）木造菩薩形立像（2 躯）願主重泉僧 山江村・某薬師堂
61 永正 10 年 9 月 29 日（1513）木造随身倚像（阿形・

吽形）
願主中嶋新右衛門尉、藤
原重孝

脇田十郎之作 人吉市・某神社

62 永正 11 年 8 月（1514） 木造如来形立像 大旦那藤原長毎并満乗
丸、当寺院大願主秀導

多良木町・某阿弥陀堂

63 永正 13 年（1516） 木造男女神坐像（7 躯）願主助兵衛、藤原長松、
阿邊之貞（助七ヵ )、刻
( ヵ ) 左衛門

多良木町・某神社

64 永正 15 年（1518） 銅造十一面観音菩薩坐
像懸仏

旦那小野公慶、沙門玖（ﾏ
ﾏ）淵重泉僧願主

山江村・某阿弥陀堂

65 大永 2 年（1522） 木造男神立像 人吉市・某阿蘇神社
66 大永 3 年（1523） 木造神面（吽形） 大神惟延 あさぎり町・某神社
67 大永 7 年（1527）5 月 木造天神坐像 権律師宥鑁作 あさぎり町・某天満宮
68 享禄 2 年（1529) 木造男神坐像 人吉市・某神社
69 享禄 2 年ヵ（1529） 木造随身倚像（吽形） 水上村・某神社
70 享禄 5 年 9 月（1532） 木造弥勒菩薩坐像 大檀那清原朝臣成房 仏師慶薫僧、作者二見

住慶薫公
錦町・某弥勒堂

71 天文元年（1532） 木造薬師如来坐像 大願主聡芳知蔵禅師、檀
那藤原朝臣兼秀

仏作慶薫 錦町・某薬師堂

72 天文 2 年（1533） 木造男神坐像 錦町・某神社
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№ 年号 名称 願主など 仏師など 所在地・所蔵者（管理者）
1 正応元年 8 月 13 日（1288） 木造地蔵菩薩立像 蓮光房 多良木町・青蓮寺

2 永仁 3 年（1295） 木造観音・勢至菩薩立
像（阿弥陀三尊像） 院玄 多良木町・青蓮寺

3 応永 7 年（1400）9 月 20 日 銅造鰐口 金剛佛子印秀 多良木町・某薬師堂

4 応永 19 年 6 月 15 日（1412）木造弘法大師坐像
大願主金剛資頼仙、再興
之願主権大僧都法印真
源、厨子再興之院主堯辰

多良木町・槻木大師堂

5 応永 20 年（1413）4 月 5 日 銅造鰐口 多良木町・某薬師堂（応永 10 年と
も判読している）

6 寛正 6 年 4 月 25 日（1465） 木造虚空蔵菩薩坐像
大願主族峯正睦僧、当郡
主相良之［　　、妙心尼
公妙□禪尼

仏師慧麟 多良木町・某虚空蔵堂

7 寛正 7 年 2 月 20 日（1466） 木造薬師如来立像 住持金剛仏子朝賢上人 仏師慧麟 多良木町・某薬師堂
8 文明 17 年（1485） 銅造十尊懸仏 ミやつかさ田部当縄 多良木町・某神社

9 永正 11 年 8 月（1514） 木造如来形立像 大旦那藤原長毎并満乗
丸、当寺院大願主秀導 多良木町・某阿弥陀堂

10 永正 13 年（1516） 木造男女神坐像（7 躯）
願主助兵衛、藤原長松、
阿邊之貞（助七ヵ )、刻
( ヵ ) 左衛門

多良木町・某神社

11 天文 4 年（1535）2 月 銅造鰐口 二宮大明神鰐口願主須田
二郎右衛門尉 多良木町・某薬師堂

12 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造女神坐像 住僧権律師（ヵ）勢瑜 多良木町・東光寺
13 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造男神坐像 権律師勢瑜 多良木町・東光寺
14 永禄 3 年 11 月 2 日（1560） 木造阿弥陀如来坐像 大壇那藤原頼房公 多良木町・某八幡宮

15 永禄 9 年 4 月 28 日（1566） 木造阿弥陀如来立像 権大僧都頼賀 常州住賀吽権大僧都□
□□作 多良木町・某阿弥陀堂

16 永禄 9 年 4 月 8 日（1566） 木造女神坐像 願主西光寺權大僧都永春

仏師山城国京四条之内
日高民部少輔藤原秀永
并 
肥後内多良木之住龍泉
庵壽清僧

多良木町・某八幡宮

17 元亀元年（1570）12 月 板絵十一面観音菩薩御
正体

願主旦那源義盛古多良木
新兵衛尉 
旦那平髙柳靏次良丸

多良木町・某神社

18 元亀 2 年 11 月 18 日（1571）木造如来形坐像 権律師真瑜霊位 多良木町・東光寺

19 天正 7 年（1579） 木造男女神坐像（2 躯）檀那東加賀守藤原頼秀 清作彩色常州賀吽房 多良木町・某神社

20 天正 8 年 10 月 16 日（1580）木造狛犬（阿形・吽形）
（2 躯） 願主北崎正市助初袈裟女 作者賀吽（ヵ） 多良木町・某神社

表２　中世多良木の在銘仏神像一覧（表１より抜粋）

109 天正 11 年（1583） 木造男神坐像 仏師日高民部少輔秀永 人吉市・観音院
110 天正 14 年（1586）10 月 木造准胝観音坐像（木

造六観音菩薩坐像）
藤原氏相良常陸介長用 仏師日州之住人大神氏

金箂老之（ヵ）
錦町・新宮寺

111 天正 16 年（1588） 木造男女神立像（2 躯） 山江村・某祇園堂
112 天正 16 年 8 月（1588） 木造天神坐像 施主藤原実方 作者麻生主水助 人吉市・某神社
113 天正 18 年（1590） 木造男神像（2 躯） 願主彦三郎 細工者緒方藤右衛門 あさぎり町・某神社
114 天正 19 年（1591） 木造男女神坐像（5 躯） 園田豊前守、山神権太

右衛門尉、同源右衛門尉、
神主山神紀伊守

作者麻生主水助 人吉市・某阿蘇神社
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村木二郎

仏教的世紀末思想である末法思想が平安時代の中頃から流行すると、浄土教が広まっていった。仏
教は因果応報を説いており、来世で浄土に生まれるためには、現世で功徳を積まねばならない。仏教的
作善業は功徳が大きく、釈迦の教えである経典を書写することが大きな善業であることは法華経のなか
でも強調されている。そうして日本で案出されたのが、法華経を主とする経巻を写し、それを埋納して
後世まで伝える、経塚の造営であった。

本稿で述べる東光寺経塚については、既にいくつかの論考がある。なかでも山川公見子氏の研究（山
川2004）は先行研究を検証したうえで詳細な検討をおこなっており、本稿はそれを超えるものではない。
ただ、経筒・銅銭ともに保存修復作業をおこなったことで新しい知見も加わったため、ここに改めて東
光寺経塚について拙文を認めることとする。なお、所蔵機関が資料番号を改訂したため、山川論稿と本
稿とでは番号が異なる。また、経筒に関しては筒身と蓋のセット関係も変わっている（表 1）。

東光寺経塚と出土資料について

本稿 山川筒身 山川蓋 筒身高 口径 底径 厚 蓋高 蓋径 鈕高
1 号 Ⅰ Ⅵ 15.6 7.2 7.1 0.1 7.7 1.6
2 号 Ⅱ Ⅳ 15.6 7.1 ～ 7.2 7.1 0.1 7.5 ～ 7.6
3 号 Ⅲ Ⅴ 15.6 7.2 ～ 7.3 7.0 ～ 7.1 0.1 7.4 ～ 7.6
4 号 Ⅵ Ⅲ 15.5 7.2 ～ 7.3 7.2 0.1 7.6
5 号 Ⅴ Ⅰ 15.5 7.2 ～ 7.3 7.2 0.1 3.1 7.5 ～ 7.6 1.6
6 号 Ⅶ Ⅱ 15.6 7.2 ～ 7.3 7.2 0.1 1.6
7 号 Ⅳ Ⅶ 15.6 7.2 7.2 0.1 7.7
8 号 Ⅷ Ⅷ 15.5 ～ 15.6 7.2 ～ 7.4 7.2 0.1 （3.0）7.5 ～ 7.6 1.6

（数値の単位は㎝）

表1　経筒資料番号の新旧対照表（本稿＝新、山川＝旧）

写真1　東光寺経塚出土経筒
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№ 年号 名称 願主など 仏師など 所在地・所蔵者（管理者）
1 正応元年 8 月 13 日（1288） 木造地蔵菩薩立像 蓮光房 多良木町・青蓮寺

2 永仁 3 年（1295） 木造観音・勢至菩薩立
像（阿弥陀三尊像） 院玄 多良木町・青蓮寺

3 応永 7 年（1400）9 月 20 日 銅造鰐口 金剛佛子印秀 多良木町・某薬師堂

4 応永 19 年 6 月 15 日（1412）木造弘法大師坐像
大願主金剛資頼仙、再興
之願主権大僧都法印真
源、厨子再興之院主堯辰

多良木町・槻木大師堂

5 応永 20 年（1413）4 月 5 日 銅造鰐口 多良木町・某薬師堂（応永 10 年と
も判読している）

6 寛正 6 年 4 月 25 日（1465） 木造虚空蔵菩薩坐像
大願主族峯正睦僧、当郡
主相良之［　　、妙心尼
公妙□禪尼

仏師慧麟 多良木町・某虚空蔵堂

7 寛正 7 年 2 月 20 日（1466） 木造薬師如来立像 住持金剛仏子朝賢上人 仏師慧麟 多良木町・某薬師堂
8 文明 17 年（1485） 銅造十尊懸仏 ミやつかさ田部当縄 多良木町・某神社

9 永正 11 年 8 月（1514） 木造如来形立像 大旦那藤原長毎并満乗
丸、当寺院大願主秀導 多良木町・某阿弥陀堂

10 永正 13 年（1516） 木造男女神坐像（7 躯）
願主助兵衛、藤原長松、
阿邊之貞（助七ヵ )、刻
( ヵ ) 左衛門

多良木町・某神社

11 天文 4 年（1535）2 月 銅造鰐口 二宮大明神鰐口願主須田
二郎右衛門尉 多良木町・某薬師堂

12 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造女神坐像 住僧権律師（ヵ）勢瑜 多良木町・東光寺
13 天文 11 年 9 月 8 日（1542） 木造男神坐像 権律師勢瑜 多良木町・東光寺
14 永禄 3 年 11 月 2 日（1560） 木造阿弥陀如来坐像 大壇那藤原頼房公 多良木町・某八幡宮

15 永禄 9 年 4 月 28 日（1566） 木造阿弥陀如来立像 権大僧都頼賀 常州住賀吽権大僧都□
□□作 多良木町・某阿弥陀堂

16 永禄 9 年 4 月 8 日（1566） 木造女神坐像 願主西光寺權大僧都永春

仏師山城国京四条之内
日高民部少輔藤原秀永
并 
肥後内多良木之住龍泉
庵壽清僧

多良木町・某八幡宮

17 元亀元年（1570）12 月 板絵十一面観音菩薩御
正体

願主旦那源義盛古多良木
新兵衛尉 
旦那平髙柳靏次良丸

多良木町・某神社

18 元亀 2 年 11 月 18 日（1571）木造如来形坐像 権律師真瑜霊位 多良木町・東光寺

19 天正 7 年（1579） 木造男女神坐像（2 躯）檀那東加賀守藤原頼秀 清作彩色常州賀吽房 多良木町・某神社

20 天正 8 年 10 月 16 日（1580）木造狛犬（阿形・吽形）
（2 躯） 願主北崎正市助初袈裟女 作者賀吽（ヵ） 多良木町・某神社

表２　中世多良木の在銘仏神像一覧（表１より抜粋）

109 天正 11 年（1583） 木造男神坐像 仏師日高民部少輔秀永 人吉市・観音院
110 天正 14 年（1586）10 月 木造准胝観音坐像（木

造六観音菩薩坐像）
藤原氏相良常陸介長用 仏師日州之住人大神氏

金箂老之（ヵ）
錦町・新宮寺

111 天正 16 年（1588） 木造男女神立像（2 躯） 山江村・某祇園堂
112 天正 16 年 8 月（1588） 木造天神坐像 施主藤原実方 作者麻生主水助 人吉市・某神社
113 天正 18 年（1590） 木造男神像（2 躯） 願主彦三郎 細工者緒方藤右衛門 あさぎり町・某神社
114 天正 19 年（1591） 木造男女神坐像（5 躯） 園田豊前守、山神権太

右衛門尉、同源右衛門尉、
神主山神紀伊守

作者麻生主水助 人吉市・某阿蘇神社
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図1　東光寺経塚出土経筒（1）
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図2　東光寺経塚出土経筒（2）
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図4　東光寺経塚出土経筒（4）
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多良木町黒肥地に所在する東光寺経塚は、東光寺跡背後の愛宕山中腹において、1936 年に開墾の際
に発見された。発見から半年後の聞取り調査によると、径約 120 ～ 150× 深さ約 75㎝の土坑内に石囲
いを設けて中に敷板（？）を敷き、青銅製経筒を前に 6 点、後ろに 2 点置いて、銅銭 24 枚を並べてあった。
この土坑は、約 45×25㎝、約 45×30㎝の 2 枚の平石で蓋をしてあり、さらにその上に 100 個余りの川
原石を積んで塚をなしていた、という（坂本 1936）。現在確認できる遺物は、青銅鋳造製経筒 8 点と
銅銭 23 枚である（写真 1）。

経筒は 8 点ともほぼ同形同大である（図 1 ～ 4）。3 段の甲盛をもった天井の頂部に宝珠形の鈕を据
える蓋と、無文円筒の筒身からなる、三段盛上式経筒である。筒身の高さは 15.5 ～ 15.6㎝、口径は 7.1
～ 7.4㎝、底径は 7.0 ～ 7.2㎝、器壁の厚さは 0.1㎝で、蓋の高さは 5 号経筒から 3.1㎝、外径は 7.4 ～
7.7㎝、鈕高は 1.6㎝である。ただし、2 ～ 4、7 号経筒は蓋の天井部が欠損している。また、その他の
蓋も鈕＋天井部と、蓋受け＋天井部とが破損により分断しており、1、6 号については接合もできず、5、
8 号についても接合修復しているものの歪になっており、図面では補正をしている。これは、天井部の
とくに 2 段目の盛上り箇所の厚さが 0.1㎝弱と非常に薄い作りであり、土圧等に耐えられず歪曲、破損
したためと思われる。

経筒は筒身の底と身を一体に鋳造する一鋳式で、これが本経筒の重要な特徴である。12 世紀代に盛
行する九州の経筒の多くは底板に銅板を嵌め込む別作りであり、それらの系統とは製作技法が異なる。
一鋳式経筒は東日本の太平洋側ではしばしば見られるもので、分厚い筒身の底部に湯口痕が残る。ほか
には播磨地域に見られる三段笠蓋式経筒が一鋳式で、薄作りのうえ湯口痕が残らないよう丁寧に仕上げ
整形を施す。東光寺経筒は底部外面に丁寧なロクロ磨きの痕跡が残っており、湯口の痕が消されている。
技法的には三段笠蓋式経筒の系統であるが、時期的に 100 年以上も隔たっているため、直接的な影響
を考える必要はなかろう。

底部内面には 4 号経筒に 8 巻分の経巻痕跡が明瞭に残っている。銘文にも各経筒に法華経 1 部を納
めた旨が刻まれており、実際に法華経 1 部 8 巻が経筒に入れられたことがわかる。また、その経巻痕
のさらに下には同心円状の微妙な凹凸が確認できる。これは鋳型の中子を作る際に使った挽き型の痕跡
が小口面に残り、それが鋳造した経筒の内底面に転写したものと考えられる。

全体に丁寧な仕上げ調整をしている一方で、8 号経筒のみは異なる。蓋、筒身ともに鋳造の際の湯ま
わりが悪かったようで鬆が目立つ。ほかの経筒は蓋の天井部にロクロ磨きをかけて整えるが、8 号経筒
はそれを施さず粗放である。筒身部も鋳放ちのように粗いままであるためか、この経筒のみは銘文が刻
まれていない。

東光寺経筒は相良氏に関する銘文を有する資料として注目されてきた。筒身に刻まれた銘文は必ず
しも鮮明ではなく、報告者によって判読が異なる。本稿では多良木町教育委員会が提案する銘文に従う
こととする。銘文が刻まれているのは 1 ～ 7 号経筒で、1 号経筒が藤原（相良）頼氏の名を刻むもので
ある。銘文は類型化されており、
　　奉納
　　　如法書寫妙法蓮花經一部銅筒一
　　右志者為（人名 A）（願意）也仍供養奉納如件
　　　文永十年〈癸／酉〉十一月四日
　　　　　　　　　　　　　　　（人名 B）〈敬／白〉

となる。人名 A と B が同じで自らを供養したものが 1、4 ～ 7 号の 5 点、人名 A と B が異なり人名
A に「藤原氏慈父尊霊」と亡父を追善供養したものが 2 号の 1 点である。3 号は判読不明箇所が多く詳
細はわからない。願意には、「現世安穏後生善所乃至法界平等利益」（1、6、7 号）、「往生極樂證大菩提
乃至法界平等利益」（2、4 号）、「七世恩所往生極樂證大菩提自他法界平等利益」（5 号）とある。現世
安穏を願うものもあるが、後生善所・往生極楽といずれも死後の往生を願う浄土信仰の所産である。人
名を特定できないものがほとんどであるが、相良頼氏が中心となり、多良木相良氏の本拠地で大規模な
埋経供養をおこなったことが想定される。
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図5　東光寺経塚出土銅銭（原寸大）
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東光寺経筒は相良氏に関する銘文を有する資料として注目されてきた。筒身に刻まれた銘文は必ず
しも鮮明ではなく、報告者によって判読が異なる。本稿では多良木町教育委員会が提案する銘文に従う
こととする。銘文が刻まれているのは 1 ～ 7 号経筒で、1 号経筒が藤原（相良）頼氏の名を刻むもので
ある。銘文は類型化されており、
　　奉納
　　　如法書寫妙法蓮花經一部銅筒一
　　右志者為（人名 A）（願意）也仍供養奉納如件
　　　文永十年〈癸／酉〉十一月四日
　　　　　　　　　　　　　　　（人名 B）〈敬／白〉

となる。人名 A と B が同じで自らを供養したものが 1、4 ～ 7 号の 5 点、人名 A と B が異なり人名
A に「藤原氏慈父尊霊」と亡父を追善供養したものが 2 号の 1 点である。3 号は判読不明箇所が多く詳
細はわからない。願意には、「現世安穏後生善所乃至法界平等利益」（1、6、7 号）、「往生極樂證大菩提
乃至法界平等利益」（2、4 号）、「七世恩所往生極樂證大菩提自他法界平等利益」（5 号）とある。現世
安穏を願うものもあるが、後生善所・往生極楽といずれも死後の往生を願う浄土信仰の所産である。人
名を特定できないものがほとんどであるが、相良頼氏が中心となり、多良木相良氏の本拠地で大規模な
埋経供養をおこなったことが想定される。
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銅銭は 24 枚出土したとされるが、現存するのは 23 枚である（図 5）。多良木町教育委員会の再整理
で、東光寺経塚出土銅銭は No.9 ～ 31 の番号が振り直された。内訳は初鋳年順に挙げると、開元通宝
2 枚（9、10）、景徳元宝 1 枚（16）、祥符通宝 2 枚（11、12）、天禧通宝 2 枚（13、31）、皇宋通宝 1
枚（15）、熙寧元宝 3 枚（17、18、26）、元豊通宝 1 枚（20）、元祐通宝 2 枚（14、21）、紹聖元宝 2
枚（22、23）、元符通宝 1 枚（27）、聖宋元宝 1 枚（30）、崇寧通宝当十銭 1 枚（24）、大観通宝 1 枚（25）、
紹熙元宝 1 枚（19）、景定元宝〈背三〉1 枚（29）、銭文不明 1 枚（28）である。銭文不明の 1 枚は下
の文字が「元」と認められる。最新銭は景定元宝で裏文字が「三」なので、景定三年（1262）鋳造で
ある。

銅銭のなかで注目されるのは崇寧通宝当十銭すなわち大銭が含まれることである。日本中世社会で
は中国で鋳造された銅銭が通貨として使用されたが、銅銭はすべて 1 枚 1 文として通用した。そのた
め 1 枚で 3 文、5 文、10 文とみなされる大銭は日本列島では使われなかったとするのが通説である。
それは各地で見つかる 14 世紀以降の大量埋蔵銭のなかに大銭が含まれないこと、含まれる場合には大
型である大銭の周囲を削って通常の銅銭と同じ大きさに加工していることが証左となっている。博多や
堺など海外との窓口である港湾遺跡では大銭が出土するが、それは大銭が数文の価値で通用する国際港
ならではと考えられる。ところが、経塚に埋納された銅銭のなかに大銭が含まれている事例が散見され
る。山城・花背別所第 5 経塚、摂津・滝ノ奥経塚、紀伊・高尾山第 1 経塚、伊予・村山神社経塚、肥前・
古薗経塚などで、西日本に限られるとはいえ広範囲で確認される。経塚は 12 世紀代を中心に造営され
ており、銅銭が日本で使用されるようになってまだ浅い時期である。そうした初期段階においては、大
銭は本来の数文の価値で通用していたとみなければ、このように各地で出土することはなかろう（村木
2010）。東光寺経塚からも大銭が出土したということは、13 世紀後半でもまだ大銭が通用していた可
能性を示唆するものであり、この 1 枚は非常に重要な意味をもつ。

経筒に刻まれた銘文の初めには「如法書写」と書かれているように、埋納された法華経は厳格な作
法に基づいて書写された如法経である。宗快により嘉禎二年（1236）に撰述された『如法経現修作法』
によると、前方便・正懺悔にはじまる作法は料紙迎、水迎と清浄な紙・水を調え、写経者は手袋・覆面
のうえ筆立（写経）し、筒奉納、供養（十種供養）をおこなったうえで奉納（埋経）に至る。『法然上
人絵伝』によるとその過程は大勢の人びとの目にするところであり、一族や近親者のみならず衆目のも
とで実施することで、周辺住民をも交えた多くの人びとを結縁させることに、この埋経供養の意義があっ
たと思われる。

埋納された経巻は釈迦の教えであり、「法身之舎利」と呼ばれて釈迦の骨である肉舎利に擬された。
すなわち経塚は舎利を埋納したストゥーパ（仏塔）であり、そこは聖なる地として人びとの信仰の対象
となる。東光寺経塚がつくられた愛宕山中腹から指呼の間には、胎蔵界大日如来の種子「アーンク」を
薬研彫りで刻んだ 4 ｍを超える巨大な磨崖板碑が存在する。13 世紀末から 14 世紀前半頃につくられ
たと考えられており、経塚とあわせてこの一帯は聖なる空間を形成している。経塚は日本各地に見られ
るが、なかでも九州地方には 11 世紀末という早い時期から集中的につくられ、全国的に流行する 12
世紀半ば過ぎには、逆に急激に造営数が減るという特徴がある。そのような流れとは別の論理で、東光
寺経塚は文永十年（1273）にこの地につくられた。それは多良木相良氏がこの地を領し治めるにあたっ
て、一族および地域住民の結集核となる信仰拠点を新たに設けるための装置として必要とされたためと
考えられる。 

参考文献
坂本経尭 1936「球磨郡黒肥地村出土文永十年在銘経筒に就て（上）」『九州日日新聞　昭和 11 年 8 月 31 日朝刊』
村木二郎 2010「経塚出土銭からみた大銭の利用」『遠古登攀　遠山昭登君追悼考古学論集』（『遠古　　登攀』刊行会）
山川公見子 2004「東国御家人の埋経－熊本県球磨郡多良木町所在東光寺経筒について－」『肥後考古』12

― 220 ―



- 221 -

第Ⅷ章　総括
第２節　総括
（１）相良頼景館跡

相良家史によれば、鎮西相良氏の祖である相良頼景の
館跡は「蓮花寺ノ上」「東ノ前」とされる。現在、館跡
は球磨川に面し、東・西・北側には土塁が残っている。
昭和 49 年～ 50 年、熊本県文化課による発掘調査が行
われ、館跡の東西に濠跡、球磨川に沿って石積護岸が確
認された。この調査結果から、土塁と濠を併せ持つ方形
居館であるとともに、川湊として価値付けられ、報告者
は相良頼景の館跡と評価している。

今回のトレンチ調査の結果、北側の堀は２時期あるこ
とを確認した。当初の堀を北堀１、掘り直しの新しい堀
を北堀２とし説明を加える。

北堀１は 13 世紀後半に幅６ｍ、深さ２ｍの規模で薬
研に開削され、県調査で確認されている東西外濠ととも
に館跡を方形に区画するものであった。北堀１の覆土下
位には明褐色粘質土（H-27 層）の堆積があり、この層
から 15 世紀中頃の青磁が出土した。この明褐色粘質土

（H-27 層）の科学分析の結果、花粉・珪藻は非常に保
存状態が悪い状況で、微化石が遺存し難い環境であった
ことがわかった。微化石の破壊は、乾湿を繰り返したこ
とが原因である。微化石が残り難い環境でありながら、
イネなどの珪酸体は多分に検出された。このことは、遺
跡周辺に水田が広がっていたことを示すものである。発
掘調査と科学分析の結果から、当初の北堀１は区画堀と
ともに灌漑機能も兼ねていたことがわかった。

この明褐色粘質土（H-27 層）に対応すると考えられ
るのが、土質が似ている県調査東外濠の下層に堆積する
黄灰色粘質土である。

鎌倉時代に多良木相良氏が開発したとされる河川灌漑
「鮎之瀬井手」は、館跡から上流約 450 ｍの場所で取水
され、館跡及び蓮花寺跡の北側を流れている。蓮花寺跡
で確認された A ／ B 区溝跡は、県調査当時の「鮎之瀬
井手」の流路方向と重複していることから（第９図）、「鮎
之瀬井手」の一部であったと考えられる。B 区溝最下層
から出土した遺物（第 35・36 図）は概ね 13 世紀後半
のもので、その頃には灌漑用水は機能していたといえる。
以上のことから、北堀１や東外濠への水の供給源は「鮎
之瀬井手」であったと考えられる。

その後、北堀１は 15 世紀中頃に人為的に埋め戻され、
再度、規模を小さくした北堀２が掘り直されている。北
堀２の覆土の堆積状況からみて、開削から廃棄まで短い
期間に機能した堀である。北堀２は、幅 3.2 ｍ、深さ 1.1
ｍの規模で薬研に開削され、人為的に礫でもって埋め戻
されている。北堀２の人為的埋め戻しは、覆土上位層か
ら検出した炭化物散在層の C14 分析の結果、15 世紀後

半～ 16 世紀前葉である。
次に、北側土塁は残存幅 4.6 ｍ・高さ 1.2 ｍの規模で

確認できた。土塁直下に炭化物を多量に含む整地層を確
認した。土塁は版築構造もなく、北側からの発生土によ
る盛土であることを堆積状況は示している。整地層より
も下位には２枚の水性堆積層があり、ともに無遺物層で
ある。その下が地山である礫層である。旧地形は土塁部
分が最高所で、旧自然堤防付近に当たると思われる。

整地層で採取した炭化物の C14 分析の結果、測定
誤差の２σ暦年代は、整地層① -1 が calAD1272 ～
1300、整地層① -2 が calAD1230 ～ 1293、整地層②
-1 が calAD1305 ～ 1402、整地層② -2 が calAD1305
～ 1401、整地層①が calAD1326 ～ 1423 である。よっ
て、土塁造成は 15 世紀前葉以降である。しかし、館跡
は 13 世紀後半からは確実に機能していたことが年代測
定結果から分かる。北側堀の開削も併せて土塁造成の時
期を総合的に勘案すると、土塁造成は北堀１でなく北堀
２に伴うものである。

熊本県調査資料の再整理の結果は次のとおりである。
特徴的な陶磁器を挙げると、相良頼景館跡では、白磁四
耳壷・瀬戸卸皿・青磁香炉・白磁梅瓶・瀬戸瓶子・白磁
合子・高麗象嵌鉢、緑釉洗・黄釉鉄絵洗・枢府系白磁・
白磁水注が出土しており、館として遜色ない高級品を備
えている。一方、中世期のコンテナ容器として使用され
た中国産の大型甕も出土しており、流通拠点に相応しい
製品も合わせてもつのが特徴といえる。国産陶器の常滑
焼は４型式から７型式で、13 世紀から 14 世紀の年代
観である。隣接する蓮花寺跡からは酒海壷蓋・元様式の
青磁瓶・白磁合子・白磁梅瓶・白磁蕾座壷・中国天目・
瀬戸天目・白磁四耳壷が出土している。土師器の形態や、
陶磁器の年代から見て、遺跡の形成は蓮花寺跡が先行す
る。

遺構の形成過程や出土遺物とその量から見て、蓮花寺
跡・相良頼景館跡は 13 世紀中頃から徐々に形成されは
じめ、13 世紀後半から 15 世紀中頃にかけてピークを
迎え、それ以降は衰微する傾向にある。

相良頼景館跡は領主居館としては小規模である。一般
に居館であれば堀で四周を囲むが、川側を開放している
ことから館と断定できない要素も認められる。出土して
いる陶磁器は高級品もあり、有力者の拠点あるいは港湾
施設等の流通拠点を示すものである。熊本県調査で確認
された石積堤防へと続く石敷遺構の広場は古代～中世の
港湾によく見られる構造である。

相良頼景館跡の西側に隣接する蓮花寺は、相良頼氏が
創建した多良木相良氏の供養所である。文永６年（1269）
銘の多良木相良氏による笠塔婆の造塔、当初の石組墓に
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銅銭は 24 枚出土したとされるが、現存するのは 23 枚である（図 5）。多良木町教育委員会の再整理
で、東光寺経塚出土銅銭は No.9 ～ 31 の番号が振り直された。内訳は初鋳年順に挙げると、開元通宝
2 枚（9、10）、景徳元宝 1 枚（16）、祥符通宝 2 枚（11、12）、天禧通宝 2 枚（13、31）、皇宋通宝 1
枚（15）、熙寧元宝 3 枚（17、18、26）、元豊通宝 1 枚（20）、元祐通宝 2 枚（14、21）、紹聖元宝 2
枚（22、23）、元符通宝 1 枚（27）、聖宋元宝 1 枚（30）、崇寧通宝当十銭 1 枚（24）、大観通宝 1 枚（25）、
紹熙元宝 1 枚（19）、景定元宝〈背三〉1 枚（29）、銭文不明 1 枚（28）である。銭文不明の 1 枚は下
の文字が「元」と認められる。最新銭は景定元宝で裏文字が「三」なので、景定三年（1262）鋳造で
ある。

銅銭のなかで注目されるのは崇寧通宝当十銭すなわち大銭が含まれることである。日本中世社会で
は中国で鋳造された銅銭が通貨として使用されたが、銅銭はすべて 1 枚 1 文として通用した。そのた
め 1 枚で 3 文、5 文、10 文とみなされる大銭は日本列島では使われなかったとするのが通説である。
それは各地で見つかる 14 世紀以降の大量埋蔵銭のなかに大銭が含まれないこと、含まれる場合には大
型である大銭の周囲を削って通常の銅銭と同じ大きさに加工していることが証左となっている。博多や
堺など海外との窓口である港湾遺跡では大銭が出土するが、それは大銭が数文の価値で通用する国際港
ならではと考えられる。ところが、経塚に埋納された銅銭のなかに大銭が含まれている事例が散見され
る。山城・花背別所第 5 経塚、摂津・滝ノ奥経塚、紀伊・高尾山第 1 経塚、伊予・村山神社経塚、肥前・
古薗経塚などで、西日本に限られるとはいえ広範囲で確認される。経塚は 12 世紀代を中心に造営され
ており、銅銭が日本で使用されるようになってまだ浅い時期である。そうした初期段階においては、大
銭は本来の数文の価値で通用していたとみなければ、このように各地で出土することはなかろう（村木
2010）。東光寺経塚からも大銭が出土したということは、13 世紀後半でもまだ大銭が通用していた可
能性を示唆するものであり、この 1 枚は非常に重要な意味をもつ。

経筒に刻まれた銘文の初めには「如法書写」と書かれているように、埋納された法華経は厳格な作
法に基づいて書写された如法経である。宗快により嘉禎二年（1236）に撰述された『如法経現修作法』
によると、前方便・正懺悔にはじまる作法は料紙迎、水迎と清浄な紙・水を調え、写経者は手袋・覆面
のうえ筆立（写経）し、筒奉納、供養（十種供養）をおこなったうえで奉納（埋経）に至る。『法然上
人絵伝』によるとその過程は大勢の人びとの目にするところであり、一族や近親者のみならず衆目のも
とで実施することで、周辺住民をも交えた多くの人びとを結縁させることに、この埋経供養の意義があっ
たと思われる。

埋納された経巻は釈迦の教えであり、「法身之舎利」と呼ばれて釈迦の骨である肉舎利に擬された。
すなわち経塚は舎利を埋納したストゥーパ（仏塔）であり、そこは聖なる地として人びとの信仰の対象
となる。東光寺経塚がつくられた愛宕山中腹から指呼の間には、胎蔵界大日如来の種子「アーンク」を
薬研彫りで刻んだ 4 ｍを超える巨大な磨崖板碑が存在する。13 世紀末から 14 世紀前半頃につくられ
たと考えられており、経塚とあわせてこの一帯は聖なる空間を形成している。経塚は日本各地に見られ
るが、なかでも九州地方には 11 世紀末という早い時期から集中的につくられ、全国的に流行する 12
世紀半ば過ぎには、逆に急激に造営数が減るという特徴がある。そのような流れとは別の論理で、東光
寺経塚は文永十年（1273）にこの地につくられた。それは多良木相良氏がこの地を領し治めるにあたっ
て、一族および地域住民の結集核となる信仰拠点を新たに設けるための装置として必要とされたためと
考えられる。 

参考文献
坂本経尭 1936「球磨郡黒肥地村出土文永十年在銘経筒に就て（上）」『九州日日新聞　昭和 11 年 8 月 31 日朝刊』
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連接し拡大する石積基壇、その上に配置された五輪塔は、
多良木相良氏と蓮花寺との強い関係を示すものである。
また、検出された溝は「鮎之瀬井手」の流路の一部で、
溝の廃棄は用水の延長と考えられ、それは灌漑域の拡大
を意図したものと評価できる。

これらの要素から相良頼景館跡は、多良木相良氏に関
連する川湊関連施設か居館の可能性がある遺跡であり、
出土遺物から多良木相良氏が大陸や半島の優品を入手で
きるだけの立場を有するとともに、球磨川という流通経
路を確保していたと推定される。西遷御家人の経済活動・
地域支配の在り方を示す遺跡と評価できる。

　
（２）青蓮寺境内

相良家史によれば、青蓮寺は鎮西相良氏の祖である相
良頼景の後室とされる青蓮尼の位牌所として、永仁６年

（1298）に多良木家の相良頼宗によって草創されたと伝
えられる。また、青蓮寺が草創される３年前の永仁３
年（1295）に多良木家の相良頼宗が祖・頼景の廟を建
て、阿弥陀三尊を祀ったとの記載がある。堂内に安置さ
れた阿弥陀三尊像の両脇侍の足の枘には、永仁３年の銘
がありこれを証左する。阿弥陀三尊像は、京都の蓮華王
院三十三間堂の観音像を７躯手掛けた法印院玄の作であ
る。

現在の須弥壇の格狭間などの一部は鎌倉時代後期の当
初材で、これを転用し使用されている。現青蓮寺阿弥陀
堂は嘉吉３年（1443）の阿弥陀堂が原型で、宝暦４年

（1754）の大規模改修をうけた姿である。また、青蓮寺
境内には、阿弥陀堂の北側斜面に県指定史跡である「青
蓮寺古塔碑群」が所在する。

阿弥陀堂裏の南向き傾斜面の段造成部分に、古塔碑群
が並ぶ、その中心に壇上積基壇が設置されている。壇上
積基壇は阿弥陀堂の中軸線上で、計画的な配置といえる。
壇上積基壇の構築時期は、その形状や青蓮寺阿弥陀堂の
変遷から考慮すると、永仁期の廟所整備の時期が最も整
合する。

青蓮寺境内の当初の姿を復元すると、廟所の中に阿弥
陀三尊が安置され、その背後中軸線上に、壇上積基壇を
設け、その上に五輪塔がのるという景観が復元できる。
このような墓所景観は、個人の墓所ではなく、一族の墓
所として機能していたと思われる。惣領家の役割として、
相伝文書・鎧・旗の管理とともに、一族の墓所整備及び
管理という重要な役割を多良木家は果たしていたことが
わかる。

壇上積基壇の周囲に残る石造物群の紀年銘と配置状況
を確認すると、基壇西側に多良木家・佐牟田家を統一し、
相良本宗家を継承した永留長続・為続の五輪塔や、戦国
時期・江戸期の相良氏当主の五輪塔が配置されている。
このことから、墓所開放は多良木家が滅亡して、永冨家

による多良木村の直轄支配期からである。鎮西相良氏の
祖・頼景を祀る壇上積基壇に最も近い位置に長続とその
嫡子・為続の五輪塔が配置されているのは、壇上積基壇
及びその上の伝頼景供養塔に支配の正当性を求めたから
といえる。戦国期・江戸期の相良氏当主の五輪塔が青蓮
寺境内に造営され続けたのは、このような論理が背景に
あったからである。

また、青蓮寺阿弥陀堂は数度の修繕がされている。天
文 11 年（1542）の棟札によれば、この時の大檀那は相
良氏当主の相良長唯である。このことからも多良木相良
氏滅亡後においても祖・相良頼景を祀る青蓮寺は、相良
氏支配の正当性を示す場所であり続けた。

（３）東光寺磨崖梵字
東光寺磨崖梵字は磨崖板碑であることがわかった。
磨崖板碑に刻まれた梵字は、五点具足の胎蔵界大日如

来（ām
・

h
・
）と五点具足の金剛界大日如来（vām

・

h
・
）であ

る可能性が極めて高い。造営時期は武蔵型板碑の隆盛時
期を考慮すると、13 世紀末から 14 世紀前半と考えら
れる。

磨崖面前面のトレンチ調査によって、磨崖面前面は人
為的な造成土であることがわかった。この造成土から
13 世紀後半～ 14 世紀前半の土師器や 13 世紀後半の青
磁碗が出土している。

磨崖面の右側に開口した石窟は、木造部材をはめ込ん
だ入口構造を備えることが分かった。右側壁奥には東側
へと延びる先細りの空洞があり、空洞床面には土師器片
が散在していた。この湧水は石窟内部での宗教行為を構
成する一部と考えられる。

中世の「多良木村」の中には東光寺村が含まれ、建久
４年（1193）から相良頼景が領知していた〔相５号〕。
寛元元年（1243）の裁許により東光寺村は頼景の嫡子・
長頼が領掌し、長頼死去後は頼氏が領知することになる。
文応元年（1260）の東光寺再興も頼氏によるものとさ
れ、多良木相良氏との関係性は深い。文永 10 年（1273）
11 月４日銘の経筒は、モンゴル帝国との対外的な緊張
の最中、多良木家の頼氏が一族の現世安穏後生善処を祈
願したものである。

このような一族結合の場である東光寺に磨崖板碑は造
営される。磨崖板碑の造営は、初代・頼景からみて孫（頼
氏）・曾孫（頼宗）の世代の時期である。板碑の形態を
採用したのは、東国御家人に出自を持つ多良木相良氏の
意図が働いたと考えられる。また、磨崖板碑のその大き
さから当時のランドマークであったといえ、地域社会へ
の権威付けの機能もあったと考えられる。

（４）遺跡の評価
多良木相良氏遺跡は、豊富な中世文書や建造物、石造
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物とともに、西遷御家人による地域開発や本拠形成の様
子が具体的にわかる事例である。

相良氏入部以前、多良木の地は平安仏の存在等から京
都などとの交流が認められるなど、物流の拠点に当たる
と考えられる。多良木相良氏は、平安時代以来の伝統的
な交易ルートを掌握するだけでなく、当時の対外交易の
窓口と考えられる葦北や坊津などと球磨川水運や陸路で
つながっていたことを想起させる。

その交易ルートの拠点である多良木村に灌漑を整備
し、その灌漑域に供養所である蓮花寺や、居館もしくは
川湊関連施設という拠点施設を整備している。また用水
の出水口には多良木相良氏の庇護を受けた王宮神社を配
置している。史料に「河梶取」とあるように、多良木村
は球磨川水運の最上流地点であった。

灌漑域の北側の河岸段丘上に一族の氏寺である青蓮寺
境内があり、青蓮寺境内地の鬼門方向に東光寺磨崖板碑
や東光寺薬師堂といった宗教施設が設けられている。

今回の調査で、多良木相良氏による計画的な地域開発
の様子が状況証拠により具体化された。中世の寺院等が
残るだけでなく、用水の確保や管理といった耕地開発の
在り方がわかる。中世の景観を色濃く留めるなど、西遷
御家人の本拠形成とともに地域開発・支配を推定するこ
とができる事例である。
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連接し拡大する石積基壇、その上に配置された五輪塔は、
多良木相良氏と蓮花寺との強い関係を示すものである。
また、検出された溝は「鮎之瀬井手」の流路の一部で、
溝の廃棄は用水の延長と考えられ、それは灌漑域の拡大
を意図したものと評価できる。

これらの要素から相良頼景館跡は、多良木相良氏に関
連する川湊関連施設か居館の可能性がある遺跡であり、
出土遺物から多良木相良氏が大陸や半島の優品を入手で
きるだけの立場を有するとともに、球磨川という流通経
路を確保していたと推定される。西遷御家人の経済活動・
地域支配の在り方を示す遺跡と評価できる。

　
（２）青蓮寺境内

相良家史によれば、青蓮寺は鎮西相良氏の祖である相
良頼景の後室とされる青蓮尼の位牌所として、永仁６年

（1298）に多良木家の相良頼宗によって草創されたと伝
えられる。また、青蓮寺が草創される３年前の永仁３
年（1295）に多良木家の相良頼宗が祖・頼景の廟を建
て、阿弥陀三尊を祀ったとの記載がある。堂内に安置さ
れた阿弥陀三尊像の両脇侍の足の枘には、永仁３年の銘
がありこれを証左する。阿弥陀三尊像は、京都の蓮華王
院三十三間堂の観音像を７躯手掛けた法印院玄の作であ
る。

現在の須弥壇の格狭間などの一部は鎌倉時代後期の当
初材で、これを転用し使用されている。現青蓮寺阿弥陀
堂は嘉吉３年（1443）の阿弥陀堂が原型で、宝暦４年

（1754）の大規模改修をうけた姿である。また、青蓮寺
境内には、阿弥陀堂の北側斜面に県指定史跡である「青
蓮寺古塔碑群」が所在する。

阿弥陀堂裏の南向き傾斜面の段造成部分に、古塔碑群
が並ぶ、その中心に壇上積基壇が設置されている。壇上
積基壇は阿弥陀堂の中軸線上で、計画的な配置といえる。
壇上積基壇の構築時期は、その形状や青蓮寺阿弥陀堂の
変遷から考慮すると、永仁期の廟所整備の時期が最も整
合する。

青蓮寺境内の当初の姿を復元すると、廟所の中に阿弥
陀三尊が安置され、その背後中軸線上に、壇上積基壇を
設け、その上に五輪塔がのるという景観が復元できる。
このような墓所景観は、個人の墓所ではなく、一族の墓
所として機能していたと思われる。惣領家の役割として、
相伝文書・鎧・旗の管理とともに、一族の墓所整備及び
管理という重要な役割を多良木家は果たしていたことが
わかる。

壇上積基壇の周囲に残る石造物群の紀年銘と配置状況
を確認すると、基壇西側に多良木家・佐牟田家を統一し、
相良本宗家を継承した永留長続・為続の五輪塔や、戦国
時期・江戸期の相良氏当主の五輪塔が配置されている。
このことから、墓所開放は多良木家が滅亡して、永冨家

による多良木村の直轄支配期からである。鎮西相良氏の
祖・頼景を祀る壇上積基壇に最も近い位置に長続とその
嫡子・為続の五輪塔が配置されているのは、壇上積基壇
及びその上の伝頼景供養塔に支配の正当性を求めたから
といえる。戦国期・江戸期の相良氏当主の五輪塔が青蓮
寺境内に造営され続けたのは、このような論理が背景に
あったからである。

また、青蓮寺阿弥陀堂は数度の修繕がされている。天
文 11 年（1542）の棟札によれば、この時の大檀那は相
良氏当主の相良長唯である。このことからも多良木相良
氏滅亡後においても祖・相良頼景を祀る青蓮寺は、相良
氏支配の正当性を示す場所であり続けた。

（３）東光寺磨崖梵字
東光寺磨崖梵字は磨崖板碑であることがわかった。
磨崖板碑に刻まれた梵字は、五点具足の胎蔵界大日如

来（ām
・

h
・
）と五点具足の金剛界大日如来（vām

・

h
・
）であ

る可能性が極めて高い。造営時期は武蔵型板碑の隆盛時
期を考慮すると、13 世紀末から 14 世紀前半と考えら
れる。

磨崖面前面のトレンチ調査によって、磨崖面前面は人
為的な造成土であることがわかった。この造成土から
13 世紀後半～ 14 世紀前半の土師器や 13 世紀後半の青
磁碗が出土している。

磨崖面の右側に開口した石窟は、木造部材をはめ込ん
だ入口構造を備えることが分かった。右側壁奥には東側
へと延びる先細りの空洞があり、空洞床面には土師器片
が散在していた。この湧水は石窟内部での宗教行為を構
成する一部と考えられる。

中世の「多良木村」の中には東光寺村が含まれ、建久
４年（1193）から相良頼景が領知していた〔相５号〕。
寛元元年（1243）の裁許により東光寺村は頼景の嫡子・
長頼が領掌し、長頼死去後は頼氏が領知することになる。
文応元年（1260）の東光寺再興も頼氏によるものとさ
れ、多良木相良氏との関係性は深い。文永 10 年（1273）
11 月４日銘の経筒は、モンゴル帝国との対外的な緊張
の最中、多良木家の頼氏が一族の現世安穏後生善処を祈
願したものである。

このような一族結合の場である東光寺に磨崖板碑は造
営される。磨崖板碑の造営は、初代・頼景からみて孫（頼
氏）・曾孫（頼宗）の世代の時期である。板碑の形態を
採用したのは、東国御家人に出自を持つ多良木相良氏の
意図が働いたと考えられる。また、磨崖板碑のその大き
さから当時のランドマークであったといえ、地域社会へ
の権威付けの機能もあったと考えられる。

（４）遺跡の評価
多良木相良氏遺跡は、豊富な中世文書や建造物、石造
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鏡
 巻

36

7
建

長
4

年
3

月
25

日
12

52
人

吉
荘

南
方

寅
岡

名
地

頭
職

相
伝

系
図

人
吉

荘
北

方
没

収
後

の
南

方
・

寅
岡

名
の

地
頭

職
相

伝
系

図
。

相
良

長
頼

の
外

孫
・

女
子

阿
夜

を
訴

人
と

す
る

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

8
建

長
5

年
11

月
5

日
12

53
沙

弥
観

阿
（

平
河

師
良

）
譲

状
案

平
河

師
良

の
子

息
・

良
円

へ
の

田
地

譲
与

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

9
弘

安
6

年
7

月
3

日
12

83
関

東
下

知
状

案
平

河
良

貞
と

そ
の

弟
師

時
が

、
永

吉
荘

地
頭

職
な

ら
び

に
名

主
職

の
こ

と
を

鎌
倉

幕
府

に
越

訴
し

た
こ

と
に

対
す

る
裁

許
状

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

10
正

應
元

年
11

月
21

日
12

88
関

東
所

領
安

堵
下

知
状

案
異

国
合

戦
の

恩
賞

と
し

て
、

久
米

郷
東

方
が

肥
前

長
島

荘
の

橘
薩

摩
氏

に
宛

行
わ

れ
る

。
小

鹿
島

文
書

鎌
倉

遺
文

11
正

應
6

年
7

月
17

日
12

93
沙

弥
某

（
相

良
頼

氏
）

置
文

願
成

寺
の

供
僧

・
時

衆
ら

に
宛

て
た

置
文

。
4

箇
条

の
規

定
と

事
実

書
で

構
成

。
人

吉
相

良
勢

と
願

成
寺

僧
の

関
係

に
つ

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

願
成

寺
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

12
正

應
6

年
7

月
20

日
12

93
相

良
上

蓮
（

頼
氏

）
譲

状
頼

氏
、

所
領

を
跡

取
り

の
頼

宗
ほ

か
、

頼
包

、
頼

高
、

頼
秀

、
頼

実
に

分
割

し
て

譲
り

与
え

た
。

こ
れ

は
、

多
良

木
の

在
家

12
宇

、
田

地
15

町
を

庶
子

の
彦

三
郎

頼
秀

に
譲

り
与

え
た

こ
と

が
分

か
る

も
の

。「
公

家
関

東
御

公
事

、
異

国
警

固
番

役
」

は
、

惣
領

・
頼

宗
の

指
揮

の
も

と
に

庶
子

ら
が

一
体

と
な

っ
て

務
め

る
よ

う
命

じ
ら

れ
て

い
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

32
号

13
正

應
6

年
7

月
20

日
12

93
相

良
上

蓮
（

頼
氏

）
譲

状
写

六
郎

頼
宗

に
遠

江
国

相
良

堀
内

以
下

を
譲

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
33

号

14
正

安
4

年
6

月
13

02
肥

後
國

多
良

木
村

地
頭

代
申

状
案

家
臣

左
衛

門
資

氏
、

多
良

木
村

地
頭

相
良

牛
房

丸
（

経
頼

）
代

と
し

て
、

庶
子

ら
の

押
領

対
捍

を
鎌

倉
に

訴
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
36

号

15
延

慶
2

年
11

月
13

09
肥

後
國

多
良

木
村

地
頭

代
陳

情
案

経
頼

地
頭

代
左

衛
門

尉
助

氏
の

弁
明

。
分

家
で

あ
る

頼
秀

一
族

は
、

亡
く

な
っ

た
本

家
の

父
の

遺
言

状
に

従
わ

な
い

。
し

か
も

、
本

家
の

経
頼

の
土

地
を

勝
手

に
押

領
し

て
い

る
の

で
、

罪
科

は
分

家
の

頼
秀

側
に

あ
る

。「
八

岡
名

」（
八

日
）

の
初

見
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
38

号

16
正

和
2

年
12

月
21

日
13

13
尼

し
ん

れ
ん

譲
状

土
地

の
相

続
を

め
ぐ

る
遺

言
書

。
肥

後
国

久
米

郷
と

あ
り

。
新

編
会

津
風

土
記

巻
之

3

17
正

和
2

年
12

月
28

日
13

13
尼

し
ん

ね
ん

譲
状

土
地

の
相

続
を

め
ぐ

る
遺

言
書

。
肥

後
国

久
米

郷
と

あ
り

。
三

池
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

4

18
平

河
道

照
申

状
預

所
「

備
前

々
司

入
道

殿
」

と
の

敗
訴

相
論

の
越

訴
状

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

第
6
表
　
多
良
木
相
良
氏
に
関
係
す
る
資
料
目
録

― 224 ―



- 225 -

番
号

和
暦

西
暦

史
料
名

ト
ピ
ッ
ク

出
典

刊
本

19
相

良
頼

資
申

状
案

正
応

6
年

譲
状

に
交

名
が

付
け

て
い

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

八
岡

名
と

鍋
倉

名
を

名
編

成
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
46

号

20
元

弘
2

年
6

月
16

日
13

32
蓮

道
（

相
良

長
氏

）
文

書
箱

預
状

案
証

文
の

入
っ

た
箱

を
預

か
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
。

願
成

寺
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

21
元

弘
3

年
12

月
10

日
13

33
相

良
経

頼
証

文
人

吉
庄

御
下

文
3

通
、

受
取

忘
失

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
61

号

22
元

弘
3

年
12

月
20

日
13

33
相

良
経

頼
契

約
状

経
頼

が
、回

復
後

の
北

方
4

分
の

1
の

獲
得

を
条

件
に

、下
文

原
本

の
貸

与
（

相
良

家
文

書
3

号
）

と
訴

訟
費

用
4

分
の

1
負

担
を

引
き

受
け

る
と

と
も

に
、

回
復

成
就

の
際

に
は

、
下

文
原

本
の

返
却

を
求

め
て

、
頼

広
に

宛
て

た
も

の
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
62

号

23
元

弘
3

年
12

月
20

日
13

33
相

良
経

頼
契

約
状

人
吉

荘
北

方
回

復
の

た
め

に
訴

訟
費

用
4

分
の

1
の

負
担

を
引

き
受

け
る

も
の

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

63
号

24
建

武
3

年
9

月
10

日
13

36
一

色
範

氏
軍

勢
催

促
状

佐
渡

公
好

を
遣

わ
し

、
相

良
経

頼
等

を
打

つ
旨

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

74
号

25
建

武
5

年
8

月
13

38
相

良
定

頼
申

状
案

定
頼

が
南

朝
方

経
頼

の
兵

を
木

枝
城

に
追

い
込

ん
だ

旨
。「

奥
野

」
の

初
見

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

82
号

26
暦

應
2

年
12

月
17

日
13

39
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
定

頼
「

多
良

木
村

田
地

参
拾

町
」

を
宛

行
わ

れ
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

85
号

27
暦

應
2

年
12

月
17

日
13

39
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
景

宗
「

多
良

木
村

田
地

参
町

」
を

宛
行

わ
れ

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
86

号

28
暦

應
3

年
卯

月
25

日
13

40
相

良
蓮

道
（

長
氏

）
譲

状
長

氏
、

嫡
孫

定
頼

に
人

吉
荘

北
方

地
頭

職
を

譲
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

87
号

29
暦

應
3

年
6

月
19

日
13

40
少

貳
頼

尚
軍

勢
催

促
状

相
良

定
長

を
遣

わ
し

、
経

頼
内

河
彦

三
郎

義
真

等
を

打
つ

旨
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
88

号

30
暦

應
3

年
6

月
19

日
13

40
少

貳
頼

尚
軍

勢
催

促
状

税
所

景
宗

を
遣

わ
し

、
経

頼
内

河
彦

三
郎

義
真

等
を

打
つ

旨
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
89

号

31
暦

應
3

年
6

月
24

日
13

40
一

色
範

氏
軍

勢
催

促
状

長
氏

を
遣

わ
し

、
祐

長
、

経
頼

等
を

打
つ

旨
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
90

号

32
暦

應
3

年
6

月
25

日
13

40
妙

雲
書

状
経

頼
内

河
彦

三
郎

等
の

挙
兵

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

91
号

33
暦

應
4

年
正

月
17

日
13

41
税

所
宗

圓
宛

諸
證

文
案

凶
徒

相
良

孫
三

郎
経

頼
等

退
治

の
こ

と
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
93

号

34
暦

應
3

年
8

月
6

日
13

40
筑

後
經

尚
遵

行
状

景
宗

を
遣

わ
し

、
経

頼
を

祐
長

等
を

打
つ

旨
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
94

号

35
暦

應
3

年
8

月
11

日
13

40
相

良
長

坊
軍

忠
状

経
頼

な
ら

び
に

伊
藤

八
郎

等
と

築
地

原
に

戦
う

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

95
号

36
暦

應
3

年
8

月
11

日
13

40
良

峯
氏

女
代

廣
安

軍
忠

状
相

良
助

広
、

築
地

原
に

戦
死

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

96
号

37
暦

應
3

年
8

月
28

日
13

40
税

所
宗

圓
軍

忠
状

相
良

家
文

書
10

2
号

と
同

内
容

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

99
号

38
暦

應
3

年
9

月
28

日
13

40
相

良
定

長
軍

忠
状

歴
応

3
年

（
13

40
）

8
月

に
山

田
城

に
陣

取
る

相
良

経
頼

を
攻

め
て

、
本

拠
の

多
良

木
村

ま
で

追
い

込
ん

だ
合

戦
に

つ
い

て
の

も
の

。
経

頼
の

軍
勢

に
は

、
佐

牟
田

家
惣

領
・

定
頼

の
叔

父
・

祐
長

も
加

わ
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
2

号

39
暦

應
3

月
9

月
13

40
相

良
景

宗
軍

忠
状

相
良

家
文

書
10

2
号

と
同

内
容

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
3

号

40
暦

應
3

年
12

月
10

日
13

40
少

貳
頼

尚
奉

書
定

長
の

功
を

賞
し

、
経

頼
の

再
出

に
備

え
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
4

号

41
暦

應
3

年
12

月
10

日
13

40
少

貳
頼

尚
奉

書
景

宗
の

功
を

賞
し

、
経

頼
の

再
出

に
備

え
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
5

号
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番
号

和
暦

西
暦

史
料
名

ト
ピ
ッ
ク

出
典

刊
本

1
建

久
2

年
5

月
3

日
11

91
良

峯
師

高
所

領
譲

状
案

平
河

良
峯

師
高

の
嫡

子
・

師
員

へ
の

所
領

の
譲

与
。

約
20

ヶ
村

の
そ

の
所

領
は

、
球

磨
川

・
川

辺
川

沿
い

に
ひ

ろ
く

分
布

す
る

こ
と

を
示

す
。

う
ち

、
多

良
木

村
は

「
永

吉
之

庄
内

横
瀬

」。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

2
建

久
8

年
3

月
23

日
11

97
源

頼
朝

善
光

寺
参

詣
随

兵
日

記
源

頼
朝

の
善

光
寺

参
詣

に
「

相
良

四
郎

」
が

お
供

し
て

い
る

。
別

紙
に

「
相

良
四

郎
」

に
つ

い
て

の
記

載
あ

り
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
1

号

3
建

久
8

年
閏

6
月

11
97

肥
後

國
球

磨
郡

田
数

領
主

等
目

録
写

球
磨

郡
の

領
有

状
況

と
豪

族
た

ち
が

記
載

さ
れ

る
。「

多
良

木
村

百
丁

　
没

官
領

　
伊

勢
弥

次
良

　
不

知
実

名
」

と
あ

り
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
2

号

4
元

久
2

年
7

月
25

日
12

05
鎌

倉
将

軍
家

（
源

実
朝

）
下

文
案

相
良

長
頼

、
人

吉
荘

地
頭

職
に

任
命

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

3
号

5
寛

元
元

年
12

月
23

日
12

43
関

東
下

知
状

相
良

頼
重

と
伯

父
・

長
頼

、
肥

後
泉

新
荘

内
山

井
名

な
ど

を
め

ぐ
っ

て
争

い
、

長
頼

に
人

吉
荘

半
分

没
収

の
裁

決
が

下
る

。
多

良
木

村
地

名
に

、
古

多
良

、
竹

脇
、

伊
久

佐
上

、
東

光
寺

が
み

え
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

5
号

6
寛

元
3

年
8

月
16

日
12

45
寛

元
三

年
八

月
十

六
日

条
鶴

岡
八

幡
宮

の
流

鏑
馬

・
競

馬
の

神
事

に
お

い
て

、競
馬

を
「

相
良

弥
五

郎
」

が
務

め
た

と
す

る
。

「
相

良
弥

五
郎

」
は

相
良

頼
氏

。
伏

見
版

 吾
妻

鏡
 巻

36

7
建

長
4

年
3

月
25

日
12

52
人

吉
荘

南
方

寅
岡

名
地

頭
職

相
伝

系
図

人
吉

荘
北

方
没

収
後

の
南

方
・

寅
岡

名
の

地
頭

職
相

伝
系

図
。

相
良

長
頼

の
外

孫
・

女
子

阿
夜

を
訴

人
と

す
る

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

8
建

長
5

年
11

月
5

日
12

53
沙

弥
観

阿
（

平
河

師
良

）
譲

状
案

平
河

師
良

の
子

息
・

良
円

へ
の

田
地

譲
与

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

9
弘

安
6

年
7

月
3

日
12

83
関

東
下

知
状

案
平

河
良

貞
と

そ
の

弟
師

時
が

、
永

吉
荘

地
頭

職
な

ら
び

に
名

主
職

の
こ

と
を

鎌
倉

幕
府

に
越

訴
し

た
こ

と
に

対
す

る
裁

許
状

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

10
正

應
元

年
11

月
21

日
12

88
関

東
所

領
安

堵
下

知
状

案
異

国
合

戦
の

恩
賞

と
し

て
、

久
米

郷
東

方
が

肥
前

長
島

荘
の

橘
薩

摩
氏

に
宛

行
わ

れ
る

。
小

鹿
島

文
書

鎌
倉

遺
文

11
正

應
6

年
7

月
17

日
12

93
沙

弥
某

（
相

良
頼

氏
）

置
文

願
成

寺
の

供
僧

・
時

衆
ら

に
宛

て
た

置
文

。
4

箇
条

の
規

定
と

事
実

書
で

構
成

。
人

吉
相

良
勢

と
願

成
寺

僧
の

関
係

に
つ

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

願
成

寺
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

12
正

應
6

年
7

月
20

日
12

93
相

良
上

蓮
（

頼
氏

）
譲

状
頼

氏
、

所
領

を
跡

取
り

の
頼

宗
ほ

か
、

頼
包

、
頼

高
、

頼
秀

、
頼

実
に

分
割

し
て

譲
り

与
え

た
。

こ
れ

は
、

多
良

木
の

在
家

12
宇

、
田

地
15

町
を

庶
子

の
彦

三
郎

頼
秀

に
譲

り
与

え
た

こ
と

が
分

か
る

も
の

。「
公

家
関

東
御

公
事

、
異

国
警

固
番

役
」

は
、

惣
領

・
頼

宗
の

指
揮

の
も

と
に

庶
子

ら
が

一
体

と
な

っ
て

務
め

る
よ

う
命

じ
ら

れ
て

い
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

32
号

13
正

應
6

年
7

月
20

日
12

93
相

良
上

蓮
（

頼
氏

）
譲

状
写

六
郎

頼
宗

に
遠

江
国

相
良

堀
内

以
下

を
譲

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
33

号

14
正

安
4

年
6

月
13

02
肥

後
國

多
良

木
村

地
頭

代
申

状
案

家
臣

左
衛

門
資

氏
、

多
良

木
村

地
頭

相
良

牛
房

丸
（

経
頼

）
代

と
し

て
、

庶
子

ら
の

押
領

対
捍

を
鎌

倉
に

訴
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
36

号

15
延

慶
2

年
11

月
13

09
肥

後
國

多
良

木
村

地
頭

代
陳

情
案

経
頼

地
頭

代
左

衛
門

尉
助

氏
の

弁
明

。
分

家
で

あ
る

頼
秀

一
族

は
、

亡
く

な
っ

た
本

家
の

父
の

遺
言

状
に

従
わ

な
い

。
し

か
も

、
本

家
の

経
頼

の
土

地
を

勝
手

に
押

領
し

て
い

る
の

で
、

罪
科

は
分

家
の

頼
秀

側
に

あ
る

。「
八

岡
名

」（
八

日
）

の
初

見
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
38

号

16
正

和
2

年
12

月
21

日
13

13
尼

し
ん

れ
ん

譲
状

土
地

の
相

続
を

め
ぐ

る
遺

言
書

。
肥

後
国

久
米

郷
と

あ
り

。
新

編
会

津
風

土
記

巻
之

3

17
正

和
2

年
12

月
28

日
13

13
尼

し
ん

ね
ん

譲
状

土
地

の
相

続
を

め
ぐ

る
遺

言
書

。
肥

後
国

久
米

郷
と

あ
り

。
三

池
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

4

18
平

河
道

照
申

状
預

所
「

備
前

々
司

入
道

殿
」

と
の

敗
訴

相
論

の
越

訴
状

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

第
6
表
　
多
良
木
相
良
氏
に
関
係
す
る
資
料
目
録
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番
号

和
暦

西
暦

史
料
名

ト
ピ
ッ
ク

出
典

刊
本

42
暦

應
4

年
正

月
17

日
13

41
少

貳
頼

尚
施

行
状

定
長

に
経

頼
退

治
の

命
を

伝
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
10

6
号

43
暦

應
4

年
正

月
17

日
13

41
少

貳
頼

尚
施

行
状

景
宗

に
経

頼
退

治
の

命
を

伝
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
10

7
号

44
興

国
2

年
4

月
28

日
13

41
相

良
祐

長
軍

忠
状

案
定

頼
、

祐
長

の
本

領
を

押
領

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
8

号

45
康

永
元

年
9

月
29

日
13

42
税

所
宗

圓
軍

忠
状

肥
後

国
久

米
郷

木
原

合
戦

に
つ

い
て

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
2

号

46
康

永
元

年
10

月
16

日
13

42
一

色
範

氏
感

状
久

米
郷

木
原

合
戦

の
税

所
宗

圓
の

軍
忠

を
賞

す
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
3

号

47
康

永
2

年
7

月
20

日
13

43
少

貳
頼

尚
奉

書
案

頼
尚

、
経

頼
を

招
く

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
5

号

48
康

永
2

年
8

月
4

日
13

43
相

良
経

頼
書

状
頼

尚
、

経
頼

に
奉

書
を

下
す

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
6

号

49
康

永
4

年
11

月
13

45
税

所
宗

圓
申

状
案

宗
圓

、
祐

長
と

所
々

に
戦

う
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
12

0
号

50
貞

和
4

年
7

月
11

日
13

48
一

色
直

氏
軍

勢
催

促
状

多
良

木
氏

に
、

少
輔

四
郎

に
属

し
て

肥
後

南
党

を
打

つ
よ

う
催

促
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
13

0
号

51
貞

和
7

年
2

月
29

日
13

51
足

利
直

冬
御

教
書

橘
遠

江
入

道
、

肥
後

国
久

米
郷

西
方

上
村

に
て

、
濫

妨
致

す
事

。
新

編
会

津
風

土
記

巻
之

3

52
観

應
2

年
7

月
18

日
13

51
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
定

長
、

三
池

親
元

跡
の

地
頭

職
を

賜
る

。「
久

米
郷

西
方

下
村

内
田

地
拾

五
町

」
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

14
0

号

53
観

應
2

年
7

月
18

日
13

51
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
孫

五
郎

、
三

池
親

元
跡

の
地

頭
職

を
賜

る
。「

久
米

郷
西

方
下

村
内

田
地

拾
五

町
」

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
14

1
号

54
観

應
2

年
10

月
5

日
13

51
一

色
範

氏
感

状
定

頼
、

足
利

直
冬

の
与

党
経

頼
を

打
つ

。
範

氏
そ

の
軍

忠
を

賞
す

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
14

2
号

55
文

和
2

年
2

月
13

53
平

河
貞

家
軍

忠
状

兄
貞

世
の

討
ち

死
、

筑
前

・
豊

前
な

ど
で

の
転

戦
。

証
判

あ
り

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

56
文

和
2

年
2

月
13

53
平

河
貞

家
軍

忠
状

前
述

平
河

貞
家

軍
忠

状
後

半
と

内
容

重
複

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

57
文

和
4

年
4

月
5

日
13

55
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
式

部
丞

、
戦

死
の

賞
。「

久
米

郷
東

方
橘

遠
江

入
道

田
地

・
・

」
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

15
6

号

58
相

良
定

頼
幷

一
族

等
所

領
注

文
惣

領
・

定
頼

を
は

じ
め

と
す

る
一

門
・

縁
者

が
、

一
色

範
氏

か
ら

宛
て

行
わ

れ
た

所
領

を
列

挙
し

た
目

録
。

宛
行

時
期

の
最

後
が

文
和

4
年

（
13

55
）

4
月

。
内

乱
を

通
し

て
、

佐
牟

田
相

良
家

の
球

磨
郡

支
配

の
進

展
、

日
向

方
面

へ
の

拡
大

を
う

か
が

え
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

16
1

号

59
文

和
4

年
11

月
22

日
13

55
相

良
定

長
宛

諸
證

文
案

定
長

、
経

頼
跡

の
地

頭
職

を
賞

さ
れ

る
。「

多
良

木
村

田
地

肆
町

相
良

孫
三

郎
経

頼
跡

内
・

・
」

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
16

2
号

60
正

平
21

年
3

月
9

日
13

66
橘

薩
摩

公
多

譲
状

宮
原

村
が

久
米

郷
東

方
下

分
に

含
ま

れ
、

橘
薩

摩
の

支
配

を
受

け
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
小

鹿
島

文
書

佐
賀

県
史

料
集

成
第

17

61
永

和
元

年
12

月
1

日
13

75
今

川
了

俊
貞

世
感

状
了

俊
、

経
頼

の
人

吉
荘

に
お

け
る

軍
忠

を
賞

す
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
17

4
号

62
永

和
2

年
6

月
5

日
13

76
野

辺
盛

久
書

状
「

求
摩

之
上

郡
之

人
々

」
と

呼
ば

れ
る

一
揆

的
集

団
。

祢
寝

文
書

南
北

朝
遺

文
　

九
州

編

63
8

月
6

日
島

津
氏

久
書

状
真

幸
合

戦
の

事
。

祢
寝

文
書

南
北

朝
遺

文
　

九
州

編

64
8

月
12

日
多

良
木

頼
仲

書
状

馬
関

田
城

合
戦

の
事

。
祢

寝
文

書
南

北
朝

遺
文

　
九

州
編
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番
号

和
暦

西
暦

史
料
名

ト
ピ
ッ
ク

出
典

刊
本

65
永

和
3

年
10

月
18

日
13

77
一

揆
神

水
契

状
案

今
川

了
俊

の
も

と
に

結
成

さ
れ

た
、南

九
州

国
人

一
揆

の
契

状
。「

相
良

多
良

木
　

遠
江

守
頼

忠
」

が
み

え
る

。
祢

寝
文

書
南

北
朝

遺
文

　
九

州
編

66
永

和
3

年
11

月
12

日
13

77
今

川
了

俊
書

状
案

「
多

良
木

か
た

く
申

候
之

間
、

さ
し

を
き

て
候

、
多

良
木

に
能

々
仰

候
て

、
い

か
な

る
起

請
文

を
も

か
か

せ
」

祢
寝

文
書

南
北

朝
遺

文
　

九
州

編

67
元

中
8

年
2

月
18

日
13

91
相

良
立

阿
（

前
頼

）
契

状
前

頼
、

多
良

木
を

競
望

せ
ざ

る
こ

と
を

相
良

孫
五

郎
に

契
約

す
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

18
6

号

68
應

永
34

年
4

月
7

日
14

27
相

良
前

続
給

分
坪

付
佐

牟
田

相
良

家
前

続
に

よ
る

給
分

給
付

。
平

河
氏

が
南

北
朝

内
乱

を
経

て
佐

牟
田

相
良

家
の

傘
下

に
入

っ
た

こ
と

を
示

す
。

平
河

文
書

熊
本

県
史

料
中

世
編

第
3

69
應

永
34

年
4

月
7

日
14

27
相

良
前

続
給

分
坪

付
相

良
前

続
に

よ
る

給
分

給
付

、
中

球
磨

給
分

給
付

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

70
文

明
3

年
6

月
3

日
14

71
相

良
為

続
宛

行
状

為
続

か
ら

犬
童

三
良

次
良

へ
の

宛
行

状
。「

久
米

郷
多

良
木

村
之

内
・

・
・

」
豊

永
文

書
多

良
木

町
史

71
文

明
5

年
10

月
18

日
14

73
犬

童
長

式
宛

行
状

犬
童

長
式

か
ら

犬
童

大
炊

助
へ

の
宛

行
状

。
豊

永
文

書
多

良
木

町
史

72
文

明
10

年
2

月
18

日
14

78
某

知
行

坪
付

為
継

花
押

あ
り

。「
久

米
郷

多
良

木
村

・
・

・
」

皆
越

文
書

多
良

木
町

史

73
文

明
11

年
12

月
15

日
14

79
相

良
為

続
田

畠
目

録
為

続
か

ら
相

良
又

五
郎

に
宛

行
わ

れ
た

田
畑

目
録

。「
久

米
郷

奥
野

村
・

・
」

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
22

8
号

74
文

明
17

年
3

月
18

日
14

85
相

良
頼

泰
置

文
長

続
、

多
良

木
村

を
頼

泰
に

譲
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

23
3

号

75
文

明
17

年
2

月
吉

日
14

85
平

河
但

馬
守

給
分

坪
付

為
続

に
よ

る
「

久
米

郷
西

方
」

内
給

分
級

付
。

平
河

文
書

熊
本

県
史

料
中

世
編

第
3

76
文

明
19

年
7

月
10

日
14

87
相

良
為

続
置

文
為

続
が

氏
寺

願
成

寺
に

長
頼

が
寄

進
し

た
久

米
郷

多
良

木
村

の
田

地
3

町
を

元
の

よ
う

に
寄

進
す

る
の

で
、

室
町

幕
府

の
諸

役
や

軍
事

動
員

に
際

し
て

は
祈

願
を

心
得

る
よ

う
求

め
た

も
の

。
願

成
寺

文
書

熊
本

県
史

料
中

世
編

第
3

77
天

文
5

年
11

月
22

日
15

36
沙

弥
洞

然
（

相
良

長
国

）
長

状
写

最
も

古
い

相
良

家
の

史
書

。「
長

頼
御

親
父

頼
影

之
事

者
・

・
・

」
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

31
9

号

- 226 -

番
号

和
暦

西
暦

史
料
名

ト
ピ
ッ
ク

出
典

刊
本

42
暦

應
4

年
正

月
17

日
13

41
少

貳
頼

尚
施

行
状

定
長

に
経

頼
退

治
の

命
を

伝
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
10

6
号

43
暦

應
4

年
正

月
17

日
13

41
少

貳
頼

尚
施

行
状

景
宗

に
経

頼
退

治
の

命
を

伝
え

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
10

7
号

44
興

国
2

年
4

月
28

日
13

41
相

良
祐

長
軍

忠
状

案
定

頼
、

祐
長

の
本

領
を

押
領

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

10
8

号

45
康

永
元

年
9

月
29

日
13

42
税

所
宗

圓
軍

忠
状

肥
後

国
久

米
郷

木
原

合
戦

に
つ

い
て

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
2

号

46
康

永
元

年
10

月
16

日
13

42
一

色
範

氏
感

状
久

米
郷

木
原

合
戦

の
税

所
宗

圓
の

軍
忠

を
賞

す
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
3

号

47
康

永
2

年
7

月
20

日
13

43
少

貳
頼

尚
奉

書
案

頼
尚

、
経

頼
を

招
く

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
5

号

48
康

永
2

年
8

月
4

日
13

43
相

良
経

頼
書

状
頼

尚
、

経
頼

に
奉

書
を

下
す

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

11
6

号

49
康

永
4

年
11

月
13

45
税

所
宗

圓
申

状
案

宗
圓

、
祐

長
と

所
々

に
戦

う
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
12

0
号

50
貞

和
4

年
7

月
11

日
13

48
一

色
直

氏
軍

勢
催

促
状

多
良

木
氏

に
、

少
輔

四
郎

に
属

し
て

肥
後

南
党

を
打

つ
よ

う
催

促
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
13

0
号

51
貞

和
7

年
2

月
29

日
13

51
足

利
直

冬
御

教
書

橘
遠

江
入

道
、

肥
後

国
久

米
郷

西
方

上
村

に
て

、
濫

妨
致

す
事

。
新

編
会

津
風

土
記

巻
之

3

52
観

應
2

年
7

月
18

日
13

51
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
定

長
、

三
池

親
元

跡
の

地
頭

職
を

賜
る

。「
久

米
郷

西
方

下
村

内
田

地
拾

五
町

」
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

14
0

号

53
観

應
2

年
7

月
18

日
13

51
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
孫

五
郎

、
三

池
親

元
跡

の
地

頭
職

を
賜

る
。「

久
米

郷
西

方
下

村
内

田
地

拾
五

町
」

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
14

1
号

54
観

應
2

年
10

月
5

日
13

51
一

色
範

氏
感

状
定

頼
、

足
利

直
冬

の
与

党
経

頼
を

打
つ

。
範

氏
そ

の
軍

忠
を

賞
す

る
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
14

2
号

55
文

和
2

年
2

月
13

53
平

河
貞

家
軍

忠
状

兄
貞

世
の

討
ち

死
、

筑
前

・
豊

前
な

ど
で

の
転

戦
。

証
判

あ
り

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

56
文

和
2

年
2

月
13

53
平

河
貞

家
軍

忠
状

前
述

平
河

貞
家

軍
忠

状
後

半
と

内
容

重
複

。
平

河
文

書
熊

本
県

史
料

中
世

編
第

3

57
文

和
4

年
4

月
5

日
13

55
一

色
範

氏
地

頭
職

充
行

状
相

良
式

部
丞

、
戦

死
の

賞
。「

久
米

郷
東

方
橘

遠
江

入
道

田
地

・
・

」
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

15
6

号

58
相

良
定

頼
幷

一
族

等
所

領
注

文
惣

領
・

定
頼

を
は

じ
め

と
す

る
一

門
・

縁
者

が
、

一
色

範
氏

か
ら

宛
て

行
わ

れ
た

所
領

を
列

挙
し

た
目

録
。

宛
行

時
期

の
最

後
が

文
和

4
年

（
13

55
）

4
月

。
内

乱
を

通
し

て
、

佐
牟

田
相

良
家

の
球

磨
郡

支
配

の
進

展
、

日
向

方
面

へ
の

拡
大

を
う

か
が

え
る

。
相

良
家

文
書

大
日

本
古

文
書

　
相

良
家

文
書

16
1

号

59
文

和
4

年
11

月
22

日
13

55
相

良
定

長
宛

諸
證

文
案

定
長

、
経

頼
跡

の
地

頭
職

を
賞

さ
れ

る
。「

多
良

木
村

田
地

肆
町

相
良

孫
三

郎
経

頼
跡

内
・

・
」

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
16

2
号

60
正

平
21

年
3

月
9

日
13

66
橘

薩
摩

公
多

譲
状

宮
原

村
が

久
米

郷
東

方
下

分
に

含
ま

れ
、

橘
薩

摩
の

支
配

を
受

け
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
小

鹿
島

文
書

佐
賀

県
史

料
集

成
第

17

61
永

和
元

年
12

月
1

日
13

75
今

川
了

俊
貞

世
感

状
了

俊
、

経
頼

の
人

吉
荘

に
お

け
る

軍
忠

を
賞

す
。

相
良

家
文

書
大

日
本

古
文

書
　

相
良

家
文

書
17

4
号

62
永

和
2

年
6

月
5

日
13

76
野

辺
盛

久
書

状
「

求
摩

之
上

郡
之

人
々

」
と

呼
ば

れ
る

一
揆

的
集

団
。

祢
寝

文
書

南
北

朝
遺

文
　

九
州

編

63
8

月
6

日
島

津
氏

久
書

状
真

幸
合

戦
の

事
。

祢
寝

文
書

南
北

朝
遺

文
　

九
州

編

64
8

月
12

日
多

良
木

頼
仲

書
状

馬
関

田
城

合
戦

の
事

。
祢

寝
文

書
南

北
朝

遺
文

　
九

州
編

― 227 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
13

1
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

土
師

器
坏

11
.2

3.
4

7.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
2

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
土

師
器

坏
（

11
.2

）
3.

2
（

7.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
3

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

下
層

部
土

師
器

坏
14

.8
3.

5
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

7
図

-7
13

4
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
土

師
器

坏
-

-
（

6.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
5

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
6.

0
1.

5
4.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

7
図

-6
13

6
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
土

師
器

小
皿

6.
0

1.
1

5.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

7
Ａ

区
石

積
基

段
石

組
東

側
拡

張
土

師
器

小
皿

（
6.

0）
1.

9
（

4.
8）

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

8
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
6.

8
2.

4
4.

6
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
9

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
7.

0
1.

6
5.

4
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

 口
唇

に
ス

ス
付

着
7

図
-5

13
10

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
7.

0）
2.

0 
（

4.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
11

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
7.

4
2.

2
4.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

12
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

6
6.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
13

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
7.

6
2.

7
5.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
7

図
-4

13
14

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
7.

6）
2.

0 
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
15

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
8.

0）
1.

8
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
16

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

8.
1

2.
0 

5.
4

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

17
Ａ

区
石

積
基

段
石

組
東

側
拡

張
土

師
器

小
皿

8.
2

2.
6

5.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

3m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

7
図

-1
13

18
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

東
土

師
器

小
皿

8.
2

2.
0 

5.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
7

図
-2

13
19

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

2.
0 

（
5.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

13
20

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
7

（
6.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
21

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
7

（
5.

0）
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
22

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
土

師
器

小
皿

9.
0

1.
9

5.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
ヘ

ラ
切

り
離

し
7

図
-3

13
23

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

-
-

3.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
24

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
25

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
26

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
27

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
4.

4
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
28

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
-

-
4.

5
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

29
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
-

-
（

4.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

30
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
31

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

-
-

4.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

32
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
-

-
4.

8
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
33

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
34

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
5.

2
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
外

面
に

指
頭

痕
13

35
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
下

底
部

土
師

器
小

皿
-

-
（

6.
0）

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

13
36

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
陶

器
四

耳
壷

9.
2

22
.0

 
7.

8
"褐

釉
壷

 
耳

壷
Ⅵ

-1
類

(大
)"

13
c

胎
土

：
精

・
長

石
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

胴
部

上
半

に
褐

色
釉

を
流

す
、

横
型

の
四

耳
を

配
置

、
口

縁
内

傾
部

に
目

痕
（

6
個

）、
畳

付
～

高
台

内
無

釉
10

図
-1

14
37

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

中
世

須
恵

器
瓶

8.
0

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
7

図
-1

0
14

38
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
6.

4
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

頸
部

は
縦

位
の

工
具

ナ
デ

、
体

部
は

工
具

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

7
図

-1
1

14
39

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
頸

部
は

横
ナ

デ
、

胴
部

は
山

形
タ

タ
キ

後
工

具
ナ

デ
　

内
面

：
頸

は
ナ

デ
14

40
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
-

12
.7

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

内
底

は
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
　

底
部

：
板

目
圧

痕
7

図
-1

4
14

41
Ａ

区
石

積
A-

B3
区

上
部

石
積

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

11
.7

在
地

胎
土

：
雲

母
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
山

形
タ

タ
キ

、
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
7

図
-1

3
14

42
Ａ

区
石

積
A-

D
T3

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
13

.0
 

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
7

図
-1

2

観
察

表

― 228 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
14

43
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

13
.2

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
14

44
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
11

.4
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
7

図
-1

7
14

45
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

14
.5

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
一

部
ナ

デ
消

し
7

図
-1

6
14

46
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

内
外

面
ナ

デ
、

内
面

に
工

具
痕

7
図

-1
5

14
47

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

、
口

縁
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
体

部
は

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ナ
デ

14
48

Ａ
区

石
積

A-
B3

区
上

部
石

積
瓦

質
土

器
火

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
口

縁
帯

に
ナ

デ
後

巴
文

ス
タ

ン
プ

　
内

面
：

ナ
デ

15
57

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
磁

器
染

付
碗

（
広

東
）

-
-

6.
6

肥
前

17
80

～
18

40
年

代
内

底
：

圏
線

＋
草

花
　

高
台

内
縁

に
砂

付
着

38
図

-2
2

15
58

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
磁

器
染

付
皿

8.
4

2.
0

3.
8

肥
前

18
50

～
18

60
年

代
内

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

15
59

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
磁

器
染

付
皿

-
-

4.
5

肥
前

18
50

～
18

60
年

代
内

底
：

蛇
の

目
釉

剥
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砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

8
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
6.

8
2.

4
4.

6
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
9

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
7.

0
1.

6
5.

4
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

 口
唇

に
ス

ス
付

着
7

図
-5

13
10

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
7.

0）
2.

0 
（

4.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
11

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
7.

4
2.

2
4.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

12
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

6
6.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
13

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
7.

6
2.

7
5.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
7

図
-4

13
14

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
7.

6）
2.

0 
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
15

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

（
8.

0）
1.

8
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
16

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

8.
1

2.
0 

5.
4

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

17
Ａ

区
石

積
基

段
石

組
東

側
拡

張
土

師
器

小
皿

8.
2

2.
6

5.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

3m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

7
図

-1
13

18
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
内

東
土

師
器

小
皿

8.
2

2.
0 

5.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
7

図
-2

13
19

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

2.
0 

（
5.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

13
20

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
7

（
6.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
21

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
7

（
5.

0）
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
22

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
土

師
器

小
皿

9.
0

1.
9

5.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
ヘ

ラ
切

り
離

し
7

図
-3

13
23

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

-
-

3.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
24

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
25

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
26

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
27

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
4.

4
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
28

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

土
師

器
小

皿
-

-
4.

5
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

29
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
-

-
（

4.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

30
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
土

師
器

小
皿

-
-

4.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
31

Ａ
区

石
積

A-
石

積
東

3
Ｆ

底
土

師
器

小
皿

-
-

4.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
13

32
Ａ

区
石

積
A-

石
積

東
3

Ｆ
底

土
師

器
小

皿
-

-
4.

8
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
33

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

13
34

Ａ
区

石
積

基
段

石
組

東
側

拡
張

土
師

器
小

皿
-

-
5.

2
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
外

面
に

指
頭

痕
13

35
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
下

底
部

土
師

器
小

皿
-

-
（

6.
0）

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

13
36

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
陶

器
四

耳
壷

9.
2

22
.0

 
7.

8
"褐

釉
壷

 
耳

壷
Ⅵ

-1
類

(大
)"

13
c

胎
土

：
精

・
長

石
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

胴
部

上
半

に
褐

色
釉

を
流

す
、

横
型

の
四

耳
を

配
置

、
口

縁
内

傾
部

に
目

痕
（

6
個

）、
畳

付
～

高
台

内
無

釉
10

図
-1

14
37

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

北
側

中
世

須
恵

器
瓶

8.
0

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
7

図
-1

0
14

38
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
6.

4
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

頸
部

は
縦

位
の

工
具

ナ
デ

、
体

部
は

工
具

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

7
図

-1
1

14
39

Ａ
区

石
積

A
区

石
積

内
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
頸

部
は

横
ナ

デ
、

胴
部

は
山

形
タ

タ
キ

後
工

具
ナ

デ
　

内
面

：
頸

は
ナ

デ
14

40
Ａ

区
石

積
A

区
石

積
北

側
中

世
須

恵
器

瓶
-

12
.7

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

内
底

は
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
　

底
部

：
板

目
圧

痕
7

図
-1

4
14

41
Ａ

区
石

積
A-

B3
区

上
部

石
積

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

11
.7

在
地

胎
土

：
雲

母
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
山

形
タ

タ
キ

、
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
ナ

デ
7

図
-1

3
14

42
Ａ

区
石

積
A-

D
T3

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
13

.0
 

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
7

図
-1

2

観
察

表

― 229 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
18

95
Ａ

区
溝

A-
B2

区
砂

層
上

部
土

師
器

坏
12

.0
2.

6
8.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-6
18

96
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

（
12

.2
）

3.
1

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

18
97

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

12
.2

）
2.

5
（

7.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
18

98
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.2

）
3.

0 
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
18

99
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
12

.2
）

3.
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区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
8

（
7.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
：

ナ
デ

20
14

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
2

層
溝

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
2

（
7.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

14
1

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
9

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
14

2
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
2

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
14

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
1

（
9.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕

20
14

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
2

層
溝

土
師

器
坏

13
.0

3.
0 

8.
4

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

ナ
デ

20
14

5
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.0
2.

7
8.

4
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
14

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
-Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.0
2.

7
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
14

7
Ａ

区
溝

A-
B3

区
-？

層
土

師
器

坏
13

.0
3.

0 
9.

0
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

14
8

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.0
3.

0 
8.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

14
9

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
13

.0
3.

4
7.

6
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

15
図

-2
5

20
15

0
Ａ

区
溝

A-
BT

3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

13
.0

3.
2

8.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-7

20
15

1
Ａ

区
溝

A-
B1

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.0
2.

9
9.

0
色

調
：

灰
白

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-2
1

20
15

2
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
8

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
図

-6

20
15

3
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
区

Ⅲ
層

土
師

器
坏

13
.0

2.
6

8.
6

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
30

図
-1

4

20
15

4
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

13
.0

3.
3

9.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
図

-1
9

20
15

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

20
15

6
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

2.
5

（
7.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
15

7
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

13
.2

）
3.

0 
（

9.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

15
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

2.
9

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
15

9
Ａ

区
溝

A-
B

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

3.
0 

（
9.

4）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

16
0

Ａ
区

溝
A-

B3
区

2
層

溝
土

師
器

坏
13

.2
3.

0 
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
16

1
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.2
3.

5
7.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

口
縁

部
歪

む
16

図
-2

2

20
16

2
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

3.
3

（
9.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

16
3

Ａ
区

溝
A-

B2
区

砂
層

上
部

土
師

器
坏

（
13

.2
）

2.
8

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
16

4
Ａ

区
溝

A-
B2

区
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.3
）

3.
1

（
9.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

16
5

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
Ⅰ

層
土

師
器

坏
（

13
.0

）
2.

8
（

7.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
16

6
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.4
3.

0 
8.

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-3
20

16
7

Ａ
区

溝
A-

B
Ⅲ

層
土

師
器

坏
13

.4
3.

2
8.

4
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
図

-1
21

16
8

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.6

）
3.

2
（

6.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
16

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.6
3.

1
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

17
0

Ａ
区

溝
A-

B
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.6

）
2.

7
（

8.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

21
17

1
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
13

.6
）

2.
8

（
9.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
15

図
-2

9

21
17

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
13

.6
3.

5
8.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-1

3
21

17
3

Ａ
区

溝
A-

AT
Ⅰ

層
土

師
器

坏
13

.6
4.

0 
8.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-1
2

21
17

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

13
.6

3.
0 

9.
0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-2
0

21
17

5
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

（
13

.8
）

2.
7

（
8.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

17
6

Ａ
区

溝
A-

B2
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.8
）

3.
1

（
9.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
17

7
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

13
.8

3.
0 

8.
8

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

21
17

8
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
坏

13
.8

3.
2

9.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
18

95
Ａ

区
溝

A-
B2

区
砂

層
上

部
土

師
器

坏
12

.0
2.

6
8.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-6
18

96
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

（
12

.2
）

3.
1

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

18
97

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

12
.2

）
2.

5
（

7.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
18

98
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.2

）
3.

0 
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
18

99
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
12

.2
）

3.
4

（
8.

0）
）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

19
10

0
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
層

土
師

器
坏

12
.2

2.
9

8.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
16

図
-1

0

19
10

1
Ａ

区
溝

A-
B1

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
12

.2
2.

8
7.

6
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
回

転
痕

16
図

-2
5

19
10

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
2

層
土

師
器

坏
12

.2
3.

4
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-2
6

19
10

3
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

坏
12

.2
3.

2
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
強

い
静

止
ナ

デ
30

図
-9

19
10

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

12
.2

3.
2

7.
8

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-2

7
19

10
5

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

坏
（

12
.2

）
3.

0 
（

8.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

10
6

Ａ
区

溝
A-

BT
3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
12

.3
3.

1
8.

8
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-9
19

10
7

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

12
.4

）
3.

0 
（

8.
2）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

19
10

8
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.4

）
3.

2
（

8.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

19
10

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅰ

層
土

師
器

坏
（

12
.4

）
3.

6
（

8.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
及

び
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

11
0

Ａ
区

溝
A-

B1
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

12
.4

2.
9

8.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-1

7
19

11
1

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

12
.4

2.
4

8.
8

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
16

図
-2

8
19

11
2

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

坏
（

12
.4

）
2.

8
（

8.
6）

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

11
3

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
土

師
器

坏
（

12
.5

）
2.

6
（

8.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
11

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

（
12

.6
）

2.
8

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
11

5
Ａ

区
溝

A-
BT

3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
12

.6
）

2.
4

（
7.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
11

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
2

層
土

師
器

坏
12

.6
3.

4
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

11
7

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

12
.6

3.
2

8.
2

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-1
8

19
11

8
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

12
.6

3.
0 

8.
4

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-2

19
11

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

12
.6

3.
1

8.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-5

19
12

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

（
12

.6
）

3.
1

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
図

-2
6

19
12

1
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
層

土
師

器
坏

12
.6

2.
5

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-3

1
19

12
2

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
2.

7
（

7.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

12
3

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅱ

層
土

師
器

坏
12

.8
2.

8
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

12
4

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
Ⅰ

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
3.

4
（

8.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
12

5
Ａ

区
溝

Ａ
-Ｂ

3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
12

.8
）

2.
5

（
9.

2）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

12
6

Ａ
区

溝
Ａ

-Ｂ
3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
3.

1
（

9.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

12
7

Ａ
区

溝
Ａ

-Ｂ
3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
3.

3
（

8.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

12
8

Ａ
区

溝
A-

BT
3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
2.

7
（

9.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
12

9
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

12
.8

2.
2

7.
8

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

19
13

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

層
土

師
器

坏
（

12
.8

）
2.

7
（

9.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
19

13
1

Ａ
区

溝
A-

B2
Ⅱ

層
土

師
器

坏
12

.8
3.

1
8.

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-1

4
19

13
2

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
Ⅱ

層
土

師
器

坏
12

.8
3.

4
9.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

16
図

-2
3

20
13

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

12
.8

3.
1

7.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-1

5
20

13
4

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

坏
12

.8
3.

6
7.

6
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

20
13

5
Ａ

区
溝

A-
BT

1.
2

層
土

師
器

坏
（

12
.9

）
3.

3
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-5

20
13

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
0 

（
8.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
20

13
7

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
内

Ⅰ
層

土
師

器
坏

（
13

.0
）

3.
2

（
8.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
21

17
9

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.8

）
3.

2
（

9.
0）

）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
18

0
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

13
.8

2.
9

8.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

18
1

Ａ
区

溝
A-

B
Ⅱ

区
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.8

）
2.

7
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
18

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

13
.8

2.
9

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

静
止

ナ
デ

15
図

-3
1

21
18

3
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

坏
13

.8
3.

2
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-1

6

21
18

4
Ａ

区
溝

A-
B2

区
砂

層
上

部
土

師
器

坏
13

.8
3.

4
8.

8
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
強

い
回

転
痕

16
図

-1

21
18

5
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

14
.0

）
3.

0 
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

18
6

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
14

.0
3.

2
9.

0
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

15
図

-2
6

21
18

7
Ａ

区
溝

A-
BT

1
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.0

3.
2

9.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-8

21
18

8
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
14

.0
3.

4
11

.2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-1

5

21
18

9
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
14

.2
）

3.
3

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
19

0
Ａ

区
溝

A-
B2

区
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.2

2.
9

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

21
19

1
Ａ

区
溝

A-
BT

3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.4

3.
6

10
.0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-4

21
19

2
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

14
.4

3.
2

8.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

15
図

-2
8

21
19

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
14

.4
）

3.
1

（
9.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
15

図
-2

7

21
19

4
Ａ

区
溝

A-
B1

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
14

.4
3.

4
9.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-2

4

22
19

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

（
5.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
19

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
6.

8
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
19

7
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

-
-

6.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

19
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

19
9

Ａ
区

溝
A-

B2
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
7.

4
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

0
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
1

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
-

-
（

7.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

2
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
6

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
3

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
4

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

坏
-

-
7.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

5
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
8

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
：

強
い

回
転

痕
22

20
6

Ａ
区

溝
A-

B3
区

2
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
7

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

8
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

9
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
22

21
0

Ａ
区

溝
A-

B3
区

2
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

1
Ａ

区
溝

A-
BT

2
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

21
3

Ａ
区

溝
A-

BT
1.

2
層

土
師

器
坏

-
-

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

-
-

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

22
21

7
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
5

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

22
21

8
Ａ

区
溝

A-
B2

区
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

22
21

9
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

22
22

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
（

8.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

22
22

1
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
（

9.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

簾
状

圧
痕

22
22

2
Ａ

区
溝

A-
B2

区
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

9.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
22

3
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

9.
0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
22

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
2

層
溝

土
師

器
坏

-
-

9.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
22

5
Ａ

区
溝

A-
B1

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
22

22
6

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
内

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

9.
2

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

22
22

7
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
脚

付
坏

-
-

7.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

雲
母

及
び

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

脚
を

付
け

る
23

22
8

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
6.

4）
1.

7
（

5.
2）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
22

9
Ａ

区
溝

A-
BT

1.
2

層
土

師
器

小
皿

（
6.

4）
1.

5
（

5.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

23
0

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
6.

8）
1.

5
（

5.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
23

1
Ａ

区
溝

A-
B2

区
1.

2
層

土
師

器
小

皿
7.

0
1.

5
5.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
14

図
-1

3

23
23

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
2

1.
8

6.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
ナ

デ
14

図
-9

23
23

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
7.

2
1.

7
5.

8
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

14
図

-1
0

23
23

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
2

1.
2

5.
4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
23

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
7.

2
1.

2
5.

6
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
23

6
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

7.
2）

1.
3

（
4.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

23
7

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
7.

2）
1.

4
（

5.
6）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
23

8
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
小

皿
7.

2
1.

5
5.

2
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

23
23

9
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
・

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
7.

4
2.

3
4.

9
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

口
唇

に
ス
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着
14

図
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0
Ａ

区
溝

A-
B2

区
1.

2
層

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

7
5.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
14

図
-8
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24

1
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
4

1.
0 

5.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

14
図

-1
6

23
24

2
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

7.
4）

1.
6

（
5.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
15

図
-1

3
23

24
3

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

7.
4

1.
6

5.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
15

図
-1

8
23

24
4

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

7.
4

1.
5

5.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

24
5

Ａ
区

溝
Ａ

-B
1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

5
5.

8
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

24
6

Ａ
区

溝
A-

B2
区

1.
2

層
土

師
器

小
皿

7.
4

1.
0 

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
24

7
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
4

1.
0 

5.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

24
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
土

師
器

小
皿

7.
6

1.
3

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
14

図
-2

2
23

24
9

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
7.

6）
1.

1
（

5.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

25
0

Ａ
区

溝
A-

B2
区

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
6

1.
3

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

23
25

1
Ａ

区
溝

A-
B2

 2
層

土
師

器
小

皿
7.

7
2.

1
4.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
14

図
-4
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25

2
Ａ

区
溝
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B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
7

1.
3

6.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
14

図
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Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

7.
7

1.
4

5.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

23
25

4
Ａ

区
溝

A-
B2

区
2

層
土

師
器

小
皿

7.
8

2.
0 

5.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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唇
に

ス
ス

付
着
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図
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BT
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師

器
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皿
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に
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砂

粒
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含
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面
回

転
ナ

デ
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：
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切
り
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し
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溝
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BT
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器
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色
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を
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む
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整
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面
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図
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器
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砂
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を
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面
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整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
21

17
9

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.8

）
3.

2
（

9.
0）

）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
18

0
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

13
.8

2.
9

8.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

18
1

Ａ
区

溝
A-

B
Ⅱ

区
Ⅲ

層
土

師
器

坏
（

13
.8

）
2.

7
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
18

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

13
.8

2.
9

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

静
止

ナ
デ

15
図

-3
1

21
18

3
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

坏
13

.8
3.

2
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

図
-1

6

21
18

4
Ａ

区
溝

A-
B2

区
砂

層
上

部
土

師
器

坏
13

.8
3.

4
8.

8
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
強

い
回

転
痕

16
図

-1

21
18

5
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

14
.0

）
3.

0 
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
21

18
6

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
14

.0
3.

2
9.

0
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

15
図

-2
6

21
18

7
Ａ

区
溝

A-
BT

1
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.0

3.
2

9.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
16

図
-8

21
18

8
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
14

.0
3.

4
11

.2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-1

5

21
18

9
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
14

.2
）

3.
3

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

21
19

0
Ａ

区
溝

A-
B2

区
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.2

2.
9

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

21
19

1
Ａ

区
溝

A-
BT

3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.4

3.
6

10
.0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-4

21
19

2
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

14
.4

3.
2

8.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

15
図

-2
8

21
19

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

（
14

.4
）

3.
1

（
9.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
15

図
-2

7

21
19

4
Ａ

区
溝

A-
B1

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
14

.4
3.

4
9.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
16

図
-2

4

22
19

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

（
5.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
19

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
6.

8
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
19

7
Ａ

区
溝

A-
BT

3
層

土
師

器
坏

-
-

6.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

19
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

19
9

Ａ
区

溝
A-

B2
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
7.

4
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

0
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
1

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
-

-
（

7.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

2
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
6

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
3

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
4

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

坏
-

-
7.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

5
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

7.
8

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
：

強
い

回
転

痕
22

20
6

Ａ
区

溝
A-

B3
区

2
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

20
7

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

8
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
20

9
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
22

21
0

Ａ
区

溝
A-

B3
区

2
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

1
Ａ

区
溝

A-
BT

2
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
22

21
3

Ａ
区

溝
A-

BT
1.

2
層

土
師

器
坏

-
-

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

4
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

5
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
8.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

22
21

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

土
師

器
坏

-
-

8.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

22
21

7
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
5

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
23

25
8

Ａ
区

溝
A-

BT
3

層
土

師
器

小
皿

7.
8

1.
8

6.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
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（
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府
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徴
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技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
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底

径
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Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器
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皿
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1.
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（
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2）
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調

：
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黄
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：
1m

m
の

砂
粒

を
含
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外
面
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転
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外

底
：

糸
切

り
離

し
24
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区

溝
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3
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Ⅱ
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土

師
器
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皿

8.
2

1.
3

5.
6

色
調
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土
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1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外
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転
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デ
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底
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切
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離
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2
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溝
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土
師
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皿
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調
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に
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橙
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土
：
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砂
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含
む
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外
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転
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デ
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切
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Ａ
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Ⅱ
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外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
15

図
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3
23

29
3

A
区

溝
A-

BT
3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

2
（

6.
2）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
23

29
4

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

0 
（

6.
2）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

29
5

A
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

2
（

6.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

29
6

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

6
（

6.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
29

7
A

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
3

（
6.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
29

8
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

4
（

6.
2）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
29

9
A

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
2

6.
4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

― 235 ―
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
24

34
6

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

9.
3）

1.
5

（
6.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

34
7

A
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
9.

4）
1.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
34

8
Ａ

区
溝

A-
B2

 2
層

土
師

器
小

皿
（

9.
4）

1.
6

（
7.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

34
9

A
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
9.

5
1.

5
（

7.
2）

色
調

：
淡

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

14
図

-1
9

24
35

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

（
9.

6）
1.

2
（

7.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

1
A

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
小

皿
9.

6
2.

1
5.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

2
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
9.

7
1.

9
6.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

14
図

-1
2

24
35

3
A

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
10

.0
2.

0 
6.

4
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

24
35

4
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

10
.1

）
1.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

35
5

A
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
11

.2
）

1.
7

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

6
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
-

-
5.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
25

36
8

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
2

層
青

磁
碗

16
.0

 
7.

0 
6.

2
龍

泉
窯

系
A1

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
内

底
に

有
段

、
高

台
内

も
施

釉
17

図
-2

25
36

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

6.
0 

龍
泉

窯
系

A2
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

（
3

単
位

）、
畳

付
～

高
台

内
も

一
部

施
釉

17
図

-4

25
37

0
Ａ

区
溝

A-
B3

溝
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

5.
8

龍
泉

窯
系

A
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

色
　

釉
：

透
明

な
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

（
3

単
位

）、
高

台
内

も
施

釉
25

37
1

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

青
磁

碗
-

-
5.

8
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
、

畳
付

一
部

施
釉

17
図

-6
25

37
2

Ａ
区

溝
A-

B
３

区
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

5.
9

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
褐

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

黄
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

25
37

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

青
磁

碗
15

.6
5.

6
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

色
17

図
-1

25
37

4
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

2
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
褐

色
　

釉
：

灰
褐

色
　

外
面

：
無

鎬
蓮

弁
文

25
37

5
Ａ

区
溝

A-
B3

溝
Ⅰ

層
青

磁
小

碗
12

.8
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
厚

・
青

灰
色

　
外

面
：

幅
の

狭
い

鎬
蓮

弁
文

25
37

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

青
磁

碗
15

.8
4.

5
5.

0 
"龍

泉
窯

系
B1

類
 

高
台

無
文

平
碗

"
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

畳
付

ま
で

施
釉

　
内

底
に

ス
タ

ン
プ

17
図

-3

25
37

7
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

1
層

青
磁

皿
11

.6
2.

3
5.

0 
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

透
明

な
灰

色
　

内
底

：
櫛

状
の

施
文

具
に

よ
る

文
様

　
底

部
無

釉
17

図
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25
37

8
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
青

磁
皿

11
.0

 
-

-
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

透
明

な
灰

色
　

内
底

：
櫛

状
の

施
文

具
に

よ
る

文
様

25
37

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

・
Ⅲ

層
青

磁
酒

海
壷

蓋
-

-
-

小
型

酒
海

壷
蓋

14
c

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
・

青
灰

色
、

外
面

：
蓮

弁
　

火
を

受
け

る
25

38
0

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅰ

・
Ⅱ

層
青

磁
瓶

-
-

-
龍

泉
窯

系
：

花
瓶

14
c

腰
部

か
ら

下
位

　
元

様
式

　
下

半
に

蓮
弁

文
　

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
緑

灰
色

25
38

1
Ａ

区
溝

A-
BT

　
Ⅳ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

25
38

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
白

磁
梅

瓶
-

-
-

白
磁

梅
瓶

13
ｃ

中
頃

～
14

ｃ
初

頭
龍

泉
窯

系
　

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
緑

灰
色

25
38

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
・

Ⅱ
層

陶
器

碗
（

天
目

）
-

-
-

中
国

・
天

目
13

c
～

14
c

中
国

：
非

建
盞

　
胎

土
：

粗
・

黒
色

粒
子

を
含

む
オ

リ
ー

ブ
灰

色
（

ざ
ら

ざ
ら

）　
釉

：
天

目
釉

25
38

4
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
区

Ⅲ
層

陶
器

甕
備

前
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

内
外

面
と

も
ナ

デ
18

図
-9

25
38

5
Ａ

区
溝

A-
B2

区
溝

内
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
５

型
式

13
c

中
頃

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

　
自

然
釉

が
か

か
る

　
内

面
頸

部
は

ナ
デ

、
体

部
は

ケ
ズ

リ
26

38
6

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
中

世
須

恵
器

瓶
8.

0 
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

・
雲

母
を

含
む

灰
白

色
　

内
外

面
：

ナ
デ

18
図

-6
26

38
7

Ａ
区

溝
A-

B3
溝

1
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

、
頸

部
縦

ナ
デ

、
体

部
横

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

18
図

-7
26

38
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
褐

灰
色

　
外

面
：

山
形

タ
タ

キ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
18

図
-4

26
38

9
Ａ

区
溝

A-
B1

区
1

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
14

.2
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

18
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面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

43
8

Ｂ
区

溝
B-

FG
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
（

6.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
5m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

43
9

Ｂ
区

溝
B-

FG
Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
7.

4
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

29
44

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
-

-
（

7.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

44
1

Ｂ
区

溝
B-

FT
溝

Ⅲ
層

下
土

師
器

坏
-

-
8.

0 
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

雲
母

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

44
2

Ｂ
区

溝
B-

FT
溝

Ⅲ
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
24

34
6

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅰ

.Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

9.
3）

1.
5

（
6.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

34
7

A
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
9.

4）
1.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
34

8
Ａ

区
溝

A-
B2

 2
層

土
師

器
小

皿
（

9.
4）

1.
6

（
7.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

34
9

A
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
9.

5
1.

5
（

7.
2）

色
調

：
淡

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

14
図

-1
9

24
35

0
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

（
9.

6）
1.

2
（

7.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

1
A

区
溝

A-
B1

区
溝

Ⅰ
層

土
師

器
小

皿
9.

6
2.

1
5.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

2
Ａ

区
溝

A-
B2

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
9.

7
1.

9
6.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

14
図

-1
2

24
35

3
A

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
10

.0
2.

0 
6.

4
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

24
35

4
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

10
.1

）
1.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
24

35
5

A
区

溝
A-

BT
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

（
11

.2
）

1.
7

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

24
35

6
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
-

-
5.

0
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
25

36
8

Ａ
区

溝
A-

B1
区

溝
2

層
青

磁
碗

16
.0

 
7.

0 
6.

2
龍

泉
窯

系
A1

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
内

底
に

有
段

、
高

台
内

も
施

釉
17

図
-2

25
36

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

6.
0 

龍
泉

窯
系

A2
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

（
3

単
位

）、
畳

付
～

高
台

内
も

一
部

施
釉

17
図

-4

25
37

0
Ａ

区
溝

A-
B3

溝
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

5.
8

龍
泉

窯
系

A
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

色
　

釉
：

透
明

な
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

（
3

単
位

）、
高

台
内

も
施

釉
25

37
1

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

青
磁

碗
-

-
5.

8
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
、

畳
付

一
部

施
釉

17
図

-6
25

37
2

Ａ
区

溝
A-

B
３

区
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

5.
9

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
褐

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

黄
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

25
37

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅲ
層

青
磁

碗
15

.6
5.

6
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

色
17

図
-1

25
37

4
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

2
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
褐

色
　

釉
：

灰
褐

色
　

外
面

：
無

鎬
蓮

弁
文

25
37

5
Ａ

区
溝

A-
B3

溝
Ⅰ

層
青

磁
小

碗
12

.8
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
厚

・
青

灰
色

　
外

面
：

幅
の

狭
い

鎬
蓮

弁
文

25
37

6
Ａ

区
溝

A-
B3

区
溝

1
層

青
磁

碗
15

.8
4.

5
5.

0 
"龍

泉
窯

系
B1

類
 

高
台

無
文

平
碗

"
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

畳
付

ま
で

施
釉

　
内

底
に

ス
タ

ン
プ

17
図

-3

25
37

7
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

1
層

青
磁

皿
11

.6
2.

3
5.

0 
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

透
明

な
灰

色
　

内
底

：
櫛

状
の

施
文

具
に

よ
る

文
様

　
底

部
無

釉
17

図
-5

25
37

8
Ａ

区
溝

A-
B1

区
溝

内
Ⅰ

層
青

磁
皿

11
.0

 
-

-
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

透
明

な
灰

色
　

内
底

：
櫛

状
の

施
文

具
に

よ
る

文
様

25
37

9
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

・
Ⅲ

層
青

磁
酒

海
壷

蓋
-

-
-

小
型

酒
海

壷
蓋

14
c

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
・

青
灰

色
、

外
面

：
蓮

弁
　

火
を

受
け

る
25

38
0

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅰ

・
Ⅱ

層
青

磁
瓶

-
-

-
龍

泉
窯

系
：

花
瓶

14
c

腰
部

か
ら

下
位

　
元

様
式

　
下

半
に

蓮
弁

文
　

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
緑

灰
色

25
38

1
Ａ

区
溝

A-
BT

　
Ⅳ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

25
38

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
白

磁
梅

瓶
-

-
-

白
磁

梅
瓶

13
ｃ

中
頃

～
14

ｃ
初

頭
龍

泉
窯

系
　

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
緑

灰
色

25
38

3
Ａ

区
溝

A-
BT

Ⅰ
・

Ⅱ
層

陶
器

碗
（

天
目

）
-

-
-

中
国

・
天

目
13

c
～

14
c

中
国

：
非

建
盞

　
胎

土
：

粗
・

黒
色

粒
子

を
含

む
オ

リ
ー

ブ
灰

色
（

ざ
ら

ざ
ら

）　
釉

：
天

目
釉

25
38

4
Ａ

区
溝

A-
B

Ⅲ
区

Ⅲ
層

陶
器

甕
備

前
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

内
外

面
と

も
ナ

デ
18

図
-9

25
38

5
Ａ

区
溝

A-
B2

区
溝

内
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
５

型
式

13
c

中
頃

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

　
自

然
釉

が
か

か
る

　
内

面
頸

部
は

ナ
デ

、
体

部
は

ケ
ズ

リ
26

38
6

Ａ
区

溝
A-

B3
区

溝
1

層
中

世
須

恵
器

瓶
8.

0 
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

・
雲

母
を

含
む

灰
白

色
　

内
外

面
：

ナ
デ

18
図

-6
26

38
7

Ａ
区

溝
A-

B3
溝

1
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

、
頸

部
縦

ナ
デ

、
体

部
横

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

18
図

-7
26

38
8

Ａ
区

溝
A-

B3
区

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
褐

灰
色

　
外

面
：

山
形

タ
タ

キ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
18

図
-4

26
38

9
Ａ

区
溝

A-
B1

区
1

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
14

.2
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

18
図

-5
26

39
0

Ａ
区

溝
A-

BT
Ⅰ

.Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

12
.2

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

山
形

タ
タ

キ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
18

図
-8

26
39

1
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
27

.8
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
体

部
ユ

ビ
押

え
後

ナ
デ

、
腰

部
は

横
方

向
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

18
図

-1

26
39

2
Ａ

区
溝

A-
B3

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を
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後

ナ
デ

　
内

面
：

ヨ
コ

ナ
デ

32
52

3
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
3

層
中

世
須

恵
器

壷
-

-
-

在
地

13
c

後
葉

～
14

c
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
・

縞
状

　
外

面
：

格
子

タ
タ

キ
（

3m
m

）・
山

形
タ

タ
キ

　
内

面
：

ヨ
コ

ナ
デ

32
52

4
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
Ⅲ

層
中

世
須

恵
器

甕
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
横

方
向

に
菱

形
押

し
型

　
内

面
：

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

32
52

5
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
3

層
下

部
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
頸

部
横

ナ
デ

、
体

部
縦

ナ
デ

　
内

面
：

頸
部

ナ
デ

、
体

部
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
29

44
3

Ｂ
区

溝
B-

FG
3

区
溝

3
層

土
師

器
坏

-
-

8.
0 

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

29
44

4
Ｂ

区
溝

B-
FT

2
層

土
師

器
坏

-
-

8.
0 

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

44
5

Ｂ
区

溝
B-

FG
3

区
溝

3
層

土
師

器
坏

-
-

8.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
29

44
6

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

遺
構

内
土

師
器

坏
-

-
8.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

29
44

7
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
Ⅲ

層
下

土
師

器
坏

-
-

9.
0 

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

29
44

8
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
Ⅲ

層
土

師
器

坏
-

-
9.

0 
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
砂

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

30
44

9
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
5

層
土

師
器

小
皿

（
6.

4）
1.

0 
（

4.
6）

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

内
底

：
静

止
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
31

図
-1

8

30
45

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

6.
6）

1.
6

（
5.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

45
1

Ｂ
区

溝
BE

F
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

7.
6 

1.
3 

5.
0 

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-3

0
30

45
2

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

7.
6

2.
5

5.
6

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-3
1

30
45

3
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
3

層
土

師
器

小
皿

（
7.

6）
1.

1
（

5.
4）

色
調

：
灰

白
色

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

口
唇

に
ス

ス
付

着
30

45
4

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

3
（

6.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-2

9
30

45
5

Ｂ
区

溝
B-

FG
2

区
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
3

6.
0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
 　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-1

4

30
45

6
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

3
層

土
師

器
小

皿
8.

0 
1.

5
6.

0 
色

調
：

淡
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

縁
部

ス
ス

付
着

30
45

7
Ｂ

区
溝

B-
EF

溝
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
5

5.
6

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
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5
30

45
8

Ｂ
区

溝
B-

FG
2

区
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

8.
0 

1.
4

5.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-1

6
30

45
9

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
土

師
器

小
皿

（
8.

0）
1.

6
（

6.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

46
0

Ｂ
区

溝
B-

FT
溝

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
0 

（
5.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
46

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
内

3
層

下
部

土
師

器
小

皿
8.

4
1.

3
6.

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
46

2
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

3
（

6.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
46

3
Ｂ

区
溝

B-
FT

2
層

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

1.
3

（
6.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
46

4
Ｂ

区
溝

B-
FT

2
層

土
師

器
小

皿
8.

8 
1.

7 
6.

4 
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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図
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8

30
46

5
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

8.
8

1.
2

6.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

46
6

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

3
層

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
3

（
7.

０
）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
外

面
ナ

デ
　

内
面

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

46
7

Ｂ
区

溝
B-

FG
Ⅱ

区
Ⅲ

層
溝

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
5

（
6.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
46

8
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

Ⅲ
層

土
師

器
小

皿
（

9.
0）

1.
4

（
6.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

46
9

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

遺
構

内
土

師
器

小
皿

（
9.

2）
1.

7
（

6.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
30

47
0

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
土

師
器

小
皿

（
10

.0
）

1.
3

（
7.

4）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

30
47

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

溝
Ⅲ

層
下

部
土

師
器

小
皿

10
.8

1.
0 

8.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

30
47

2
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
Ⅲ

層
下

土
師

器
小

皿
11

.2
1.

5
8.

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
30

47
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A2

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
内

底
：

片
彫

蓮
花

文

30
47

4
Ｂ

区
溝

B-
FG

２
区

溝
Ⅲ

層
下

部
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
底

：
片

彫
文

30
47

5
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

溝
4

層
青

磁
碗

15
.6

6.
1

4.
8

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
　

釉
：

灰
色

、
畳
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～

高
台
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は

無
釉
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高
台
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は

無
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草
花

文
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色
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は

無
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2
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層

青
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龍
泉
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葉
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内
は

無
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48

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

Ⅲ
層

青
磁

碗
16

.0
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

32
図

-6
30

48
1

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

30
48

2
Ｂ

区
溝

B-
FG

　
溝

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
青

灰
色

30
48

3
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

　
Ⅲ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

暗
灰

色
　

釉
：

緑
灰

色
30

48
4

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

遺
構

内
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

暗
青

灰
色
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

32
52

6
Ｂ

区
溝

B-
FG

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

（
31

.6
）

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
含

む
内

外
器

壁
は

灰
色

・
内

部
は

赤
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

×
状

の
擂

目
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

34
図

-2

32
52

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

溝
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

26
.0

10
.7

11
.0

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
、

口
縁

付
近

は
横

ナ
デ

、
形

歪
む

34
図

-1

32
52

8
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

23
.4

-
在

地
胎

土
：

黒
色

粒
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
斜

め
に

ユ
ビ

押
え

・
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
後

×
字

状
擂

目
34

図
-3

32
52

9
Ｂ

区
溝

B-
G

Ⅲ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
（

27
.8

）
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
縦

方
向

ケ
ズ

リ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
付

近
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

櫛
状

工
具

に
よ

る
擂

目
（

5
本

/2
.8

cm
）、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

32
53

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

溝
Ⅲ

層
下

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

26
.0

 
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

腰
部

は
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

32
53

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ナ
デ

後
櫛

状
工

具
に

よ
る

擂
目

（
7

本
/1

.7
cm

）、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ

33
53

2
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
3

層
下

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
33

53
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
溝

Ⅲ
層

下
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

後
櫛

状
工

具
に

よ
る

擂
目

（
5

本
/2

.3
cm

）
33

53
4

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
上

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ナ

デ
後

擂
目

（
5

本
/1

cm
）

33
53

5
Ｂ

区
溝

B-
FG

Ⅱ
区

Ⅲ
層

溝
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
33

53
6

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
最

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目
（

5
本

）

33
53

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

最
上

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目

33
53

8
Ｂ

区
溝

B-
FT

中
世

須
恵

器
鉢

23
.2

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

35
図

-5

33
53

9
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
（

25
.0

）
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
34

図
-4

33
54

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

、
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

腰
部

横
方

向
ケ

ズ
リ

、
底

面
に

山
形

タ
タ

キ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

外
に

開
く

33
54

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
3

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
33

54
2

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

樺
番

城
？

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
33

54
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

33
54

4
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

最
上

部
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

　
焼

成
：

や
や

不
良

33
54

5
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

樺
番

城
？

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

34
54

6
Ｂ

区
溝

B-
FT

第
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

11
.5

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
　

焼
成

：
や

や
不

良
34

54
7

Ｂ
区

溝
B-

FT
第

2
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
12

.4
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目

34
54

8
Ｂ

区
溝

B-
FG

溝
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

14
.6

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
細

か
い

X
状

擂
目

35
図

-6

34
54

9
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
3

層
下

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
11

.0
 

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

×
状

擂
目

34
55

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

11
.8

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

格
子

状
擂

目

34
55

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

を
含

む
赤

灰
色

・
内

外
器

壁
は

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
格

子
状

擂
目

34
55

2
Ｂ

区
溝

B-
FT

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
格

子
状

擂
目

34
55

3
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
後

擂
目

（
6

本
/1

.8
cm

）
34

55
4

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
最

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

（
6

本
/1

.6
cm

）
34

55
5

Ｂ
区

溝
B-

FG
Ⅱ

区
Ⅲ

層
溝

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
34

55
6

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目

34
55

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
34

55
8

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

34
55

9
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
3

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
11

.0
 

在
地

胎
土

：
長

石
を

含
む

赤
灰

色
・

内
外

器
壁

は
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
34

56
0

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
最

上
部

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

10
.4

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
34

56
1

Ｂ
区

溝
B-

FG
3

区
溝

Ⅲ
層

瓦
質

土
器

盤
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
内

外
面

：
ナ

デ
34

56
2

Ｂ
区

溝
B-

FG
３

区
溝

Ⅲ
層

磁
器

染
付

碗
蓋

9.
2

2.
9

3.
4

肥
前

系
18

c
後

半
高

台
端

部
釉

掻
き

と
り

　
畳

付
に

砂
付

着
　

外
面

：
丸

文
34

56
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

3.
8

肥
前

系
18

c
後

半
高

台
外

面
に

二
重

圏
線

34
56

4
Ｂ

区
溝

B-
FT

Ⅱ
層

陶
器

碗
-

-
-

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
34

56
5

Ｂ
区

溝
B-

EF
Ⅲ

層
陶

器
皿

13
.8

-
-

肥
前

：
内

野
山

窯
17

c
末

～
18

c
前

半
内

外
面

：
銅

緑
釉

か
け

流
し

34
56

6
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
陶

器
皿

-
-

4.
6

肥
前

18
c

前
半

内
面

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
・

打
刷

毛
目

　
透

明
釉

　
外

面
下

位
露

胎

35
56

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
坏

-
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

35
56

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

（
 9

.4
）

2.
7

（
6.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
56

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

（
12

.4
）

3.
5

（
6.

8）
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
57

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

13
.0

 
2.

7
9.

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
：

強
い

回
転

痕
31

図
-2

35
57

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
坏

13
.0

 
3.

0 
8.

0 
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-7

35
57

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

-
-

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
内

外
面

に
指

痕

35
57

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

溝
第

4
層

土
師

器
坏

13
.6

2.
1

7.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

砂
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-1
2

35
57

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
7.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
多

く
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

35
57

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
6.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
57

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

-
-

（
6.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

簾
状

圧
痕

35
57

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
4

層
土

師
器

坏
-

-
（

6.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
57

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
坏

-
-

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
57

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
8.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
58

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
9.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
9.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
に

回
転

痕

35
58

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
8.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
坏

-
-

（
9.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

6.
4）

1.
3

（
4.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

　

35
58

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

6.
6）

1.
6

（
5.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
6.

8
1.

4
5.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕

35
58

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

7.
0）

1.
1

（
5.

4）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

- 240 -

挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

32
52

6
Ｂ

区
溝

B-
FG

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

（
31

.6
）

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
含

む
内

外
器

壁
は

灰
色

・
内

部
は

赤
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

×
状

の
擂

目
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

34
図

-2

32
52

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

溝
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

26
.0

10
.7

11
.0

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
、

口
縁

付
近

は
横

ナ
デ

、
形

歪
む

34
図

-1

32
52

8
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

23
.4

-
在

地
胎

土
：

黒
色

粒
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
斜

め
に

ユ
ビ

押
え

・
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
後

×
字

状
擂

目
34

図
-3

32
52

9
Ｂ

区
溝

B-
G

Ⅲ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
（

27
.8

）
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
縦

方
向

ケ
ズ

リ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
付

近
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

櫛
状

工
具

に
よ

る
擂

目
（

5
本

/2
.8

cm
）、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

32
53

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

2
区

溝
Ⅲ

層
下

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

26
.0

 
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

腰
部

は
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

32
53

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ナ
デ

後
櫛

状
工

具
に

よ
る

擂
目

（
7

本
/1

.7
cm

）、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ

33
53

2
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
3

層
下

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
33

53
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
溝

Ⅲ
層

下
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ナ
デ

後
櫛

状
工

具
に

よ
る

擂
目

（
5

本
/2

.3
cm

）
33

53
4

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
上

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ナ

デ
後

擂
目

（
5

本
/1

cm
）

33
53

5
Ｂ

区
溝

B-
FG

Ⅱ
区

Ⅲ
層

溝
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目
33

53
6

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
最

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目
（

5
本

）

33
53

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

最
上

部
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
×

状
擂

目

33
53

8
Ｂ

区
溝

B-
FT

中
世

須
恵

器
鉢

23
.2

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
腰

部
横

方
向

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

35
図

-5

33
53

9
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
（

25
.0

）
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
34

図
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33
54

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

、
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
、

腰
部

横
方

向
ケ

ズ
リ

、
底

面
に

山
形

タ
タ

キ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

外
に

開
く

33
54

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

3
区

溝
3

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
33

54
2

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

樺
番

城
？

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
33

54
3

Ｂ
区

溝
B-

FT
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

33
54

4
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

最
上

部
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

　
焼

成
：

や
や

不
良

33
54

5
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

樺
番

城
？

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

34
54

6
Ｂ

区
溝

B-
FT

第
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

11
.5

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
　

焼
成

：
や

や
不

良
34

54
7

Ｂ
区

溝
B-

FT
第

2
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
12

.4
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目

34
54

8
Ｂ

区
溝

B-
FG

溝
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

14
.6

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
、

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
細

か
い

X
状

擂
目
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34
54

9
Ｂ

区
溝

B-
FT

溝
3

層
下

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
11

.0
 

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

×
状

擂
目

34
55

0
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

11
.8

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

格
子

状
擂

目

34
55

1
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

長
石

を
含

む
赤

灰
色

・
内

外
器

壁
は

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
格

子
状

擂
目

34
55

2
Ｂ

区
溝

B-
FT

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
格

子
状

擂
目

34
55

3
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
後

擂
目

（
6

本
/1

.8
cm

）
34

55
4

Ｂ
区

溝
B-

FG
区

溝
最

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

（
6

本
/1

.6
cm

）
34

55
5

Ｂ
区

溝
B-

FG
Ⅱ

区
Ⅲ

層
溝

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
34

55
6

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目

34
55

7
Ｂ

区
溝

B-
FG

区
溝

上
部

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
擂

目
34

55
8

Ｂ
区

溝
B-

FT
2

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

35
58

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
0）

1.
3

（
4.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
0）

1.
3

（
4.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

7.
6）

1.
1

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
8）

1.
4

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

溝
4

層
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

2
（

5.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
7.

8
1.

1
5.

4
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

35
59

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1
（

5.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B.

FT
溝

4
上

部
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
6

5.
6

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-2

0

35
59

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

4
6.

2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-2
1

35
59

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

Ⅳ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
3

（
6.

6）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
2

（
5.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
2

（
6.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
6

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

Ⅳ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

0.
9

（
6.

4）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

35
60

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
5

（
7.

2）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

35
60

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

1.
4

（
6.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

35
60

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

1.
1

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

6
1.

6
7.

0
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
60

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
1

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
60

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
5

（
7.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B.

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

8
1.

4
6.

0 
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-1
9

35
60

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
9.

0
1.

6
7.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
61

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
9.

4
0.

9
6.

2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-1

7

35
61

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

10
.6

）
1.

2
（

9.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
61

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
-

-
（

4.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
61

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
-

-
（

6.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

35
61

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

青
磁

碗
17

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
　

釉
：

灰
色

32
図

-2

35
61

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

F
溝

Ⅳ
層

青
磁

碗
16

.4
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

32
図

-3

35
61

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

４
層

上
部

青
磁

碗
（

16
.4

）
（

5.
0）

（
5.

6）
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

32
図

-7

35
61

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

４
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

35
61

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

４
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

35
61

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
溝

４
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
青

灰
色

35
62

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
３

区
４

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

青
灰

色

35
62

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

４
層

青
磁

碗
-

-
5.

0 
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

　
内

底
：

草
花

文

35
62

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

４
層

上
部

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

D
2

類
15

c.
中

葉
～

後
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

緑
灰

色

36
62

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

青
磁

皿
10

.8
2.

5
4.

4
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
色

、
底

面
無

釉
33

図
-6

36
62

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
4

層
溝

白
磁

合
子

（
身

）
8.

8
2.

0 
8.

8
合

子
身

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
色

、
受

部
と

外
面

下
部

～
底

部
に

か
け

て
無

釉
33

図
-4

36
62

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

白
磁

四
耳

壷
-

-
7.

2
四

耳
壷

Ⅲ
類

(大
)

13
c

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
色

、
底

部
外

面
付

近
か

ら
無

釉
33

図
-7

36
62

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

部
②

陶
器

碗
（

天
目

）
10

.2
-

-
中

国
・

天
目

13
c

～
14

c
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
多

量
に

含
む

灰
色

　
釉

：
天

目
釉

（
ね

っ
と

り
）

胴
下

半
は

露
胎

　
口

縁
す

っ
ぽ

ん
口

　
非

建
盞

　

36
62

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

陶
器

四
耳

壷
13

.4
-

-
褐

釉
四

耳
壷

15
～

16
c

胎
土

：
や

や
精

・
灰

白
色

　
釉

：
褐

色
35

図
-1

36
62

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

陶
器

甕
-

-
-

甕
Ⅱ

類
(大

)？
13

ｃ
胎

土
：

粗
・

白
色

砂
粒

を
多

く
含

む
灰

色
　

釉
：

外
面

か
け

流
し

36
62

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
4

層
中

世
須

恵
器

壷
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

・
縞

状
　

外
面

：
格

子
タ

タ
キ

（
3m

m
）　

内
面

：
横

ヨ
コ

ナ
デ

及
び

ハ
ケ

メ

36
63

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

・
縞

状
　

外
面

：
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目

36
63

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

中
世

須
恵

器
鉢

24
.0

-
-

在
地

胎
土

：
長

石
・

輝
石

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ナ

デ
後

ハ
ケ

メ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

35
図

-4

36
63

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

部
中

世
須

恵
器

鉢
20

.0
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

35
図

-3

36
63

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ

36
63

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
口

縁
部

は
ヨ

コ
ナ

デ

36
63

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

上
4

層
上

部
石

製
品

石
鍋

（
21

.3
）

-
-

滑
石

　
外

面
：

縦
位

の
工

具
痕

（
3

～
5

ｍ
ｍ

）　
内

面
：

横
位

の
細

か
い

工
具

痕
36

図
-4

36
63

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

Ⅳ
層

石
製

品
石

鍋
（

15
.3

）
-

-
滑

石
　

外
面

：
ス

ス
付

着
　

内
面

：
縦

位
の

細
か

い
工

具
痕

36
図

-3

38
63

7
Ａ

区
出

土
遺

物
A-

AT
Ⅰ

層
土

師
器

坏
11

.0
2.

6
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
38

63
8

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
？

層
土

師
器

坏
（

13
.6

）
2.

8
（

9.
4）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
38

63
9

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
AT

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

暗
灰

色
　

釉
：

褐
色

、
無

鎬
蓮

弁
文

38
64

0
Ａ

区
出

土
遺

物
A-

AT
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
C2

類
15

c.
前

～
中

葉
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

　
雷

帯
文

　
体

部
に

連
弁

文
38

図
-1

9
38

64
1

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
D

T
西

側
3

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
11

.4
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

35
58

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
0）

1.
3

（
4.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
58

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
3

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
0）

1.
3

（
4.

4）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

7.
6）

1.
1

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

7.
8）

1.
4

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

溝
4

層
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

2
（

5.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
7.

8
1.

1
5.

4
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

35
59

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1
（

5.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B.

FT
溝

4
上

部
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
6

5.
6

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-2

0

35
59

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

4
6.

2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-2
1

35
59

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

Ⅳ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
3

（
6.

6）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
59

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
2

（
5.

8）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
59

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
2

（
6.

2）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
6

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

Ⅳ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

0.
9

（
6.

4）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

35
60

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
5

（
7.

2）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

35
60

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

1.
4

（
6.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

35
60

4
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

1.
1

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

5
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

6
1.

6
7.

0
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
60

6
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
1

（
6.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
60

7
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
（

8.
8）

1.
5

（
7.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
60

8
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B.

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
8.

8
1.

4
6.

0 
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

31
図

-1
9

35
60

9
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
9.

0
1.

6
7.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
61

0
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
9.

4
0.

9
6.

2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
31

図
-1

7

35
61

1
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

10
.6

）
1.

2
（

9.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

35
61

2
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FT
溝

内
4

層
上

土
師

器
小

皿
-

-
（

4.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

35
61

3
Ｂ

区
溝

最
下

層
Ⅳ

層
B-

FG
2

区
溝

4
層

上
部

土
師

器
小

皿
-

-
（

6.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

― 243 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
38

64
2

Ａ
区

出
土

遺
物

瓦
質

土
器

火
舎

44
.4

15
.8

30
.4

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
鍔

上
面

・
側

面
に

巴
ス

タ
ン

プ
、

体
部

に
山

形
タ

タ
キ

後
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
38

64
3

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
CT

磁
器

染
付

碗
（

端
反

）
-

-
4.

0 
肥

前
系

18
40

～
18

60
年

代
内

底
：

斜
格

子
文

　
外

面
：

二
重

格
子

文
＋

高
台

に
圏

線
7

図
-8

38
64

4
Ａ

区
出

土
遺

物
A-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
小

坏
-

-
-

肥
前

16
80

～
17

40
年

代
外

面
：

梅
花

文
38

64
5

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
AT

Ⅰ
層

陶
器

碗
-

-
3.

8
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

外
内

面
：

透
明

釉
　

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
、

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り

39
64

6
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

AT
　

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
6.

2
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
底

に
片

彫
蓮

花
文

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

39
64

7
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

AT
　

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
6.

2
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
底

に
片

彫
蓮

花
文

、
畳

付
～

高
台

内
半

分
施

釉
39

64
8

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
FT

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
39

64
9

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
AT

　
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
、

畳
付

～
高

台
内

は
無

釉
39

65
0

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
AT

　
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

5.
0 

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

色
　

釉
：

緑
灰

色
39

65
1

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
FT

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
5.

4
龍

泉
窯

系
B4

類
15

c.
後

半
～

16
c.

1/
4

胎
土

：
や

や
粗

・
黒

色
粒

子
　

白
色

粒
子

を
含

ん
だ

灰
色

　
釉

：
暗

緑
灰

色
、

高
台

内
は

無
釉

39
65

2
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

EF
区

Ⅰ
層

下
部

白
磁

碗
-

-
-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

色
　

内
面

：
櫛

目
文

39
65

3
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

G
Ⅰ

層
白

磁
皿

-
-

5.
0 

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後
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-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

色
　

内
面

：
櫛

目
文

39
65

3
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

G
Ⅰ

層
白

磁
皿

-
-

5.
0 

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
色

、
底

部
釉

は
施

釉
後

に
削

り
取

る
　

内
底

：
箆

描
き

草
花

文
39

65
4

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
CT

　
Ⅰ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

39
65

5
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

CT
　

Ⅰ
層

白
磁

皿
10

.4
2.

5
4.

8
白

磁
皿

C1
群

15
c.

後
半

口
縁

端
反

り
　

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

暗
灰

色
　

釉
：

灰
白

色
、

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
39

65
6

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
At

Ⅰ
層

白
磁

合
子

蓋
-

-
-

合
子

蓋
13

～
14

c
胎

土
：

粗
・

黒
色

粒
子

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
（

ざ
ら

ざ
ら

）　
釉

：
緑

灰
色

　
外

面
：

貼
付

文
39

65
7

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
ET

 Ⅰ
層

磁
器

染
付

皿
-

-
4.

0 
染

付
皿

C
群（

漳
州

）
15

c.
後

半
～

16
c.

初
頭

碁
笥

底
、

化
粧

土
あ

り
、

呉
須

は
鈍

い
色

調
　

胎
土

：
灰

色
39

65
8

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
EF

区
Ⅰ

層
下

部
陶

器
四

耳
壷

-
-

-
褐

釉
四

耳
壷

15
～

16
c

胎
土

：
や

や
粗

・
灰

白
色

　
釉

：
褐

色

39
65

9
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

AO
区

第
Ⅰ

層
（

表
土

）
陶

器
甕

-
-

-
甕

Ⅱ
類

(大
)？

13
ｃ

胎
土

：
白

色
砂

粒
を

多
く

含
む

灰
色

　
外

面
：

釉
か

け
流

し

39
66

0
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

EF
区

Ⅰ
層

下
部

陶
器

碗
（

天
目

）
-

-
-

瀬
戸

天
目

13
c

～
14

c
初

頭
胎

土
：

粗
・

黒
色

粒
子

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
（

ざ
ら

ざ
ら

）　
釉

：
天

目
釉

39
66

1
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

AD
区

第
1層

（
表

土
）

石
製

品
石

鍋
17

.3
-

-
滑

石
　

外
面

：
縦

位
の

工
具

痕
（

3
～

5
ｍ

ｍ
）、

鍔
下

に
穿

孔
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図
-1

39
66

2
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

FT
1

層
石

製
品

石
鍋

-
-

-
滑

石
　

外
面

：
縦

位
の

工
具

痕
36

図
-2

39
66

4
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

FT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
皿

-
-

7.
8

肥
前

16
90

～
17

30
年

代
外

面
：

圏
線

　
内

底
に

草
花

文
39

66
5

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
FT

Ⅰ
層

磁
器

染
付

小
坏

6.
4

3.
7

3.
0 

肥
前

17
c

後
半

畳
付

釉
掻

き
と

り
、

高
台

内
施

釉
39

66
6

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
EF

区
Ⅰ

層
下

部
白

磁
小

坏
-

-
2.

6
肥

前
17

c
末

～
18

c
前

半
畳

付
釉

掻
き

と
り

、
高

台
内

施
釉

39
66

7
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

AT
　

Ⅰ
層

磁
器

染
付

蓋
-

1.
1

4.
2

肥
前

18
c

後
半

コ
ン

ニ
ャ

ク
印

判
、

受
部

は
無

釉
39

66
8

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
CT

　
Ⅰ

層
陶

器
皿

-
-

-
肥

前
16

10
～

16
50

年
代

透
明

釉
40

66
9

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
AT

Ⅰ
層

土
師

器
坏

（
11

.8
）

3.
2

（
7.

0）
色

調
：

に
ぶ

い
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
40

67
0

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
AT

1
層

土
師

器
坏

11
.8

3.
0

8.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
38
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1
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

（
表

土
）

土
師

器
坏

（
12

.6
）

2.
7

（
8.

2）
色

調
：

内
･

外
面

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

 調
整

：
外

面
ナ

デ
糸

切
り

　
内

面
ナ

デ
 口

縁
を

打
ち

欠
く

40
67

2
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
土

師
器

坏
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.8
4.

0
6.

6
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

砂
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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3
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
土

師
器

坏
（

13
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）
3.

4
（

8.
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色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

40
67

4
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

BT
Ⅰ

層
土

師
器

坏
-

-
（

8.
8）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
40

67
5

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
AT

Ⅰ
層

土
師

器
坏

-
-
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4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

40
67

6
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
内（

表
土

）
土

師
器

小
皿

6.
8

2.
6

4.
4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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7
Ｃ

区
出

土
遺

物
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AT
Ⅰ

層
土

師
器

小
皿

（
7.

0）
2.

3
（

4.
5）

色
調
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に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
口

唇
に

ス
ス

付
着

40
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8
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
土

師
器

小
皿

（
7.

2）
2.

4
（

5.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
表

土
土

師
器

小
皿

（
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.）
1.

1
（

5.
8）

色
調

：
に

ぶ
い

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む
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整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底
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切
り

離
し
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レ
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土
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皿
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土

：
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の

砂
粒

を
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整
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面
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切

り
離

し
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土

師
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皿
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8
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調
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色

　
胎

土
：
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の
砂

粒
を
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む
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整
：
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転
ナ

デ
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底

：
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切
り

離
し
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Ｃ
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出
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ト
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土

）
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器
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皿
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6
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6
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6
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調
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色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
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む
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転
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デ
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底
：

糸
切

り
離

し
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（
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粒
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
41

72
7

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
CT

Ⅰ
層

常
滑

甕
-

-
-

５
型

式
12

10
～

12
50

年
胎

土
：

長
石

・
黒

色
粒

子
・

砂
粒

を
含

む
41

72
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
AT

常
滑

甕
-

-
-

６
a

型
式

12
50

～
12

75
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

41
72

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

常
滑

甕
-

-
-

６
a

型
式

12
50

～
12

75
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

、
自

然
釉

が
か

か
る

41
73

0
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

CT
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
７

型
式

13
00

～
13

50
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

41
73

1
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

CT
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
多

く
含

む
、

外
体

部
に

ス
タ

ン
プ

41
73

2
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

D
T

Ⅰ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

（
6

本
/1

.7
cm

）
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6

41
73

3
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
表

土
磁

器
染

付
碗

-
-

-
肥

前
系

18
c

後
半

四
面

に
丸

文
を

配
置

41
73

4
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

D
T

Ⅰ
層

磁
器

染
付

碗
-

-
-

肥
前

系
18

c
後

～
19

c
41

73
5

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

-
肥

前
系

18
c

後
～

19
c

外
面

：
口

縁
２

重
圏

線
、

草
花

文
　

内
面

：
口

縁
二

重
圏

線
、

内
底

一
重

圏
線

　
フ

ォ
ル

ム
が

歪
む

41
73

6
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

3.
2

肥
前

17
10

～
17

50
年

内
外

面
：

菊
花

文
　

畳
付

無
釉

41
73

7
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

（
小

丸
）

6.
2

3.
0 

2.
6

肥
前

系
17

00
～

17
50

年
代
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面

：
笹

　
高

台
に

砂
付

着
41

73
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C
区

ト
レ

表
土

磁
器

染
付

小
坏

7.
0 

-
-

肥
前

18
c

？
口

縁
下

位
に

一
重

圏
線

41
73

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
小

坏
-

-
-

肥
前

16
80

～
17

40
年

外
面

：
草

花
文

　
畳

付
無

釉
41

74
0

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
磁

器
染

付
小

坏
-

-
2.

8
肥

前
16

80
～

17
40

年
高

台
に

二
重

圏
線

41
74

1
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
小

坏
-

-
2.

8
肥

前
16

80
～

17
40

年
二

次
焼

成
41

74
2

Ｃ
区

出
土

遺
物

C
区

ト
レ

内（
表

土
）

白
磁

小
坏

6.
8

-
-

肥
前

16
50

～
16

60
年

体
部

下
半

は
露

胎

41
74

3
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

白
磁

小
坏

7.
0 

-
-

肥
前

16
80

～
17

40
年

41
74

4
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

BT
Ⅰ

層
白

磁
小

坏
-

-
3.

0 
肥

前
16

50
年

代
頃

高
台

内
も

施
釉

、
砂

目
痕

41
74

5
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

磁
器

染
付

皿
-

-
4.

0 
肥

前
18

50
～

18
60

年
代

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ

41
74

6
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
陶

器
碗

6.
0 

5.
1

4.
0 

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
41

74
7

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

外
面

：
銅

緑
釉

　
内

面
：

藁
灰

釉
41

74
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
BT

Ⅰ
層

陶
器

皿
-

-
-

肥
前

：
内

野
山

窯
17

c
末

～
18

c
前

半
内

面
：

銅
緑

釉
　

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
　

外
面

：
透

明
釉

41
74

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
陶

器
皿

-
-

-
肥

前
17

c
後

半
内

面
：

白
化

粧
土

を
刷

毛
塗

り
後

、
鉄

絵
42

75
0

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
（

11
.6

）
2.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
1

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
12

.4
2.

8
4.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

2
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

（
12

.8
）

2.
9

（
10

.0
）

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
3

注
記

不
明

記
不

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
5

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

4
注

記
不

明
記

不
土

師
器

坏
（

13
.2

）
2.

6
（

7.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
5

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
（

14
.0

）
3.

0
（

9.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
6

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
-

-
（

8.
2）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

7
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

-
-

8.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

8
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

-
-

9.
4

色
調

：
に

ぶ
い

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

9
注

記
不

明
蓮

花
寺

土
師

器
小

皿
8.

0
2.

1
4.

6
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
0

注
記

不
明

記
不

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
1

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

小
皿

（
9.

0）
1.

5
（

6.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
2

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

小
皿

（
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2）
1.

8
（

7.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
76

3
注

記
不

明
記

無
土

師
器

小
皿
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-

（
4.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
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外
面

回
転

ナ
デ
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底
：

糸
切

り
離

し
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76
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記
不

明
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碗
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泉
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系
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葉
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葉
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色
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碗
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番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
42

76
9

注
記

不
明

注
記

無
白

磁
皿

9.
5

2.
7

5.
3

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

口
禿

　
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

白
色

、
体

部
下

半
無

釉
42

77
0

注
記

不
明

注
記

不
明

白
磁

皿
-

-
-

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

42
77

1
注

記
不

明
注

記
無

青
花

碗
15

.4
5.

8
6.

4
染

付
碗

B
群

15
c.

中
頃

～
3/

4
外

面
：

口
縁

部
付

近
に

二
重

界
線

、
胴

部
に

風
景

、
高

台
外

面
に

二
重

界
線

　
内

面
：

雷
文

、
内

底
に

2
重

界
線

の
中

に
花

文
　

高
台

端
部

釉
搔

き
取

り
42

77
2

注
記

不
明

注
記

不
明

磁
器

染
付

碗
-

-
-

染
付

碗
C

群
15

c.
3/

4
～

16
c.

1/
4

漳
州

窯
　

胎
土

：
精

・
灰

白
色

、
釉

に
じ

む
42

77
3

注
記

不
明

注
記

不
明

磁
器

染
付

碗
-

-
-

染
付

碗
C

群
15

c.
3/

4
～

16
c.

1/
4

漳
州

窯
　

胎
土

：
精

・
灰

白
色

、
釉

に
じ

む
42

77
4

注
記

不
明

注
記

無
磁

器
染

付
皿

12
.5

2.
9

7.
0 

染
付

皿
B1

群
15

c.
後

半
～

16
c.

初
頭

宝
相

花
唐

草
文

42
77

5
注

記
不

明
注

記
無

磁
器

染
付

皿
12

.8
2.

8
6.

4
染

付
皿

B1
群

15
c.

後
半

～
16

c.
初

頭
宝

相
花

唐
草

文
42

77
6

注
記

不
明

注
記

無
磁

器
染

付
皿

13
.0

 
-

-
染

付
皿

B1
群

15
c.

後
半

～
16

c.
初

頭
宝

相
花

唐
草

文
42

77
7

注
記

不
明

用
水

路
内

表
サ

イ
中

世
須

恵
器

壷
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
含

む
暗

灰
色

　
外

面
：

格
子

状
タ

タ
キ

（
3m

m
）　

内
面

 ：
ナ

デ
42

77
8

注
記

不
明

蓮
華

寺
磁

器
染

付
碗

-
-

4.
2

肥
前

18
c

前
半

外
面

に
草

花
文

　
内

底
に

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

　
畳

付
け

に
砂

付
着

38
図

-2
1

42
77

9
注

記
不

明
注

記
無

磁
器

染
付

小
坏

7.
5

4.
6

3.
1

肥
前

16
80

～
17

40
年

代
外

面
に

草
花

文
　

高
台

端
部

に
砂

付
着

42
78

0
注

記
不

明
注

記
不

明
磁

器
染

付
小

坏
7.

0 
4.

7
3.

1
肥

前
16

80
～

17
40

年
代

外
面

に
草

花
文

　
高

台
端

部
に

砂
付

着
42

78
1

注
記

不
明

注
記

不
明

磁
器

染
付

瓶
-

-
-

肥
前

17
80

～
18

60
年

代
外

面
に

蛸
唐

草
42

78
2

注
記

不
明

注
記

不
明

陶
器

碗
-

-
-

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

45
78

3
東

外
濠

Ｂ
東

外
堀

Ⅲ
層

土
師

器
坏

13
.0

4.
5

6.
6

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
55

図
-5

45
78

4
東

外
濠

Ｂ
-6

Ｔ
溝

状
構

内
土

師
器

坏
13

.4
3.

3
7.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

55
図

-3
45

78
5

東
外

濠
Ｂ

東
外

堀
Ⅲ

層
土

師
器

坏
14

.0
3.

0
7.

8
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
55

図
-4

45
78

6
東

外
濠

頼
景

B
区

東
外

堀
3

層
土

師
器

坏
13

.0
3.

5
7.

2
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

45
78

7
東

外
濠

B-
6T

溝
状

構
内

土
師

器
小

皿
7.

8
1.

5
6.

4
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
55

図
-1

45
78

8
東

外
濠

B-
6T

溝
状

構
内

土
師

器
小

皿
（

7.
8）

1.
3

(5
.8

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
45

78
9

東
外

濠
B-

6T
溝

状
構

内
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

7
(5

.8
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

45
79

0
東

外
濠

東
外

堀
Ｗ

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

0.
9

(6
.2

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
45

79
1

東
外

濠
B

東
外

堀
Ⅲ

層
土

師
器

小
皿

8.
9

3.
1

4.
6

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
55

図
-2

45
79

3
東

外
濠

B
区

外
堀

Ⅲ
層

青
磁

碗
16

.6
-

-
龍

泉
窯

系
A2

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

55
図

-7
45

79
4

東
外

濠
B-

6T
溝

状
構

内
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A4

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
や

や
精

・
灰

黄
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
黄

色
45

79
5

東
外

濠
東

外
堀

Ⅲ
層

青
磁

碗
-

-
7.

0 
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
、

高
台

内
は

無
釉

55
図

-9
45

79
6

東
外

濠
東

外
堀

Ⅲ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A2
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
内

面
：

片
彫

蓮
花

文
45

79
7

東
外

濠
東

外
堀

Ⅲ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

、
貫

入
あ

り

45
79

8
東

外
濠

頼
景

東
外

堀
　

Ⅲ
層

21
9

青
磁

皿
-

-
4.

8
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色

45
79

9
東

外
濠

B
区

外
堀

Ⅲ
層

白
磁

碗
-

-
-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
55

図
-8

45
80

0
東

外
濠

B
区

東
外

堀
３

層
白

磁
碗

-
-

-
白

磁
碗

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

45
80

1
東

外
濠

B
東

外
堀

Ⅲ
層

白
磁

皿
9.

4
1.

8
4.

4
白

磁
皿

Ⅵ
類

11
c.

後
半

～
12

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
底

部
無

釉
55

図
-6

45
80

2
東

外
濠

東
外

堀
Ⅲ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

45
80

3
東

外
濠

東
外

堀
Ⅲ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

45
80

4
東

外
濠

東
外

堀
Ⅲ

層
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
、

口
禿

45
80

5
東

外
濠

B
区

東
外

堀
Ⅲ

層
白

磁
皿

-
-

6.
6

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
や

や
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

白
色

・
底

部
ま

で
施

釉
、

口
禿

45
80

6
東

外
濠

B
東

外
堀

Ⅱ
層

白
磁

四
耳

壷
12

.2
-

-
四

耳
壷

Ⅲ
類

(大
)

13
c

胎
土

：
や

や
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
55

図
-1

0

45
80

7
東

外
濠

B
区

東
外

堀
Ⅲ

層
瀬

戸
卸

皿
-

-
8.

8 
古

瀬
戸

前
期

様
式

　
Ⅳ

期
13

c
後

葉
胎

土
：

灰
白

色
　

釉
：

自
然

釉
・

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
内

底
：

卸
目

　
底

部
：

糸
切

り
痕

52
図

-1
7

46
80

8
東

外
濠

頼
景

B
区

東
外

堀
Ⅲ

層
中

世
須

恵
器

甕
/壷

-
-

-
在

地
胎

土
：

3m
m

の
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

格
子

状
タ

タ
キ

（
3-

5m
m

）　
内

面
：

ハ
ケ

メ

46
80

9
東

外
濠

頼
景

東
外

堀
　

Ⅲ
層

中
世

須
恵

器
甕

/壷
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

、
斑

状
　

外
面

：
格

子
状

タ
タ

キ
（

3m
m

）　
内

面
：

ハ
ケ

メ
46

81
0

東
外

濠
B

東
外

堀
Ⅲ

層
中

世
須

恵
器

甕
/壷

-
-

-
在

地
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

体
部

～
底

部
：

山
形

タ
タ

キ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

55
図

-1
6

46
81

1
東

外
濠

頼
景

B
区

東
外

堀
3

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

8.
8

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

・
縞

状
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

（
8

本
/ 

2.
5c

m
）
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
41

72
7

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
CT

Ⅰ
層

常
滑

甕
-

-
-

５
型

式
12

10
～

12
50

年
胎

土
：

長
石

・
黒

色
粒

子
・

砂
粒

を
含

む
41

72
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
AT

常
滑

甕
-

-
-

６
a

型
式

12
50

～
12

75
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

含
む

41
72

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

常
滑

甕
-

-
-

６
a

型
式

12
50

～
12

75
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

、
自

然
釉

が
か

か
る

41
73

0
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

CT
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
７

型
式

13
00

～
13

50
年

N
字

状
口

縁
　

胎
土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

41
73

1
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

CT
Ⅰ

層
常

滑
甕

-
-

-
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
多

く
含

む
、

外
体

部
に

ス
タ

ン
プ

41
73

2
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

D
T

Ⅰ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、腰

部
横

方
向

の
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

（
6

本
/1

.7
cm

）
38

図
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6

41
73

3
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
表

土
磁

器
染

付
碗

-
-

-
肥

前
系

18
c

後
半

四
面

に
丸

文
を

配
置

41
73

4
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

D
T

Ⅰ
層

磁
器

染
付

碗
-

-
-

肥
前

系
18

c
後

～
19

c
41

73
5

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

-
肥

前
系

18
c

後
～

19
c

外
面

：
口

縁
２

重
圏

線
、

草
花

文
　

内
面

：
口

縁
二

重
圏

線
、

内
底

一
重

圏
線

　
フ

ォ
ル

ム
が

歪
む

41
73

6
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

3.
2

肥
前

17
10

～
17

50
年

内
外

面
：

菊
花

文
　

畳
付

無
釉

41
73

7
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

（
小

丸
）

6.
2

3.
0 

2.
6

肥
前

系
17

00
～

17
50

年
代

外
面

：
笹

　
高

台
に

砂
付

着
41

73
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C
区

ト
レ

表
土

磁
器

染
付

小
坏

7.
0 

-
-

肥
前

18
c

？
口

縁
下

位
に

一
重

圏
線

41
73

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
小

坏
-

-
-

肥
前

16
80

～
17

40
年

外
面

：
草

花
文

　
畳

付
無

釉
41

74
0

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
磁

器
染

付
小

坏
-

-
2.

8
肥

前
16

80
～

17
40

年
高

台
に

二
重

圏
線

41
74

1
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
磁

器
染

付
小

坏
-

-
2.

8
肥

前
16

80
～

17
40

年
二

次
焼

成
41

74
2

Ｃ
区

出
土

遺
物

C
区

ト
レ

内（
表

土
）

白
磁

小
坏

6.
8

-
-

肥
前

16
50

～
16

60
年

体
部

下
半

は
露

胎

41
74

3
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

白
磁

小
坏

7.
0 

-
-

肥
前

16
80

～
17

40
年

41
74

4
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

BT
Ⅰ

層
白

磁
小

坏
-

-
3.

0 
肥

前
16

50
年

代
頃

高
台

内
も

施
釉

、
砂

目
痕

41
74

5
Ｃ

区
出

土
遺

物
C

区
ト

レ
ン

チ
内

表
土

磁
器

染
付

皿
-

-
4.

0 
肥

前
18

50
～

18
60

年
代

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ

41
74

6
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
陶

器
碗

6.
0 

5.
1

4.
0 

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
41

74
7

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
D

T
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

外
面

：
銅

緑
釉

　
内

面
：

藁
灰

釉
41

74
8

Ｃ
区

出
土

遺
物

C-
BT

Ⅰ
層

陶
器

皿
-

-
-

肥
前

：
内

野
山

窯
17

c
末

～
18

c
前

半
内

面
：

銅
緑

釉
　

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
　

外
面

：
透

明
釉

41
74

9
Ｃ

区
出

土
遺

物
C-

AT
Ⅰ

層
陶

器
皿

-
-

-
肥

前
17

c
後

半
内

面
：

白
化

粧
土

を
刷

毛
塗

り
後

、
鉄

絵
42

75
0

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
（

11
.6

）
2.

7
（

7.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
1

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
12

.4
2.

8
4.

2
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

2
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

（
12

.8
）

2.
9

（
10

.0
）

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
3

注
記

不
明

記
不

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
5

（
8.

0）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

4
注

記
不

明
記

不
土

師
器

坏
（

13
.2

）
2.

6
（

7.
6）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
5

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
（

14
.0

）
3.

0
（

9.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

75
6

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

坏
-

-
（

8.
2）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

7
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

-
-

8.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

8
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
坏

-
-

9.
4

色
調

：
に

ぶ
い

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
75

9
注

記
不

明
蓮

花
寺

土
師

器
小

皿
8.

0
2.

1
4.

6
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
0

注
記

不
明

記
不

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

（
5.

6）
色

調
：

に
ぶ

い
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
1

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

小
皿

（
9.

0）
1.

5
（

6.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
42

76
2

注
記

不
明

注
記

無
土

師
器

小
皿

（
9.

2）
1.

8
（

7.
0）

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

42
76

3
注

記
不

明
記

無
土

師
器

小
皿

-
-

（
4.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

42
76

4
注

記
不

明
注

記
不

明
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A6

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

"胎
土

：
精

・
長

石
、

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
 

外
面

：
縦

に
櫛

目
、

そ
の

後
片

彫
り

蓮
花

文
　

内
面

：
櫛

目
、

草
花

文
"

42
76

5
注

記
不

明
注

記
不

明
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A2

or
4

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
、

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色

42
76

6
注

記
不

明
注

記
無

青
磁

碗
16

.5
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
42

76
7

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

、
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

　
釉

：
厚

い
・

オ
リ

ー
ブ

灰
色

　
施

釉
後

、
高

台
端

部
搔

き
取

り
42

76
8

注
記

不
明

注
記

不
明

白
磁

碗
-

-
-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

― 247 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
46

81
2

東
外

濠
東

外
堀

Ｗ
層

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

46
81

3
東

外
濠

B
東

外
堀

3
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
8.

8
在

地
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

腰
部

横
方

向
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ナ
デ

の
ち

擂
目

55
図

-1
7

46
81

4
東

外
濠

頼
景

東
外

堀
　

Ⅲ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

横
方

向
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

X
状

擂
目

46
81

5
東

外
濠

頼
景

東
外

堀
　

Ⅲ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ナ

デ
後

擂
目

（
6

本
/1

.9
cm

）
46

81
6

東
外

濠
東

外
堀

Ｗ
層

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

2m
m

の
砂

粒
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
・

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
横

方
向

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

46
81

7
東

外
濠

東
外

堀
Ⅲ

層
瓦

質
土

器
風

炉
-

-
-

胎
土

：
2m

m
の

砂
粒

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
体

部
突

帯
の

間
に

花
菱

状
ス

タ
ン

プ
　

内
面

：
ナ

デ
46

81
9

東
外

濠
B

区
東

外
堀

Ⅲ
層

磁
器

染
付

碗
-

-
-

肥
前

18
c

中
頃

～
後

半
外

面
：

草
花

文
46

82
0

東
外

濠
B

区
東

外
堀

Ⅲ
層

磁
器

染
付

碗
（

筒
型

）
-

-
-

肥
前

18
c

後
半

外
面

：
鳥

46
82

1
東

外
濠

B-
6T

溝
状

構
内

陶
器

碗
10

.0
 

-
-

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

端
反

り
口

縁
、

鉄
釉

46
82

2
東

外
濠

東
外

堀
Ⅲ

層
陶

器
猪

口
3.

8
2.

4
3.

2
一

勝
地

18
20

年
代

～
幕

末
畳

付
無

釉
55

図
-1

4

47
82

3
西

外
濠

S-
7G

溝
Ⅳ

層
土

師
器

坏
13

.0
2.

9
8.

1
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
離

し
板

目
圧

痕
　

内
底

：
ナ

デ
47

82
4

西
外

濠
S-

7G
溝

Ⅳ
層

土
師

器
小

皿
7.

6
1.

2
5.

4
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

47
82

5
西

外
濠

S-
9.

8G
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
3

(6
.6

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

47
82

6
西

外
濠

S-
9.

8G
溝

4
層

土
師

器
小

皿
（

10
.0

）
1.

8
(6

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

47
82

8
西

外
濠

S-
8.

9G
溝

Ⅳ
層

青
磁

碗
16

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

A2
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
内

面
：

片
彫

蓮
花

文
56

図
-5

47
82

9
西

外
濠

S-
8.

9G
溝

底
青

磁
碗

15
.4

-
-

龍
泉

窯
系

A4
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
面

：
二

又
片

刀
に

よ
る

区
画

、
飛

雲
文

56
図

-4
47

83
0

西
外

濠
S-

8.
9G

溝
Ⅳ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
47

83
1

西
外

濠
S-

8.
9G

Ⅳ
層

青
磁

碗
16

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

56
図

-1
47

83
2

西
外

濠
A

区
1T

西
外

堀
青

磁
碗

16
.0

 
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
56

図
-3

47
83

3
西

外
濠

S-
8.

9G
溝

Ⅳ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
、

火
受

け
て

い
る

47
83

4
西

外
濠

A
西

側
外

濠
溝

内
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

47
83

5
西

外
濠

S-
8.

9G
溝

Ⅳ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
47

83
6

西
外

濠
A

西
側

外
濠

溝
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
47

83
7

西
外

濠
S-

8.
9G

溝
Ⅳ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
47

83
8

西
外

濠
S-

8.
9G

溝
Ⅳ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
47

83
9

西
外

濠
西

外
堀

内
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
47

84
0

西
外

濠
S-

7G
溝

Ⅳ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

47
84

1
西

外
濠

A-
西

側
外

堀
構

内
青

磁
碗

15
.0

 
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
56

図
-2

47
84

2
西

外
濠

S-
9G

Ⅲ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

、
火

受
け

て
い

る
47

84
3

西
外

濠
S-

8.
9G

溝
Ⅳ

層
青

磁
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鉢
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c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

56
93

9
柱

穴
№

26
柱

穴
№

26
磁

器
染

付
碗

-
-

-
肥

前
18

c
後

半
外

面
：

帆
船

と
雲

56
94

0
柱

穴
№

26
柱

穴
№

26
陶

器
皿

-
-

5.
2

肥
前

15
90

～
16

10
年

代
灰

釉
、

外
面

下
位

露
胎

56
94

1
柱

穴
№

26
柱

穴
№

26
陶

器
皿

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

内
面

～
外

面
中

位
透

明
釉

　
内

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

― 251 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
57

98
9

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

6
1.

5
6.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-1

0
57

99
0

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

6
1.

5
5.

9
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-1

2
57

99
1

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

8
1.

6
6.

0
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-9

57
99

2
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

6
(5

.8
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
3

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
…

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

6
6.

5
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
99

4
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
の

内
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
5

6.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
5

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
5

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
6

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
5

(6
.2

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
7

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
4

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
8

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
3

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
99

9
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
6

6.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-6

57
10

00
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
6

6.
5

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
ナ

デ
54

図
-1

4

57
10

01
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

4
(6

.0
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
02

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

(5
.6

)
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
03

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

(6
.2

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

04
Ｂ

区
土

器
溜

B
土

器
溜

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

7
(6

.4
)

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

05
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

6
(7

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

54
図

-1
5

57
10

06
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

3
(6

.2
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
07

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

2.
5

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

08
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

5
(6

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

09
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

4
(6

.2
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

10
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

4
(6

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

11
Ｂ

区
土

器
溜

め
B

区
土

器
溜

り
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A4
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
面

：
二

又
片

刀
に

よ
る

区
画

54
図

-2
2

57
10

12
Ｂ

区
土

器
溜

め
B

区
土

器
溜

り
内

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
東

播
系

須
恵

器
13

c
胎

土
：

1m
m

の
長

石
を

含
む

灰
色

　
外

内
面

：
ナ

デ

58
10

13
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

12
.4

2.
8

8.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-8

58
10

14
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

坏
12

.4
3.

1
7.

4
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
2

58
10

15
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
盛

土
土

師
器

坏
（

12
.2

）
3.

8
(8

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
0

58
10

16
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

列
…

土
師

器
坏

（
12

.6
）

3.
1

(7
.6

)
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

17
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

坏
12

.9
2.

9
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-9

58
10

18
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
土

盛
土

上
土

師
器

坏
（

13
.0

）
3.

1
(8

.2
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
簾

状
圧

痕
59

図
-1

1

58
10

19
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
7

(8
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

20
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

盛
土

上
土

師
器

坏
13

.2
3.

2
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-1

4

58
10

21
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

（
13

.6
）

3.
5

(9
.0

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-1

3

58
10

22
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
土

師
器

坏
（

14
.4

）
4.

5
(8

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
5

58
10

23
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

10
T

～
11

T
盛

土
土

師
器

坏
（

15
.0

)
3.

9
(9

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

58
10

24
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
盛

土
土

師
器

小
皿

7.
2

1.
0

5.
4

色
調

：
灰

黄
褐

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

59
図

-1
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後
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出
土
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熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

58
10

25
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

3
5.

4
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-2

58
10

26
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
土

師
器

小
皿

7.
6

1.
2

5.
4

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

弱
い

ナ
デ

58
10

27
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
4

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

弱
い

ナ
デ

59
図

-4

58
10

28
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B1
0T

-B
11

T
間（

盛
土

）
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
5

6.
2

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

弱
い

ナ
デ

58
10

29
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
盛

土
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
3

6.
6

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

58
10

30
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
石

積
南

盛
土

土
師

器
小

皿
(8

.2
)

1.
1

(6
.4

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

58
10

31
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
土

師
器

小
皿

(8
.4

)
1.

5
(5

.8
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

32
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
（

盛
土

）
土

師
器

小
皿

8.
6

1.
2

7.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

58
10

33
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
土

師
器

小
皿

8.
6

1.
1

6.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

ナ
デ

58
10

34
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
（

盛
土

）
土

師
器

小
皿

9.
0

1.
3

7.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

35
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
土

師
器

小
皿

90
1.

4
7.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

ナ
デ

59
図

-7

58
10

36
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

小
皿

9.
2

1.
3

6.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-5

58
10

37
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
上

土
師

器
小

皿
(9

.4
)

1.
7

(7
.6

)
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
ナ

デ
59

図
-6

58
10

38
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
土

師
器

小
皿

(9
.8

)
1.

5
(7

.0
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
板

目
圧

痕
　

内
底

：
ナ

デ

58
10

41
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A2

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
　

内
面

：
片

彫
蓮

花
文

と
櫛

描
文

58
10

42
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A4
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
面

：
二

又
片

刀
に

よ
る

区
画

、
飛

雲
文

58
10

43
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A6
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

褐
色

粒
子

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
外

面
：

縦
の

櫛
目

を
入

れ
、

片
彫

り
で

蓮
弁

文
　

内
面

：
片

彫
草

花
文

58
10

44
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

59
図

-1
7

58
10

45
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
石

積
南

盛
土

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
色

59
図

-1
8

58
10

46
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

59
図

-1
6

58
10

47
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色

58
10

48
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色

58
10

49
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色

58
10

50
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

58
10

51
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色
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位
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本
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時
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種
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種

法
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cm
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分
　

　
類
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※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
57

98
9

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

6
1.

5
6.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-1

0
57

99
0

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

6
1.

5
5.

9
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-1

2
57

99
1

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
7.

8
1.

6
6.

0
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-9

57
99

2
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
7.

8）
1.

6
(5

.8
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
3

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
…

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

6
6.

5
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
99

4
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
の

内
土

師
器

小
皿

8.
0

1.
5

6.
0

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
5

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
5

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
6

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
5

(6
.2

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
7

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
4

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

99
8

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
3

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
99

9
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
6

6.
2

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
54

図
-6

57
10

00
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

8.
2

1.
6

6.
5

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

内
底

：
ナ

デ
54

図
-1

4

57
10

01
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

4
(6

.0
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
02

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

(5
.6

)
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
03

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

(6
.2

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

04
Ｂ

区
土

器
溜

B
土

器
溜

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

7
(6

.4
)

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

05
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

6
(7

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

54
図

-1
5

57
10

06
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

3
(6

.2
)

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
57

10
07

Ｂ
区

土
器

溜
B

区
土

器
溜

り
内

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

2.
5

(6
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

08
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

5
(6

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

09
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

4
(6

.2
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

10
Ｂ

区
土

器
溜

B
区

土
器

溜
り

内
土

師
器

小
皿

（
8.

6）
1.

4
(6

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

57
10

11
Ｂ

区
土

器
溜

め
B

区
土

器
溜

り
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A4
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

透
明

な
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
面

：
二

又
片

刀
に

よ
る

区
画

54
図

-2
2

57
10

12
Ｂ

区
土

器
溜

め
B

区
土

器
溜

り
内

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
東

播
系

須
恵

器
13

c
胎

土
：

1m
m

の
長

石
を

含
む

灰
色

　
外

内
面

：
ナ

デ

58
10

13
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

12
.4

2.
8

8.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-8

58
10

14
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

坏
12

.4
3.

1
7.

4
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
2

58
10

15
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
盛

土
土

師
器

坏
（

12
.2

）
3.

8
(8

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
0

58
10

16
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

列
…

土
師

器
坏

（
12

.6
）

3.
1

(7
.6

)
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

17
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
土

師
器

坏
12

.9
2.

9
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-9

58
10

18
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
土

盛
土

上
土

師
器

坏
（

13
.0

）
3.

1
(8

.2
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

・
簾

状
圧

痕
59

図
-1

1

58
10

19
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

（
13

.0
）

2.
7

(8
.0

)
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
10

20
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

盛
土

上
土

師
器

坏
13

.2
3.

2
8.

2
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-1

4

58
10

21
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

土
師

器
坏

（
13

.6
）

3.
5

(9
.0

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
59

図
-1

3

58
10

22
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
土

師
器

坏
（

14
.4

）
4.

5
(8

.4
)

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

59
図

-1
5

58
10

23
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

10
T

～
11

T
盛

土
土

師
器

坏
（

15
.0

)
3.

9
(9

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

58
10

24
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
盛

土
土

師
器

小
皿

7.
2

1.
0

5.
4

色
調

：
灰

黄
褐

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

59
図

-1

― 253 ―



- 254 -

挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

58
10

52
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

58
10

53
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

58
10

54
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

間
盛

土
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

　
内

底
：

印
花

文
59

図
-2

3

58
10

55
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

頼
景

B1
0T

-1
1T

間
盛

土
21

2
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

　
内

底
：

印
花

文

58
10

56
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B5
～

6T
Ⅲ

層
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

51
図

-1
6

58
10

57
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

・
緑

灰
色

、
火

を
受

け
て

い
る

58
10

58
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色

58
10

59
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色

59
10

60
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

・
緑

灰
色

59
10

61
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
細

か
い

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色
、

高
台

端
部

周
辺

釉
掻

き
取

り

59
10

62
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
12

.4
-

-
龍

泉
窯

系
C3

類
16

c.
前

半
胎

土
：

や
や

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
口

縁
部

に
退

化
し

た
雷

文
帯

59
図

-1
9

59
10

63
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

青
磁

皿
9.

8
2.

1
5.

6
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

黄
色

、
底

部
無

釉
59

図
-2

5

59
10

64
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

皿
-

-
-

同
安

窯
系

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
、

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
底

：
櫛

目
文

59
10

65
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
青

磁
皿

12
.0

 
-

-
折

縁
皿

13
c.

後
半

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

、
緑

灰
色

59
図

-2
1

59
10

66
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

皿
-

-
-

折
縁

皿
13

c.
後

半
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

、
オ

リ
ー

ブ
灰

色
、

火
を

受
け

て
い

る
59

図
-2

2

59
10

67
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅰ

層
青

磁
鉢

-
-

-
高

麗
象

嵌
青

磁
鉢

14
世

紀
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
60

図
-1

59
10

68
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

壷
-

-
-

四
耳

壷
13

世
紀

後
半

～
14

世
紀

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

・
貫

入
あ

り
　

外
面

：
縦

に
二

重
の

沈
線

、
白

土
か

け

59
10

69
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

白
磁

碗
-

-
-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

59
10

70
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

碗
13

.0
 

-
-

白
磁

碗
Ⅸ

類
13

c.
中

～
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
白

色
　

口
禿

、
火

を
受

け
て

い
る

59
図

-2
0

59
10

71
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
白

磁
碗

-
-

4.
2

白
磁

碗
Ⅸ

類
13

c.
中

～
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
青

み
あ

る
灰

白
色

　
内

底
：

外
周

は
太

い
沈

線
状

の
段

が
つ

く

59
10

72
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅵ
類

11
c.

後
半

～
12

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

59
10

73
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
-

-
-

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

色
　

底
部

：
露

胎

59
10

74
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅵ
類

11
c.

後
半

～
12

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
底

部
：

露
胎

59
10

75
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
白

磁
皿

-
-

5.
6

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
、

釉
：

灰
色

、
内

底
：

箆
描

き
文

59
10

76
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
9.

0 
1.

8
6.

0 
白

磁
皿

Ⅷ
類

12
c.

中
頃

～
後

半
胎

土
：

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
青

み
あ

る
灰

白
色

　
平

底
　

外
面

下
位

：
露

胎
、

体
部

は
鈍

角
に

内
側

へ
屈

曲

59
10

77
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
10

.6
1.

9
7.

8
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

白
色

、
底

部
ま

で
施

釉
、

口
禿

59
図

-2
6
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図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

59
10

78
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
、

口
禿

59
10

79
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

合
子

蓋
7.

0 
1.

6
-

合
子

蓋
胎

土
：

精
・

長
石

及
び

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
明

緑
灰

色
　

型
成

形
、

外
口

縁
～

内
側

面
ま

で
無

釉
59

図
-2

7

59
10

80
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T1
1T

間
盛

土
白

磁
合

子
身

-
-

3.
3

合
子

蓋
胎

土
：

精
・

長
石

及
び

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
明

緑
灰

色
　

型
成

形
、

外
面

下
半

～
底

部
無

釉
、

内
面

上
部

も
無

釉
59

図
-2

8

59
10

81
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
四

耳
壷

-
-

-
四

耳
壷

Ⅲ
類

(大
)

13
c

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

59
10

82
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
白

磁
梅

瓶
-

-
-

白
磁

梅
瓶

13
ｃ

中
頃

～
14

ｃ
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
、

高
台

端
部

か
ら

底
面

無
釉

、
火

を
受

け
て

い
る

59
10

83
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

青
白

磁
小

壷
-

-
-

蕾
座

小
壷

14
世

紀
中

頃
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

明
緑

灰
色

　
外

面
：

蕾
座

59
10

84
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

磁
器

染
付

碗
-

-
5.

0 
染

付
碗

E
群

16
c.

中
葉

～
16

c.
後

葉
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

饅
頭

心
碗

　
内

底
：

二
重

圏
線

内
に

草
花

文
　

高
台

内
：

銘
款

（
不

明
）

59
10

85
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

磁
器

染
付

皿
-

-
-

染
付

皿
C

群
15

c.
後

半
～

16
c.

初
頭

漳
州

窯
系

　
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

、
碁

笥
底

、
化

粧
土

あ
り

、
外

底
露

胎

59
10

86
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
磁

器
染

付
皿

-
-

-
染

付
皿

C
群

15
c.

後
半

～
16

c.
初

頭
漳

州
窯

系
　

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

含
む

灰
白

色
、

碁
笥

底
、

化
粧

土
あ

り

59
10

87
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
瀬

戸
卸

皿
-

-
-

古
瀬

戸
前

期
様

式
　

Ⅳ
期

13
c

後
葉

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
、

外
面

の
釉

は
剥

が
れ

お
ち

て
い

る

59
10

88
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
中

世
須

恵
器

壷
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

褐
灰

色
　

外
面

：
山

形
タ

タ
キ

後
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

59
10

89
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T-
11

間
（

盛
土

）
中

世
須

恵
器

擂
鉢

30
.0

 
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
、

縞
状

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

、
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
X

状
の

擂
目

60
図

-7

59
10

90
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

頼
景

B
区

10
T

～
11

T
間

(盛
土

)
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
は

横
方

向
ケ

ズ
リ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

擂
目

59
10

91
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

59
10

92
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

10
Ｔ

内
盛

土
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

60
10

93
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
碗

10
.0

 
-

-
肥

前
系

18
c

中
葉

～
末

外
面

：
若

松

60
10

94
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

5.
0 

肥
前

系
18

c
外

側
：

草
花

文
　

高
台

外
側

に
二

重
圏

線
、

高
台

内
に

一
重

圏
線

60
10

95
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

碗
-

-
4.

6
肥

前
系

18
c

末
～

19
ｃ

外
面

：
山

水
文

　
高

台
内

に
崩

れ
た

「
大

明
年

製
」

60
10

96
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
磁

器
染

付
碗

-
-

4.
6

肥
前

系
19

c
外

面
：

草
花

文
　

畳
付

～
高

台
内

は
無

釉

60
10

97
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

3.
9

肥
前

系
18

c
中

頃
～

後
半

外
面

：
草

花
文

　
畳

付
釉

掻
き

と
り

60
図

-3

60
10

98
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

4.
0 

肥
前

系
18

c
末

～
19

ｃ
外

側
：

草
花

文
、

高
台

外
側

に
二

重
圏

線
、

高
台

内
に

一
重

圏
線

　
畳

付
：

砂
付

着

60
10

99
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

碗
-

-
3.

2
肥

前
17

00
～

17
50

年
代

外
面

：
二

重
網

目
文

　
内

面
：

一
重

網
目

文
　

内
底

：
菊

花
文

60
11

00
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
組

皿
13

.4
4.

4
5.

0 
肥

前
17

c
前

半
外

面
：

口
縁

付
近

に
一

重
圏

線
　

内
面

：
鳳

凰
文

、
貫

入
あ

り
60

図
-5

60
11

01
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
磁

器
染

付
組

皿
13

.4
4.

4
5.

0 
肥

前
17

c
前

半
外

面
：

口
縁

付
近

に
一

重
圏

線
　

内
面

：
鳳

凰
文

、
貫

入
あ

り
60

図
-6

60
11

02
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
最

下
層

磁
器

染
付

皿
-

-
-

肥
前

獣
脚

皿
60

図
-4

60
11

03
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
皿

-
-

-
肥

前
系

18
c

後
半

内
底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

58
10

52
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

58
10

53
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

58
10

54
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

間
盛

土
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

　
内

底
：

印
花

文
59

図
-2

3

58
10

55
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

頼
景

B1
0T

-1
1T

間
盛

土
21

2
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

　
内

底
：

印
花

文

58
10

56
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B5
～

6T
Ⅲ

層
青

磁
碗

-
-

5.
2

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
畳

付
～

高
台

内
は

無
釉

51
図

-1
6

58
10

57
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

・
緑

灰
色

、
火

を
受

け
て

い
る

58
10

58
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色

58
10

59
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色

59
10

60
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

・
緑

灰
色

59
10

61
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
細

か
い

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
厚

め
・

緑
灰

色
、

高
台

端
部

周
辺

釉
掻

き
取

り

59
10

62
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

碗
12

.4
-

-
龍

泉
窯

系
C3

類
16

c.
前

半
胎

土
：

や
や

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
口

縁
部

に
退

化
し

た
雷

文
帯

59
図

-1
9

59
10

63
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
上

青
磁

皿
9.

8
2.

1
5.

6
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

黄
色

、
底

部
無

釉
59

図
-2

5

59
10

64
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

皿
-

-
-

同
安

窯
系

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
、

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
　

内
底

：
櫛

目
文

59
10

65
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
青

磁
皿

12
.0

 
-

-
折

縁
皿

13
c.

後
半

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

、
緑

灰
色

59
図

-2
1

59
10

66
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

青
磁

皿
-

-
-

折
縁

皿
13

c.
後

半
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

厚
め

、
オ

リ
ー

ブ
灰

色
、

火
を

受
け

て
い

る
59

図
-2

2

59
10

67
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅰ

層
青

磁
鉢

-
-

-
高

麗
象

嵌
青

磁
鉢

14
世

紀
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
60

図
-1

59
10

68
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

壷
-

-
-

四
耳

壷
13

世
紀

後
半

～
14

世
紀

胎
土

：
や

や
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

・
貫

入
あ

り
　

外
面

：
縦

に
二

重
の

沈
線

、
白

土
か

け

59
10

69
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

白
磁

碗
-

-
-

白
磁

碗
Ⅴ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

59
10

70
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

碗
13

.0
 

-
-

白
磁

碗
Ⅸ

類
13

c.
中

～
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
白

色
　

口
禿

、
火

を
受

け
て

い
る

59
図

-2
0

59
10

71
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
白

磁
碗

-
-

4.
2

白
磁

碗
Ⅸ

類
13

c.
中

～
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
青

み
あ

る
灰

白
色

　
内

底
：

外
周

は
太

い
沈

線
状

の
段

が
つ

く

59
10

72
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅵ
類

11
c.

後
半

～
12

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

59
10

73
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
-

-
-

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

色
　

底
部

：
露

胎

59
10

74
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
白

磁
皿

-
-

-
白

磁
皿

Ⅵ
類

11
c.

後
半

～
12

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
底

部
：

露
胎

59
10

75
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
積

南
砂

層
白

磁
皿

-
-

5.
6

白
磁

皿
Ⅵ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
、

釉
：

灰
色

、
内

底
：

箆
描

き
文

59
10

76
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
9.

0 
1.

8
6.

0 
白

磁
皿

Ⅷ
類

12
c.

中
頃

～
後

半
胎

土
：

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
青

み
あ

る
灰

白
色

　
平

底
　

外
面

下
位

：
露

胎
、

体
部

は
鈍

角
に

内
側

へ
屈

曲

59
10

77
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

白
磁

皿
10

.6
1.

9
7.

8
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

白
色

、
底

部
ま

で
施

釉
、

口
禿

59
図

-2
6

― 255 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

60
11

04
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
皿

-
-

7.
2

肥
前

系
18

c
後

半
畳

付
無

釉

60
11

05
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

小
皿

-
-

1.
8

肥
前

系
近

代
体

部
下

部
～

高
台

内
無

釉
、

型
成

形
の

菊
花

文
60

図
-2

60
11

06
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
小

坏
6.

2
-

-
肥

前
系

17
c

末
～

18
c

初
外

面
：

草
花

文

60
11

07
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
白

磁
猪

口
5.

0 
3.

5
3.

2
肥

前
系

17
80

～
18

20
年

代
体

部
は

直
線

的
に

開
く

60
11

08
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

瓶
-

-
-

肥
前

17
c

後
半

（
Ⅲ

期
）

外
面

：
一

重
網

目
文

60
11

09
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

鉢
-

-
-

肥
前

系
江

戸
後

期
底

部
無

釉
　

外
面

：
草

花
文

60
11

10
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

8.
4

5.
6

3.
8

球
磨

郡
18

20
年

代
～

幕
末

畳
付

釉
掻

き
取

り
60

図
-8

60
11

11
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

内
外

面
：

銅
緑

釉

60
11

12
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

-
-

-
一

勝
地

18
20

年
代

～
幕

末
内

外
面

：
透

明
釉

60
11

13
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
18

c
内

外
面

：
透

明
釉

、
体

部
下

部
か

ら
無

釉

60
11

14
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

内
外

面
：

銅
緑

釉

60
11

15
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

陶
器

皿
-

-
-

肥
前

17
c

前
半

内
外

面
：

透
明

釉

60
11

16
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

陶
器

大
鉢

-
-

-
肥

前
17

c
末

～
18

c
前

半
釉

は
外

面
口

縁
付

近
ま

で
　

内
面

：
白

土
刷

毛
塗

り

60
11

17
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
陶

器
-

-
-

-
八

代
（

高
田

）
18

～
19

c
胎

土
：

精
・

暗
灰

色
　

釉
：

薄
い

・
淡

い
暗

緑
色

63
11

18
広

場
覆

土
B9

T-
K-

8T
間

下
敷

上
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

13
.4

）
3.

2
(9

.6
)

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

61
図

-4

63
11

19
広

場
覆

土
B

区
G

～
8T

～
K-

8T
石

積
内

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
2

(7
.0

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

63
11

20
広

場
覆

土
B

区
K-

8T
-O

-1
1T

間
石

積
周

辺
青

磁
碗

-
-

6.
6

龍
泉

窯
系

A
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
、

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
高

台
内

は
無

釉
61

図
-1

2

63
11

21
広

場
覆

土
B

区
石

積
南

砂
層

青
磁

碗
-

-
5

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

、
高

台
内

は
無

釉
61

図
-1

3

63
11

22
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
16

.4
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
61

図
-7

63
11

23
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
16

.8
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
61

図
-8

63
11

24
広

場
覆

土
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

青
磁

碗
15

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

61
図

-6

63
11

25
広

場
覆

土
G

8T
～

K8
T

間
　

北
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

63
11

26
広

場
覆

土
G

8T
～

K8
T

間
　

北
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色

63
11

27
広

場
覆

土
頼

景
B

区
G

-8
T-

K8
T

石
積

内
　

21
8

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

63
11

28
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
14

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

D
1

類
14

c.
後

半
～

15
c.

前
葉

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
61

図
-9

63
11

29
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
-

-
7.

0 
龍

泉
窯

系
D

2
類

15
c.

中
葉

～
後

半
胎

土
：

粗
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
外

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

61
図

-1
1

― 256 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

63
11

30
広

場
覆

土
G

8T
-K

8T
間

石
敷

上
Ⅱ

層
白

磁
皿

9.
4

-
-

白
磁

皿
Ⅳ

類
11

c.
後

半
～

12
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
、

外
面

下
位

無
釉

61
図

-1
0

63
11

31
広

場
覆

土
G

8T
～

K8
T

間
　

北
磁

器
染

付
皿

-
-

-
染

付
皿

B
群

15
c.

後
半

～
16

c.
中

頃
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

端
反

63
11

32
広

場
覆

土
B

区
K-

8T
～

O
-1

1T
間

石
積

周
辺

常
滑

甕
-

-
-

７
型

式
13

00
～

13
50

年
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

N
状

口
縁

63
11

33
広

場
覆

土
Ｇ

8
Ｔ

～
K8

Ｔ
間

常
滑

甕
？

-
-

-
13

ｃ
後

半
～

14
ｃ

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

、
内

面
に

自
然

釉

63
11

34
広

場
覆

土
B

区
K-

8T
～

O
-1

1T
間

石
積

周
辺

瓦
質

土
器

羽
釜

-
-

-
在

地
胎

土
：

灰
白

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

63
11

35
広

場
覆

土
Ｂ

区
Ｋ

-8
Ｔ

-
Ｏ

-1
1

Ｔ
間

石
積

周
辺

瓦
質

土
器

火
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

・
内

部
は

灰
色

　
内

外
面

：
ナ

デ
、

口
縁

と
凸

帯
の

間
に

ス
タ

ン
プ

61
図

-1
8

63
11

36
広

場
覆

土
G

-8
T

～
K8

T
石

積
北

Ⅱ
層

石
製

品
石

鍋
19

.2
-

-
滑

石
　

外
面

：
3m

m
の

工
具

痕
61

図
-1

9

63
11

37
石

積
堤

防
基

底
部

B，
G

-B
T-

K-
D

T
石

積
周

辺
青

磁
碗

17
.8

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

52
図

-1
5

63
11

38
石

積
堤

防
基

底
部

C
区

石
積

M
-M

´
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
色

63
11

39
石

積
堤

防
基

底
部

C
区

石
積

M
-M

´
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

色

63
11

40
石

積
堤

防
基

底
部

C
区

石
積

M
-M

´
内

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
接

合

63
11

41
石

積
堤

防
基

底
部

C
区

石
積

M
-M

´
内

青
磁

皿
-

-
-

折
縁

皿
13

c.
後

半
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
　

外
面

：
蓮

花
文

63
11

42
石

積
堤

防
基

底
部

3　
C

区
石

積
J-

J
間

白
磁

皿
-

-
-

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色

63
11

43
石

積
堤

防
基

底
部

2　
C

区
石

積
J-

J
間

白
磁

皿
-

-
6.

0
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

白
色

　
釉

：
灰

白
色

63
11

44
石

積
堤

防
基

底
部

C
区

石
積

（
Ｍ

-
Ｍ

'内
）

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
ユ

ビ
押

え
、

腰
部

は
横

方
向

ケ
ズ

リ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目
52

図
-1

6

64
11

45
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1
～

2
Ｔ

Ⅰ
.Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

12
.0

）
3.

4
（

7.
6）

色
調

：
灰

黄
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

46
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

12
.4

3.
8

7.
4

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
51

図
-1

2

64
11

47
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

12
.6

3.
4

6.
8

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図

-6

64
11

48
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

2
層

土
師

器
坏

12
.6

3.
2

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
51

図
-7

64
11

49
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

2
層

土
師

器
坏

（
12

.7
）

3.
1

（
7.

6）
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図

-8

64
11

50
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

2
層

土
師

器
坏

（
13

.2
）

3.
0

（
8.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

51
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

13
.0

3.
2

7.
6

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
51

図
-1

0

64
11

52
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

土
師

器
坏

13
.0

3.
8

8.
4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

61
図

-2

64
11

53
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

土
師

器
坏

13
.4

3.
8

8.
2

色
調

：
に

ぶ
い

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

61
図

-3

64
11

54
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
土

師
器

坏
13

.6
3.

0
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図

-9
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土
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（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

60
11

04
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
皿

-
-

7.
2

肥
前

系
18

c
後

半
畳

付
無

釉

60
11

05
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

小
皿

-
-

1.
8

肥
前

系
近

代
体

部
下

部
～

高
台

内
無

釉
、

型
成

形
の

菊
花

文
60

図
-2

60
11

06
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
磁

器
染

付
小

坏
6.

2
-

-
肥

前
系

17
c

末
～

18
c

初
外

面
：

草
花

文

60
11

07
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
白

磁
猪

口
5.

0 
3.

5
3.

2
肥

前
系

17
80

～
18

20
年

代
体

部
は

直
線

的
に

開
く

60
11

08
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

瓶
-

-
-

肥
前

17
c

後
半

（
Ⅲ

期
）

外
面

：
一

重
網

目
文

60
11

09
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

磁
器

染
付

鉢
-

-
-

肥
前

系
江

戸
後

期
底

部
無

釉
　

外
面

：
草

花
文

60
11

10
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

8.
4

5.
6

3.
8

球
磨

郡
18

20
年

代
～

幕
末

畳
付

釉
掻

き
取

り
60

図
-8

60
11

11
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

内
外

面
：

銅
緑

釉

60
11

12
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

-
-

-
一

勝
地

18
20

年
代

～
幕

末
内

外
面

：
透

明
釉

60
11

13
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

南
盛

土
Ⅱ

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
18

c
内

外
面

：
透

明
釉

、
体

部
下

部
か

ら
無

釉

60
11

14
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

最
下

層
陶

器
碗

-
-

-
肥

前
：

内
野

山
窯

17
c

末
～

18
c

前
半

内
外

面
：

銅
緑

釉

60
11

15
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B　
石

列
南

盛
土

陶
器

皿
-

-
-

肥
前

17
c

前
半

内
外

面
：

透
明

釉

60
11

16
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B
区

石
列

陶
器

大
鉢

-
-

-
肥

前
17

c
末

～
18

c
前

半
釉

は
外

面
口

縁
付

近
ま

で
　

内
面

：
白

土
刷

毛
塗

り

60
11

17
Ｂ

区
Ⅲ

層
（

褐
色

土
）

盛
土

B-
10

T
～

11
T

間
盛

土
陶

器
-

-
-

-
八

代
（

高
田

）
18

～
19

c
胎

土
：

精
・

暗
灰

色
　

釉
：

薄
い

・
淡

い
暗

緑
色

63
11

18
広

場
覆

土
B9

T-
K-

8T
間

下
敷

上
Ⅱ

層
土

師
器

坏
（

13
.4

）
3.

2
(9

.6
)

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

61
図

-4

63
11

19
広

場
覆

土
B

区
G

～
8T

～
K-

8T
石

積
内

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
2

(7
.0

)
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
　

63
11

20
広

場
覆

土
B

区
K-

8T
-O

-1
1T

間
石

積
周

辺
青

磁
碗

-
-

6.
6

龍
泉

窯
系

A
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
、

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

、
高

台
内

は
無

釉
61

図
-1

2

63
11

21
広

場
覆

土
B

区
石

積
南

砂
層

青
磁

碗
-

-
5

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

、
高

台
内

は
無

釉
61

図
-1

3

63
11

22
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
16

.4
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
61

図
-7

63
11

23
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
16

.8
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
61

図
-8

63
11

24
広

場
覆

土
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

青
磁

碗
15

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

61
図

-6

63
11

25
広

場
覆

土
G

8T
～

K8
T

間
　

北
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

63
11

26
広

場
覆

土
G

8T
～

K8
T

間
　

北
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色

63
11

27
広

場
覆

土
頼

景
B

区
G

-8
T-

K8
T

石
積

内
　

21
8

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
色

63
11

28
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
14

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

D
1

類
14

c.
後

半
～

15
c.

前
葉

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
61

図
-9

63
11

29
広

場
覆

土
Ｂ

Ｇ
-8

Ｔ
-Ｋ

-8
Ｔ

石
積

周
辺

青
磁

碗
-

-
7.

0 
龍

泉
窯

系
D

2
類

15
c.

中
葉

～
後

半
胎

土
：

粗
・

長
石

を
含

む
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

　
外

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

61
図

-1
1
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時
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種
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器
種

法
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cm
）

分
　

　
類
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※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

64
11

55
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

（
第

2
層

）
土

師
器

坏
13

.6
3.

5
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

56
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.8
）

3.
2

（
7.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

57
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.2

3.
5

10
.0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

61
図

-5

64
11

58
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

-
-

8.
0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図

-1
1

64
11

59
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

3
5.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図

-5

64
11

60
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
0）

1.
2

（
5.

6）
色

調
：

灰
黄

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

61
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

1
6.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

62
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

（
第

2
層

）
土

師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

6
（

6.
4）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

63
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
8.

2
1.

4
6.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

64
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
2

（
6.

4）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

　
内

底
：

ナ
デ

64
11

65
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
4

（
5.

8）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

64
11

66
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
2）

1.
6

（
6.

2）
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

64
11

67
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
-3

T
間

2
層

土
師

器
小

皿
8.

4
1.

6
6.

7
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
・

板
目

圧
痕

　
内

底
：

ナ
デ

51
図

-2

64
11

68
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

7T
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

8.
4

1.
7

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
51

図
-3

64
11

69
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
4）

1.
3

（
6.

8）
色

調
：

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

70
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

（
第

2
層

）
土

師
器

小
皿

（
8.

4）
1.

5
（

6.
0）

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

64
11

71
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
（

8.
6）

　
1.

4
（

6.
6）

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

72
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
9.

0
1.

2
7.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

73
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

9.
0

1.
7

6.
8

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

51
図
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64
11

74
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

石
積

北
Ⅱ

層
土

師
器

小
皿

10
.0

3.
0

7.
8

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
61

図
-1

64
11

81
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K-

8T
石

積
北

Ⅱ
層

土
師

器
火

鉢
（

16
.0

）
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
赤

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

外
面

印
花

文
の

ス
タ

ン
プ

64
11

82
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

土
師

器
羽

釜
-

-
-

色
調

：
灰

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
・

長
石

・
雲

母
を

含
む

　
調

整
：

外
面

ナ
デ

　
内

面
縦

位
ナ

デ

66
11

84
Ｂ

区
出

土
遺

物
B4

T
～

5T
Ⅱ

層
青

磁
碗

14
.0

 
-

-
龍

泉
窯

系
A1

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

 釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

51
図

-1
5

66
11

85
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A2

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

色
 釉

：
薄

い
・

灰
オ

リ
ー

ブ
色

 内
面

に
櫛

描
文

66
11

86
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

上
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A4

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

 釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

 内
面

：
片

彫
蓮

花
文

66
11

87
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

7T
Ⅱ

層
青

磁
碗

15
.6

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
 釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
51

図
-1

3

66
11

88
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
間

Ⅱ
層

青
磁

碗
15

.4
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

 釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

51
図

-1
4

66
11

89
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
緑

灰
色
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
66

11
90

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
1T

～
2T

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

 釉
：

緑
灰

色

66
11

91
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
B-

1T
-T

間
Ⅱ

層
　

21
4

青
磁

碗
16

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
 釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色

66
11

92
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
B-

8T
-Ⅱ

層
　

21
7

青
磁

碗
14

.0
 

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
 釉

：
緑

灰
色

66
11

93
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
敷

上
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
灰

色

66
11

94
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
敷

上
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
灰

色

66
11

95
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

 釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

66
11

96
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

上
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

 釉
：

緑
灰

色
、

畳
付

～
高

台
内

は
無

釉

66
11

97
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

上
Ⅱ

層
青

磁
皿

-
-

-
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
に

ぶ
い

黄
橙

色
 釉

：
灰

色

66
11

98
Ｂ

区
出

土
遺

物
B1

T-
2T

Ⅰ
層

青
磁

皿
11

.6
-

-
折

縁
皿

13
c.

後
半

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
 釉

：
緑

灰
色

 内
面

に
凹

状
削

り
56

図
-7

66
11

99
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
青

磁
盤

-
-

-
折

縁
盤

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
緑

灰
色

、
貫

入

66
12

00
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
白

磁
皿

-
-

6.
0 

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
灰

白
色

・
底

部
ま

で
施

釉
66

12
01

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
1T

～
2T

Ⅰ
層

白
磁

皿
-

-
5.

0 
白

磁
皿

Ⅸ
類

13
c.

後
半

～
14

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

及
び

長
石

を
含

む
灰

白
色

 釉
：

灰
白

色
・

底
部

ま
で

施
釉

66
12

02
Ｂ

区
出

土
遺

物
B

区
石

列
南

Ⅱ
層

白
磁

水
注

-
-

-
水

注
把

手
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

 釉
：

灰
白

色
66

12
03

Ｂ
区

出
土

遺
物

B-
1T

～
2T

Ⅰ
層

白
磁

四
耳

壷
-

四
耳

壷
胎

土
：

精
・

灰
白

色
 釉

：
灰

色
66

12
04

Ｂ
区

出
土

遺
物

B4
T

～
5T

Ⅱ
層

白
磁

合
子

蓋
5.

6
1.

7
-

合
子

蓋
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

白
色

 釉
：

灰
色

・
内

面
口

縁
部

分
無

釉
 型

成
形

51
図

-1
7

66
12

05
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
白

磁
合

子
身

8.
2

2.
0 

8.
2

合
子

身
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

 釉
：

青
み

あ
る

灰
色

・
外

面
下

半
～

底
部

無
釉

・
受

部
無

釉
51

図
-1

8

66
12

06
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
磁

器
染

付
皿

-
-

-
染

付
皿

B1
群

15
c.

後
半

～
16

c.
初

頭
白

化
粧

、
胎

土
：

や
や

精
・

黒
色

粒
子

を
多

く
含

ん
だ

灰
色

、
化

粧
土

66
12

07
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
陶

器
洗

-
-

-
黄

釉
鉄

絵
洗

胎
土

：
粗

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

多
く

含
む

暗
灰

色
（

そ
ろ

っ
て

な
い

） 
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
、

66
12

08
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
陶

器
洗

-
-

-
黄

釉
鉄

絵
洗

胎
土

：
粗

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

多
く

含
む

暗
灰

色
（

そ
ろ

っ
て

な
い

） 
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
、

内
面

に
鉄

絵
66

12
09

Ｂ
区

出
土
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Ⅱ
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土
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Ⅱ
類

(大
)

13
ｃ

胎
土

：
白

色
粒

子
を

多
く

含
む

灰
色

、
釉

ダ
レ

　
内

面
：

同
心

円
状

の
当

て
具

痕
52

図
-3

66
12

11
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
瀬

戸
卸

皿
-

-
-

古
瀬

戸
前

期
様

式
　

Ⅳ
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土
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外
面
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自

然
釉
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出

土
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土

：
長

石
及

び
砂

粒
を

多
く

含
む

、
自

然
釉

が
か

か
る

、
内

面
頸

部
は

ナ
デ
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Ⅱ
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中
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須

恵
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土
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砂
粒
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部
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デ
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部
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デ
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ハ
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メ
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須
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器
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土
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の
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粒
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褐
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縁
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土
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粒
を
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む
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：
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デ
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ハ

ケ
メ
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出

土
遺

物
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デ
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Ⅱ
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粒
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む
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土
遺
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-

-
在

地
胎

土
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砂
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む
褐
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色

　
外

面
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タ
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面

：
ハ

ケ
メ
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区
出

土
遺

物
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景
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間

Ⅱ
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甕
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-
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在

地
胎

土
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粒

を
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む
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形
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（
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徴
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技
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径
器
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底

径
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11

55
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

（
第

2
層

）
土

師
器

坏
13

.6
3.

5
8.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

56
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
坏

（
13

.8
）

3.
2

（
7.

8）
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

64
11

57
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

土
師

器
坏

14
.2

3.
5

10
.0

色
調

：
灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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遺
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～
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間
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層

土
師
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-
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0
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調
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灰

白
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
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底

：
糸

切
り

離
し
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Ｂ
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出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
7.

4
1.

3
5.

0
色

調
：

に
ぶ
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橙

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：
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外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底
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切
り

離
し
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出

土
遺

物
B-

1T
～
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間
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師

器
小
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（
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色

調
：
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黄

褐
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胎

土
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m
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砂

粒
を

含
む
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整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
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底

：
糸

切
り

離
し
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Ｂ

区
出

土
遺

物
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1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
8.

0
1.

1
6.
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色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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11
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Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

3T
間

（
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2
層

）
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師
器

小
皿

（
8.

2）
1.

6
（

6.
4）

色
調
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浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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11
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Ｂ
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出

土
遺

物
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1T
～

3T
間

Ⅱ
層

土
師

器
小

皿
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2
1.

4
6.

0
色

調
：

に
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い
橙

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底
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糸

切
り

離
し
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11
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区
出

土
遺

物
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1T
～
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土
師

器
小

皿
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1.
2

（
6.
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色

調
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に
ぶ
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黄

橙
色
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土
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m

の
砂

粒
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含
む

　
調

整
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外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
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切
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離
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底
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デ
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出

土
遺
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～
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師
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皿
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色

調
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色
　

胎
土
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砂
粒
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整
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外
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転
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デ
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底
：

糸
切

り
離

し
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11
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Ｂ
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出

土
遺
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1T
～
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Ⅱ
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土
師
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小

皿
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8.
2）
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色

調
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灰
白

色
　

胎
土
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砂
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調
整
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外
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回
転
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：
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切
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離

し

64
11

67
Ｂ
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底
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Ｂ
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遺
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師
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む
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回
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デ
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底
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し
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調
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色
　

胎
土
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m
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む
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底
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切
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し
61

図
-1

64
11

81
Ｂ

区
出

土
遺
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-8
T

～
K-
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積
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土
師
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-
色

調
：
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褐
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胎

土
：
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m
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砂

粒
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含
む
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花
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プ
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Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
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敷
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Ⅱ
層

土
師

器
羽

釜
-

-
-

色
調

：
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褐
色

　
胎

土
：
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m

の
砂

粒
・

長
石

・
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母
を

含
む

　
調

整
：

外
面

ナ
デ
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面
縦

位
ナ

デ
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Ｂ
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出

土
遺
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Ⅱ

層
青

磁
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-

-
龍

泉
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系
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類
12
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後

葉
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頭
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色
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葉
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・

灰
オ

リ
ー

ブ
色

 内
面

に
櫛

描
文

66
11

86
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

上
Ⅱ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A4

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

 釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

 内
面

：
片

彫
蓮

花
文

66
11

87
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

7T
Ⅱ

層
青

磁
碗

15
.6

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

長
石

を
含

む
灰

色
 釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
51

図
-1

3

66
11

88
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
間

Ⅱ
層

青
磁

碗
15

.4
-
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葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
色

 釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

51
図

-1
4

66
11

89
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
 釉

：
緑

灰
色

― 259 ―



- 260 -

挿
図

番
号

掲
載

番
号
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土
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・
層

位
 

（
再
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理

後
）

出
土
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層

位
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熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径

67
12

21
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

9T
～

G
-8

T
石

積
北

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
瓶

-
-

13
.1

在
地

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
61

図
-1

7

67
12

22
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
G

1T
～

K8
T

石
積

北
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
の

ち
擂

目
（

5
本

単
位

：
1.

2c
m

）

67
12

23
Ｂ

区
出

土
遺

物
B1

T2
T

Ⅰ
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
、

マ
ー

ブ
ル

状
　

外
面

：
ナ

デ
　

内
面

：
ナ

デ
後

櫛
状

工
具

に
よ

る
擂

目
52

図
-1

67
12

24
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
G

区
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
釜

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
口

縁
部

ナ
デ

、
体

部
ハ

ケ
メ

67
12

25
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
樺

番
城

？
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

67
12

26
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K-

8T
石

積
北

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
、

口
縁

部
ナ

デ

67
12

27
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T-

K-
8T

間
石

敷
上

Ⅱ
層

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

68
12

28
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
G

-8
T

～
K8

T
間

石
敷

上
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
・

輝
石

を
含

む
灰

白
色

 外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
ユ

ビ
押

え
 内

面
：

ハ
ケ

メ
、

使
用

感
あ

り

68
12

29
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

8T
～

K8
T

石
積

北
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
 外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

ユ
ビ

押
え

、
腰

部
は

横
位

ケ
ズ

リ
 内

面
：

ハ
ケ

メ

68
12

30
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

8T
～

K8
T

石
積

北
Ⅱ

層
瓦

質
土

器
火

舎
脚

部
-

-
17

.5
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

白
色

 外
面

：
ナ

デ
 内

面
：

ナ
デ

61
図

-1
6

68
12

32
Ｂ

区
出

土
遺

物
A-

B3
区

上
部

石
積

石
製

品
石

鍋
-

-
滑

石
 外

面
：

5
ｍ

ｍ
縦

位
ケ

ズ
リ

68
12

33
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
磁

器
染

付
小

坏
6.

6
3.

4
1.

8
肥

前
17

ｃ
後

半
外

面
：

草
花

文
、

体
部

下
位

か
ら

底
部

無
釉

68
12

34
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
敷

上
Ⅱ

層
色

絵
碗

-
-

-
肥

前
18

c
第

2・
3

四
半

期
内

面
：

色
絵

68
12

35
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
磁

器
染

付
碗

-
-

4.
5

肥
前

17
00

～
17

50
年

代
二

次
焼

成
 外

面
：

二
重

網
目

文
 高

台
内

：
渦

福
 内

面
：

一
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網
目

文
　

内
底

：
菊

花
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68
12

36
Ｂ

区
出

土
遺

物
B

区
石

列
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Ⅱ
層
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器

染
付

碗
-
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-
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17
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～
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50
年

代
外

面
：

半
菊
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文

＋
氷

裂
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68
12

37
Ｂ

区
出

土
遺

物
B

区
石

列
南

Ⅱ
層

青
磁

染
付

皿
-

-
-

肥
前

17
30

～
17

40
年

代
内

底
に

染
付

、
口

縁
付

近
で

外
反

し
、

口
唇

内
湾

 青
磁

釉
：

厚
め

68
12

38
Ｂ

区
出

土
遺

物
頼

景
B-

2T
I～

Ⅱ
層

陶
器

碗
8.

2
4.

8
3.

2
一

勝
地

18
20

年
代

～
幕

末
畳

付
無

釉

68
12

39
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
陶

器
碗

（
京

焼
風

）
-

-
-

肥
前

18
世

紀
前

半
内

外
面

：
透

明
釉

68
12

40
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

3T
Ⅱ

層
上

面
陶

器
碗

（
天

目
）

-
-

4.
0 

肥
前

15
90

～
16

30
年

代
高

台
内

兜
巾

状
、

体
部

下
位

か
ら

底
部

無
釉

68
12

41
Ｂ

区
出

土
遺

物
G

-8
T

～
K8

T
間

石
積

北
Ⅱ

層
陶

器
皿

-
-

-
肥

前
：

現
川

16
90

～
17

40
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代
内

面
：

白
土

打
刷

毛
目

　
胎

土
：

灰
色

68
12

42
Ｂ

区
出

土
遺

物
B-

1T
～

2T
Ⅰ

層
陶

器
皿

-
-

4.
4

肥
前
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内

野
山

窯
17

c
末

～
18

c
前

半
内

面
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銅
緑

釉
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底

：
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
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外
面

下
位

ま
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明

釉
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台

露
胎

69
12
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Ａ

区
出

土
遺

物
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黒

褐
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Ⅰ
層

土
師

器
坏

13
.0

3.
5

9.
6

色
調

：
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黄
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
図

-5
69

12
44

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
6

Ｔ
黒

褐
色

Ⅰ
層

土
師

器
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3.
1

9.
0

色
調
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に

ぶ
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橙
色

　
胎

土
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色

粒
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を
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む
　

調
整
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外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
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糸
切

り
離

し
58

図
-4
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区
出

土
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物
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6
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黒
褐
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師
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5
(1

0.
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調
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胎
土
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粒
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む
　

調
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外
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回
転
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デ
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底
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切

り
離
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69

12
46

Ａ
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出
土

遺
物

A-
6

Ｔ
黒

褐
色

Ⅰ
層

土
師

器
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皿
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1.

2
6.
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色

調
：
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色

　
胎

土
：
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を

含
む
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整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底
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切
り
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し
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図
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Ａ
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出
土

遺
物
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4

Ｔ
石

積
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辺
土

師
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8.

4）
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4
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)
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調
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黄
橙

色
　

胎
土

：
1m
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の

砂
粒
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含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転
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デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

69
12
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Ａ

区
出

土
遺

物
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6
Ｔ

黒
褐

色
Ⅰ

層
土

師
器

小
皿

8.
6

1.
4

～
1.

5
6.

4
色

調
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に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

58
図

-2

69
12

49
Ａ

区
出

土
遺

物
A-

6
Ｔ

黒
褐

色
Ⅰ

層
土

師
器

小
皿

9.
4

2.
1

6.
4

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
58

図
-3
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12

51
Ａ

区
出

土
遺

物
A-

4T
石

積
周

辺
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
A4

類
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
　

外
面

：
縦

に
櫛

目
文

　
内

面
に

櫛
目

文
69

12
52

Ａ
区

出
土

遺
物

S-
9G

溝
Ⅲ

層
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

58
図

-1
1

69
12

53
Ａ

区
出

土
遺

物
S-

9G
溝

Ⅰ
層

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
69

12
54

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
4T

石
積

周
辺

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

D
1

類
14

c.
後

半
～

15
c.

前
葉

胎
土

：
粗

・
灰

色
　

釉
：

灰
色

　
内

底
に

ス
タ

ン
プ

印
花

文
69

12
55

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
5T

石
積

周
辺

青
磁

皿
-

-
6.

0 
同

安
窯

系
12

c.
後

葉
～

13
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
色
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図

-1
3

69
12
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Ａ

区
出

土
遺

物
A-

6T
黒

褐
色

Ⅰ
層

青
磁

大
皿

-
-

-
大

皿
内

湾
皿

15
c.

中
葉

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

・
貫

入
　

内
面

：
縦

に
凹

線
58

図
-7
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Ａ

区
出

土
遺

物
A-

6T
黒

褐
色

Ⅰ
層

青
磁

皿
-

-
-

折
縁

皿
Ⅲ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
　

内
面

：
縦

に
凹

線
、

火
を

受
け

て
い

る
58

図
-8
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宰
府
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代
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の

特
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製

作
技

法
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県
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集
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№
口

径
器
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底

径
69

12
58

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
6T

黒
褐

色
土

層
青

磁
皿

-
-

-
折

縁
腰

折
皿

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

緑
灰

色
　

高
台

端
部

釉
掻

き
取

り
69

12
59

Ａ
区

出
土

遺
物

S-
7G

溝
第

2
層

青
磁

香
炉

-
-

-
筒

型
香

炉
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

オ
リ

ー
ブ

灰
色

69
12

60
Ａ

区
出

土
遺

物
S-

7G
　

Ⅰ
層

陶
器

洗
-

-
-

緑
釉

洗
13

世
紀

胎
土

：
粗

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
色

　
釉

：
緑

釉
69

12
61

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
4T

石
積

周
辺

陶
器

梅
瓶

-
-

-
古

瀬
戸

前
期

様
式

13
c

後
半

胎
土

：
長

石
を

少
量

含
む

灰
白

色
、

頸
部

に
二

重
沈

線
　

外
面

：
灰

釉
、

火
を

受
け

て
い

る
69

12
62

Ａ
区

出
土

遺
物

A-
9T

黒
褐

色
Ⅰ

層
中

世
須

恵
器

瓶
-

-
-
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系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
71

13
14

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
1.

8
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

、
高

台
端

部
釉

掻
き

取
り

71
13

15
注

記
不

明
注

記
不

明
白

磁
皿

-
-

6.
7

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
・

底
部

ま
で

施
釉

71
13

16
注

記
不

明
注

記
不

明
白

磁
皿

-
-

-
枢

府
系

14
ｃ

初
頭

～
後

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

明
青

灰
色

・
畳

付
～

外
底

無
釉

、
内

底
に

型
文

71
13

17
注

記
不

明
注

記
不

明
磁

器
染

付
碗

-
-

5.
0 

肥
前

系
18

c
後

半
高

台
外

面
に

三
重

圏
線

、
外

底
に

一
重

圏
線

、
内

底
に

草
花

文
・

圏
線

71
13

18
注

記
不

明
注

記
不

明
陶

器
碗

9.
0 

-
-

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

挿
図

番
号

掲
載

番
号

遺
跡

名
出

土
位

置
・

層
位

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

年
　

　
代

形
態

の
特

徴
・

製
作

技
法

等
県

22
集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

75
13

19
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

6
層

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

20
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

6
層

瓦
質

土
器

鉢
-

-
-

胎
土

：
砂

粒
を

か
ず

か
に

含
む

灰
色

　
外

面
：

縦
位

の
ハ

ケ
メ

・
鍔

外
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
鍔

上
面

に
有

孔
・

二
重

の
凹

線

75
13

21
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

坏
-

-
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

22
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

(7
.4

)
1.

6 
(5

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

23
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

24
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
1.

2
-

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

25
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
雲

母
・

赤
色

粒
子

を
少

量
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

26
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
青

磁
皿

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
折

縁
大

皿
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
粗

・
灰

色
　

釉
：

緑
灰

色
、

高
台

釉
掻

き
取

り
、

火
を

受
け

て
い

る

― 262 ―
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

遺
跡

名
出

土
位

置
・

層
位

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

年
　

　
代

形
態

の
特

徴
・

製
作

技
法

等
県

22
集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

75
13

27
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
中

世
須

恵
器

鉢
-

-
9.

8
在

地
胎

土
：

輝
石

及
び

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

75
13

28
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/
D

-5
.6

.7
層

常
滑

甕
-

-
-

胎
土

：
1m

m
の

長
石

及
び

砂
粒

含
む

灰
色

　
内

面
：

ナ
デ

75
13

29
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/
D

-5
.6

.7
層

常
滑

甕
-

-
-

胎
土

：
1m

m
の

長
石

及
び

砂
粒

含
む

灰
色

　
内

面
：

横
ケ

ズ
リ

後
ユ

ビ
押

え

75
13

30
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/
D

-5
.6

.7
層

磁
器

染
付

碗
-

4.
4

-
肥

前
系

19
ｃ

草
花

文

75
13

31
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/
D

-5
.6

.7
層

磁
器

染
付

碗
（

広
東

）
-

3.
4

-
肥

前
17

80
～

18
40

年
代

内
底

：
圏

線
＋

草
花

75
13

32
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/表
土

中
磁

器
染

付
碗

-
-

3.
6

肥
前

系
19

ｃ
外

面
：

網
目

文

75
13

34
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/表
土

中
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

75
13

35
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/表
土

中
陶

器
碗

-
-

-
一

勝
地

18
20

年
代

～
幕

末

75
13

36
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/H

-2
7

層
（

粘
質

土
層

）
青

磁
碗

-
-

5.
6

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
色

　
釉

：
明

緑
灰

色
　

内
底

：
草

花
文

　
底

部
を

残
し

打
ち

欠
く

75
13

37
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/H

-2
7

層
（

粘
質

土
層

）
青

磁
碗

-
-

6.
2

龍
泉

窯
系

D
2

類
15

c.
中

葉
～

後
半

胎
土

：
精

・
長

石
及

び
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

・
高

台
内

施
釉

後
輪

状
に

削
り

と
る

75
13

38
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/H

-2
0

層
土

師
器

坏
(1

2.
0)

3.
0

6.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

39
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/H

-2
0

層
土

師
器

坏
-

-
6.

0
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

40
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/H

-2
0

層
土

師
器

坏
-

-
5.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

・
輝

石
・

長
石

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

41
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/耕

作
土

中
土

師
器

小
皿

-
-

5.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

42
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
/耕

作
土

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
彩

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色

75
13

43
相

良
頼

景
館

跡
北

側
堀

Tr
耕

作
土

中
中

世
須

恵
器

壷
？

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
山

形
タ

タ
キ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

75
13

44
相

良
頼

景
館

跡
堀

跡
　

表
土

中
磁

器
染

付
皿

-
-

8.
0

肥
前

18
c

内
底

：
コ

ン
ニ

ャ
ク

印
判

五
弁

花
ス

タ
ン

プ
・

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

78
13

45
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
1

覆
土

上
層

土
師

器
小

皿
-

2.
5

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

78
13

46
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
1

覆
土

中
位

層
土

師
器

坏
-

3.
1

8.
0

色
調

：
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

及
び

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

78
13

47
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
1

覆
土

中
位

層
常

滑
甕

-
-

-
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
長

石
含

む
灰

色
　

調
整

：
外

面
に

刻
印

、
内

面
ヨ

コ
ケ

ズ
リ

78
13

48
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
1

覆
土

上
層

中
世

須
恵

器
壷

-
-

-
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
山

形
タ

タ
キ

、
頸

部
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

78
13

49
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
1

覆
土

上
層

中
世

須
恵

器
壷

-
-

-
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
平

行
タ

タ
キ

・
山

形
タ

タ
キ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

78
13

50
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
2

最
上

層
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ

78
13

51
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
2

最
上

層
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

78
13

52
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
2

最
上

層
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

78
13

53
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/堀
2

最
上

層
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し
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挿
図

番
号

掲
載

番
号

出
土

地
点

・
層

位
 

（
再

整
理

後
）

出
土

地
点

・
層

位
 

（
熊

本
県

調
査

時
）

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

 
（

※
大

：
大

宰
府

編
年

）
年

　
　

代
形

態
の

特
徴

・
製

作
技

法
等

県
22

集
 

掲
載

№
口

径
器

高
底

径
70

12
95

Ｄ
区

出
土

遺
物

D
-1

T
Ⅱ

層
常

滑
甕

-
-

-
６

b
型

式
12

75
～

13
00

年
N

字
状

口
縁

　
胎

土
：

長
石

及
び

砂
粒

を
多

く
含

む
　

内
面

頸
部

は
ナ

デ
71

12
96

Ｄ
区

出
土

遺
物

D
-1

T
Ⅱ

層
中

世
須

恵
器

壷
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

頸
部

ナ
デ

・
体

部
山

形
タ

タ
キ

　
内

面
：

頸
部

ナ
デ

・
体

部
ハ

ケ
メ

71
12

97
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-9
G

石
組

内
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

を
含

む
灰

色
　

外
面

：
ハ

ケ
メ

後
ナ

デ
、

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

櫛
状

工
具

に
よ

る
擂

目
（

9
本

・
2.

5
ｃ

ｍ
）

71
12

98
Ｄ

区
出

土
遺

物
橋

本
宅

新
築

基
礎

工
事

中
世

須
恵

器
鉢

-
-

-
在

地
胎

土
：

砂
粒

・
長

石
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

、
ユ

ビ
押

え
、

口
縁

部
は

ヨ
コ

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ
後

櫛
状

工
具

に
よ

る
X

状
の

擂
目

62
図

-8

71
12

99
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-3
T

Ⅰ
層

～
Ⅱ

層
瓦

質
土

器
火

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
を

含
む

灰
白

色
　

内
外

面
：

ナ
デ

　
鍔

上
面

に
巴

文
ス

タ
ン

プ
62

図
-6

71
13

00
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-1
T

Ⅰ
層

陶
器

碗
10

.6
6.

5
4.

4
肥

前
：

内
野

山
窯

16
50

～
16

90
年

代
外

面
：

銅
縁

釉
、

内
面

：
透

明
釉

、
外

面
下

半
は

無
釉

62
図

-7

71
13

01
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-1
T

東
拡

張
部

Ⅰ
・

Ⅱ
層

陶
器

"碗
 

（
陶

胎
染

付
）

"
-

-
-

肥
前

16
30

～
16

50
年

代
外

面
：

鉄
釉

　
内

面
：

染
付

71
13

02
Ｄ

区
出

土
遺

物
頼

景
D

-1
T

東
拡

張
部

陶
器

碗
-

-
-

肥
前

：
内

野
山

窯
16

50
～

16
90

年
代

外
面

：
銅

縁
釉

　
内

面
：

透
明

釉
、

外
面

下
半

は
無

釉

71
13

03
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-2
T

Ⅰ
層

～
Ⅱ

層
磁

器
染

付
紅

皿
4.

2
1.

2
1.

4
肥

前
：

紅
皿

Ｂ
類

　
18

20
～

18
60

年
代

貝
殻

状
・

型
押

し
成

形
　

外
面

下
半

露
胎

62
図

-4

71
13

04
Ｄ

区
出

土
遺

物
D

-1
T

東
拡

張
部

下
Ⅱ

層
磁

器
染

付
紅

皿
4.

2
1.

4
1.

4
肥

前
：

紅
皿

Ｂ
類

　
18

20
～

18
60

年
代

貝
殻

状
・

型
押

し
成

形
　

外
面

下
半

露
胎

62
図

-5

71
13

05
注

記
不

明
注

記
不

明
土

師
器

坏
13

.2
3.

0 
8.

2 
色

調
：

浅
黄

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

71
13

06
注

記
不

明
注

記
不

明
土

師
器

坏
16

.2
3.

7
9.

5
色

調
：

浅
黄

褐
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

71
13

07
注

記
不

明
注

記
無

土
師

器
小

皿
8.

2
1.

4
6

色
調

：
浅

黄
褐

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し
71

13
08

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

A2
類

12
c.

後
葉

～
13

c.
初

頭
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

71
13

09
注

記
不

明
注

記
不

明
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

オ
リ

ー
ブ

色
71

13
10

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

灰
オ

リ
ー

ブ
色

71
13

11
注

記
不

明
注

記
不

明
青

磁
碗

-
-

-
龍

泉
窯

系
B1

類
13

c.
中

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
灰

色
71

13
12

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
71

13
13

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B0
類

13
c.

末
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

灰
色

　
釉

：
オ

リ
ー

ブ
灰

色
71

13
14

注
記

不
明

注
記

不
明

青
磁

碗
-

-
1.

8
龍

泉
窯

系
B0

類
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
精

・
灰

白
色

　
釉

：
緑

灰
色

、
高

台
端

部
釉

掻
き

取
り

71
13

15
注

記
不

明
注

記
不

明
白

磁
皿

-
-

6.
7

白
磁

皿
Ⅸ

類
13

c.
後

半
～

14
c.

初
頭

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
及

び
長

石
を

含
む

灰
白

色
　

釉
：

灰
白

色
・

底
部

ま
で

施
釉

71
13

16
注

記
不

明
注

記
不

明
白

磁
皿

-
-

-
枢

府
系

14
ｃ

初
頭

～
後

半
胎

土
：

精
・

灰
白

色
　

釉
：

明
青

灰
色

・
畳

付
～

外
底

無
釉

、
内

底
に

型
文

71
13

17
注

記
不

明
注

記
不

明
磁

器
染

付
碗

-
-

5.
0 

肥
前

系
18

c
後

半
高

台
外

面
に

三
重

圏
線

、
外

底
に

一
重

圏
線

、
内

底
に

草
花

文
・

圏
線

71
13

18
注

記
不

明
注

記
不

明
陶

器
碗

9.
0 

-
-

一
勝

地
18

20
年

代
～

幕
末

挿
図

番
号

掲
載

番
号

遺
跡

名
出

土
位

置
・

層
位

種
別

器
種

法
量（
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）

分
　

　
類

年
　

　
代

形
態

の
特

徴
・

製
作

技
法

等
県

22
集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

75
13

19
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

6
層

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

20
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

6
層

瓦
質

土
器

鉢
-

-
-

胎
土

：
砂

粒
を

か
ず

か
に

含
む

灰
色

　
外

面
：

縦
位

の
ハ

ケ
メ

・
鍔

外
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

、
鍔

上
面

に
有

孔
・

二
重

の
凹

線

75
13

21
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

坏
-

-
9.

0
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

22
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

(7
.4

)
1.

6 
(5

.0
)

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

23
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

75
13

24
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
1.

2
-

色
調

：
に

ぶ
い

黄
橙

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

25
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
土

師
器

小
皿

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
雲

母
・

赤
色

粒
子

を
少

量
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

75
13

26
相

良
頼

景
館

跡
北

側
土

塁
Tr

/D
-1

8
層

（
整

地
層

）
青

磁
皿

-
-

-
龍

泉
窯

系
B0

類
折

縁
大

皿
13

c.
末

葉
～

14
c.

前
半

胎
土

：
粗

・
灰

色
　

釉
：

緑
灰

色
、

高
台

釉
掻

き
取

り
、

火
を

受
け

て
い

る

― 263 ―
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番
号

掲
載

番
号

遺
跡

名
出

土
位

置
・

層
位

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

年
　

　
代

形
態

の
特

徴
・

製
作

技
法

等
県

22
集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

78
13

54
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/床
土

白
磁

皿
-

-
6.

6
白

磁
皿

C1
群

15
c.

後
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

暗
灰

色
　

釉
：

灰
白

色
、

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
78

13
55

相
良

頼
景

館
跡

北
側

Tr
/表

土
中

瓦
質

土
器

釜
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

78
13

56
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/中
世

遺
構

覆
土

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

及
び

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

78
13

57
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
常

滑
甕

-
-

-
胎

土
：

1m
m

砂
粒

及
び

長
石

含
む

灰
色

　
調

整
：

外
面

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

　
内

面
施

釉

78
13

58
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

碗
（

筒
型

）
-

-
-

肥
前

17
40

～
17

80
年

78
13

59
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

小
坏

-
-

-
肥

前
17

c
後

半
草

花
文

78
13

60
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

坏
-

-
2.

4
瀬

戸
近

代

78
13

61
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

皿
-

-
-

肥
前

内
面

：
蛸

唐
草

　
外

面
：

唐
草

文

78
13

62
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
陶

器
皿

-
-

4.
2

肥
前

17
c

前
半

体
部

下
半

露
胎

　
内

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

78
13

63
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
陶

器
甕

-
-

-
近

代

78
13

64
相

良
頼

景
館

跡
東

側
Tr

/暗
渠

掘
り

方
土

師
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

78
13

65
相

良
頼

景
館

跡
表

採
中

世
須

恵
器

甕
-

-
-

在
地

胎
土

：
縞

状
・

灰
色

　
外

面
：

格
子

目
タ

タ
キ

（
3m

m
）　

内
面

：
ナ

デ

89
13

66
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/2
層

土
師

器
小

皿
7.

1
1.

8
4.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

89
13

67
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/2
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

外
面

：
ハ

ケ
目

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目

89
13

68
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/2
層

陶
器

碗
（

端
反

）
-

-
-

一
勝

地
近

世
胎

土
：

黒
色

粒
子

・
白

色
粒

子
を

含
む

灰
色

　
二

次
焼

成
う

け
る

89
13

69
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

土
師

器
坏

-
-

5.
8

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

89
13

70
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

土
師

器
脚

付
坏

-
-

-
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

底
部

に
脚

が
付

く

89
13

71
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

72
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/4
層

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

89
13

73
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/4
層

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

89
13

74
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/4
層

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

75
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/4
層

土
師

器
小

皿
6.

4
2.

4
3.

5
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

76
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

土
師

器
小

皿
-

1.
8

-
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

89
13

77
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

青
磁

碗
-

-
-

龍
泉

窯
系

B1
類

13
c.

中
葉

～
14

c.
前

半
胎

土
：

精
・

黒
色

粒
子

を
少

量
含

む
灰

白
彩

　
釉

：
明

緑
灰

色

89
13

78
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/3
層

下
位

中
世

須
恵

器
甕

・
壷

？
-

-
-

胎
土

：
砂

粒
及

び
白

色
粒

子
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

ハ
ケ

メ
の

ち
山

形
タ

タ
キ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

89
13

79
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/4
層

中
世

須
恵

器
甕

・
壷

？
-

-
-

胎
土

：
砂

粒
及

び
長

石
を

含
む

灰
色

　
外

面
：

山
形

タ
タ

キ
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ

89
13

80
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/1
2

層
土

師
器

坏
12

.0
3.

7
8.

6
色

調
：

に
ぶ

い
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

静
止

糸
切

り
離

し

― 264 ―
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集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

89
13

81
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/1
0.

11
層

土
師

器
脚

付
坏

-
-

-
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
 　

底
部

に
脚

が
付

く

89
13

82
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/1
0.

11
層

土
師

器
小

皿
(7

.4
)

1.
2

(5
.6

)
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

83
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/1
0.

11
層

土
師

器
小

皿
(8

.0
)

1.
7

(5
.8

)
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

84
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/1
0.

11
層

土
師

器
小

皿
-

-
6.

2
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

89
13

85
東

光
寺

磨
崖

梵
字

ト
レ

ン
チ

　
10

層
瓦

質
土

器
甕

36
.4

6.
2

-
胎

土
：

砂
粒

・
白

色
粒

子
含

む
　

調
整

：
外

面
ナ

デ
　

内
面

ナ
デ

91
13

86
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/湧

水
ト

ン
ネ

ル
内

土
師

器
坏

11
.7

3.
6

6
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
及

び
赤

色
粒

子
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

91
13

87
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/右

奥
ト

ン
ネ

ル
湧

水
部

分
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ

91
13

88
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/右

奥
ト

ン
ネ

ル
湧

水
部

分
土

師
器

坏
-

-
-

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

口
縁

端
部

内
外

面
U

状
に

窪
む

91
13

89
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/右

奥
ト

ン
ネ

ル
湧

水
部

分
土

師
器

坏
-

-
6.

0
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ

91
13

90
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/前

庭
部

表
土

土
師

器
坏

-
-

7.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
、

内
底

周
縁

を
強

く
ナ

デ
る

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

91
13

91
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/右

奥
ト

ン
ネ

ル
湧

水
部

分
土

師
器

小
皿

8.
0

2.
7

3.
8

色
調

：
浅

黄
橙

色
　

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

91
13

92
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/右

奥
ト

ン
ネ

ル
湧

水
部

分
土

師
器

小
皿

-
-

4.
0

色
調

：
に

ぶ
い

橙
色

　
胎

土
：

１
m

m
の

砂
粒

含
む

　
調

整
：

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

91
13

93
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R4
石

崫
/奥

床
か

ら
の

段
落

ち
部

分
中

世
須

恵
器

擂
鉢

-
-

-
胎

土
：

砂
粒

及
び

白
色

粒
子

を
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ユ
ビ

押
え

　
内

面
：

ナ
デ

後
擂

目
（

8
本

/2
.5

cm
）

- 264 -

挿
図

番
号

掲
載

番
号

遺
跡

名
出

土
位

置
・

層
位

種
別

器
種

法
量（

cm
）

分
　

　
類

年
　

　
代

形
態

の
特

徴
・

製
作

技
法

等
県

22
集

 
掲

載
№

口
径

器
高

底
径

78
13

54
相

良
頼

景
館

跡
北

側
Tr

/床
土

白
磁

皿
-

-
6.

6
白

磁
皿

C1
群

15
c.

後
半

胎
土

：
精

・
黒

色
粒

子
を

少
量

含
む

暗
灰

色
　

釉
：

灰
白

色
、

高
台

端
部

釉
掻

き
と

り
78

13
55

相
良

頼
景

館
跡

北
側

Tr
/表

土
中

瓦
質

土
器

釜
-

-
-

在
地

胎
土

：
砂

粒
含

む
灰

白
色

　
外

面
：

ナ
デ

　
内

面
：

ハ
ケ

メ

78
13

56
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/中
世

遺
構

覆
土

土
師

器
坏

-
-

-
色

調
：

灰
白

色
　

胎
土

：
1m

m
の

砂
粒

及
び

赤
色

粒
子

を
含

む
　

調
整

：
内

外
面

回
転

ナ
デ

　
外

底
：

糸
切

り
離

し

78
13

57
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
常

滑
甕

-
-

-
胎

土
：

1m
m

砂
粒

及
び

長
石

含
む

灰
色

　
調

整
：

外
面

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

　
内

面
施

釉

78
13

58
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

碗
（

筒
型

）
-

-
-

肥
前

17
40

～
17

80
年

78
13

59
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

小
坏

-
-

-
肥

前
17

c
後

半
草

花
文

78
13

60
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

坏
-

-
2.

4
瀬

戸
近

代

78
13

61
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/石
積

前
面

の
礫

層
間

磁
器

染
付

皿
-

-
-

肥
前

内
面

：
蛸

唐
草

　
外

面
：

唐
草

文

78
13

62
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
陶

器
皿

-
-

4.
2

肥
前

17
c

前
半

体
部

下
半

露
胎

　
内

底
：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ

78
13

63
相

良
頼

景
館

跡
北

西
土

塁
Tr

/表
土

中
陶

器
甕

-
-

-
近

代

78
13

64
相

良
頼

景
館

跡
東

側
Tr

/暗
渠

掘
り

方
土

師
器

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

78
13

65
相

良
頼

景
館

跡
表

採
中

世
須

恵
器

甕
-

-
-

在
地

胎
土

：
縞

状
・

灰
色

　
外

面
：

格
子

目
タ

タ
キ

（
3m

m
）　

内
面

：
ナ

デ

89
13

66
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/2
層

土
師

器
小

皿
7.

1
1.

8
4.

8
色

調
：

浅
黄

橙
色

　
胎

土
：

1m
m

の
砂

粒
を

含
む

　
調

整
：

内
外

面
回

転
ナ

デ
　

外
底

：
糸

切
り

離
し

89
13

67
東

光
寺

磨
崖

梵
字

R3
Tr

/2
層

中
世

須
恵

器
擂

鉢
-

-
-

在
地

胎
土

：
１

m
m

の
砂

粒
含

む
　

外
面

：
ハ

ケ
目

・
ユ

ビ
押

え
　

内
面

：
ハ

ケ
メ

後
擂

目

89
13

68
東

光
寺

磨
崖

梵
字
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図版 1

令和 3 年度 北側堀トレンチ下層状況令和 3 年度 北側堀トレンチ H-27 層青磁出土状況

令和 3 年度 北側堀トレンチ H-27 層青磁出土状況

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 北側土層断面

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 中央部土層断面

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 南側土層断面
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図版 2

令和 4 年度 東側トレンチ 土層断面令和 4 年度 北西側トレンチ 石積検出状況

令和４年度 北西側トレンチ 土層断面 令和 4 年度 北側トレンチ 北堀２覆土炭化物散在状況

令和 4 年度 北側トレンチ堀検出状況

令和 4 年度 北側トレンチ北堀２礫廃棄状況
令和 3 年度 北側土塁・堀トレンチ土層断面

- 268 -

図版 1

令和 3 年度 北側堀トレンチ下層状況令和 3 年度 北側堀トレンチ H-27 層青磁出土状況

令和 3 年度 北側堀トレンチ H-27 層青磁出土状況

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 北側土層断面

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 中央部土層断面

令和 3 年度 北側土塁トレンチ 南側土層断面
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図版 3

磨崖板碑 上部梵字残存状況

磨崖板碑 下部梵字残存状況
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図版 4

令和 3 年度 東光寺磨崖梵字トレンチ土層断面 ( 東側 )

令和 3 年度 東光寺磨崖梵字トレンチ土層断面 ( 西側 )

令和 4 年度 石崫前庭〜内部状況

令和 3 年度 トレンチ 10 層出土状況（1385）

- 270 -

図版 3

磨崖板碑 上部梵字残存状況

磨崖板碑 下部梵字残存状況
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図版 5

令和 4 年度 石崫左側壁に残る加工痕令和 4 年度 石崫天井に残る加工痕

令和 4 年度 石崫右側壁枘内 令和 4 年度 石崫左側壁枘内

令和 4 年度 石崫内 湧水の水道 令和 4 年度 石崫奥床検出状況

令和 4 年度 石崫内部 土層断面
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図版 6

青蓮寺・壇上積基壇（南側）

青蓮寺古塔碑群へと続く階段 青蓮寺・壇上積基壇（西側）

青蓮寺・壇上積基壇（東側）

- 272 -

図版 5

令和 4 年度 石崫左側壁に残る加工痕令和 4 年度 石崫天井に残る加工痕

令和 4 年度 石崫右側壁枘内 令和 4 年度 石崫左側壁枘内

令和 4 年度 石崫内 湧水の水道 令和 4 年度 石崫奥床検出状況

令和 4 年度 石崫内部 土層断面
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図版 7

蓮花寺跡出土・中世須恵器（仏具） 蓮花寺跡B区溝出土・粘土塊

蓮花寺跡B区溝下層出土・土師器相良頼景館跡B区土器溜め出土・土師器

蓮花寺跡B区溝出土・鉄滓蓮花寺跡出土・瓦質土器（火舎）

― 274 ―
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図版 7

蓮花寺跡出土・中世須恵器（仏具） 蓮花寺跡B区溝出土・粘土塊

蓮花寺跡B区溝下層出土・土師器相良頼景館跡B区土器溜め出土・土師器

蓮花寺跡B区溝出土・鉄滓蓮花寺跡出土・瓦質土器（火舎）
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